
備 考

【環境社会システム学類】
　現代システム科学域 環境社会システム学類では、現代社会が抱える多様な問題を認識し、持続可能
な社会を実現するために必要となるSDGsの知識を身に付けるとともに、気候変動対策や生態系保全、
資源・エネルギーの持続的利用などの自然環境に関する課題、自然環境と調和し、多様な人々が共生
する社会をつくるために必要な政策科学や哲学・社会思想などの共生システムに関する課題、自文化
や異文化を理解し、社会の成り立ちそのものを探求するために必要な社会環境に関する課題に対し
て、領域横断的応用力とシステム的思力を発揮し、課題解決を図ることによって、持続可能な社会の
実現に貢献できる人材を養成することを目的とする。

【教育福祉学類】
　現代システム科学域 教育福祉学類では、現代社会のさまざまな問題に対してサステイナブルな社会
の実現に向けて、SDGｓの知識や課題解決の手法を学修するとともに、サステイナブルな社会を実現す
るために、SDGsに関する知識と具体的な課題への取り組み手法を学修し、今日の国際社会の諸問題を
深く理解するとともに、複合的な視野から社会の仕組みをよりよいものに変革していくことのできる
力を持ち、地域社会から国際社会までの広範な領域で活躍できる人材を養成することを目的とする。

【人間行動学科】
　文学部 人間行動学科では、予測不可能な時代、高度知識基盤社会、グローバル社会にあって、自分
のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる人づ
くりをめざし、人間や社会を理解するための科学的方法を身に付け、人間行動や人間を取りまく事象
を様々な視点から考えることができる人材を養成することを目的とする。

【言語文化学科】
　文学部 言語文化学科では、予測不可能な時代、高度知識基盤社会、グローバル社会にあって、自分
のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる人づ
くりをめざし、人間が創り上げてきた言語・文学・文化を深く理解し、自文化、異文化の双方を見通
しながら、新たな文化の創造に寄与することができる人材を養成することを目的とする。

【心理学類】
　現代システム科学域 心理学類では、現代社会が抱える多様な問題や、社会の変容に伴い今後発生し
得る課題を解決し、持続可能な社会を実現する際に必要となる、SDGｓの知識や領域横断的なシステム
的思考力を身に付けさせる。さらに、現代社会に生きる人々が他者や社会、文化との相互作用の中で
抱える心の問題を解決するために、心理学及び心理学関連分野の専門的知識・能力を習得させること
で、「誰一人として取り残さない」ための活動を持続可能なものにするために必要な心理環境を構築
し、持続可能な社会の実現に主体的に貢献できる人材を養成することを目的とする。

＜文学部＞
【哲学歴史学科】
　文学部 哲学歴史学科では、予測不可能な時代、高度知識基盤社会、グローバル社会にあって、自分
のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる人づ
くりをめざし、人間の歩みと思索の過程を考究し、人間に対する洞察力と歴史への理解を基に、未来
を展望することができる人材を養成することを目的とする。
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実現に主体的に貢献できる人材を養成することを目的とする。
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や実践力に富む優れた人材を養成することを使命とし、広い分野の総合的な知識と高度な専門的学術
を教授研究するとともに、地域・産業界との連携のもと高度な研究を推進し、その成果を社会に還元
することにより、地域社会及び国際社会の発展に寄与することを目的とする。
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新 設 学 部 等 の 目 的

【化学科】
　理学部 化学科では、化学の知識と技術を継承し、かつ、最先端を切り開く素質を備え、得た知見を
正確に伝える能力の修養を通じて、さまざまな専門分野における問題解決能力を身に付け、広く社会
に貢献できる人材を養成することを目的とする。

【生物学科】
　理学部 生物学科では、生物学における専門的知識、生物学に関するさまざまな実験技術、自身が持
つ知見を正確に伝える能力の修養を通じて身につけた主体的な探究心と、高い洞察力、論理的思考力
と問題解決能力を有し、グローバルな視点から物事を考える高い素養と創造力を身に付けた、次世代
の社会を担う人材を養成することを目的とする。

【地球学科】
　理学部 地球学科では、地球の環境や進化を多面的にまた時系列的に捉えるための理論的手法・実験
的手法、野外での調査技術、得た知見を正確に伝える能力の修養を通じて、さまざまな専門分野にお
ける問題解決能力を身に付け、広く社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。

＜理学部＞
【数学科】
　理学部 数学科では、自由な学問的雰囲気の中、知ることへの憧れ、考えることの楽しさ、問題解決
の喜びを大切にして、物事の本質を見極め、自由で独創的な発想ができ、自らが理解したことを正確
にわかりやすく表現できる人材を養成することを目的とする。

＜商学部＞
【商学科】
 商学部 商学科では、経営学・商学・会計学の学問的知識を身に付け、倫理観と責任感を持ち、主に
企業のマネジメントで活躍し、社会の持続可能な発展に貢献できる課題発見能力と課題解決能力を身
に付けた個性と社会性あふれる人材を養成することを目的とする。

＜経済学部＞
【経済学科】
　経済学部 経済学科では、経済学の素養、データ処理能力、異文化の学習・咀嚼能力、他者との協働
の能力、豊かな構想力を活かしながら、グローバルな社会と地域社会が直面する諸課題への解決策を
能動的かつ先取り的に提案できる「Active Global Economist（AGE）：能動的なグローバル・エコノ
ミスト」として活躍できる人材を養成することを目的とする。

【公共経営学科】
  商学部 公共経営学科では、経営学・商学・会計学の学問的知識を身に付け、倫理観と責任感を持
ち、企業のみならず、公的機関（自治体）、NPO/NGOなどのマネジメントの分野で活躍できる課題発見
能力と課題解決能力を身に付けた個性と社会性あふれる人材を養成することを目的とする。

＜法学部＞
【法学科】
　法学部 法学科では、豊かな発信力と法的思考力（リーガルマインド）を備え、人権感覚に富む民主
主義社会の担い手として、複雑化する日本社会・国際社会が抱える様々な問題に向き合い、より専門
的な法学・政治学の知見を基礎とした合理的判断に基づき、粘り強く解決の道を探ることのできる自
立的な高度職業人となり得る人材を養成することを目的とする。

【生物化学科】
　理学部 生物化学科では、生体分子が生体を形作るしくみ、生体秩序を維持するしくみ、それらが周
囲の環境に応答するしくみを分子論的に理解するために、化学、生化学、分子生物学、細胞生物化
学、バイオテクノロジー、ケミカルバイオロジーなどの専門的な知識を修得し、さらに、論理的思考
力や幅広い教養を身に付け、専門的な知識を生かして、ヒトのさまざまな疾病の発症メカニズムの解
明、疾病の予防方法の確立、創薬などに向けた基礎研究に関連した分野において国際的に活躍できる
人材を養成することを目的とする。

【物理学科】
　理学部 物理学科では、幅広い自然科学、科学技術の知識を持ち、物理学が対象とする森羅万象から
知見を得るための理論的手法・実験的手法、得た知見を正確に伝える能力を身に付け、未解決の問題
に論理的思考と柔軟性を持って挑む、創造性豊かな人材を養成することを目的とする。

【文化構想学科】
　文学部 文化構想学科では、予測不可能な時代、高度知識基盤社会、グローバル社会にあって、自分
のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる人づ
くりをめざし、文化にたいする深い理解をもとに、新たな文化表現の創出や多文化共生的価値の構築
を希求しながら、文化を社会的実践へと結びつけることができる人材を養成することを目的とする。
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新 設 学 部 等 の 目 的

【機械工学科】
　工学部 機械工学科では、機械工学を中心とした幅広い知識、技能と、豊かな人間性及び倫理観を持
ち併せ、地域社会から地球規模までの機械工学における最新の重要課題について、多角的、俯瞰的な
視点で課題を認識・考察して、人にも環境にも優しい持続可能な社会の構築に向け、主体的にその克
服・解決を発想し実践できる人材を養成することを目的とする。

【建築学科】
　工学部 建築学科では、芸術・学術・技術に立脚した「建築総合教育」と、学生の個性を育てる「少
人数教育」によって、社会の諸課題に対し専門的な知識・技能を統合し、主体的に行動できるよう
な、柔軟な発想力と論理的な思考力を備え、持続可能な生活空間を創造できる能力を有するデザイ
ナーおよびエンジニアとなる人材を養成することを目的とする。

【都市学科】
　工学部 都市学科では、都市の機能と構造を理解するための基礎科学力と、これからの都市に求めら
れる様々な要素を見極めるための多様な知識を有し、科学的根拠を基に都市が抱える課題を読み解く
とともに、説得力のある解決策を提案し、それを実現するためのコミュニケーション能力と順応性を
有するプランナーもしくはエンジニアとなり得る人材を養成することを目的とする。

【電子物理工学科】
　工学部 電子物理工学科では、エレクトロニクスを支える学問領域である電子物性及び電子材料それ
ぞれの深化と、更なる発展に必要な共通の知識と能力を修得した上で、その発展を実践できる電子物
性に秀でた人材及び電子材料に秀でた人材を養成することを目的とする。

【海洋システム工学科】
　工学部 海洋システム工学科では、海洋における人間活動に関わるすべての技術は、人間及び環境と
の調和の上にあるべきとの基本理念のもとに、海洋における各種の人工システムに関する研究、開
発、設計、生産、運用を担う人材あるいは海洋環境の計測、保全、創造に寄与できる人材を養成する
ことを目的とする。

＜工学部＞
【航空宇宙工学科】
　工学部 航空宇宙工学科では、航空宇宙の専門分野を深く極めると同時に、全地球的な視野から物事
を総合的に考える能力及びシステムデザイン能力を養成するとともに、自主的、継続的に学習し、可
能性を切り開く能力、精神を涵養し、未来を担う人材を養成することを目的とする。

【情報工学科】
　工学部 情報工学科では、様々な自然・人工システムにおいて適切な観測を行い、得られた生のデー
タや信号から有益な「情報」を抽出し、そこから創造される「知」に基づいてシステムをデザインす
るという、「情報」の生成から利活用までの一連のサイクルの構築に係る工学的方法論について、情
報処理・情報通信技術の基礎知識、専門知識を身に付け、社会的問題を自らの手で分析し解決してい
く自主性と高い倫理観を持った人材を養成することを目的とする。

【電気電子システム工学科】
　工学部 電気電子システム工学科では、電気電子システム工学に関する基礎知識、専門的知識とその
応用能力、システム設計能力を身に付け、幅広い視野で社会的問題を自らの手で分析し解決していく
自主性と、豊かな人間性、高い倫理観を持ち、人と環境に優しいスマートコミュニティ社会の発展を
担う技術者・研究者となり得る人材を養成することを目的とする。

【化学バイオ工学科】
　工学部 化学バイオ工学科では、化学や生命科学の専門知識だけでなく、社会的問題を自らの手で分
析し解決していく問題解決能力や、課題を正確に伝達するための表現力、技術者・研究者としての責
任感・倫理観を身に付け、科学技術が社会に及ぼす影響について化学・バイオ双方の立場から総合的
に洞察し、自ら適切に判断できる専門技術者・研究者となり得る人材を養成することを目的とする。

【マテリアル工学科】
　工学部 マテリアル工学科では、「材料物性学」、「材料化学」、「材料工学」など、世の中を支え
ている材料を理解するのに必要な学問を学ぶことで、材料の科学と工学の基礎概念と学理を理解し、
科学的基礎に基づいたものづくりに必要な材料設計理論、素材の合成技術、組織観察技術、物性や構
造の評価解析技術を身に付けた、社会の高度化を担う国際性豊かな創造力溢れる人材を養成すること
を目的とする。

【応用化学科】
　工学部 応用化学科では、化学の基礎と応用に関する幅広い知識と技術、そして高い倫理観と広い国
際的視野を併せ持ち、新しい物質や化学技術を創造することにより地球環境と調和した豊かな社会の
構築に貢献するとともに、技術革新にも適応しながら持続的社会の構築に貢献することができる化学
技術者・研究者となり得る人材を養成することを目的とする。

【化学工学科】
　工学部 化学工学科では、豊かな教養を身に付け、高い倫理観を持って社会貢献を志し、化学工学に
関連する基礎領域と専門領域を修得して、資源循環を総合的に含む化学プロセスの構築を目指した化
学工学に関する諸問題を解決するため、循環型社会の要請に応え得る研究・技術力を備えた化学技術
者として国際的にも活躍できる人材を養成することを目的とする。
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新 設 学 部 等 の 目 的

＜農学部＞
【応用生物科学科】
　農学部 応用生物科学科では、食料や資源、有用物質の生産、確保あるいは環境保全などに、主に植
物を対象とした生物科学を活用し、持続可能な社会の構築に貢献できる人材あるいは分子生物学に代
表される遺伝子レベルの知識からフィールド科学までの幅広い範囲での知識に加え、データ科学にも
精通し、農業や食品・化学・環境・エネルギー分野の産業や情報産業などの広範な領域で活躍できる
人材を養成することを目的とする。

【生命機能化学科】
　農学部 生命機能化学科では、動物、植物、微生物といった枠組みにとらわれることなく、生命現象
について分子、細胞、個体レベルから理解した上で、生物資源や生命機能を生活や産業さらには環境
保全・修復などへの活用を目指し、食品産業、医薬品工業、化学工業、環境産業などバイオサイエン
ス・バイオテクノロジーに関わる広範な領域で活躍できる専門職業人となり得る人材を養成すること
を目的とする。

【緑地環境科学科】
　農学部 緑地環境科学科では、環境の要素となる大気、水、土、生物と人間活動との関わりを科学的
に理解し、評価するための知識や技術と、緑地環境を望ましい状態に維持し、管理するための技術を
修得し、都市及びその周辺の農地や森林を含めた都市圏において、持続可能な地域を実現するための
エコロジカルデザイン、人類の豊かな生活環境と生産環境の維持、増進、さらには、自然資源の保全
や管理に関わる広範な領域で活躍できる専門職業人となり得る人材を養成することを目的とする。

＜獣医学部＞
【獣医学科】
　獣医学部・獣医学科では、動物と人、環境が共存・共栄できる社会の構築を理想と考え、これを達
成するにあたり求められる具体的な論点として、動物の医療・福祉を向上させること、動物及び人の
病気の予防や健康の増進を目指すこと、環境の健全化に貢献できることを課題設定する。これら個々
の課題を解決できる能力を有し、さらにそれを国際貢献および地域貢献に活かせる実践力を持つとと
もに、高い倫理観と応用力、協調性を備え持った、広く生命科学の発展に資する問題解決型の人材を
養成することを本学科の教育目的とする。

【リハビリテーション学科（作業療法学専攻）】
　医学部 リハビリテーション学科（作業療法学専攻）では、その養成段階から専門領域のみを担う専
門職者でなく、保健・医療・福祉を総合的にとらえ適切なサービスを提供することを基本認識とし
て、チーム医療の推進に寄与できる共通の価値観と豊かな人間性を有する人材を養成する。このた
め、生命の尊さと人の尊厳を重んじることを基礎にした専門知識・技術を教授することにより、豊か
な人間性と深い教養を備え、社会に貢献できる有為なリハビリテーション専門職者として、保健・医
療･福祉の向上と地域社会並びに国際社会に貢献する作業療法士となり得る人材を養成することを目的
とする。

＜看護学部＞
【看護学科】
　看護学部 看護学科では、人々の生命と個人の尊厳を尊重できる豊かな人間性、看護学の専門的知
識・技術と科学的根拠に基づいた適確な看護実践力、並びに保健医療福祉をめぐる社会の変化への柔
軟な適応力を有し、看護と看護学の発展に寄与できる多様な強みを併せ持ち、全人的に人を理解し、
倫理観をもって行動できる力、ケアをつなぎ適切な判断と課題解決能力をもって看護を実践する力、
総合的な視野をもって看護を探求しながら自己を研鑽し、社会の変化に適応し、地域と国際社会に貢
献する力を兼ね備えた看護職者となる人材を養成することを目的とする。

【リハビリテーション学科（理学療法学専攻）】
　医学部 リハビリテーション学科（理学療法学専攻）では、その養成段階から専門領域のみを担う専
門職者でなく、保健・医療・福祉を総合的にとらえ適切なサービスを提供することを基本認識とし
て、チーム医療の推進に寄与できる共通の価値観と豊かな人間性を有する人材を養成する。このた
め、生命の尊さと人の尊厳を重んじることを基礎にした専門知識・技術を教授することにより、豊か
な人間性と深い教養を備え、社会に貢献できる有為なリハビリテーション専門職者として、保健・医
療･福祉の向上と地域社会並びに国際社会に貢献する理学療法士となり得る人材を養成することを目的
とする。

【居住環境学科】
　生活科学部 居住環境学科では、居住環境や健康に関する学問を進展させることにより、現代社会の
諸課題を解決して生活の質を向上させるとともに、当該分野で中心となる優れた専門家・研究者とし
て活躍できる人材を養成することを目的とする。

＜医学部＞
【医学科】
　医学部 医学科は、「智」：医学に対する旺盛な向学心、「仁」：人への尊厳、「勇」：医療を実践
するための決断の勇気の基本理念を携え、単に医療技術を有した医師ではなく、真に患者に寄り添
い、深い医療知識と最高峰の技術を過たず実践できる胆力を有した医師として、なおかつ高い医療技
術と医療における横断的な視野を携えた真の医療人として、地域医療を支える医療人材としての役割
はもちろんのこと、国内を飛び越えて世界で医療分野をリードしていくことが可能な医師・医学研究
者となり得る人材を養成することを目的とする。

【人間福祉学科】
　生活科学部 人間福祉学科では、人口構造や社会構造の変化、地域社会の変貌にともなって生起する
現代の生活課題を正確に把握し、多様で深刻な個人及び地域の課題に対応できる理解力、洞察力、実
践力、指導力、解決力を兼ね備えた人材を養成することを目的とする。

＜生活科学部＞
【食栄養学科】
　生活科学部 食栄養学科では、基本的教養と国際感覚を身に付け、専門知識と総合知識の双方を基礎
とする思索力、理解力、洞察力、実践力、指導力、解決力を兼ね備えた人間を養成することであり、
食と栄養と健康に関して社会の指導的立場を担う管理栄養士・研究者・教育者・技術者として活躍で
きる人材を養成することを目的とする。
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大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

3年次
730 学士（法学）

【Bachelor of
Laws】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

5

4 29 4 124 学士（文学）
【Bachelor of
Arts】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上
3年次

法学部
[School of Law]

232 学士（文学）
【Bachelor of
Arts】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上

3年次

3年次

　教育福祉学類
　[Department of Social
Welfare and Education]

4 55 - 220 学士（教育福祉
学）
【Bachelor of
Social Welfare
and Education】
学士（学術）
【Bachelor of
Arts and
Science】

令和4年4月
第1年次

同上

学士（文学）
【Bachelor of
Arts】

大阪府大阪市城東区森之宮2
丁目2-3,2-23,2-24

文学部
[School of Literature and
Human Sciences]

32 4

4　人間行動学科
　[Department of Human
Behavioral Sciences]

4 56

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

　心理学類
　[Department of
Psychology]

4 45 -

　哲学歴史学科
　[Department of Philosophy
and History]

4

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

43 44 同上

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

　　年　月
第　年次

学士（環境社会
システム学）
【Bachelor of
Environmental
and Social
Systems】
学士（学術）
【Bachelor of
Arts and
Science】

令和4年4月
第1年次

同上

大阪府堺市中区学園町1番1
号

240

136

180

同上

　環境社会システム学類
　[Department of
Environmental  and Social
Systems]

4 100 -

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

180 学士（文学）
【Bachelor of
Arts】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

　法学科
　[Department of Law]

4

400

令和4年4月
第1年次

60  知識情報システム学類
　[Department of Knowledge
and Information Systems]

- 学士（情報学）
【Bachelor of
Informatics】
学士（学術）
【Bachelor of
Arts and
Science】

　言語文化学科
　[Department of Language
and Culture]

新
設
学
部
等
の
概
要

3年次

　文化構想学科
　[Department of Cultural
Management]

所　在　地

現代システム科学域
[College of Sustainable
System Sciences]

4

収容
定員

人年次
人

180 学士（心理学）
【Bachelor of
Psychology】
学士（学術）
【Bachelor of
Arts and
Science】

令和4年4月
第1年次

5



　地球学科
　[Department of
Geosciences]

4 24 - 96 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

令和4年4月
第1年次

同上

　生物化学科
　[Department of Biological
Chemistry]

4 34 - 136 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

令和4年4月
第1年次

大阪府堺市中区学園町1番1
号

学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上3 138

理学部
[School of Science]

　物理学科
　[Department of Physics]

4 76 - 304 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

令和4年4月
第1年次

令和4年4月
第1年次

同上

同上

  数学科
  [Department of
Mathematics]

4 40 - 160 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

令和4年4月
第1年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

　化学科
　[Department of Chemistry]

4 85 - 340 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

　生物学科
　[Department of Biology]

4 40 - 160 学士（理学）
【Bachelor of
Science】

令和4年4月
第1年次

同上

工学部
[School of Engineering]

　海洋システム工学科
　[Department of Marine
System Engineering]

4 33

  商学科
  [Department of Business]

4 195 - 780 学士（商学）
【Bachelor of
Business】

令和4年4月
第1年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

  公共経営学科
  [Department of Public
Management]

4 75 - 300 学士（商学）
【Bachelor of
Business】

令和4年4月
第1年次

同上

経済学部
[School of Economics]

  経済学科
  [Department of
Economics]

4 295 - 1,180 学士（経済学）
【Bachelor of
Economics】

令和4年4月
第1年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

商学部
[School of Business]

3年次

3年次

同上

　航空宇宙工学科
　[Department of Aerospace
Engineering]

4 38 1 154 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

大阪府堺市中区学園町1番1
号

3年次
　機械工学科
　[Department of Mechanical
Engineering]

4 128 4 520 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

新
設
学
部
等
の
概
要
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　電子物理工学科
　[Department of Physics
and Electronics]

77 2 312 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

4 108 3 438 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

大阪府堺市中区学園町1番1
号

3年次

　情報工学科
　[Department of
Information Science]

4

202 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上
3年次

　都市学科
　[Department of Urban
Design and Engineering]

4 50 1

3年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

2年次

168

4 70 7 294 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

3年次

　電気電子システム工学科
　[Department of Electrical
and Electronic Systems
Engineering]

4

学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上

　建築学科
　[Department of
Architecture and Building
Engineering]

4 34 1 139 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和5年4月
第2年次

　応用化学科
　[Department of Applied
Chemistry]

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上

65 4 268 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上
3年次

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上

3年次
　化学工学科
　[Department of Chemical
Engineering]

4 38 8

3年次

　化学バイオ工学科
　[Department of Chemistry
and Bioengineering]

4 57 2 232 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

3年次
　マテリアル工学科
　[Department of Materials
Science]

4 43 4 180 学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

令和4年4月
第1年次

令和6年4月
第3年次

同上

　応用生物科学科
　[Department of
Agricultural Biology]

4 50 - 200 学士（農学）
【Bachelor of
Agriculture】

令和4年4月
第1年次

大阪府堺市中区学園町1番1
号

　生命機能化学科
　[Department  of Applied
Biological Chemistry]

4 50 - 200 学士（農学）
【Bachelor of
Agriculture】

令和4年4月
第1年次

同上

農学部
[School of Agriculture]

獣医学部
[School of Veterinary
Science]

　獣医学科
　[Department of Veterinary
Science]

6 40 - 240 学士（獣医学）
【Bachelor of
Veterinary
Science】

令和4年4月
第1年次

大阪府泉佐野市りんくう往
来北1番地58号

　緑地環境科学科
　[Department of
Environmental Sciences and
Technology]

4 50 - 200 学士（農学）
【Bachelor of
Agriculture】

令和4年4月
第1年次

同上

新
設
学
部
等
の
概
要
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医学部医学科の入
学定員90人は、地
域医療枠を除いて
いる。

　食栄養学科
　[Department of Nutrition]

4 65 - 260 学士（生活科
学）
【Bachelor of
Human Life and
Ecology】

令和4年4月
第1年次

大阪府大阪市城東区森之宮2
丁目2-3,2-23,2-24

生活科学部
[School of Human Life and
Ecology]

同 一 設 置 者 内 に お け る
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

2年次

　医学科
　[Department of Medical
Science]

6 90 - 540 学士(医学）
【Bachelor of
Medicine】

令和4年4月
第1年次

大阪市阿倍野区旭町1丁目4
番3号

　リハビリテーション学科
     （理学療法学専攻）
　[Department of
Rehabilitation Science]
（Course of Physical
Therapy）

4 25 - 100 学士（保健学）
【Bachelor of
Health
Sciences】

令和4年4月
第1年次

大阪府大阪市城東区森之宮2
丁目2-3,2-23,2-24

医学部
[School of Medicine]

看護学部
[School of Nursing]

  看護学科
  〔Department of Nursing〕

4 160 - 640 学士（看護学）
【Bachelor of
Science in
Nursing】

令和4年4月
第1年次

大阪市阿倍野区旭町1丁目5
番17号

　リハビリテーション学科
    （作業療法学専攻）
　[Department of
Rehabilitation Science]
（Course of Occupational
Therapy）

4 25 - 100 学士（保健学）
【Bachelor of
Health
Sciences】

令和4年4月
第1年次

同上

3年次

　居住環境学科
　[Department of Living
Environment Design]

4 43 - 172 学士（生活科
学）
【Bachelor of
Human Life and
Ecology】

令和4年4月
第1年次

大阪市住吉区杉本3丁目3番
138号

　人間福祉学科
　[Department of Human
Development and Welfare]

4 45 - 180 学士（生活科
学）
【Bachelor of
Human Life and
Ecology】

令和4年4月
第1年次

同上

11,775計 2,848
1

新
設
学
部
等
の
概
要

　別紙のとおり

60
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　人間福祉学科 63科目 13科目 4科目 80科目 129単位

　食栄養学科 52科目 9科目 24科目 85科目 133単位

　居住環境学科 43科目 11科目 2科目 56科目 125単位

看護学部

　看護学科 74科目 32科目 23科目 129科目 129単位

生活科学部

　医学科 40科目 0科目 20科目 60科目 205単位

　リハビリテーション学科

　  作業療法学専攻 39科目 27科目 18科目 84科目 131単位

　  理学療法学専攻 36科目 22科目 27科目 85科目 131単位

　化学バイオ工学科 60科目 10科目 8科目 78科目 131単位

　応用化学科 56科目 17科目 9科目 82科目 131単位

　化学工学科

農学部

　緑地環境科学科 54科目 12科目 11科目 77科目 130単位

　応用生物科学科 44科目 9科目 13科目

経済学部

　経済学科 80科目 12科目 0科目 92科目 125単位

　法学科 55科目 12科目 0科目 67科目 128単位

131単位　教育福祉学類 205科目 80科目

8科目

131単位

文学部

298科目

講義 実験・実習演習 計

卒業要件単位数

131単位

8科目 83科目 131単位

14科目 7科目 81科目

新設学部等の名称

開設する授業科目の総数

法学部

66科目 11科目 9科目 86科目

293科目

74科目 14科目 293科目 131単位

68科目 125単位

293科目

現代システム科学域

86科目 131単位

　哲学歴史学科 60科目 51科目 4科目 115科目 131単位

　人間行動学科 87科目 34科目 9科目 130科目 131単位

150科目 131単位

　環境社会システム学類 205科目

13科目

205科目 74科目 14科目　心理学類

　知識情報システム学類 205科目 74科目 14科目

　数学科 55科目 21科目 9科目

　言語文化学科 65科目 83科目 2科目

　文化構想学科 52科目 28科目 6科目

9科目 17科目 73科目 129単位

85科目 133単位

商学部

　公共経営学科 47科目 11科目 0科目 58科目 125単位

理学部

　商学科 58科目 10科目 0科目

　生物化学科 59科目 8科目 16科目 83科目 131単位

　物理学科 55科目 16科目 13科目 84科目 140単位

　化学科 47科目

　地球学科 46科目 13科目 21科目 80科目 131単位

　生物学科 53科目 7科目 17科目 77科目 125単位

16科目 8科目 86科目 131単位

　電子物理工学科 69科目 18科目 10科目 97科目 131単位

工学部

　航空宇宙工学科 60科目 131単位

　海洋システム工学科 55科目 8科目 7科目 70科目 131単位

　建築学科

　機械工学科 74科目 13科目 11科目 98科目 131単位

60科目 12科目 9科目 81科目 131単位

　マテリアル工学科 58科目 12科目 9科目 79科目 131単位

131単位

　都市学科 62科目

　情報工学科 49科目 8科目 6科目 63科目 131単位

　 電気電子システム工学科 67科目

66科目 130単位

　生命機能化学科 49科目 9科目 15科目 73科目 130単位

獣医学部

　獣医学科 75科目 2科目 44科目 121科目 211単位

医学部

教

育

課

程

9



(25) (0)

2 22 0

人
現代システム科学域
　知識情報システム学類

講師

学　部　等　の　名　称

教授

(152)

准教授 助手

(0)(1)

専任教員等
兼 任
教 員 等

人

(12)

人 人

0 99

(8) (9) (1) (3) (21) (0) (92)

人

15

(12)

計助教

人 人

　緑地環境科学科
7

(7) (10) (2) (4) (23) (0) (92)

(0) (148)

獣医学部
　獣医学科

13 19 2 7 41 0 80

(15) (19) (2) (7) (43) (0) (75)

9 2 4 22 0 96

　生命機能化学科
8 9 2 3 22

(6) (5) (1) (3) (15) (0) (163)

　情報工学科
11 8 3 3 25 0 123

(11) (9) (3) (3) (26) (0) (121)

　電気電子システム工学科
7 10 3 156

(9) (10) (2) (2) (23)

　化学バイオ工学科
11 5 2 0 18 0 151

(11) (5) (2) (0) (18) (0) (146)

　応用化学科
8 16 1 4 29 0 151

(9) (16) (1) (4) (30) (0) (145)

　化学工学科
5

農学部
　応用生物科学科

7 8 5 1 21 0 101

(8) (8) (6) (1) (23) (0) (95)

6 1 3 0 167

　環境社会システム学類
14

　マテリアル工学科
5 7 0 3 15 0 169

(6) (7) (0) (3) (16) (0) (165)

13 1 2 30 0 199

(18) (13) (1) (2) (34) (0) (143)

　教育福祉学類
7 10 1 0 18 0 214

(10) (9) (1) (0) (20) (0) (157)

　心理学類
4 8 0 0 12 0 217

(5) (7) (0) (0) (12) (0) (165)

文学部
　哲学歴史学科

9 7 0 0 16 0 37

(9) (7) (0) (0) (16) (0) (8)

　人間行動学科
11 7 0 0 18 0 54

(11) (7) (0) (0) (18) (0) (6)

　言語文化学科
10 5 2 0 17 0 44

(10) (7) (2) (0) (19) (0) (10)

　文化構想学科
6 6 0 0 12 0 26

(8) (4) (0) (0) (12) (0) (4)

13

　電子物理工学科
16 22 2

工学部
　航空宇宙工学科

6 2 2 2 12 0 154

(5) (2) (2) (2) (11)

0 140

(16) (22) (2) (5) (45) (0) (132)

(5) (44) (0) (143)

4

法学部
　法学科

19 14 0 0 33 0 33

(23) (14) (0) (0) (37) (0) (1)

(0)

27 0 48

(25) (0) (33)

5 45

経済学部
　経済学科

21 20 0 0 41 0 65

(22) (22) (0) (0) (44) (0) (50)

商学部
　商学科

13 14 0 0

(13) (12) (0)

(33) (0) (149)

(39) (0) (150)

　地球学科

0 66

(7) (6) (0) (0) (13) (0) (56)

理学部
　数学科

14 21

　物理学科
16

7 6 0 0 13 0 147

00 0 35 149

(14) (19) (0) (0)

0 0

(8) (7) (0) (0) (15) (0) (147)

　化学科

20 4 0 40 0 149

(16) (19) (4) (0) (39) (0) (149)

17

(11) (0)

0

12 12 1 0 25 0 204

　生物学科
11 10 1 2 24 0 152

(11) (11) (1) (3) (26) (0) (151)

10 11 0 38 150

(17) (11)

　公共経営学科
7 6

9

(9) (8) (0) (1) (18) (0) (127)

8 0 1 18 0 141

(4) (1) (1) (13) (0)

(0) (141)

(146)

(0) (134)

4 4 1 2 11 0 140

(5)

　建築学科
(3) (0) (12) (0) (144)

12 0 150

(7)

　海洋システム工学科
(4) (0) (2) (11)

3 0 11 0 183

(5) (4)

4

6 5 38 0 146

(19) (14) (6)

　

教

員

組

織

の

概

要

新

設

分

　生物化学科
6 4 1 1

　都市学科

　機械工学科
13 14

10



㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

室 室

大学における完成年
度(2025年度)で表
示。

644,798

農学部 82 室

獣医学部 43

室

医学部 リハビリテーション学科 24 室

看護学部 93 室

生活科学部 116 室

12

57 室

商学部 45 室

理学部 268 室

工学部 666 室

室　　　数

現代システム科学域 137

（補助職員　5人）

室

医学部 医学科 257

演習室

411 室 223 室 1,570 室
30

0 0 788,974

0 0

（ 412,147 ㎡） （ 0 ㎡） （ 0 ㎡） （ 412,147 ㎡）

537,156 537,156

429

計

(1,206) (11)(201)(452)

（867）

9

計

看護学部
　看護学科

合　　　　計

計

既

設

分

該当なし

(－)(1,206) (11)

(0)

018

1,161 11

65

(14)

2

(2) (64)

－

(－)(－) (－)

－429 444

(19)

(86)

205 83

(18)

12 3 0 27 11 71

(12) (12)

(－)

(467) (452) (201)

(－)

－

(3) (0) (42)

(55)

－－

(－)

(－)

－

25

(25)

－

20 61

－

205

(－)

専　　任 兼　　任

(－) (－) (－)

444

(－)

(467) (86)

(－)

－

－ － － －－－ －

(－)

－ － －

(－)

34

－ －－

(－) (－)

（450）

小 計

そ の 他

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

(－) (－)(－)

（44）

（21）

956

事 務 職 員

職　　　種

専　　用

計

区　　　分

(－)

11

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

83 －

(－)

1,161

（8）

8

共用する他の
学校等の専用

533,411 0

（補助職員　5人）

講義室

専　　用

新設学部等の名称

専 任 教 員 研 究 室

計

計
共用する他の
学校等の専用

共　　用

0 533,411

111,387

室

文学部

運 動 場 用 地

合 計

法学部 48 室

経済学部

144,176 0 0 144,176

788,974

（13）

450

0

（10）

（15）

10

（9）

15

13
そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

（506）

校　　　舎

実験実習室 語学学習施設情報処理学習施設

　　作業療法学専攻
4 1 6 0 11 0 106

(4) (2) (5) (1) (12) (0)

　リハビリテーション学科
　　理学療法学専攻

5 2 3 1 11 0 94

(5) (2) (3) (2)

　人間福祉学科
5 6 3 1 15 0 25

(6) (6) (2) (1) (15) (0) (1)

生活科学部
　食栄養学科

12

5 3 2 16 0 87

(6) (4) (3) (2) (15)
　居住環境学科

6

(27) (11)

(12) (0) (51)

医学部
　医学科

34 54 112 27 227 0 118

(39) (64) (112) (27) (242) (0) (30)

大学(4年制)の完成年
度(2025年度)で表
示。特に学科(学類)
で区分していない部
局は、学部(学域)内
の全ての諸室数。

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

44

（473）

77 室

0 0 111,387

644,798 0

医学部附属病院の
職員(専任1,357
人、兼任496人)を
除く

(0) (71)

（394）

（34）

（956）

24

（24）

21

506

人 人 人394 473 867

　
　
　
新
　
　
　
設
　
　
　
分

大学における完成年
度(2025年度)で表
示。

大学全体

共　　用

11



2,176,768
千円

2,176,768
千円

2,176,768
千円

2,176,768
千円

2,176,768
千円

2,176,768
千円

390,517
千円

1,028
千円

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

昭和34年

1.06

1.09

　機械工学科 4 56 - 224 学士（工学）

　電気情報工学科 4 48 - 192

1.02 平成16年

4

　化学バイオ工学科 4 56 - 224 学士（工学） 1.04

　地球学科 4 20 - 80 学士（理学） 1.01 平成5年

工学部 1.05

　電子・物理工学科

　生物学科 4 34 - 136

　化学科 4 46 3 190

学士（理学）

理学部

3年次

学士（理学） 昭和34年

　数学科 4 27 - 108 学士（理学） 1.04 昭和34年

　物理学科 4 33 - 132 学士（理学） 1.08 昭和34年

平成10年

　言語文化学科 4 43 4 180 学士（文学） 1.07 平成10年

　文化構想学科 4 24 4 48 学士（文学） 1.04 平成31年

3年次

3年次

　公共経営学科 4 65 - 195

　人間行動学科 4 56 4 232 学士（文学） 1.07

3年次

　法学科 4 165 5 670 学士（法学） 1.02 昭和28年

文学部 大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

　哲学歴史学科 4 32 4 136 学士（文学） 1.09 平成10年

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　経済学科 4 220 - 880 学士（経済学） 1.03 昭和24年

法学部

1.01

535.8千円 535.8千円

- 学士（商学） 1.01

平成30年

1.03

収容
定員

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

昭和24年

大阪市立大学、大阪府立大学

【大阪市立大学】

680

人

商学部

学士（商学） 1.00

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

経済学部

所　在　地

大 学 の 名 称

第３年次第２年次 第４年次 第５年次

年 人

4 170

学士（工学） 1.05 平成16年

学士（工学） 1.08 平成16年42

（42,739）

図
書
・
設
備

2,454,700〔787,750〕　

(2,552,600〔810,550〕)　

倍年次
人

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

917.8千円

第１年次 第６年次

　商学科

平成16年

- 168

　建築学科 4 34 - 136 学士（工学） 1.05 平成16年

　都市学科 4 50 - 200 学士（工学） 1.06 平成16年

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

390,517
千円

390,517
千円

390,517
千円

第１年次

設 備 購 入 費

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

817.8千円

1,028
千円

36,738　㎡

170,781
千円

区　分 第５年次 第６年次開設前年度

390,517
千円

大学全体

569,776

535.8千円 535.8千円 535.8千円

機械・器具 標本

点 点

大学全体

図書購入費には電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの
整備費(運用ｺｽﾄ等)を
含む。

第３年次 第４年次第２年次

1,028
千円

1,028
千円

1,028
千円

1,028
千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

経費
の

見積
り 390,517

千円
390,517

千円

170,781
千円

170,781
千円

170,781
千円

170,781
千円

170,781
千円

学生1人当たり納付金
の第1年次の上段は大
阪府内、下段は大阪
府外の金額

　 36,450〔15,085〕　 8,700

（8,700）

8,700

（8,700）

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

　 36,450〔15,085〕　

(2,552,600〔810,550〕)　  （38,450〔15,355〕）　

 （38,450〔15,355〕）　

　 〔うち外国書〕

種 

　　　　　学術雑誌図書

　 〔うち外国書〕

種 

2,454,700〔787,750〕　

新設学部
等の名称

収納可能冊数閲覧座席数面積

2,527　席

3年次

3年次

3,707,000　冊

11,235　㎡ テニスコート（20面） プール（2施設）

面積

計

全学
42,739 47,619 569,776

（42,739） （47,619） (569,776)

1.02

1.07

1.06

42,739

点

既
設
大
学
等
の
状
況

図書館

体育館

※令和4年度から学
生募集停止

教 員 １ 人 当 り
研 究 費 等

視聴覚資料

170,781
千円

(569,776)

47,619

（47,619）

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

運営費交付金
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医学部 1.00

入学定員95人には
地域医療枠5名を含
む

生活科学部 1.02

　食品栄養科学科

　医学科 6 95 - 570 学士(医学） 1.00 平成18年

　人間福祉学科

　看護学科 4 55 - 220 学士（看護学） 1.01 平成16年

学士（生活科
学）

学士（生活科
学）

4 45 - 180 1.02 平成2年

4 35 -

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

大阪市阿倍野区旭町1丁
目4番3号

140 1.01 平成2年学士（生活科
学）

　居住環境学科 4 43 - 172 1.03 平成12年

　（前期博士課程）

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号修士（経営学）

修士（商学）
修士（グローバ
ルビジネス）

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号

経営学研究科
　グローバルビジネス専攻 2 20 - 40 1.00 平成14年

　（後期博士課程）

　グローバルビジネス専攻 3 8 - 24 0.58 平成14年博士（経営学）
博士（商学）
博士（グローバ
ルビジネス）

　（前期博士課程）

2 20 - 40 修士（経済学） 1.02 昭和28年

経済学研究科

　現代経済専攻

　現代経済専攻 3 6 - 18 博士（経済学） 0.27 昭和28年

　（後期博士課程）

文学研究科

　哲学歴史学専攻 3 5 - 15 博士（文学） 0.54 平成13年

　（後期博士課程）

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　哲学歴史学専攻 2 14 - 28 修士（文学） 1.07 平成13年

　（前期博士課程）

　人間行動学専攻 2 16 - 32 修士（文学） 0.59 平成13年

　（前期博士課程）

　人間行動学専攻 3 6 - 18 博士（文学） 0.63 平成13年

　（後期博士課程）

　言語文化学専攻 2 18 - 36 修士（文学） 0.76 平成13年

　（前期博士課程）

　言語文化学専攻 3 6 - 18 博士（文学） 0.60 平成13年

　（後期博士課程）

　文化構想学専攻 2 12 - 12 修士（文学） 0.75 令和2年

　（前期博士課程）

　文化構想学専攻 3 4 - 4 博士（文学） 1.25 令和2年

　（後期博士課程）

理学研究科 大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　数物系専攻 2 31 - 62 修士（理学） 1.04 平成10年

　（前期博士課程）

　数物系専攻 3 10 - 30 博士（理学） 0.69 平成10年

　（後期博士課程）

　物質分子系専攻 3 7 - 21 博士（理学） 0.37 平成10年

　物質分子系専攻 2 37 - 74 修士（理学） 1.03 平成10年

　（前期博士課程）

　生物地球系専攻 2 29 - 58 修士（理学） 1.17 平成10年

　（後期博士課程）

27 博士（理学） 0.51 平成10年

15 博士（工学） 0.18 平成14年

　（後期博士課程）

　（後期博士課程）

　機械物理系専攻 3

　（前期博士課程）

　生物地球系専攻 3 9 -

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　機械物理系専攻 2 36 - 72 修士（工学） 1.17 平成14年

　（前期博士課程）

工学研究科

-5

既
設
大
学
等
の
状
況

【大阪市立大学大学院】 ※令和4年度から学
生募集停止
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大阪府堺市中区学園町1
番1号

平成24年

平成24年

3年次

　マネジメント学類 4 150 - 600 学士（経営学） 1.02 平成24年

　電気電子系学類 4 163 4 660 学士（工学） 1.06 平成24年

　　経済データサイエ

　　ンス課程

　　情報工学課程

　　電気電子システム工

　　電子物理工学課程

　　学課程

　　環境共生科学課程　

　　社会共生科学課程

　　人間環境科学課程

　　マネジメント課程 学士（経済学）

工学域 1.04

45 - 180 学士（情報学） 1.03

　環境システム学類 4 125 - 500 1.02学士（環境シス
テム学）

　知識情報システム学類 4

【大阪府立大学】

　電子情報系専攻

　電子情報系専攻 2 58 - 116 修士（工学） 0.98 平成14年

3 9 平成14年

　（後期博士課程）

　（前期博士課程）

　化学生物系専攻 3 5 - 15 博士（工学） 0.30 平成14年

　化学生物系専攻 2 36 - 72 修士（工学） 1.36 平成14年

　（前期博士課程）

　（後期博士課程）

　（前期博士課程）

生活科学研究科 大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　生活科学専攻 2 53 - 106 1.00 平成12年

　（前期博士課程）

　都市系専攻 3 9 - 27 博士（工学） 0.29 平成14年

　（後期博士課程）

　生活科学専攻 3 10 - 30 0.53 平成12年

　（後期博士課程）

看護学研究科 大阪市阿倍野区旭町1丁
目4番3号　看護学専攻 2 10 - 20 修士（看護学） 0.70 平成20年

　（前期博士課程）

　看護学専攻 3 3

　（後期博士課程）

9 博士（看護学） 0.77 平成22年

現代システム科学域

昭和28年

　（後期博士課程）

　臨床医科学専攻 4 40 - 160 博士（医学） 1.37 平成18年

　（博士課程）

平成16年

　（専門職学位課程）

-

　都市経営専攻 3 5 - 15 博士（都市経
営）

1.40 平成2年

　（後期博士課程）

- 30

- 27 博士（工学） 0.41

大阪市阿倍野区旭町1丁
目4番3号　医科学専攻 2 12

大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　法学政治学専攻 2 15 修士(法学) 0.16 昭和28年

　（前期博士課程）

- 112 修士（都市経
営）

0.99 平成30年

修士（学術）
修士（生活科
学）

博士（学術）
博士（生活科
学）

-

医学研究科

　法学政治学専攻 3 10 - 30 博士(法学) 0.06

法学研究科

　（前期博士課程）

- 24 修士（医科学） 1.04 平成18年

　（修士課程）

法務博士(専門
職)

90 0.61

大阪府堺市中区学園町1
番1号

1.03

　基礎医科学専攻 4 30 - 120 博士（医学） 0.33 平成18年

　（博士課程）

3 30

2 56

　都市系専攻 2 47 - 94 修士（工学） 1.15 平成14年

※令和4年度から学
生募集停止

　法曹養成専攻

都市経営研究科 大阪市住吉区杉本3丁目
3番138号　都市経営専攻

既
設
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1.04 平成17年240

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

3 7 - 21 博士（工学） 0.33 平成17年

574 学士（工学） 1.01 平成24年

400 1.03

6 40 - 学士（獣医学） 1.08 平成24年

1.04

学士（工学） 1.04 平成24年

平成24年

240

626

　（博士前期課程）

　（博士後期課程）

　量子放射線系専攻 2 8 - 16 修士（工学） 0.93 平成25年

　物質・化学系専攻 3 18 - 54 博士（工学） 0.75 平成17年

　（博士前期課程）

　電気・情報系専攻

修士（工学）

　（博士後期課程）

　電子・数物系専攻 3 10 - 30 博士（工学） 0.40

　（博士前期課程）

　電子・数物系専攻 2 45 - 90 修士（工学） 1.26

　（博士前期課程）

3 11 - 33 博士（工学） 0.57

　（博士後期課程）

　電気・情報系専攻 2 83 - 166 修士（工学） 1.01

　（博士前期課程）

　物質・化学系専攻 2 120 -

　（博士後期課程）

　航空宇宙海洋系専攻 3 6 - 18 博士（工学） 0.72 平成17年

修士（工学） 1.28 平成17年

　（博士前期課程）

　航空宇宙海洋系専攻 2 35 - 70 修士（工学） 1.22 平成17年

　機械系専攻

　（博士後期課程）

3 226 1.05 平成24年学士（教育福祉
学）

【大阪府立大学大学院】

大阪府堺市中区学園町1
番1号

工学研究科 大阪府堺市中区学園町1
番1号　機械系専攻 2 50 - 100

　　作業療法専攻

　　栄養療法専攻

3年次

　教育福祉学類 4 55

25 - 100 学士（保健学） 1.03 平成17年

4 25 - 100 学士（保健学） 1.02 平成17年

4 30 - 120 学士（保健学） 1.03 平成17年

　看護学類 4 120 - 480 学士（看護学） 1.00 平成24年 大阪府羽曳野市はびき
の3丁目7番30号

　総合リハビリテーショ 1.02 大阪府羽曳野市はびき
の3丁目7番30号

　　理学療法専攻

　ン学類

4

　理学類 4 149 - 596 学士（理学） 1.03 平成30年

　　数理科学課程

　　物理科学課程

　　分子科学課程

　　生物科学課程

大阪府堺市中区学園町1
番1号

大阪府堺市中区学園町1
番1号

大阪府堺市中区学園町1
番1号

地域保健学域

　　生命機能化学課程

　　植物バイオサイエ

　　ンス課程

　緑地環境科学類 4 50 - 200 1.03 平成24年

学士（応用生命
科学）

学士（緑地環境
科学）

3年次

　物質化学系学類 4 150 13

3年次

　機械系学類 4 142 3

　応用生命科学類 4 100 -

　　応用化学課程

　　化学工学課程

　　マテリアル工学課程

　　航空宇宙工学課程

　　  海洋システム工学課程

　　機械工学課程

生命環境科学域

　獣医学類 大阪府泉佐野市りんく
う往来北1番地58号

1.01

※3年次編入は、令
和4年度から学生募
集停止

※令和4年度から学
生募集停止
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　（博士前期課程）

0.83

修士（言語文化
学）
修士（人間科
学）修士（社会
福祉学）

修士（言語文化
学）
修士（人間科
学）修士（社会
福祉学）

大阪府羽曳野市はびき
の3丁目7番30号2 26 - 52 修士（看護学） 0.82 平成17年

大阪府堺市中区学園町1
番1号

5 - 15 博士（看護学）

　（博士後期課程）

修士(情報学）
修士（環境学）
修士（学術）

博士(情報学）
博士（環境学）
博士（学術）

大阪府堺市中区学園町1
番1号

　看護学専攻 3

　（博士前期課程）

1.06 平成17年

　（博士前期課程）

看護学研究科

　看護学専攻

　人間社会学専攻 3 8 - 24 0.83 平成28年

　（博士後期課程）

　現代システム科学専攻 3 5 - 15 0.53 平成28年

　（博士後期課程）

　人間社会学専攻 2 20 - 40 1.02 平成28年

2 35 - 70 1.11 平成28年

　現代システム科学専攻

　経営学専攻 2 30 - 60 修士（経営学）
（学術）

0.79 平成17年

　（博士前期課程）

人間社会システム科学
研究科

　経済学専攻 3 8 - 24 博士（経済学） 0.58 平成17年

　（博士後期課程）

経済学研究科 大阪府堺市中区学園町1
番1号　経済学専攻 2 15 - 30 修士（経済学） 0.73 平成17年

　（博士前期課程）

　生物科学専攻 2 27 - 54 修士（理学） 1.12 平成17年

　（博士前期課程）

　生物科学専攻 3 5 - 15 博士（理学） 0.26 平成17年

　（博士後期課程）

　分子科学専攻 3 3 - 9 博士（理学） 0.22 平成17年

　（博士後期課程）

　分子科学専攻 2 25 - 50 修士（理学） 0.94 平成17年

　（博士前期課程）

- 9 博士（理学） 0.99 平成17年

　（博士後期課程）

大阪府泉佐野市りんく
う往来北1番地58号

　物理科学専攻 2 25 - 50 修士（理学） 0.66 平成17年

　（博士前期課程）

平成30年

　（博士前期課程）

　数理科学専攻 3 3 - 9 博士（理学） 0.44 平成30年

　（博士後期課程）

　物理科学専攻 3 3

修士（応用生命
科学）

博士（応用生命
科学）

修士（緑地環境
科学）

修士（緑地環境
科学）

　獣医学専攻 4 13 - 52 博士（獣医学） 0.84 平成17年

　（博士課程）

理学系研究科

　数理科学専攻 2 15 - 30 修士（理学）

　（博士後期課程）

　緑地環境科学専攻 2 20 - 40 0.97 平成17年

　（博士前期課程）

大阪府堺市中区学園町1
番1号　応用生命科学専攻 2 63 - 126 1.18 平成17年

　（博士前期課程）

　緑地環境科学専攻 3 5 - 15 0.26 平成17年

　（博士後期課程）

　応用生命科学専攻 3 12 - 36 0.49 平成17年

　（博士後期課程）

生命環境科学研究科

　量子放射線系専攻 3 3 - 9 博士（工学） 0.88 平成25年

既
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1.36 平成19年

附属施設の概要

医学部附属病院

附属植物園

獣医学部附属獣
医臨床センター

農学部附属教育
研究フィールド

職員数

専任
1,357名

・
兼任
496名

専任
13名
・

兼任
6名

兼任
53名

専任
3名
・

兼任
9名

名称

主に理学部における植物学の基礎
研究、遺伝子資源や絶滅危惧植物
の保護育成を行う植物園として教
育研究、研究成果の発信及び地域
の自然学習や生涯学習の拠点とし
ての役割を担う。収集植物は約6
千種類、樹木・花木を約3万本収
集。

獣医学部の附属動物病院として診
療実習施設及び獣医学臨床を基盤
とした教育・研究機能を整備し、
高度な医療及び教育研究の推進、
獣医師の育成、感染症の拡大防
止、地域への獣医療の貢献などを
目的とする。

　総合リハビリテーショ 2 15 -

農学部における圃場として水田、
果樹園、花木園、精密栽培室、実
習施設等を整備し、基礎及び応用
研究、学生の実習指導を行う。資
源植物の収集保存、有用植物の特
性評価、環境影響評価など高度な
教育研究と地域産業の振興を担
う。

　（博士前期課程）

1950(昭
和25)年4
月

所在地

大阪府大
阪市阿倍
野区旭町
1-5-7

大阪府交
野市私市
2000

医学部附属病院として市民の健康
に寄与する質の高い医療の提供、
こころ豊かで信頼される医療人の
育成、医療発展への貢献を目的に
大阪市内唯一の中核病院として高
度総合医療機関の役割を担う。許
可病床数は、一般病床934、精神
病棟38、合計972床。

30 修士（保健学）

設置
年月

1955(昭
和30)年4
月

目的

2,159
㎡

255,300
㎡

16,458
㎡

大阪府泉
佐野市り
んくう往
来北1番
地58号

大阪府堺
市中区学
園町1番1
号

11,111
㎡

72,755
㎡

2009(平
成21)年4
月

2005(平
成17)年4
月

2,647
㎡

4,327
㎡

施設
面積

86,878
㎡

敷地
面積

規模

　総合リハビリテーショ 3 5 - 15 博士（保健学） 1.33 平成21年

　（博士後期課程）

　ン学専攻

総合リハビリテーション
学研究科

　ン学専攻

大阪府羽曳野市はびき
の3丁目7番30号

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

既
設
大
学
等
の
状
況

17



別紙 

同一設置者内における変更状況 

大阪市立大学   

商学部（廃止） 

商学科                 （△170） 

公共経営学科               （△65） 

※令和 4 年 4 月学生募集停止   

 

経済学部（廃止） 

経済学科                （△220） 

※令和 4 年 4 月学生募集停止   

 

法学部（廃止） 

法学科                 （△165） 

（3 年次編入学定員）            （△5） 

※令和 4 年 4 月学生募集停止   

（3 年次編入学は令和 6 年 4 月学生募集停止） 

 

文学部（廃止） 

哲学歴史学科               （△32） 

（3 年次編入学定員）             （△4） 

人間行動学科               （△56） 

（3 年次編入学定員）             （△4） 

言語文化学科                   （△43） 

（3 年次編入学定員）             （△4） 

文化構想学科                   （△24） 

（3 年次編入学定員）             （△4） 

※令和 4 年 4 月学生募集停止 

（3 年次編入学は令和 6 年 4 月学生募集停止） 
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別紙 

同一設置者内における変更状況 

理学部（廃止） 

数学科 （△27）

物理学科 （△33）

化学科 （△46）

（3 年次編入学定員） （△3）

生物学科 （△34）

地球学科 （△20）

※令和 4 年 4 月学生募集停止

（3 年次編入学は令和 6 年 4 月学生募集停止）

工学部（廃止） 

機械工学科   （△56）

電子・物理工学科 （△42）

電気情報工学科 （△48）

化学バイオ工学科 （△56）

建築学科 （△34）

都市学科 （△50）

※令和 4 年 4 月学生募集停止

医学部（廃止） 

医学科 （△90）

（指定医療枠） （△5）

看護学科 （△55）

※令和 4 年 4 月学生募集停止

生活科学部（廃止） 

食品栄養科学科   （△35）

居住環境学科 （△43）

人間福祉学科 （△45）

※令和 4 年 4 月学生募集停止

19



別紙 

同一設置者内における変更状況 

大阪府立大学 

現代システム科学域（廃止） 

知識情報システム学類           （△45） 

環境システム学類              （△125） 

環境共生科学課程 

社会共生科学課程 

人間環境科学課程 

マネジメント学類              （△150） 

マネジメント課程 

経済データサイエンス課程 

※令和 4 年 4 月学生募集停止 

 

工学域（廃止） 

電気電子系学類               （△163） 

（3 年次編入学定員）            （△4） 

情報工学課程 

電気電子システム工学課程 

電子物理工学課程 

物質化学系学類               （△150） 

（3 年次編入学定員）           （△13） 

応用化学課程 

化学工学課程 

マテリアル工学課程  

機械系学類                   （△142） 

（3 年次編入学定員）            （△3） 

航空宇宙工学課程 

海洋システム工学課程 

機械工学課程 

※令和 4 年 4 月学生募集停止 

（3 年次編入学は令和 6 年 4 月学生募集停止）   
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別紙 

同一設置者内における変更状況 

生命環境科学域（廃止）   

獣医学類                      （△40） 

応用生命科学類               （△100） 

生命機能化学課程 

植物バイオサイエンス課程 

緑地環境科学類                （△50） 

理学類                       （△149） 

数理科学課程 

物理科学課程 

分子科学課程 

生物科学課程 

※令和 4 年 4 月学生募集停止  

 

地域保健学域（廃止）   

看護学類                    （△120） 

総合リハビリテーション学類  

理学療法専攻               （△25） 

作業療法専攻               （△25） 

栄養療法専攻               （△30） 

教育福祉学類                （△55） 

（3 年次編入学定員）           （△3） 

※令和 4 年 4 月学生募集停止   

（3 年次編入学は令和４年 4 月学生募集停止）   
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学入門 1前・後 2 〇 兼2

倫理学入門 1前・後 2 〇 兼2

日本史の見方 1前・後 2 〇 兼2

東洋史の見方 1前・後 2 〇 兼2

西洋史の見方 1前・後 2 〇 兼1

考古学入門 1前・後 2 〇 兼2

言語学入門 1前・後 2 〇 兼1

日本語学入門 1前・後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼13 －

日本国憲法 1前・後 2 〇 兼2

心理学入門 1前・後 2 〇 兼4

現代社会学入門 1前・後 2 〇 兼2

現代経済学入門 1前・後 2 〇 兼2

現代地理学入門 1前・後 2 〇 兼2

文化人類学入門 1前・後 2 〇 兼2

法学入門 1前・後 2 〇 兼2 共同

政治学入門 1前・後 2 〇 兼2

ジェンダー論入門 1前・後 2 〇 兼9 共同

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 兼26 －

科学技術と社会 1前・後 2 〇 兼1

数学への招待 1前・後 2 〇 兼1

物理学への招待 1前・後 2 〇 兼2

化学への招待 1前・後 2 〇 兼3 共同

生物学への招待 1前・後 2 〇 兼4 共同

生物化学への招待 1前・後 2 〇 兼3 共同

地球学への招待 1前・後 2 〇 兼2 共同

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼16 －

歴史のなかの大阪 1前・後 2 〇 兼1

関西文学論 1前・後 2 〇 兼1

地域文化学 1前・後 2 〇 兼1

大阪の自然 1前・後 2 〇 兼2 オムニバス

大阪の都市づくり 1前・後 2 〇 兼5 共同

大阪落語への招待 1前・後 2 〇 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼10 －

技術と環境 1前・後 2 〇 兼15 共同

人体を考える 1前・後 2 〇 兼11 共同

行動の生理科学 1前・後 2 〇 兼1

国際開発の課題 1前・後 2 〇 兼2

人間と居住環境 1前・後 2 〇 兼11 共同

環境と経済 1前・後 2 〇 兼2

生命と進化 1前・後 2 〇 兼3 共同

現代の医療 1前・後 2 〇 兼15 共同

健康へのアプローチ 1前・後 2 〇 兼13 共同

生命と環境 1前・後 2 〇 兼1

現代社会と健康 1前・後 2 〇 兼2

自然環境学概論 1前・後 2 〇 兼7 共同

環境・生命・倫理 1前・後 2 〇 兼4 オムニバス

－ 0 26 0 0 0 0 0 0 兼86 －

哲学的人間学 1前・後 2 〇 兼1

哲学と社会 1前・後 2 〇 兼1

人間と宗教 1前・後 2 〇 兼2

共生社会と宗教 1前・後 2 〇 兼1

教育と文化 1前・後 2 〇 兼2 共同

心理学・認知科学と人間 1前・後 2 〇 兼1

文化と社会の心理 1前・後 2 〇 兼1

認知のしくみ 1前・後 2 〇 兼1

行動と学習の心理 1前・後 2 〇 兼1

教育と発達の心理学 1前・後 2 〇 兼1

子どもの生活と健康教育 1前・後 2 〇 兼1

社会科学のフロンティア 1前・後 2 〇 兼2

思想と社会 1前・後 2 〇 兼1

経済学の歴史と思想 1前・後 2 〇 兼2

戦争と人間 1前・後 2 〇 兼2

世界のなかの日本経済 1前・後 2 〇 兼2

現代日本の政治と経済 1前・後 2 〇 兼1

現代の経営 1前・後 2 〇 兼1

国際社会と法 1前・後 2 〇 兼1

国際社会と政治 1前・後 2 〇 兼1

暮らしと政治 1前・後 2 〇 兼1

都市的世界の社会学 1前・後 2 〇 兼1

現代文化の社会学 1前・後 2 〇 兼2

メディアの社会学 1前・後 2 〇 兼1

現代の社会問題 1前・後 2 〇 兼1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

B
 
社
会
科
学

小計（9科目） －

C
　
自
然
科
学

小計（7科目） －

基
幹
教
育
科
目

　
総
合
教
養
科
目

Ⅰ
　
基
礎
科
目

A
 
人
文
科
学

小計（8科目）

D
　
大
阪
学

小計（6科目） －

Ⅱ
　
主
題
科
目

A
 
S
D
G
ｓ

小計（13科目） －

B
　
人
間
・
都
市
・
社
会

1
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由
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演
　
習

実
験
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教
　
授
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授
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助
　
教
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

家族と社会 1前・後 2 〇 兼2

医療と社会 1前・後 2 〇 兼1

スポーツと社会 1前・後 2 〇 兼1

測定・実験で学ぶ人間と社会 1前・後 2 〇 兼1

観光研究入門 1前・後 2 〇 兼1

都市の地理学 1前・後 2 〇 兼1

都市の社会史 1前・後 2 〇 兼1

都市生活と人間福祉 1前・後 2 〇 兼8 共同

バリアフリー論 1前・後 2 〇 兼1

現代都市論 1前・後 2 〇 兼12 共同

都市の経済とビジネス 1前・後 2 〇 兼10 オムニバス

都市・地域政策 1前・後 2 〇 兼10 オムニバス

国際地域経済と都市 1前・後 2 〇 兼2

都市研究の最前線 1前・後 2 〇 兼14 共同

コミュニティ防災 1前・後 2 〇 兼9 共同

現代の部落問題 1前・後 2 〇 兼2

メディアと人権 1前・後 2 〇 兼1

部落解放のフロンティア 1前・後 2 〇 兼7 共同

部落差別の成立と展開 1前・後 2 〇 兼1

グローバル化と人権 1前・後 2 〇 兼1

障がい者と人権A 1前・後 2 〇 兼1

障がい者と人権B 1前・後 2 〇 兼1

企業と人権 1前・後 2 〇 兼1

地球市民と人権 1前・後 2 〇 兼1

労働と人権 1前・後 2 〇 兼13 オムニバス

平和と人権 1前・後 2 〇 兼9 共同

ジェンダーと現代社会 1前・後 2 〇 兼5 共同

クィアスタディーズ 1前・後 2 〇 兼1

エスニック・スタディ 1前・後 2 〇 兼1

－ 0 108 0 0 0 0 0 0 兼131 －

歴史を学ぶとは 1前・後 2 〇 兼2 オムニバス

日本社会の歴史 1前・後 2 〇 兼1

東洋社会の歴史 1前・後 2 〇 兼2

西洋社会の歴史 1前・後 2 〇 兼1

現代の歴史 1前・後 2 〇 兼1

ことばの歴史 1前・後 2 〇 兼2

英語学 1前・後 2 〇 兼1

世界のなかの英語 1前・後 2 〇 兼1

ヨーロッパの多言語社会 1前・後 2 〇 兼1

日本の古典文学 1前・後 2 〇 兼3

物語文学を読む 1前・後 2 〇 兼1

世界の文学 1前・後 2 〇 兼11 共同

中国古典文学への招待 1前・後 2 〇 兼1

ヨーロッパの文学 1前・後 2 〇 兼1

文学と社会 1前・後 2 〇 兼1

日本の近代文学 1前・後 2 〇 兼2

近代社会と読書 1前・後 2 〇 兼1

芸術の世界 1前・後 2 〇 兼1

東洋美術史 1前・後 2 〇 兼1

美術史 1前・後 2 〇 兼3 共同

音楽の諸相 1前・後 2 〇 兼1

音楽と生活 1前・後 2 〇 兼1

造形と生活 1前・後 2 〇 兼1

アーツマネジメント 1前・後 2 〇 兼1

音楽と対話 1前・後 2 〇 兼1

コミュニケーションの諸相と文化 1前・後 2 〇 兼1

アイデンティティと文化 1前・後 2 〇 兼1

国際文化の視点 1前・後 2 〇 兼1

環境と文化 1前・後 2 〇 兼1

観光と文化 1前・後 2 〇 兼1

中国の思想 1前・後 2 〇 兼1

ヨーロッパ文化史 1前・後 2 〇 兼1

ヨーロッパ事情 1前・後 2 〇 兼1

新西洋事情 1前・後 2 〇 兼1

西洋社会文化史 1前・後 2 〇 兼1

西洋宗教文化史 1前・後 2 〇 兼1

西洋教育文化史 1前・後 2 〇 兼1

フィランソロピー学入門 1前・後 2 〇 兼1

比較文化社会論 1前・後 2 〇 兼1

日本事情A 1前・後 2 〇 兼2

日本事情B 1前・後 2 〇 兼2

英語で学ぶ日本事情 1前・後 2 〇 兼1

－ 0 84 0 0 0 0 0 0 兼51 －

－

C
　
歴
史
と
文
化

小計（42科目） －

基
幹
教
育
科
目

総
合
教
養
科
目

Ⅱ
　
主
題
科
目

B
　
人
間
・
都
市
・
社
会

小計（54科目）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会に活きる科学 1前・後 2 〇 兼5 共同

現代科学と人間 1前・後 2 〇 兼5 共同

心と脳 1前・後 2 〇 兼1

行動と視機能 1前・後 2 〇 兼1

データリテラシー 1前・後 2 〇 兼1

植物の科学 1前・後 2 〇 兼4 共同

地図と地理情報 1前・後 2 〇 兼1

情報と社会 1前・後 2 〇 兼5 共同

社会におけるネットワーク 1前・後 2 〇 兼1

社会と統計 1前・後 2 〇 兼1

植物と人間 1前・後 2 〇 兼3 共同

コンピューターグラフィックス概論 1前・後 2 〇 兼1

工学研究の最先端 1前・後 2 〇 兼15 共同

創薬科学のすすめ 1前・後 2 〇 兼10 オムニバス

植物園で学ぶ植物の多様性 1前・後 2 〇 兼3 共同

－ 0 30 0 0 0 0 0 0 兼54 －

現代社会におけるキャリアデザイン 1前・後 2 〇 兼2

キャリアと実践 1前・後 2 〇 兼1

国際活動とキャリア 1前・後 2 〇 兼1

大学でどう学ぶか 1前・後 2 〇 兼2

現代社会と大学 1前・後 2 〇 兼1

市民・学生のための大学評価論 1前・後 2 〇 兼1

世界の大学と学生 1前・後 2 〇 兼1

グローバル経営論 1前・後 2 〇 兼2

社会と会計 1前・後 2 〇 兼1

国際ビジネス 1前・後 2 〇 兼1

学びのデータから見る大学 1前・後 2 〇 兼1

プレゼンテーション技法 1前・後 2 〇 兼2

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12 －

数理・データサイエンス基礎A 1前・後 2 〇 兼5

数理・データサイエンス基礎B 1前・後 2 〇 兼4

数理・データサイエンス基礎C 1前・後 2 〇 兼2

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼11 －

初年次ゼミナール 1前 2 〇 兼215

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼215 －

情報リテラシー 1前 2 〇 兼20 ※演習

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼20 －

University English 1A 1前 1 〇 兼53

University English 1B 1前 1 〇 兼38

University English 2A 1後 1 〇 兼53

University English 2B 1後 1 〇 兼38

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

Media English　 1前 1 〇 兼3

Writing A 1後 1 〇 兼3

Writing B 3前 1 〇 兼1

TOEFL A 1前 1 〇 兼2

TOEFL B 1前 1 〇 兼2

TOEIC L&R 1前 1 〇 兼2

英語海外語学研修A 1前 1 〇 兼1

英語海外語学研修B 1後 1 〇 兼1

海外活動（留学・ビジネス）準備コース 1前 1 〇 兼1

Discussion 1前 1 〇 兼2

Reading 1前 1 〇 兼7

Literature 1前 1 〇 兼5

Comparative Culture 1前 1 〇 兼2

ESD A 1前 1 〇 兼1

ESD B 1前 1 〇 兼2

Presentation 1後 1 〇 兼2

Communicative Grammar 1前 1 〇 兼3

－ 6 17 0 0 0 0 0 0 兼80 －

－

Ⅲ
　
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

小計（12科目） －

Ⅳ
数理・データ
サイエンス科

目

小計（3科目） －

－

基
幹
教
育
科
目

初年次
教育科目

小計（1科目） －

情報
リテラシー科目

小計（1科目） －

総
合
教
養
科
目

Ⅱ
　
主
題
科
目

D
　
自
然
と
情
報

小計（15科目）

　
外
国
語
科
目

　
Ⅰ
　
英
語
科
目

小計（23科目）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ドイツ語入門1 1前 1 〇 兼17

ドイツ語入門2 1後 1 〇 兼17

ドイツ語入門A（基礎） 1前 1 〇 兼14

ドイツ語入門B（会話） 1前 1 〇 兼17

ドイツ語初級A（基礎） 1後 1 〇 兼14

ドイツ語初級B（会話） 1後 1 〇 兼17

ドイツ語中級1 2前 1 〇 兼2

ドイツ語中級2 2後 1 〇 兼2

ドイツ語基礎1 1前 2 〇 兼11

ドイツ語基礎2 1後 2 〇 兼11

ドイツ語応用1 1前 1 〇 兼8

ドイツ語応用2 1後 1 〇 兼8

ドイツ語特修A 2前 1 〇 兼2

ドイツ語特修B 2後 1 〇 兼2

ドイツ語特修C 2前 1 〇 兼3

ドイツ語特修D 2後 1 〇 兼3

ドイツ語特修E 2前 1 〇 兼3

ドイツ語特修F 2後 1 〇 兼3

ドイツ語特修G 2前 1 〇 兼4

ドイツ語特修H 2後 1 〇 兼4

ドイツ語海外語学研修 2前・後 1 〇 兼1

－ 0 23 0 0 0 0 0 0 兼32 －

フランス語入門1 1前 1 〇 兼17

フランス語入門2 1後 1 〇 兼16

フランス語入門A（基礎） 1前 1 〇 兼10

フランス語入門B（会話） 1前 1 〇 兼9

フランス語初級A（基礎） 1後 1 〇 兼10

フランス語初級B（会話） 1後 1 〇 兼9

フランス語中級1 2前 1 〇 兼3

フランス語中級2 2後 1 〇 兼3

フランス語基礎1 1前 2 〇 兼8

フランス語基礎2 1後 2 〇 兼7

フランス語応用1 1前 1 〇 兼4

フランス語応用2 1後 1 〇 兼4

フランス語特修A 2前 1 〇 兼2

フランス語特修B 2後 1 〇 兼2

フランス語特修C 2前 1 〇 兼2

フランス語特修D 2後 1 〇 兼2

フランス語特修E 2前 1 〇 兼1

フランス語特修F 2後 1 〇 兼1

フランス語特修G 2前 1 〇 兼3

フランス語特修H 2後 1 〇 兼2

フランス語海外語学研修A 1前・後 1 〇 兼1

フランス語海外語学研修B 2前・後 1 〇 兼1

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼22 －

中国語入門1 1前 1 〇 兼28

中国語入門2 1後 1 〇 兼28

中国語入門A（基礎） 1前 1 〇 兼21

中国語入門B（会話） 1前 1 〇 兼18

中国語初級A（基礎） 1後 1 〇 兼21

中国語初級B（会話） 1後 1 〇 兼18

中国語中級1 2前 1 〇 兼7

中国語中級2 2後 1 〇 兼7

中国語基礎1 1前 2 〇 兼17

中国語基礎2 1後 2 〇 兼17

中国語応用1 1前 1 〇 兼7

中国語応用2 1後 1 〇 兼7

中国語特修A 2前 1 〇 兼2

中国語特修B 2後 1 〇 兼2

中国語特修C 2前 1 〇 兼2

中国語特修D 2後 1 〇 兼2

中国語特修E 2前 1 〇 兼2

中国語特修F 2後 1 〇 兼2

中国語特修G 2前 1 〇 兼3

中国語特修H 2後 1 〇 兼3

中国語海外語学研修A 1前・後 1 〇 兼1

中国語海外語学研修B 2前・後 1 〇 兼1

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼46 －

基
幹
教
育
科
目

　
外
国
語
科
目

　
Ⅱ
　
初
修
外
国
語
科
目

ド
イ
ツ
語

小計（21科目） －

フ
ラ
ン
ス
語

小計（22科目） －

中
国
語

小計（22科目） －
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ロシア語入門1 1前 1 〇 兼7

ロシア語入門2 1後 1 〇 兼7

ロシア語入門A（基礎） 1前 1 〇 兼7

ロシア語入門B（会話） 1前 1 〇 兼7

ロシア語初級A（基礎） 1後 1 〇 兼7

ロシア語初級B（会話） 1後 1 〇 兼7

ロシア語中級1 2前 1 〇 兼1

ロシア語中級2 2後 1 〇 兼1

ロシア語基礎1 1前 2 〇 兼3

ロシア語基礎2 1後 2 〇 兼3

ロシア語応用1 1前 1 〇 兼1

ロシア語応用2 1後 1 〇 兼1

ロシア語特修A 2前 1 〇 兼2

ロシア語特修B 2後 1 〇 兼2

ロシア語特修C 2前 1 〇 兼2

ロシア語特修D 2後 1 〇 兼2

ロシア語海外語学研修 2前・後 1 〇 兼2

－ 0 19 0 0 0 0 0 0 兼10 －

朝鮮語入門1 1前 1 〇 兼10

朝鮮語入門2 1後 1 〇 兼10

朝鮮語入門A（基礎） 1前 1 〇 兼6

朝鮮語入門B（会話） 1前 1 〇 兼7

朝鮮語初級A（基礎） 1後 1 〇 兼6

朝鮮語初級B（会話） 1後 1 〇 兼7

朝鮮語中級1 2前 1 〇 兼1

朝鮮語中級2 2後 1 〇 兼1

朝鮮語基礎1 1前 2 〇 兼2

朝鮮語基礎2 1後 2 〇 兼2

朝鮮語応用1 1前 1 〇 兼1

朝鮮語応用2 1後 1 〇 兼1

朝鮮語特修A 2前 1 〇 兼2

朝鮮語特修B 2後 1 〇 兼2

朝鮮語特修C 2前 1 〇 兼2

朝鮮語特修D 2後 1 〇 兼2

韓国語海外語学研修A 1前・後 1 〇 兼1

韓国語海外語学研修B 2前・後 1 〇 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼14 －

日本語1A 1前・後 1 ○ 兼3

日本語1B 1前・後 1 ○ 兼3

日本語2A 1前・後 1 ○ 兼3

日本語2B 1前・後 1 ○ 兼3

日本語3A 1前・後 1 ○ 兼3

日本語3B 1前・後 1 ○ 兼3

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼5 －

健康・スポーツ科学概論 1前・後 2 ○ 兼12

健康・スポーツ科学実習 1前・後 1 ○ 兼30

－ 3 0 0 0 0 0 0 0 兼30 －

基礎数学A 1前・後 2 ○ 兼19

基礎数学B 1前・後 2 ○ 兼19

数学リテラシー1 1前・後 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1前・後 2 ○ 兼19

数学1 1前・後 2 ○ 兼20

数学2 1前・後 2 ○ 兼19

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26

微積分1B 1前・後 4 ○ 兼24

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前・後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前・後 2 ○ 兼28

線形代数2B 1前・後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前・後 2 ○ 兼23

複素解析 2前・後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前・後 2 ○ 兼20

応用数学 2前・後 2 ○ 兼22

数値解析 2前・後 2 ○ 兼21

統計学基礎1 1前・後 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1前・後 2 ○ 兼27

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

－ 0 44 0 0 0 0 0 0 兼63 －

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

　
Ⅱ
　
初
修
外
国
語
科
目

ロ
シ
ア
語

小計（17科目）

健康・
スポーツ科学

科目
小計（2科目）

基
礎
教
育
科
目

数
学

小計（20科目） －

－

朝
鮮
語

小計（18科目） －

特
例
科
目

小計（6科目） －

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基礎力学A1 1前・後 4 ○ 兼2

基礎力学A2 1前・後 2 ○ 兼1

基礎力学B1 1前・後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1前・後 2 ○ 兼7

基礎力学B3 2前・後 2 ○ 兼1

基礎力学C 1前・後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学A1 1前・後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学A2 2前・後 2 ○ 兼1

基礎電磁気学C 1前・後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前・後 2 ○ 兼7

近代物理学 2前・後 2 ○ 兼1

基礎量子力学A 2前・後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前・後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前・後 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2前・後 2 ○ 兼1

物理学基礎 1前・後 2 ○ 兼1

入門物理学1 1前・後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前・後 2 ○ 兼2

基礎物理学演習 1前・後 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1A 1前・後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前・後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前・後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前・後 2 ○ 兼1

応用物理学実験 2前・後 2 ○ 兼4

入門物理学実験 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 55 0 0 0 0 0 0 兼44 －

基礎無機・分析化学A 1前・後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前・後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前・後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前・後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前・後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前・後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前・後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前・後 2 ○ 兼8

入門化学 2前・後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前・後 2 ○ 兼10

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼36 －

生物学1 1前・後 2 ○ 兼6

生物学2 1前・後 2 ○ 兼7

生物学A 2前・後 2 ○ 兼2

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4

生物学C 1前・後 2 ○ 兼3

生物学実験A 1前・後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前・後 2 ○ 兼5

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼23 －

地球学入門 1前・後 2 ○ 兼2

地球学基礎A 1前・後 2 ○ 兼3

地球学基礎B 1前・後 2 ○ 兼3

地球学実験A 1前・後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前・後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 0 11 0 0 0 0 0 0 兼17 －

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2前・後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 ※講義

プログラミング入門B 1前・後 2 ○ 兼5 ※講義

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼19 －

教育の思想と歴史 1前・後 2 ○ 兼2

教育基礎論 1前・後 2 ○ 兼2

人間形成論 2前・後 2 ○ 兼1

教育の基礎1（思想と歴史） 1前・後 1 ○ 兼1

教職概論 1前・後 2 ○ 兼1

教育と社会 1前・後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1前・後 2 ○ 兼1

教育制度論 1前・後 2 ○ 兼3

教育社会学 1前・後 2 ○ 兼1

教育の基礎2（社会と制度） 1前・後 1 ○ 兼1

発達・学習論 1前・後 2 ○ 兼2

特別支援教育論 2前・後 2 ○ 兼3

教育課程論 2前・後 2 ○ 兼4

－ 0 0 24 0 0 0 0 0 兼23 －

生
物
学

小計（7科目） －

物
理
学

小計（25科目） －

化
学

小計（10科目） －

地
学

小計（6科目） －

情
報

小計（4科目） －

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

小計（13科目） －

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基幹教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

道徳指導論 2前・後 2 ○ 兼2

道徳及び特別活動の指導法 1前・後 2 ○ 兼1

総合的な探究の指導論 2前・後 2 ○ 兼4

総合的な学習の時間（概論） 1前・後 1 ○ 兼1

特別活動論 2前・後 2 ○ 兼2

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼4

生徒・進路指導論 2前・後 2 ○ 兼3

生徒指導論 2前・後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前・後 2 ○ 兼3

－ 0 0 17 0 0 0 0 0 兼18 －

教育実習事前事後指導(中・高) 4前・後 1 ○ 兼3 共同

教育実習（2単位） 4前・後 2 ○ 兼3 共同

教育実習（4単位） 4前・後 4 ○ 兼3 共同

養護実習事前事後指導 4前・後 1 ○ 兼4 共同

養護実習 4前・後 4 ○ 兼4 共同

教育実習事前事後指導（栄養教諭） 4前・後 1 ○ 兼4 共同

学校栄養教育実習 4前・後 1 ○ 兼4 共同

教職実践演習（中・高） 4後 2 ○ 兼3 共同

教職実践演習（養護教諭） 4後 2 ○ 兼4 共同

教職実践演習（栄養教諭） 4後 2 ○ 兼4 共同

教職ボランティア実習A 1前・後 2 ○ 兼1

教職ボランティア実習B 1前・後 2 ○ 兼1

教職ボランティア実習C 1前・後 2 ○ 兼1

教職ボランティア実習D 1前・後 2 ○ 兼1

教職ボランティア実習E1 1前・後 2 ○ 兼1

教職ボランティア実習E2 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 32 0 0 0 0 0 兼14 －

－ 13 623 73 0 0 0 0 0 兼965 －

－

合計（412科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 －

基
幹
教
育
科
目

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等

の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育

相
談
等
に
関
す
る
科
目

小計（9科目） －

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

小計（16科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基幹教育科目の単位数（必修・選択・自由）の区分については、学部等の様式第２号（その２の１）による。
１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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別記様式第２号（その２の１）
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数学リテラシー1 1前・後 2 ○ 兼19 FDCのみ対象

数学リテラシー2 1前・後 2 ○ 兼19 FDCのみ対象

微積分1A 2前 2 ○ 兼26

微積分2 2後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

統計学基礎1 1前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1後 2 ○ 兼27

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

プログラミング入門B 1前・後 2 ○ 兼5 ※講義・FDCのみ対象

小計（11科目） － 12 10 0 － 0 0 0 0 0 兼72 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼5 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 1 2 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同

小計（10科目） － 10 10 0 － 5 3 0 0 0 兼23 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 1

データベース基礎 2前 2 ○ 1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 1

データ科学 2後 2 ○ 1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 1 4 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 5 2 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 12 12 1 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 12 12 1

知識情報システム学卒業研究 4通 6 ○ 12 12 1 FDC対象外

小計（13科目） － 26 4 0 － 12 12 1 0 0 －

生産システム科学 2前 2 ○ 1

生産管理システム 2後 2 ○ 1

生産科学 3前 2 ○ 1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 1

データマイニング 3前 2 ○ 1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 1

分散システム 3前 2 ○ 1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 1

人工知能A 3前 2 ○ 1

人工知能B 3前 2 ○ 1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 1

教育情報学 2後 2 ○ 1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 1 1 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 1 1 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

学
域
共
通
科
目

学
類
基
盤
科
目

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

小計（42科目） － 0 84 0 － 10 11 1 0 0 兼18

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 1 2 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 1 1 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 1 2 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 5 4 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 10 10 0 0 0 兼53 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 1 1 兼9 共同

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 1 1 兼9

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 1 1 兼9

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 12 12 1 兼68

小計（4科目） － 12 0 0 － 12 12 1 0 0 兼68 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

社会学基礎 2前 2 ○ 兼3 オムニバス

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼11 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（15科目） － 0 30 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －

未来デザインコース（FDC）専門科目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域実践演習 1後 2 ○ 兼4 共同

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（58科目） － 0 116 0 － 0 0 0 0 0 兼41 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（26科目） － 0 52 0 － 0 0 0 0 0 兼20 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（34科目） － 0 68 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼2

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地理分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（48科目） － 0 89 0 － 0 0 0 0 0 兼50 －

－ 60 527 0 12 12 1 0 0 兼204 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

工学関係、理学関係学位又は称号
学士（情報学）
学士（学術）

学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法 授業期間等

知識情報システム学類　学士（情報学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　26単位以上（必修26単位を含む）
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した82単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１時限の授業時間 ９０分
未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び環境社会システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　20単位以上（必修20単位を含む）
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5))未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、知識情報システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した102単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学期の授業期間 １５週
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別記様式第２号（その２の１）
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数学リテラシー1 1前・後 2 ○ 兼30 FDCのみ対象

数学リテラシー2 1前・後 2 ○ 兼28 FDCのみ対象

線形代数1 1前 2 ○ 兼24

線形代数2A 1後 2 ○ 兼27

統計学基礎1 1前 2 ○ 兼4

統計学基礎2 1後 2 ○ 兼19

生物学B 1前・後 2 ○ 兼19 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

プログラミング入門B 1前・後 2 ○ 兼5 ※講義・FDCのみ対象

小計（9科目） － 10 8 0 － 0 0 0 0 0 兼63 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼5 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 1 2 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（8科目） － 10 6 0 － 5 2 0 0 0 兼21 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 1 1 兼9 共同

小計（1科目） － 2 0 0 － 1 1 0 0 0 兼9 －

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

地域実践演習 1後 2 ○ 兼4 共同

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼4 －

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 0 4 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 22 30 0 5 2 0 0 0 兼93 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※UniversityEnglish3AおよびUniversityEnglish3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

未
来
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心

理
学
類
専
門

科
目
）

未来デザインコース（FDC）専門科目

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉

学
類
基
盤
科

目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

資
格
系
専
門

科
目

合計（26科目） －

森之宮キャンパス

7



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

９０分
未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び環境社会システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　20単位以上（必修20単位を含む）
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5))未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、知識情報システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した102単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学期の授業期間 １５週

学位又は称号
学士（情報学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 工学関係、理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

知識情報システム学類　学士（情報学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　26単位以上（必修26単位を含む）
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した82単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１時限の授業時間
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UniversityEnglish3A 2前・後 1 ○ 兼41

UniversityEnglish3B 2前・後 1 ○ 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 － 0 0 0 0 0 兼55 －

微積分1A 2前 2 ○ 兼26

微積分2 2後 2 ○ 兼33

小計（2科目） － 2 2 0 － 0 0 0 0 0 兼36 －

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 － 0 2 0 0 0 兼5 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 1

データベース基礎 2前 2 ○ 1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 1

データ科学 2後 2 ○ 1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 1 4 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 5 2 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 12 12 1 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 12 12 1

知識情報システム学卒業研究 4通 6 ○ 12 12 1 FDC対象外

小計（13科目） － 26 4 0 － 12 12 1 0 0 －

生産システム科学 2前 2 ○ 1

生産管理システム 2後 2 ○ 1

生産科学 3前 2 ○ 1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 1

データマイニング 3前 2 ○ 1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 1

分散システム 3前 2 ○ 1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 1

人工知能A 3前 2 ○ 1

人工知能B 3前 2 ○ 1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 1

教育情報学 2後 2 ○ 1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 1 1 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 1 1 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

小計（42科目） － 0 84 0 － 10 11 1 0 0 兼18 －

専
門
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

中百舌鳥キャンパス

基
礎
教
育

科
目

学
域
共
通

科
目

学
類
基
盤
科
目

学
類
専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科

目 英
語
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 1 2 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 1 1 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 1 2 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 5 4 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 10 10 0 0 0 兼53 －

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 1 1 兼9

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 1 1 兼9

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 12 12 1 兼68

小計（3科目） － 10 0 0 － 12 12 1 0 0 兼68 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

社会学基礎 2前 2 ○ 兼3 オムニバス

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼11 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（14科目） － 0 28 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

専
門
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目

未
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ム
科
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育
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（57科目） － 0 114 0 － 0 0 0 0 0 兼40 －

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 0 0 0 0 0 兼19 －

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

未
来
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ロ
グ
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ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（33科目） － 0 66 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼2

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

資
格
系
専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（
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D
C
）

専
門
科
目

未
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デ
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イ
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プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
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心
理
学
類
専
門
科
目
）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地理分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（46科目） － 0 85 0 － 0 0 0 0 0 兼50 －

－ 40 497 0 12 12 1 0 0 兼220 －

資
格
系
専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

合計（269科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　知識情報システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

知識情報システム学類　学士（情報学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　26単位以上（必修26単位を含む）
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した82単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１時限の授業時間 ９０分
未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  12単位以上（必修12単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び環境社会システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　20単位以上（必修20単位を含む）
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5))未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、知識情報システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した102単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学期の授業期間 １５週

学位又は称号
学士（情報学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 工学関係、理学関係
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

ビ ジ ネ ス ・ イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン ② 2 ＊知識情報科目

ビ ジ ネ ス ・ ア ナ リ テ ィ ク ス ② 2 ＊知識情報科目

デ ー タ 科 学 ② 2
＊知識情報科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

生 産 シ ス テ ム 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

生 産 管 理 シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

生 産 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） ② 2 ＊心理科目

公 衆 衛 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 2 ＊知識情報科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ サ イ エ ン ス ② 2 ＊知識情報科目

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 情 報 学 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 Ｂ ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

W e b シ ス テ ム 構 築 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

情 報 通 信 工 学 概 論 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

環 境 政 策 学 ② 2 ＊環社シス科目

技 術 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

人 間 と 居 住 環 境 2 2 ＊総合教養科目

生 命 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

国 際 開 発 の 課 題 2 2 ＊総合教養科目

地 域 文 化 学 2 2 ＊総合教養科目

大 阪 の 自 然 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 2 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 2 2 ＊総合教養科目

公 共 政 策 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

海 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

陸 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

企 業 の 経 済 学 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 経 済 ・ 経 営 学 ② 2 ＊環社シス科目

経 済 活 動 と 法 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 法 1 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

福 祉 科 教 育 法 A 2 2 ＊教育福祉科目

福 祉 科 教 育 法 B 2 2 ＊教育福祉科目

倫 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

政 治 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目以上

5科目以
上

4科目

地域再生

2科目

5科目以
上

現代システム科学域　PBLプログラム履修課程

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

環境学

3科目

5科目以
上

1科目以上

2 1科目

ビジネスプレディクション 5科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

生産システム科学

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

教育情報システムデザイン 5科目

情報ネットワークシステム

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

ヘルスケア科学 5科目

サービスデザイン

環境再生 5科目

2

企業と持続可能な社会 5科目

2

2科目以上

2 1科目

ESD-A
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

2科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

日 本 史 概 説 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

外 国 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

自 然 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 調 査 論 ＊ ② 2 ＊環社シス科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

現 代 の 社 会 問 題 と 社 会 運 動 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 社 会 学 2 2 ＊環社シス科目

質 的 調 査 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

資 料 分 析 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

調 査 設 計 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

社 会 と 統 計 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ＊ ② ＊PBL科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

社 会 政 治 思 想 2 2 ＊環社シス科目

都 市 と 経 済 の 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

言 語 表 現 と 世 界 認 識 2 2 ＊環社シス科目

認 識 と レ ト リ ッ ク 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 の 言 語 環 境 2 2 ＊環社シス科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

グ ロ ー バ ル 社 会 の 文 化 表 象 2 2 ＊環社シス科目

文 化 表 象 と 社 会 批 評 2 2 ＊環社シス科目

言 語 の 社 会 シ ス テ ム 2 2 ＊環社シス科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

歴 史 の な か の 大 阪 2 2 ＊総合教養科目

国 際 文 化 の 視 点 2 2 ＊総合教養科目

こ と ば の 歴 史 2 2 ＊総合教養科目

エ ス ニ ッ ク ・ ス タ デ ィ 2 2 ＊総合教養科目

日 本 の 古 典 文 学 2 2 ＊総合教養科目

世 界 の な か の 英 語 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

文 化 と 共 生 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 の 倫 理 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

個 人 創 造 の 思 想 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 社 会 と 宗 教 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目

文化表象

2科目以上

5科目以
上

1科目以上

ESD-B
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

いずれかのコー
ス１つ以上履修

2科目

社会調査（資格系）

1科目

5科目以
上

1科目以上

1科目以上、ただ
し

社会調査士取得
のためには＊科目

が必修

1科目以上

2 1科目

共生の思想

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目

都市社会

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

家 族 社 会 学 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 の 諸 問 題 Ｂ （ 性 と 人 権 ） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 学 B 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

乳 児 保 育 論 2 2 ＊教育福祉科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

人 間 シ ス テ ム と サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 2 2 ＊学域共通科目

ジ ェ ン ダ ー 論 入 門 2 2 ＊総合教養科目

ジ ェ ン ダ ー と 現 代 社 会 2 2 ＊総合教養科目

グ ロ ー バ ル 化 と 人 権 2 2 ＊総合教養科目

ス ポ ー ツ と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

文 化 と 社 会 の 心 理 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 論 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

特 別 支 援 教 育 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

臨 床 心 理 学 概 論 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 福 祉 論 A 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 福 祉 論 B 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題A （ 貧困 と社会 ） 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 教 育 入 門 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 学 習 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 ス ポ ー ツ 指 導 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 教 育 計 画 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 情 報 学 2 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 B ② 2 ＊基礎教育科目

認 知 情 報 処 理 ② 2 ＊心理科目

科 学 技 術 と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

発 達 心 理 学 2 2 2 ＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

心の病理学（精神疾患とその治療） 2 2 ＊心理科目

心 理 療 法 論 （ 心 理 学 的 支 援 法 ） 2 2 ＊心理科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

現 代 社 会 と 健 康 2 2 ＊総合教養科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス 2 2 ＊知識情報科目

精 神 保 健 学 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

特 別 支 援 教 育 ② 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

生涯学習と設計
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

1科目

地域および都市における排
除・共生・参加

4科目以上

ジェンダー論

1科目以上

5科目以
上

5科目以
上

2 1科目

PBLプログラムの履修について
・卒業までに少なくとも1つのPBLプログラムを修了する必要があります。
・各プログラムを修了するためには、「履修を指定する科目数」に記載された数の授業科目分の単位を修得する必要があります。
・全学類において、PBLプログラムで修得した単位は、総合教養科目は総合教養科目として、基礎教育科目は基礎教育科目として、自学類専門科目は自学類専門科目として、PBL演習、他学類基盤科目、他学類専
門科目はPBLプログラム科目として、それぞれ卒業要件単位に算入されます。
・また、知識情報システム学類、環境社会システム学類、教育福祉学類においては、自学類基盤科目は自学類基盤科目として卒業要件単位に算入されます。心理学類においては、自学類関連科目は自学類関連
科目として卒業要件単位に算入されます。
・履修するPBLプログラムを決める前に、複数のPBLプログラムの授業科目を履修することができます。
・「PBLプログラム履修課程」に含まれる授業科目は、最終的に選択したプログラム以外の授業科目も含めて、全て上記の基準で卒業要件単位に算入されます。

教育保障

2科目

5科目以
上2科目以上

2 1科目

生活環境と情報

2科目

5科目以
上2科目以上

1科目

生きることと遊び
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

1科目以上

1科目

コラボレーション
4科目以上 5科目以

上

2

17



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

統計学基礎1 2前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 2後 2 ○ 兼27

プログラミング入門B 1後 2 ○ 兼5 ※講義

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 ※講義・FDCのみ対象

小計（11科目） － 4 18 0 － 0 0 0 0 0 兼72 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 1 兼3 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 3 1 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

インターンシップ 2通 2 ○ 1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同

小計（10科目） － 10 10 0 － 8 3 0 0 0 兼20 －

環境生物学 2前 2 ○ 1

公衆衛生学 2前 2 ○ 1

地理学基礎 2前 2 ○ 1

経済学基礎 2前 2 ○ 1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 1

経済活動と法 2前 2 ○ 1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 1

社会学基礎 2前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

環境社会システム学卒業研究 4通 6 ○ 14 13 1 2 兼5 FDC対象外

小計（10科目） － 6 18 0 － 14 13 1 2 0 兼7 －

地域実践演習 1後 2 ○ 2 1 兼1 共同

地球環境の化学 2前 2 ○ 1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 1

海域環境再生学 3前 2 ○ 1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 1 1 共同

食品安全論 3前 2 ○ 1

食糧と環境 3後 2 ○ 1

景観計画学 3前 2 ○ 1

防災・安全科学 3前 2 ○ 1

環境計測学 3後 2 ○ 1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 1

環境再生の化学 2後 2 ○ 1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 5 2 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 1

マクロ経済学 2後 2 ○ 1

公共経済学 2後 2 ○ 1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 1

企業の経済学 3前 2 ○ 1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 1

地域研究 2後 2 ○ 1

環境社会学 2後 2 ○ 1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 1

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

学
域
共
通
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学
類
基
盤
科
目

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

文化と景観 2後 2 ○ 1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 1

社会文化史 2前 2 ○ 1

社会政治思想 2後 2 ○ 1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 1

認識とレトリック 2後 2 ○ 1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 2 兼2 共同

資料分析法 3後 2 ○ 2 兼2 共同

調査設計法 3前 2 ○ 2 兼2 共同

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

小計（74科目） － 6 142 0 － 14 13 1 2 0 兼19 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 2 兼2 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 2 1 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 3 2 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 2 兼2 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 2 1 兼2 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 2 1 1 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 12 11 1 0 0 兼49 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 3 1 兼7 共同

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 3 1 兼7

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 3 1 兼7

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 14 13 1 2 兼63

小計（4科目） － 12 0 0 － 14 13 1 2 0 兼63 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（12科目） － 0 24 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（14科目） － 0 28 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －

未来デザインコース（FDC）専門科目
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来
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（26科目） － 0 52 0 － 0 0 0 0 0 兼20 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（34科目） － 0 68 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －
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目
（

心
理
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科
目
）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼2

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（46科目） － 0 85 0 － 0 0 0 0 0 兼51 －

－ 38 549 0 14 13 1 2 0 兼199 －合計（293科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号
学士（環境社会
システム学）
学士（学術）

学位又は学科の分野
文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福祉学関係、工
学関係、農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

環境社会システム学類　学士（環境社会システム学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　6単位以上（必修4単位を含む）
　　　※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　　もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　16単位以上（必修6単位を含む）
　(3)学類専門科目　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した68単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１時限の授業時間 ９０分
未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した29単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）
　　　　　　　　　　　　　　　 を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　10単位以上
　(3)学類専門科目　　　　　　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、環境社会システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した88単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学期の授業期間 １５週
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数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

プログラミング入門B 1後 2 ○ 兼5 ※講義

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 ※講義・FDCのみ対象

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼64 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 1 兼3 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 3 1 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（8科目） － 10 6 0 － 7 3 0 0 0 兼18 －

地域実践演習 1後 2 ○ 2 1 兼1 共同

小計（1科目） － 0 2 0 － 2 1 0 0 0 兼1 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 3 1 兼7 共同

小計（1科目） － 2 0 0 － 3 1 0 0 0 兼7 －

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 0 4 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 12 40 0 7 4 0 0 0 兼90 －合計（26科目） －

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※UniversityEnglish3AおよびUniversityEnglish3Bを除く

基
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科
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心

理
学
類
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門

科
目
）

森之宮キャンパス

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学期の授業期間 １５週

環境社会システム学類　学士（環境社会システム学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　6単位以上（必修4単位を含む）
　　　※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　　もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　16単位以上（必修6単位を含む）
　(3)学類専門科目　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した68単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した29単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）
　　　　　　　　　　　　　　　 を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　10単位以上
　(3)学類専門科目　　　　　　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、環境社会システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した88単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１時限の授業時間

学位又は称号
学士（環境社会
システム学）
学士（学術）

学位又は学科の分野
文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福祉学関係、
工学関係、農学関係

９０分
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UniversityEnglish3A 2前・後 1 ○ 兼41

UniversityEnglish3B 2前・後 1 ○ 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 － 0 0 0 0 0 兼55 －

統計学基礎1 2前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 2後 2 ○ 兼27

小計（2科目） － 4 0 0 － 0 0 0 0 0 兼28 －

インターンシップ 2通 2 ○ 1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 － 2 0 0 0 0 兼5 －

環境生物学 2前 2 ○ 1

公衆衛生学 2前 2 ○ 1

地理学基礎 2前 2 ○ 1

経済学基礎 2前 2 ○ 1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 1

経済活動と法 2前 2 ○ 1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 1

社会学基礎 2前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

環境社会システム学卒業研究 4通 6 ○ 14 13 1 2 兼5 FDC対象外

小計（10科目） － 6 18 0 － 14 13 1 2 0 兼7 －

地球環境の化学 2前 2 ○ 1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 1

海域環境再生学 3前 2 ○ 1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 1 1 共同

食品安全論 3前 2 ○ 1

食糧と環境 3後 2 ○ 1

景観計画学 3前 2 ○ 1

防災・安全科学 3前 2 ○ 1

環境計測学 3後 2 ○ 1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 1

環境再生の化学 2後 2 ○ 1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 5 2 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 1

マクロ経済学 2後 2 ○ 1

公共経済学 2後 2 ○ 1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 1

企業の経済学 3前 2 ○ 1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 1

地域研究 2後 2 ○ 1

環境社会学 2後 2 ○ 1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 1

文化と景観 2後 2 ○ 1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 1

社会文化史 2前 2 ○ 1

社会政治思想 2後 2 ○ 1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 1

認識とレトリック 2後 2 ○ 1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科

目 英
語
科
目

基
礎
教
育

科
目

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

中百舌鳥キャンパス

学
域
共
通

科
目

学
類
基
盤
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 14 13 1 2 兼5 共同

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 2 兼2 共同

資料分析法 3後 2 ○ 2 兼2 共同

調査設計法 3前 2 ○ 2 兼2 共同

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

小計（73科目） － 6 140 0 － 14 13 1 2 0 兼18 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 2 兼2 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 2 1 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 3 2 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 2 兼2 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 2 1 兼2 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 2 1 1 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 12 11 1 0 0 兼49 －

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 3 1 兼7

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 3 1 兼7

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 14 13 1 2 兼63

小計（3科目） － 10 0 0 － 14 13 1 2 0 兼63 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（12科目） － 0 24 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

未来デザインコース（FDC）専門科目
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来
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ザ
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ン
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ー
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（13科目） － 0 26 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 0 0 0 0 0 兼19 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（33科目） － 0 66 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼2

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目
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必
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選
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自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（44科目） － 0 81 0 － 0 0 0 0 0 兼49 －

－ 28 509 0 14 13 1 2 0 兼207 －

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

合計（269科目） －
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義
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実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　環境社会システム学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福祉学関係、
工学関係、農学関係

１５週

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

学位又は称号
学士（環境社会
システム学）
学士（学術）

学位又は学科の分野

環境社会システム学類　学士（環境社会システム学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　6単位以上（必修4単位を含む）
　　　※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　　もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　16単位以上（必修6単位を含む）
　(3)学類専門科目　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した68単位を含む
　96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

９０分未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した29単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、 教育福祉学概論（2単位）、心理学概論（2単位）
　　　　　　　　　　　　　　　 を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　10単位以上
　(3)学類専門科目　　　　　　　32単位以上（必修6単位を含む）
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、環境社会システム学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した88単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学期の授業期間
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

ビ ジ ネ ス ・ イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン ② 2 ＊知識情報科目

ビ ジ ネ ス ・ ア ナ リ テ ィ ク ス ② 2 ＊知識情報科目

デ ー タ 科 学 ② 2
＊知識情報科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

生 産 シ ス テ ム 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

生 産 管 理 シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

生 産 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） ② 2 ＊心理科目

公 衆 衛 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 2 ＊知識情報科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ サ イ エ ン ス ② 2 ＊知識情報科目

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 情 報 学 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 Ｂ ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

W e b シ ス テ ム 構 築 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

情 報 通 信 工 学 概 論 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

環 境 政 策 学 ② 2 ＊環社シス科目

技 術 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

人 間 と 居 住 環 境 2 2 ＊総合教養科目

生 命 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

国 際 開 発 の 課 題 2 2 ＊総合教養科目

地 域 文 化 学 2 2 ＊総合教養科目

大 阪 の 自 然 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 2 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 2 2 ＊総合教養科目

公 共 政 策 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

海 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

陸 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

企 業 の 経 済 学 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 経 済 ・ 経 営 学 ② 2 ＊環社シス科目

経 済 活 動 と 法 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 法 1 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

福 祉 科 教 育 法 A 2 2 ＊教育福祉科目

福 祉 科 教 育 法 B 2 2 ＊教育福祉科目

倫 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

政 治 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目以上

5科目以
上

4科目

地域再生

2科目

5科目以
上

現代システム科学域　PBLプログラム履修課程

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

環境学

3科目

5科目以
上

1科目以上

2 1科目

ビジネスプレディクション 5科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

生産システム科学

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

教育情報システムデザイン 5科目

情報ネットワークシステム

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

ヘルスケア科学 5科目

サービスデザイン

環境再生 5科目

2

企業と持続可能な社会 5科目

2

2科目以上

2 1科目

ESD-A
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

2科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

日 本 史 概 説 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

外 国 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

自 然 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 調 査 論 ＊ ② 2 ＊環社シス科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

現 代 の 社 会 問 題 と 社 会 運 動 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 社 会 学 2 2 ＊環社シス科目

質 的 調 査 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

資 料 分 析 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

調 査 設 計 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

社 会 と 統 計 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ＊ ② ＊PBL科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

社 会 政 治 思 想 2 2 ＊環社シス科目

都 市 と 経 済 の 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

言 語 表 現 と 世 界 認 識 2 2 ＊環社シス科目

認 識 と レ ト リ ッ ク 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 の 言 語 環 境 2 2 ＊環社シス科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

グ ロ ー バ ル 社 会 の 文 化 表 象 2 2 ＊環社シス科目

文 化 表 象 と 社 会 批 評 2 2 ＊環社シス科目

言 語 の 社 会 シ ス テ ム 2 2 ＊環社シス科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

歴 史 の な か の 大 阪 2 2 ＊総合教養科目

国 際 文 化 の 視 点 2 2 ＊総合教養科目

こ と ば の 歴 史 2 2 ＊総合教養科目

エ ス ニ ッ ク ・ ス タ デ ィ 2 2 ＊総合教養科目

日 本 の 古 典 文 学 2 2 ＊総合教養科目

世 界 の な か の 英 語 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

文 化 と 共 生 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 の 倫 理 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

個 人 創 造 の 思 想 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 社 会 と 宗 教 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目

文化表象

2科目以上

5科目以
上

1科目以上

ESD-B
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

いずれかのコー
ス１つ以上履修

2科目

社会調査（資格系）

1科目

5科目以
上

1科目以上

1科目以上、ただ
し

社会調査士取得
のためには＊科目

が必修

1科目以上

2 1科目

共生の思想

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目

都市社会

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

家 族 社 会 学 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 の 諸 問 題 Ｂ （ 性 と 人 権 ） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 学 B 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

乳 児 保 育 論 2 2 ＊教育福祉科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

人 間 シ ス テ ム と サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 2 2 ＊学域共通科目

ジ ェ ン ダ ー 論 入 門 2 2 ＊総合教養科目

ジ ェ ン ダ ー と 現 代 社 会 2 2 ＊総合教養科目

グ ロ ー バ ル 化 と 人 権 2 2 ＊総合教養科目

ス ポ ー ツ と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

文 化 と 社 会 の 心 理 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 論 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

特 別 支 援 教 育 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

臨 床 心 理 学 概 論 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 福 祉 論 A 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 福 祉 論 B 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題A （ 貧困 と社会 ） 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 教 育 入 門 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 学 習 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 ス ポ ー ツ 指 導 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 教 育 計 画 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 情 報 学 2 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 B ② 2 ＊基礎教育科目

認 知 情 報 処 理 ② 2 ＊心理科目

科 学 技 術 と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

発 達 心 理 学 2 2 2 ＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

心の病理学（精神疾患とその治療） 2 2 ＊心理科目

心 理 療 法 論 （ 心 理 学 的 支 援 法 ） 2 2 ＊心理科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

現 代 社 会 と 健 康 2 2 ＊総合教養科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス 2 2 ＊知識情報科目

精 神 保 健 学 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

特 別 支 援 教 育 ② 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

生涯学習と設計
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

1科目

地域および都市における排
除・共生・参加

4科目以上

ジェンダー論

1科目以上

5科目以
上

5科目以
上

2 1科目

PBLプログラムの履修について
・卒業までに少なくとも1つのPBLプログラムを修了する必要があります。
・各プログラムを修了するためには、「履修を指定する科目数」に記載された数の授業科目分の単位を修得する必要があります。
・全学類において、PBLプログラムで修得した単位は、総合教養科目は総合教養科目として、基礎教育科目は基礎教育科目として、自学類専門科目は自学類専門科目として、PBL演習、他学類基盤科目、他学類専
門科目はPBLプログラム科目として、それぞれ卒業要件単位に算入されます。
・また、知識情報システム学類、環境社会システム学類、教育福祉学類においては、自学類基盤科目は自学類基盤科目として卒業要件単位に算入されます。心理学類においては、自学類関連科目は自学類関連
科目として卒業要件単位に算入されます。
・履修するPBLプログラムを決める前に、複数のPBLプログラムの授業科目を履修することができます。
・「PBLプログラム履修課程」に含まれる授業科目は、最終的に選択したプログラム以外の授業科目も含めて、全て上記の基準で卒業要件単位に算入されます。

教育保障

2科目

5科目以
上2科目以上

2 1科目

生活環境と情報

2科目

5科目以
上2科目以上

1科目

生きることと遊び
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

1科目以上

1科目

コラボレーション
4科目以上 5科目以

上

2
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

統計学基礎1 2前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 2後 2 ○ 兼27

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26 FDCのみ対象

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33 FDCのみ対象

線形代数1 1前・後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前・後 2 ○ 兼28

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 ※講義・FDCのみ対象

プログラミング入門B 1前・後 2 ○ 兼5 ※講義・FDCのみ対象

小計（11科目） － 4 18 0 － 0 0 0 0 0 兼72 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 2 兼3 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 2 2 兼1 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1 FDCのみ対象

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同・FDCのみ対象

小計（10科目） － 10 10 0 － 5 2 0 0 0 兼24 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 1

社会福祉原論 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 1

保育学概論 1後 2 ○ 1

社会学基礎 2前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 2 兼2 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉学卒業研究 4通 6 ○ 7 10 1 兼3 FDC対象外

小計（17科目） － 12 26 0 － 7 10 1 0 0 兼6 －

社会調査論 2後 2 ○ 1 1 共同

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 1

教育社会学 1後 2 ○ 1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 1

権利擁護論 3前 2 ○ 1

障害者福祉論 2前 2 ○ 1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 1

地域福祉論A 2前 2 ○ 1

地域福祉論B 2後 2 ○ 1

医療福祉論 2後 2 ○ 1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 1

児童養護論 3前 2 ○ 1

乳児保育論 2後 2 ○ 1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 1

教育福祉フィールドワーク1 1後 2 ○ 1 1 兼1

教育福祉フィールドワーク2 2前 2 ○ 2 兼1

教育福祉フィールドワーク3 2後 2 ○ 2 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 1

特別支援教育 3後 2 ○ 1

学
類
専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

学
域
共
通
科
目

学
類
基
盤
科
目

専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 1

コミュニティとソーシャルワーク 3前 2 ○ 1 兼2

相談援助演習 3前 2 ○ 1 兼2

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 2 2

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 2 2 兼3

社会福祉実習2 3通 4 ○ 4 3 1

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 4 3 1

保育者論 2後 2 ○ 1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 1 兼1

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 1

養護内容演習 3後 1 ○ 1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 1

保育実習1A 2後 2 ○ 1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 1 兼1

保育実習1B 3通 2 ○ 1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 1 兼1

保育実習2 3後 2 ○ 1

保育実習指導2 3後 1 ○ 1 兼1

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 1 兼１

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 1

政治学 2後 2 ○ 兼1

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1
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門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 1

生涯学習支援 2前 2 ○ 2 1 兼2 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 2 1 兼3 共同

小計（105科目） － 0 203 0 － 7 10 1 0 0 兼52 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 2 1 兼1 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 1 1 兼1 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 1 2 1 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 1 1 兼2 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 5 5 1 0 0 兼62 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 1 兼10 共同

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 1 兼10

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 1 兼10

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 7 10 1 兼75

小計（4科目） － 12 0 0 － 7 10 1 0 0 兼75 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（12科目） － 0 24 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 － 0 0 0 0 0 兼7 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －

地域実践演習 1後 2 ○ 兼4 共同

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（45科目） － 0 90 0 － 0 0 0 0 0 兼41 －

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（30科目） － 0 60 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

小計（5科目） － 0 10 0 － 0 0 0 0 0 兼5 －

－ 38 559 0 7 10 1 0 0 兼214 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号
学士（教育福祉

学）
学士（学術）

学位又は学科の分野

９０分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

教育福祉学類　学士（教育福祉学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　 6単位以上（必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　 もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　20単位以上（必修12単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した70単位を含む96単位以上
修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 環境社会システム学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　14単位以上（必修6単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、教育福祉学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した90単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

教育学・保育学関係、社会学・社会福祉学関係

１時限の授業時間

１学期の授業期間 １５週

１学年の学期区分 ２学期
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別記様式第２号（その２の１）
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助
　
教

助
　
手

数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26 FDCのみ対象

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33 FDCのみ対象

線形代数1 1前・後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前・後 2 ○ 兼28

生物学B 1前・後 2 ○ 兼4 FDCのみ対象

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 ※講義・FDCのみ対象

プログラミング入門B 1前・後 2 ○ 兼5 ※講義・FDCのみ対象

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼64 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 2 兼3 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 2 2 兼1 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（8科目） － 10 6 0 － 5 2 0 0 0 兼21 －

保育学概論 1後 2 ○ 1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 1 0 0 0 兼0 －

教育社会学 1後 2 ○ 1

教育福祉フィールドワーク1 1後 2 ○ 1 1 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

小計（7科目） － 0 14 0 － 2 2 0 0 0 兼6 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 1 兼10 共同

小計（1科目） － 2 0 0 － 0 1 0 0 0 兼10 －

地域実践演習 1後 2 ○ 兼4 共同

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼4 －

－ 12 42 0 5 5 0 0 0 兼93 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※UniversityEnglish3AおよびUniversityEnglish3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

学
類
専
門
科
目

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

学
類
基

盤
科
目

合計（27科目） －

未
来
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

未来デザインコース（FDC）専門科目

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目

森之宮キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号
学士（教育福祉

学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係、社会学・社会福祉学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

教育福祉学類　学士（教育福祉学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　 6単位以上（必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　 もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　20単位以上（必修12単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した70単位を含む96単位以上
修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 環境社会システム学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　14単位以上（必修6単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、教育福祉学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した90単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする
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別記様式第２号（その２の１）
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UniversityEnglish3A 2前・後 1 ○ 兼41

UniversityEnglish3B 2前・後 1 ○ 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 － 0 0 0 0 0 兼55 －

統計学基礎1 2前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 2後 2 ○ 兼27

小計（2科目） － 4 0 0 － 0 0 0 0 0 兼28 －

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1 FDCのみ対象

海外インターンシップ 2通 2 ○ 2 兼5 共同・FDCのみ対象

小計（2科目） － 0 4 0 － 2 0 0 0 0 兼5 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 1

社会福祉原論 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 1

社会学基礎 2前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 2 兼2 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 7 10 1 兼3

教育福祉学卒業研究 4通 6 ○ 7 10 1 兼3 FDC対象外

小計（16科目） － 12 24 0 － 7 10 1 0 0 兼6 －

社会調査論 2後 2 ○ 1 1 共同

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 1

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

家族社会学 2前 2 ○ 1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 1

権利擁護論 3前 2 ○ 1

障害者福祉論 2前 2 ○ 1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 1

地域福祉論A 2前 2 ○ 1

地域福祉論B 2後 2 ○ 1

医療福祉論 2後 2 ○ 1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 1

児童養護論 3前 2 ○ 1

乳児保育論 2後 2 ○ 1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 1

教育福祉フィールドワーク2 2前 2 ○ 2 兼1

教育福祉フィールドワーク3 2後 2 ○ 2 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 1

特別支援教育 3後 2 ○ 1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 1

コミュニティとソーシャルワーク 3前 2 ○ 1 兼2

相談援助演習 3前 2 ○ 1 兼2

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 2 2

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 2 2 兼3

社会福祉実習2 3通 4 ○ 4 3 1

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 4 3 1

保育者論 2後 2 ○ 1

発達心理学1 2前 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 1 兼1

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

外
国
語
科

目 英
語
科
目

基
礎
教
育

科
目

基
幹
教
育
科
目

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

中百舌鳥キャンパス

学
域
共
通

科
目

学
類
基
盤
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 1

養護内容演習 3後 1 ○ 1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 1

保育実習1A 2後 2 ○ 1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 1 兼1

保育実習1B 3通 2 ○ 1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 1 兼1

保育実習2 3後 2 ○ 1

保育実習指導2 3後 1 ○ 1 兼1

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 1 兼１

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 1

政治学 2後 2 ○ 兼1

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

倫理学 2前 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

臨床心理学概論 2前 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 1

生涯学習支援 2前 2 ○ 2 1 兼2 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 2 1 兼3 共同

小計（98科目） － 0 189 0 － 7 10 1 0 0 兼48 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

学
類
専
門
科
目

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 2 1 兼1 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 1 1 兼1 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 1 2 1 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 1 1 兼2 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 兼1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 兼2 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 5 5 1 0 0 兼62 －

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 1 兼10

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 1 兼10

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 7 10 1 兼75

小計（3科目） － 10 0 0 － 7 10 1 0 0 兼75 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（12科目） － 0 24 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 － 0 0 0 0 0 兼7 －

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（44科目） － 0 88 0 － 0 0 0 0 0 兼40 －

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 兼1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 兼1

認知情報処理 3前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 兼1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 兼1

環境心理学 2前 2 ○ 兼1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 兼1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 兼1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 兼1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 兼1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 兼1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 兼1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 兼1

心理学統計法2 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法 2前 2 ○ 兼4 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 兼7 オムニバス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 兼7 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 兼8 共同

心理演習1 3前 2 ○ 兼12 共同

心理演習2 3後 2 ○ 兼12 共同

心理演習3 3前 2 ○ 兼2 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 兼3 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 兼3

小計（30科目） － 0 60 0 － 0 0 0 0 0 兼22 －

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

小計（5科目） － 0 10 0 － 0 0 0 0 0 兼5 －

－ 28 517 0 7 10 1 0 0 兼222 －

未
来
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ザ
イ
ン
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ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）
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資
格
系
専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

13



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　教育福祉学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉学類　学士（教育福祉学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　 6単位以上（必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1
　　　 もしくは、線形代数1のどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類基盤科目　　20単位以上（必修12単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。

　上記1(6)および2(1)〜(4)の科目区分より、指定した70単位を含む96単位以上
修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  6単位以上（必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論（2単位）、
　　　　　　　　　　　　　　　 環境社会システム学概論（2単位）、心理学概論（2単位）を含む）
　(2)学類基盤科目　　　　　　　14単位以上（必修6単位を含む）
　　※教育福祉学Aもしくは教育福祉学Bのどちらかを選択必修
　　※保育学概論もしくはジェンダーと社会のどちらかを選択必修
　(3)学類専門科目　　　　　　　30単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類基盤科目は自学類基盤科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、教育福祉学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した90単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１時限の授業時間 ９０分

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

学位又は称号
学士（教育福祉

学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係、社会学・社会福祉学関係
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

ビ ジ ネ ス ・ イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン ② 2 ＊知識情報科目

ビ ジ ネ ス ・ ア ナ リ テ ィ ク ス ② 2 ＊知識情報科目

デ ー タ 科 学 ② 2
＊知識情報科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

生 産 シ ス テ ム 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

生 産 管 理 シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

生 産 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） ② 2 ＊心理科目

公 衆 衛 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 2 ＊知識情報科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ サ イ エ ン ス ② 2 ＊知識情報科目

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 情 報 学 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 Ｂ ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

W e b シ ス テ ム 構 築 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

情 報 通 信 工 学 概 論 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

環 境 政 策 学 ② 2 ＊環社シス科目

技 術 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

人 間 と 居 住 環 境 2 2 ＊総合教養科目

生 命 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

国 際 開 発 の 課 題 2 2 ＊総合教養科目

地 域 文 化 学 2 2 ＊総合教養科目

大 阪 の 自 然 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 2 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 2 2 ＊総合教養科目

公 共 政 策 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

海 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

陸 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

企 業 の 経 済 学 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 経 済 ・ 経 営 学 ② 2 ＊環社シス科目

経 済 活 動 と 法 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 法 1 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

福 祉 科 教 育 法 A 2 2 ＊教育福祉科目

福 祉 科 教 育 法 B 2 2 ＊教育福祉科目

倫 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

政 治 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目以上

5科目以
上

4科目

地域再生

2科目

5科目以
上

現代システム科学域　PBLプログラム履修課程

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

環境学

3科目

5科目以
上

1科目以上

2 1科目

ビジネスプレディクション 5科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

生産システム科学

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

教育情報システムデザイン 5科目

情報ネットワークシステム

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

ヘルスケア科学 5科目

サービスデザイン

環境再生 5科目

2

企業と持続可能な社会 5科目

2

2科目以上

2 1科目

ESD-A
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

2科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

日 本 史 概 説 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

外 国 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

自 然 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 調 査 論 ＊ ② 2 ＊環社シス科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

現 代 の 社 会 問 題 と 社 会 運 動 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 社 会 学 2 2 ＊環社シス科目

質 的 調 査 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

資 料 分 析 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

調 査 設 計 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

社 会 と 統 計 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ＊ ② ＊PBL科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

社 会 政 治 思 想 2 2 ＊環社シス科目

都 市 と 経 済 の 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

言 語 表 現 と 世 界 認 識 2 2 ＊環社シス科目

認 識 と レ ト リ ッ ク 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 の 言 語 環 境 2 2 ＊環社シス科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

グ ロ ー バ ル 社 会 の 文 化 表 象 2 2 ＊環社シス科目

文 化 表 象 と 社 会 批 評 2 2 ＊環社シス科目

言 語 の 社 会 シ ス テ ム 2 2 ＊環社シス科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

歴 史 の な か の 大 阪 2 2 ＊総合教養科目

国 際 文 化 の 視 点 2 2 ＊総合教養科目

こ と ば の 歴 史 2 2 ＊総合教養科目

エ ス ニ ッ ク ・ ス タ デ ィ 2 2 ＊総合教養科目

日 本 の 古 典 文 学 2 2 ＊総合教養科目

世 界 の な か の 英 語 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

文 化 と 共 生 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 の 倫 理 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

個 人 創 造 の 思 想 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 社 会 と 宗 教 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目

文化表象

2科目以上

5科目以
上

1科目以上

ESD-B
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

いずれかのコー
ス１つ以上履修

2科目

社会調査（資格系）

1科目

5科目以
上

1科目以上

1科目以上、ただ
し

社会調査士取得
のためには＊科目

が必修

1科目以上

2 1科目

共生の思想

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目

都市社会

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

家 族 社 会 学 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 の 諸 問 題 Ｂ （ 性 と 人 権 ） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 学 B 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

乳 児 保 育 論 2 2 ＊教育福祉科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

人 間 シ ス テ ム と サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 2 2 ＊学域共通科目

ジ ェ ン ダ ー 論 入 門 2 2 ＊総合教養科目

ジ ェ ン ダ ー と 現 代 社 会 2 2 ＊総合教養科目

グ ロ ー バ ル 化 と 人 権 2 2 ＊総合教養科目

ス ポ ー ツ と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

文 化 と 社 会 の 心 理 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 論 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

特 別 支 援 教 育 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

臨 床 心 理 学 概 論 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 福 祉 論 A 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 福 祉 論 B 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題A （ 貧困 と社会 ） 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 教 育 入 門 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 学 習 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 ス ポ ー ツ 指 導 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 教 育 計 画 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 情 報 学 2 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 B ② 2 ＊基礎教育科目

認 知 情 報 処 理 ② 2 ＊心理科目

科 学 技 術 と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

発 達 心 理 学 2 2 2 ＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

心の病理学（精神疾患とその治療） 2 2 ＊心理科目

心 理 療 法 論 （ 心 理 学 的 支 援 法 ） 2 2 ＊心理科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

現 代 社 会 と 健 康 2 2 ＊総合教養科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス 2 2 ＊知識情報科目

精 神 保 健 学 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

特 別 支 援 教 育 ② 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

生涯学習と設計
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

1科目

地域および都市における排
除・共生・参加

4科目以上

ジェンダー論

1科目以上

5科目以
上

5科目以
上

2 1科目

PBLプログラムの履修について
・卒業までに少なくとも1つのPBLプログラムを修了する必要があります。
・各プログラムを修了するためには、「履修を指定する科目数」に記載された数の授業科目分の単位を修得する必要があります。
・全学類において、PBLプログラムで修得した単位は、総合教養科目は総合教養科目として、基礎教育科目は基礎教育科目として、自学類専門科目は自学類専門科目として、PBL演習、他学類基盤科目、他学類専
門科目はPBLプログラム科目として、それぞれ卒業要件単位に算入されます。
・また、知識情報システム学類、環境社会システム学類、教育福祉学類においては、自学類基盤科目は自学類基盤科目として卒業要件単位に算入されます。心理学類においては、自学類関連科目は自学類関連
科目として卒業要件単位に算入されます。
・履修するPBLプログラムを決める前に、複数のPBLプログラムの授業科目を履修することができます。
・「PBLプログラム履修課程」に含まれる授業科目は、最終的に選択したプログラム以外の授業科目も含めて、全て上記の基準で卒業要件単位に算入されます。

教育保障

2科目

5科目以
上2科目以上

2 1科目

生活環境と情報

2科目

5科目以
上2科目以上

1科目

生きることと遊び
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

1科目以上

1科目

コラボレーション
4科目以上 5科目以

上

2
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数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

生物学B 1後 2 ○ 兼4

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 FDCのみ対象・※講義

プログラミング入門B 1後 2 ○ 兼5 ※講義

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33

統計学基礎1 1前・後 2 ○ 兼24 FDCのみ対象

統計学基礎2 1前・後 2 ○ 兼27 FDCのみ対象

小計（11科目） － 0 22 0 － 0 0 0 0 0 兼72 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼5 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 1

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 1 兼6 共同

小計（10科目） － 10 10 0 － 1 2 0 0 0 兼28 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 1

認知情報処理 3前 2 ○ 1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 1

環境心理学 2前 2 ○ 1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 1

発達心理学2 2後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 1

心理学統計法2 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 1

心理学研究法 2前 2 ○ 2 2 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 3 4 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 3 4 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 3 5 共同

心理演習1 3前 2 ○ 4 8 共同

心理演習2 3後 2 ○ 4 8 共同

心理演習3 3前 2 ○ 1 1 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 1 兼4 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 3

心理学卒業研究 4通 6 ○ 4 8 FDC対象外

小計（35科目） － 30 44 0 － 4 8 0 0 0 兼10 －

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
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科
目

学
類
専
門
科
目

専
門
科
目

学
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関
連
科
目

学
域
共
通
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

政治学 2後 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

社会学基礎 2前 2 ○ 兼3 オムニバス

倫理学 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

小計（20科目） － 0 40 0 － 0 0 0 0 0 兼20 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 1 3 兼1 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 1 1 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 3 4 0 0 0 兼66 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 3 兼8 共同

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 3 兼8

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 3 兼8

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 4 8 兼81

小計（4科目） － 12 0 0 － 4 8 0 0 0 兼81 － 

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

小計（6科目） － 0 12 0 － 0 0 0 0 0 兼6 －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（14科目） － 0 28 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －

地域実践演習 1後 2 ○ 1 兼3 共同

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

未
来
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ン
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グ
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ム
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目
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）
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）
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目
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目
（
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目
）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（52科目） － 0 104 0 － 1 0 0 0 0 兼41 －

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（24科目） － 0 48 0 － 0 0 0 0 0 兼19 －

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（56科目） － 0 105 0 － 0 0 0 0 0 兼53 －

－ 52 535 0 4 8 0 0 0 兼217 －合計（293科目） －
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目
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格
系
専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１５週

１学年の学期区分 ２学期

学位又は称号
学士（心理学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 文学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

心理学類　学士（心理学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 　　2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 　　2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 　　6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 　　2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 　　3単位

　上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　　　 4単位以上（選択必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1、2
　　　 もしくは、線形代数1、2Aのどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類専門科目　　48単位以上（必修30単位を含む）
　　 学類関連科目　　10単位以上
　(3)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(3)の科目区分より、指定した76単位を含む96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  4単位以上（選択必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、環境社会システム学概論（2単位）、
                               教育福祉学概論（2単位）を含む）
　(2)学類専門科目　　　　　　　42単位以上（必修24単位を含む）
　(3)学類関連科目　　　　　　　10単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、心理学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した96単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

９０分１時限の授業時間

１学期の授業期間
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数学リテラシー1 1前 2 ○ 兼19

数学リテラシー2 1後 2 ○ 兼19

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

生物学B 1後 2 ○ 兼4

プログラミング入門A 1前・後 2 ○ 兼12 FDCのみ対象・※講義

プログラミング入門B 1後 2 ○ 兼5 ※講義

微積分1A 1前・後 2 ○ 兼26

微積分2 1前・後 2 ○ 兼33

統計学基礎1 1前・後 2 ○ 兼24 FDCのみ対象

統計学基礎2 1前・後 2 ○ 兼27 FDCのみ対象

小計（11科目） － 0 22 0 － 0 0 0 0 0 兼72 －

情報システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

自然システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼3 オムニバス

社会システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 兼5 オムニバス

人間システムとサステイナビリティ 1前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

知識情報システム学概論 1後 2 ○ 兼3 オムニバス

環境社会システム学概論 1後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉学概論 1後 2 ○ 兼5 オムニバス

心理学概論 1後 2 ○ 1

小計（8科目） － 10 6 0 － 1 1 0 0 0 兼26 －

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

未来デザインインターンシップ 1後 2 ○ 3 兼8 共同

小計（1科目） － 2 0 0 － 3 0 0 0 0 兼8 －

保育学概論 1後 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 － 0 0 0 0 0 兼1 －

地域実践演習 1後 2 ○ 1 兼3 共同

小計（1科目） － 0 2 0 － 1 0 0 0 0 兼3 －

教育社会学 1後 2 ○ 兼1

教育の思想と歴史 1後 2 ○ 兼1

教育の法と制度 1後 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

心理学と心理的支援 1後 2 ○ 兼1

介護概論 1後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 0 4 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 12 44 0 3 1 0 0 0 兼105 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※UniversityEnglish3AおよびUniversityEnglish3Bを除く

基
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育
科
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ザ
イ
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）

未来デザインコース（FDC）専門科目
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ス
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）
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門
科
目

未
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ザ
イ
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目

（
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育
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類
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門
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目
）

資
格
系
専
門

科
目

合計（28科目） －

森之宮キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１５週未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  4単位以上（選択必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、環境社会システム学概論（2単位）、
                               教育福祉学概論（2単位）を含む）
　(2)学類専門科目　　　　　　　42単位以上（必修24単位を含む）
　(3)学類関連科目　　　　　　　10単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、心理学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した96単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号
学士（心理学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 文学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

心理学類　学士（心理学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 　　2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 　　2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 　　6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 　　2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 　　3単位

　上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　　　 4単位以上（選択必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1、2
　　　 もしくは、線形代数1、2Aのどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類専門科目　　48単位以上（必修30単位を含む）
　　 学類関連科目　　10単位以上
　(3)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(3)の科目区分より、指定した76単位を含む96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間
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UniversityEnglish3A 2前・後 1 ○ 兼41

UniversityEnglish3B 2前・後 1 ○ 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 － 0 0 0 0 0 兼55 －

インターンシップ 2通 2 ○ 兼1

海外インターンシップ 2通 2 ○ 1 兼6 共同

小計（2科目） － 0 4 0 － 0 1 0 0 0 兼6 －

認知科学1（知覚・認知心理学） 2前 2 ○ 1

認知科学2（学習・言語心理学） 2後 2 ○ 1

認知情報処理 3前 2 ○ 1

産業・組織心理学 2後 2 ○ 1

社会・集団・家族心理学 2前 2 ○ 1

環境心理学 2前 2 ○ 1

文化心理学 4前 2 ○ 兼1

発達心理学1 2前 2 ○ 1

発達心理学2 2後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

臨床心理学概論 2前 2 ○ 1

心の病理学（精神疾患とその治療） 2後 2 ○ 1

心理療法論（心理学的支援法） 3前 2 ○ 1

心理検査法（心理的アセスメント） 2後 2 ○ 1 ※講義

感情・人格心理学 2後 2 ○ 1

神経・生理心理学 3前 2 ○ 1

健康・医療心理学 3後 2 ○ 1

福祉心理学 2後 2 ○ 兼1

教育・学校心理学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

司法・犯罪心理学 3後 2 ○ 兼1

障害者と心理（障害者・障害児心理学） 3前 2 ○ 兼1

心理学統計法1 2前 2 ○ 1

心理学統計法2 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

心理学統計法3 3前 2 ○ 1

心理学研究法 2前 2 ○ 2 2 オムニバス

心理学実験 2後 2 ○ 3 4 オムニバス

心理学特殊実験1 3前 2 ○ 3 4 共同

心理学特殊実験2 3後 2 ○ 3 5 共同

心理演習1 3前 2 ○ 4 8 共同

心理演習2 3後 2 ○ 4 8 共同

心理演習3 3前 2 ○ 1 1 共同

公認心理師の職責 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

関係行政論 3前 2 ○ 1 兼4 オムニバス

心理実習 3通 2 ○ 3

心理学卒業研究 4通 6 ○ 4 8 FDC対象外

小計（34科目） － 30 42 0 － 4 8 0 0 0 兼9 －

情報セキュリティ 2後 2 ○ 兼1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 兼1

データ科学 2後 2 ○ 兼1

公共政策学基礎 2前 2 ○ 兼1

国際法と共生社会 2後 2 ○ 兼1

異文化の理解 2前 2 ○ 兼1

地域・都市環境学 2後 2 ○ 兼1

現代の社会問題と社会運動 2後 2 ○ 兼1

家族社会学 2前 2 ○ 兼1

ジェンダーと社会 2後 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2前 2 ○ 兼1

政治学 2後 2 ○ 兼1

経済学基礎 2前 2 ○ 兼1

社会学基礎 2前 2 ○ 兼3 オムニバス

倫理学 2前 2 ○ 兼1

地域研究 2後 2 ○ 兼1

生命科学技術と社会 2後 2 ○ 兼1

国際教育と開発 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）1A 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（公民分野）2A 2後 2 ○ 兼1

小計（20科目） － 0 40 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

PBL演習（ビジネスプレディクション） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（生産システム科学） 3後 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（ヘルスケア科学） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（サービスデザイン） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（教育情報システムデザイン） 3前 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（情報ネットワークシステム） 3前 2 ○ 兼9 共同

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学
類
関
連
科
目

専
門
科
目

P
B
L
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ロ
グ
ラ
ム

科
目

中百舌鳥キャンパス
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目

外
国
語
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目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

PBL演習（環境学） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（地域再生） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（環境再生） 3通 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（企業と持続可能な社会） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ESD-A） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（ESD-B） 3前 2 ○ 兼1

PBL演習（社会調査） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（都市社会） 3前 2 ○ 兼2 共同

PBL演習（文化表象） 3前 2 ○ 兼5 共同

PBL演習（共生の思想） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（ジェンダー論） 3前 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（コラボレーション） 3通 2 ○ 兼3 共同

PBL演習（地域および都市における排除・共生・参加） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生涯学習と設計） 3通 2 ○ 兼4 共同

PBL演習（生活環境と情報） 3後 2 ○ 1

PBL演習（生きることと遊び） 3前 2 ○ 1 3 兼1 共同

PBL演習（教育保障） 3通 2 ○ 1 1 共同

小計（23科目） － 0 46 0 － 3 4 0 0 0 兼66 －

未来デザイン計画演習 2前 2 ○ 3 兼8

未来デザインPBL演習 3通 2 ○ 3 兼8

未来デザイン卒業研究 4通 6 ○ 4 8 兼81

小計（3科目） － 10 0 0 － 4 8 0 0 0 兼81 －

コンピュータシステム 2前 2 ○ 兼1

情報ネットワーク基礎 2前 2 ○ 兼1

データベース基礎 2前 2 ○ 兼1

マルチメディア情報処理 2後 2 ○ 兼1

オペレーティングシステム 2前 2 ○ 兼1

知識情報システム学演習1 2前 2 ○ 兼5 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習2 2後 2 ○ 兼7 オムニバス・共同（一部）

知識情報システム学演習3 3前 2 ○ 兼25 共同

知識情報システム学演習4 3後 2 ○ 兼25

小計（9科目） － 0 18 0 － 0 0 0 0 0 兼25 －

環境生物学 2前 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼1

地理学基礎 2前 2 ○ 兼1

経済活動と法 2前 2 ○ 兼1

行政活動と法 2前 2 ○ 兼1

環境哲学・倫理学 2前 2 ○ 兼1

小計（6科目） － 0 12 0 － 0 0 0 0 0 兼6 －

教育福祉学A 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

教育福祉学B 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

人間形成論 2後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉原論 3前 2 ○ 兼2 オムニバス

ソーシャルワーク概論 2前 2 ○ 兼1

スクール・ソーシャルワーク概論 2後 2 ○ 兼1

コラボレーション論 3前 2 ○ 兼1 ※演習

グローバル・コラボレーション論 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉ゼミナールA 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールB 3後 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールC 3前 2 ○ 兼21

教育福祉ゼミナールD 3後 2 ○ 兼21

小計（13科目） － 0 26 0 － 0 0 0 0 0 兼21 －

生産システム科学 2前 2 ○ 兼1

生産管理システム 2後 2 ○ 兼1

生産科学 3前 2 ○ 兼1

マーケティング・サイエンス 3前 2 ○ 兼1

情報技術と企業活動 2前 2 ○ 兼1

データマイニング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ソーシャルモデリング 3前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・インプリメンテーション 2前 2 ○ 兼1 ※演習

ビジネス・アナリティクス 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

知識情報システムの開発・運営 3前 2 ○ 兼1

情報システムの性能と信頼性 2後 2 ○ 兼1

情報通信工学概論 3前 2 ○ 兼1

分散システム 3前 2 ○ 兼1

Webシステム構築基礎 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

空間情報システム 2後 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインコース（FDC）専門科目

未
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教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

材料情報学 2後 2 ○ 兼1

人工知能A 3前 2 ○ 兼1

人工知能B 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 ○ 兼1

教育情報学 2後 2 ○ 兼1

教育・学習の理論と設計 3前 2 ○ 兼1

機械学習 3後 2 ○ 兼1

自然言語処理 3後 2 ○ 兼1

情報検索システム論 2後 2 ○ 兼1

パターン認識 3前 2 ○ 兼1

AIプログラミング 2後 2 ○ 兼1

ヘルスケアシステム 2前 2 ○ 兼2 共同

ヘルスケアサービス 2後 2 ○ 兼2 共同

情報と職業 2後 2 ○ 兼1 集中

小計（29科目） － 0 58 0 － 0 0 0 0 0 兼29 －

地球環境の化学 2前 2 ○ 兼1

環境デザイン通史 2後 2 ○ 兼1

資源循環論 2前 2 ○ 兼1

海洋環境生態学 2後 2 ○ 兼1

海域環境再生学 3前 2 ○ 兼1

陸域環境生態学 2後 2 ○ 兼1

陸域環境再生学 3前 2 ○ 兼2 共同

食品安全論 3前 2 ○ 兼1

食糧と環境 3後 2 ○ 兼1

景観計画学 3前 2 ○ 兼1

防災・安全科学 3前 2 ○ 兼1

環境計測学 3後 2 ○ 兼1

再生可能エネルギー学 3後 2 ○ 兼1

環境再生の化学 2後 2 ○ 兼1

環境アセスメント学 3後 2 ○ 兼7 オムニバス

ミクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2後 2 ○ 兼1

公共経済学 2後 2 ○ 兼1

環境経済・経営学 3前 2 ○ 兼1

企業の経済学 3前 2 ○ 兼1

環境法1 3前 2 ○ 兼1

環境法2 3後 2 ○ 兼1

環境政策学 2後 2 ○ 兼1

国際政治学 3前 2 ○ 兼1

都市と経済の地理学 2前 2 ○ 兼1

環境社会学 2後 2 ○ 兼1

文化の社会学 2後 2 ○ 兼1

共生社会とアイデンティティ 2前 2 ○ 兼1

文化と景観 2後 2 ○ 兼1

文化と共生 2後 2 ○ 兼1

現代社会の倫理学 2前 2 ○ 兼1

環境哲学と現代社会 2後 2 ○ 兼1

日本の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

個人創造の思想史 2後 2 ○ 兼1

社会文化史 2前 2 ○ 兼1

社会政治思想 2後 2 ○ 兼1

地域社会の言語環境 2前 2 ○ 兼1

言語使用の多様性研究 2後 2 ○ 兼1

ディスコースと社会 2前 2 ○ 兼1

言語表現と世界認識 2前 2 ○ 兼1

認識とレトリック 2後 2 ○ 兼1

文化表象と社会批評 2後 2 ○ 兼1

グローバル社会の文化表象 2前 2 ○ 兼1

言語の社会システム 2後 2 ○ 兼1

学校教育史 3前 2 ○ 兼1

東洋の歴史環境 2前 2 ○ 兼1

西洋の歴史と文化 2後 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼2 共同

環境社会システム学演習1 2後 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習2 3前 2 ○ 兼35 共同

環境社会システム学演習3 3後 2 ○ 兼35 共同

小計（51科目） － 0 102 0 － 1 0 0 0 0 兼40 －

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育福祉の諸問題B（性と人権） 2前 2 ○ 兼1

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2後 2 ○ 兼4 オムニバス

教育福祉と健康 2前 2 ○ 兼1

権利擁護論 3前 2 ○ 兼1

障害者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉運営論 3後 2 ○ 兼1

地域福祉論A 2前 2 ○ 兼1

地域福祉論B 2後 2 ○ 兼1

医療福祉論 2後 2 ○ 兼1

高齢者福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会政策論 3前 2 ○ 兼1

社会保障論 3後 2 ○ 兼1

セルフヘルプ・グループ論 3後 2 ○ 兼1

子ども家庭福祉論 2前 2 ○ 兼1

児童養護論 3前 2 ○ 兼1

乳児保育論 2後 2 ○ 兼1

共生の思想と歴史 2後 2 ○ 兼1

精神保健学 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育 3後 2 ○ 兼1

グローバル・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 兼1

教育福祉国際インターンシップ 2後 2 ○ 兼6 共同

小計（21科目） － 0 42 0 － 0 0 0 0 0 兼18 －

情報科教育法1A 2前 2 ○ 兼1

情報科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

日本近代の社会の歴史 2後 2 ○ 兼1

比較地域論 2後 2 ○ 兼1

質的調査法 3前 2 ○ 兼4 共同

資料分析法 3後 2 ○ 兼4 共同

調査設計法 3前 2 ○ 兼4 共同

日本史概説 2前 2 ○ 兼1

外国史 2前 2 ○ 兼2

自然地理学 2後 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）1A 2前 2 ○ 兼1

社会科教育法（地歴分野）2A 2前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論A 2後 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論B 3前 2 ○ 兼1

ソーシャルワーク論C 3後 2 ○ 兼1

刑事司法と福祉 3後 2 ○ 兼1

社会福祉実習1 2通 2 ○ 兼4

社会福祉実習指導1 2通 1 ○ 兼7

社会福祉実習2 3通 4 ○ 兼8

社会福祉実習指導2 3通 2 ○ 兼8

保育者論 2後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 3前 1 ○ 兼1

保育内容演習A（総論・環境） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習B（表現・言葉） 2前 2 ○ 兼1

保育内容演習C（健康・人間関係） 2後 2 ○ 兼1

保育の表現技術A 2前 2 ○ 兼2

保育の表現技術B 2後 2 ○ 兼2

乳児保育演習 3後 1 ○ 兼1

障がい児保育演習 3後 2 ○ 兼1

養護内容演習 3後 1 ○ 兼1

子どもの保健学 3前 2 ○ 兼1

子どもの保健学演習 3前 1 ○ 兼1

子どもの食と栄養 3後 2 ○ 兼1

保育の計画と評価 4前 2 ○ 兼1

保育実習1A 2後 2 ○ 兼1

保育実習指導1A 2後 1 ○ 兼2

保育実習1B 3通 2 ○ 兼1

保育実習指導1B 3通 1 ○ 兼2

保育実習2 3後 2 ○ 兼1

保育実習指導2 3後 1 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習 4通 2 ○ 兼2

スクール・ソーシャルワーク実習指導 4通 1 ○ 兼１

スクール・ソーシャルワーク演習 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 2前 2 ○ 兼1

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前 2 ○ 兼1

福祉科教育法1A 2後 2 ○ 兼1

福祉科教育法2A 2後 2 ○ 兼1

地域社会学 2後 2 ○ 兼1

道徳指導論 2後 2 ○ 兼1

社会教育入門 2後 2 ○ 兼1

生涯学習支援 2前 2 ○ 兼5 共同

生涯スポーツ指導 2後 2 ○ 兼1

社会教育計画 3前 2 ○ 兼1

小計（54科目） － 0 101 0 － 0 0 0 0 0 兼51 －

－ 42 491 0 4 8 0 0 0 兼197 －

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

合計（267科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（現代システム科学域　心理学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

心理学類　学士（心理学）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 　　2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 　　2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 　　6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 　　2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 　　3単位

　上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　　　　 4単位以上（選択必修4単位を含む）
　　 ※高校での数学履修状況に応じて、数学リテラシー1、2
　　　 もしくは、線形代数1、2Aのどちらかを選択必修

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　12単位以上（必修10単位を含む）
　(2)学類専門科目　　48単位以上（必修30単位を含む）
　　 学類関連科目　　10単位以上
　(3)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　
　上記1(6)および2(1)〜(3)の科目区分より、指定した76単位を含む96単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週
未来デザインコース（FDC）　学士（学術）
【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、137単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位

上記(1)～(5)の科目区分より、指定した25単位を含む35単位以上修得すること

　(6)基礎教育科目　　　　　　  4単位以上（選択必修4単位を含む）

2．専門科目
　(1)学域共通科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位及び知識情報システム学概論
　　　　　　　　　　　　　　　 （2単位）、環境社会システム学概論（2単位）、
                               教育福祉学概論（2単位）を含む）
　(2)学類専門科目　　　　　　　42単位以上（必修24単位を含む）
　(3)学類関連科目　　　　　　　10単位以上
　(4)PBLプログラム科目　　　　 2単位以上（選択2単位を含む）
　　※2単位を含むPBLプログラム（別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」参照）を
　　　1つ以上修了すること
　　※別紙「現代システム科学域 PBL履修課程」に含まれる科目のうち
　　　　　総合教養科目は総合教養科目として
          基礎教育科目は基礎教育科目として
　　　　　自学類専門科目は自学類専門科目として
　　　　　自学類関連科目は自学類関連科目として
　　　　　他学類専門科目はPBLプログラム科目として
　　　それぞれ卒業要件単位に算入する。
　(5)未来デザインプログラム科目 22単位以上（必修12単位を含む）
　　※未来デザインコースを修了する場合、心理学卒業研究は
　　　履修することができない。

上記1(6)および2(1)〜(5)の科目区分より、指定した96単位を含む
102単位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号
学士（心理

学）
学士（学術）

学位又は学科の分野 文学関係
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

ビ ジ ネ ス ・ イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン ② 2 ＊知識情報科目

ビ ジ ネ ス ・ ア ナ リ テ ィ ク ス ② 2 ＊知識情報科目

デ ー タ 科 学 ② 2
＊知識情報科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

生 産 シ ス テ ム 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

生 産 管 理 シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

生 産 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

医学概論 （ 人体の構造と機能及び疾病） ② 2 ＊心理科目

公 衆 衛 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 2 ＊知識情報科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ サ イ エ ン ス ② 2 ＊知識情報科目

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 情 報 学 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 Ｂ ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

W e b シ ス テ ム 構 築 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

情 報 通 信 工 学 概 論 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

環 境 政 策 学 ② 2 ＊環社シス科目

技 術 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

人 間 と 居 住 環 境 2 2 ＊総合教養科目

生 命 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

国 際 開 発 の 課 題 2 2 ＊総合教養科目

地 域 文 化 学 2 2 ＊総合教養科目

大 阪 の 自 然 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 2 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 2 2 ＊総合教養科目

公 共 政 策 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

海 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

陸 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

企 業 の 経 済 学 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 経 済 ・ 経 営 学 ② 2 ＊環社シス科目

経 済 活 動 と 法 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 法 1 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

福 祉 科 教 育 法 A 2 2 ＊教育福祉科目

福 祉 科 教 育 法 B 2 2 ＊教育福祉科目

倫 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

政 治 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目以上

5科目以
上

4科目

地域再生

2科目

5科目以
上

現代システム科学域　PBLプログラム履修課程

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

環境学

3科目

5科目以
上

1科目以上

2 1科目

ビジネスプレディクション 5科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

生産システム科学

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

教育情報システムデザイン 5科目

情報ネットワークシステム

3科目

5科目以
上

1科目以上

1科目

ヘルスケア科学 5科目

サービスデザイン

環境再生 5科目

2

企業と持続可能な社会 5科目

2

2科目以上

2 1科目

ESD-A
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

2科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 1A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 2A 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

日 本 史 概 説 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

外 国 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

自 然 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 調 査 論 ＊ ② 2 ＊環社シス科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

現 代 の 社 会 問 題 と 社 会 運 動 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 社 会 学 2 2 ＊環社シス科目

質 的 調 査 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

資 料 分 析 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

調 査 設 計 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

社 会 と 統 計 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ＊ ② ＊PBL科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

社 会 政 治 思 想 2 2 ＊環社シス科目

都 市 と 経 済 の 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C （多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

言 語 表 現 と 世 界 認 識 2 2 ＊環社シス科目

認 識 と レ ト リ ッ ク 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 の 言 語 環 境 2 2 ＊環社シス科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

グ ロ ー バ ル 社 会 の 文 化 表 象 2 2 ＊環社シス科目

文 化 表 象 と 社 会 批 評 2 2 ＊環社シス科目

言 語 の 社 会 シ ス テ ム 2 2 ＊環社シス科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C （多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

歴 史 の な か の 大 阪 2 2 ＊総合教養科目

国 際 文 化 の 視 点 2 2 ＊総合教養科目

こ と ば の 歴 史 2 2 ＊総合教養科目

エ ス ニ ッ ク ・ ス タ デ ィ 2 2 ＊総合教養科目

日 本 の 古 典 文 学 2 2 ＊総合教養科目

世 界 の な か の 英 語 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

文 化 と 共 生 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 の 倫 理 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

個 人 創 造 の 思 想 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C （多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 社 会 と 宗 教 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

1科目

文化表象

2科目以上

5科目以
上

1科目以上

ESD-B
（資格系）

3科目以上

5科目以
上

いずれかのコー
ス１つ以上履修

2科目

社会調査（資格系）

1科目

5科目以
上

1科目以上

1科目以上、ただ
し

社会調査士取得
のためには＊科目

が必修

1科目以上

2 1科目

共生の思想

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目

都市社会

1科目以上

5科目以
上

1科目以上

1科目
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件 備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

家 族 社 会 学 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 の 諸 問 題 Ｂ （ 性 と 人 権 ） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 福 祉 学 B 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

乳 児 保 育 論 2 2 ＊教育福祉科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

人間 シス テム とサ ステ イナ ビ リ テ ィ 2 2 ＊学域共通科目

ジ ェ ン ダ ー 論 入 門 2 2 ＊総合教養科目

ジ ェ ン ダ ー と 現 代 社 会 2 2 ＊総合教養科目

グ ロ ー バ ル 化 と 人 権 2 2 ＊総合教養科目

ス ポ ー ツ と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

文 化 と 社 会 の 心 理 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 論 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

特 別 支 援 教 育 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

臨 床 心 理 学 概 論 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 福 祉 論 A 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 福 祉 論 B 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題 A （ 貧困 と社会 ） 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 教 育 入 門 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 学 習 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 ス ポ ー ツ 指 導 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C （多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 教 育 計 画 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 情 報 学 2 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 B ② 2 ＊基礎教育科目

認 知 情 報 処 理 ② 2 ＊心理科目

科 学 技 術 と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

発 達 心 理 学 2 2 2 ＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

心の病理学（精神疾患とその治療） 2 2 ＊心理科目

心 理 療 法 論 （ 心 理 学 的 支 援 法 ） 2 2 ＊心理科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

異 文 化 の 理 解 2 2
＊環社シス科目
＊心理科目

現 代 社 会 と 健 康 2 2 ＊総合教養科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス 2 2 ＊知識情報科目

精 神 保 健 学 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

特 別 支 援 教 育 ② 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

生涯学習と設計
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

1科目

地域および都市における排
除・共生・参加

4科目以上

ジェンダー論

1科目以上

5科目以
上

5科目以
上

2 1科目

PBLプログラムの履修について
・卒業までに少なくとも1つのPBLプログラムを修了する必要があります。
・各プログラムを修了するためには、「履修を指定する科目数」に記載された数の授業科目分の単位を修得する必要があります。
・全学類において、PBLプログラムで修得した単位は、総合教養科目は総合教養科目として、基礎教育科目は基礎教育科目として、自学類専門科目は自学類専門科目として、PBL演習、他学類基盤科目、他学類専
門科目はPBLプログラム科目として、それぞれ卒業要件単位に算入されます。
・また、知識情報システム学類、環境社会システム学類、教育福祉学類においては、自学類基盤科目は自学類基盤科目として卒業要件単位に算入されます。心理学類においては、自学類関連科目は自学類関連
科目として卒業要件単位に算入されます。
・履修するPBLプログラムを決める前に、複数のPBLプログラムの授業科目を履修することができます。
・「PBLプログラム履修課程」に含まれる授業科目は、最終的に選択したプログラム以外の授業科目も含めて、全て上記の基準で卒業要件単位に算入されます。

教育保障

2科目

5科目以
上2科目以上

2 1科目

生活環境と情報

2科目

5科目以
上2科目以上

1科目

生きることと遊び
4科目以上 5科目以

上

2 1科目

いずれかのコー
ス１つ以上履修

1科目以上

1科目

コラボレーション
4科目以上 5科目以

上

2
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

基
幹
教

育
科
目

人間文化基礎論１ 1前 2 ○ 1 1 共同

人間文化基礎論２ 1後 2 ○ 1 1 共同

人間文化概論Ａ 1前 2 ○ 1

人間文化概論Ｂ 1前 2 ○ 3
オムニバス
共同(一部)

集中

哲学歴史学研究演習１ 4前 2 ○ 9 7 共同

哲学歴史学研究演習２ 4後 2 ○ 9 7 共同

卒業論文 4通 10 ○ 9 7 共同

小計（7科目） － 22 0 0 9 7 0 0 0 0 －

哲学概論１ 2・3前 2 ○ 1

哲学概論２ 2・3後 2 ○ 1

哲学史通論１ 1・2前 2 ○ 兼1

哲学史通論２ 1・2後 2 ○ 1

哲学演習・講読１ 3・4前 2 ○ 1

哲学演習・講読２ 3・4後 2 ○ 1

哲学史演習・講読１ 3・4前 2 ○ 1

哲学史演習・講読２ 3・4後 2 ○ 1

倫理学概論１ 2・3前 2 ○ 1

倫理学概論２ 2・3後 2 ○ 1

倫理学演習・講読１ 3・4前 2 ○ 1

倫理学演習・講読２ 3・4後 2 ○ 1

宗教学概論１ 2・3前 2 ○ 1

宗教学概論２ 2・3後 2 ○ 1

宗教学演習・講読１ 3・4前 2 ○ 1

宗教学演習・講読２ 3・4後 2 ○ 1

美学概論１ 2・3前 2 ○ 1

美学概論２ 2・3後 2 ○ 1

史学概論 2・3後 2 ○ 1

日本史基礎講読１ 1・2後 2 ○ 1

日本史基礎講読２ 2・3前 2 ○ 1

日本史通論Ａ 2・3前 2 ○ 1

日本史通論Ｂ 2・3後 2 ○ 1

考古学通論 2・3前 2 ○ 1

日本史講読Ａ 2・3後 2 ○ 1

日本史講読Ｂ 2・3前 2 ○ 1

日本史講読Ｃ 2・3後 2 ○ 1

日本史講読Ｄ 2・3前 2 ○ 1

日本史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1

日本史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1

日本史演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1

日本史演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1

考古学演習 3・4後 2 ○ 1

－

別記様式第２号（その２の１）

（文学部　哲学歴史学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

哲
学
コ
ー

ス
モ
デ
ル
群

教 育 課 程 等 の 概 要

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

日
本
史
コ
ー

ス
モ
デ
ル
群

必
修
科
目

専
門
科
目

選
択
必
修
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（文学部　哲学歴史学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

世界史基礎講読 1・2前 2 ○ 2 3 オムニバス

東洋史基礎講読 2・3前 2 ○ 1

西洋史基礎講読 2・3前 2 ○ 1

世界史通論 2・3後 2 ○ 1

東洋史通論 2・3前 2 ○ 1

西洋史通論 2・3後 2 ○ 1

世界史講読 2・3前 2 ○ 1

東洋史講読Ａ 2・3前 2 ○ 1

東洋史講読Ｂ 2・3前 2 ○ 1

東洋史講読Ｃ 2・3前 2 ○ 1

西洋史講読Ａ 2・3後 2 ○ 1

西洋史講読Ｂ 3・4前 2 ○ 1

西洋史講読Ｃ 2・3後 2 ○ 1

西洋史講読Ｄ 3・4前 2 ○ 1

世界史演習 3・4前 2 ○ 1

東洋史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1

東洋史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1

東洋史演習Ｃ 3・4後 2 ○ 1

西洋史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1

西洋史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1

西洋史演習Ｃ 3・4後 2 ○ 1

小計（54科目） － 0 108 0 9 7 0 0 0 兼1 －

哲学特講Ａ 3・4前 2 ○ 1

哲学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1

哲学特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1

哲学特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1

哲学特講Ｅ 3・4前 2 ○ 1

日本史特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1

日本史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中

日本史特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1

日本史特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1

大阪の歴史演習 2・3前 2 〇 3 2 オムニバス

考古学実習 3・4前 2 ○ 1

世界史特講 3・4前 2 ○ 1

東洋史特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1

東洋史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1

西洋史特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1

西洋史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼2

小計（16科目） － 0 32 0 5 5 0 0 0 兼8 －

美術史通論Ａ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

美術史通論Ｂ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

民俗学 2・3前 2 ○ 兼1

広報情報論Ａ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

広報情報論Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論Ｂ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

自然地理学概論 2・3後 2 ○ 兼1

中国古典語１ 3・4前 2 ○ 兼1

－

世
界
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世
界
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ル
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（文学部　哲学歴史学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

中国古典語２ 3・4後 2 ○ 兼1

ギリシア語１ 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ギリシア語２ 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語１ 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語２ 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

西洋古典学 1・2前 2 ○ 兼1

比較文化交流論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

国際都市社会論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

上方文化講座 1・2前 2 ○ 兼1 集中

日本文化発信のための英語 2・3後 2 ○ 兼1

大阪の地域・文化実践演習 2・3前 2 ○ 兼1

総合文化実践演習 2・3後 2 ○ 兼1

教育基礎論 2前・後 2 ○ 兼3

教育制度論 2前・後 2 ○ 兼2

発達・学習論 2前・後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2後 2 ○ 兼1

博物館概論 2後 2 ○ 1

博物館経営論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料保存論 3前 2 ○ 兼1

博物館展示論 3後 2 ○ 兼1

博物館教育論 3前 2 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 3前 2 ○ 兼1

小計(32科目) 0 64 0 1 0 0 0 0 兼26 －

社会科・地理歴史科教育法１A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法２A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法１A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法２A 2前・後 2 ○ 兼1

博物館実習１ 3前 2 ○ 1

博物館実習２ 3後 1 ○ 1

小計（6科目） － 0 0 11 1 0 0 0 0 兼2 －

－ 22 204 11 9 7 0 0 0 兼37 －

専
門
科
目

－

－

－

自
由
科
目

学
部
共
通
専
門
教
育
科
目

合計（115科目）
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（文学部　哲学歴史学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

学位又は称号 学位又は学科の分野 文学関係学士（文学）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

90分

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、39単位以上（必修29単位選

択10単位以上）修得すること
(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目 2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、10単位以上を修得すること

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、92単位以上（必修22単位　選択70単位以上）修得す
ること
(1)必修科目　必修22単位
(2)選択必修科目　選択30単位
(3)自由選択科目　選択40単位
以下の科目を履修し修得した単位は、自由選択科目として卒業単位に算入する。
①所定の単位（30単位）を超えて修得した「選択必修科目」
※単位数の上限なし。

②他学科の「専門科目」（学部共通専門教育科目除く）
※単位数の上限なし。

③各学科が指定する学部共通専門教育科目
※単位数の上限なし。

④他学部・他学域の専門科目
※上限16単位までとする

⑤基礎教育科目のうち「基礎数学Ａ］「基礎数学Ｂ」「近代物理学」
「入門化学」「生物学A」「生物学B」「地球学入門」
「プログラミング入門B」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、ただし、１年次前期は24単位以下とする。

１時限の授業時間

4
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基
幹
教

育
科
目

人間行動学概論A 1後 2 ○ 2 オムニバス

人間行動学概論B 1前 2 ○ 2 オムニバス

人間行動学データ解析法1 2前 2 ○ 1 兼1 共同

人間行動学データ解析法2 2後 2 ○ 1 1 共同

人間行動学研究演習1 4前 2 ○ 11 7 共同

人間行動学研究演習2 4後 2 ○ 11 7 共同

卒業論文 4通 10 ○ 11 7 共同

小計（7科目） － 22 0 0 11 7 0 0 0 兼1 －

社会学概論A 2・3前 2 ○ 1 隔年

社会学概論B 2・3前 2 ○ 1 隔年

社会学史A 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会学史B 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会学研究法 2前 2 ○ 1

社会調査法 2後 2 ○ 1

社会学質的研究法 3前 2 ○ 1

社会学データ解析法 3前 2 ○ 1

社会学実習1 3前 2 ○ 2 共同

社会学実習2 3後 2 ○ 1 1 共同

社会学基礎演習 2前 2 ○ 2 共同

社会学演習1 2・3後 2 ○ 1

社会学演習2 3・4前 2 ○ 1

社会学演習3 3・4後 2 ○ 3 2 共同

心理学概論1 2・3前 2 ○ 1

心理学概論2 2・3後 2 ○ 1

心理学研究法1 2・3前 2 ○ 1

心理学研究法2 2・3後 2 ○ 1

心理学実験演習1（心理学実験） 2前 2 ○ 3 1 共同

心理学実験演習2（心理学実験） 2前 2 ○ 3 1 共同

心理学研究演習1 3前 2 ○ 3 1 共同

心理学研究演習2 3後 2 ○ 3 1 共同

人間行動学データ解析法３（心理
学統計法）

3・4前 2 ○ 兼1

心理学統計法 2・3後 2 ○ 兼1

教育学概論A 2・3後 2 ○ 1

教育学概論B 2・3前 2 ○ 1

教育方法学A 2・3前 2 ○ 1

教育方法学B 3前 2 ○ 1

比較・国際教育学 3前 2 ○ 1

教育学研究法1 2前 2 ○ 1

教育学研究法2 3後 2 ○ 1

教育学実習 2後 2 ○ 1

教育学演習A 2後 2 ○ 1

教育学演習B 3前 2 ○ 1

教育学演習C 2前 2 ○ 1

教育学演習D 3後 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　人間行動学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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－

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　人間行動学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地理学概論A 2・3後 2 ○ 1

地理学概論B 2・3前 2 ○ 兼2

地誌学A 3・4前 2 ○ 1

地誌学B 3・4後 2 ○ 1

地理学実験実習1 2・3前 2 ○ 1

地理学実験実習2 2・3前 2 ○ 1

地理学講読演習A 3前 2 ○ 1

地理学講読演習B 3後 2 ○ 1

地理学野外調査実習1 2・3後 2 ○ 1

地理学野外調査実習2 3前 2 ○ 1

地理学演習A 3前 2 ○ 1 1 共同

地理学演習B 3後 2 ○ 2 共同

人間行動学データ解析法4 3・4後 2 ○ 1

小計（49科目） － 0 98 0 11 7 0 0 0 兼4 －

社会学特講A 2・3前 2 ○ 兼1

社会学特講B 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

社会学特講C 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

社会学特論A 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会学特論B 2・3前 2 ○ 1 隔年

社会学特論C 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会学特論D 2・3前 2 ○ 1 隔年

社会学特論E 2・3後 2 ○ 1 隔年

神経・生理心理学特論 2・3前 2 ○ 1

知覚・認知心理学特論 2・3後 2 ○ 1

学習・言語心理学特論 2・3後 2 ○ 1

発達心理学特論 2・3後 2 ○ 1

社会・集団・家族心理学特論 2・3後 2 ○ 1

感情・人格心理学特論 2・3前 2 〇 兼1

心理的アセスメント特論 2・3前 2 〇 兼1

心理学特講A 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

心理学特講B 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

教育学演習E 3前 2 ○ 1

教育行政学 3・4後 2 ○ 1

教育史 2・3前 2 ○ 1

教育メディア論 2・3前 2 ○ 兼1

教育学特講A 3・4後 2 ○ 兼1

教育学特講B 3・4前 2 ○ 兼1

地図学 3・4前 2 ○ 1 隔年

地理情報学 2・3前 2 ○ 1 隔年

地理学特講A 3・4後 2 ○ 1

地理学特講B 3・4前 2 ○ 兼2

小計（27科目） － 0 54 0 9 6 0 0 0 兼10 －

心
理
学
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学
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　人間行動学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

美術史通論A 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

美術史通論B 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

民俗学 2・3前 2 ○ 兼1

広報情報論A 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

広報情報論B 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論A 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論B 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

自然地理学概論 2・3後 2 ○ 兼1

中国古典語1 3・4前 2 ○ 兼1

中国古典語2 3・4後 2 ○ 兼1

ギリシア語1 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ギリシア語2 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語1 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語2 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

西洋古典学 1・2前 2 ○ 兼1

比較文化交流論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

国際都市社会論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

上方文化講座 1・2前 2 ○ 兼1 集中

日本文化発信のための英語 2・3後 2 ○ 兼1

大阪の地域・文化実践演習 2・3前 2 ○ 兼1

総合文化実践演習 2・3後 2 ○ 兼1

教職概論 1後 2 ○ 1

教育基礎論 2前・後 2 ○ 1 兼1

教育制度論 2前・後 2 ○ 1 兼1

発達・学習論 2前・後 2 ○ 兼1

特別支援教育論 2前・後 2 ○ 兼1

教育課程論 2前・後 2 ○ 1 兼2

道徳指導論 2前・後 2 ○ 兼1

総合的な探究の指導論 2前・後 2 ○ 1 兼1

特別活動論 2前・後 2 ○ 1 兼1

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼3

生徒・進路指導論 2前・後 2 ○ 兼1

教育相談論 2前・後 2 ○ 兼2

生涯学習概論 2後 2 ○ 兼1

博物館概論 2後 2 ○ 兼1

博物館経営論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料保存論 3前 2 ○ 兼1

博物館展示論 3後 2 ○ 兼1

博物館教育論 3前 2 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 3前 2 ○ 兼1

小計（41科目） － 0 64 18 3 2 0 0 0 兼41 －

社会科・地理歴史科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

博物館実習1 3前 2 ○ 兼1

博物館実習2 3後 1 ○ 兼1

小計(6科目) － 0 0 11 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 22 216 29 11 7 0 0 0 兼54 －

自
由
科
目

専
門
科
目

－

－

合計（130科目）

学
部
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通
専
門
教
育
科
目

自
由
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択
科
目

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　人間行動学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

90分

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、39単位以上（必修29単位選
択10単位以上）修得すること

(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目  2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、10単位以上を修得すること

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、92単位以上（必修22単位　選択70単位以上）修得す
ること

(1)必修科目　必修22単位
(2)選択必修科目　選択30単位
(3)自由選択科目　選択40単位
以下の科目を履修し修得した単位は、自由選択科目として卒業単位に算入する。

①所定の単位（30単位）を超えて修得した「選択必修科目」
※単位数の上限なし。

②他学科の「専門科目」（学部共通専門科目除く）
※単位数の上限なし。

③各学科が指定する学部共通専門教育科目
※単位数の上限なし。

④他学部・他学域の専門科目
※上限16単位までとする

⑤基礎教育科目のうち「基礎数学A」「基礎数学B」「近代物理学」
「入門化学」「生物学A」「生物学B」「地球学入門」
「プログラミング入門B」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、ただし、1年次前期は24単位以下とする。

１時限の授業時間

１学年の学期区分

学士（文学）

授業期間等

2学期

文学関係学位又は学科の分野学位又は称号

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１学期の授業期間 15週
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言語文化概論A 1・2後 2 ○ 6 2 オムニバス

言語文化概論B 1・2後 2 ○ 4 2 2 兼1 オムニバス

言語文化基礎論A 1・2前 2 ○ 1

言語文化基礎論B 1・2前 2 ○ 1

言語文化学研究演習1 4前 2 ○ 10 5 2 兼1 共同

言語文化学研究演習2 4後 2 ○ 10 5 2 兼1 共同

卒業論文 4通 10 ○ 10 5 2 兼1 共同

小計（7科目） － 22 0 0 10 6 2 0 0 兼3 －

国文学史A 1・2前 2 ○ 1 隔年

国文学史B 1・2前 2 ○ 1 隔年

国文学史C 1・2後 2 ○ 1 隔年

国文学史D 1・2後 2 ○ 1 隔年

国語学基礎論 2・3前 2 ○ 1

国語国文学講読A1 2・3前 2 ○ 1

国語国文学講読A2 2・3後 2 ○ 1

国語国文学講読B1 2・3前 2 ○ 1

国語国文学講読B2 2・3後 2 ○ 1

国語国文学演習A1 3・4前 2 ○ 1

国語国文学演習A2 3・4後 2 ○ 1

国語国文学演習B1 3・4前 2 ○ 1

国語国文学演習B2 3・4後 2 ○ 1

国語国文学演習C1 3・4前 2 ○ 兼1

国語国文学演習C2 3・4後 2 ○ 兼1

国語国文学演習D1 3・4前 2 ○ 兼1

国語国文学演習D2 3・4後 2 ○ 兼1

中国語中国文学概論A 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

中国語中国文学概論B 2・3前 2 ○ 1

中国語中国文学概論C 2・3後 2 ○ 1

中国語中国文学概論D 2・3前 2 ○ 1

中国語基礎演習1 2・3前 2 ○ 1

中国語基礎演習2 2・3前 2 ○ 1

中国語学演習A 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

中国語学演習B 3・4後 2 ○ 1

中国文学演習1 3・4前 2 ○ 1 隔年

中国文学演習2 3・4後 2 ○ 1 隔年

中国文化学演習1 3・4前 2 ○ 1 隔年

中国文化学演習2 3・4後 2 ○ 1 隔年

中国語コミュニケーション1 2・3後 2 ○ 1

中国語コミュニケーション2 2・3後 2 ○ 1

英米文化概論 2・3後 2 ○ 1 兼1 共同

英米文学史A 2・3前 2 ○ 1

英米文学史B 2・3後 2 ○ 1

英米文学史C 2・3前 2 ○ 1 兼1 共同

英語学概論A 2・3前 2 ○ 1

英語学概論B 2・3後 2 ○ 1

英米文化演習 2・3前 2 ○ 1 兼1 共同

英米文学演習A 2・3後 2 ○ 1

英米文学演習B 2・3前 2 ○ 1

英米文学演習C 2・3後 2 ○ 1 兼1 共同

英米文学演習D 3・4後 2 ○ 1

英語学演習 2・3後 2 ○ 1

備考

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　言語文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専
門
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

必
修
科
目
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目
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　言語文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

ドイツ語圏言語文化論 2・3前 2 ○ 1 隔年

ドイツ語圏文学史 2・3前 2 ○ 1

ドイツ語圏文化論 2・3後 2 ○ 1

ドイツ語学概論 2・3前 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化基礎演習A 2後 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化基礎演習B 2前 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化演習A 3・4前 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化演習B 3・4後 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化演習C 3・4後 2 ○ 1

ドイツ語圏言語文化特別演習 3前 2 ○ 1

ドイツ語コミュニケーション1 3・4前 2 ○ 兼1

ドイツ語コミュニケーション2 3・4後 2 ○ 兼1

ドイツ語圏ランデスクンデ 3・4後 2 ○ 兼1

フランス語圏言語文化論 2・3前 2 ○ 1 隔年

フランス語圏文学史 1・2後 2 ○ 1

フランス語圏文化論 2・3前 2 ○ 1

フランス語学概論 2・3後 2 ○ 1

フランス語圏言語文化基礎演習A 2後 2 ○ 1

フランス語圏言語文化基礎演習B 2前 2 ○ 1

フランス語圏言語文化基礎演習C 2後 2 ○ 兼1

フランス語圏言語文化演習A 3・4前 2 ○ 1

フランス語圏言語文化演習B 3・4前 2 ○ 1

フランス語圏言語文化演習C 3・4後 2 ○ 1

フランス語圏言語文化演習D 3・4前 2 ○ 兼1

フランス語圏言語文化特別演習 3後 2 ○ 1

フランス語コミュニケーション1 3・4前 2 ○ 兼1

フランス語コミュニケーション2 3・4後 2 ○ 兼1

エチュード・フランコフォーヌ 2・3後 2 ○ 兼1

小計（71科目） － 0 142 0 10 5 2 0 0 兼9 －

国語国文学特講A 2・3前 2 ○ 1 隔年

国語国文学特講B 2・3前 2 ○ 1 隔年

国語国文学特講C 2・3後 2 ○ 1 隔年

国語国文学特講D 2・3後 2 ○ 1 隔年

中国語コミュニケーション3 3・4前 2 ○ 1

中国語コミュニケーション4 3・4後 2 ○ 1

中国語中国文学特講A 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

中国語中国文学特講B 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

英米文化特講 2・3前 2 ○ 1 兼1 隔年・共同

英米文学特講 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

英語学特講 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

英語コミュニケーションA 2・3前 2 ○ 1 兼1 共同

英語コミュニケーションB 2・3後 2 ○ 兼1
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　言語文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

ド
イ
ツ
語
圏
言

語
文
化

ヨーロッパ言語文化特講 3・4後 2 ○ 1 隔年

フランス語コミュニケーション3 3・4前 2 ○ 兼1

フランス語コミュニケーション4 3・4後 2 ○ 兼1

インターカルチュラルスタディー
ズA

3・4前 2 ○ 1 隔年

インターカルチュラルスタディー
ズB

3・4前 2 ○ 兼1

小計（18科目） － 0 36 0 5 1 2 0 0 兼8 －

美術史通論A 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

美術史通論B 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

民俗学 2・3前 2 ○ 兼1

広報情報論A 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

広報情報論B 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論A 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論B 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

中国古典語1 3・4前 2 ○ 兼1

中国古典語2 3・4後 2 ○ 兼1

ギリシア語1 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ギリシア語2 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語1 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語2 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

西洋古典学 1・2前 2 ○ 兼1

比較文化交流論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

国際都市社会論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

上方文化講座 1・2前 2 ○ 1 集中

日本文化発信のための英語 2・3後 2 ○ 兼1

大阪の地域・文化実践演習 2・3前 2 ○ 兼1

総合文化実践演習 2・3後 2 ○ 兼1

教育基礎論 2前・後 2 ○ 兼2

教育制度論 2前・後 2 ○ 兼2

発達・学習論 2前・後 2 ○ 兼1

生涯学習概論 2後 2 ○ 兼1

博物館概論 2後 2 ○ 兼1

博物館経営論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料保存論 3前 2 ○ 兼1

博物館展示論 3後 2 ○ 兼1

博物館教育論 3前 2 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 3前 2 ○ 兼1

小計（31科目） － 0 62 0 1 0 0 0 0 兼25 －

国語科教育法1A 2･3前 2 ○ 兼1

国語科教育法1B 2･3後 2 ○ 兼1

国語科教育法2A 2･3前 2 ○ 兼1

国語科教育法2B 2･3後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（英語）1A 2前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（英語）1B 2後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（英語）2A 3前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（英語）2B 3後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（中国語）1A 2前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（中国語）1B 2後 2 ○ 兼1
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教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　言語文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

外国語科教育法（中国語）2A 3前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（中国語）2B 3後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（独語）1A 2前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（独語）1B 2後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（独語）2A 3前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（独語）2B 3後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（仏語）1A 2前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（仏語）1B 2後 2 ○ 兼1

外国語科教育法（仏語）2A 3前 2 ○ 兼1

外国語科教育法（仏語）2B 3後 2 ○ 兼1

書道 2後 2 ○ 兼1

博物館実習1 3前 2 ○ 兼1

博物館実習2 3後 1 ○ 兼1

小計（23科目） － 0 0 45 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 22 240 45 10 6 2 0 0 兼44 －

学位又は称号

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、39単位以上（必修29単位選択
10単位以上）修得すること

(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目  2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、10単位以上を修得すること

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、92単位以上（必修22単位　選択70単位以上）修得する
こと

(1)必修科目　必修22単位
(2)選択必修科目　選択30単位
(3)自由選択科目　選択40単位
以下の科目を履修し修得した単位は、自由選択科目として卒業単位に算入する。

①所定の単位（30単位）を超えて修得した「選択必修科目」
※単位数の上限なし。

②他学科の「専門科目」（学部共通専門教育科目除く）
※単位数の上限なし。

③各学科が指定する学部共通専門教育科目
※単位数の上限なし。

④他学部・他学域の専門科目
※上限16単位までとする

⑤基礎教育科目のうち「基礎数学A」「基礎数学B」「近代物理学」
「入門化学」「生物学A」「生物学B」「地球学入門」
「プログラミング入門B」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、ただし、1年次前期は24単位以下とする。

学位又は学科の分野 文学関係学士（文学）

－

－

１時限の授業時間 90分

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

自
由
科
目

専
門
科
目

合計（150科目）
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文化構想学概論Ａ 1前 2 ○ 6 6 オムニバス

文化構想学概論Ｂ 1後 2 ○ 6 6 オムニバス

文化構想学基礎演習Ａ 2前 2 ○ 5 2 共同

文化構想学基礎演習Ｂ 2後 2 ○ 2 5 共同

文化構想学研究演習１ 4前 2 ○ 6 6 共同

文化構想学研究演習２ 4後 2 ○ 6 6 共同

卒業論文 4通 10 ○ 6 6 共同

小計（7科目） － 22 0 0 6 6 0 0 0 0 －

文化理論 2・3前 2 ○ 1

表象文化論 2・3前 2 ○ 1

ポピュラー文化論 2・3前 2 ○ 1

比較表現論 2・3後 2 ○ 1

テクスト文化論 2・3後 2 ○ 1 隔年

表現文化論基礎演習 2前 2 ○ 1

表象文化論演習 2・3後 2 ○ 1

ポピュラー文化論演習 2・3後 2 ○ 1

比較表現論演習 2・3前 2 ○ 1

テクスト文化論演習 2・3前 2 ○ 1 隔年

表現文化論特殊演習１ 3・4前 2 ○ 1 1 共同

表現文化論特殊演習２ 3・4後 2 ○ 1 隔年

文化理論演習 3前 2 ○ 1

アジア文化学基礎論 2前 2 ○ 1

アジア地域文化概論 2前 2 ○ 1

アジア伝統文化概論 2前 2 ○ 1

アジア共生文化概論 2後 2 ○ 1

アジア比較文化概論 2後 2 ○ 1

アジア地域文化論 2・3前 2 ○ 1

アジア地域文化論演習 3・4後 2 ○ 1

アジア伝統文化論 2・3前 2 ○ 1

アジア伝統文化論演習 3・4後 2 ○ 1

アジア共生文化論 2・3後 2 ○ 1

アジア共生文化論演習 3・4前 2 ○ 1

アジア比較文化論 2・3後 2 ○ 1

アジア比較文化論演習 3・4前 2 ○ 1

文化資源基礎論 2前 2 ○ 1

観光文化論 2前 2 ○ 1

文化デザイン論 2後 2 ○ 1

視覚芸術文化論 2前 2 ○ 1

舞台芸術文化論 2後 2 ○ 1

視覚文化資源論演習 2・3前 2 ○ 1

地域文化資源論演習 2・3前 2 ○ 1

音楽文化資源論演習 3・4前 2 ○ 1

舞台文化資源論演習 3・4前 2 ○ 1

視覚文化資源論実習 2・3後 2 ○ 1

地域文化資源論実習 2・3後 2 ○ 1

音楽文化資源論実習 3・4後 2 ○ 1

舞台文化資源論実習 3・4後 2 ○ 1

小計（39科目） － 0 78 0 6 6 0 0 0 0 －

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

－

－

ア
ジ
ア
文
化
コ
ー

ス
モ
デ
ル
群

文
化
資
源
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ー

ス
モ
デ
ル
群

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

表
現
文
化
コ
ー

ス
モ
デ
ル
群

別記様式第２号（その２の１）

科目
区分

教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　文化構想学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

専
門
科
目

1



必
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選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　文化構想学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

表現文化特論 3・4前 2 ○ 兼1 集中

表象文化特論 3・4後 2 ○ 兼1 集中

文化人類学 3・4後 2 ○ 1

アジア文化特論Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中

アジア文化特論Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中

文化資源特論Ａ 2・3後 2 ○ 1

文化資源特論Ｂ 2・3前 2 ○ 兼1

文化資源特論Ｃ 3・4後 2 ○ 兼1

文化資源論特別演習 2・3後 2 ○ 1 1 共同

小計（9科目） － 0 18 0 2 1 0 0 0 兼6 －

美術史通論Ａ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

美術史通論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

民俗学 2・3前 2 ○ 兼1

広報情報論Ａ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

広報情報論Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

マス・コミュニケーション論Ｂ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

自然地理学概論 2・3後 2 ○ 兼1

中国古典語１ 3・4前 2 ○ 兼1

中国古典語２ 3・4後 2 ○ 兼1

ギリシア語１ 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ギリシア語２ 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語１ 1・2前 2 ○ 兼1 隔年

ラテン語２ 1・2後 2 ○ 兼1 隔年

西洋古典学 1・2前 2 ○ 兼1

比較文化交流論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

国際都市社会論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

上方文化講座 1・2前 2 ○ 兼1 集中

日本文化発信のための英語 2・3後 2 ○ 兼1

大阪の地域・文化実践演習 2・3前 2 ○ 1 隔年

総合文化実践演習 2・3後 2 ○ 1

生涯学習概論 2後 2 ○ 兼1

博物館概論 2後 2 ○ 兼1

博物館経営論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料論 3前 2 ○ 兼1

博物館資料保存論 3前 2 ○ 兼1

博物館展示論 3後 2 ○ 兼1

博物館教育論 3前 2 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 3前 2 ○ 兼1

小計（29科目） － 0 58 0 1 1 0 0 0 兼20 －

博物館実習１ 3前 2 ○ 兼1

博物館実習２ 3後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 0 3 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 22 154 3 6 6 0 0 0 兼26 －

－

－

－

自
由

科
目

学
部
共
通
専
門
教
育
科
目

文
化
資
源

専
門
科
目

表
現
文

化

自
由
選
択
科
目

ア
ジ
ア

文
化

合計（86科目） －

2
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義

演
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験
・
実
習
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授

准
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授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

教 育 課 程 等 の 概 要
（文学部　文化構想学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

2学期１学年の学期区分

１時限の授業時間 90分

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、39単位以上（必修29単位選
択10単位以上）修得すること

(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目  2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、10単位以上を修得すること

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、92単位以上（必修22単位　選択70単位以上）修得す
ること

(1)必修科目　必修22単位
(2)選択必修科目　選択30単位
(3)自由選択科目　選択40単位
以下の科目を履修し修得した単位は、自由選択科目として卒業単位に算入する。

①所定の単位（30単位）を超えて修得した「選択必修科目」
※単位数の上限なし。

②他学科の「専門科目」（学部共通専門科目除く）
※単位数の上限なし。

③各学科が指定する学部共通専門教育科目
※単位数の上限なし。

④他学部・他学域の専門科目
※上限16単位までとする

⑤基礎教育科目のうち「基礎数学Ａ］「基礎数学Ｂ」「近代物理学」
「入門化学」「生物学A」「生物学B」「地球学入門」
「プログラミング入門B」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、ただし、１年次前期は24単位以下とする。

１学期の授業期間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

15週

学位又は称号 学士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

3



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2・3後 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

2前 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年

3・4前 4 ○ 兼1 隔年・集中

2・3前 4 ○ 兼1 隔年・集中

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

－ 0 28 0 1 0 0 0 0 兼6

1後 4 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2・3前 4 ○ 1 隔年

－ 0 34 0 3 4 0 0 0 兼1

1後 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

2・3後 2 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 兼1

2後 4 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 隔年

3前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

民事訴訟法 2後 4 ○ 1

民事執行･保全法 3・4前 2 ○ 1 隔年

3・4前 2 ○ 1 隔年

－ 0 36 0 5 5 0 0 0 兼4

3後 4 ○ 1

3後 4 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 1 2 0 0 0 兼1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 2 ○ 兼1 隔年

3・4前 4 ○ 1 隔年

3・4後 4 ○ 1 隔年

3・4後 4 ○ 兼1 隔年・集中

3・4後 4 ○ 1 隔年

－ 0 30 0 4 1 0 0 0 兼3

2前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年・集中

2後 4 ○ 1

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

2前 4 ○ 1

講
義
科
目

－

政治学

比較政治学

政治過程論

政治学史

日本政治外交史

欧州政治外交史

国
際
関
係
法
・
外
国
法

国際法

国際組織法

国際経済法

国際私法

英米法

ドイツ法

フランス法

アジア法(中国法)

小計（8科目）

－

社
会
法

労働法

社会保障法

経済法

知的財産法

小計（4 科目） －

政
治
・
行
政
学

商法第1部（総則・商行為）

商法第2部（会社）

商法第3部（手形）

金融商品取引法

倒産法

小計（12科目）

私
法

民法第1部（総則）

民法第2部（物権）

民法第3部（債権総論）

民法第4部（債権各論）

民法第5部（親族・相続）

刑事政策

小計（9科目） －

基
礎
法
学

法哲学

法社会学

日本法制史

日本近代法制史

東洋法制史

西洋法制史

ローマ法

小計（7科目）

基
幹
教

育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部 法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

公
法

憲法1

憲法2

行政法1

行政法2

租税法

刑法第1部（総論）

刑法第2部（各論）

刑事訴訟法

1



必

修

選
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自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部 法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 2 ○ 1

－ 0 38 0 5 1 0 0 0 兼3

1前 2 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同

1後 2 ○ 兼10 オムニバス

1後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 1 1 0 0 0 兼14

2後 2 ○ 1 1 兼1

3・4通 4 ○ 14 10 兼3

専門特別演習 3・4前・後 2 ○ 1 2 兼1

3・4後 2 ○ 9 5 兼1

2・3前・後 2 ○ 2 2 兼2

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1 隔年

－ 0 18 0 15 13 0 0 0 兼5 ―

社会科・公民科教育法1A 2･3･4後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法2A 2･3･4後 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法1A 2･3･4前 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法2A 2･3･4前 2 ○ 兼1

小計（4科目） － 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2

－ 0 206 8 19 14 0 0 0 兼33 ―

講
義
科
目

教
科
教
育
法
科

目

－

合計（67科目） －

政
治
・
行
政
学

小計（8科目） －

学位又は称号 学士(法学) 学位又は学科の分野 法学関係

小計（5科目） －

演
習
系
科
目

法政2年次演習

専門演習

演習論文

外国語演習(英語)

外国語演習(ドイツ語)

外国語演習(フランス語)

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、128単位以上修得すること
【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、38単位以上
（必修29単位選択9単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位

(4)外国語科目
英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から9単位を修得すること
2．専門科目
　上記1.に加え、専門教育科目から90単位以上（専門演習又は専門特別
演習から4単位以上必修）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
履修科目の登録の上限：24単位(学期ごと)

<早期卒業>
3年以上在学し、所定の単位を優秀な成績で修得した者は、願い出により
卒業を認めることがある。早期卒業を希望する場合は、2 年の在学期間
が満了する前の指定の期日までに、指定の様式により願い出を行わなけ
ればならない（編入学生を除く。）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

外国語演習(中国語)

共
通

法学入門

法曹実務入門

政治学概論

法学政治学計量分析

国際政治

行政学

公共政策論

政治学特講

小計（10科目） －

法曹発展科目

2
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講
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教
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手

1後 4 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

1後 4 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0 0

1前 2 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同

1後 2 ○ 兼10 オムニバス

1後 2 ○ 1

－ 0 6 0 1 1 0 0 0 兼12

社会科・公民科教育法1A 2･3･4後 2 ○ 兼1

社会科・公民科教育法2A 2･3･4後 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法1A 2･3･4前 2 ○ 兼1

社会科・地理歴史科教育法2A 2･3･4前 2 ○ 兼1

小計（4科目） － 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2

－ 0 14 8 1 2 0 0 0 兼15 ―

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部 法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教

育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

講
義
科
目

公
法

憲法1

小計（1科目） －

私
法

民法第1部（総則）

小計（1科目） －

共
通

法学入門

法曹実務入門

政治学概論

小計（3科目） －

教
科
教
育
法
科

目

－

合計（9科目） －

学位又は称号 学士(法学) 学位又は学科の分野 法学関係

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、128単位以上修得すること
【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、38単位以上
（必修29単位選択9単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目      　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位

(4)外国語科目
英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から9単位を修得すること
2．専門科目
　上記1.に加え、専門教育科目から90単位以上（専門演習又は専門特別
演習から4単位以上必修）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
履修科目の登録の上限：24単位(学期ごと)

１学年の学期区分 2学期

森之宮キャンパス

3



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2・3後 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

2前 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年

3・4前 4 ○ 兼1 隔年・集中

2・3前 4 ○ 兼1 隔年・集中

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

－ 0 28 0 1 0 0 0 0 兼6

2前 2 ○ 1

2後 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2・3前 4 ○ 1 隔年

－ 0 30 0 3 4 0 0 0 0

3前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

2・3後 2 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 兼1

2後 4 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 隔年

3前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

民事訴訟法 2後 4 ○ 1

民事執行･保全法 3・4前 2 ○ 1 隔年

3・4前 2 ○ 1 隔年

－ 0 32 0 5 4 0 0 0 兼4

3後 4 ○ 1

3後 4 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 1 2 0 0 0 兼1

2前 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 2 ○ 兼1 隔年

3・4前 4 ○ 1 隔年

3・4後 4 ○ 1 隔年

3・4後 4 ○ 兼1 隔年・集中

3・4後 4 ○ 1 隔年

－ 0 30 0 4 1 0 0 0 兼3

2前 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

3・4前 4 ○ 兼1 隔年・集中

2後 4 ○ 1

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

2前 4 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部 法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

講
義
科
目

基
礎
法
学

法哲学

法社会学

日本法制史

日本近代法制史

東洋法制史

西洋法制史

ローマ法

小計（7科目） －

公
法

憲法2

行政法1

行政法2

租税法

刑法第1部（総論）

刑法第2部（各論）

刑事訴訟法

刑事政策

小計（8科目） －

私
法

民法第2部（物権）

民法第3部（債権総論）

民法第4部（債権各論）

民法第5部（親族・相続）

商法第1部（総則・商行為）

商法第2部（会社）

商法第3部（手形）

金融商品取引法

倒産法

小計（11科目） －

社
会
法

労働法

社会保障法

経済法

知的財産法

小計（4科目） －

国
際
関
係
法
・
外
国
法

国際法

国際組織法

国際経済法

国際私法

英米法

ドイツ法

フランス法

アジア法(中国法)

小計（8科目） －

政
治
・
行
政
学

政治学

比較政治学

政治過程論

政治学史

日本政治外交史

欧州政治外交史

杉本キャンパス

4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部 法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 4 ○ 1

2後 4 ○ 1

3・4後 4 ○ 兼1 隔年

3・4後 2 ○ 1

－ 0 38 0 5 1 0 0 0 兼3

3前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

2後 2 ○ 1 1 兼1

3・4通 4 ○ 14 10 兼3

専門特別演習 3・4前・後 2 ○ 1 2 兼1

3・4後 2 ○ 9 5 兼1

2・3前・後 2 ○ 2 2 兼2

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1 隔年

－ 0 18 0 15 13 0 0 0 兼5 ―

－ 0 192 0 19 14 0 0 0 兼22 ―

－

共
通

法学政治学計量分析

法曹発展科目

小計（2科目） －

講
義
科
目

政
治
・
行
政
学

国際政治

行政学

公共政策論

政治学特講

小計（10科目）

－

合計（58科目） －

学位又は称号 学士(法学) 学位又は学科の分野 法学関係

演
習
系
科
目

法政2年次演習

専門演習

演習論文

外国語演習(英語)

外国語演習(ドイツ語)

外国語演習(フランス語)

外国語演習(中国語)

小計（8科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、128単位以上修得すること
【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、38単位以上
（必修29単位選択9単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位

(4)外国語科目
英語 6単位
初修外国語 6単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から9単位を修得すること
2．専門科目
　上記1.に加え、専門教育科目から90単位以上（専門演習又は専門特別
演習から4単位以上必修）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
履修科目の登録の上限：24単位(学期ごと)

<早期卒業>
3年以上在学し、所定の単位を優秀な成績で修得した者は、願い出により
卒業を認めることがある。早期卒業を希望する場合は、2 年の在学期間
が満了する前の指定の期日までに、指定の様式により願い出を行わなけ
ればならない。（編入学生を除く。）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼26

1前・後 2 〇 兼33

1前・後 2 〇 兼30

1前・後 2 〇 兼28

1前・後 2 〇 兼24

1前・後 2 〇 兼27

- 4 12 0 0 0 0 0 0 兼51 ー

1後・2前 2 〇 5 5 兼2

1後・2前 2 〇 4 兼2

2前 2 〇 1

3通 4 〇 21 20

3通 4 〇 21 20

4通 4 〇 21 20

4通 6 〇 21 20

－ 0 24 0 21 20 0 0 0 兼2 －

1前 2 〇 1 1 オムニバス

1前 2 〇 1

－ 0 4 0 2 1 0 0 0 0 －

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

－ 0 18 0 3 5 0 0 0 0 －

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

－ 0 24 0 6 5 0 0 0 兼1 －

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

－

マクロ経済学1

小計（9科目）

教 育 課 程 等 の 概 要

経済数学

専門演習1A

専門演習1B

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（経済学部経済学科）

共
通
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

微積分1A

微積分2

専任教員等の配置

科目
区分

基
幹
教
育
科
目

線形代数1

線形代数2A

統計学基礎1

小計（8科目）

基
礎
教
育
科
目

社会思想史

世界経済の論点

小計（12科目）

小計（2科目）

財政学

国際経済学入門

ミクロ経済学2

演
習
科
目

入
門
科
目

単位数

産業経済論

経済政策入門

計量経済学入門

社会政策論

配当年次

論文演習

専
門
科
目

備考

金融入門

－

専門演習2

授業科目の名称

イノベーティブ・ワークショップ

西洋経済史

卒業論文

－

政治経済学2

ミクロ経済学3

データサイエンス入門

経済データサイエンス演習

日本経済史

ミクロ経済学1

小計（7科目）

基礎数学A

統計学基礎2

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

-

基礎数学B

経済学説史

政治経済学1

マクロ経済学3

マクロ経済学2

－

日本経済の論点

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

配当年次 備考授業科目の名称

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

4後 2 〇 1

4前 2 〇 1

3前 2 〇 2 1 オムニバス

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

Lectures on Economics in
English A

アジア経済史

経済開発論

計量経済学2

計量経済学1

Lectures on Economics in
English B

金融経済論

International Economics

労働経済

外国人労働者論

社会経済論

政治経済思想

ゲーム理論

産業組織論

政府間財政論

国際協力論

産業政策論

医療経済学

戦後経済史

国際金融

Global Economy

地方財政論

国際貿易

発展ミクロ経済学

経済変動論

応
用
科
目

専
門
科
目

応用ゲーム理論

空間経済学

東南アジア経済論

行動経済学

マルクス経済学

経済成長論

公共経済学

世界経済論

マーケットデザイン

流通経済論

日本経済論

福祉経済論

計算機経済学

統計解析論

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

配当年次 備考授業科目の名称

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

4前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

－ 0 100 0 16 15 0 0 0 兼10 －

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

ー 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2

－ 4 182 8 21 20 0 0 0 兼65 －

2期

15週

産業政策特殊講義

関西経済論

商業簿記基礎論

経済政策論特殊講義

証券経済論特殊講義

労働経済論特殊講義

授業期間等卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

合計（92科目）

ファイナンス

１学年の学期区分

－

ヨーロッパ経済論

経済学関係

－

－

経済政策

中国経済論

小計（50科目）

コンピュータ講座

学位又は称号 学士（経済学）

社会科・公民科教育法1A

社会科・公民科教育法2A

社会科・地理歴史科教育法1A

社会科・地理歴史科教育法2A

小計（4科目）

教
科
教
育
法

科
目

応
用
科
目

専
門
科
目

１時限の授業時間 90分

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、37単位以上
（必修27単位選択10単位以上）修得すること
（1）総合教養科目　　　　　　　　　　　　　　10単位
（2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　　　 2単位
（3）情報リテラシー科目　　　　　　　　　　　 2単位
（4）外国語科目
　　　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　6単位
　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　　　　4単位
（5）健康・スポーツ科学科目　　　　　　　　　 3単位
（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること
（7）基礎教育科目（「基礎数学A」「基礎数学B」）　4単位（必修）

2．専門科目
 上記 1（7）の 4 単位に加え、次の(1)～(3)から 84 単位以上修得し、合
計 88 単位以上修得すること
（1）共通基礎科目       8 単位以上（選択必修）
（2）専門基礎科目       6 単位以上（選択必修）      84 単位以上
（3）演習科目・入門科目・応用科目

※商学部及び法学部提供の専門科目から上限 16 単位までを、経済学部の
専門科目（3）に算入できるものとする。
※基幹教育科目のうち、経済学部が指定する以下の基礎教育科目の修得単
位は、上限 10 単位までを経済学部の専門科目（3）の単位に算入できるも
のとする。
（「微積分 1A」「微積分 2」「線形代数 1」「線形代数 2A」「統計学基
礎 1」「統計学基礎 2」）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下

１学期の授業期間

学位又は学科の分野

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼26

1前・後 2 〇 兼33

1前・後 2 〇 兼30

1前・後 2 〇 兼28

1前・後 2 〇 兼24

1前・後 2 〇 兼27

- 4 12 0 0 0 0 0 0 兼51 ー

1後・2前 2 〇 5 5 兼2

1後・2前 2 〇 4 兼2

2前 2 〇 1

－ 0 6 0 9 6 0 0 0 兼2 －

1前 2 〇 1 1 オムニバス

1前 2 〇 1

－ 0 4 0 2 1 0 0 0 0 －

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

－ 0 18 0 3 5 0 0 0 0 －

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

－ 0 16 0 3 4 0 0 0 兼1 －

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

ー 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2

－ 4 56 8 14 10 0 0 0 兼56 －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

基礎数学A

基礎数学B

微積分1A

微積分2

線形代数1

線形代数2A

統計学基礎1

統計学基礎2

小計（8科目） -

小計（3科目） －
入
門
科
目

日本経済の論点

世界経済の論点

小計（2科目） －

演
習
科
目

イノベーティブ・ワークショップ

論文演習

経済データサイエンス演習

金融入門

共
通
基
礎
科
目

マクロ経済学1

ミクロ経済学1

政治経済学1

データサイエンス入門

計量経済学入門

マクロ経済学2

ミクロ経済学2

政治経済学2

経済数学

ミクロ経済学3

社会思想史

日本経済史

西洋経済史

経済政策入門

国際経済学入門

小計（8科目） －

教
科
教
育
法

科
目

社会科・公民科教育法1A

社会科・公民科教育法2A

社会科・地理歴史科教育法1A

社会科・地理歴史科教育法2A

小計（4科目）

専
門
科
目

－

小計（9科目） －

専
門
基
礎
科
目

マクロ経済学3

合計（34科目） －

森之宮キャンパス

4
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教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、37単位以上
（必修27単位選択10単位以上）修得すること
（1）総合教養科目　　　　　　　　　　　　　　10単位
（2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　　　 2単位
（3）情報リテラシー科目　　　　　　　　　　　 2単位
（4）外国語科目
　　　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　6単位
　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　　　　4単位
（5）健康・スポーツ科学科目　　　　　　　　　 3単位
（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること
（7）基礎教育科目（「基礎数学A」「基礎数学B」）　4単位（必修）

2．専門科目
 上記 1（7）の 4 単位に加え、次の(1)～(3)から 84 単位以上修得し、合
計 88 単位以上修得すること
（1）共通基礎科目       8 単位以上（選択必修）
（2）専門基礎科目       6 単位以上（選択必修）      84 単位以上
（3）演習科目・入門科目・応用科目

※商学部及び法学部提供の専門科目から上限 16 単位までを、経済学部の
専門科目（3）に算入できるものとする。
※基幹教育科目のうち、経済学部が指定する以下の基礎教育科目の修得単
位は、上限 10 単位までを経済学部の専門科目（3）の単位に算入できるも
のとする。
（「微積分 1A」「微積分 2」「線形代数 1」「線形代数 2A」「統計学基
礎 1」「統計学基礎 2」）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

5
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3通 4 〇 21 20

3通 4 〇 21 20

4通 4 〇 21 20

4通 6 〇 21 20

－ 0 18 0 21 20 0 0 0 －

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

－ 0 8 0 3 1 0 0 0 －

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

4後 2 〇 1

4前 2 〇 1

3前 2 〇 2 1 オムニバス

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

備考

専
門
科
目

演
習
科
目

専門演習1A

専門演習1B

専門演習2

卒業論文

小計（4科目） －

専
門
基
礎
科
目

経済学説史

産業経済論

社会政策論

財政学

小計（4科目）

福祉経済論

応
用
科
目

マルクス経済学

経済成長論

経済変動論

発展ミクロ経済学

ゲーム理論

応用ゲーム理論

行動経済学

マーケットデザイン

計算機経済学

統計解析論

公共経済学

金融経済論

空間経済学

流通経済論

国際協力論

労働経済

産業組織論

産業政策論

医療経済学

地方財政論

政府間財政論

日本経済論

世界経済論

外国人労働者論

東南アジア経済論

経済開発論

社会経済論

国際貿易

国際金融

戦後経済史

アジア経済史

政治経済思想

計量経済学1

計量経済学2

Global Economy

International Economics

Lectures on Economics in
English A

Lectures on Economics in
English B

杉本キャンパス

6
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教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

4前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

－ 0 100 0 16 15 0 0 0 兼10 －

－ 0 126 0 21 20 0 0 0 兼10 －

経済政策論特殊講義

労働経済論特殊講義

ファイナンス

経済政策

小計（50科目） －

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 経済学関係

合計（58科目） －

専
門
科
目

応
用
科
目

ヨーロッパ経済論

中国経済論

関西経済論

商業簿記基礎論

コンピュータ講座

産業政策特殊講義

証券経済論特殊講義

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、37単位以上
（必修27単位選択10単位以上）修得すること
（1）総合教養科目　　　　　　　　　　　　　　10単位
（2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　　　 2単位
（3）情報リテラシー科目　　　　　　　　　　　 2単位
（4）外国語科目
　　　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　6単位
　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　　　　4単位
（5）健康・スポーツ科学科目　　　　　　　　　 3単位
（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること
（7）基礎教育科目（「基礎数学A」「基礎数学B」）　4単位（必修）

2．専門科目
 上記 1（7）の 4 単位に加え、次の(1)～(3)から 84 単位以上修得し、合
計 88 単位以上修得すること
（1）共通基礎科目       8 単位以上（選択必修）
（2）専門基礎科目       6 単位以上（選択必修）      84 単位以上
（3）演習科目・入門科目・応用科目

※商学部及び法学部提供の専門科目から上限 16 単位までを、経済学部の
専門科目（3）に算入できるものとする。
※基幹教育科目のうち、経済学部が指定する以下の基礎教育科目の修得単
位は、上限 10 単位までを経済学部の専門科目（3）の単位に算入できるも
のとする。
（「微積分 1A」「微積分 2」「線形代数 1」「線形代数 2A」「統計学基
礎 1」「統計学基礎 2」）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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基礎数学A 1前・後 2 〇 兼19

基礎数学B 1前・後 2 〇 兼19

統計学基礎1 1前・後 2 〇 兼24

小計（3科目） － 0 6 0 0 0 0 0 0 兼26 －

経営学 1前 2 〇 2 オムニバス

経済学 1後 2 〇 3 1 兼1 オムニバス

会計基礎論 1前 2 〇 1 兼1 オムニバス

小計（3科目） － 6 0 0 5 2 0 0 0 兼2 －

経営学概論 1･2前 2 〇 3 4 オムニバス

商学概論 1･2後 2 〇 3 1 兼2 オムニバス

財務会計概論 1･2前 2 〇 1 1 兼1 オムニバス

管理会計概論 1･2後 2 〇 1 兼1 オムニバス

キャリアデザイン演習 1後 2 〇 兼2

プロジェクト・ゼミナール1 2前 2 〇 兼1

プロジェクト・ゼミナール2 3前 2 〇 兼1

海外プロジェクト・ゼミナールA 2後 2 〇 1

海外プロジェクト・ゼミナールB 2後 2 〇 1

小計（9科目） － 0 18 0 7 8 0 0 0 兼7 －

外書講読（経営） 2･3･4前･後 2 〇 2 1

外書講読（経営情報） 2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

外書講読（商学） 2･3･4前･後 2 〇 2 1

外書講読（ファイナンス） 2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

外書講読（会計） 2･3･4前･後 2 〇 1 2

ビジネス英語 3･4前･後 2 〇 兼1

ビジネス・コミュニケーション 3･4前･後 2 〇 兼1

ビジネス・トピックス 3･4前･後 2 〇 兼1

小計（8科目） － 0 16 0 6 5 0 0 0 兼5 －

経営管理論 3･4前 2 〇 1

経営史 3･4前 2 〇 1

人的資源管理論 3･4前 2 〇 1

経営財務論 3･4前 2 〇 1

経営戦略論 3･4後 2 〇 1

経営組織論 3･4前 2 〇 1

現代生産システム論 3･4前 2 〇 兼1 集中

マーケティング管理論 3･4前 2 〇 兼1

事業戦略論 3･4後 2 〇 兼1

組織行動論 3･4後 2 〇 1

企業戦略論 3･4前 2 〇 1

オペレーションズ・マネジメント 3･4後 2 〇 1

経営統計論 3･4前 2 〇 1

国際経営論 3･4前 2 〇 1

国際金融論 3･4前 2 〇 1

国際資本市場論 3･4前 2 〇 1

国際立地論 3･4前 2 〇 兼1

専
門
科
目

学
科
共
通

基
礎
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育

科
目

－

－

学
科
共
通
専
門
科
目

－

学
科
共
通
外
国
語
科
目

－

学
科
専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

通商政策論 3･4後 2 〇 1

比較企業論 3･4後 2 〇 1

技術論 3･4後 2 〇 1

日本産業論 3･4後 2 〇 兼1

産業史 3･4前 2 〇 1

産業統計論 3･4後 2 〇 1

環境論 3･4前 2 〇 1

比較産業論 3･4後 2 〇 兼1

金融機関論 3･4前 2 〇 兼1

証券市場論 3･4後 2 〇 1

商業論 3･4後 2 〇 1

流通システム論 3･4後 2 〇 1

消費者行動論 3･4後 2 〇 1

経営分析論 3･4後 2 〇 兼1

財務会計論 3･4後 2 〇 1

会計監査論 3･4後 2 〇 兼3 オムニバス

企業評価論 3･4後 2 〇 1

原価計算論 3･4前 2 〇 1

管理会計論 3･4後 2 〇 兼1

国際会計論 3･4前 2 〇 1

管理会計システム論 3･4前 2 〇 兼1 集中

専門ゼミナール1 3通 4 〇 11 10

専門ゼミナール2 4通 4 〇 11 10

卒業論文 4通 6 〇 11 10

小計（41科目） － 0 90 0 13 14 0 0 0 兼13 －

職業指導1 3･4前 2 〇 兼1

職業指導2 3･4後 2 〇 兼1

商業科教育法1A 3･4前 2 〇 兼1 隔年

商業科教育法2A 3･4前 2 〇 兼1 隔年

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 6 130 8 13 14 0 0 0 兼48 －

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

－

教
職
科
目

小計（4科目） －

合計（68科目） －

2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（商学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登
録した全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以
上（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必
修80単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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義

演
　
習
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・
実
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教
　
授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼24

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼26 －

1前 2 〇 2 オムニバス

1後 2 〇 3 1 兼1 オムニバス

1前 2 〇 1 兼1 オムニバス

－ 6 0 0 5 2 0 0 0 兼2 －

1･2前 2 〇 3 4 オムニバス

1･2後 2 〇 3 1 兼2 オムニバス

1･2前 2 〇 1 1 兼1 オムニバス

1･2後 2 〇 1 兼1 オムニバス

1後 2 〇 兼2

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

－ 0 16 0 7 8 0 0 0 兼7 －

2･3･4前･後 2 〇 2 1

2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

2･3･4前･後 2 〇 2 1

2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

2･3･4前･後 2 〇 1 2

－ 0 10 0 6 5 0 0 0 兼2 －

－ 6 32 0 13 10 0 0 0 兼36 －

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

－

－

経営学

基
礎
教
育

科
目

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

基礎数学B

統計学基礎1

会計基礎論

小計（3科目）

基礎数学A

小計（3科目）

経済学

外書講読（会計）

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

外書講読（ファイナンス）

海外プロジェクト・ゼミナールA

商学概論

管理会計概論

キャリアデザイン演習

－

経営学概論

海外プロジェクト・ゼミナールB

小計（8科目）

財務会計概論

学
科
共
通

基
礎
科
目

学
科
共
通
専
門
科
目

学
科
共
通
外
国
語

科
目

プロジェクト・ゼミナール1

外書講読（経営情報）

外書講読（商学）

外書講読（経営）

合計（19科目） －

小計（5科目）

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

１時限の授業時間 90分

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登
録した全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以
上（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必
修80単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号 経済学関係学士（商学） 学位又は学科の分野
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教
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師

助
　
教

助
　
手

3前 2 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1 －

2･3･4前･後 2 〇 2 1

2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

2･3･4前･後 2 〇 2 1

2･3･4前･後 2 〇 1 兼1

2･3･4前･後 2 〇 1 2

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 6 5 0 0 0 兼5 －

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1 集中

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1

経営財務論

経営戦略論

経営組織論

組織行動論

国際経営論

国際金融論

国際資本市場論

ビジネス・トピックス

小計（8科目）

－

国際立地論

マーケティング管理論

事業戦略論

経営管理論

経営史

人的資源管理論

外書講読（経営情報）

外書講読（商学）

経営統計論

外書講読（経営）

ビジネス英語

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

ビジネス・コミュニケーション

プロジェクト・ゼミナール2

専任教員等の配置

備考
科目
区分

学
科
専
門
科
目

小計（1科目）

学
科
共
通

専
門
科
目

学
科
共
通
外
国
語
科
目

オペレーションズ・マネジメント

企業戦略論

現代生産システム論

－

外書講読（ファイナンス）

外書講読（会計）

杉本キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼3 オムニバス

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1 集中

3通 4 〇 11 10

4通 4 〇 11 10

4通 6 〇 11 10

－ 0 90 0 13 14 0 0 0 兼13 －

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1 隔年

3･4前 2 〇 兼1 隔年

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 0 108 8 13 14 0 0 0 兼18 －

比較産業論

金融機関論

証券市場論

比較企業論

通商政策論

会計監査論

技術論

日本産業論

産業史

商業論

環境論

流通システム論

産業統計論

卒業論文

原価計算論

管理会計論

国際会計論

小計（41科目）

小計（4科目）

合計（54科目） －

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

財務会計論

商業科教育法2A

－

管理会計システム論

企業評価論

消費者行動論

経営分析論

商業科教育法1A

－

専門ゼミナール1

専門ゼミナール2

教
職
科
目

職業指導1

職業指導2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部商学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

経済学関係学士（商学） 学位又は学科の分野学位又は称号

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登
録した全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以
上（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必
修80単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週
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自
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講
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験
・
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教
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼24

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼26 －

1前 2 〇 兼2 オムニバス

1後 2 〇 1 兼4 オムニバス

1前 2 〇 1 兼1 オムニバス

－ 6 0 0 1 1 0 0 0 兼7 －

1･2前 2 〇 兼7 オムニバス

1･2後 2 〇 1 1 兼4 オムニバス

1･2前 2 〇 1 兼2 オムニバス

1･2後 2 〇 1 兼1 オムニバス

1後 2 〇 1 兼1

2前 2 〇 1

3前 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

－ 0 18 0 4 2 0 0 0 兼16 －

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼16 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部公共経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育

科
目

基礎数学A

基礎数学B

統計学基礎1

小計（3科目） －

プロジェクト・ゼミナール2

専
門
科
目

学
科
共
通

基
礎
科
目

経営学

経済学

会計基礎論

小計（3科目） －

学
科
共
通
専
門
科
目

経営学概論

商学概論

財務会計概論

管理会計概論

キャリアデザイン演習

プロジェクト・ゼミナール1

海外プロジェクト・ゼミナールA

海外プロジェクト・ゼミナールB

小計（9科目） －

学
科
共
通
外
国
語
科
目

外書講読（経営）

外書講読（経営情報）

外書講読（商学）

外書講読（ファイナンス）

外書講読（会計）

ビジネス英語

ビジネス・コミュニケーション

ビジネス・トピックス

小計（8科目） －

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部公共経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

公共経営序論 2前 2 〇 6 4 兼3 オムニバス

公共経営ワークショップ 2後 2 〇 3 1 オムニバス

公会計論 3･4前 2 〇 1

社会関連会計論 3･4前 2 〇 1

非営利組織会計論 3･4後 2 〇 1

ソーシャル・ビジネス論 3･4前 2 〇 兼1

ビジネス・モデル論 3･4前 2 〇 兼1

公益事業論 3･4後 2 〇 兼1

政策形成論 3･4後 2 〇 兼1

環境政策論 3･4前 2 〇 兼1

文化政策論 3･4前 2 〇 兼1

組織文化論 3･4後 2 〇 兼1

地域経営論 3･4後 2 〇 1

地域経済論 3･4前 2 〇 1

中小企業論 3･4前 2 〇 1

中小企業会計論 3･4後 2 〇 1

税務会計論 3･4後 2 〇 1

自治体財政論 3･4前 2 〇 兼1

地域商業論 3･4後 2 〇 兼1

地域金融論 3･4後 2 〇 1

ベンチャー・ビジネス論 3･4後 2 〇 兼1
ベンチャー・
マーケティング

3･4後 2 〇 1

地域マーケティング論 3･4前 2 〇 1

観光論 3･4前 2 〇 兼1

産業立地論 3･4後 2 〇 1

産業集積論 3･4前 2 〇 1

地域再生論 3･4前 2 〇 1

大阪ビジネス論 3･4後 2 〇 兼1

専門ゼミナール1 3通 4 〇 6 4

専門ゼミナール2 4通 4 〇 6 4

卒業論文 4通 6 〇 6 4

小計（31科目） － 0 70 0 7 6 0 0 0 兼12 －

職業指導1 3･4前 2 〇 兼1

職業指導2 3･4後 2 〇 兼1

商業科教育法1A 3･4前 2 〇 兼1 隔年

商業科教育法2A 3･4前 2 〇 兼1 隔年

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 6 110 8 7 6 0 0 0 兼66 －

－

合計（58科目） －

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

－

教
職
科
目

小計（4科目）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部公共経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（商学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登録し
た全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以上
（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必修80
単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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教

助
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1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼24

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼26 －

1前 2 〇 兼2 オムニバス

1後 2 〇 1 兼4 オムニバス

1前 2 〇 1 兼1 オムニバス

－ 6 0 0 1 1 0 0 0 兼7 －

1･2前 2 〇 兼7 オムニバス

1･2後 2 〇 1 1 兼4 オムニバス

1･2前 2 〇 1 兼2 オムニバス

1･2後 2 〇 1 兼1 オムニバス

1後 2 〇 1 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 4 2 0 0 0 兼16 －

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼13 －

2前 2 〇 6 4 兼3 オムニバス

2後 2 〇 3 1 オムニバス

－ 0 4 0 6 4 0 0 0 兼3 －

－ 6 36 0 7 5 0 0 0 兼52 －

専
門
科
目

小計（5科目）

－

－

経営学概論

プロジェクト・ゼミナール1

－

外書講読（経営）

外書講読（経営情報）

外書講読（商学）

外書講読（ファイナンス）

外書講読（会計）

学
科
共
通
外
国
語

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部公共経営学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育

科
目

財務会計概論

学
科
共
通
専
門
科
目

海外プロジェクト・ゼミナールA

海外プロジェクト・ゼミナールB

管理会計概論

キャリアデザイン演習

学
科
共
通

基
礎
科
目

経営学

経済学

小計（8科目）

商学概論

会計基礎論

小計（3科目）

別紙、教育課程の概要（基幹教育科目）参照

基礎数学A

基礎数学B

統計学基礎1

小計（3科目） －

－小計（2科目）

学
科
専
門

科
目

専
門
科
目

合計（21科目） －

公共経営序論

公共経営ワークショップ

森之宮キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（商学部公共経営学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

90分

学位又は称号 学士（商学） 学位又は学科の分野 経済学関係

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登録し
た全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以上
（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必修80
単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分

１時限の授業時間

2期

１学期の授業期間 15週
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3前 2 〇 1

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 0 －

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

2･3･4前･後 2 〇 兼2

2･3･4前･後 2 〇 兼3

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

3･4前･後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼16 －

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4前 2 〇 1

3･4後 2 〇 兼1

3通 4 〇 6 4

4通 4 〇 6 4

4通 6 〇 6 4

－ 0 66 0 7 6 0 0 0 兼12 －

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1 隔年

3･4前 2 〇 兼1 隔年

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 0 84 8 7 6 0 0 0 兼30 －

学
科
専
門
科
目

プロジェクト・ゼミナール2
学
科
共
通

専
門
科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（商学部公共経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

小計（1科目） －

学
科
共
通
外
国
語
科
目

外書講読（経営）

外書講読（経営情報）

外書講読（商学）

外書講読（ファイナンス）

外書講読（会計）

－

政策形成論

ビジネス英語

ビジネス・コミュニケーション

ビジネス・トピックス

小計（8科目）

社会関連会計論

非営利組織会計論

ソーシャル・ビジネス論

ビジネス・モデル論

公益事業論

公会計論

ベンチャー・ビジネス論

環境政策論

文化政策論

組織文化論

地域経営論

地域経済論

中小企業論

中小企業会計論

税務会計論

自治体財政論

地域商業論

地域金融論

－

ベンチャー・マーケティング論

地域マーケティング論

観光論

産業立地論

産業集積論

地域再生論

大阪ビジネス論

専門ゼミナール1

専門ゼミナール2

卒業論文

小計（29科目）

－

合計（42科目） －

教
職
科
目

職業指導1

職業指導2

商業科教育法1A

商業科教育法2A

小計（4科目）

専
門
科
目

杉本キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要
（商学部公共経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（商学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得し、履修登録し
た全科目についてGPA（0-4の5段階評価）の値が1以上であること

【履修方法】
1.基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（6）のとおり履修し、39単位以上
（必修29単位選択10単位）修得すること
　　(1) 総合教養科目　　　　　　　　　　　 10単位
　 （2）初年次教育科目　　　　　　　　　　　2単位
   （3）情報リテラシー科目                  2単位
　　(4) 外国語科目
          英語                              6単位
　　　　　初修外国語　　　　　　　　　　　　6単位
　　(5) 健康・スポーツ科学科目　　　　　 　 3単位
   （6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　次の（1）～（5）のとおり履修し、86単位以上（必修6単位　選択必修80
単位以上）修得すること
  　(1) 学科共通基礎科目　　　　　　　　　　 6単位（必修）
  　(2) 学科共通専門科目　　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
  　(3) 学科共通外国語科目　　　　　　　　　 6単位（選択必修）
　　(4) 学科専門科目　　　　　　　　　　　　36単位（選択必修）
  　(5) 展開科目　　　　　　　　　　　　　　32単位（選択必修）
         以下の科目を履修し修得した単位は、展開科目として卒業
　　　　 単位に算入する。
　　　　 ①所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通専門
　　　　　 科目」※単位数の上限なし。
　　　　 ②所定の単位（６単位）を超えて修得した「学科共通外国語
　　　　　 科目」※上限４単位までとする。
　　　　 ③所定の単位（36単位）を超えて修得した所属学科の「学科
　　　　　 専門科目」※単位数の上限なし。
         ④商学部の他学科の「学科専門科目」 ※単位数の上限なし。
　　　　 ⑤他学部・学域の専門科目※上限20単位までとする。
         ⑥基礎教育科目のうち「基礎数学A」、「基礎数学B」、
　　　　　「統計学基礎1」

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間
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微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 8 69 0 0 0 0 0 0 兼143 －

数学要論A 1前 4 ○ 1

数学基礎演習1 1前 2 ○ 1

数学要論B 1後 4 ○ 1

数学基礎演習2 1後 2 ○ 1

代数学1 2前 2 ○ 1

代数学1演習 2前 2 ○ 1

位相数学1 2前 2 ○ 1

位相数学1演習 2前 2 ○ 1

解析学1 2前 2 ○ 1

解析学1演習 2前 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（36科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

常微分方程式 2前 2 ○ 1

情報数学 2前 2 ○ 1

代数学2 2後 2 ○ 1

代数学2演習 2後 2 ○ 1

位相数学2 2後 2 ○ 1

位相数学2演習 2後 2 ○ 1

解析学2 2後 2 ○ 1

解析学2演習 2後 2 ○ 1

曲線と曲面の幾何学 2後 2 ○ 1

代数学3 3前 2 ○ 1

代数学3演習 3前 2 ○ 1

微分幾何学1 3前 2 ○ 1

微分幾何学1演習 3前 2 ○ 1

解析学3 3前 2 ○ 1

解析学3演習 3前 2 ○ 1

複素解析1 3前 2 ○ 1

偏微分方程式 3前 2 ○ 1

数理統計学1 3前 2 ○ 1

情報理論 3前 2 ○ 1

代数学4 3後 2 ○ 1

代数学4演習 3後 2 ○ 1

位相幾何学1 3後 2 ○ 1

位相幾何学1演習 3後 2 ○ 1

解析学4 3後 2 ○ 1

解析学4演習 3後 2 ○ 1

複素解析2 3後 2 ○ 1

数理統計学2 3後 2 ○ 1

数理論理学 3後 2 ○ 1

符号理論 3後 2 ○ 1

微分幾何学2 4前 2 ○ 1

数理ファイナンス1 4前 2 ○ 兼1

応用数理 4前 2 ○ 1

数理ファイナンス2 4後 2 ○ 1

数学卒業研究A 4前 5 ○ 14 21 兼5 共同

数学卒業研究B 4後 5 ○ 14 21 兼5 共同

数学科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 34 66 8 14 21 0 0 0 兼6 －

－ 42 135 8 14 21 0 0 0 兼149 －

小計（49科目） －

合計（85科目） －

専
門
科
目

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計 133 単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目 10 単位
初年次教育科目 2 単位
情報リテラシー科目 2単位
外国語科目 8 単位（英語 6 単位、初修外国語 2 単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目 3 単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より 10 単位
基礎教育科目 18 単位
合計 53 単位以上を修得すること
（専門科目）
80単位以上修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 8 69 0 0 0 0 0 0 兼143 －

数学要論A 1前 4 ○ 1

数学基礎演習1 1前 2 ○ 1

数学要論B 1後 4 ○ 1

数学基礎演習2 1後 2 ○ 1

代数学1 2前 2 ○ 1

代数学1演習 2前 2 ○ 1

位相数学1 2前 2 ○ 1

位相数学1演習 2前 2 ○ 1

解析学1 2前 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（36科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

専
門
科
目

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

解析学1演習 2前 2 ○ 1

常微分方程式 2前 2 ○ 1

情報数学 2前 2 ○ 1

代数学2 2後 2 ○ 1

代数学2演習 2後 2 ○ 1

位相数学2 2後 2 ○ 1

位相数学2演習 2後 2 ○ 1

解析学2 2後 2 ○ 1

解析学2演習 2後 2 ○ 1

曲線と曲面の幾何学 2後 2 ○ 1

数学科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

数学科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 24 18 8 3 6 0 0 0 兼2 －

－ 32 87 8 3 6 0 0 0 兼145 －

専
門
科
目

小計（23科目） －

合計（59科目） －

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計 133 単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目 10 単位
初年次教育科目 2 単位
情報リテラシー科目 2単位
外国語科目 8 単位（英語 6 単位、初修外国語 2 単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目 3 単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より 10 単位
基礎教育科目 18 単位
合計 53 単位以上を修得すること
（専門科目）
80単位以上修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

代数学3 3前 2 ○ 1

代数学3演習 3前 2 ○ 1

微分幾何学1 3前 2 ○ 1

微分幾何学1演習 3前 2 ○ 1

解析学3 3前 2 ○ 1

解析学3演習 3前 2 ○ 1

複素解析1 3前 2 ○ 1

偏微分方程式 3前 2 ○ 1

数理統計学1 3前 2 ○ 1

情報理論 3前 2 ○ 1

代数学4 3後 2 ○ 1

代数学4演習 3後 2 ○ 1

位相幾何学1 3後 2 ○ 1

位相幾何学1演習 3後 2 ○ 1

解析学4 3後 2 ○ 1

解析学4演習 3後 2 ○ 1

複素解析2 3後 2 ○ 1

数理統計学2 3後 2 ○ 1

数理論理学 3後 2 ○ 1

符号理論 3後 2 ○ 1

微分幾何学2 4前 2 ○ 1

数理ファイナンス1 4前 2 ○ 兼1

応用数理 4前 2 ○ 1

数理ファイナンス2 4後 2 ○ 1

数学卒業研究A 4前 5 ○ 14 21 兼5 共同

数学卒業研究B 4後 5 ○ 14 21 兼5 共同

－ 10 48 0 14 21 0 0 0 兼5 －

－ 10 48 0 14 21 0 0 0 兼5 －

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（26科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

別記様式第２号（その２の１） 杉本
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 数学科）

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（26科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計 133 単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目 10 単位
初年次教育科目 2 単位
情報リテラシー科目 2単位
外国語科目 8 単位（英語 6 単位、初修外国語 2 単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目 3 単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より 10 単位
基礎教育科目 18 単位
合計 53 単位以上を修得すること
（専門科目）
80単位以上修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎力学A2 1前･後 2 ○ 兼1

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学A2 2前･後 2 ○ 兼1

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 35 47 0 0 0 0 0 0 兼148 －

物理学演習1 1前 2 ○ 2 共同

物理学演習2 1後 2 ○ 5 共同

力学1 2前 2 ○ 1

力学1演習 2前 2 ○ 2 共同

現代物理学 2後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

量子力学1 3前 2 ○ 1

量子力学1演習 3前 2 ○ 2 共同

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（39科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

統計力学1 3前 2 ○ 1

統計力学1演習 3前 2 ○ 1 1 共同

量子力学2 3後 2 ○ 1

量子力学2演習 3後 2 ○ 1 1 共同

統計力学2 3後 2 ○ 1

統計力学2演習 3後 2 ○ 1

専門物理学実験A 3前 3 ○ 9 13 共同

専門物理学実験B 3後 3 ○ 9 13 共同

物理学卒業演習A 4前 2 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業演習B 4後 2 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業研究A 4前 3 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業研究B 4後 3 ○ 16 20 4 共同

現代物理学への招待 1前 2 ○ 3 A オムニバス

力学2 2後 2 ○ 1 A 

物理数学1 2後 2 ○ 1 A 

電磁気学とその演習1 2後 2 ○ 1 A ※演習

量子力学基礎演習 2後 2 ○ 2 A 共同

電磁気学とその演習2 3前 2 ○ 1 A ※演習

物理数学2 3前 2 ○ 1 A 

相対論 3前 2 ○ 1 A 

宇宙物理学1 3前 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学への招待 3前 2 ○ 1 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

計算物理 3後 2 ○ 1 A 

素粒子・原子核物理学1 3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学1 3後 2 ○ 2

物理実験学A 3前 2 ○ 2 1 A 共同

物理実験学B 3後 2 ○ 4 A 共同

量子力学3 4前 2 ○ 1 A 

量子力学3演習 4前 2 ○ 1 1 A 共同

統計解析 4前 2 ○ 1

宇宙物理学2 4前 2 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学2 4前 2 ○ 2

素粒子・原子核物理学2 4後 2 ○ 1 1

物性物理学3 4後 2 ○ 2 1

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 42 44 8 16 20 4 0 0 兼1 －

－ 77 91 8 16 20 4 0 0 兼149 －

専
門
科
目

小計（45科目） －

合計（84科目） －

2
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准
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師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

【卒業要件】計140単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科目2単
位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ
科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、その他上記科目群より10単
位、基礎教育科目39単位（2年次までで提供される物理学以外の選択基礎
教育科目4単位を含む）、合計74単位以上を修得すること。
（専門科目）
必修科目42単位、選択科目A（備考欄に記載）から16単位以上修得するこ
と。合計66単位以上を修得すること。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎力学A2 1前･後 2 ○ 兼1

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学A2 2前･後 2 ○ 兼1

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 35 47 0 0 0 0 0 0 兼148 －

物理学演習1 1前 2 ○ 2 共同

物理学演習2 1後 2 ○ 5 共同

力学1 2前 2 ○ 1

力学1演習 2前 2 ○ 2 共同

現代物理学 2後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

現代物理学への招待 1前 2 ○ 3 A オムニバス

力学2 2後 2 ○ 1 A 

専
門
科
目

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（39科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

4
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選
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教
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手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

物理数学1 2後 2 ○ 1 A 

電磁気学とその演習1 2後 2 ○ 1 A ※演習

量子力学基礎演習 2後 2 ○ 2 A 共同

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 10 10 8 11 8 0 0 0 兼1 －

－ 45 57 8 11 8 0 0 0 兼149 －

【卒業要件】計140単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科目2単
位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ
科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、その他上記科目群より10単
位、基礎教育科目39単位（2年次までで提供される物理学以外の選択基礎
教育科目4単位を含む）、合計74単位以上を修得すること。
（専門科目）
必修科目42単位、選択科目A（備考欄に記載）から16単位以上修得するこ
と。合計66単位以上を修得すること。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

小計（14科目） －

合計（53科目） －

5
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量子力学1 3前 2 ○ 1

量子力学1演習 3前 2 ○ 2 共同

統計力学1 3前 2 ○ 1

統計力学1演習 3前 2 ○ 1 1 共同

量子力学2 3後 2 ○ 1

量子力学2演習 3後 2 ○ 1 1 共同

統計力学2 3後 2 ○ 1

統計力学2演習 3後 2 ○ 1

専門物理学実験A 3前 3 ○ 9 13 共同

専門物理学実験B 3後 3 ○ 9 13 共同

物理学卒業演習A 4前 2 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業演習B 4後 2 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業研究A 4前 3 ○ 16 20 4 共同

物理学卒業研究B 4後 3 ○ 16 20 4 共同

電磁気学とその演習2 3前 2 ○ 1 A ※演習

物理数学2 3前 2 ○ 1 A 

相対論 3前 2 ○ 1 A 

宇宙物理学1 3前 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学への招待 3前 2 ○ 1 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

計算物理 3後 2 ○ 1 A 

素粒子・原子核物理学1 3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学1 3後 2 ○ 2

物理実験学A 3前 2 ○ 2 1 A 共同

物理実験学B 3後 2 ○ 4 A 共同

量子力学3 4前 2 ○ 1 A 

量子力学3演習 4前 2 ○ 1 1 A 共同

統計解析 4前 2 ○ 1

宇宙物理学2 4前 2 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

物性物理学2 4前 2 ○ 2

素粒子・原子核物理学2 4後 2 ○ 1 1

物性物理学3 4後 2 ○ 2 1

－ 32 34 0 16 20 4 0 0 0 －

－ 32 34 0 16 20 4 0 0 0 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計140単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科目2単
位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ
科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、その他上記科目群より10単
位、基礎教育科目39単位（2年次までで提供される物理学以外の選択基礎
教育科目4単位を含む）、合計74単位以上を修得すること。
（専門科目）
必修科目42単位、選択科目A（備考欄に記載）から16単位以上修得するこ
と。合計66単位以上を修得すること。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（31科目） －

別記様式第２号（その２の１） 杉本
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 物理学科）

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（31科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－
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教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 14 70 0 0 0 0 0 0 兼147 －

量子化学1 2前 2 ○ 1

化学反応論1 2前 2 ○ 1

分子分光学1 2後 2 ○ 1 1

化学反応論2 2後 2 ○ 1

分子分光学2 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

化学反応論3 3前 2 ○ 1

専
門
科
目

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1
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備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

量子化学2 3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

物理化学演習 4前 2 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

分析化学1 2後 2 ○ 1

無機化学1 2前 2 ○ 1

無機化学2 2後 2 ○ 1

分析化学2 3前 2 ○ 1

無機化学3 3前 2 ○ 1

無機化学4 3後 2 ○ 1

先端無機化学 3後 2 ○ 1

無機化学演習 3後 2 ○ 1 3 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

有機化学1 2前 2 ○ 1

有機化学2 2後 2 ○ 1

有機化学3 3前 2 ○ 1

機器分析法 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

有機化学演習1 3後 2 ○ 1

有機化学4 3後 2 ○ 1

有機化学演習2 4前 2 ○ 3 オムニバス

化学実験1 3前 6 ○ 17 10 11 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

化学実験2 3後 6 ○ 17 10 11 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

先端研究探索 3後 2 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学卒業研究A 4前 5 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学卒業研究B 4後 5 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学海外卒業研究 4通 1 ○ 17 10 11 兼2 共同

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 40 30 9 17 10 11 0 0 兼3 －

－ 54 100 9 17 10 11 0 0 兼150 －

専
門
科
目

【卒業要件】計129単位以上
（基幹教育科目）総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテ
ラシー科目2単位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必
修とする）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、
その他上記科目群より10単位の合計35単位以上修得すること。
（基礎教育科目）必修14単位、選択必修14単位以上修得すること。
（専門科目）必修40単位，選択必修26単位の66単位以上を修得するこ
と。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

小計（33科目） －

合計（73科目） －

2
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助
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微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前･後 4 ○ 兼2

基礎電磁気学A1 1前･後 4 ○ 兼1

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 14 70 0 0 0 0 0 0 兼147 －

量子化学1 2前 2 ○ 1

化学反応論1 2前 2 ○ 1

分子分光学1 2後 2 ○ 1 1

化学反応論2 2後 2 ○ 1

分析化学1 2後 2 ○ 1

専
門
科
目

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 化学科）

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 化学科）

無機化学1 2前 2 ○ 1

無機化学2 2後 2 ○ 1

有機化学1 2前 2 ○ 1

有機化学2 2後 2 ○ 1

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 14 4 8 7 2 1 0 0 兼1 －

－ 28 74 8 7 2 1 0 0 兼148 －

【卒業要件】計129単位以上
（基幹教育科目）総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテ
ラシー科目2単位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必
修とする）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、
その他上記科目群より10単位の合計35単位以上修得すること。
（基礎教育科目）必修14単位、選択必修14単位以上修得すること。
（専門科目）必修40単位，選択必修26単位の66単位以上を修得するこ
と。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

小計（13科目） －

合計（53科目） －

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

分子分光学2 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

化学反応論3 3前 2 ○ 1

量子化学2 3後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

物理化学演習 4前 2 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

分析化学2 3前 2 ○ 1

無機化学3 3前 2 ○ 1

無機化学4 3後 2 ○ 1

先端無機化学 3後 2 ○ 1

無機化学演習 3後 2 ○ 1 3 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

有機化学3 3前 2 ○ 1

機器分析法 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

有機化学演習1 3後 2 ○ 1

有機化学4 3後 2 ○ 1

有機化学演習2 4前 2 ○ 3 オムニバス

化学実験1 3前 6 ○ 17 10 11 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

化学実験2 3後 6 ○ 17 10 11 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

先端研究探索 3後 2 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学卒業研究A 4前 5 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学卒業研究B 4後 5 ○ 17 10 11 兼2 共同

化学海外卒業研究 4通 1 ○ 17 10 11 兼2 共同

－ 26 26 1 17 10 11 0 0 兼2 －

－ 26 26 1 17 10 11 0 0 兼2 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計129単位以上
（基幹教育科目）総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテ
ラシー科目2単位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必
修とする）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単位、実習1単位）、
その他上記科目群より10単位の合計35単位以上修得すること。
（基礎教育科目）必修14単位、選択必修14単位以上修得すること。
（専門科目）必修40単位，選択必修26単位の66単位以上を修得するこ
と。

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（20科目） －

別記様式第２号（その２の１） 杉本
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 化学科）

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（20科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 12 68 0 0 0 0 0 0 兼150 －

生物学の潮流 1前 2 ◯ 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

細胞生物学1 1前 2 ◯ 1

代謝生化学1 1後 2 ◯ 1

細胞生物学2 1後 2 ◯ 1

植物生態学1 1後 2 ◯ 1

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

生物体系学1 1後 2 ◯ 1

細胞生物学3 2前 2 ◯ 1

動物生理学1 2前 2 ◯ 1

植物生理学1 2前 2 ◯ 1

動物生態学1 2前 2 ◯ 1

生物体系学2 2前 2 ◯ 1

野外実習 2前 1 ◯ 1 3 集中・共同

代謝生化学2 2後 2 ◯ 1

動物生理学2 2後 2 ◯ 1

植物生態学2 2後 2 ◯ 1

動物生態学2 2後 2 ◯ 1

生物体系学3 2後 2 ◯ 1

生物体系学4 3前 2 ◯ 1

発生生物学 3前 2 ◯ 1

生体分析学 3前 2 ◯ 1

植物生理学2 3前 2 ◯ 1

細胞生物学4 3前 2 ◯ 1

数理生態学 3前 2 ◯ 1

機能生態学 3前 2 ◯ 1

酵素化学 3後 2 ◯ 1 1

生物体系学5 3後 2 ◯ 1

臨海実習 3前 1 ◯ 3 1 1 兼1 集中・共同

専門生物学実験1 3前 8 ◯ 11 10 1 2 共同

専門生物学実験2 3後 8 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業演習A 4前 1 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業演習B 4後 1 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業研究A 4前 5 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業研究B 4後 5 ◯ 11 10 1 2 共同

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 36 44 8 11 10 1 2 0 兼2 －

－ 48 112 8 11 10 1 2 0 兼152 －

専
門
科
目

小計（37科目） －

合計（77科目） －

2



必
　
修
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択
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講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

【卒業要件】計125単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　22単位
合計57単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　36単位
選択科目　32単位
合計68単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 12 68 0 0 0 0 0 0 兼150 －

生物学の潮流 1前 2 ◯ 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

細胞生物学1 1前 2 ◯ 1

代謝生化学1 1後 2 ◯ 1

細胞生物学2 1後 2 ◯ 1

植物生態学1 1後 2 ◯ 1

専
門
科
目

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

4
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修

選
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自
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講
　
義
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実
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・
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准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

生物体系学1 1後 2 ◯ 1

細胞生物学3 2前 2 ◯ 1

動物生理学1 2前 2 ◯ 1

植物生理学1 2前 2 ◯ 1

動物生態学1 2前 2 ◯ 1

生物体系学2 2前 2 ◯ 1

野外実習 2前 1 ◯ 1 3 集中・共同

代謝生化学2 2後 2 ◯ 1

動物生理学2 2後 2 ◯ 1

植物生態学2 2後 2 ◯ 1

動物生態学2 2後 2 ◯ 1

生物体系学3 2後 2 ◯ 1

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 8 25 8 9 9 1 0 0 兼1 －

－ 20 93 8 9 9 1 0 0 兼151 －

【卒業要件】計125単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　22単位
合計57単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　36単位
選択科目　32単位
合計68単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

小計（21科目） －

合計（61科目） －
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生物体系学4 3前 2 ◯ 1

発生生物学 3前 2 ◯ 1

生体分析学 3前 2 ◯ 1

植物生理学2 3前 2 ◯ 1

細胞生物学4 3前 2 ◯ 1

数理生態学 3前 2 ◯ 1

機能生態学 3前 2 ◯ 1

酵素化学 3後 2 ◯ 1 1

生物体系学5 3後 2 ◯ 1

臨海実習 3前 1 ◯ 3 1 1 兼1 集中・共同

専門生物学実験1 3前 8 ◯ 11 10 1 2 共同

専門生物学実験2 3後 8 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業演習A 4前 1 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業演習B 4後 1 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業研究A 4前 5 ◯ 11 10 1 2 共同

生物学卒業研究B 4後 5 ◯ 11 10 1 2 共同

－ 28 19 0 11 10 1 2 0 兼1 －

－ 28 19 0 11 10 1 2 0 兼1 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計125単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　22単位
合計57単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　36単位
選択科目　32単位
合計68単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（16科目） －

別記様式第２号（その２の１） 杉本
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物学科）

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（16科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－
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微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 〇 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学基礎A 1前･後 2 ○ 兼3

地球学基礎B 1前･後 2 ○ 兼3

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 8 69 0 0 0 0 0 0 兼145 －

地球学概論A 1前 2 〇 4 オムニバス

地球学概論B 1後 2 〇 4 オムニバス

地質調査法1 1通 2 〇 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

測量及び地質調査法1実習 1通 2 〇 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

地質調査法2 2通 2 〇 4 4 オムニバス

測量及び地質調査法2実習 2通 2 〇 4 4 オムニバス

地球学野外実習1 1通 2 〇 1 1 共同 集中

地球学野外実習2 2通 2 〇 1 3 共同 集中

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（38科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地形・地質投影法 1後 2 〇 1 1 オムニバス

測量及び測地学 3前 2 〇 1 1 オムニバス

地球学演習A 3前 2 〇 3 3 兼1 オムニバス

地球学演習B 3後 2 〇 4 3 オムニバス

地球学卒業演習 3後 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学ゼミナールA 4前 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学ゼミナールB 4後 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学卒業研究A 4前 5 〇 7 6 兼1 共同

地球学卒業研究B 4後 5 〇 7 6 兼1 共同

地球物質学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

地球物質学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

岩石学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

岩石学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

堆積・層序学 2前 2 〇 1 1 オムニバス

堆積・層序学実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

地球情報学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

地球情報学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

古生物科学 2後 2 〇 1 1 オムニバス

古生物科学実習 2後 1 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学1 2後 2 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学1実習 2後 1 〇 1 1 オムニバス

自然災害科学1 2後 2 〇 2 オムニバス

自然災害科学1実習 2後 1 〇 2 オムニバス

地球史学 3前 2 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学2 3前 2 〇 1 1 オムニバス

自然災害科学2 3前 2 〇 2 オムニバス

地球物質学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

岩石学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

地球情報学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

変動帯テクトニクス 3後 2 〇 3 オムニバス

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 40 35 8 7 6 0 0 0 兼2 －

－ 48 104 8 7 6 0 0 0 兼147 －

専
門
科
目

小計（42科目） －

合計（80科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　26単位
合計61単位以上を修得すること
（専門科目）
70単位以上を修得すること（理学部他学科専門科目4単位を含めてもよ
い）

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 〇 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前･後 2 ○ 兼8

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学基礎A 1前･後 2 ○ 兼3

地球学基礎B 1前･後 2 ○ 兼3

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 8 69 0 0 0 0 0 0 兼145 －

地球学概論A 1前 2 〇 4 オムニバス

地球学概論B 1後 2 〇 4 オムニバス

地質調査法1 1通 2 〇 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

測量及び地質調査法1実習 1通 2 〇 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

地質調査法2 2通 2 〇 4 4 オムニバス

測量及び地質調査法2実習 2通 2 〇 4 4 オムニバス

地球学野外実習1 1通 2 〇 1 1 共同 集中

地球学野外実習2 2通 2 〇 1 3 共同 集中

専
門
科
目

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（38科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）

地形・地質投影法 1後 2 〇 1 1 オムニバス

地球物質学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

地球物質学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

岩石学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

岩石学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

堆積・層序学 2前 2 〇 1 1 オムニバス

堆積・層序学実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

地球情報学1 2前 2 〇 1 1 オムニバス

地球情報学1実習 2前 1 〇 1 1 オムニバス

古生物科学 2後 2 〇 1 1 オムニバス

古生物科学実習 2後 1 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学1 2後 2 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学1実習 2後 1 〇 1 1 オムニバス

自然災害科学1 2後 2 〇 2 オムニバス

自然災害科学1実習 2後 1 〇 2 オムニバス

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 18 21 8 7 6 0 0 0 兼1 －

－ 26 90 8 7 6 0 0 0 兼146 －

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　26単位
合計61単位以上を修得すること
（専門科目）
70単位以上を修得すること（理学部他学科専門科目4単位を含めてもよ
い）

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

小計（27科目） －

合計（65科目） －
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測量及び測地学 3前 2 〇 1 1 オムニバス

地球学演習A 3前 2 〇 3 3 兼1 オムニバス

地球学演習B 3後 2 〇 4 3 オムニバス

地球学卒業演習 3後 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学ゼミナールA 4前 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学ゼミナールB 4後 2 〇 7 6 兼1 共同

地球学卒業研究A 4前 5 〇 7 6 兼1 共同

地球学卒業研究B 4後 5 〇 7 6 兼1 共同

地球史学 3前 2 〇 1 1 オムニバス

固体地球物理学2 3前 2 〇 1 1 オムニバス

自然災害科学2 3前 2 〇 2 オムニバス

地球物質学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

岩石学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

地球情報学2 3後 2 〇 1 1 オムニバス

変動帯テクトニクス 3後 2 〇 3 オムニバス

－ 22 14 0 7 6 0 0 0 兼1 －

－ 22 14 0 7 6 0 0 0 兼1 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位を必修とする）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　26単位
合計61単位以上を修得すること
（専門科目）
70単位以上を修得すること（理学部他学科専門科目4単位を含めてもよ
い）

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（15科目） －

別記様式第２号（その２の１） 杉本
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 地球学科）

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（15科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 10 70 0 0 0 0 0 0 兼145 －

生物化学概論 1後 2 ○ 6 4 1 オムニバス

生化学1 2前 2 ○ 1

生化学2 2後 2 ○ 1

生化学3 3前 2 ○ 1

細胞生物化学1 2前 2 ○ 1

細胞生物化学2 2後 2 ○ 1

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

細胞生物化学3 3前 2 ○ 1

分子生物学1 2前 2 ○ 1

分子生物学2 2後 2 ○ 1

生物化学英語 3前 2 〇 1 2 共同

病態生物化学 3後 2 ○ 3 2 オムニバス

ケミカルバイオロジー概論 3後 2 ○ 3 2 1 オムニバス

基礎物理化学 2前 2 ○ 1

基礎有機化学 2前 2 ○ 1

生体分子機能化学 2前 2 ○ 1

代謝生物化学 2前 2 ○ 1 1

生物物理化学 2後 2 ○ 1

生物有機化学 2後 2 〇 2

バイオテクノロジー概論 2後 2 ○ 1 1

動物生理化学 2後 2 ○ 2

植物生理化学 2後 2 ○ 1

計算生物化学 3前 2 〇 1

生命系機器分析学 3前 2 〇 1 1 1

細胞生理化学 3前 2 ○ 1

放射線生物学 3前 2 ○ 1

構造生物学 3前 2 ○ 1

分子毒性学 3前 2 ○ 1

先端生物化学A 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学B 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学C 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学D 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

生物化学実験1 2後 4 ○ 6 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

生物化学実験2 3前 4 ○ 6 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

生物化学実験3 3後 5 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学基礎演習 3後 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業演習A 4前 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業演習B 4後 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業研究A 4前 5 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業研究B 4後 5 ○ 6 4 1 1 共同

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 50 34 8 6 4 1 1 0 兼5 －

－ 60 104 8 6 4 1 1 0 兼150 －

専
門
科
目

小計（43科目） －

合計（83科目） －

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　20単位（必修科目10単位、選択科目10単位）
合計55単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　50単位
選択科目　26単位
合計76単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前･後 2 ○ 兼26

微積分2 1前･後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前･後 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前･後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前･後 2 ○ 兼23

複素解析 2前･後 2 ○ 兼21

応用数学 2前･後 2 ○ 兼22

数値解析 2前･後 2 ○ 兼21

確率統計 2前･後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前･後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前･後 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2前･後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前･後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前･後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前･後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1A 1前･後 3 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前･後 2 ○ 兼6

基礎物理学実験2A 2前･後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験2B 2前･後 2 ○ 兼1

入門物理学実験 1前･後 2 ○ 兼1

基礎無機・分析化学A 1前･後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前･後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前･後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前･後 2 ○ 兼2

基礎有機化学B 1前･後 2 ○ 兼2

基礎無機・物理化学 1前･後 2 ○ 兼9

入門化学 2前･後 2 ○ 兼1

基礎化学実験 1前･後 2 ○ 兼10

生物学1 1前･後 2 ○ 兼6

生物学2 1前･後 2 ○ 兼7

生物学A 2前･後 2 ○ 兼2

生物学B 1前･後 2 ○ 兼4

生物学実験A 1前･後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1前･後 2 ○ 兼5

地球学入門 1前･後 2 ○ 兼2

地球学実験A 1前･後 2 ○ 兼8

地球学実験B 1前･後 2 ○ 兼7

地球学実験C 1前･後 1 ○ 兼3

プログラミング入門B 1前･後 2 ○ 兼5

－ 10 70 0 0 0 0 0 0 兼145 －

生物化学概論 1後 2 ○ 6 4 1 オムニバス

生化学1 2前 2 ○ 1

生化学2 2後 2 ○ 1

細胞生物化学1 2前 2 ○ 1

細胞生物化学2 2後 2 ○ 1

分子生物学1 2前 2 ○ 1

専
門
科
目

専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（40科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１） 森之宮
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

分子生物学2 2後 2 ○ 1

基礎物理化学 2前 2 ○ 1

基礎有機化学 2前 2 ○ 1

生体分子機能化学 2前 2 ○ 1

代謝生物化学 2前 2 ○ 1 1

生物物理化学 2後 2 ○ 1

生物有機化学 2後 2 〇 2

バイオテクノロジー概論 2後 2 ○ 1 1

動物生理化学 2後 2 ○ 2

植物生理化学 2後 2 ○ 1

理科教育法1A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 1・2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 1・2前・後 2 ○ 兼1

－ 14 18 8 6 4 1 1 0 兼1 －

－ 24 88 8 6 4 1 1 0 兼146 －

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　20単位（必修科目10単位、選択科目10単位）
合計55単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　50単位
選択科目　26単位
合計76単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

小計（20科目） －

合計（60科目） －

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生化学3 3前 2 ○ 1

細胞生物化学3 3前 2 ○ 1

生物化学英語 3前 2 〇 1 2 共同

病態生物化学 3後 2 ○ 3 2 オムニバス

ケミカルバイオロジー概論 3後 2 ○ 3 2 1 オムニバス

計算生物化学 3前 2 〇 1

生命系機器分析学 3前 2 〇 1 1 1

細胞生理化学 3前 2 ○ 1

放射線生物学 3前 2 ○ 1

構造生物学 3前 2 ○ 1

分子毒性学 3前 2 ○ 1

先端生物化学A 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学B 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学C 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

先端生物化学D 4通 1 ○ 兼1 集中、隔年

生物化学実験1 2後 4 ○ 6 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

生物化学実験2 3前 4 ○ 6 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同(一部)

生物化学実験3 3後 5 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学基礎演習 3後 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業演習A 4前 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業演習B 4後 1 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業研究A 4前 5 ○ 6 4 1 1 共同

生物化学卒業研究B 4後 5 ○ 6 4 1 1 共同

－ 36 16 0 6 4 1 1 0 兼4 －

－ 36 16 0 6 4 1 1 0 兼4 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】計131単位以上
（基幹教育科目）
総合教養科目　10単位
初年次教育科目　2単位
情報リテラシー科目　2単位
外国語科目　8単位（英語6単位、初修外国語2単位）
健康・スポーツ科学科目　3単位（講義2単位、実習1単位）
その他上記科目群より　10単位
基礎教育科目　20単位（必修科目10単位、選択科目10単位）
合計55単位以上を修得すること
（専門科目）
必修科目　50単位
選択科目　26単位
合計76単位以上を修得すること

【履修科目の登録の上限】年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単
位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

合計（23科目） －

別記様式第２号（その２の１） 中百舌鳥
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理学部 生物化学科）

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

小計（23科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

6



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

情報システム概論 1前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12

－ 22 42 0 0 0 0 0 0 兼133 －

2前 2 ○ 兼3

4前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 ○ 5 2 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

1後 2 ○ 5 オムニバス

3前 2 ○ 2 共同

3前 2 ○ 1 1 2 2  共同

3後 2 ○ 1 1 2 2  共同

3後 2 ○ 6 2 2  共同

4前 3 ○ 6 2 2 2

4後 3 ○ 6 2 2 2

－ 18 0 0 6 2 2 2 0 0 －

2前 1 ○ 2 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

2後 1 ○ 1 1 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

3前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

3後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

2後 1 ○ 1 1 共同

3前 1 ○ 1 兼1 共同

3後 1 ○ 1 兼1 共同

－ 1 6 0 4 2 2 2 0 兼1 －

航空宇宙工学設計製図2

小計（7科目） －

B
群
科
目

航空宇宙工学演習4

航空宇宙工学情報処理

航空宇宙工学設計製図1

小計（8科目） －

航空宇宙工学演習1

航空宇宙工学演習2

航空宇宙工学演習3

A
群
科
目

航空宇宙工学基礎1

航空宇宙工学基礎2

エアロスペースエンジニアリングセミナー

航空宇宙工学卒業研究A

航空宇宙工学卒業研究B

航空宇宙工作実習

航空宇宙工学実験1

航空宇宙工学実験2

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目） －

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（30科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 航空宇宙工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 航空宇宙工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 14 0 2 2 1 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 14 0 2 0 1 0 0 兼1 －

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 1 0 0 0 0 －

3前 2 ○ 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

3後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

4前 2 〇 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

4前 2 〇 兼1

4前 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼13 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 21 70 8 6 2 2 2 0 兼21 －

－ 43 112 8 6 2 2 2 0 兼154 －合計（81科目） －

小計（8科目） －

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（51科目） －

機械材料学１

燃焼工学

複合材料工学

F
群
科
目

航空宇宙工学特殊講義A

航空宇宙工学特殊講義B

航空宇宙工学特殊講義C

海洋資源エネルギー工学2

機械加工学１

航空宇宙機の力学と誘導制御

小計（6科目） －

E
群
科
目

衛星システム設計学

航空宇宙システム工学

宇宙航行力学

宇宙環境利用工学

航空宇宙情報通信システム工学

D
群
科
目

材料力学A

航空機構造力学

航空機構造設計

薄肉構造ダイナミクス

振動工学A

制御工学1B

制御工学2B

小計（7科目） －

専
門
科
目

C
群
科
目

流れ学

航空流体力学

熱流体力学

航空宇宙推進工学

小計（7科目） －

気体力学

計算流体力学

熱力学A

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 航空宇宙工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修22単位　選択8単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
   A群　18単位（必修18単位）
   B群　 6単位以上（必修1単位）
   C群　10単位以上
   D群　10単位以上
   E群　 8単位以上
   F群　 4単位以上
　(3)その他(1)及び(2)の選択科目から14単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                      2学期

１学期の授業期間                       15週

１時限の授業時間                       90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

情報システム概論 1前 2 ○ 兼2

－ 20 14 0 0 0 0 0 0 兼103 －

1前 2 ○ 5 2 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

1後 2 ○ 5 オムニバス

－ 4 0 0 5 2 2 2 0 0 －

－ 24 16 0 5 2 2 2 0 兼103 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 　学士（工学）

合計（17科目）

－

－

学位又は学科の分野 　工学関係

A
群
科
目

航空宇宙工学基礎2

授業期間等

小計（2科目）

専
門
科
目

航空宇宙工学基礎1

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部 航空宇宙工学科）

配当年次授業科目の名称

小計（15科目）

備考

基
礎
教
育
科
目

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

                     2学期

                      15週

１学年の学期区分

１学期の授業期間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修22単位　選択8単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
   A群　18単位（必修18単位）
   B群　 6単位以上（必修1単位）
   C群　10単位以上
   D群　10単位以上
   E群　 8単位以上
   F群　 4単位以上
　(3)その他(1)及び(2)の選択科目から14単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１時限の授業時間                       90分

森之宮キャンパス

4
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講
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講
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教

助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12

－ 2 28 0 0 0 0 0 0 兼64 －

2前 2 ○ 兼3

4前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

3前 2 ○ 2  共同

3前 2 ○ 1 1 2 2  共同

3後 2 ○ 1 1 2 2  共同

3後 2 ○ 6 2 2  ※演習 共同

4前 3 ○ 6 2 2 2

4後 3 ○ 6 2 2 2

－ 14 0 0 6 2 2 2 0 0 －

2前 1 ○ 2 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

2後 1 ○ 1 1 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

3前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

3後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

2後 1 ○ 1 1 共同

3前 1 ○ 1 兼1 共同

3後 1 ○ 1 兼1 共同

－ 1 6 0 4 2 2 2 0 兼1 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 14 0 2 2 1 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 14 0 2 0 1 0 0 兼1 －

備考

基
礎
教
育
科
目

小計（15科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 航空宇宙工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

エンジニアのための経済学

小計（5科目） －

A
群
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エアロスペースエンジニアリングセミナー

航空宇宙工学卒業研究A

航空宇宙工学卒業研究B

航空宇宙工作実習

航空宇宙工学実験1

航空宇宙工学実験2

航空宇宙工学演習4

航空宇宙工学情報処理

航空宇宙工学設計製図1

小計（6科目） －

航空宇宙工学演習1

航空宇宙工学演習2

航空宇宙工学演習3

航空宇宙工学設計製図2

小計（7科目） －

C
群
科
目

流れ学

航空流体力学

B
群
科
目

熱流体力学

航空宇宙推進工学

小計（7科目） －

気体力学

計算流体力学

熱力学A

制御工学1B

制御工学2B

小計（7科目） －

D
群
科
目

材料力学A

航空機構造力学

航空機構造設計

薄肉構造ダイナミクス

振動工学A

専
門
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

基
幹
教
育
科
目

中百舌鳥キャンパス

5
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 航空宇宙工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 1 0 0 0 0 －

3前 2 ○ 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

3後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

4前 2 〇 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

4前 2 〇 兼1

4前 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼13 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 17 70 8 6 2 2 2 0 兼21 －

－ 21 98 8 6 2 2 2 0 兼140 －

航空宇宙機の力学と誘導制御

小計（6科目） －

E
群
科
目

衛星システム設計学

航空宇宙システム工学

宇宙航行力学

宇宙環境利用工学

航空宇宙情報通信システム工学

機械材料学１

燃焼工学

複合材料工学

F
群
科
目

航空宇宙工学特殊講義A

航空宇宙工学特殊講義B

航空宇宙工学特殊講義C

海洋資源エネルギー工学2

機械加工学１

合計（66科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

小計（8科目） －

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（49科目） －

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修22単位　選択8単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
   A群　18単位（必修18単位）
   B群　 6単位以上（必修1単位）
   C群　10単位以上
   D群　10単位以上
   E群　 8単位以上
   F群　 4単位以上
　(3)その他(1)及び(2)の選択科目から14単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                      2学期

１学期の授業期間                       15週

１時限の授業時間                       90分

6



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

確率統計 2前 2 ○ 兼22

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

複素解析 2後 2 ○ 兼21

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎力学B3 2前 2 ○ 兼1

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

情報システム概論 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 20 41 0 0 0 0 0 0 兼131 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 4 6 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2後 1 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1 2 共同

3前 2 ○ 4 1 2 共同

3後 1 ○ 4 4 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

4前 3 ○ 4 4 1 2 共同

4後 3 ○ 4 4 1 2 共同

1前 2 ○ 4 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

1後 2 ○ 2 1 ※演習　共同

2前 2 ○ 1 1 1 ※演習　共同

2後 2 ○ 1 1 ※演習　共同

3後 2 ○ 4 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 ※実験  共同

3前 2 ○ 1

－ 36 0 0 4 4 1 2 0 0 －－

－

学
科
専
門
必
修
科
目

海洋プログラミング演習

海洋システム機械工作実習

海洋システム工学実験

海洋システム工学総合演習

海洋システム工学卒業研究A

海洋システム工学卒業研究B

海洋システム工学概論

船舶海洋工学プロジェクト1

海洋システム工学科学技術英語

浮体静力学

海洋環境工学

船舶海洋材料力学1

海洋システム振動工学

海洋システム計測工学

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

船舶海洋工学プロジェクト2

船舶海洋工学プロジェクト3

海洋システム流体力学1

船舶海洋システム工学1

小計（18科目）

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（29科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 海洋システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 海洋システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※実習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

3後 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

4前 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

－ 0 30 0 4 4 0 0 0 兼3 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 40 36 8 4 4 1 2 0 兼9 －

－ 60 77 8 4 4 1 2 0 兼140 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　4単位以上（必修4単位）
　(2)学科専門科目　36単位（必修36単位）
　(3)選択科目　32単位（(1)の選択科目、学科専門選択科目、他学科専門科目
（最大4単位まで）の中から選択すること）
　合計72単位以上

【履修科目の登録の上限】
年間50単位未満、前期・後期それぞれ25単位以下を限度とする。

１学年の学期区分                       2学期

１学期の授業期間                       15週

１時限の授業時間                       90分

合計（70科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

－

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（41科目） －

小計（15科目）

船舶海洋構造力学1

船舶海洋システム工学2

船舶流体力学

船舶海洋構造力学2

専
門
科
目

学
科
専
門
選
択
科
目

船舶海洋材料力学2

海洋生態工学

海洋システム流体力学2

浮体運動学

海洋情報工学

海洋資源エネルギー工学1

船舶海洋設計工学

海洋資源エネルギー工学2

海洋工学特殊講義

船舶工学特殊講義

海洋システム特殊講義

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 20 13 0 0 0 0 0 0 兼109 －

1前 2 ○ 4 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

1後 2 ○ 2 1 ※演習　共同

－ 4 0 0 4 4 0 1 0 0 －

－ 24 13 0 4 4 0 1 0 兼109 －

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　4単位以上（必修4単位）
　(2)学科専門科目　36単位（必修36単位）
　(3)選択科目　32単位（(1)の選択科目、学科専門選択科目、他学科専門科目
（最大4単位まで）の中から選択すること）
　合計72単位以上

【履修科目の登録の上限】
年間50単位未満、前期・後期それぞれ25単位以下を限度とする。

１学年の学期区分                       2学期

１学期の授業期間                       15週

１時限の授業時間                       90分

合計（17科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

小計（2科目） －

学
科
専
門
必

修
科
目

海洋システム工学概論

船舶海洋工学プロジェクト1

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（15科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 海洋システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

森之宮キャンパス

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

確率統計 2前 2 ○ 兼22

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

複素解析 2後 2 ○ 兼21

基礎力学B3 2前 2 ○ 兼1

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

情報システム概論 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 0 28 0 0 0 0 0 0 兼52 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 4 6 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2後 1 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1 2 共同

3前 2 ○ 4 1 2 共同

3後 1 ○ 4 4 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

4前 3 ○ 4 4 1 2 共同

4後 3 ○ 4 4 1 2 共同

2前 2 ○ 1 1 1 ※演習　共同

2後 2 ○ 1 1 ※演習　共同

3後 2 ○ 4 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 ※実験  共同

3前 2 ○ 1

－ 32 0 0 4 4 1 2 0 0 －

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※実習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

3後 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

4前 2 ○ 1 兼1 ※実習　共同

－ 0 30 0 4 4 0 0 0 兼3 －

備考

基
礎
教
育
科
目

小計（14科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 海洋システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

船舶海洋工学プロジェクト2

船舶海洋工学プロジェクト3

海洋システム流体力学1

－

学
科
専
門
必
修
科
目

海洋プログラミング演習

海洋システム機械工作実習

海洋システム工学実験

海洋システム工学総合演習

海洋システム工学卒業研究A

海洋システム工学卒業研究B

海洋システム工学科学技術英語

浮体静力学

海洋環境工学

船舶海洋材料力学1

海洋システム振動工学

－

専
門
科
目

海洋情報工学

海洋システム計測工学

船舶海洋システム工学1

小計（16科目）

船舶海洋構造力学1

船舶海洋システム工学2

船舶流体力学

船舶海洋構造力学2

海洋資源エネルギー工学1

船舶海洋設計工学

海洋資源エネルギー工学2

海洋工学特殊講義

船舶工学特殊講義

海洋システム特殊講義

－小計（15科目）

学
科
専
門
選
択
科
目

船舶海洋材料力学2

海洋生態工学

海洋システム流体力学2

浮体運動学

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

基
幹
教
育
科
目

中百舌鳥キャンパス

4
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 36 36 8 4 4 1 2 0 兼9 －

－ 38 64 8 4 4 1 2 0 兼116 －

専
門
科
目

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（39科目） －

合計（55科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

１学年の学期区分                       2学期

１学期の授業期間                       15週

１時限の授業時間                       90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　4単位以上（必修4単位）
　(2)学科専門科目　36単位（必修36単位）
　(3)選択科目　32単位（(1)の選択科目、学科専門選択科目、他学科専門科目
（最大4単位まで）の中から選択すること）
　合計72単位以上

【履修科目の登録の上限】
年間50単位未満、前期・後期それぞれ25単位以下を限度とする。

5
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微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

近代物理学 2前 2 ○ 兼1

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2後 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 2前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 2後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 2後 2 ○ 兼10

生物学1 2前 2 ○ 兼6

生物学2 2後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2前 2 ○ 兼9

生物学実験B 2後 2 ○ 兼5

地球学入門 2前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 2後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 20 49 0 0 0 0 0 0 兼140 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 4 6 0 0 0 0 0 0 兼4 －

機械工学概論 1前 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

機械工学基礎 1後 2 ○ 4 オムニバス・共同（一部）

機械熱力学1 2前 2 ○ 2

機械流体力学1 2前 2 ○ 1 1

機械材料力学1 2前 2 ○ 1

機械力学1 2前 2 ○ 1 1

材料基礎学 2前 2 ○ 2

機械工作実習 2後 2 ○ 1 1 共同

機械製図演習 2後 2 ○ 3 1 1 共同

機械設計 2後 2 ○ 2

機械制御工学1 2後 2 ○ 1 1

機械熱力学2 2後 2 ○ 1

機械流体力学2 2後 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（33科目） －

－

学
科
共
通
科
目

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

機械材料力学2 2後 2 ○ 1

機械力学2 2後 2 ○ 1

機械材料学1 2後 2 ○ 1

機械設計演習 3前 3 ○ 4 1 共同

機械基礎実験 3前 2 ○ 5 3 1 オムニバス・共同（一部）

工業数学1 3前 2 ○ 1

機械電気情報概論 3前 2 ○ 1

機械数値解析 3前 2 ○ 1 1 1 共同

固体力学 3前 2 ○ 1

機械製作実習 3後 2 ○ 3 2 共同

機械応用実験 3後 2 ○ 3 2 2 オムニバス・共同（一部）

工業数学2 3後 2 ○ 1

機械数学演習 3後 1 ○ 3 1 2 共同

機械エンジニアキャリアパス 3後 2 ○ 4

機械工学卒業研究A 4前 3 ○ 13 14 6 5 共同

機械英語演習 4前 1 ○ 13 14 6

機械工学卒業研究B 4後 3 ○ 13 14 6 5 共同

－ 34 27 0 13 14 6 5 0 0 －

機械流体力学3 3前 2 ○ 1

エネルギー機械システム 3前 2 ○ 1

伝熱工学 3前 2 ○ 1

環境工学 3前 2 ○ 1

エネルギー機械演習 3前 1 ○ 6 4 2 オムニバス・共同（一部）

サステナブルエネルギー 3後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

環境保全工学 3後 2 ○ 1

燃焼工学 3後 2 ○ 1

機械システム設計 3後 2 ○ 1

－ 0 17 0 7 7 2 2 0 0 －

弾性力学 3前 2 ○ 1

機械制御工学2 3前 2 ○ 1

機械計測 3前 2 ○ 1

機械生産管理 3前 2 ○ 1

機械システム演習 3前 1 ○ 2 4 4 オムニバス・共同（一部）

機械ロボット工学 3後 2 ○ 1

メカトロニクス工学 3後 2 ○ 1

精密機械工学 3後 2 ○ 1

バイオ工学 3後 2 ○ 1

－ 0 17 0 4 4 5 0 0 0 －

材料物理学 3前 2 ○ 1

機械材料学2 3前 2 ○ 3 オムニバス

機械加工学1 3前 2 ○ 1

材料強度学 3前 2 ○ 1

機械マテリアル演習 3前 1 ○ 2 8 2 オムニバス・共同（一部）

機械加工学2 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

複合材料工学 3後 2 ○ 1

固体分析学 3後 2 ○ 1

数値材料学 3後 2 ○ 2 オムニバス

－ 0 17 0 6 10 2 0 0 0 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 38 84 8 13 14 6 5 0 兼6 －

－ 58 133 8 13 14 6 5 0 兼146 －

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

小計（30科目） －

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
科
目 小計（ 9科目） －

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
科
目

小計（ 9科目） －
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目 小計（ 9科目） －

教
職
科
目

小計（ 3科目） －

小計（65科目） －

合計（98科目） －

2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1の(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上修得するこ
と
　(1)必修科目　38単位
　(2)選択科目　32単位以上（ただし、所属コース科目から11単位以上修得す
ること）
　(3)学科共通科目の「機械製作実習」または「機械応用実験」から少なくと
も1科目（2単位）以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                 2学期

１学期の授業期間                  15週

１時限の授業時間                  90分

3
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微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 16 1 0 0 0 0 0 0 兼62 －

機械工学概論 1前 2 ○ 6 オムニバス・共同（一部）

機械工学基礎 1後 2 ○ 10 オムニバス・共同（一部）

－ 4 0 0 11 0 0 －

－ 20 1 0 11 0 兼62 －

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
教
育
科
目

小計（7科目）

小計（2科目）

　工学関係

－

－

専
門
科
目

１時限の授業時間                  90分

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
幹
教
育
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1の(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上修得するこ
と
　(1)必修科目　38単位
　(2)選択科目　32単位以上（ただし、所属コース科目から11単位以上修得す
ること）
　(3)学科共通科目の「機械製作実習」または「機械応用実験」から少なくと
も1科目（2単位）以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                 2学期

１学期の授業期間                  15週

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野

合計（9科目）

学
科
共
通

科
目

森之宮キャンパス
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University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

近代物理学 2前 2 ○ 兼1

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2後 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 2前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 2後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 2後 2 ○ 兼10

生物学1 2前 2 ○ 兼6

生物学2 2後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2前 2 ○ 兼9

生物学実験B 2後 2 ○ 兼5

地球学入門 2前 2 ○ 兼2

情報システム概論 2後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 4 48 0 0 0 0 0 0 兼113 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 4 6 0 0 0 0 0 0 兼4 －

機械熱力学1 2前 2 ○ 2

機械流体力学1 2前 2 ○ 1 1

機械材料力学1 2前 2 ○ 1

機械力学1 2前 2 ○ 1 1

材料基礎学 2前 2 ○ 2

機械工作実習 2後 2 ○ 1 1 共同

機械製図演習 2後 2 ○ 3 1 1 共同

機械設計 2後 2 ○ 2

機械制御工学1 2後 2 ○ 1 1

機械熱力学2 2後 2 ○ 1

機械流体力学2 2後 2 ○ 1

機械材料力学2 2後 2 ○ 1

機械力学2 2後 2 ○ 1

機械材料学1 2後 2 ○ 1

機械設計演習 3前 3 ○ 4 1 共同

機械基礎実験 3前 2 ○ 5 3 1 オムニバス・共同（一部）

工業数学1 3前 2 ○ 1

機械電気情報概論 3前 2 ○ 1

機械数値解析 3前 2 ○ 1 1 1 共同

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

専
門
科
目

－

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

学
科
共
通
科
目

基
礎
教
育
科
目

小計（26科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

基
幹
教
育
科
目

中百舌鳥キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

固体力学 3前 2 ○ 1

機械製作実習 3後 2 ○ 3 2 共同

機械応用実験 3後 2 ○ 3 2 2 オムニバス・共同（一部）

工業数学2 3後 2 ○ 1

機械数学演習 3後 1 ○ 3 1 2 共同

機械エンジニアキャリアパス 3後 2 ○ 4

機械工学卒業研究A 4前 3 ○ 13 14 6 5 共同

機械英語演習 4前 1 ○ 13 14 6

機械工学卒業研究B 4後 3 ○ 13 14 6 5 共同

－ 30 27 0 13 14 6 5 0 0 －

機械流体力学3 3前 2 ○ 1

エネルギー機械システム 3前 2 ○ 1

伝熱工学 3前 2 ○ 1

環境工学 3前 2 ○ 1

エネルギー機械演習 3前 1 ○ 6 4 2 オムニバス・共同（一部）

サステナブルエネルギー 3後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

環境保全工学 3後 2 ○ 1

燃焼工学 3後 2 ○ 1

機械システム設計 3後 2 ○ 1

－ 0 17 0 7 7 2 2 0 0 －

弾性力学 3前 2 ○ 1

機械制御工学2 3前 2 ○ 1

機械計測 3前 2 ○ 1

機械生産管理 3前 2 ○ 1

機械システム演習 3前 1 ○ 2 4 4 オムニバス・共同（一部）

機械ロボット工学 3後 2 ○ 1

メカトロニクス工学 3後 2 ○ 1

精密機械工学 3後 2 ○ 1

バイオ工学 3後 2 ○ 1

－ 0 17 0 4 4 5 0 0 0 －

材料物理学 3前 2 ○ 1

機械材料学2 3前 2 ○ 3 オムニバス

機械加工学1 3前 2 ○ 1

材料強度学 3前 2 ○ 1

機械マテリアル演習 3前 1 ○ 2 8 2 オムニバス・共同（一部）

機械加工学2 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

複合材料工学 3後 2 ○ 1

固体分析学 3後 2 ○ 1

数値材料学 3後 2 ○ 2 オムニバス

－ 0 17 0 6 10 2 0 0 0 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 34 84 8 13 14 6 5 0 兼6 －

－ 40 132 8 13 14 6 5 0 兼174 －

－

小計（63科目） －

合計（91科目） －

－

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
科
目

小計（ 9科目） －
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目 小計（ 9科目） －

学
科
共
通
科
目

専
門
科
目

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
科
目 小計（ 9科目）

教
職
科
目

小計（ 3科目）

小計（28科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 機械工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1の(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上修得するこ
と
　(1)必修科目　38単位
　(2)選択科目　32単位以上（ただし、所属コース科目から11単位以上修得す
ること）
　(3)学科共通科目の「機械製作実習」または「機械応用実験」から少なくと
も1科目（2単位）以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分

１学期の授業期間                  15週

１時限の授業時間                  90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

                2学期

7
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微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2前・後 2 ○ 兼22

数値解析 2前・後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

基礎力学A1 1前 4 ○ 兼2

基礎力学B1 1前・後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1前・後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前・後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前・後 2 ○ 兼7

近代物理学 2前・後 2 ○ 兼1

基礎量子力学A 2前・後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前・後 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前・後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前・後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前・後 2 ○ 兼6

基礎無機・分析化学A 2前・後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 2前・後 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前・後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前・後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前・後 2 ○ 兼2

基礎化学実験 1前・後 2 ○ 兼10

生物学1 1前・後 2 ○ 兼6

生物学2 1前・後 2 ○ 兼7

生物学A 2前・後 2 ○ 兼2

生物学実験A 2前・後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前・後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

プログラミング入門A 2前・後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 4 63 0 0 0 0 0 0 兼139 －

工学倫理 3前 2 ○ 兼3

環境倫理 3後 2 ○ 兼3

ｴﾝｼﾞﾆｱのためのｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ/経営論 3前 2 ○ 兼3

工学部インターンシップ 3通 2 ○ 兼3

エンジニアのための経済学 3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

建築基礎製図 2前 2 ○ 1 兼1 ＊ 共同

建築設計演習1 2後 2 ○ 1 1 兼4 ＊ 共同

建築設計演習2 3前 3 ○ 1 1 兼4 ＊ 共同

建築設計演習3 3後 3 ○ 1 兼5 ＊ 共同

建築設計演習4 4前 3 ○ 2 1 兼4 ＊ 共同

建築構造力学序説 2前 2 ○ 1 ＊

建築構造力学1 2後 2 ○ 1 ＊

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
教
育
科
目

小計（33科目） －

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
幹
教
育
科
目

－

学
部
共
通
科
目

小計（5科目）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

建築構造力学2 3前 2 ○ 1 兼1 ＊　　　オムニバス

建築構造力学演習 2後 1 ○ 1 兼1 共同

建築構造力学3 3後 2 ○ 1

建築防災・防火論 2後 2 ○ 1 兼1 ＊　　　オムニバス

振動工学 3前 2 ○ 1 1

耐風工学 3後 2 ○ 1

測量学1 4前 2 ○ 兼1 集中

測量学1実習及び製図 4前 1 ○ 2 1

建築図形科学1 1前 2 ○ 1

建築図形科学2 3前 2 ○ 1 兼1

建築行政法規 3後 2 ○ 1 兼1

建築学卒業研究A 4前 3 ○ 4 4 3 共同

建築学卒業研究B 4後 3 ○ 4 4 3 共同

造形実習1 1前 1 ○ 1 兼1

造形実習2 1後 1 ○ 1 兼1

都市計画1 3前 2 ○ 兼1 ＊

小計（23科目） - 12 35 0 4 4 3 0 0 兼23 －

建築計画総論 2後 2 ○ 1 ＊

建築計画各論1 3前 2 ○ 1

建築計画各論2 3後 2 ○ 1

建築デザイン1 2後 2 ○ 1 ＊

建築デザイン2 3後 2 ○ 1

建築史1 3前 2 ○ 1

建築史2 3後 2 ○ 1 ＊

小計（7科目） - 0 14 0 1 2 0 0 0 0 －

建築環境工学入門 2前 2 ○ 1 ＊

建築環境工学1 2後 2 ○ 1

建築環境工学2 3前 2 ○ 1 ＊

建築環境工学3 3後 2 ○ 1

小計（4科目） - 0 8 0 0 1 0 0 0 0 －

建築設備1 3前 2 ○ 1 兼1 共同

建築設備2 4前 2 ○ 1 兼1 共同

小計（2科目） - 0 4 0 0 1 0 0 0 兼2 －

建築構法 1後 2 ○ 1 ＊

鋼構造学 3後 2 ○ 1 1 ＊

鉄筋コンクリート構造学 3前 2 ○ 1 ＊

建築基礎設計 4前 2 ○ 1 兼1 共同

小計（4科目） - 0 8 0 1 2 1 0 0 兼1 －

建築材料学 2後 2 ○ 1

建築構造材料実験 2後 2 ○ 1 1 1 兼9 オムニバス

小計（2科目） - 0 4 0 1 1 1 0 0 兼9 －

建築プロジェクトスタディ 1通 2 ○ 4 4 3 ＊　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

建築施工 3後 2 ○ 1 兼1 共同

木造建築論 3前 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

小計（3科目） － 0 6 0 4 4 3 0 0 兼6 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 14 87 8 4 4 3 0 0 兼44 －

－ 18 150 8 4 4 3 0 0 兼183 －

－

    合計（86科目） －

-

建
築
材
料

系
科
目
群

-

教
職
科
目

-

-

建
築
計
画
系
科
目
群

-

建
築
環
境
工
学
系

科
目
群

建
築
設
備

系
科
目
群

-

－

－

学
科
専
門
科
目

専
門
科
目

小計（53科目）

建
築
一
般
構
造
系

科
目
群

建
築
生
産
系
科

目
群
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１時限の授業時間 　　　　　　　　　　　 90分

１学期の授業期間 　　　　　　　　　　　 15週 

１学年の学期区分  　　　　　　　　　　　2学期

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）

2．専門科目
　専門科目から72単位以上（必修14単位、選択58単位以上）履修し、上記1(7)
に加え、合計102単位以上修得すること
　なお、専門科目の選択科目のうち、備考欄に＊を付けた科目から37単位を選
択必修とする
　また、専門科目の各科目群から必要単位数を修得すること（建築計画系から
8単位以上、建築環境工学系から6単位以上、建築設備系から2単位以上、建築
一般構造系から4単位以上、建築材料系から2単位以上、建築生産系から2単位
以上）

3．その他
　卒業と同時に建築士試験受験資格(一級建築士実務経験2年)を取得できるよ
うに科目群を設け、科目群ごとに必要単位数を設定する。

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

基礎力学A1 1前 4 ○ 兼2

基礎力学B1 1前・後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1前・後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前・後 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前・後 2 ○ 兼7

入門物理学1 1前・後 2 ○ 兼2

入門物理学2 1前・後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前・後 2 ○ 兼6

基礎物理化学A 1前・後 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1前・後 2 ○ 兼4

基礎有機化学A 1前・後 2 ○ 兼2

基礎化学実験 1前・後 2 ○ 兼10

生物学1 1前・後 2 ○ 兼6

生物学2 1前・後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前・後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 4 37 0 0 0 0 0 0 兼106 －

建築図形科学1 1前 2 ○ 1

造形実習1 1前 1 ○ 1 兼1

造形実習2 1後 1 ○ 1 兼1

小計（3科目） - 2 2 0 1 0 1 0 0 兼1 －

建築構法 1後 2 ○ 1 ＊

小計（1科目） - 0 2 0 0 1 0 0 0 0 －

建築プロジェクトスタディ 1通 2 ○ 4 4 3 ＊　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)

小計（1科目） － 0 2 0 4 4 3 0 0 0 －

－ 2 6 0 4 4 3 0 0 兼1 －

－ 6 43 0 4 4 3 0 0 兼107 －    合計（25科目） －

建
築
生
産
系

科
目
群

－

建
築
一
般
構

造
系
科
目
群 -

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目 -

小計（5科目） －

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（20科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

森之宮キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）

2．専門科目
　専門科目から72単位以上（必修14単位、選択58単位以上）履修し、上記1(7)
に加え、合計102単位以上修得すること
　なお、専門科目の選択科目のうち、備考欄に＊を付けた科目から37単位を選
択必修とする
　また、専門科目の各科目群から必要単位数を修得すること（建築計画系から
8単位以上、建築環境工学系から6単位以上、建築設備系から2単位以上、建築
一般構造系から4単位以上、建築材料系から2単位以上、建築生産系から2単位
以上）

3．その他
　卒業と同時に建築士試験受験資格(一級建築士実務経験2年)を取得できるよ
うに科目群を設け、科目群ごとに必要単位数を設定する。

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分  　　　　　　　　　　　2学期

１学期の授業期間 　　　　　　　　　　　 15週 

１時限の授業時間 　　　　　　　　　　　 90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

5
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助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2前・後 2 ○ 兼22

数値解析 2前・後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

近代物理学 2前・後 2 ○ 兼1

基礎量子力学A 2前・後 2 ○ 兼2

基礎量子力学B 2前・後 2 ○ 兼2

基礎無機・分析化学A 2前・後 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 2前・後 2 ○ 兼4

生物学A 2前・後 2 ○ 兼2

生物学実験A 2前・後 2 ○ 兼9

プログラミング入門A 2前・後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 0 26 0 0 0 0 0 0 兼69 －

工学倫理 3前 2 ○ 兼3

環境倫理 3後 2 ○ 兼3

ｴﾝｼﾞﾆｱのためのｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ/経営論 3前 2 ○ 兼3

工学部インターンシップ 3通 2 ○ 兼3

エンジニアのための経済学 3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

建築基礎製図 2前 2 ○ 1 兼1 ＊　　　　共同

建築設計演習1 2後 2 ○ 1 1 兼3 ＊　　　　共同

建築設計演習2 3前 3 ○ 1 1 兼5 ＊　　　　共同

建築設計演習3 3後 3 ○ 1 兼5 ＊　　　　共同

建築設計演習4 4前 3 ○ 2 1 兼4 ＊　　　　共同

建築構造力学序説 2前 2 ○ 1 ＊

建築構造力学1 2後 2 ○ 1 ＊

建築構造力学2 3前 2 ○ 1 兼1 ＊　　　オムニバス

建築構造力学演習 2後 1 ○ 1 兼1 共同

建築構造力学3 3後 2 ○ 1

建築防災・防火論 2後 2 ○ 1 兼1 ＊　　　オムニバス

振動工学 3前 2 ○ 1 1

耐風工学 3後 2 ○ 1

測量学1 4前 2 ○ 兼1 集中

測量学1実習及び製図 4前 1 ○ 2 1

建築図形科学2 3前 2 ○ 1 兼1

建築行政法規 3後 2 ○ 1 兼1

建築学卒業研究A 4前 3 ○ 4 4 3 共同

建築学卒業研究B 4後 3 ○ 4 4 3 共同

都市計画1 3前 2 ○ 兼1 ＊

小計（20科目） - 10 33 0 4 4 3 0 0 兼22

建築計画総論 2後 2 ○ 1 ＊

建築計画各論1 3前 2 ○ 1

建築計画各論2 3後 2 ○ 1

建築デザイン1 2後 2 ○ 1 ＊

建築デザイン2 3後 2 ○ 1

建築史1 3前 2 ○ 1

建築史2 3後 2 ○ 1 ＊

小計（7科目） - 0 14 0 1 2 0 0 0 0 －

基
礎
教
育
科
目

学
科
専
門
科
目

-

建
築
計
画
系
科
目
群

-

英
語
科
目

－

外
国
語
科
目

学
部
共
通
科
目

小計（5科目） －

専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

小計（13科目） －

杉本キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

建築環境工学入門 2前 2 ○ 1 ＊

建築環境工学1 2後 2 ○ 1

建築環境工学2 3前 2 ○ 1 ＊

建築環境工学3 3後 2 ○ 1

小計（4科目） - 0 8 0 0 1 0 0 0 0 －

建築設備1 3前 2 ○ 1 兼1 共同

建築設備2 4前 2 ○ 1 兼1 共同

小計（2科目） - 0 4 0 0 1 0 0 0 兼2 －

鋼構造学 3後 2 ○ 1 1 ＊

鉄筋コンクリート構造学 3前 2 ○ 1 ＊

建築基礎設計 4前 2 ○ 1 兼1 共同

小計（3科目） - 0 6 0 1 1 1 0 0 兼1 －

建築材料学 2後 2 ○ 1

建築構造材料実験 2後 2 ○ 1 1 1 兼9 オムニバス

小計（2科目） - 0 4 0 1 1 1 0 0 兼9 －

建築施工 3後 2 ○ 1 兼1 共同

木造建築論 3前 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部)、集中

小計（2科目） － 0 4 0 0 2 0 0 0 兼6 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 12 81 8 4 4 3 0 0 兼43 －

－ 14 107 8 4 4 3 0 0 兼167 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）

2．専門科目
　専門科目から72単位以上（必修14単位、選択58単位以上）履修し、上記1(7)
に加え、合計102単位以上修得すること
　なお、専門科目の選択科目のうち、備考欄に＊を付けた科目から37単位を選
択必修とする
　また、専門科目の各科目群から必要単位数を修得すること（建築計画系から
8単位以上、建築環境工学系から6単位以上、建築設備系から2単位以上、建築
一般構造系から4単位以上、建築材料系から2単位以上、建築生産系から2単位
以上）

3．その他
　卒業と同時に建築士試験受験資格(一級建築士実務経験2年)を取得できるよ
うに科目群を設け、科目群ごとに必要単位数を設定する。

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分  　　　　　　　　　　　2学期

１学期の授業期間 　　　　　　　　　　　 15週 

１時限の授業時間 　　　　　　　　　　　 90分

    合計（63科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

建
築
生
産

系
科
目
群

－

教
職
科
目

－

小計（48科目） －

建
築
設
備

系
科
目
群

-

建
築
一
般
構
造

系
科
目
群

-

建
築
材
料

系
科
目
群

-

建
築
環
境
工
学
系

科
目
群

-

専
門
科
目
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微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1前 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎熱力学 1前 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・分析化学A 1前 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1後 2 ○ 兼4

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学A 1後 2 ○ 兼2

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

データベースと情報検索 2前・後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 0 49 0 0 0 0 0 0 兼124 －

3前 2 ○ 1 兼2

3後 2 ○ 1 兼2

3前 2 ○ 1 兼2

3通 2 ○ 1 兼2

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 1 0 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 9 8 1 オムニバス

3前 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部）

3後 1 ○ 8 7 1 兼3 共同

4前 3 ○ 9 8 1 兼1

4後 3 ○ 9 8 1 兼1

－ 12 0 0 9 8 0 1 0 兼5 －

1前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 2 オムニバス

1後 1 ○ 1 ※講義

2前 2 ○ 2 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 2 2 共同

2前 1 ○ 1 兼1 共同

都市学入門

テクニカル・コミュニケーション

都市学実験

スマートシティ創生演習

都市学卒業研究B

小計（6科目）

基
礎
教
育
科
目

小計（25科目） －

－

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

専
門
必
修
科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
幹
教
育
科
目

都市学卒業研究A

図形科学1

都市工学のための科学基礎

計画数理演習

都市環境学

基礎流体力学

－

プログラミング演習

製図・設計演習

専
門
選
択
科
目
A

専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2前 2 ○ 3 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1 集中

2前 1 ○ 4 兼1 共同

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1 共同

2後 2 ○ 1 兼2 共同

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 8 7 1 共同、集中

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部）

－ 0 50 0 9 8 0 1 0 兼7 －

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼2 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部）

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

－ 0 36 0 9 8 0 0 0 兼2 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 14 94 8 9 8 0 1 0 兼17 －

－ 14 143 8 9 8 0 1 0 兼141 －

小計（61科目） －

建設材料学

土質力学2

都市計画2

環境計測学

計画論

構造力学2

学外実習

都市計画・デザイン演習

交通環境工学

都市気象学

基礎移動現象論

構造力学1

水理学

都市工学のための力学基礎

鋼構造設計論

河海工学

測量学2

都市緑地計画

小計（28科目）

都市計画1

測量学1

測量学実習

環境生態学

土質力学1

－

都市エネルギー・設備

水処理工学

図形科学2

廃棄物工学

水圏生態系工学

小計（3科目） －

合計（86科目） －

環境汚染制御

構造工学

小計（19科目） －

専
門
選
択
科
目
B

教
職
科
目

都市交通計画

コンクリート構造設計論

防災計画演習

都市計画ゼミナール2

国土地域計画

環境計画演習

地盤基礎工学

都市計画ゼミナール1

空間情報学

都市伝熱工学

専
門
選
択
科
目
A

専
門
科
目

2
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助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選
択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門必修科目　12単位（必修12単位）
　(3)専門選択科目A 40単位以上
　(4)専門選択科目B 18単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                    2学期

１学期の授業期間                    15週

１時限の授業時間                    90分

学位又は称号 　学士（工学）

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1前 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1前 2 ○ 兼28

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎熱力学 1前 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・分析化学A 1前 2 ○ 兼3

基礎無機・分析化学B 1前 2 ○ 兼4

基礎物理化学A 1前 2 ○ 兼4

基礎物理化学B 1後 2 ○ 兼4

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学A 1後 2 ○ 兼2

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

プログラミング入門A 1前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 0 37 0 0 0 0 0 0 兼115 －

1前 2 ○ 9 8 1 オムニバス

－ 2 0 0 9 8 0 1 0 0 －

1前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 1 2 オムニバス

1後 1 ○ 1 ※講義

－ 0 4 0 2 2 0 0 0 兼1 －

－ 2 4 0 9 8 0 1 0 兼1 －

－ 2 41 0 9 8 0 1 0 兼116 －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（19科目） －

小計（3科目） －

都市工学のための科学基礎

計画数理演習

専
門
必
修

科
目 都市学入門

小計（1科目） －

図形科学1

小計（4科目） －

合計（23科目） －

専
門
科
目

専
門
選
択
科
目

A

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１学期の授業期間                    15週

１時限の授業時間                    90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選択4
単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門必修科目　12単位（必修12単位）
　(3)専門選択科目A 40単位以上
　(4)専門選択科目B 18単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                    2学期

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前・後 2 ○ 兼22

データベースと情報検索 2前・後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼35 －

3前 2 ○ 1 兼2

3後 2 ○ 1 兼2

3前 2 ○ 1 兼2

3通 2 ○ 1 兼2

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 1 0 0 0 0 兼3 －

3前 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部）

3後 1 ○ 8 7 1 兼3 共同

4前 3 ○ 9 8 1 兼1

4後 3 ○ 9 8 1 兼1

－ 10 0 0 9 8 0 1 0 兼5 －

2前 2 ○ 2 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 2 2 共同

2前 1 ○ 1 兼1 共同

2前 2 ○ 3 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1 集中

2前 1 ○ 4 兼1 共同

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1 共同

2後 2 ○ 1 兼2 共同

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 8 7 1 共同、集中

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、共同(一部）

－ 0 46 0 9 8 0 1 0 兼6 －

都市環境学

備考

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

小計（6科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

－

専
門
必
修
科
目

テクニカル・コミュニケーション

都市学実験

スマートシティ創生演習

都市学卒業研究A

都市学卒業研究B

小計（5科目） －

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

都市工学のための力学基礎

都市計画1

測量学1

測量学実習

環境生態学

土質力学1

環境計測学

都市計画・デザイン演習

基礎流体力学

プログラミング演習

製図・設計演習

土質力学2

都市計画2

計画論

構造力学2

学外実習

測量学2

交通環境工学

都市気象学

基礎移動現象論

構造力学1

水理学

建設材料学

都市緑地計画

小計（25科目） －

専
門
科
目

専
門
選
択
科
目
A

杉本キャンパス

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 都市学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼2 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部）

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

－ 0 36 0 9 8 0 0 0 兼2 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 12 90 8 9 8 0 1 0 兼16 －

－ 14 102 8 9 8 0 1 0 兼106 －

専
門
選
択
科
目
B

都市エネルギー・設備

水処理工学

図形科学2

廃棄物工学

水圏生態系工学

地盤基礎工学

コンクリート構造設計論

防災計画演習

都市計画ゼミナール2

国土地域計画

環境計画演習

環境汚染制御

都市計画ゼミナール1

空間情報学

都市伝熱工学

鋼構造設計論

河海工学

都市交通計画

－

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

構造工学

小計（19科目） －

教
職
科
目

小計（3科目） －

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選択
4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門必修科目　12単位（必修12単位）
　(3)専門選択科目A 40単位以上
　(4)専門選択科目B 18単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分                    2学期

１学期の授業期間                    15週

１時限の授業時間                    90分

小計（57科目） －

合計（65科目）

7



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎力学B3 2前 2 ○ 兼1

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

近代物理学 2前 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 1後 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 24 33 0 0 0 0 0 0 兼131 －

3前 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 2 兼1

3前 2 ○ 2 兼1

3通 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 2 0 0 0 0 兼2 －

電子物理工学概論1 1前 2 ○ 10 5 オムニバス・共同（一部）

電子物理工学概論2 1後 2 ○ 6 6 1 オムニバス

電子物理工学英語演習 4前 2 ○ 16 22 2 5 ※演習　共同

電磁気学1A 2前 2 ○ 2

電磁気学2A 2後 2 ○ 1 1

電磁気学演習 2後 2 ○ 1 1

電気回路学 2前 2 ○ 1 1

アナログ電子回路学 2後 2 ○ 1 1

電気回路学演習 2前 2 ○ 1 2

解析力学 2前 2 ○ 1

量子力学1 2前 2 ○ 2

量子力学2 2後 2 ○ 2

量子力学演習 2後 2 ○ 1 1

統計物理学1 2後 2 ○ 2

統計物理学2 3前 2 ○ 2

統計物理学演習 3前 2 ○ 1 1

電子物理計測 3前 2 ○ 1

制御工学 3前 2 ○ 1 1

－ 24 12 0 16 22 2 5 0 0 －－

学
科
共
通
科
目

小計（18科目）

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

－

工学倫理

小計（5科目）

単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

環境倫理

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部 電子物理工学科）

配当年次

基
礎
教
育
科
目

小計（29科目）

授業科目の名称 備考

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

学
部
共
通
科
目

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

－

基
幹
教
育
科
目

専
門
科
目 エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部 電子物理工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

4前 3 ○ 10 15 4

4後 3 ○ 10 15 4

3前 2 ○ 11 2 共同

3後 2 ○ 11 2 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 兼1 集中

－ 10 30 0 10 15 0 4 0 兼1 －

4前 3 ○ 6 7 2 1

4後 3 ○ 6 7 2 1

3前 2 ○ 7 2 1 共同

3後 2 ○ 7 2 1 共同

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 兼1

4前 2 ○ 1 兼1

4前 2 ○ 1 兼1

－ 14 26 0 6 7 2 1 0 兼3 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 50 76 16 16 22 2 5 0 兼9 －

－ 74 109 16 16 22 2 5 0 兼140 －合計（97科目） －

－

小計（7科目） －

電
子
材
料
コ
ー

ス
科
目

固体エレクトロニクス

光デバイス

非線形力学

教
職
科
目

電子計測学

磁性材料学

量子エレクトロニクス

磁性・超伝導

電子物理工学実験2（電子物性）

電子物理工学実験1（電子物性）

電子物理工学卒業研究B（電子物性）

半導体エレクトロニクス

気体エレクトロニクス

電子物理工学卒業研究A（電子物性）

物理光学

半導体工学

固体物理学

電子材料特殊講義2

電子材料特殊講義1

パワーエレクトロニクスA

計算物理学演習

専
門
科
目

結晶物理工学

電子材料学1

プログラミング言語

電子物理工学実験2（電子材料）

小計（68科目）

－小計（19科目）

光エレクトロニクス

電子物理工学実験1（電子材料）

電子物理工学卒業研究B（電子材料）

電子物理工学卒業研究A（電子材料）

非線形力学演習

－小計（19科目）

電
子
物
性
コ
ー

ス
科
目

量子デバイス

ナノエレクトロニクス

電子物性特殊講義

集積回路デバイス

電磁波・光学

放射光科学

電子材料学2

ディジタル電子回路学

電子材料特殊講義3

2
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部 電子物理工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１時限の授業時間 90分

15週

2学期

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、合計102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科専門科目
　   学科共通科目　必修24単位
　 ・電子物性コース選択者
  　 電子物性コース科目　必修10単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子物性コース科目の選択科
目から36単位以上
　 ・電子材料コース選択者
   　電子材料コース科目　必修14単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子材料コース科目の選択科
目から32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野

１学期の授業期間

　工学関係

授業期間等

１学年の学期区分

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎物理学演習 1後 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 14 21 0 0 0 0 0 0 兼114 －

電子物理工学概論1 1前 2 ○ 10 5 オムニバス・共同（一部）

電子物理工学概論2 1後 2 ○ 6 6 1 オムニバス

－ 4 0 0 16 11 1 0 0 0 －

－ 18 21 0 16 11 1 0 0 兼114 －

専
門
科
目

合計（20科目） －

学
科
共
通
科

目

小計（2科目） －

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（18科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電子物理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
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講
　
義

演
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実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電子物理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、合計102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科専門科目
　   学科共通科目　必修24単位
　 ・電子物性コース選択者
  　 電子物性コース科目　必修10単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子物性コース科目の選択科目
から36単位以上
　 ・電子材料コース選択者
   　電子材料コース科目　必修14単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子材料コース科目の選択科目
から32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B3 2前 2 ○ 兼1

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

近代物理学 2前 2 ○ 兼1

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 10 12 0 0 0 0 0 0 兼48 －

3前 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 2 兼1

3前 2 ○ 2 兼1

3通 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 2 0 0 0 0 兼2 －

電子物理工学英語演習 4前 2 ○ 16 22 2 5 ※演習　共同

電磁気学1A 2前 2 ○ 2

電磁気学2A 2後 2 ○ 1 1

電磁気学演習 2後 2 ○ 1 1

電気回路学 2前 2 ○ 1 1

アナログ電子回路学 2後 2 ○ 1 1

電気回路学演習 2前 2 ○ 1 2

解析力学 2前 2 ○ 1

量子力学1 2前 2 ○ 2

量子力学2 2後 2 ○ 2

量子力学演習 2後 2 ○ 1 1

統計物理学1 2後 2 ○ 2

統計物理学2 3前 2 ○ 2

統計物理学演習 3前 2 ○ 1 1

電子物理計測 3前 2 ○ 1

制御工学 3前 2 ○ 1 1

－ 20 12 0 16 22 2 5 0 0 －

4前 3 ○ 10 15 4

4後 3 ○ 10 15 4

3前 2 ○ 11 2 共同

3後 2 ○ 11 2 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 兼1 集中

－ 10 30 0 10 15 0 4 0 兼1 －

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

専
門
科
目

ナノエレクトロニクス

光エレクトロニクス

電子物性特殊講義

小計（19科目）

結晶物理工学

電磁波・光学

気体エレクトロニクス

固体エレクトロニクス

非線形力学

非線形力学演習

－

学
科
共
通
科
目

小計（16科目） －

電
子
物
性
コ
ー

ス
科
目

電子物理工学卒業研究A（電子物性）

電子物理工学卒業研究B（電子物性）

電子物理工学実験1（電子物性）

電子物理工学実験2（電子物性）

－

半導体エレクトロニクス

光デバイス

磁性・超伝導

量子デバイス

集積回路デバイス

放射光科学

備考

基
幹
教
育
科
目 基

礎
教
育
科
目

小計（11科目） －

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電子物理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

外
国
語
科

目 英
語
科
目

－

中百舌鳥キャンパス
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必
　
修

選
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講
　
義

演
　
習

実
験
・
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備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電子物理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

4前 3 ○ 6 7 2 1

4後 3 ○ 6 7 2 1

3前 2 ○ 7 2 1 共同

3後 2 ○ 7 2 1 共同

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 兼1

4前 2 ○ 1 兼1

4前 2 ○ 1 兼1

－ 14 26 0 6 7 2 1 0 兼3 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 46 76 16 16 22 2 5 0 兼9 －

－ 58 88 16 16 22 2 5 0 兼112 －

電子材料特殊講義2

電子材料特殊講義3

小計（19科目） －

教
職
科
目

小計（7科目） －

専
門
科
目

電
子
材
料
コ
ー

ス
科
目

電子物理工学卒業研究A（電子材料）

電子物理工学卒業研究B（電子材料）

電子物理工学実験1（電子材料）

パワーエレクトロニクスA

プログラミング言語

ディジタル電子回路学

電子物理工学実験2（電子材料）

電子材料学2

量子エレクトロニクス

磁性材料学

計算物理学演習

小計（66科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次のとおり履修し、合計102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科専門科目
　   学科共通科目　必修24単位
　 ・電子物性コース選択者
  　 電子物性コース科目　必修10単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子物性コース科目の選択科目か
ら36単位以上
　 ・電子材料コース選択者
   　電子材料コース科目　必修14単位
　　 その他　学部共通科目、学科共通科目、電子材料コース科目の選択科目か
ら32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（79科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

電子材料特殊講義1

電子計測学

電子材料学1

固体物理学

半導体工学

物理光学

7
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教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 20 28 0 0 0 0 0 0 兼118 －

3前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 ○ 11 共同

1後 2 ○ 8 3 3 共同

－ 4 0 0 11 8 3 3 0 0 －

情報工学演習1 2前 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学演習2 2後 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学演習3 3前 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学実験1 3前 2 ○ 1 2 2 共同

情報工学実験2 3後 2 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学技術英語 4前 2 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学卒業研究A 4前 3 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学卒業研究B 4後 3 ○ 11 8 3 3 共同

離散数学 2前 2 ○ 2 オムニバス

情報数学 2前 2 ○ 2 オムニバス

電気回路入門 2前 2 ○ 2 オムニバス

情報理論A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

信号処理論 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

プログラミング言語概論 2前 2 ○ 2 オムニバス

小計（2科目）

情報工学基礎演習1

環境倫理

小計（22科目）

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

工学倫理

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部 情報工学科）

配当年次授業科目の名称

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

－

専
門
科
目

－

情報工学基礎演習2

学
部
共
通
科
目

－

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

導
入

科
目

学
科
専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

備考

（工学部 情報工学科）

配当年次授業科目の名称

論理演算工学 2後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

データ構造とアルゴリズム 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

メディア情報処理 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

計算機アーキテクチャ 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

ソフトウェア工学 3前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

システム工学 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

データ解析 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

人工知能 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

ネットワーク工学 3前 2 ○ 2 オムニバス

計算理論 3後 2 ○ 1 1 1 1 オムニバス

数理計画法 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

意思決定理論 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

システムプログラム 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

知覚情報処理 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

計算知能 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

データベース論 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

線形フィードバック制御 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

情報伝送論 2後 2 ○ 2 オムニバス

情報セキュリティ 3後 2 ○ 3 1 オムニバス

情報工学特殊講義 4前 2 ○ 兼1

18 52 0 11 8 3 3 0 兼1 －

－ 24 60 0 11 8 3 3 0 兼5 －

－ 44 88 0 11 8 3 3 0 兼123 －

－小計（34科目）

学
科
専
門
科
目

小計（41科目） －

専
門
科
目

学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－

学位又は称号 　学士（工学） 　工学関係

合計（63科目）

１時限の授業時間                90分

              2学期

               15週

１学年の学期区分

１学期の授業期間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必
修25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、合計102単位以上修得
すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門導入科目　4単位（必修4単位）
　(3)学科専門科目　18単位以上（必修18単位）
　(1)～(3)で72単位以上を修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 18 8 0 0 0 0 0 0 兼92 －

1前 2 ○ 11 共同

1後 2 ○ 8 3 3 共同

－ 4 0 0 11 8 3 3 0 0 －

－ 22 8 0 11 8 3 3 0 兼92 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、合計102単位以上修得する
こと
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門導入科目　4単位（必修4単位）
　(3)学科専門科目　18単位以上（必修18単位）
　(1)～(3)で72単位以上を修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分               2学期

１学期の授業期間                15週

１時限の授業時間                90分

合計（13科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

－

導
入
科

目 情報工学基礎演習1

情報工学基礎演習2

小計（2科目） －

専
門
科

目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（11科目）

森之宮キャンパス

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前 2 ○ 兼22

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 2 20 0 0 0 0 0 0 兼60 －

3前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

情報工学演習1 2前 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学演習2 2後 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学演習3 3前 2 ○ 3 1 3 共同

情報工学実験1 3前 2 ○ 1 2 2 共同

情報工学実験2 3後 2 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学技術英語 4前 2 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学卒業研究A 4前 3 ○ 11 8 3 3 共同

情報工学卒業研究B 4後 3 ○ 11 8 3 3 共同

離散数学 2前 2 ○ 2 オムニバス

情報数学 2前 2 ○ 2 オムニバス

電気回路入門 2前 2 ○ 2 オムニバス

情報理論A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

信号処理論 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

プログラミング言語概論 2前 2 ○ 2 オムニバス

論理演算工学 2後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

データ構造とアルゴリズム 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

メディア情報処理 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

計算機アーキテクチャ 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

ソフトウェア工学 3前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

システム工学 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

データ解析 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

人工知能 3前 2 ○ 1 2 オムニバス

ネットワーク工学 3前 2 ○ 2 オムニバス

計算理論 3後 2 ○ 1 1 1 1 オムニバス

数理計画法 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

意思決定理論 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

システムプログラム 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

知覚情報処理 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

計算知能 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

外
国
語
科
目

英
語
科
目

University English 3A

University English 3B

小計（2科目） －

基
礎
教
育
科
目

専
門
科
目

－

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

学
科
専
門
科
目

備考

小計（11科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

基
幹
教
育
科
目

中百舌鳥キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

データベース論 3後 2 ○ 2 1 オムニバス

線形フィードバック制御 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

情報伝送論 2後 2 ○ 2 オムニバス

情報セキュリティ 3後 2 ○ 3 1 オムニバス

情報工学特殊講義 4前 2 ○ 兼1

18 52 0 11 8 3 3 0 兼1 －

－ 20 60 0 11 8 3 3 0 兼5 －

－ 24 80 0 11 8 3 3 0 兼120 －合計（52科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、合計102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)専門導入科目　4単位（必修4単位）
　(3)学科専門科目　18単位以上（必修18単位）
　(1)～(3)で72単位以上を修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分               2学期

１学期の授業期間                15週

１時限の授業時間                90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

小計（34科目） －

－小計（39科目）

5



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 1後 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 1前 2 ○ 兼9

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

情報システム概論 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 24 40 0 0 0 0 0 0 兼137 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 ○ 7 5 共同

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 4 1 1 共同

3前 2 ○ 3 2 1 共同

3後 2 ○ 4 3 2 共同

4前 2 ○ 7 10 3 2 共同 ※講義

4前 3 ○ 7 10 3 2 共同

4後 3 ○ 7 10 3 2 共同

－ 18 0 0 7 10 3 2 0 0 －

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

電気回路2

電子回路A

小計（8科目） －

B
群
科
目

電気数学

電磁気学1B

電磁気学2B

電気回路1

－

A
群
科
目

電気電子システム工学概論

電気電子システムプログラミング

電気電子システム工学基礎実験

電気電子システム工学実験1

電気電子システム工学実験2

電気電子システム工学技術英語

電気電子システム工学卒業研究A

電気電子システム工学卒業研究B

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（30科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電気電子システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1
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講
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教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電気電子システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 8 12 0 1 6 1 0 0 0 －

3前 2 ○ 2

3後 2 ○ 2  

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1 ※演習

4前 2 ○ 1 兼3 集中　オムニバス・共同（一部）

4後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 7 7 2 0 0 兼5 －

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼9 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 28 74 8 7 10 3 2 0 兼19 －

－ 52 114 8 7 10 3 2 0 兼156 －

小計（5科目） －

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（53 科目） －

小計（22科目） －

D
群
科
目

光エレクトロニクス

エネルギー機械システム

半導体エレクトロニクス

サステナブルエネルギー 

電気化学A

合計（83科目） －

－

C
群
科
目

電気機器工学

パワーエレクトロニクスB

エネルギー工学

電力工学

電力システム工学

制御工学1

制御工学2

システム最適化

ディジタル通信工学

光情報工学

画像工学

コンピュータシステム

ロボット工学

電気応用設計および演習

生産システム工学

通信システム

通信網工学

電磁波工学

光波電子工学

情報理論B

通信工学特殊講義

電気法規

専
門
科
目

B
群
科
目

電子回路B

電気電子計測

オペレーションズリサーチ

ディジタル信号処理

小計（10科目）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電気電子システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必
修25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(2)のとおり履修し、102単位以上修得する
こと
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
　　A群　18単位（必修18単位）
　　B群　14単位以上（必修8単位、選択6単位以上）
　　C群　22単位以上（選択22単位以上）
　その他(1)、(2)で履修した科目以外から16単位以上修得し、合計72単位
以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間 15 週

１時限の授業時間 90 分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係
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微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1前 2 ○ 兼8

基礎力学B2 1後 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 1前 2 ○ 兼7

基礎物理学演習 1後 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 1前 2 ○ 兼9

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

－ 18 20 0 0 0 0 0 0 兼113 －

1前 2 ○ 7 5 共同

－ 2 0 0 7 5 0 0 0 0 －

1後 2 ○ 1

－ 2 0 0 0 1 0 0 0 0 －

小計（2 科目） － 4 0 0 7 5 0 0 0 0 －

－ 22 20 0 7 5 0 0 0 兼113 －

電気電子システム工学概論

B
群
科

目

－

合計（19科目）

電気数学

A
群
科

目専
門
科
目

－

－

－

小計（1科目）

小計（1科目）

－

備考

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

小計（17科目）

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部 電気電子システム工学科）

配当年次授業科目の名称

森之宮キャンパス
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授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部 電気電子システム工学科）

配当年次授業科目の名称

学位又は学科の分野学位又は称号 　学士（工学）

授業期間等卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　工学関係

2 学期

15 週１学期の授業期間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必
修25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(2)のとおり履修し、102単位以上修得するこ
と
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
　　A群　18単位（必修18単位）
　　B群　14単位以上（必修8単位、選択6単位以上）
　　C群　22単位以上（選択22単位以上）
　その他(1)、(2)で履修した科目以外から16単位以上修得し、合計72単位
以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分

１時限の授業時間 90 分
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University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼21

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2前 2 ○ 兼22

基礎量子力学B 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

情報システム概論 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 2前 2 ○ 兼12 ※講義

－ 6 20 0 0 0 0 0 0 兼57 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 4 1 1 共同

3前 2 ○ 3 2 1 共同

3後 2 ○ 4 3 2 共同

4前 2 ○ 7 10 3 2 共同 ※講義

4前 3 ○ 7 10 3 2 共同

4後 3 ○ 7 10 3 2 共同

－ 16 0 0 7 10 3 2 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 6 12 0 1 5 1 0 0 0 －

3前 2 ○ 2

3後 2 ○ 2  

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

専
門
科
目

C
群
科
目

基
幹
教
育
科
目

備考

基
礎
教
育
科
目

小計（13科目） －

－

A
群
科
目

電気電子システムプログラミング

電気電子システム工学基礎実験

電気電子システム工学実験1

電気電子システム工学実験2

電気電子システム工学技術英語

電気電子システム工学卒業研究A

電気電子システム工学卒業研究B

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電気電子システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

小計（5科目）

電気回路2

電子回路A

電子回路B

電気電子計測

オペレーションズリサーチ

ディジタル信号処理

小計（9科目）

小計（7科目） －

電磁気学1B

電磁気学2B

電気回路1

－

電気機器工学

パワーエレクトロニクスB

エネルギー工学

電力工学

電力システム工学

制御工学1

制御工学2

システム最適化

生産システム工学

通信システム

通信網工学

電磁波工学

光波電子工学

情報理論B

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

B
群
科
目

中百舌鳥キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 電気電子システム工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1 ※演習

4前 2 ○ 1 兼3 集中　オムニバス・共同（一部）

4後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 7 7 2 0 0 兼5 －

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼9 －

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 24 74 8 7 10 3 2 0 兼19 －

－ 32 94 8 7 10 3 2 0 兼131 －

専
門
科
目

C
群
科
目

ディジタル通信工学

光情報工学

画像工学

コンピュータシステム

ロボット工学

電気応用設計および演習

通信工学特殊講義

電気法規

小計（22科目） －

D
群
科
目

光エレクトロニクス

エネルギー機械システム

半導体エレクトロニクス

サステナブルエネルギー 

電気化学A

－

　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

小計（5科目） －

教
職
科
目

小計（3科目） －

小計（51 科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必
修25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、次の(1)～(2)のとおり履修し、102単位以上修得する
こと
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科専門科目
　　A群　18単位（必修18単位）
　　B群　14単位以上（必修8単位、選択6単位以上）
　　C群　22単位以上（選択22単位以上）
　その他(1)、(2)で履修した科目以外から16単位以上修得し、合計72単位
以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間 15 週

１時限の授業時間 90 分

合計（66科目）

学位又は称号
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微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2前 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2後 2 ○ 兼9

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

20 37 0 0 0 0 0 0 兼126 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 ○ 8 兼1 オムニバス・共同

1後 2 ○ 1 2 兼4 オムニバス・共同

2前 2 ○ 1 1 兼4 オムニバス・共同

小計（3科目） － 6 0 0 8 3 0 0 0 兼9 －

応用化学実験1 2後 2 ○ 8 1 3 共同

応用化学実験2 3前 4 ○ 10 2 共同

応用化学実験3 3後 4 ○ 10 2 共同

応用化学卒業研究A 4前 3 ○ 8 16 1 4 兼1

応用化学卒業研究B 4後 3 ○ 8 16 1 4 兼1

物理化学演習1 2後 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

物理化学演習2 3前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機化学演習1 2後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機化学演習2 3前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

構造解析演習 3前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

－

学
部
共
通
科
目

小計（5科目） －

環境倫理

学
科
基
礎

科
目

無機化学序論

物理化学序論

エンジニアのための経済学

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

応用化学概論

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部　応用化学科）

配当年次授業科目の名称

専
門
科
目

A
群
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
幹
教
育
科
目

－小計（29科目）

基
礎
教
育
科
目

工学倫理

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

備考

（工学部　応用化学科）

配当年次授業科目の名称

化学外国語演習 2後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

応用化学総合演習 3後 1 ○ 8 オムニバス

小計（12科目） － 20 3 0 8 16 1 4 0 兼1 －

分析化学A 2前 2 ○ 1 2 オムニバス

無機化学 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

物理化学1A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

物理化学2A 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

小計（4科目） － 2 6 0 4 5 0 0 0 0 －

有機化学1A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

有機化学2A 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

高分子化学1 2後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

高分子化学2 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

小計（4科目） － 2 6 0 3 4 0 0 0 兼1 －

量子化学A 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

機器分析学 2後 2 ○ 1 2 オムニバス

無機材料化学 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

触媒化学 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

電気化学A 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

環境化学 3前 2 ○ 1

有機金属化学 3前 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機機能化学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

高分子材料化学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

生体高分子化学 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

応用化学特殊講義1 4前 2 ○ 兼1

応用化学特殊講義2 4前 2 ○ 2 オムニバス　集中

小計（12科目） － 0 24 0 7 13 1 0 0 兼1 －

生物化学基礎 2前 2 ○ 兼1

バイオテクノロジー概論 2前 2 ○ 兼1

化学工学量論 2前 2 ○ 兼2

反応工学1 2後 2 ○ 兼1

材料設計・制御 3前 2 ○ 兼3 共同

固体物性2 3後 2 ○ 兼2

小計（6科目） － 0 12 0 0 0 0 0 0 兼10 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 32 59 16 8 16 1 4 0 兼25 －

－ 52 96 16 8 16 1 4 0 兼151 －

－

－

B
-
1
群
科
目

小計（　7 科目）

－合計（82科目）

－

－

－

－

専
門
科
目

A
群
科
目

－

D
群
科
目

B
-
2
群
科
目

C
群
科
目

小計（53科目）

教
職
科
目

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

備考

（工学部　応用化学科）

配当年次授業科目の名称

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

2学期

15週

１時限の授業時間

授業期間等

90分

１学年の学期区分

１学期の授業期間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基礎科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　22単位以上（必修20単位）
　　B-1群科目　6単位以上（必修2単位）
　　B-2群科目　6単位以上（必修2単位）
　　C群科目　22単位以上
　　D群科目　履修単位数を指定しない
　専門科目内で科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ、（D群
科目に指定する選択科目を6単位まで含めることができる。）、合計72単位
以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

20 9 0 0 0 0 0 0 兼102 －

1前 2 ○ 8 兼1 オムニバス・共同

1後 2 ○ 1 2 兼4 オムニバス・共同

小計（2科目） － 4 0 0 8 2 0 0 0 兼5 －

－ 24 9 0 8 2 0 0 0 兼107 －

基
礎
教
育
科
目

合計（17科目） －

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

小計（15科目） －

学
科
基
礎
科
目

応用化学概論

物理化学序論

－

専
門
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　応用化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　応用化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基礎科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　22単位以上（必修20単位）
　　B-1群科目　6単位以上（必修2単位）
　　B-2群科目　6単位以上（必修2単位）
　　C群科目　22単位以上
　　D群科目　履修単位数を指定しない
　専門科目内で科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ、（D群
科目に指定する選択科目を6単位まで含めることができる。）、合計72単位
以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

5



必
　
修

選
　
択

自
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講
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演
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生物化学基礎 2前 2 ○ 兼1

バイオテクノロジー概論 2前 2 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　応用化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

合計（2科目） －

D
群
科

目

－

専
門
科

目

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基礎科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　22単位以上（必修20単位）
　　B-1群科目　6単位以上（必修2単位）
　　B-2群科目　6単位以上（必修2単位）
　　C群科目　22単位以上
　　D群科目　履修単位数を指定しない
　専門科目内で科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ、（D群科目に
指定する選択科目を6単位まで含めることができる。）、合計72単位以上修得する
こと

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

杉本キャンパス
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自
　
由

講
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験
・
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授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2前 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

生物学実験A 2後 2 ○ 兼9

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

0 28 0 0 0 0 0 0 兼63 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 1 1 兼4 オムニバス・共同

小計（1科目） － 2 0 0 1 1 0 0 0 兼4 －

応用化学実験1 2後 2 ○ 8 1 3 共同

応用化学実験2 3前 4 ○ 10 2 共同

応用化学実験3 3後 4 ○ 10 2 共同

応用化学卒業研究A 4前 3 ○ 8 16 1 4 兼1

応用化学卒業研究B 4後 3 ○ 8 16 1 4 兼1

物理化学演習1 2後 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

物理化学演習2 3前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機化学演習1 2後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機化学演習2 3前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

構造解析演習 3前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

化学外国語演習 2後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

応用化学総合演習 3後 1 ○ 8 オムニバス

小計（12科目） － 20 3 0 8 16 1 4 0 兼1 －

分析化学A 2前 2 ○ 1 2 オムニバス

無機化学 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

物理化学1A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

物理化学2A 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

小計（4科目） － 2 6 0 4 5 0 0 0 0 －

有機化学1A 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

有機化学2A 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

高分子化学1 2後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

高分子化学2 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

小計（4科目） － 2 6 0 3 4 0 0 0 兼1 －

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

University English 3A

－

－

－

B
-
1
群
科
目

B
-
2
群
科
目

－

無機化学序論

－

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

学
部
共
通
科
目

学
科
基

礎
科
目

専
門
科
目

A
群
科
目

小計（14科目） －

英
語
科
目

－

University English 3B

小計（2科目）

基
礎
教
育
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　応用化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

中百舌鳥キャンパス

7
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教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　応用化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

量子化学A 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

機器分析学 2後 2 ○ 1 2 オムニバス

無機材料化学 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

触媒化学 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

電気化学A 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

環境化学 3前 2 ○ 1

有機金属化学 3前 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同(一部)

有機機能化学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

高分子材料化学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

生体高分子化学 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

応用化学特殊講義1 4前 2 ○ 兼1

応用化学特殊講義2 4前 2 ○ 2 オムニバス　集中

小計（12科目） － 0 24 0 7 13 1 0 0 兼1 －

化学工学量論 2前 2 ○ 兼2

反応工学1 2後 2 ○ 兼1

材料設計・制御 3前 2 ○ 兼3 共同

固体物性2 3後 2 ○ 兼2

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 0 0 0 兼8 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

工業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 28 55 16 8 16 1 4 0 兼20 －

－ 30 83 16 8 16 1 4 0 兼138 －

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修20単位　選択10単位）

2．専門科目
　次のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基礎科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　22単位以上（必修20単位）
　　B-1群科目　6単位以上（必修2単位）
　　B-2群科目　6単位以上（必修2単位）
　　C群科目　22単位以上
　　D群科目　履修単位数を指定しない
　専門科目内で科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ、（D群科目
に指定する選択科目を6単位まで含めることができる。）、合計72単位以上修得
すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（65科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

－

小計（7 科目） －

－

－

小計（49科目）

C
群
科
目

D
群
科
目

教
職
科
目

8
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講
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助

教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2前 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2後 2 ○ 兼9

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 24 39 0 0 0 0 0 0 兼135 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 〇 5 5 1 3 オムニバス・共同（一部）

1後 2 ○ 1 1 兼5

2前 2 ○ 1 兼5

－ 6 0 0 5 5 1 3 0 兼10 －

3前 4 ○ 5 6 1 3 共同

3後 4 ○ 5 6 1 3 共同

4前 3 ○ 5 6 1 3

4後 3 ○ 5 6 1 3

2前 1 ○ 5 6 1 3 共同

2前 2 ○ 2

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

教 育 課 程 等 の 概 要

小計（30科目）

エンジニアのための経済学

学
科
基
盤

科
目

拡散分離工学1

拡散分離工学2

反応工学1

化学工学卒業研究B

ケミカルエンジニアリングプラクティス

化学工学量論

化学工学熱力学

学
部
共
通
科
目

小計（3科目）

環境倫理

－

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
幹
教
育
科
目

専
門
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
別記様式第２号（その２の１）

備考

小計（5科目）

専任教員等の配置

－

科目
区分

配当年次授業科目の名称

基
礎
教
育
科
目

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

化学工学序論

工学倫理

化学工学実験1

工学部インターンシップ

（工学部 化学工学科）

－

化学工学実験2

化学工学卒業研究A

授業形態単位数

物理化学序論

学
科
専
門
科
目
A
群

移動速度論1

移動速度論3

移動速度論2

無機化学序論

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

備考

専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

（工学部 化学工学科）

授業形態単位数

3前 2 ○ 2 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 1

3前 2 ○ 2 3

3後 2 ○ 2 3

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

小計（25科目） － 33 22 0 5 6 1 3 0 兼1 －

2後 1 ○ 1 2

2後 1 ○ 2

3前 1 ○ 2

4前 1 ○ 5 5 1 3

小計（4科目） － 0 4 0 5 5 1 3 0 0 －

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼2 オムニバス

4前 2 ○ 兼2

4後 2 ○ 兼2

4前 2 ○ 兼2

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

小計（10科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼18 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

小計（51 科目） － 41 54 8 5 6 1 3 0 兼32 －

－ 65 93 8 5 6 1 3 0 兼167 －

化学装置設計

プロセス設計

粉体工学2

プロセス制御工学

プロセスシステム工学

反応工学2

生物化学工学

粉体工学1

－

－

－

－

化学工学特殊講義

化工物理化学

化工有機化学

化工分析化学

－

化学工学数学演習

分子生物学

固体物性1

材料化学1

小計（4科目） －

学
科
専
門
科
目
C
群

生物化学基礎

バイオテクノロジー概論

化学工学演習1

合計（81科目）

学
科
専
門
科
目
A
群

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

B
群

教
職
科
目

化学工学演習2

化学工学英語演習

機械材料力学1

電気化学A

高分子化学1

構造材料科学

機器分析学

2
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教 育 課 程 等 の 概 要

備考

専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

（工学部 化学工学科）

授業形態単位数

学位又は称号

2学期

15週

90分

１学期の授業期間

１学年の学期区分

１時限の授業時間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　36単位（必修24単位　選択12単位以上）
ただし、(7)については、数学科目である常微分方程式、複素解析、ベクト
ル解析、応用数学、数値解析の中から6単位以上、物理学科目である基礎力
学B2、基礎電磁気学C、基礎物理学演習、基礎解析力学、基礎量子力学B、基
礎統計力学から2単位以上、それぞれ修得すること）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得する
こと
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基盤科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　47単位以上（必修33単位　選択14単位以上）
　　B群科目　3単位以上
　　C群科目　履修単位数を指定しない
　各科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ（C群科目に指定す
る選択科目を6単位まで含めることができる。）、学科専門科目で合計58単
位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

卒業要件及び履修方法

　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

授業期間等

3
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微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 1前・後 2 ○ 兼2

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 22 11 0 0 0 0 0 0 兼106 －

1前 2 〇 5 5 1 3 オムニバス・共同（一部）

1後 2 ○ 1 1 兼5

－ 4 0 0 5 5 1 3 0 兼5 －

－ 26 11 0 5 5 1 3 0 兼111 －

学位又は称号

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（15科目） －

卒業要件及び履修方法 授業期間等

学
科
基

盤
科
目

化学工学序論

物理化学序論

小計（2科目） －

専
門
科
目

合計（17科目） －

　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修
25単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　36単位（必修24単位　選択12単位以上）
ただし、(7)については、数学科目である常微分方程式、複素解析、ベクト
ル解析、応用数学、数値解析の中から6単位以上を、物理学科目である基礎
力学B2、基礎電磁気学C、基礎物理学演習、基礎解析力学、基礎量子力学B、
基礎統計力学から2単位以上を、それぞれ修得すること）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得する
こと
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基盤科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　47単位以上（必修33単位　選択14単位以上）
　　B群科目　3単位以上
　　C群科目　履修単位数を指定しない
　各科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ（C群科目に指定す
る選択科目を6単位まで含めることができる。）、学科専門科目で合計58単
位以上修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

森之宮キャンパス
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4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼3 －

学位又は称号

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　36単位（必修24単位　選択12単位以上）
ただし、(7)については、数学科目である常微分方程式、複素解析、ベクトル解
析、応用数学、数値解析の中から6単位以上を、物理学科目である基礎力学B2、基
礎電磁気学C、基礎物理学演習、基礎解析力学、基礎量子力学B、基礎統計力学か
ら2単位以上を、それぞれ修得すること）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基盤科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　47単位以上（必修33単位　選択14単位以上）
　　B群科目　3単位以上
　　C群科目　履修単位数を指定しない
　各科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ（C群科目に指定する選択
科目を6単位まで含めることができる。）、学科専門科目で合計58単位以上修得す
ること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

－

学
科
専
門
科

目
C
群

生物化学基礎

バイオテクノロジー概論

分子生物学

専
門
科
目

合計（3科目） －

　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

杉本キャンパス

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2前 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2前 2 ○ 兼4

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

生物学実験A 2後 2 ○ 兼9

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 2 28 0 0 0 0 0 0 兼67 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 1 兼5

－ 2 0 0 0 0 1 0 0 兼5 －

3前 4 ○ 5 6 1 3 共同

3後 4 ○ 5 6 1 3 共同

4前 3 ○ 5 6 1 3

4後 3 ○ 5 6 1 3

2前 1 ○ 5 6 1 3 共同

2前 2 ○ 2

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 1

3前 2 ○ 2 3

3後 2 ○ 2 3

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

小計（25科目） － 33 22 0 5 6 1 3 0 兼1 －

2後 1 ○ 1 2

2後 1 ○ 2

3前 1 ○ 2

4前 1 ○ 5 5 1 3

小計（4科目） － 0 4 0 5 5 1 3 0 0 －

備考

小計（15科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

外
国
語
科

目 University English 3A

University English 3B

小計（2科目） －

基
礎
教
育
科
目

基
幹
教
育
科
目

専
門
科
目

－

無機化学序論

小計（1科目） －

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

化学工学実験1

学
部
共
通
科
目

学
科
基

盤
科
目

移動速度論2

移動速度論3

化学工学熱力学

拡散分離工学1

拡散分離工学2

反応工学1

化学工学実験2

化学工学卒業研究A

化学工学卒業研究B

化学装置設計

プロセス設計

学
科
専
門
科
目

B
群

化学工学特殊講義

化工物理化学

化工有機化学

化工分析化学

学
科
専
門
科
目
A
群

ケミカルエンジニアリングプラクティス

化学工学量論

移動速度論1

反応工学2

生物化学工学

粉体工学1

粉体工学2

プロセス制御工学

プロセスシステム工学

－

化学工学数学演習

化学工学演習1

化学工学演習2

化学工学英語演習

－

中百舌鳥キャンパス

6
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修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4後 2 ○ 兼2 オムニバス

4前 2 ○ 兼2

4後 2 ○ 兼2

4前 2 ○ 兼2

小計（7科目） － 0 14 0 0 0 0 0 0 兼15 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 37 48 8 5 6 1 3 0 兼25 －

－ 41 76 8 5 6 1 3 0 兼147 －

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目
C
群

教
職
科
目

小計（46 科目）

機器分析学

－

小計（4科目） －

－

機械材料力学1

電気化学A

高分子化学1

固体物性1

構造材料科学

材料化学1

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　36単位（必修24単位　選択12単位以上）
ただし、(7)については、数学科目である常微分方程式、複素解析、ベクトル解
析、応用数学、数値解析の中から6単位以上を、物理学科目である基礎力学B2、
基礎電磁気学C、基礎物理学演習、基礎解析力学、基礎量子力学B、基礎統計力学
から2単位以上を、それぞれ修得すること）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり履修し、上記1(7)と合わせて102単位以上修得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)学科基盤科目　6単位（必修6単位）
　(3)学科専門科目
　　A群科目　47単位以上（必修33単位　選択14単位以上）
　　B群科目　3単位以上
　　C群科目　履修単位数を指定しない
　各科目群中より履修を指定する単位数を満たしたうえ（C群科目に指定する選
択科目を6単位まで含めることができる。）、学科専門科目で合計58単位以上修
得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（63科目） －

　学士（工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

卒業要件及び履修方法 授業期間等

学位又は称号

7
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自
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講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 2後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学1 2前 2 ○ 兼6

生物学2 2後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2前・後 2 ○ 兼9

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

情報システム概論 2前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 24 41 0 0 0 0 0 0 兼139 －

2前 2 ○ 兼3

2後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前 2 ○ 5
オムニバス・
共同（一部）

1後 2 ○ 1 兼6

2前 2 ○ 2 兼4

－ 6 0 0 5 3 0 0 0 兼10 －

2後 2 ○ 7 3 共同

3前 2 ○ 7 3 共同

3後 2 ○ 7 3 共同

4前 3 ○ 5 7 3

4後 3 ○ 5 7 3

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 2

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

小計（5科目） －

－

導
入
科
目

専
門
科
目

A
群
科
目

エンジニアのための経済学

工学倫理

環境倫理

工学部インターンシップ

－

基
幹
教
育
科
目

小計（31科目）

マテリアル工学英語基礎

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学部 マテリアル工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

マテリアル工学実験3

マテリアル工学卒業研究B

材料物理化学基礎

小計（3科目）

マテリアル工学卒業研究A

物理化学序論

マテリアル工学概論

初等結晶学

マテリアル工学実験1

材料化学基礎

マテリアル工学実験2

無機化学序論

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部 マテリアル工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 2

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 2 1

3後 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 2

－ 14 36 0 5 7 0 3 0 0 －

2後 1 ○ 2 1

3前 1 ○ 3

3後 1 ○ 2

3後 1 ○ 3

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 2 0 3 0 兼2 －

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

3前 2 ○ 兼5

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼14 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

小計（48科目） － 22 64 8 5 7 0 3 0 兼32 －

－ 46 105 8 5 7 0 3 0 兼169 －

専
門
科
目

A
群
科
目

B
群
科
目

－

合計（79科目）

熱・統計力学

C
群
科
目

－

小計（6科目） －

ナノエレクトロニクス

マテリアル工学特殊講義2

機械材料力学1

電気化学A

－

－

材料強度2

材料化学1

材料物理化学1

初等量子論

材料物理化学2

材料強度1

構造材料科学

－

マテリアル工学演習1

小計（6科目）

小計（4科目）

高分子材料工学

固体物性2

無機構造論

マテリアル工学演習2

教
職
科
目

マテリアル工学基礎演習

材料設計・制御

機能材料科学

小計（24科目）

マテリアル工学英語演習

プロセス制御工学

触媒化学

マテリアル工学特殊講義1

固体物性1

材料プロセス

材料化学2

2
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授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部 マテリアル工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

授業期間等卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野   工学関係

2学期

15週

90分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修25
単位選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり66単位以上履修し、上記1(7)と合わせて96単位以上修
得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)導入科目　6単位（必修6単位）
　(3)専門科目　以下科目群から指定の単位以上
　　A群科目　46単位以上（必修14単位、選択32単位以上）
　　B群科目　6単位以上（選択6単位以上）
　　C群科目　履修単位数を指定しない

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1B 1前 4 ○ 兼24

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2B 1後 4 ○ 兼23

基礎力学B1 1後 2 ○ 兼8

基礎物理学実験1B 1後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 22 3 0 0 0 0 0 0 兼89 －

1前 2 ○ 5
オムニバス・
共同（一部）

1後 2 ○ 1 兼6

－ 4 0 0 5 1 0 0 0 兼6 －

－ 26 3 0 5 1 0 0 0 兼95 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修25
単位選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり66単位以上履修し、上記1(7)と合わせて96単位以上修
得すること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)導入科目　6単位（必修6単位）
　(3)専門科目　以下科目群から指定の単位以上
　　A群科目　46単位以上（必修14単位、選択32単位以上）
　　B群科目　6単位以上（選択6単位以上）
　　C群科目　履修単位数を指定しない

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（13科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野   工学関係

専
門
科
目

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

小計（11科目） －

導
入
科
目

マテリアル工学概論

物理化学序論

小計（2科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 マテリアル工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3後 2 ○ 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1 －

専
門

科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 マテリアル工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

C
群

科
目

高分子材料工学

小計（1科目）

合計（1科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野   工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修25単位
選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり66単位以上履修し、上記1(7)と合わせて96単位以上修得す
ること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)導入科目　6単位（必修6単位）
　(3)専門科目　以下科目群から指定の単位以上
　　A群科目　46単位以上（必修14単位、選択32単位以上）
　　B群科目　6単位以上（選択6単位以上）
　　C群科目　履修単位数を指定しない

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

杉本キャンパス

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

ベクトル解析 2前 2 ○ 兼20

応用数学 2後 2 ○ 兼22

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

基礎力学B2 2前 2 ○ 兼7

基礎電磁気学C 2前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学A 2後 2 ○ 兼2

基礎統計力学 2前 2 ○ 兼1

基礎解析力学 2後 2 ○ 兼1

基礎物理学演習 2前 2 ○ 兼3

応用物理学実験 2後 2 ○ 兼4

基礎有機化学 2後 2 ○ 兼8

生物学1 2前 2 ○ 兼6

生物学2 2後 2 ○ 兼7

生物学実験A 2前・後 2 ○ 兼9

情報システム概論 2前・後 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 2 38 0 0 0 0 0 0 兼88 －

2前 2 ○ 兼3

2後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 2 兼4

－ 2 0 0 0 2 0 0 0 兼4 －

2後 2 ○ 7 3 共同

3前 2 ○ 7 3 共同

3後 2 ○ 7 3 共同

4前 3 ○ 5 7 3

4後 3 ○ 5 7 3

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 2

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 2

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 2 1

3後 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 2

－ 14 36 0 5 7 0 3 0 0 －

外
国
語
科
目

英
語
科
目

University English 3A

University English 3B

小計（2科目） －

基
礎
教
育
科
目

専
門
科
目

A
群
科
目

材料強度1

材料化学1

材料物理化学1

学
部
共
通
科
目

導
入

科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

－

無機化学序論

小計（1科目） －

材料化学基礎

マテリアル工学英語基礎

熱・統計力学

初等量子論

材料設計・制御

マテリアル工学実験2

マテリアル工学実験3

マテリアル工学卒業研究A

マテリアル工学卒業研究B

初等結晶学

材料物理化学基礎

小計（5科目）

マテリアル工学実験1

－

固体物性1

材料プロセス

機能材料科学

材料強度2

材料化学2

材料物理化学2

固体物性2

無機構造論

構造材料科学

小計（24科目）

備考

小計（20科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 マテリアル工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

基
幹
教
育
科
目

中百舌鳥キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 マテリアル工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2後 1 ○ 2 1

3前 1 ○ 3

3後 1 ○ 2

3後 1 ○ 3

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 2 0 3 0 兼2 －

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

3前 2 ○ 兼5

2前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼13 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 18 62 8 5 7 0 3 0 兼24 －

－ 22 100 8 5 7 0 3 0 兼167 －

－

小計（4科目） －

マテリアル工学特殊講義1

マテリアル工学特殊講義2

小計（6科目） －

90分

－

触媒化学

電気化学A

プロセス制御工学

機械材料力学1

教
職
科
目

小計（45科目）

合計（67科目） －

学位又は称号 　学士（工学） 学位又は学科の分野   工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修25単位
選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修24単位　選択6単位）

2．専門科目
　次の(1)～(3)のとおり66単位以上履修し、上記1(7)と合わせて96単位以上修得す
ること
　(1)学部共通科目　2単位以上（必修2単位）
　(2)導入科目　6単位（必修6単位）
　(3)専門科目　以下科目群から指定の単位以上
　　A群科目　46単位以上（必修14単位、選択32単位以上）
　　B群科目　6単位以上（選択6単位以上）
　　C群科目　履修単位数を指定しない

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

専
門
科
目

B
群
科
目

C
群
科
目

ナノエレクトロニクス

小計（5科目）

マテリアル工学基礎演習

マテリアル工学演習1

マテリアル工学英語演習

マテリアル工学演習2

7



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

－ 0 16 0 兼52 －

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

入門物理学1 1前 2 ○ 兼2

入門物理学2 1後 2 ○ 兼2

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

－ 0 14 0 兼21 －

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学A 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 0 10 0 兼29 －

基礎物理学実験1A 1後 3 ○ 兼2

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1後 2 ○ 兼5

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 4 6 0 兼25 －

－ 4 46 0 兼119 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1後 2 ○ 1 兼6

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 2 2 0 0 0 兼7 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 1 2 0 0 0 －

専
門
科
目

数
学
系
科
目
群

物
理
・
地
学
系
科
目
群

化
学
・
生
物
・

情
報
系
科
目
群

小計（25科目） －

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

小計（8科目） －

小計（7科目） －

実
験
系
科
目
群

学
部
共
通
科
目

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目）

有
機
・
高
分
子
系
科
目

－

有機化学1B

物
理
化
学
・
化
学
工
学
系

科
目

物理化学序論

物理化学1B

高分子材料工学

高分子化学

機能材料化学

小計（6科目）

－小計（5科目）

物理化学2B

電気化学B

化学工学

応用物理化学

量子化学B

小計（7科目）

有機化学2B

生物有機化学

－

小計（5科目） －

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 10 0 3 1 1 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 兼3

－ 0 12 0 2 2 0 0 0 兼3 －

2前 2 ○ 1 兼5

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 4 1 0 0 0 兼5 －

2前 2 ○ 1

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼5

4前 2 ○ 兼2

4前 2 ○ 兼2

－ 0 14 0 1 0 0 0 0 兼14 －

2前 2 〇 11 5 2 兼1

3前 3 ○ 6 2 1

3後 3 ○ 5 3 1

3後 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 5 3 1

－ 8 2 0 11 5 2 0 0 兼1 －

4前 3 ○ 11 5 2 兼1

4後 3 ○ 11 5 2 兼1

－ 6 0 0 11 5 2 0 0 兼1 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 16 84 8 11 5 2 0 0 兼32 －

－ 20 130 8 11 5 2 0 0 兼151 －

－

卒
業

研
究

化学バイオ工学卒業研究A

化学バイオ工学卒業研究B

小計（2科目） －

小計（53科目） －

実
験
・
演
習
系

科
目

化学バイオ工学演習

化学バイオ工学実験A

化学演習

バイオ英語演習

小計（5科目）

教
職
科
目

小計（4科目） －

合計（78科目） －

化学バイオ工学実験B

専
門
科
目

細胞工学

展開バイオ工学

小計（6科目）

分析化学B

無
機
・
分
析
系
科
目

分子生物学

細胞生物学

生化学1

生化学2

小計（5科目） －

－

無機化学序論

無機化学1

材料化学1

無機化学2

物理分析化学

バイオ工学実験法

小計（6科目）

工
学
系
科
目

生
物
化
学
系
科
目

生物化学基礎

－

生
物
工
学
系
科
目

バイオテクノロジー概論

生物化学工学基礎

産業微生物学

実践生物化学工学

化学バイオ工学論

触媒化学

環境化学

拡散分離工学1

プロセス制御工学

固体物性1

小計（7科目） －

2
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義

演
　
習

実
験
・
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習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は学科の分野 　工学関係学位又は称号

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）
　　　ただし、下記の科目群から指定の単位数を修得すること。
　　　数学系科目群　　　　　　　4単位以上
　　　物理・地学系科目群　　　　4単位以上
　　　化学・生物・情報系科目群　6単位以上
　　　実験科目群　　　　　　　　6単位以上

2．専門科目
　64単位以上（必修16単位を含む）修得すること。ただし、下記(1)～(7)の科
目群から指定の単位数を修得すること。基礎教育科目または専門科目から8単
位以上修得し、基礎教育科目と専門科目合わせて102単位以上修得すること
　　(1)物理化学・化学工学系科目群　4単位以上
　　(2)有機・高分子系科目群　　　　4単位以上
　　(3)生物化学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(4)生物工学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(5)無機・分析系科目群　　　　　4単位以上
　　(6)工学系科目群　　　　　　　　2単位以上
　　(7)実験・演習系科目群　　　　　9単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

　学士(工学)

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

微積分1A 1前 2 ○ 兼26

微積分2 1後 2 ○ 兼33

線形代数1 1前 2 ○ 兼30

線形代数2A 1後 2 ○ 兼28

－ 0 8 0 兼45 －

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前 2 ○ 兼7

入門物理学1 1前 2 ○ 兼2

入門物理学2 1後 2 ○ 兼2

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

－ 0 10 0 兼13 －

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

生物学1 1前 2 ○ 兼6

プログラミング入門A 1後 2 ○ 兼12 ※講義

－ 0 6 0 兼26 －

基礎物理学実験1A 1後 3 ○ 兼2

基礎化学実験 1前 2 ○ 兼10

生物学実験A 1後 2 ○ 兼9

生物学実験B 1後 2 ○ 兼5

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 4 6 0 兼25 －

－ 4 30 0 兼101 －

物理化学序論 1後 2 ○ 1 兼6

小計（1科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼6 －

－ 4 32 0 1 0 0 0 0 兼107 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

数
学
系
科
目
群 小計（4科目） －

物
理
・
地
学
系
科

目
群

小計（5科目） －

－

小計（17科目） －

化
学
・
生

物
・
情
報
系

科
目
群

小計（3科目） －

実
験
系
科
目
群

小計（5科目） －

物
理
化
学
・

化
学
工
学
系

科
目

合計（18科目） －

専
門
科
目

森之宮キャンパス

4
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助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 　学士(工学) 学位又は学科の分野 　工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）
　　　ただし、下記の科目群から指定の単位数を修得すること。
　　　数学系科目群　　　　　　　4単位以上
　　　物理・地学系科目群　　　　4単位以上
　　　化学・生物・情報系科目群　6単位以上
　　　実験科目群　　　　　　　　6単位以上

2．専門科目
　64単位以上（必修16単位を含む）修得すること。ただし、下記(1)～(7)の科目
群から指定の単位数を修得すること。基礎教育科目または専門科目から8単位以上
修得し、基礎教育科目と専門科目合わせて102単位以上修得すること
　　(1)物理化学・化学工学系科目群　4単位以上
　　(2)有機・高分子系科目群　　　　4単位以上
　　(3)生物化学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(4)生物工学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(5)無機・分析系科目群　　　　　4単位以上
　　(6)工学系科目群　　　　　　　　2単位以上
　　(7)実験・演習系科目群　　　　　9単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

常微分方程式 2前 2 ○ 兼23

複素解析 2後 2 ○ 兼21

数値解析 2後 2 ○ 兼21

確率統計 2後 2 ○ 兼22

－ 0 8 0 兼31 －

基礎熱力学 2前 2 ○ 兼7

基礎量子力学B 2前 2 ○ 兼2

－ 0 4 0 兼8 －

生物学A 2前 2 ○ 兼2

データベースと情報検索 2後 2 ○ 兼1 ※演習

－ 0 4 0 兼3 －

－ 2 16 0 兼42 －

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼3

3通 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼1

－ 2 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 〇 兼1

－ 0 12 0 2 2 0 0 0 兼1 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 1 2 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 10 0 3 1 1 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 兼3

－ 0 12 0 2 2 0 0 0 兼3 －

2前 2 ○ 1 兼5

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 4 1 0 0 0 兼5 －

化
学
・

生
物
・

情
報
系

科
目
群

小計（2科目） －

備考

基
礎
教
育
科
目

数
学
系
科
目
群

小計（4科目） －

物
理
・

地
学
系

科
目
群

小計（2科目） －

小計（10科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

工学倫理

環境倫理

エンジニアのためのキャリアデザイン/経営論

工学部インターンシップ

エンジニアのための経済学

小計（5科目） －

物
理
化
学
・
化
学
工
学

系
科
目

物理化学1B

物理化学2B

電気化学B

化学工学

応用物理化学

量子化学B

小計（6科目） －

有機化学1B

有機化学2B

生物有機化学

有
機
・
高
分
子
系
科
目

専
門
科
目

－

無
機
・
分
析
系
科
目

無機化学序論

無機化学1

分析化学B

無機化学2

物理分析化学

バイオ工学実験法

小計（6科目） －

生
物
工
学
系
科
目

バイオテクノロジー概論

生物化学工学基礎

産業微生物学

実践生物化学工学

細胞工学

展開バイオ工学

学
部
共
通
科
目

小計（6科目）

高分子材料工学

高分子化学

機能材料化学

小計（6科目） －

生
物
化
学
系
科
目

生物化学基礎

生化学1

生化学2

分子生物学

細胞生物学

小計（5科目） －

外
国
語
科
目

英
語
科
目

University English 3A

University English 3B

小計（2科目） －

基
幹
教
育
科
目

杉本キャンパス

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
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師
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教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2前 2 ○ 1

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 0 －

2前 2 〇 11 5 2 兼1

3前 3 ○ 6 2 1

3後 3 ○ 5 3 1

3後 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 5 3 1

－ 8 2 0 11 5 2 0 0 兼1 －

4前 3 ○ 11 5 2 兼1

4後 3 ○ 11 5 2 兼1

－ 6 0 0 11 5 2 0 0 兼1 －

理科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 16 70 8 11 5 2 0 0 兼14 －

－ 18 86 8 11 5 2 0 0 兼56 －

小計（1科目）

卒
業

研
究

化学バイオ工学卒業研究A

化学バイオ工学卒業研究B

小計（2科目） －

教
職
科
目

小計（4科目） －

－

実
験
・
演
習
系

科
目

化学バイオ工学演習

化学バイオ工学実験A

化学バイオ工学実験B

化学演習

バイオ英語演習

小計（5科目） －

工
学

系
科

目 化学バイオ工学論

90分

小計（46科目） －

合計（56科目） －

学位又は称号 　学士(工学) 学位又は学科の分野 　工学関係

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選
択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）
　　　ただし、下記の科目群から指定の単位数を修得すること。
　　　数学系科目群　　　　　　　4単位以上
　　　物理・地学系科目群　　　　4単位以上
　　　化学・生物・情報系科目群　6単位以上
　　　実験科目群　　　　　　　　6単位以上

2．専門科目
　64単位以上（必修16単位を含む）修得すること。ただし、下記(1)～(7)の科目群か
ら指定の単位数を修得すること。基礎教育科目または専門科目から8単位以上修得
し、基礎教育科目と専門科目合わせて102単位以上修得すること
　　(1)物理化学・化学工学系科目群　4単位以上
　　(2)有機・高分子系科目群　　　　4単位以上
　　(3)生物化学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(4)生物工学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(5)無機・分析系科目群　　　　　4単位以上
　　(6)工学系科目群　　　　　　　　2単位以上
　　(7)実験・演習系科目群　　　　　9単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

4後 2 ○ 兼3 オムニバス

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼5

4前 2 ○ 兼2

4前 2 ○ 兼2

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼14 －

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼14 －

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部 化学バイオ工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

工
学
系
科
目

触媒化学

環境化学

拡散分離工学1

プロセス制御工学

材料化学1

固体物性1

小計（6科目）

専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、131単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選
択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　30単位（必修4単位　選択26単位）
　　　ただし、下記の科目群から指定の単位数を修得すること。
　　　数学系科目群　　　　　　　4単位以上
　　　物理・地学系科目群　　　　4単位以上
　　　化学・生物・情報系科目群　6単位以上
　　　実験科目群　　　　　　　　6単位以上

2．専門科目
　64単位以上（必修16単位を含む）修得すること。ただし、下記(1)～(7)の科目群か
ら指定の単位数を修得すること。基礎教育科目または専門科目から8単位以上修得
し、基礎教育科目と専門科目合わせて102単位以上修得すること
　　(1)物理化学・化学工学系科目群　4単位以上
　　(2)有機・高分子系科目群　　　　4単位以上
　　(3)生物化学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(4)生物工学系科目群　　　　　　4単位以上
　　(5)無機・分析系科目群　　　　　4単位以上
　　(6)工学系科目群　　　　　　　　2単位以上
　　(7)実験・演習系科目群　　　　　9単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（6科目） －

学位又は称号 　学士(工学) 学位又は学科の分野 　工学関係

中百舌鳥キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼20

1後 2 ○ 兼19

1前 2 ○ 兼24

1後 2 ○ 兼27

1前 2 ○ 兼4

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1後 2 ○ 兼8

1後 2 ○ 兼10

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼5

1前・後 1 ○ 兼3

－ 8 21 0 0 0 0 0 0 兼80 -
1前 2 ○ 4 1 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 4 1 0 0 0 兼10 －

1後 2 ○ 2 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 2 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 2 オムニバス

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

－ 20 0 0 6 3 3 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

バイオインフォマティクス演習 2後 2 ○ 1

フィールド実習A 2前 2 ○ 3 3 1
オムニバス・
共同（一部）

フィールド実習B 2後 2 ○ 1 3 3 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学概論 3前 2 ○ 7 8 5 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学英語 3後 1 ○ 7 8 5 1 共同

応用生物科学基礎実験A 2前 3 ○ 2 2 1 オムニバス

応用生物科学基礎実験B 2後 3 ○ 2 3 2 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学基礎実験C 3前 4 ○ 1 5 2 オムニバス

応用生物科学課題研究 3後 4 ○ 7 8 5 1 共同※演習

応用生物科学卒業研究 4通 8 ○ 7 8 5 1 共同※演習

バイオエコノミー論 2前 2 ○ 6 1
オムニバス・
共同（一部）

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基礎有機化学

－

生物学1 

別記様式第２号（その２の１）

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基礎化学実験

基
礎
教
育
科
目
	

数学1

数学2

統計学基礎1

統計学基礎2

基礎力学C

基礎電磁気学C

基礎物理学実験1B

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基礎無機・物理化学

生物学実験A 

地球学入門

プログラミング入門B

地球学実験C

－

－

小計（15科目）

代謝有機化学

学
部
共
通
科
目

農学概論

小計（1科目）

学
科
基
礎
科
目

基礎生命科学　

細胞分子生物学A

生化学

植物生理学

基礎微生物学

遺伝学

ゲノム生物学

細胞分子生物学B

小計（10科目）

分析化学

生物統計学演習

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

植物病理学 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

基礎動物生理学 2後 2 ○ 兼1

植物育種学 3前 2 ○ 1

土壌・植物栄養学 3前 2 ○ 1

機能ゲノム科学 3前 2 ○ 2 オムニバス

作物学 3前 2 ○ 1

植物発生学 3前 2 ○ 1

食品機能成分学 3前 2 ○ 1

植物保護学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

食料安全科学 3後 2 ○ 1

HACCPシステム論 3後 2 ○ 1

園芸生産学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1 集中

2通 1 ○ 1 兼1
オムニバス
集中

2前 2 ○ 1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

応用生物科学インターンシップ 3通 1 ○ 7 共同

－ 33 40 0 7 8 5 1 0 兼7 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1 　

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 〇 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 63 61 16 7 8 5 1 0 101 －

学
科
専
門
科
目

植物生態学

小計（7科目） －

バイオインダストリー論

小計（33科目） －

栽培管理学

環境動物昆虫学

食品衛生科学

食料流通論

植物工場科学

バイオビジネス論

教
職
科
目

－合計（66科目）

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選
択5単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修8単位　選択8単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修63単位　選択
37単位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修20単位
　(3)学科専門科目　必修33単位
　(4)学科専門科目の選択科目から29単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士 (農学) 学位又は学科の分野 　農学関係

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼20

1後 2 ○ 兼19

1前 2 ○ 兼24

1後 2 ○ 兼27

1前 2 ○ 兼4

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1後 2 ○ 兼8

1後 2 ○ 兼10

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼5

1前・後 1 ○ 兼3

－ 8 21 0 0 0 0 0 0 兼80 -
1前 2 ○ 4 1 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 4 1 0 0 0 兼10 －

1後 2 ○ 2 オムニバス

－ 2 0 0 2 0 0 0 0 0 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 2 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 12 21 2 6 1 0 0 0 兼91 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

生物学実験A 

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目
	

数学1

数学2

統計学基礎1

統計学基礎2

基礎力学C

基礎電磁気学C

基礎物理学実験1B

基礎無機・物理化学

基礎有機化学

基礎化学実験

生物学1 

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

農学概論

小計（1科目）

地球学入門

プログラミング入門B

地球学実験C

小計（15科目） －

－

学
科
基
礎
科
目

基礎生命科学　

教
職
科
目 小計（1科目） －

－小計（1科目）

合計（18科目） －

森之宮キャンパス
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必
　
修

選
　
択
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由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士 (農学) 学位又は学科の分野 　農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選
択5単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修8単位　選択8単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修63単位　選択
37単位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修20単位
　(3)学科専門科目　必修33単位
　(4)学科専門科目の選択科目から29単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 ー

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 2 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 2 オムニバス

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

－ 18 0 0 6 3 3 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

バイオインフォマティクス演習 2後 2 ○ 1

フィールド実習A 2前 2 ○ 3 3 1
オムニバス・
共同（一部）

フィールド実習B 2後 2 ○ 1 3 3 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学概論 3前 2 ○ 7 8 5 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学英語 3後 1 ○ 7 8 5 1 共同

応用生物科学基礎実験A 2前 3 ○ 2 2 1 オムニバス

応用生物科学基礎実験B 2後 3 ○ 2 3 2 1
オムニバス・
共同（一部）

応用生物科学基礎実験C 3前 4 ○ 1 5 2 オムニバス

応用生物科学課題研究 3後 4 ○ 7 8 5 1 共同※演習

応用生物科学卒業研究 4通 8 ○ 7 8 5 1 共同※演習

バイオエコノミー論 2前 2 ○ 6 1
オムニバス・
共同（一部）

植物病理学 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

基礎動物生理学 2後 2 ○ 兼1

植物育種学 3前 2 ○ 1

土壌・植物栄養学 3前 2 ○ 1

機能ゲノム科学 3前 2 ○ 2 オムニバス

作物学 3前 2 ○ 1

植物発生学 3前 2 ○ 1

食品機能成分学 3前 2 ○ 1

植物保護学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

食料安全科学 3後 2 ○ 1

HACCPシステム論 3後 2 ○ 1

園芸生産学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1 集中

学
科
専
門
科
目

－

基
幹
教
育
科
目

University English 3A

University English 3B

小計（2科目）

外
国
語
科
目

英
語
科
目

学
科
基
礎
科
目

細胞分子生物学A

生化学

専
門
科
目

遺伝学

代謝有機化学

ゲノム生物学

分析化学

細胞分子生物学B

植物生理学

基礎微生物学

栽培管理学

環境動物昆虫学

植物生態学

食品衛生科学

生物統計学演習

小計（9科目）

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

中百舌鳥キャンパス
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手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部応用生物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2通 1 ○ 1 兼1
オムニバス
集中

2前 2 ○ 1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

応用生物科学インターンシップ 3通 1 ○ 7 共同

－ 33 40 0 7 8 5 1 0 兼7 －

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1 　

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 〇 兼1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 53 40 14 7 8 5 1 0 兼65 －

学
科
専
門
科
目

専
門
科
目

小計（6科目）

バイオインダストリー論

バイオビジネス論

食料流通論

小計（33科目） －

植物工場科学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選択5
単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修8単位　選択8単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修63単位　選択37単
位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修20単位
　(3)学科専門科目　必修33単位
　(4)学科専門科目の選択科目から29単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士 (農学) 学位又は学科の分野 　農学関係

合計（50科目） －

－

教
職
科
目

7



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講

師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼20

1後 2 ○ 兼19

1前 2 ○ 兼24

1後 2 ○ 兼27

1前 2 ○ 兼4

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1後 2 ○ 兼8

1後 2 ○ 兼10

1前 2 ○ 兼6

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼9

1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 10 19 0 0 0 0 0 兼79 －

1前 2 ○ 5 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 5 0 0 0 兼10 －

1後 2 ○ 2 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 オムニバス

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 18 8 0 6 4 1 0 兼1 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格A４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地球学入門

小計（15科目）

統計学基礎2

基礎力学C

基礎電磁気学C

基礎物理学実験1B

基礎無機・物理化学

基礎有機化学

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

生化学1

生化学2

微生物学1

微生物学2

生物物理化学1

生物物理化学2

－

学
部
共
通
科
目

農学概論

小計（1科目） －

学
科
基
礎
科
目

－

基
礎
教
育
科
目

数学1

数学2

統計学基礎1

基礎化学実験

生物学1

生物学2

生物学実験A

有機化学1

有機化学2

生物統計学演習

生物無機化学

酵素化学

細胞生物学

分子生物学

小計（13科目）

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講

師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 8 9 3
オムニバス・
共同（一部）

2前 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 1 共同

2前 2 ○ 2 共同

2後 2 ○ 1 1 共同

2後 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 2 共同

3前 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 1 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 2 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 兼1 集中

3前 1 ○ 兼1 集中

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 オムニバス

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 兼1 集中

3通 1 ○ 8 共同

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 8 9 3 共同

4後 1 ○ 8 9 3 共同

4通 8 ○ 8 9 3
共同
※演習

－ 32 41 0 8 9 3 0 兼7 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 〇 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 兼3 －

合計（73科目） － 62 68 16 8 9 3 0 兼99 －

有機合成化学実験

バイオインフォマティクス基礎実習

生化学実験

糖質科学
学
科
専
門
科
目

食品化学

構造生物学

生命機能化学概論

生物有機化学実験

生物物理化学実験

発酵微生物学実験

応用微生物学実験

食品化学実験

栄養生化学

生命機能化学特殊講義A

生命機能化学特殊講義B

応用微生物学

生物制御化学

食品製造学

生物環境化学

生物代謝制御学

食品衛生学

発酵生理学

天然物化学

応用酵素学

教
職
科
目

小計（7科目） －

生命機能化学インターンシップ

バイオビジネス論

バイオインダストリー論

土壌・植物栄養学

循環型社会システム論

生命機能化学科学英語A

専
門
科
目

生命機能化学科学英語B

生命機能化学卒業研究

小計（37科目） －

－

分子生物学実験

有機構造解析学

生物資源利用学

生体分子合成法

分子遺伝学

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講

師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士(農学） 学位又は学科の分野 農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～（6）のとおり履修し、30単位以上（必修25
単位選択5単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位　選択6単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修62単位
選択38単位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修18単位
　(3)学科専門科目　必修32単位
　(4)学科基礎科目・学科専門科目の選択科目から32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼20

1後 2 ○ 兼19

1前 2 ○ 兼24

1後 2 ○ 兼27

1前 2 ○ 兼4

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 兼9

1後 2 ○ 兼8

1後 2 ○ 兼10

1前 2 ○ 兼6

1後 2 ○ 兼7

1前 2 ○ 兼9

1前 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 10 19 0 0 0 0 0 0 兼79 －

1前 2 ○ 5 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 5 0 0 0 0 兼10 －

1後 2 ○ 2 オムニバス

－ 2 0 0 2 0 0 0 0 0 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 2 0 0 0 0 0 兼1 －

合計（18科目） － 14 19 2 6 0 0 0 0 兼90 －

教
職
科
目 小計（1科目） －

－

生物学実験A

地球学入門

小計（15科目）

小計（1科目）

小計（1科目）

－

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

農学概論

学
科
基
礎
科
目

生化学1

－

－

生物学2

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

数学1

数学2

統計学基礎1

統計学基礎2

基礎力学C

基礎電磁気学C

基礎物理学実験1B

基礎無機・物理化学

基礎有機化学

基礎化学実験

生物学1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格A４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～（6）のとおり履修し、30単位以上（必修25
単位選択5単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位　選択6単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修62単位
選択38単位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修18単位
　(3)学科専門科目　必修32単位
　(4)学科基礎科目・学科専門科目の選択科目から32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号 学士(農学） 学位又は学科の分野 農学関係

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 16 8 0 6 4 1 1 0 兼1 －

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 8 9 2 3
オムニバス・
共同（一部）

2前 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 1 1 共同

2前 2 ○ 2 共同

2後 2 ○ 1 1 共同

2後 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 2 共同

3前 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 2 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 兼1 集中

3前 1 ○ 兼1 集中

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 オムニバス

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 兼1 集中

3通 1 ○ 8 共同

学
科
専
門
科
目

専
門
科
目

学
科
基
礎
科
目

食品化学実験

応用微生物学

有機構造解析学

天然物化学

応用酵素学

生物制御化学

食品製造学

生物環境化学

生物代謝制御学

食品衛生学

生命機能化学インターンシップ

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目

University English 3A

University English 3B

分子生物学実験

生命機能化学特殊講義A

生命機能化学特殊講義B

発酵生理学

構造生物学

生命機能化学概論

生物有機化学実験

生物物理化学実験

有機合成化学実験

バイオインフォマティクス基礎実習

生化学実験

発酵微生物学実験

応用微生物学実験

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格A４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

小計（2科目） －

生物資源利用学

生体分子合成法

分子遺伝学

糖質科学

栄養生化学

小計（12科目） －

食品化学

分子生物学

生化学2

微生物学1

微生物学2

生物物理化学1

生物物理化学2

有機化学1

有機化学2

生物統計学演習

生物無機化学

酵素化学

細胞生物学

中百⾆⿃キャンパス

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部生命機能化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 8 9 2 3 共同

4後 1 ○ 8 9 2 3 共同

4通 8 ○ 8 9 2 3
共同
※演習

－ 32 41 0 8 9 2 3 0 兼7 －

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1 　

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 〇 兼1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 50 49 14 8 9 2 3 0 兼66 －

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～（6）のとおり履修し、30単位以上（必修25単位
選択5単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　16単位以上（必修10単位　選択6単位以上）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、100単位以上（必修62単位　選択
38単位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修18単位
　(3)学科専門科目　必修32単位
　(4)学科基礎科目・学科専門科目の選択科目から32単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

生命機能化学卒業研究

小計（37科目） －

合計（57科目） －

学位又は称号 学士(農学） 学位又は学科の分野 農学関係

小計（6科目） －

生命機能化学科学英語B

バイオビジネス論

バイオインダストリー論

土壌・植物栄養学

循環型社会システム論

生命機能化学科学英語A

教
職
科
目

7



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

数学1 1前 2 ○ 兼20

数学2 1後 2 ○ 兼19

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1後 2 ○ 兼7

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

統計学基礎1 1前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1後 2 ○ 兼27

地球学入門 1後 2 ○ 兼2

生物学実験A 1前 2 ○ 兼9

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 10 19 0 0 0 0 0 0 兼79 －

農学概論 1前 2 〇 5 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 5 0 0 0 0 兼10 －

自然環境保全論（環境倫理を含む） 1後 2 ○ 1 2 オムニバス

緑地環境科学実習演習入門A 1前 2 ○ 7 2 3 共同

緑地環境科学実習演習入門B 1後 2 ○ 6 2 1 共同

植物形態分類学 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

植物生態学 2前 2 ○ 1

植物環境生理学 2前 2 ○ 1

気象学 2前 2 ○ 1

計測工学 2前 2 ○ 1

地盤工学 2前 2 ○ 1

緑地学原論 2前 2 ○ 1

動物形態分類学 2後 2 ○ 1

動物生態学 2後 2 ○ 1

緑地水文学 2後 2 ○ 1

環境マネジメント論 2後 2 ○ 1

緑地環境科学英語 3後 2 ○ 9 2 4 共同

－ 30 0 0 6 9 2 4 0 0 －

測量学 2前 2 ○ 2 2 オムニバス

測量学実習 2前 2 ○ 7 1 3 共同

緑地環境科学実習演習基礎A 2前 2 ○ 4 1 2 共同※演習

緑地環境科学実習演習基礎B 2後 2 ○ 4 1 3 共同※演習

緑地環境科学実習演習応用A 3前 2 ○ 7 2 4 共同※演習

緑地環境科学実習演習応用B 3後 2 ○ 9 2 4 共同※演習

基
礎
教
育
科
目

小計（15科目） －

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目 小計（1科目） －

学
科
基
礎
科
目

小計（15科目） －

学
科
専
門
科
目

専
門
科
目

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専攻セミナー1 4前 2 ○ 7 9 2 4 共同

専攻セミナー2 4後 2 ○ 7 9 2 4 共同

緑地環境科学卒業研究 4通 8 ○ 7 9 2 4 共同※演習

環境気候学 2後 2 ○ 1

環境生態学 2後 2 ○ 1

構造力学 2後 2 ○ 1

水理学 2後 2 ○ 1

生態気象学 3前 2 ○ 1

植物環境制御学 3前 2 ○ 1

生産環境システム学 3前 2 ○ 1

生産環境管理学 3前 2 ○ 1

環境材料論 3前 2 ○ 1

環境施工法（職業倫理を含む） 3前 2 ○ 兼1

土壌物理学 3前 2 ○ 1

緑地保全学 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

環境動物昆虫学 3前 2 ○ 1

ランドスケープデザイン 3前 2 ○ 1

都市緑地計画学 3前 2 ○ 1

エコロジカルプランニング 3前 2 ○ 1

循環型社会システム論 3後 2 ○ 1

生物生産工学 3後 2 ○ 1

環境施設工学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

水環境管理学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

環境緑化学 3後 2 ○ 1

動物昆虫管理学 3後 2 ○ 1

都市環境デザイン 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

社会調査論 4前 2 ○ 1 1 集中・オムニバス

都市計画 3後 2 ○ 兼1

地域環境経済学 3後 2 ○ 兼1

緑地環境科学インターンシップ 3通 2 ○ 1 1 共同

里地里山管理学実習 4前 2 ○ 2 2 オムニバス

土壌・植物栄養学 4前 2 ○ 兼1

植物病理学 4前 2 ○ 兼2 オムニバス

－ 24 60 0 7 9 2 4 0 兼6 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 16 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 66 79 16 7 9 2 4 0 兼96 －－

学
科
専
門
科
目

小計（39科目） －

小計（7科目） －

教
職
科
目

専
門
科
目

合計（77科目）

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選択5単
位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　14単位以上（必修10単位　選択4単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、100単位以上（必修66単位　選択34単
位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修30単位
　(3)学科専門科目　必修24単位　選択30単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（農学） 学位又は学科の分野 農学関係

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

数学1 1前 2 ○ 兼20

数学2 1後 2 ○ 兼19

基礎力学C 1前 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1後 2 ○ 兼7

基礎無機・物理化学 1前 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1後 2 ○ 兼8

生物学1 1前 2 ○ 兼6

生物学2 1後 2 ○ 兼7

統計学基礎1 1前 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1後 2 ○ 兼27

地球科学入門 1後 2 ○ 兼2

生物学実験A 1前 2 ○ 兼9

基礎物理学実験1B 1前 2 ○ 兼6

基礎化学実験 1後 2 ○ 兼10

地球学実験C 1前・後 1 ○ 兼3

－ 10 19 0 0 0 0 0 0 兼79 －

農学概論 1前 2 〇 5 兼10 オムニバス

－ 2 0 0 5 0 0 0 0 兼10 －

自然環境保全論（環境倫理を含む） 1後 2 ○ 1 2 オムニバス

－ 2 0 0 1 2 0 0 0 －

理科教育法1A 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 0 2 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 14 19 2 5 2 0 0 0 兼90 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

小計（15科目） －

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目 小計（1科目） －

学
科
基
礎
科
目 小計（1科目） －

教
職
科
目 小計（1科目） －

合計（18科目） －

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（農学） 学位又は学科の分野 農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選択5単
位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　14単位以上（必修10単位　選択4単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、100単位以上（必修66単位　選択34単
位以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修30単位
　(3)学科専門科目　必修24単位　選択30単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

緑地環境科学実習演習入門A 1前 2 ○ 7 2 3 共同

緑地環境科学実習演習入門B 1後 2 ○ 6 2 1 共同

植物形態分類学 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

植物生態学 2前 2 ○ 1

植物環境生理学 2前 2 ○ 1

気象学 2前 2 ○ 1

計測工学 2前 2 ○ 1

地盤工学 2前 2 ○ 1

緑地学原論 2前 2 ○ 1

動物形態分類学 2後 2 ○ 1

動物生態学 2後 2 ○ 1

緑地水文学 2後 2 ○ 1

環境マネジメント論 2後 2 ○ 1

緑地環境科学英語 3後 2 ○ 9 2 4 共同

－ 28 0 0 6 9 2 4 0 0 －

測量学 2前 2 ○ 2 2 オムニバス

測量学実習 2前 2 ○ 7 1 3 共同

緑地環境科学実習演習基礎A 2前 2 ○ 4 1 2 共同※演習

緑地環境科学実習演習基礎B 2後 2 ○ 4 1 3 共同※演習

緑地環境科学実習演習応用A 3前 2 ○ 7 2 4 共同※演習

緑地環境科学実習演習応用B 3後 2 ○ 9 2 4 共同※演習

専攻セミナー1 4前 2 ○ 7 9 2 4 共同

専攻セミナー2 4後 2 ○ 7 9 2 4 共同

緑地環境科学卒業研究 4通 8 ○ 7 9 2 4 共同※演習

環境気候学 2後 2 ○ 1

環境生態学 2後 2 ○ 1

構造力学 2後 2 ○ 1

水理学 2後 2 ○ 1

生態気象学 3前 2 ○ 1

植物環境制御学 3前 2 ○ 1

生産環境システム学 3前 2 ○ 1

生産環境管理学 3前 2 ○ 1

小計（2科目） －

外
国
語
科
目

基
幹
教
育
科
目

英
語
科
目

専
門
科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

University English 3A

University English 3B

学
科
基
礎
科
目

小計（14科目） －

学
科
専
門
科
目

中百舌鳥キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

環境材料論 3前 2 ○ 1

環境施工法（職業倫理を含む） 3前 2 ○ 兼1

土壌物理学 3前 2 ○ 1

緑地保全学 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

環境動物昆虫学 3前 2 ○ 1

ランドスケープデザイン 3前 2 ○ 1

都市緑地計画学 3前 2 ○ 1

エコロジカルプランニング 3前 2 ○ 1

循環型社会システム論 3後 2 ○ 1

生物生産工学 3後 2 ○ 1

環境施設工学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

水環境管理学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

環境緑化学 3後 2 ○ 1

動物昆虫管理学 3後 2 ○ 1

都市環境デザイン 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

社会調査論 4前 2 ○ 1 1 集中・オムニバス

都市計画 3後 2 ○ 兼1

地域環境経済学 3後 2 ○ 兼1

緑地環境科学インターンシップ 3通 2 ○ 1 1 共同

里地里山管理学実習 4前 2 ○ 2 2 オムニバス

土壌・植物栄養学 4前 2 ○ 兼1

植物病理学 4前 2 ○ 兼2 オムニバス

－ 24 60 0 7 9 2 4 0 兼6 －

理科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1 　

理科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

理科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1

農業科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1

職業指導 2通 4 ○ 兼1

－ 0 0 14 0 0 0 0 0 兼3 －

－ 54 60 14 7 9 2 4 0 兼64 －

小計（6科目） －

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目

小計（39科目） －

合計（61科目） －

教
職
科
目
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備考

教 育 課 程 等 の 概 要

(農学部緑地環境科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学位又は称号 学士（農学） 学位又は学科の分野 農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、130単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、30単位以上（必修25単位選択5単位
以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　       2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で単位修得した科目以外を履修し、5単位以上を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　14単位以上（必修10単位　選択4単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、100単位以上（必修66単位　選択34単位
以上）修得すること
　(1)学部共通科目　必修2単位
　(2)学科基礎科目　必修30単位
　(3)学科専門科目　必修24単位　選択30単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以下）

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

8
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1前・後 2 ○ 兼20

1前・後 2 ○ 兼19

1前・後 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1前・後 2 ○ 兼27

基礎力学C 1前・後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前・後 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1Ｂ 1前・後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前・後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前・後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前・後 2 ○ 兼10

生物学2 1前・後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前・後 2 ○ 兼2

地球学実験C 1前・後 2 ○ 兼3

小計（13科目） － 6 20 0 0 0 0 0 0 兼72 －

獣医学概論 1前 2 ○ 6

小動物基礎臨床実習 1前 1 〇 2 9 5 集中

基礎実験動物学 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医体験演習 1後 1 ○ 13 19 2 7

野生動物医学1 1後 1 ○ 兼1 集中

農業経済学 1前 1 ○ 兼1 集中

動物生産学概論 1前 1 ○ 兼1 集中

畜産学実習 1・2通 2 ○ 3 1 1 1
集中
共同

　
専
門
科
目

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

数学1

数学2

統計学基礎1

－

別記様式第2号（その2の1）
（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

獣医生化学Ａ 2前 2 ○ 1

実験動物学・遺伝育種学 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医療倫理・動物福祉学 2前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

獣医生理学Ａ 1後 2 ○ 1 1

実験動物学実習 2前 1 ○ 1 1 共同

獣医解剖組織学Ａ 1後 2 ○ 1

獣医解剖学組織Ｂ 2前 2 ○ 1

獣医組織学実習 2前 2 ○ 1

獣医生理学実習 2前 2 ○ 1 1 共同

獣医細菌学 2前 2 ○ 1 1

獣医環境科学 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医公衆衛生学 2前 1 ○ 1 2

獣医ウイルス学 2前 2 ○ 1

獣医生化学Ｂ 2後 1 ○ 1

発生学 2後 1 ○ 2 1

獣医病理組織学実習 2後 2 ○ 1 1 1 共同

獣医薬理学Ａ 2後 2 ○ 1

獣医病理学Ａ 2後 2 ○ 1 1

獣医生理学Ｂ 2前 2 ○ 1 1

獣医解剖学実習 2後 2 ○ 1

獣医生化学実習 2後 2 ○ 1

毒性学 2後 2 ○ 1

獣医微生物・免疫学実習 2後 3 ○ 2 2 共同

獣医免疫学 2後 2 ○ 1 1

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

獣医寄生虫学 2後 2 ○ 1

獣医病理診断学実習 3前 1 ○ 1 1 1 共同

獣医薬理学Ｂ 3前 1 ○ 1

獣医病理学Ｂ 3前 2 ○ 1 1

獣医薬理学実習 3前 2 ○ 1 2 共同

獣医衛生学 3前 2 ○ 1

獣医寄生虫学実習 3前 2 ○ 1

人獣共通感染症学 3前 2 ○ 2 2

獣医伝染病学Ａ 3前 2 ○ 3 オムニバス

獣医伝染病学Ｂ 3前 2 ○ 2 1 オムニバス

食品衛生学 3前 2 ○ 2 1 オムニバス

食品衛生検査学実習 3前 1 ○ 2 3 1
共同(一部)
オムニバス

毒性学実習 3前 1 ○ 1 1 共同

獣医外科学総論 3前 1 ○ 1 1

獣医手術学 3前 1 ○ 1 1

獣医内科学総論 3前 1 ○ 1 3

獣医繁殖学Ａ 3前 2 ○ 1 1

獣医麻酔学 3前 1 ○ 1

馬臨床学 3前 2 ○ 1

生産動物臨床実習 3後～4前 2 ○ 2 1
集中
共同

馬臨床実習 3後 1 ○ 1 集中

学外特別実習 3通 1 ○ 6 集中

獣医臨床薬理学 3後 1 ○ 1

獣医衛生学実習 3後 2 ○ 1 1 共同

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

獣医公衆衛生学実習 3後 2 ○ 1 2 共同

魚病学 3後 1 ○ 兼1

獣医基礎放射線学 3後 1 ○ 1

獣医腫瘍学 3後 1 ○ 1

獣医基礎放射線学実習 3後 1 ○ 1

臨床基礎実習 3後～4前 1 ○ 13 19 2 7 共同

獣医臨床病理学 3後 1 ○ 1 1

獣医血液病学 3後 1 ○ 1 1

獣医循環呼吸器病学 3後 2 ○ 2

獣医学関連法規 3後 1 ○ 4 1 1 オムニバス

画像診断学 3後 2 ○ 1

獣医繁殖学実習 3後 2 ○ 1 1 共同

家畜栄養学・管理学 3通 1 ○ 2 1 兼2
オムニバス

集中

伴侶動物臨床栄養学 3後 1 ○ 2 2

獣医繁殖学Ｂ 3後 2 ○ 1 1

伴侶動物内科実習 3後 2 ○ 2 3 共同

野生動物医学2 3通 1 ○ 兼1 集中

獣医皮膚病学 4前 1 ○ 1 2

獣医泌尿器病学 4前 1 ○ 1

獣医内分泌代謝病学 4前 2 ○ 1

獣医整形外科学 4前 2 ○ 1 1

伴侶動物外科実習 4前 2 ○ 2 2 1 共同

画像診断学実習 4前 2 ○ 1

獣医消化器病学 4前 2 ○ 2 2

4
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

獣医感覚器病学 4前 1 ○ 1 1

獣医神経病学 4前 1 ○ 1 1

生産動物臨床学 3通 3 ○ 1

動物行動治療学 4前 1 ○ 兼1 集中

獣医軟部組織外科学 4前 1 ○ 1 1

生産獣医療学実習 4後～5前 2 ○ 2 1
集中
共同

産業動物診療実習 4後～5前 4 ○ 3 2 1
集中
共同

伴侶動物獣医療実習Ａ 4後～5通 4 ○ 1 4 1 集中

伴侶動物獣医療実習Ｂ 4後～5通 4 ○ 3 3 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｃ 4後～5通 2 ○ 1 3 1 集中

伴侶動物獣医療実習Ｄ 4後～5通 2 ○ 4 9 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｅ 4後～5通 4 ○ 1 3 2 集中

伴侶動物夜間・救急獣医療
実習

4後～5通 1 ○ 3 8 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｆ 5後 1 ○ 3 8 2 集中

と畜場実習 4後〜5前 1 ○ 1 1 集中

食品加工実習 4後 1 ○ 1 1 集中

公務員獣医師インターン
シップ

4後〜5前 1 ○ 1 1 集中

食品安全科学 4前 1 ○ 1 1 集中

創薬学概論 5後 1 ○ 1 集中

動物行動解析学 5後 1 ○ 1 集中

獣医環境病理学 5後 1 ○ 1 1 集中

疾患モデル動物学 5後 1 ○ 2 3 1
オムニバス

集中
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

病性鑑定実習 5後 1 ○ 1 1 共同

海外インターンシップ 5後 1 ○ 1 1 集中

先端的動物診断治療学総論 5後 1 ○ 1 集中

大動物野外診療実習 2通 1 ○ 2 1 1 集中

獣医学演習 6前 1 ○ 13 19 2 7

卒業研究 4前～6後 12 ○ 13 19 2 7

小計（108科目） － 172 9 0 13 19 2 7 0 兼8 －

－ 178 29 0 13 19 2 7 0 兼80 －

学位又は称号

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
履修方法に示す1及び2の履修により、211単位以上修得すること。
【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選択4単位
以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　      　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（必修6単位　選択2単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、174単位以上（必修172単位　選択2単位以上）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　1年次は年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。2年次以降は年間60単
位を上限単位数とする。

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 ９０分

－

合計（121科目） －

学士（獣医学） 学位又は学科の分野 獣医学関係
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数学1 1前・後 2 ○ 兼20

数学2 1前・後 2 ○ 兼19

統計学基礎1 1前・後 2 ○ 兼24

統計学基礎2 1前・後 2 ○ 兼27

基礎力学C 1前・後 2 ○ 兼4

基礎電磁気学C 1前・後 2 ○ 兼7

基礎物理学実験1B 1前・後 2 ○ 兼6

基礎無機・物理化学 1前・後 2 ○ 兼9

基礎有機化学 1前・後 2 ○ 兼8

基礎化学実験 1前・後 2 ○ 兼10

生物学2 1前・後 2 ○ 兼7

地球学入門 1前・後 2 ○ 兼2

地球学実験Ｃ 1前・後 2 ○ 兼3

小計（13科目） － 6 20 0 0 0 0 0 0 兼72 －

獣医学概論 1前 2 ○ 6

小計（1科目） － 2 0 0 6 0 0 0 0 0 －

－ 8 20 0 6 0 0 0 0 兼72 －合計（14科目） －

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

－

－

　
専
門
科
目

別記様式第2号（その2の1）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

授業科目の名称

森之宮キャンパス
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

授業科目の名称

学位又は称号 学位又は学科の分野 獣医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
履修方法に示す1及び2の履修により、211単位以上修得すること。
【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　         2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（必修6単位　選択2単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、174単位以上（必修172単位　選択2単位以上）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　1年次は年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。2年次以降
は年間60単位を上限単位数とする。

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 ９０分

学士（獣医学）
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University English 3Ａ 2前・後 1 〇 兼41

University English 3Ｂ 2前・後 1 〇 兼34

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

小動物基礎臨床実習 1前 1 〇 2 9 5 集中

基礎実験動物学 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医体験演習 1後 1 ○ 13 19 2 7

野生動物医学1 1後 1 ○ 兼1 集中

農業経済学 1前 1 ○ 兼1 集中

動物生産学概論 1前 1 ○ 兼1 集中

畜産学実習 1・2通 2 ○ 3 1 1 1
集中
共同

獣医生化学Ａ 2前 2 ○ 1

実験動物学・遺伝育種学 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医療倫理・動物福祉学 2前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

獣医生理学Ａ 1後 2 ○ 1 1

実験動物学実習 2前 1 ○ 1 1 共同

獣医解剖組織学Ａ 1後 2 ○ 1

獣医解剖学組織Ｂ 2前 2 ○ 1

獣医組織学実習 2前 2 ○ 1

獣医生理学実習 2前 2 ○ 1 1 共同

別記様式第2号（その2の1）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

専
門
科
目

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目

－

りんくうキャンパス

9
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

獣医細菌学 2前 2 ○ 1 1

獣医環境科学 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

獣医公衆衛生学 2前 1 ○ 1 2

獣医ウイルス学 2前 2 ○ 1

獣医生化学Ｂ 2後 1 ○ 1

発生学 2後 1 ○ 2 1

獣医病理組織学実習 2後 2 ○ 1 1 1 共同

獣医薬理学Ａ 2後 2 ○ 1

獣医病理学Ａ 2後 2 ○ 1 1

獣医生理学Ｂ 2前 2 ○ 1 1

獣医解剖学実習 2後 2 ○ 1

獣医生化学実習 2後 2 ○ 1

毒性学 2後 2 ○ 1

獣医微生物・免疫学実習 2後 3 ○ 2 2 共同

獣医免疫学 2後 2 ○ 1 1

獣医寄生虫学 2後 2 ○ 1

獣医病理診断学実習 3前 1 ○ 1 1 1 共同

獣医薬理学Ｂ 3前 1 ○ 1

獣医病理学Ｂ 3前 2 ○ 1 1

獣医薬理学実習 3前 2 ○ 1 2 共同
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

獣医衛生学 3前 2 ○ 1

獣医寄生虫学実習 3前 2 ○ 1

人獣共通感染症学 3前 2 ○ 2 2

獣医伝染病学Ａ 3前 2 ○ 3 オムニバス

獣医伝染病学Ｂ 3前 2 ○ 2 1 オムニバス

食品衛生学 3前 2 ○ 2 1 オムニバス

食品衛生検査学実習 3前 1 ○ 2 3 1
共同(一部)
オムニバス

毒性学実習 3前 1 ○ 1 1 共同

獣医外科学総論 3前 1 ○ 1 1

獣医手術学 3前 1 ○ 1 1

獣医内科学総論 3前 1 ○ 1 3

獣医繁殖学Ａ 3前 2 ○ 1 1

獣医麻酔学 3前 1 ○ 1

馬臨床学 3前 2 ○ 1

生産動物臨床実習 3後～4前 2 ○ 2 1
集中
共同

馬臨床実習 3後 1 ○ 1 集中

学外特別実習 3通 1 ○ 6 集中

獣医臨床薬理学 3後 1 ○ 1

獣医衛生学実習 3後 2 ○ 1 1 共同

獣医公衆衛生学実習 3後 2 ○ 1 2 共同
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

魚病学 3後 1 ○ 兼1

獣医基礎放射線学 3後 1 ○ 1

獣医腫瘍学 3後 1 ○ 1

獣医基礎放射線学実習 3後 1 ○ 1

臨床基礎実習 3後～4前 1 ○ 13 19 2 7 共同

獣医臨床病理学 3後 1 ○ 1 1

獣医血液病学 3後 1 ○ 1 1

獣医循環呼吸器病学 3後 2 ○ 2

獣医学関連法規 3後 1 ○ 4 1 1 オムニバス

画像診断学 3後 2 ○ 1

獣医繁殖学実習 3後 2 ○ 1 1 共同

家畜栄養学・管理学 3通 1 ○ 2 1 兼2
オムニバス

集中

伴侶動物臨床栄養学 3後 1 ○ 2 2

獣医繁殖学Ｂ 3後 2 ○ 1 1

伴侶動物内科実習 3後 2 ○ 2 3 共同

野生動物医学2 3通 1 ○ 兼1 集中

獣医皮膚病学 4前 1 ○ 1 2

獣医泌尿器病学 4前 1 ○ 1

獣医内分泌代謝病学 4前 2 ○ 1

獣医整形外科学 4前 2 ○ 1 1

12
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

伴侶動物外科実習 4前 2 ○ 2 2 1 共同

画像診断学実習 4前 2 ○ 1

獣医消化器病学 4前 2 ○ 2 2

獣医感覚器病学 4前 1 ○ 1 1

獣医神経病学 4前 1 ○ 1 1

生産動物臨床学 3通 3 ○ 1

動物行動治療学 4前 1 ○ 兼1 集中

獣医軟部組織外科学 4前 1 ○ 1 1

生産獣医療学実習 4後～5前 2 ○ 2 1
集中
共同

産業動物診療実習 4後～5前 4 ○ 3 2 1
集中
共同

伴侶動物獣医療実習Ａ 4後～5通 4 ○ 1 4 1 集中

伴侶動物獣医療実習Ｂ 4後～5通 4 ○ 3 3 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｃ 4後～5通 2 ○ 1 3 1 集中

伴侶動物獣医療実習Ｄ 4後～5通 2 ○ 4 9 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｅ 4後～5通 4 ○ 1 3 2 集中

伴侶動物夜間・救急獣医療実習 4後～5通 1 ○ 3 8 2 集中

伴侶動物獣医療実習Ｆ 5後 1 ○ 3 8 2 集中

と畜場実習 4後〜5前 1 ○ 1 1 集中

食品加工実習 4後 1 ○ 1 1 集中

公務員獣医師インターンシップ 4後〜5前 1 ○ 1 1 集中
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教 育 課 程 等 の 概 要

（獣医学部獣医学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

食品安全科学 4前 1 ○ 1 1 集中

創薬学概論 5後 1 ○ 1 集中

動物行動解析学 5後 1 ○ 1 集中

獣医環境病理学 5後 1 ○ 1 1 集中

疾患モデル動物学 5後 1 ○ 2 3 1
オムニバス

集中

病性鑑定実習 5後 1 ○ 1 1 共同

海外インターンシップ 5後 1 ○ 1 1 集中

先端的動物診断治療学総論 5後 1 ○ 1 集中

大動物野外診療実習 2通 1 ○ 2 1 1 集中

獣医学演習 6前 1 ○ 13 19 2 7

卒業研究 4前～6後 12 ○ 13 19 2 7

小計（107科目） － 170 9 0 13 19 2 7 0 兼8 －

－ 172 9 0 13 19 2 7 0 兼63 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
【卒業要件】
履修方法に示す1及び2の履修により、211単位以上修得すること。
【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位選択4単位
以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　         2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から4単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（必修6単位　選択2単位）

2．専門科目
　上記1(7)に加え、174単位以上（必修172単位　選択2単位以上）修得すること

【履修科目の上限単位数の設定】
　1年次は年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。2年次以降は年間60単
位を上限単位数とする。

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 ９０分

合計（109科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 獣医学関係学士（獣医学）

－
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1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼4

1前・後 2 ○ 兼9

1前・後 2 ○ 兼8

1前・後 2 ○ 兼3

－ 10 0 0 0 0 0 0 0 兼22 －

1前 0.9 〇 兼1

医学のための統計学 1前 2.6 〇 1

1前 2.0 〇 1 2 2 共同

1後 2.0 〇 2 2 3 2 共同

細胞と組織の基本構造と機能 1後 1.6 〇 1 2 共同・※講義

1後 1.3 〇 兼1

1通 1.4 〇 9 1 共同

生体物質代謝・生化学 2前 1.5 〇 1 2 1 共同

医学英語論文の読み方 2後 0.1 〇 2 1 2 兼1 共同

細胞生物学 2前 1.6 〇 3 1 兼1 共同

運動器系 2通 1.6 〇 1 1 兼1 共同・※講義

血液・造血器系 2前 0.4 〇 1

循環器系 2前 1.5 〇 1 兼1 共同・※実習

神経解剖 2通 1.3 〇 1 2 兼3 共同・※実習

脳機能系 2通 2.1 〇 1 1 兼1 共同

分子系実習 2前 1.3 〇 3 2 2 3 共同

呼吸器系 2通 1.4 〇 1 兼1 共同・※実習

免疫系 2通 2.1 〇 1 1 3 兼1 共同・※実習

消化器系 2前 1.4 〇 1 1 1 兼1 共同・※実習

感覚器・皮膚 2後 0.5 〇 2 1 2 兼1 共同・※講義

内分泌・代謝 2通 0.6 〇 1 1 1 共同・※実習

腎・泌尿器系 2後 0.7 〇 1 1 兼4 共同・※実習

生殖器系 2後 0.3 〇 1 1 2 共同・※講義

肉眼解剖学（マクロ）実習 2通 3.9 〇 1 1 3 兼1 共同

機能系実習 2前 0.6 〇 2 1 6 共同

生体と薬物 2後～3前 3.8 〇 2 3 1 2 兼4 共同・※実習

原因と病態１ 2後～3前 3.7 〇 2 1 兼1 共同・※実習

原因と病態２ 2後～3前 4.0 〇 1 兼1 共同・※実習

細菌・真菌感染症 2後～3前 2.4 〇 3 1 1 兼3 共同・※実習

ウイルス感染症 2後～3前 2.3 〇 1 1 兼1 共同・※実習

原虫・寄生虫感染症 3前 1.8 〇 1 1 兼5 共同・※実習

修業実習 3通 11.9 〇 11 11 12 19 共同

－ 64.6 0 0 19 15 16 20 0 兼32 －

1後 0.7 〇 1 ※講義

メディカル・データ・サイエンス２ 2後～3前 1.5 〇 1 兼1 共同・※実習

産業医学１ 3前 2.0 〇 1 1 1 兼2 共同

産業医学２ 4前 0.4 〇 1 1 1 兼1 共同・※実習

公衆衛生学１ 3前 2.3 〇 1 1 兼3 共同

公衆衛生学２ 3後 0.8 〇 1 1 兼1 共同

法医学 4前 1.2 〇 1 1 1 兼3 共同

－ 8.9 0 0 4 2 2 1 0 兼11 －

1前 1.0 〇 7 兼1 共同

1前 0.4 〇 1 兼1 共同

1後 0.1 〇 1 兼2 共同

1通 1.9 〇 1 兼1 共同

1前 0.4 〇 1

早期臨床実習２ 2通 1.0 〇 1

3前 0.2 〇 1

コミュニケーション 2後 0.4 〇 1 1 兼2 共同

医学英語 2後～3前 1.5 〇 1 兼1

ユニット型臨床臓器別講義 3後～4前 19.2 〇 21 43 101 9 兼45 共同

臨床スターター実習 4通 12.4 〇 2 3 6 兼1 共同

プライマリケア医学 4通 2.1 〇 1 兼1 共同

外来型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 4後 1.8 〇 1

ユニット型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 4後～5後 40.0 〇 20 43 100 8 兼45 共同

選択型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 5後～6前 13.1 〇 20 43 101 9 兼45 共同

保健所・保健福祉センター実習 6後 1.0 〇 1 兼1 共同

－ 96.5 0 0 24 43 101 9 0 兼53 －

－ 180.0 0 0 34 54 112 27 0 兼118 －

基
礎
医
学
科
目

社
会
医
学
科
目

臨
床
医
学
科
目

専
門
科
目

合計（60科目） －

医療倫理学

医学序論

遺伝と遺伝子

遺伝医学

発生学

メディカル・データ・サイエンス１

基礎医学研究推進

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

早期臨床医学入門

心肺蘇生法実習

小計（16科目） －

物理学の臨床医学への応用

早期臨床実習１

早期臨床実習３

基
幹
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

小計（32科目） －

小計（7科目） －

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

－小計（5科目）

生物学C

基礎有機化学

基礎無機・物理化学

基礎物理化学A

物理学基礎

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

（専門科目）
60分

１時限の授業時間

基幹教育科目35単位及び専門科目（すべて必修）の全単位を修得すること(合計：205単位)。
なお、基幹教育科目の単位数の内訳は、総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科
目2単位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単
位、実習1単位）、基礎教育科目10単位とする。
全学共通科目及び専門科目の履修単位の上限（CAP）については1年生のみ設定しており、年間50単位未
満、各セメスター25単位以内とする。 （基幹教育科目及び医学英語）

90分

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

2



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼4

1前・後 2 ○ 兼9

1前・後 2 ○ 兼8

1前・後 2 ○ 兼3

－ 10 0 0 0 0 0 0 0 兼22 －

－ 10 0 0 0 0 0 0 0 兼22 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
※University English 3AおよびUniversity English 3Bを除く

基
礎
教
育
科
目

物理学基礎

基礎物理化学A

基礎無機・物理化学

基礎有機化学

生物学C

小計（5科目） －

合計（5科目） －

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基幹教育科目35単位及び専門科目（すべて必修）の全単位を修得すること(合計：205単位)。
なお、基幹教育科目の単位数の内訳は、総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科
目2単位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単
位、実習1単位）、基礎教育科目10単位とする。
全学共通科目及び専門科目の履修単位の上限（CAP）については1年生のみ設定しており、年間50単位未
満、各セメスター25単位以内とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

（基幹教育科目及び医学英語）
90分

（専門科目）
60分

森之宮キャンパス

3



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2前・後 1 〇 兼41

2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

1前 0.9 〇 兼1

医学のための統計学 1前 2.6 〇 1

1前 2.0 〇 1 2 2 共同

1後 2.0 〇 2 2 3 2 共同

細胞と組織の基本構造と機能 1後 1.6 〇 1 2 共同・※講義

1後 1.3 〇 兼1

1通 1.4 〇 9 1 共同

生体物質代謝・生化学 2前 1.5 〇 1 2 1 共同

医学英語論文の読み方 2後 0.1 〇 2 1 2 兼1 共同

細胞生物学 2前 1.6 〇 3 1 兼1 共同

運動器系 2通 1.6 〇 1 1 兼1 共同・※講義

血液・造血器系 2前 0.4 〇 1

循環器系 2前 1.5 〇 1 兼1 共同・※実習

神経解剖 2通 1.3 〇 1 2 兼3 共同・※実習

脳機能系 2通 2.1 〇 1 1 兼1 共同

分子系実習 2前 1.3 〇 3 2 2 3 共同

呼吸器系 2通 1.4 〇 1 兼1 共同・※実習

免疫系 2通 2.1 〇 1 1 3 兼1 共同・※実習

消化器系 2前 1.4 〇 1 1 1 兼1 共同・※実習

感覚器・皮膚 2後 0.5 〇 2 1 2 兼1 共同・※講義

内分泌・代謝 2通 0.6 〇 1 1 1 共同・※実習

腎・泌尿器系 2後 0.7 〇 1 1 兼4 共同・※実習

生殖器系 2後 0.3 〇 1 1 2 共同・※講義

肉眼解剖学（マクロ）実習 2通 3.9 〇 1 1 3 兼1 共同

機能系実習 2前 0.6 〇 2 1 6 共同

生体と薬物 2後～3前 3.8 〇 2 3 1 2 兼4 共同・※実習

原因と病態１ 2後～3前 3.7 〇 2 1 兼1 共同・※実習

原因と病態２ 2後～3前 4.0 〇 1 兼1 共同・※実習

細菌・真菌感染症 2後～3前 2.4 〇 3 1 1 兼3 共同・※実習

ウイルス感染症 2後～3前 2.3 〇 1 1 兼1 共同・※実習

原虫・寄生虫感染症 3前 1.8 〇 1 1 兼5 共同・※実習

修業実習 3通 11.9 〇 11 11 12 19 共同

－ 64.6 0 0 19 15 16 20 0 兼32 －

1後 0.7 〇 1 ※講義

メディカル・データ・サイエンス２ 2後～3前 1.5 〇 1 兼1 共同・※実習

産業医学１ 3前 2.0 〇 1 1 1 兼2 共同

産業医学２ 4前 0.4 〇 1 1 1 兼1 共同・※実習

公衆衛生学１ 3前 2.3 〇 1 1 兼3 共同

公衆衛生学２ 3後 0.8 〇 1 1 兼1 共同

法医学 4前 1.2 〇 1 1 1 兼3 共同

－ 8.9 0 0 4 2 2 1 0 兼11 －

1前 1.0 〇 7 兼1 共同

1前 0.4 〇 1 兼1 共同

1後 0.1 〇 1 兼2 共同

1通 1.9 〇 1 兼1 共同

1前 0.4 〇 1

早期臨床実習２ 2通 1.0 〇 1

3前 0.2 〇 1

コミュニケーション 2後 0.4 〇 1 1 兼2 共同

医学英語 2後～3前 1.5 〇 1 兼1

ユニット型臨床臓器別講義 3後～4前 19.2 〇 21 43 101 9 兼45 共同

臨床スターター実習 4通 12.4 〇 2 3 6 兼1 共同

プライマリケア医学 4通 2.1 〇 1 兼1 共同

外来型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 4後 1.8 〇 1

ユニット型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 4後～5後 40.0 〇 20 43 100 8 兼45 共同

選択型ＣＣ（クリニカル・クラークシップ） 5後～6前 13.1 〇 20 43 101 9 兼45 共同

保健所・保健福祉センター実習 6後 1.0 〇 1 兼1 共同

－ 96.5 0 0 24 43 101 9 0 兼53 －

－ 172.0 0 0 34 54 112 27 0 兼151 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目

University English 3A

University English 3B

小計（2科目） －

－

社
会
医
学
科
目

メディカル・データ・サイエンス１

小計（7科目） －

基
礎
医
学
科
目

医療倫理学

遺伝と遺伝子

遺伝医学

発生学

基礎医学研究推進

小計（32科目）

小計（16科目） －

合計（57科目） －

臨
床
医
学
科
目

医学序論

物理学の臨床医学への応用

心肺蘇生法実習

早期臨床医学入門

専
門
科
目

早期臨床実習１

早期臨床実習３

阿倍野キャンパス

4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基幹教育科目35単位及び専門科目（すべて必修）の全単位を修得すること(合計：205単位)。
なお、基幹教育科目の単位数の内訳は、総合教養科目10単位、初年次教育科目2単位、情報リテラシー科目2単
位、外国語科目8単位（英語6単位、初修外国語2単位）、健康・スポーツ科学科目3単位（講義2単位、実習1単
位）、基礎教育科目10単位とする。
全学共通科目及び専門科目の履修単位の上限（CAP）については1年生のみ設定しており、年間50単位未満、各セ
メスター25単位以内とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

（基幹教育科目及び医学英語）
90分

（専門科目）
60分

5



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前・後 2 ○ 兼24

1前・後 2 ○ 兼27

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼5 ※講義

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼39 －

1前 0.9 ○ 1 兼7 共同

1後 0.1 ○ 1 兼2 共同

－ 1 0 0 2 0 0 0 0 兼8 －

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 共同

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

4前 1 ○ 兼3 オムニバス

2後 1 ○ 1

小計（31科目） － 33 3 0 2 1 1 1 0 兼23 －

基
幹
教
育
科
目

整形外科学1

言語療法学

救急蘇生法

臨床心理学

公衆衛生学

神経内科学1

神経内科学2

小児医学

病理学総論

臨床薬学

内科学1

高齢医学

学
科
共
通
専
門
科
目

医学序論

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

障がい者スポーツ指導論

リスクマネージメント論

精神医学総論

リハビリテーション医学

人間発達学

生命倫理学

地域リハビリテーション論

理学療法学総論

作業療法学総論

－

在宅リハビリテーション論

－

基礎運動学実習

形態機能学実習2

内科学2

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

統計学基礎1

統計学基礎2

物理学基礎

生物学C

情報システム概論

プログラミング入門B

小計（6科目）

学
部
共
通

専
門
科
目

小計（2科目） －

基礎運動学

心肺蘇生法実習

整形外科学2

微生物学総論

形態機能学1

形態機能学2

形態機能学実習1

1



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

運動学実習A 2前 1 ○ 1

理学療法基礎評価学 1後 1 ○ 1

理学療法基礎評価学実習1 2前 1 ○ 1 1 共同

理学療法基礎評価学実習2 2前 1 ○ 1 兼1 共同

理学療法評価学 2後 1 ○ 1

理学療法評価学実習 3前 1 ○ 1

理学療法評価学総合実習 3後 2 ○ 1 3 兼1 共同

物理療法学 2後 1 ○ 1

物理療法学実習 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

日常生活活動学 3前 1 ○ 1

日常生活活動学実習 3前 1 ○ 1

福祉用具論 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

義肢装具学1 3前 1 ○ 1

義肢装具学2 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

運動療法学 2前 1 ○ 1

運動器理学療法学 2後 2 ○ 1

運動器理学療法学実習1 3前 1 ○ 1

運動器理学療法学実習2 3後 1 ○ 兼1

スポーツ傷害理学療法学 4前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

神経理学療法学 3前 2 ○ 1

神経理学療法学実習1 3後 1 ○ 1

神経理学療法学実習2 3後 1 ○ 兼2 オムニバス

発達理学療法学1 2後 1 ○ 兼1

発達理学療法学2 3前 1 ○ 兼3 オムニバス

内部障害理学療法学1 2後 1 ○ 兼4 オムニバス

内部障害理学療法学2 3前 1 ○ 兼2 オムニバス

内部障害理学療法学3 3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス

理学療法治療技術実習 4前 1 ○ 兼4 オムニバス

老年期理学療法学 3後 1 ○ 1

難病理学療法学 3後 1 ○ 兼2 オムニバス

地域理学療法学1 3前 2 ○ 1

地域理学療法学2 4後 1 ○ 兼1

在宅リハビリテーション実習 4後 1 ○ 1 1 1 共同

健康増進理学療法学 4前 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

総合理学療法論1 4前 1 ○ 2 1 兼1 共同

総合理学療法論2 4後 1 ○ 1 1 兼1 共同

理学療法早期体験実習 1後 1 ○ 1 2 1 兼1 共同

理学療法臨床実習1 2前 1 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習2 3後 4 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習3 4前 8 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習4 4後 7 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

地域理学療法臨床実習 3後 1 ○ 1 1 1 共同

理学療法学研究法1 3前 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法2 3後 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法3 4前 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法4 4後 1 ○ 5 2 3 共同

－ 63 3 0 5 2 3 1 0 兼28 －

－ 97 18 0 5 2 3 1 0 兼94 －

専
門
科
目

理
学
療
法
学
専
攻
専
門
科
目

－合計(85科目）

－小計(46科目）

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

2期

15週

90分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、合計131単位以上を修得するこ
と
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上
（必修25単位選択科目4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修し、単位修得した科目以外の基幹教育科目（基礎
教育科目も含む）から4単位選択

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上（必修97
単位　選択5単位以上）修得すること
　(1)学部共通専門科目　　　　　　　   　    1単位（必修1単位）
　(2)学科共通専門科目　　　　 　　      　 33単位（必修33単位）
　(3)理学療法学専攻専門科目     　         63単位（必修63単位）
  (4)学科共通科目と
　　 理学療法学専攻専門科目の選択科目　 　　5単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以
下）とする。

授業期間等

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）学位又は称号

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は学科の分野学士（保健学）
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前・後 2 ○ 兼24

1前・後 2 ○ 兼27

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼5

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼39 －

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 共同

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 1 ○

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

4前 1 ○ 兼3 オムニバス

2後 1 ○ 1

小計（31科目） － 33 3 0 2 1 1 1 0 兼23 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

統計学基礎1

統計学基礎2

物理学基礎

生物学C

情報システム概論

プログラミング入門B

小児医学

小計（6科目） －

学
科
共
通
専
門
科
目

形態機能学1

形態機能学実習1

形態機能学2

形態機能学実習2

基礎運動学

基礎運動学実習

微生物学総論

臨床薬学

病理学総論

内科学1

内科学2

理学療法学総論

高齢医学

整形外科学1

整形外科学2

神経内科学1

神経内科学2

精神医学総論

リハビリテーション医学

人間発達学

臨床心理学

公衆衛生学

生命倫理学

作業療法学総論

言語療法学

救急蘇生法

地域リハビリテーション論

在宅リハビリテーション論

リスクマネージメント論

障がい者スポーツ指導論

－

森之宮キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

運動学実習A 2前 1 ○ 1

理学療法基礎評価学 1後 1 ○ 1

理学療法基礎評価学実習1 2前 1 ○ 1 1 共同

理学療法基礎評価学実習2 2前 1 ○ 1 兼1 共同

理学療法評価学 2後 1 ○ 1

理学療法評価学実習 3前 1 ○ 1

理学療法評価学総合実習 3後 2 ○ 1 3 兼1 共同

物理療法学 2後 1 ○ 1

物理療法学実習 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

日常生活活動学 3前 1 ○ 1

日常生活活動学実習 3前 1 ○ 1

福祉用具論 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

義肢装具学1 3前 1 ○ 1

義肢装具学2 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

運動療法学 2前 1 ○ 1

運動器理学療法学 2後 2 ○ 1

運動器理学療法学実習1 3前 1 ○ 1

運動器理学療法学実習2 3後 1 ○ 兼1

スポーツ傷害理学療法学 4前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

神経理学療法学 3前 2 ○ 1

神経理学療法学実習1 3後 1 ○ 1

神経理学療法学実習2 3後 1 ○ 兼2 オムニバス

発達理学療法学1 2後 1 ○ 兼1

発達理学療法学2 3前 1 ○ 兼3 オムニバス

内部障害理学療法学1 2後 1 ○ 兼4 オムニバス

内部障害理学療法学2 3前 1 ○ 兼2 オムニバス

内部障害理学療法学3 3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス

理学療法治療技術実習 4前 1 ○ 兼4 オムニバス

老年期理学療法学 3後 1 ○ 1

難病理学療法学 3後 1 ○ 兼2 オムニバス

地域理学療法学1 3前 2 ○ 1

地域理学療法学2 4後 1 ○ 兼1

在宅リハビリテーション実習 4後 1 ○ 1 1 1 共同

健康増進理学療法学 4前 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

総合理学療法論1 4前 1 ○ 2 1 兼1 共同

総合理学療法論2 4後 1 ○ 1 1 兼1 共同

理学療法早期体験実習 1後 1 ○ 1 2 1 兼1 共同

理学療法臨床実習1 2前 1 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習2 3後 4 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習3 4前 8 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

理学療法臨床実習4 4後 7 ○ 4 2 3 1 兼1 共同

地域理学療法臨床実習 3後 1 ○ 1 1 1 共同

理学療法学研究法1 3前 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法2 3後 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法3 4前 1 ○ 5 2 3 共同

理学療法学研究法4 4後 1 ○ 5 2 3 共同

－ 63 3 0 5 2 3 1 0 兼28 －

－ 96 18 0 5 2 3 1 0 兼86 －

専
門
科
目

合計(83科目） －

理
学
療
法
学
専
攻
専
門
科
目

小計(46科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（保健学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、合計131単位以上を修得するこ
と
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上
（必修25単位選択科目4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修し、単位修得した科目以外の基幹教育科目（基礎
教育科目も含む）から4単位選択

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上（必修97
単位　選択5単位以上）修得すること
　(1)学部共通専門科目　　　　　　　   　    1単位（必修1単位）
　(2)学科共通専門科目　　　　 　　      　 33単位（必修33単位）
　(3)理学療法学専攻専門科目     　         63単位（必修63単位）
  (4)学科共通科目と
　　 理学療法学専攻専門科目の選択科目　 　　5単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以
下）とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 0.9 ○ 1 兼7 共同

１後 0.1 ○ 1 兼2 共同

－ 1 0 0 2 0 0 0 0 兼8 －合計(2科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

医学序論

心肺蘇生法実習

学位又は称号 学士（保健学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、合計131単位以上を修得するこ
と
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上
（必修25単位選択科目4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位

(4)外国語科目
英語 6単位
初修外国語 2単位

(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修し、単位修得した科目以外の基幹教育科目（基礎
教育科目も含む）から4単位選択

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(4)のとおり履修し、102単位以上（必修97
単位　選択5単位以上）修得すること

(1)学部共通専門科目   1単位（必修1単位）
(2)学科共通専門科目 　 33単位（必修33単位）
(3)理学療法学専攻専門科目 63単位（必修63単位）
(4)学科共通科目と

理学療法学専攻専門科目の選択科目 　　5単位以上

【履修科目の上限単位数の設定】
　受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以
下）とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

阿倍野キャンパス
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前・後 2 ○ 兼24

1前・後 2 ○ 兼27

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼5 ※講義

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼39 －

1前 0.9 〇 兼8 共同

1後 0.1 〇 1 兼2 共同

－ 1 0 0 1 0 0 0 0 兼9 －

形態機能学1 1前 2 ○ 兼1

形態機能学実習1 1前 2 ○ 兼2 共同

形態機能学2 1後 2 ○ 兼1

形態機能学実習2 1後 2 ○ 兼2 共同

基礎運動学 1後 1 ○ 兼1

基礎運動学実習 1後 1 ○ 兼1

微生物学総論 1後 1 ○ 兼1

臨床薬学 2前 1 ○ 兼1

病理学総論 2前 1 ○ 兼1

内科学1 2前 1 ○ 兼1

内科学2 2後 1 ○ 兼1

小児医学 2後 1 ○ 兼1

高齢医学 2後 1 ○ 兼2

整形外科学1 2前 1 ○ 兼1

整形外科学2 2後 1 ○ 兼1

神経内科学1 2前 1 ○ 1

神経内科学2 2後 1 ○ 1

精神医学総論 2前 1 ○ 1

リハビリテーション医学 2前 1 ○ 兼1

人間発達学 1後 1 ○ 1

臨床心理学 1後 1 ○ 兼1

公衆衛生学 2後 1 ○ 兼1

生命倫理学 2前 2 ○ 兼1

理学療法学総論 2後 1 ○ 兼１

作業療法学総論　 1前 1 ○ 1

言語療法学 2後 1 ○ 兼1

救急蘇生法　 3後 1 ○ 兼1

地域リハビリテーション論 3前 1 ○ 兼1

在宅リハビリテーション論 3後 1 ○ 兼3 オムニバス

リスクマネージメント論 4前 1 ○ 兼3 オムニバス

障がい者スポーツ指導論 2後 1 ○ 兼１

－ 32 4 0 1 1 1 0 0 兼25 －

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

－

基
幹
教
育
科
目

小計（6科目）

統計学基礎2

医学序論

心肺蘇生法実習

学
部
共
通

専
門
科
目

小計（2科目） －

学
科
共
通
専
門
科
目

小計（31科目）

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

統計学基礎1

単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基
礎
教
育
科
目

物理学基礎

生物学C

情報システム概論

プログラミング入門B

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

－

1



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

精神医学各論 2後 1 ○ 1

運動学実習B 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

作業療法管理学1 3後 1 ○ 1

作業療法管理学2 4後 1 〇 1 兼3 オムニバス

作業科学実習1 1後 1 ○ 1 兼2 オムニバス

作業科学実習2 2前 1 ○ 1 兼3 オムニバス

作業療法評価学 2前 2 ○ 2 オムニバス

作業療法評価学各論1 2後 1 ○ 2 オムニバス

作業療法評価学各論2 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

作業療法評価学実習 2前 1 ○ 2 共同

身体障害作業療法学1 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

身体障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

身体障害作業療法学3 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

身体障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス

精神障害作業療法学1 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

精神障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

精神障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

発達障害作業療法学1 2後 1 ○ 1

発達障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

発達障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

老年期障害作業療法学 3前 1 ○ 1

高次脳機能障害学 3前 1 ○ 2 兼3 オムニバス

作業療法義肢装具学1 3前 1 ○ 1

作業療法義肢装具学2 3後 1 ○ 1

福祉用具学 3前 1 ○ 1

日常生活技術学 2後 1 ○ 1

日常生活技術学実習 3前 1 ○ 1

職業関連技術学 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

地域作業療法学1 3後 1 ○ 1

地域作業療法学2 3後 1 ○ 1 兼7 オムニバス

作業療法研究法1 2後 1 〇 1

作業療法研究法2 3前 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法研究法3 3後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法研究法4 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール1 1後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール2 2後 1 ○ 4 1 6 兼5 共同

作業療法ゼミナール3 3後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール4 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法総合演習 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習1 1後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習2 2後 2 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習3 3後 5 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習4 4前 14 ○ 4 1 6 兼1 共同

地域作業療法臨床実習1 3後 2 ○ 4 1 6 兼1 共同　集中

地域作業療法臨床実習2 4前 1 ○ 4 1 6 兼1 共同　集中

－ 67 0 0 4 1 6 0 0 兼33 －

－ 100 16 0 4 1 6 0 0 兼105 －

専
門
科
目

小計（45科目）

作
業
療
法
学
専
攻
専
門
科
目

－

－合計（84科目）
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手

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

配当年次授業科目の名称 備考

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

90分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）学士（保健学）

2期

15週

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、作業療法学専攻専門科目から必修科目
67単位の合計131単位以上を修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25
単位選択4単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　 2単位

(4)外国語科目
英語 6単位
初修外国語 2単位

(5)健康・スポーツ科学科目　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した基幹教育科目以外（基礎教育科目も含む）から4単位
選択

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上（必修100単位
選択2単位以上）修得すること
　(1)学部共通専門科目　 　1単位（必修1単位）
　(2)学科共通専門科目　　　　34単位（必修32単位　選択2単位）

(3)作業療法学専攻専門科目　67単位（必修67単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　両専攻とも、受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単
位以下）とする。

授業期間等

学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法

学位又は称号

3
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教
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手

1前・後 2 ○ 兼24

1前・後 2 ○ 兼27

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼5

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼39 －

形態機能学1 1前 2 ○ 兼1

形態機能学実習1 1前 2 ○ 兼2 共同

形態機能学2 1後 2 ○ 兼1

形態機能学実習2 1後 2 ○ 兼2 共同

基礎運動学 1後 1 ○ 兼1

基礎運動学実習 1後 1 ○ 兼1

微生物学総論 1後 1 ○ 兼1

臨床薬学 2前 1 ○ 兼1

病理学総論 2前 1 ○ 兼1

内科学1 2前 1 ○ 兼1

内科学2 2後 1 ○ 兼1

小児医学 2後 1 ○ 兼1

高齢医学 2後 1 ○ 兼2

整形外科学1 2前 1 ○ 兼1

整形外科学2 2後 1 ○ 兼1

神経内科学1 2前 1 ○ 1

神経内科学2 2後 1 ○ 1

精神医学総論 2前 1 ○ 1

リハビリテーション医学 2前 1 ○ 兼1

人間発達学 1後 1 ○ 1

臨床心理学 1後 1 ○ 兼1

公衆衛生学 2後 1 ○ 兼1

生命倫理学 2前 2 ○ 兼1

理学療法学総論 2後 1 ○ 兼１

作業療法学総論　 1前 1 ○ 1

言語療法学 2後 1 ○ 兼1

救急蘇生法　 3後 1 ○ 兼1

地域リハビリテーション論 3前 1 ○ 兼1

在宅リハビリテーション論 3後 1 ○ 兼3 オムニバス

リスクマネージメント論 4前 1 ○ 兼3 オムニバス

障がい者スポーツ指導論 2後 1 ○ 兼１

－ 32 4 0 1 1 1 0 0 兼25 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基礎
教育
科目

統計学基礎1

統計学基礎2

物理学基礎

生物学C

情報システム概論

プログラミング入門B

小計（6科目） －

学
科
共
通
専
門
科
目

小計（31科目） －

森之宮キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

精神医学各論 2後 1 ○ 1

運動学実習B 2前 1 ○ 1 1 オムニバス

作業療法管理学1 3後 1 ○ 1

作業療法管理学2 4後 1 〇 1 兼3 オムニバス

作業科学実習1 1後 1 ○ 1 兼2 オムニバス

作業科学実習2 2前 1 ○ 1 兼3 オムニバス

作業療法評価学 2前 2 ○ 2 オムニバス

作業療法評価学各論1 2後 1 ○ 2 オムニバス

作業療法評価学各論2 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

作業療法評価学実習 2前 1 ○ 2 共同

身体障害作業療法学1 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

身体障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

身体障害作業療法学3 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

身体障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス

精神障害作業療法学1 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

精神障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

精神障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

発達障害作業療法学1 2後 1 ○ 1

発達障害作業療法学2 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

発達障害作業療法学実習 3後 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

老年期障害作業療法学 3前 1 ○ 1

高次脳機能障害学 3前 1 ○ 2 兼3 オムニバス

作業療法義肢装具学1 3前 1 ○ 1

作業療法義肢装具学2 3後 1 ○ 1

福祉用具学 3前 1 ○ 1

日常生活技術学 2後 1 ○ 1

日常生活技術学実習 3前 1 ○ 1

職業関連技術学 3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

地域作業療法学1 3後 1 ○ 1

地域作業療法学2 3後 1 ○ 1 兼7 オムニバス

作業療法研究法1 2後 1 〇 1

作業療法研究法2 3前 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法研究法3 3後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法研究法4 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール1 1後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール2 2後 1 ○ 4 1 6 兼5 共同

作業療法ゼミナール3 3後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法ゼミナール4 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法総合演習 4後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習1 1後 1 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習2 2後 2 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習3 3後 5 ○ 4 1 6 兼1 共同

作業療法臨床実習4 4前 14 ○ 4 1 6 兼1 共同

地域作業療法臨床実習1 3後 2 ○ 4 1 6 兼1 共同　集中

地域作業療法臨床実習2 4前 1 ○ 4 1 6 兼1 共同　集中

－ 67 0 0 4 1 6 0 0 兼33 －

－ 99 16 0 4 1 6 0 0 兼96 ー

専
門
科
目

作
業
療
法
学
専
攻
専
門
科
目

小計（45科目） －

合計（82科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 学士（保健学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

１時限の授業時間 90分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、作業療法学専攻専門科目から必修科目67単
位の合計131単位以上を修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単位
選択4単位以上）修得すること

(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目 2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 2単位

(5)健康・スポーツ科学科目　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した基幹教育科目以外（基礎教育科目も含む）から4単位選択

１学年の学期区分 2期

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上（必修100単位　選択
2単位以上）修得すること

(1)学部共通専門科目 　1単位（必修1単位）
(2)学科共通専門科目 34単位（必修32単位　選択2単位）
(3)作業療法学専攻専門科目　67単位（必修67単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　両専攻とも、受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位以
下）とする。

１学期の授業期間 15週

6
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1前 0.9 〇 兼8 共同

1後 0.1 〇 1 兼2 共同

－ 1 0 0 1 0 0 0 0 兼9 ー合計（2科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

医学序論

心肺蘇生法実習

学位又は称号 学士（保健学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１時限の授業時間 90分

【卒業要件】
履修方法に示す1および2の履修により、作業療法学専攻専門科目から必修科目67
単位の合計131単位以上を修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目

別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、29単位以上（必修25単
位選択4単位以上）修得すること

(1)総合教養科目 10単位
(2)初年次教育科目 2単位
(3)情報リテラシー科目 2単位
(4)外国語科目

英語 6単位
初修外国語 2単位

(5)健康・スポーツ科学科目　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した基幹教育科目以外（基礎教育科目も含む）から4単位選
択

１学年の学期区分 2期

2．専門科目
　上記１に加え、次の(1)～(3)のとおり履修し、102単位以上（必修100単位　選
択2単位以上）修得すること

(1)学部共通専門科目 　1単位（必修1単位）
(2)学科共通専門科目 34単位（必修32単位　選択2単位）
(3)作業療法学専攻専門科目　67単位（必修67単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　両専攻とも、受講申請の上限は年間50単位未満（前期25単位以下、後期25単位
以下）とする。

１学期の授業期間 15週

阿倍野キャンパス
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基
幹
教

育
科
目

解剖生理学1 1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

解剖生理学2 1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

病理学 2前 1 ○ 兼1

薬理学 2前 1 ○ 兼1

生化学 2前 1 ○ 1

微生物学 2前 1 ○ 兼1

栄養学総論 2後 1 ○ 兼1

疾病・病態学A (慢性期） 2前 1 ○ 1

疾病・病態学B（急性期） 2前 1 ○ 兼1

疾病・病態学C（母性） 2後 1 ○ 兼2 オムニバス

疾病・病態学D（小児） 2後 1 ○ 兼1

疾病・病態学E（精神） 2後 1 ○ 兼1

感染管理論 2後 1 ○ 1

基礎遺伝学 2後 1 ○ 1

ゲノム医療ケア科学 3前 1 ○ 1

生命倫理学 3前 2 ○ 兼1

健康と疫学 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

公衆衛生学 2前 1 ○ 1

臨床統計学 2前 1 ○ 1

医療と社会福祉学 3前 1 ○ 兼1

セクシュアルヘルス支援 3前 1 ○ 2 1 オムニバス

－ 15 9 0 3 4 1 0 0 兼12 －小計（21 科目） －

　
専
門
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

　
健
康
基
礎
科
学

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

看護学概論 1前 2 ○ 3 1 オムニバス

早期体験実習 1後 1 ○ 4 6 3 兼1 共同・集中

看護倫理論 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

生活行動ケア論 2前 1 ○ 2 共同

クリニカルスキル演習 2前 2 ○ 1 6 3 共同

成人看護学基盤論 2前 2 ○ 6
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学基盤論 2前 1 ○ 2 オムニバス

ウィメンズヘルス看護学基盤論 2後 1 ○ 2 オムニバス

在宅看護学基盤論 2前 1 ○ 2 オムニバス

地域看護学基盤論 2前 1 ○ 2 1 オムニバス

小児看護学基盤論 2後 1 ○ 2 兼1
オムニバス・
共同（一部）

精神看護学基盤論 2前 1 ○ 2 0 オムニバス

- 15 0 0 22 6 4 0 0 兼2 －

コミュニケ－ション論 3前 1 ○ 1 1
共同

※演習

コラボレーション論 3前 1 ○ 1 兼3 オムニバス

トランジショナルケア論 2後 1 ○ 1

トランジショナルケア演習 3前 1 ○ 1 1 2 共同

小計（4 科目） － 0 4 0 2 3 3 0 0 兼3 －

看護過程と臨床判断 2後 1 ○ 1 4 3
オムニバス・
共同（一部）

基礎看護学実習 2後 2 ○ 4 4 3 共同・集中

日常生活援助技術 2後 2 ○ 1 4 3 共同

ヘルスアセスメントとシミュレーション 2後 1 ○ 2 3 1
オムニバス・
共同（一部）

病態看護論 2後 1 ○ 2 オムニバス

急性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

急性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 2
オムニバス・
共同（一部）

急性看護学実習 3後～4前 3 ○ 2 1 2 共同

慢性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

慢性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
オムニバス・
共同（一部）

慢性看護学実習 3後～4前 3 ○ 2 1 1 1 共同

老年看護学支援論 2後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学実習 3後～4前 3 ○ 1 1 1 共同

共
創
科
目

－

基
盤
看
護
学

小計（12 科目） －

実
践
看
護
科
学

専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

精神看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

精神看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
共同

※講義

精神看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

在宅看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 共同

在宅看護学支援論演習 3前 2 ○ 1 1 共同

在宅看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

地域看護学支援論 2後 1 ○ 2 オムニバス

地域看護学実習 3後 1 ○ 1 3 共同

家族看護論 3前 2 ○ 1 1 共同

母性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

母性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

母性看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 3 2 共同

小児看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

小児看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
オムニバス・
共同（一部）

※演習

小児看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

看護研究方法論 3前 1 ○ 4 共同

総合研究1 4前 1 ○ 15 13 14 2 共同

総合研究2 4後 2 ○ 15 13 14 2 共同

総合実習 4前 2 ○ 15 13 14 2 共同

小計（33 科目） － 0 49 0 － 15 13 14 2 0 0 －

ケアと健康福祉工学 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

ケアと行動科学 2後 1 ○ 2 1
オムニバス・
共同（一部）

ヘルスケアサービス経営論 3前 1 ○ 1

情報ケア科学 3前 1 ○ 2 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

ケアと人工知能 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

異文化ケア科学 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

高齢者ケアと経済 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

ケアと意思決定 3前 1 ○ 1 1 兼2 オムニバス

ケア研究方法論 2後 1 ○ 2 オムニバス

研究セミナー1 3前 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー2 3後 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー3 4前 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー4 4後 1 ○ 10 7 4 共同

－ 0 13 0 10 7 4 0 0 兼8 －

実
践
看
護
科
学

専
門
科
目

－

ケ
ア
デ
ー

タ
科
学

小計（13 科目）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ケア・シンキングプロセス 2後 1 ○ 2 兼2 共同

フィジカルアセスメント 2後 1 ○ 2 兼2 共同

生活行動ケア基本演習 2後 2 ○ 2 兼2 共同

生活行動ケア基本実習 2後 2 ○ 2 兼2 共同

臨床健康危機看護学演習 3前 2 ○ 1 1 兼1 共同

臨床健康危機看護学実習 3前 3 ○ 1 1 兼1 共同

高齢者ウェルネス実習 2後 1 ○ 1 1 兼2 共同

生活行動ケア応用演習 4前 1 ○ 1 1 兼2 共同

生活行動ケア応用実習 4前 1 ○ 1 1 兼2 共同

ウィメンズヘルスケア活動論 3前 1 ○ 1 兼2
オムニバス

※演習

周産期ヘルスケア演習 3後 2 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

ウィメンズヘルスケア実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

精神行動看護学実践論 3前 1 ○ 1 1 兼3 オムニバス

精神行動看護学演習 3後 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

精神行動看護学実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

小計（15 科目） － 0 24 0 4 5 1 0 0 兼16 －

地域包括ケア論 3前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

訪問看護過程演習 4前 1 ○ 1 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

訪問看護過程実習 4前 1 ○ 1 1 兼1 共同

地域包括ケアシステム演習 4後 1 ○ 1 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

地域包括ケア実習 4後 1 ○ 1 1 兼1 共同

臨床療養支援看護学演習 3前 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

臨床療養支援看護学実習 3前 3 ○ 1 1 兼1 共同

高齢者ケアシステム論 3後 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

高齢者ケアシステム実習 3後 2 ○ 1 1 兼2 共同

子ども・発達ケアシステム論 3前 1 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

子ども・家族看護過程演習 3後 2 ○ 1 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

子ども・家族看護過程実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

グローバルケアコミュニケーション 3前 1 ○ 1

ケアシステム科学実習 4前 2 ○ 8 6 4 共同

－ 0 23 0 8 7 4 0 0 兼13 －

－

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
科
学

小計（14 科目） －

　
専
門
科
目

生
体
行
動
ケ
ア
科
学
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教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

チーム医療Ａ 2後 1 ○ 25 20 18 2 兼9 共同

チーム医療Ｂ 4後 1 ○ 25 20 18 2 兼9 共同

看護管理学 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

国際看護論 3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

看護教育学 4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

災害看護論 4後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

グローバル看護演習 4前・後 2 ○ 1 2 共同

看護情報学 4前 1 ○ 1 1 共同

がん看護学 3前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

感染看護学 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

緩和ケア学 4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

リスクマネジメント 4後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

※演習

実践訪問看護演習 4後 2 ○ 1 1 1 共同

新生児クリティカルケア 4後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

－ 0 16 0 25 20 18 2 0 兼10 －

学校保健 2後 2 ○ 1

養護概説 3前 2 ○ 1

－ 0 0 4 0 0 1 0 0 －

－ 30 138 4 25 20 18 2 0 兼61 －

１学期の授業期間 15週

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（5）のとおり履修し、33単位以上（必修23
単位、選択10単位以上）修得すること
　（1）総合教養科目　　　 8単位
　（2）初年次教育科目　　 2単位
　（3）外国語科目　       8単位
　　　　英語科目（6単位）
　　　　初修外国語科目（2単位）
   (4) 情報リテラシー科目 2単位
　（5）健康・スポーツ科学科目　 3単位
　（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　上記1に加えて、専門科目96単位以上（必修30単位、選択66単位以上）修得するこ
と

１学年の学期区分 2学期

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学（看護学関係）

合計（128科目） －

資
格
科
目

教
職
科
目

小計（2 科目） －

専
門
科
目

キ
ャ

リ
ア
発
展
科
目

小計（14 科目） －
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基
幹
教

育
科
目

解剖生理学1 1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

解剖生理学2 1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

－ 4 0 0 2 0 0 0 0 兼1 －

看護学概論 1前 2 ○ 3 1 オムニバス

早期体験実習 1後 1 ○ 4 6 3 兼1 共同・集中

看護倫理論 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

－ 4 0 0 4 6 3 0 0 兼1 －

－ 8 0 0 5 6 3 0 0 兼2 －

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

　
専
門
科
目

小計（2 科目） －

学
科
共
通
科
目

基
盤
看
護
学

学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学（看護学関係）

小計（3 科目） －

１時限の授業時間 90分

１学期の授業期間 15週

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（5）のとおり履修し、33単位以上（必修23単
位、選択10単位以上）修得すること
　（1）総合教養科目　　　 8単位
　（2）初年次教育科目　　 2単位
　（3）外国語科目　       8単位
　　　　英語科目（6単位）
　　　　初修外国語科目（2単位）
   (4) 情報リテラシー科目 2単位
　（5）健康・スポーツ科学科目　 3単位
　（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　上記1に加えて、専門科目96単位以上（必修30単位、選択66単位以上）修得すること

森之宮キャンパス

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

合計（5科目） －

学位又は称号
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University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55 －

病理学 2前 1 ○ 兼1

薬理学 2前 1 ○ 兼1

生化学 2前 1 ○ 1

微生物学 2前 1 ○ 兼1

栄養学総論 2後 1 ○ 兼1

疾病・病態学A (慢性期） 2前 1 ○ 1

疾病・病態学B（急性期） 2前 1 ○ 兼1

疾病・病態学C（母性） 2後 1 ○ 兼2 オムニバス

疾病・病態学D（小児） 2後 1 ○ 兼1

疾病・病態学E（精神） 2後 1 ○ 兼1

感染管理論 2後 1 ○ 1

基礎遺伝学 2後 1 ○ 1

ゲノム医療ケア科学 3前 1 ○ 1

生命倫理学 3前 2 ○ 兼1

健康と疫学 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

公衆衛生学 2前 1 ○ 1

臨床統計学 2前 1 ○ 1

医療と社会福祉学 3前 1 ○ 兼1

セクシュアルヘルス支援 3前 1 ○ 2 1 オムニバス

－ 11 9 0 3 4 1 0 0 兼11 －

基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

英
語
科
目

小計（2 科目） －

　
専
門
科
目

授業形態

阿倍野キャンパス

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

小計（19 科目） －

　
健
康
基
礎
科
学
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授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

生活行動ケア論 2前 1 ○ 2 共同

クリニカルスキル演習 2前 2 ○ 1 6 3 共同

成人看護学基盤論 2前 2 ○ 6
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学基盤論 2前 1 ○ 2 オムニバス

ウィメンズヘルス看護学基盤論 2後 1 ○ 2 オムニバス

在宅看護学基盤論 2前 1 ○ 2 オムニバス

地域看護学基盤論 2前 1 ○ 2 1 オムニバス

小児看護学基盤論 2後 1 ○ 2 兼1
オムニバス・
共同（一部）

精神看護学基盤論 2前 1 ○ 2 0 オムニバス

- 11 0 0 22 6 4 0 0 兼1 －

コミュニケ－ション論 3前 1 ○ 1 1
共同

※演習

コラボレーション論 3前 1 ○ 1 兼3 オムニバス

トランジショナルケア論 2後 1 ○ 1

トランジショナルケア演習 3前 1 ○ 1 1 2 共同

小計（4 科目） － 4 0 0 2 3 3 0 0 兼3 －

看護過程と臨床判断 2後 1 ○ 1 4 3
オムニバス・
共同（一部）

基礎看護学実習 2後 2 ○ 4 4 3 共同・集中

日常生活援助技術 2後 2 ○ 1 4 3 共同

ヘルスアセスメントとシミュレーション 2後 1 ○ 2 3 1
オムニバス・
共同（一部）

病態看護論 2前 1 ○ 2 オムニバス

急性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

急性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 2
オムニバス・
共同（一部）

急性看護学実習 3後～4前 3 ○ 2 1 2 共同

慢性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

慢性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
オムニバス・
共同（一部）

慢性看護学実習 3後～4前 3 ○ 2 1 1 1 共同

老年看護学支援論 2後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

老年看護学実習 3後～4前 3 ○ 1 1 1 共同

精神看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

精神看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
共同

※講義

精神看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

在宅看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 共同

在宅看護学支援論演習 3前 2 ○ 1 1 共同

在宅看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

　
専
門
科
目

共
創
科
目

－

実
践
看
護
科
学

基
盤
看
護
学

小計（9 科目）
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授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

地域看護学支援論 2後 1 ○ 2 オムニバス

地域看護学実習 3後 1 ○ 1 3 共同

家族看護論 3前 2 ○ 1 1 共同

母性看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

母性看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

母性看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 3 2 共同

小児看護学支援論 2後 1 ○ 1 1 オムニバス

小児看護学支援論演習 3前 1 ○ 1 1 1
オムニバス・
共同（一部）

※演習

小児看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 1 1 共同

看護研究方法論 3前 1 ○ 4 共同

総合研究1 4前 1 ○ 15 13 14 2 共同

総合研究2 4後 2 ○ 15 13 14 2 共同

総合実習 4前 2 ○ 15 13 14 2 共同

小計（33 科目） － 49 0 0 15 13 14 2 0 0 －

ケアと健康福祉工学 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

ケアと行動科学 2後 1 ○ 2 1
オムニバス・
共同（一部）

ヘルスケアサービス経営論 3前 1 ○ 1

情報ケア科学 3前 1 ○ 2 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

ケアと人工知能 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

異文化ケア科学 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

高齢者ケアと経済 2後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

ケアと意思決定 3前 1 ○ 1 1 兼2 オムニバス

ケア研究方法論 2後 1 ○ 2 オムニバス

研究セミナー1 3前 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー2 3後 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー3 4前 1 ○ 10 7 4 共同

研究セミナー4 4後 1 ○ 10 7 4 共同

－ 5 8 0 10 7 4 0 0 兼8 －

　
専
門
科
目

ケ
ア
デ
ー

タ
科
学

小計（13 科目） －

実
践
看
護
科
学

－

9



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

ケア・シンキングプロセス 2後 1 ○ 2 兼2 共同

フィジカルアセスメント 2後 1 ○ 2 兼2 共同

生活行動ケア基本演習 2後 2 ○ 2 兼2 共同

生活行動ケア基本実習 2後 2 ○ 2 兼2 共同

臨床健康危機看護学演習 3前 2 ○ 1 1 兼1 共同

臨床健康危機看護学実習 3前 3 ○ 1 1 兼1 共同

高齢者ウェルネス実習 2後 1 ○ 1 1 兼2 共同

生活行動ケア応用演習 4前 1 ○ 1 1 兼2 共同

生活行動ケア応用実習 4前 1 ○ 1 1 兼2 共同

ウィメンズヘルスケア活動論 3前 1 ○ 1 兼2
オムニバス

※演習

周産期ヘルスケア演習 3後 2 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

ウィメンズヘルスケア実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

精神行動看護学実践論 3前 1 ○ 1 1 兼3 オムニバス

精神行動看護学演習 3後 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

精神行動看護学実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

小計（15 科目） － 24 0 0 4 5 1 0 0 兼16 －

地域包括ケア論 3前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

訪問看護過程演習 4前 1 ○ 1 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

訪問看護過程実習 4前 1 ○ 1 1 兼1 共同

地域包括ケアシステム演習 4後 1 ○ 1 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

地域包括ケア実習 4後 1 ○ 1 1 兼1 共同

臨床療養支援看護学演習 3前 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

臨床療養支援看護学実習 3前 3 ○ 1 1 兼1 共同

高齢者ケアシステム論 3後 2 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

高齢者ケアシステム実習 3後 2 ○ 1 1 兼2 共同

子ども・発達ケアシステム論 3前 1 ○ 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

子ども・家族看護過程演習 3後 2 ○ 1 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

子ども・家族看護過程実習 3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

グローバルケアコミュニケーション 3前 1 ○ 1

ケアシステム科学実習 4前 2 ○ 8 6 4 共同

－ 23 0 0 8 7 4 0 0 兼13 －

　
専
門
科
目

生
体
行
動
ケ
ア
科
学

－

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
科
学

小計（14 科目） －

10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

チーム医療Ａ 2後 1 ○ 25 20 18 2 兼9 共同

チーム医療Ｂ 4後 1 ○ 25 20 18 2 兼9 共同

看護管理学 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

国際看護論 3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

看護教育学 4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

災害看護論 4後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

グローバル看護演習 4前・後 2 ○ 1 2 共同

看護情報学 4前 1 ○ 1 1 共同

がん看護学 3前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

感染看護学 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

緩和ケア学 4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

リスクマネジメント 4後 1 ○ 1 1
オムニバス・
共同（一部）

※演習

実践訪問看護演習 4後 2 ○ 1 1 1 1 共同

新生児クリティカルケア 4後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

－ 0 16 0 25 20 18 2 0 兼10 －

学校保健 2後 2 ○ 1

養護概説 3前 2 ○ 1

－ 0 0 4 0 0 1 0 0 0 －

－ 127 33 4 25 20 18 2 0 兼118 －

資
格
科
目

　
専
門
科
目

学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学（看護学関係）

小計（14 科目） －

キ
ャ

リ
ア
発
展
科
目

教
職
科
目

小計（2 科目）

１時限の授業時間 90分

－

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の（1）～（5）のとおり履修し、33単位以上（必修23単
位、選択10単位以上）修得すること
　（1）総合教養科目　　　 8単位
　（2）初年次教育科目　　 2単位
　（3）外国語科目　       8単位
　　　　英語科目（6単位）
　　　　初修外国語科目（2単位）
   (4) 情報リテラシー科目 2単位
　（5）健康・スポーツ科学科目　 3単位
　（6）（1）～（5）で履修した科目以外から10単位を修得すること

2.専門科目
　上記1に加えて、専門科目96単位以上（必修30単位、選択66単位以上）修得するこ
と

合計（125科目） －

学位又は称号

11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 兼19

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼4

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼10

小計（5科目） 10 0 0 0 0 0 0 0 兼37

1前 2 ○ 10 5 共同

小計（1科目） ― 2 0 0 10 5 0 0 0 0 ―

2前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

3後 1 ○ 1 1 2 共同

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 共同

2前 2 ○ 1 1 共同

2後 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 2 オムニバス

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1 2 2 共同

2後 1 ○ 1 3 2 共同

2通 1 ○ 2 2 3 共同

2前 1 ○ 1 1 2 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 1 共同

2後 1 ○ 1 1 オムニバス

3前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1 2 兼1

2後 1 ○ 1 2 兼1

2後 1 ○ 1 1 2 共同

3前 1 ○ 2 1 2 共同

3前 1 ○ 1 1 2 共同

小計（29科目） ― 42 3 0 9 8 1 0 10 兼6 ―

1後 2 ○ 1

2後 1 ○ 1 1 2 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1 1 2 共同

3後 1 ○ 1 1 共同

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

3後 1 ○ 1 1 2 共同

2前 2 ○ 1

スポーツ栄養学

栄養教育論1

―

専
門
分
野

基礎栄養学

基礎栄養学実験

応用栄養学1

応用栄養学2

食品学実験

食品加工学実験

食品衛生学実験

専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康1

社会・環境と健康2

社会・環境と健康3

社会健康科学実習

基礎細胞生物学

臨床栄養学1

栄養教育論2

栄養教育論3

栄養カウンセリング論

栄養教育論実習

応用栄養学3

応用栄養学実習

食品分析学

食品機能開発論

基礎調理学実習

食事設計実習

食品加工学

調理と食事設計

食品衛生学

解剖生理学実習

栄養生理学実習

食品有機化学

食品学

―

専
門
科
目

専
門
導

入
科
目

食栄養学概論

―

備考

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
基
礎
教
育
科
目

基礎数学A

基礎無機・分析化学A

基礎物理化学B

基礎有機化学A

基礎化学実験

臨床病態学

栄養薬理学

生化学実験

分子生物学実験

分子栄養学

微生物学

感染防御学

解剖生理学

生化学1

生化学2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部食栄養学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部食栄養学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼2

3前 1 ○ 2 2 共同

3後 1 ○ 1 2 兼2 共同

4前 1 ○ 1 1 2 共同

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1 1 2 共同

2後 2 ○ 1

3後 1 ○ 1 2 5 共同

3後 1 ○ 1 2 5 共同

3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス

4通 2 ○ 5 7 3 11
共同（一部）
オムニバス

4通 2 ○ 12 12 3 11

4通 8 ○ 12 12 3 11

3前 1 ○ 2 兼5 オムニバス

小計（31科目） ― 48 6 0 12 12 3 0 11 兼11 ―

3前 2 ○ 1

3後～4前 1 ○ 1 1 2 共同

4通 2 ○ 1 2 3 共同

4通 1 ○ 1 1 3 共同

1前・後 2 ○ 2 1 共同

1前・後 1 ○ 2 1 共同

0 0 9 4 4 1 0 6 0

学校栄養教育論 3前 2 ○ 2 1 兼3 オムニバス

学校栄養教育実践論 3後 2 ○ 兼4 オムニバス

被服学概論 2前 2 ○ 兼1 隔年、集中

被服構成学 2前 1 ○ 兼1 隔年、集中

住居学概論（製図を含む） 1後 2 ○ 兼4 共同

保育学 2後 2 ○ 兼1

家族関係学 2前 2 ○ 兼1

生活経済学 2前 2 ○ 兼1

生活機器学 3後 2 ○ 兼1

家庭科教育法1A 2前・後 2 ○ 兼1 隔年、集中

家庭科教育法1B 2前・後 2 ○ 兼1 隔年、集中

家庭科教育法2A 2前・後 2 ○ 兼1 隔年、集中

家庭科教育法2B 2前・後 2 ○ 兼1 隔年、集中

小計（13科目） 0 0 25 0 2 1 0 0 兼17

合計（85科目） ― 102 9 34 12 12 3 0 11 兼71 ――

―

教
職
科
目

公衆栄養学臨地実習

国際食糧流通論

国際食糧流通論演習

小計（6科目） ―

卒業論文

キャリア形成論

―

自
由
選
択
科
目

給食経営管理論2

給食経営管理臨地実習

臨床栄養学臨地実習

給食経営管理実習2（経営管理）

フードサービスマネジメント論

総合演習

栄養学研究基礎演習

公衆栄養学実習

給食経営管理論1

給食経営管理実習1（運営）

栄養サポートチーム実習

公衆栄養学1

公衆栄養学2

栄養疫学

臨床栄養学4

臨床栄養学実習1

臨床栄養学実習2

臨床栄養学2

臨床栄養学3

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部食栄養学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学位又は称号

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、133単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(5)のとおり履修し、25単位以上
（必修25単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)基礎教育科目　　　　　　　10単位

2．専門科目
　上記１(6)に加え、次のとおり履修し、108単位以上（必修102単位
選択6単位以上）修得すること
　(1)専門科目から98単位（必修92単位　選択6単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学士（生活科学） 学位又は学科の分野 家政関係

卒業要件及び履修方法 授業期間等

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼30

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼4

1前・後 2 〇 兼4

1前・後 2 〇 兼10

1前・後 2 〇 兼6

1前・後 2 〇 兼7

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼5 ※講義

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼66

1前 2 〇 6 5 3 2 共同

1前 2 ○ 1 1 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2前 2 〇 1 　 1 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 　 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 〇 1

2後 2 ○ 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1 1 1 1 兼3 共同

－ 36 4 0 6 5 3 2 0 兼6

2前 2 〇 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 〇 兼2 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－小計（12科目）

基礎数学A基
礎
教
育
科
目

基礎数学B

生物学２

地球学入門

プログラミング入門B

線形代数1

入門物理学1

入門物理学2

基礎物理化学A

基礎物理化学B

基礎化学実験

生物学１

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部居住環境学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

データサイエンス入門

専
門
基
礎
科
目

建築構造学1

建築材料学

都市計画

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

基礎設計製図1

基礎設計製図2

小計（20科目）

生活機器学

インテリア計画学

基
幹
教
育
科
目

色彩学

人間工学2

建築設備2

居住環境学概論

図形科学

住生活論

建築情報学

建築一般構造

構造力学1

建築・環境法規

居住環境工学1

人間工学1

住居計画学

住文化史1

専
門
応
用
科
目

専
門
科
目

－

測量学

居住環境工学2

建築構造学2

感性情報学

居住福祉工学

建築計画学

居住企画・経営論

居住地計画論

建築設備1

住居学

構造力学2

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部居住環境学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1通 1 ○ 1 1 共同

2通 1 ○ 1

3後 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 2 2 兼4 共同

2後 2 ○ 3 2 1 兼2 共同

3前 1 ○ 1 2 兼3 共同

3前 1 ○ 2 兼2 共同

3後 2 ○ 6 5 3 2 共同

4通 10 ○ 6 5 3 2

－ 26 26 0 6 5 3 2 0 兼15

－ 62 54 0 6 5 3 2 0 兼87

小計（24科目） －

建築施工法

設計製図1

研究計画演習

卒業研究

設計製図2

設計製図3A

設計製図3B

住文化史2

専
門
応
用
科
目

合計（56科目） －

学位又は称号 学士（生活科学） 学位又は学科の分野 家政関係

専
門
科
目

居住環境学　学外セミナー1

居住環境学　学外セミナー2

環境システム設計および実験

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、33単位以上
（必修25単位選択8単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から8単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（選択8単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次のとおり履修し、92単位以上（必修62単位　選
択30単位以上）修得すること
　(1)専門基礎科目、専門応用科目から84単位（必修62単位　選択22単
位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

2
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手

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼19

1前・後 2 〇 兼30

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼4

1前・後 2 〇 兼4

1前・後 2 〇 兼10

1前・後 2 〇 兼6

1前・後 2 〇 兼7

1前・後 2 〇 兼2

1前・後 2 〇 兼5 ※講義

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼66

－ 0 24 0 0 0 0 0 0 兼66

基
幹
教
育
科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照
基
礎
教
育
科
目

基礎数学A

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部居住環境学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基礎数学B

合計（12科目） －

学位又は称号 学士（生活科学） 学位又は学科の分野 家政関係

線形代数1

入門物理学1

入門物理学2

基礎物理化学A

小計（12科目） －

基礎物理化学B

基礎化学実験

生物学１

生物学２

地球学入門

プログラミング入門B

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、33単位以上
（必修25単位選択8単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から8単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（選択8単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次のとおり履修し、92単位以上（必修62単位　選
択30単位以上）修得すること
　(1)専門基礎科目、専門科目から84単位（必修62単位　選択22単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

森之宮キャンパス
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必
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University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55

1前 2 〇 6 5 3 2 共同

1前 2 ○ 1 1 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2前 2 〇 1 　 1 オムニバス

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 　 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 〇 1

2後 2 ○ 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1 1 1 1 兼3 共同

－ 36 4 0 6 5 3 2 0 兼6

2前 2 〇 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 〇 兼2 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1通 1 ○ 1 1 共同

2通 1 ○ 1

3後 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 2 2 兼4 共同

2後 2 ○ 3 2 1 兼2 共同

3前 1 ○ 1 2 兼3 共同

3前 1 ○ 2 兼2 共同

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部居住環境学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

住生活論

建築情報学

建築一般構造

都市計画

建築・環境法規

居住環境工学1

建築材料学

構造力学1

人間工学1

住居計画学

住文化史1

－

測量学

居住環境工学2

建築構造学2

感性情報学

居住環境学　学外セミナー2

建築計画学

居住企画・経営論

居住地計画論

建築設備1

住居学

人間工学2

建築設備2

生活機器学

住文化史2

建築施工法

居住環境学　学外セミナー1

専
門
科
目

－

外
国
語
科
目

インテリア計画学

色彩学

データサイエンス入門

構造力学2

建築構造学1

専
門
基
礎
科
目

専
門
応
用
科
目

基
幹
教
育
科
目

英
語
科
目

小計（2 科目）

基礎設計製図1

基礎設計製図2

小計（20科目）

環境システム設計および実験

設計製図1

設計製図2

設計製図3A

設計製図3B

居住福祉工学

居住環境学概論

図形科学

杉本キャンパス

4
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教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部居住環境学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3後 2 ○ 6 5 3 2 共同

4通 10 ○ 6 5 3 2

－ 26 26 0 6 5 3 2 0 兼15

－ 64 30 0 6 5 3 2 0 兼76

－

合計（46科目）

研究計画演習

専
門
科
目

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、125単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、33単位以上（必
修25単位選択8単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から8単位を修得すること
　(7)基礎教育科目　　　　　　　8単位（選択8単位）

2．専門科目
　上記１(7)に加え、次のとおり履修し、92単位以上（必修62単位　選択
30単位以上）修得すること
　(1)専門基礎科目、専門科目から84単位（必修62単位　選択22単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－

卒業要件及び履修方法 授業期間等

学位又は称号 学士（生活科学） 学位又は学科の分野 家政関係

卒業研究

小計（24科目）

専
門
応
用
科
目
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必
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1前 2 ○ 5 6 3 1 共同

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1
オムニバス

集中

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

－ 6 14 0 5 6 3 1 0 兼2 ―

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼3
オムニバス

集中

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

－ 0 42 0 4 6 1 1 0 兼5 ―

2前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼3
オムニバス

集中

－ 0 20 0 1 1 2 1 0 兼7 ―

基
幹
教
育

科
目

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

小計（10科目）

地域福祉論1

小計（21科目） －

医療福祉論

介護学

社会福祉権利擁護論

心理学

地域福祉論2

－

ソーシャルワーク論1

ソーシャルワーク論2

ソーシャルワーク論3

ソーシャルワーク論4

司法福祉論

社会開発学

家族社会学1

対人援助学

発達心理学2

臨床心理学概論

社会政策学

高齢者福祉論

子ども家庭福祉論

障害者福祉論

社会調査法

発達臨床心理学（福祉心理学）

心理学的支援法2

教育臨床学1

小計（10科目）

心理的アセスメント

福祉システム学1

社会保障論1

社会保障論2

公的扶助論

福祉システム学2（精神
疾患とその治療）

精神保健福祉論

子ども学

国際開発学

―

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
科
目

専
門
科
目

専
門
共
通
科
目

社
会
福
祉
系
専
門
応
用
科
目

ソーシャルワーク原論1

ソーシャルワーク原論2

人間福祉学概論

医学概論

社会福祉原理論

社会福祉学

心理学的支援法1

発達心理学1

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2通 2 ○ 兼5
オムニバス

集中

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 22 0 1 2 1 0 0 兼8 ―

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

－ 0 22 0 2 2 0 0 0 兼2 ―

2後 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

2後 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

3前 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3前 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3後 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3前 4 ○ 2 1 2 1 兼1
共同
集中

3後 1 ○ 2 1 2 1 兼1
共同
集中

3前 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

3後 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

4前 2 ○ 1 2 1 兼2 共同

－ 0 18 0 2 1 2 1 0 兼2 ―

3前 2 ○ 1 2 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

集中

3後 2 ○ 1 2 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

3前 1 〇 1 兼2 オムニバス

4通 2 ○ 1 2 1 兼2
共同
集中

－ 0 7 0 1 2 1 0 0 兼5 ―

3後 2 ○ 5 6 3 1

4通 2 ○ 5 6 3 1

4通 8 ○ 5 6 3 1

－ 12 0 0 5 6 3 1 0 0 ―

－ 18 145 0 5 6 3 1 0 兼25 ―－合計（80科目）

人間福祉学演習

卒論演習

卒業論文

臨
床
心
理
系
専
門
応
用
科
目

社
会
科
学
系

専
門
応
用
科
目

社
会
福
祉
士

実
習
・
演
習
科
目

公
認
心
理
師

実
習
・
演
習
科
目

卒
論
関
係

科
目

－

小計（10科目） －

心理演習1

心理演習2

心理学実験

小計（3科目）

ソーシャルワーク演習1

ソーシャルワーク実習指導1

ソーシャルワーク演習2

ソーシャルワーク演習3

心理実習

小計（4科目）

－

社会学

教育臨床学2

ソーシャルワーク実習2

ソーシャルワーク実習指導2

－

社会福祉運営管理論

関係行政論

小計（11科目）

家族関係学

ソーシャルワーク演習5

社会疫学

ソーシャルワーク演習4

ソーシャルワーク実習1

ソーシャルワーク実習指導3

心理学的支援法3

福祉心理学

小計（11科目）

家族社会学2

グローバル経済論

地域経済論

教育方法学

生活経済学

－

公認心理師の職責

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

医学知識（人体の構造と
機能及び疾病）

感情・人格心理学

教育・学校心理学

健康・医療心理学

障害者・障害児心理学

心理学統計法

専
門
科
目

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

家政関係学士（生活科学）　

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修
25単位選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること

2．専門科目
　次のとおり履修し、94単位以上（必修18単位　選択76単位以上）修得する
こと
　(1)専門科目から94単位（必修18単位　選択76単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 5 6 3 1 共同

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1
オムニバス

集中

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

－ 6 14 0 5 6 3 1 0 兼2 ―

－ 6 14 0 5 6 3 1 0 兼2 ―

学士（生活科学）　 家政関係

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

社会政策学

小計（10科目） ―

備考

専
門
科
目

基
礎
科
目

人間福祉学概論

医学概論

社会福祉原理論

社会福祉学

心理学的支援法1

発達心理学1

発達心理学2

別紙　教育課程等の概要（基幹教育科目）参照

臨床心理学概論

教育臨床学1

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修
25単位選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること

2．専門科目
　次のとおり履修し、94単位以上（必修18単位　選択76単位以上）修得する
こと
　(1)専門科目から94単位（必修18単位　選択76単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（10科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法 授業期間等

森之宮キャンパス

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

University English 3A 2前・後 1 〇 兼41

University English 3B 2前・後 1 〇 兼34

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼55

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼3
オムニバス

集中

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

－ 0 42 0 4 6 1 1 0 兼5 ―

2前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼3
オムニバス

集中

－ 0 20 0 1 1 2 1 0 兼6 ―

備考

専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

公的扶助論

高齢者福祉論

子ども家庭福祉論

障害者福祉論

社会調査法

発達臨床心理学（福祉心理学）

ソーシャルワーク原論1

ソーシャルワーク原論2

社会保障論1

社会保障論2

国際開発学

社会開発学

家族社会学1

対人援助学

地域福祉論1

小計（21科目）

心理学的支援法2

心理的アセスメント

福祉システム学1

福祉システム学2（精神
疾患とその治療）

精神保健福祉論

子ども学

－

心理学

地域福祉論2

医療福祉論

介護学

社会福祉権利擁護論

ソーシャルワーク論1

ソーシャルワーク論2

ソーシャルワーク論3

ソーシャルワーク論4

司法福祉論

小計（10科目） －

小計（2 科目） －

外
国
語
科
目

専
門
共
通
科
目

社
会
福
祉
系
専
門
応
用
科
目

基
幹
教
育
科
目

英
語
科
目

杉本キャンパス

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2通 2 ○ 兼5
オムニバス

集中

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 22 0 1 2 1 0 0 兼8 ―

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

－ 0 22 0 2 2 0 0 0 兼2 ―

2後 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

2後 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

3前 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3前 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3後 2 ○ 1 2 1 兼1 共同

3前 4 ○ 2 1 2 1 兼1
共同
集中

3後 1 ○ 2 1 2 1 兼1
共同
集中

3前 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

3後 1 ○ 2 1 2 1 兼1 共同

4前 2 ○ 1 2 1 兼2 共同

－ 0 18 0 2 1 2 1 0 兼2 ―

3前 2 ○ 1 2 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

集中

3後 2 ○ 1 2 1 兼2
オムニバス・
共同（一部）

3前 1 〇 1 兼2 オムニバス

4通 2 ○ 1 2 1 兼2
共同
集中

－ 0 7 0 1 2 1 0 0 兼5 ―

3後 2 ○ 5 6 3 1

4通 2 ○ 5 6 3 1

4通 8 ○ 5 6 3 1

－ 12 0 0 5 6 3 1 0 0 ―

－ 14 131 0 5 6 3 1 0 兼79 ―

専
門
科
目

心理学的支援法3

福祉心理学

教育臨床学2

社会疫学

社会福祉運営管理論

関係行政論

小計（11科目） －

小計（11科目） －

医学知識（人体の構造と
機能及び疾病）

障害者・障害児心理学

心理学統計法

感情・人格心理学

教育・学校心理学

家族関係学

家族社会学2

グローバル経済論

地域経済論

教育方法学

生活経済学

社会学

健康・医療心理学

公認心理師の職責

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

心理演習1

心理演習2

心理学実験

心理実習

小計（4科目） －

ソーシャルワーク演習1

ソーシャルワーク実習指導1

ソーシャルワーク演習2

ソーシャルワーク演習3

ソーシャルワーク演習4

ソーシャルワーク実習1

ソーシャルワーク実習2

ソーシャルワーク実習指導2

ソーシャルワーク実習指導3

合計（72科目） －

人間福祉学演習

卒論演習

卒業論文

小計（3科目） －

ソーシャルワーク演習5

小計（10科目） －

臨
床
心
理
系
専
門
応
用
科
目

社
会
科
学
系

専
門
応
用
科
目

社
会
福
祉
士

実
習
・
演
習
科
目

公
認
心
理
師

実
習
・
演
習
科
目

卒
論
関
係
科

目

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活科学部人間福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学士（生活科学）　 家政関係

【卒業要件】
　履修方法に示す1および2の履修により、129単位以上修得すること

【履修方法】
1．基幹教育科目
　別紙、基幹教育科目より次の(1)～(6)のとおり履修し、35単位以上（必修
25単位選択10単位以上）修得すること
　(1)総合教養科目　　　　　　　10単位
　(2)初年次教育科目　　　　　　 2単位
　(3)情報リテラシー科目　　　　 2単位
　(4)外国語科目
　　　英語　　　 　　　　　　　 6単位
　　　初修外国語 　　　　　　　 2単位
　(5)健康・スポーツ科学科目　　 3単位
　(6)(1)～(5)で履修した科目以外から10単位を修得すること

2．専門科目
　次のとおり履修し、94単位以上（必修18単位　選択76単位以上）修得する
こと
　(1)専門科目から94単位（必修18単位　選択76単位）

【履修科目の上限単位数の設定】
　年間50単位未満、前期25単位以下、後期25単位以下とする。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法 授業期間等

7



授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

情報システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、情報システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【5】.菅野正嗣／6回）
オリエンテーション、現代システムにおける情報システムの位置づ
けや成り立ち、情報システムにおけるネットワークの役割について
修得させる。また、最後に、情報システムの観点から見た持続可能
性について解説する。
（【9】.宮本貴朗／3回）
サイバー犯罪とサイバーテロ、個人情報保護とプライバシーなど、
情報セキュリティについて修得させる。
（【6】.瀬田和久／3回）
構造を有する情報の表現と探索、AIによる学習支援、誰一人取り残
さないためのスキーマ構造の体制化を促す学習支援について修得さ
せる。
（【12】.渡邊真治／3回）
日本の情報化の現状、経営における情報の役割、経営情報について
修得させる。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

自然システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、自然システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（＜1＞.伊藤康人／3回）太陽系と地球の誕生、地球の歴史と生物の
進化、現在の地球の構造について解説する。
（【47】.竹中規訓／3回）大気の循環と大気汚染、酸性雨とエアロ
ゾル(PM2.5)、地球温暖化と成層圏破壊について解説する。
（＜2＞.大塚耕司／9回）
水の性質と循環、海洋の構造と物質循環、人間活動による海洋環境
への影響、生態系（エコシステム）のしくみ、生態系が人間にもた
らすサービス、資源開発と生態系破壊の歴史、自然システムの観点
から見た持続可能性について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

社会システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、社会システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【64】.上柿崇英／3回）
サステイナビリティ概念と社会、社会システム、哲学・思想の方法
論と共生社会について解説する。
（【50】.西尾純二／3回）
慣習と社会の形成、言語・文学・芸術などの文化事象の伝統性と表
象性、社会問題化する慣習について解説する。
（【38】.児島亜紀子／3回）
福祉国家の思想と歴史、人口縮小社会と福祉・社会制度、災害など
社会変動の被害を最も受けやすい人が受ける影響の最小化とそれら
に対する強靭化について解説する。
（【51】.西田芳正／3回）
貧富の差の社会的本質、教育を規定する社会・社会を作り変える教
育、地域社会の活力と諸課題について解説する。
（【28】②.伊井直比呂／3回）
グローバルシステムの未来への選択、社会システムの中の持続可能
性の発見について解説する。

オムニバス方式

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

1 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

人間システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、人間システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【56】.牧岡省吾／5回）
現代システムの中の人間システム、進化の仕組みとヒトの進化の歴
史、ヒトはなぜ社会をつくることができるのか、ヒトの心と意見の
分断、人間システムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【75】.髙橋幸治／5回）
ヒトの心の病のメカニズム、臨床の知、悩み・症状・問題の発展可
能性、心理療法におけるセラピストの仕事、創造の病と文化の病に
ついて解説する。
（【53】.東優子／1回）
ジェンダーと社会について解説する。
（【70】.工藤宏司／4回）
「感情」はどのような意味で「社会的問題」になるのか、「感情規
則」と「感情労働」、行為と社会的規範、人間開発としてのジェン
ダーの位置づけついて解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

知識情報システム学概論

授業形態：講義
目標：情報や情報システム、その表現や伝達、その記号化・形式化
としてのデータモデル、計算の仕組み、人間と情報システムの関わ
り、情報技術と社会ついて、基本的な知識、情報システムの人工知
能や自然言語処理、データサイエンスへの応用について問う問題に
答えることができることを目標とする。具体的には、以下の能力を
身につけることを目標とする。
1.情報および情報システムについて、半分以上の設問に正しく答え
られること。
2.情報システムの応用（人工知能、自然言語処理、データサイエン
スなど）関する基本的な知識について、半分以上の設問に正しく答
えられること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）

(【7】.中島智晴／5回)
情報の表現方法と計算理論について基礎を修得させ、人工知能に関
する応用事例に関する知識を修得させる。

(【14】.上杉徳照／5回)
情報システムの基礎概念を修得させ、データ分析に関する応用事例
に関する知識を修得させる。

(【23】.柳本豪一／5回）
計算機の仕組みや情報システムの応用事例を解説し、情報システム
を用いた環境問題などの横断的なシステム開発についての知識を修
得させる。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

環境社会システム学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 １．公害問題、持続可能な開発目標といった環境問題に関する重要
概念について説明できること

 ２．持続可能な開発目標の達成における政府と企業の役割について
説明できること

 ３．自然環境が水産業に与える影響と、水産業が自然環境に与える
影響について説明できること

 ４．自然環境が工場の立地、都市への集積に与える影響と、地域経
済が地域の環境に与える影響について説明できること

 ５．自然環境が都市における人間生活に与える影響と都市機能が自
然環境に与える影響、さらに人間の活動が労働を通して自然環境に
与えてきた影響と近代における労働のありかたの問題点を説明でき
ること

 ６．人間社会における様々な生業と持続可能性の関係について説明
できること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【33】.遠藤崇浩／6回）
公害問題から持続可能な開発目標までの歴史、持続可能な開発目標
と政府の役割、持続可能な開発目標と企業活動、自然・社会システ
ムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【72】.黒田桂菜／4回）
水産業と海洋環境・環境負荷・魚食・コミュニティについて解説す
る。
（【57】.水野真彦／2回）
近代大阪と工業化、雇用と居住の地理について解説する。
（【39】.酒井隆史／3回）
働くことと遊ぶことの人類学・近代史・思想について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

教育福祉学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 人間開発と成長・発展、人の社会的阻害要因と福祉国家、インク
ルーシブ社会への理念と実践などについて、基本的な知識を問う問
題に答えることができる。
2. 教育福祉学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかに
ついて説明することができる。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【60】②.吉田敦彦／5回）
人間の成長・発達と教育の役割、教育における社会的阻害要因と教
育／福祉の視点、教育の多様性とインクルーシブ社会の理論と実
践、教育福祉学の方法論が持続可能社会の実現にどのように役立つ
のかについて解説する。
（【59】.山野則子／2回）
社会福祉と人間の成長発達、社会福祉と学校教育について解説す
る。
（【61】.吉武信二／2回）
健康福祉とインクルーシブ社会の理念と実践、高齢化社会における
人間開発と健康について解説する。
（【79】.内藤葉子／3回）
人間開発とジェンダー、福祉国家とジェンダー、現代社会における
ジェンダーと性の多様性について解説する。
（【69】.木曽陽子／3回）
保育を通じた人間の成長・発達、保育の社会的役割と福祉国家、イ
ンクルーシブ保育・教育の理念と実践について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

心理学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言語、心理学の方法
論について、基本的な知識を問う問題に答えることができる。
2. 心理学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかについ
て説明することができる。

授業計画：心理学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目であ
る。この授業では、心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言
語について、代表的な研究の事例を学ぶことによって基本的な知識
を得ることを目指す。また同時に、1年次前期に配当される「情報シ
ステムとサステイナビリティ」「自然システムとサステイナビリ
ティ」「社会システムとサステイナビリティ」「人間システムとサ
ステイナビリティ」の内容と関連付けながら、心理学が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかについて学ぶ。
また、授業中に適宜実験を行うことで、心理学の方法論を体験を通
して学ぶことを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.企業や自治体等における業務の実際を、体験を通して具体的に説
明できること。
２.企業や自治体等における業務が、持続可能社会の実現にどのよう
に寄与するか説明できること。
３.将来社会で活躍するために、大学で何を学ぶべきか説明できるこ
と。

授業計画：本授業は、10日程度のインターンシップ先での実習と事
前学習、報告会の全てに参加することで単位を認定する。単位とし
て認定されるインターンシップは、原則として、本学キャリアサ
ポートを通じて申し込んだものであるが、教員の紹介や個人で探し
てきたものについても、単位認定の対象となることがあるので、事
前に担当教員に申し出る必要がある。なお、インターンシップとし
て単位認定を受ける場合の手続きは、４月初旬のオリエンテーショ
ンで詳しく説明する。

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

海外インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.派遣先の国の歴史・文化・宗教的背景・教育と福祉の実情と課題
について説明できること。
２.派遣先の国の持続可能な社会の構築に関する具体的な課題を発見
できること。
３.派遣先の国の学生と協働で課題解決に取り組むことができるこ
と。
４.現地で行った活動について他人にわかりやすく伝えられること。

授業計画：本プログラムでは、派遣前にワークショップを行い、派
遣先の国の歴史や文化ならびに持続可能性に関わる問題点などにつ
いて理解させるとともに、派遣プログラム期間内に現地学生との協
働によるワークショップやスタディーツアーを実施し、課題解決の
方法論を実践的に学ばせる。さらに、派遣後に報告会を行い、プレ
ゼンテーションのスキルを向上させる。これらの教育プログラムを
通して、多様な歴史・文化を背景に持つ人々が互いに尊重し合い、
共に生きてゆくことの重要性を深く理解する能力（多文化共生マイ
ンド）を身につけさせるとともに、国際的な観点から持続可能な社
会の構築に関する具体的な課題を発見し解決に導く方法論（課題解
決スキル）を身につけさせる。

共同

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

コンピュータシステム

授業形態：講義
目標：本授業は情報システムの基盤となるコンピュータ・ハード
ウェアの基礎を学ぶ科目である。コンピュータにおけるデータの表
現方法、CPUの仕組みとマシン語，デジタル回路の基礎，コンパイラ
の基礎，メモリ，OSの役割について理解することを目指す。
授業計画：授業では，デジタル情報の表現方法，CPUの仕組みやマシ
ン語，デジタル回路の基礎，コンピュータメモリ，コンパイラの基
礎，OSの役割について講義する。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

情報ネットワーク基礎

授業形態:講義
目標:インターネットに代表されるコンピュータネットワークの基本
的な構造や動作原理の修得、およびデータ形式などを理解するこ
と。
授業計画:本科目では、インターネットをはじめとする実際の情報
ネットワークにおいて運用されている階層型プロトコルである
TCP/IPを例に、物理層からアプリケーション層までの種々のプロト
コル、データ表現、コネクション型通信、DNSなどについて習得させ
ることを目的とした講義を行う。また、LANや無線ネットワークを実
現するための技術についても解説する。具体的には、コンピュータ
ネットワークの基本的な構成、アプリケーションの通信品質と交換
原理、ネットワークの歴史と標準化、ネットワークアプリケーショ
ンとその特性、トランスポート層の役割、ネットワーク層の役割、
データリンク層と物理層の役割、ブロードキャスト型のネットワー
ク(LAN)などについて取り上げる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

データベース基礎

授業形態：講義
目標：計算機上に効率的にデータを蓄積する技術であるデータベー
ス、特に形式的基盤を持つリレーショナルデータベースについて、
そのモデル化、操作言語、設計理論およびSQLについて基本的な知識
と技能を習得するとともに、サーチエンジン等で用いられる情報検
索技術について理解することを目標とする。
授業計画：リレーショナルデータモデル、リレーショナルデータ
ベースの設計理論、SQLによるデータベースの操作、およびサーチエ
ンジンと情報検索について講義するとともに演習を行い、基本的な
知識を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

アルゴリズムとデータ構造

授業形態：講義
目標：プログラミングをする上で基礎となるデータ構造とアルゴリ
ズムの基礎的な視点、方法論を学ぶための科目である。この授業で
は、計算量の観点から各アルゴリズムの特徴を学ぶことによって、
基本的なデータ構造とアルゴリズムの理解を目指す。また、授業中
に適宜課題に取り組むことで、プログラミングへの応用の面からも
学ぶことを目指す。
授業計画：擬似コードと計算量、配列・スタック・キュー、リス
ト、ハッシュ、木構造、ソーティング、動的計画法といったトピッ
クについて、計算量に基づいた知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

情報セキュリティ

授業形態：講義
目標：情報システムの専門性について総合的に理解させ、情報セ
キュリティに関して高い技術者倫理を持つ高度な専門技術者として
継続的な研鑽を続けることができる基礎的知識を習得させる。特
に、情報システムをエンドユーザとして利用するときだけではな
く、企画・計画・運営する際に必要となる情報セキュリティに関す
る知識を習得させる。
授業計画：情報システムに関する倫理，関連法規，知的財産権，個
人情報保護，コンピュータ犯罪，インターネットと社会との関わり
情報セキュリティ技術といったトピックについて基本的な知識を修
得させる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

データ科学

授業形態：講義
目標：実データを解析するための統計・最適化理論、モデル化など
を習得することができる
授業計画：統計学、線形代数の他、回帰分析・重回帰分析・主成分
分析などの理論的学習、及びその算出法を最適化理論と共に学習さ
せる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

マルチメディア情報処理

授業形態：講義
目標：近年、映像・音声・文字メディア等を含むマルチメディア情
報が情報システムでよく用いられている。本講義では、情報システ
ムにおけるマルチメディア情報の表現方法並びにマルチメディア情
報処理における基礎的な技術を修得するとともに、ヒューマンイン
タフェースに関して具備すべき条件と実現技術、及びそれらを応用
した具体的なシステムについて理解する。
授業計画：マルチメディア情報の種類と特性、情報のデジタル表
現、マルチメディア情報の表現、マルチメディア情報の入力技術、
マルチメディア情報の変換圧縮、マルチメディア情報の処理技術、
マルチメディア情報の出力技術、ヒューマンコンピュータインタラ
クション、マルチメディア情報応用システムなどのトピックについ
て、基本的な知識を修得する。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

オペレーティングシステム

授業形態：講義
目標：オペレーティングシステムのための基本的概念と基本的アル
ゴリズムについて理解させる。オペレーティングシステムの歴史，
基本構造，プロセス管理，メモリ管理，入出力管理，ファイルシス
テムなどについて講義する。
授業計画：オペレーティングシステムの基礎概念，プロセス管理，
メモリ管理，入出力管理，ファイルシステムといったトピックにつ
いて基本的な知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

知識情報システム学演習1

授業形態：演習
目標：ソフトウェア開発の基本的技術として、提示された問題をプ
ログラムによって解決するためのアルゴリズムを見出し、それを実
装するためのデータ構造およびプログラミング言語のコードを作成
することができ、さらに作成したプログラムを実行・デバッグする
ことができる能力を習得させることを目標とする。
授業計画：本講義は毎回オムニバス形式で実施し、毎回様々な例題
を提示し実際のアルゴリズムをコードとして実装させる。

（【16】.小島篤博／5回）
再帰関数、乱数生成、ソートアルゴリズム等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【23】.柳本豪一／4回）
モンテカルロ法、探索アルゴリズム等について基本的な考え方、プ
ログラムの実装法を習得させる。

（【14】.上杉徳照／4回）
ファイル入出力、文字列操作、最急降下法等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【17】.佐賀亮介／1回）
配列操作、コンストラクタ等について基本的な考え方、プログラム
の実装法を習得させる。

（【16】.小島篤博・【23】.柳本豪一・【7】.中島智晴・【14】.上
杉徳照・【17】.佐賀亮介／1回）（共同）
以上の内容について総合的に構成された課題について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

オムニバス方式
共同（一部）

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

知識情報システム学演習2

授業形態：演習
目標：利用者のニーズを捉えた具体的な情報システムやWebサービス
を提案し、その実現技術を兼ね備えるための基礎的スキルを学ぶた
めの科目である。この演習では、Webサービス開発の基礎知識となる
HTML・CSSを理解するとともに、利用者の視点に立った具体的なコン
テンツを提供する基本的なウェブサイトの構築に取り組む。そし
て、現代社会を支える「AI分野」、「医療分野」、「電子自治体分
野」、「ビジネス分野」、「生産システム分野」を対象とした利用
者のニーズを把握するとともに、各分野のニーズに応える具体的な
情報システムやWebサービスを実現する基礎技術の修得を目指した演
習に取り組む。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【6】.瀬田和久／2回）
AI分野における対話システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解と
サービス連携による実現方式を理解させる。そして、対話システム
における意味処理のための知識表現の基礎を演習形式で理解させ
る。

（【8】.真嶋由貴惠／2回）
医療分野における情報システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解
と医療サービス、医療業務との連携について理解させる。そしてア
クティブラーニング形式にて医療の課題とICTにおける解決策につい
て考えさせる。

（【12】.渡邊真治／2回）
電子自治体分野における情報システムの基本的な知識とユーザビリ
ティ(使用性)・UXなどを含む多面的なシステム評価手法を修得させ
る。

（【11】.森田裕之／2回）
ビジネス分野の利用者ニーズと情報システムについて基本的な知識
を修得し、仮想データを利用した演習形式で利用方法について理解
させる。

（【3】.岩村幸治／2回）
生産システム分野における数理最適化の役割と活用事例の知識、お
よび数理計画ソルバーを用いた演習による数理最適化の活用方法を
修得させる。

（【19】.林佑樹・【21】.桝田聖子／5回）（共同）
HTMLの基本構造、各種タグ、スタイルシートの適用方法を演習形式
で理解させる。また、利用者の視点に立った具体的なコンテンツを
提供するウェブサイトを構築させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

知識情報システム学演習3

授業形態：演習
目標：人工知能，社会科学，ヘルスケア，ネットワークの知識情報
システムの各分野における代表的な課題とその解決法についてグ
ループワークなどを通じて、代表的アルゴリズムなどの応用を自主
的に発見・修得することにより自発的探究心や創造性を養う。さら
に実験結果の口頭発表などを導入して、実験結果とそれに対する考
察を正確に伝達できるプレゼンテーション能力の向上を図る。
授業計画：以下の項目を講義する。また，各内容について演習を行
う。
・資料の検索手法
・手法検証のためのプログラム設計
・プログラム開発
・実験データの取得，解析
・発表資料作成と成果発表

共同

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

知識情報システム学演習4

授業形態：演習
目標：知識情報システム関連分野における先端的な研究に接する中
で、受講生自らが課題に対する問題点の把握、分析結果の討論、レ
ポートの作成、プレゼンテーション等、研究を計画的に遂行するた
めの総合力の基礎を身に付けることを目標とする。
授業計画：研究テーマの策定を通じて、文献による従来研究の理
解、研究遂行に必要となる知識の修得、報告書の作成、ポスター発
表によるプレゼンテーション能力の向上を行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

知識情報システム学卒業研
究

授業計画：演習
目標：知識情報システム学に関連する研究の最先端を理解させるた
めの輪講とゼミ形式の演習を行い、卒業論文の執筆および発表を行
うことを通じて、学類の教育内容の理解を深め、コミュニケーショ
ン能力、自己表現能力を身につけさせ、本学の卒業生として誇りを
持って社会に出られるような総合的能力の養成を目標とする。
授業計画：担当教員の提示する研究テーマに関する文献研究を行な
わせ、問題点や検証すべき仮説を明らかにさせる。関連するデータ
の収集・分析，プログラムの作成、システム構築、データ分析など
研究テーマに応じて必要となる実験・実習を通して、問題点の解決
および仮説の検証を行わせ、最終的に卒業論文にまとめさせるとと
もに、研究発表を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生産システム科学

授業形態：講義
目標：グローバルな競争環境において，製品をライバル企業より早
く・安く・高品質に生産するためには，効率の良い高度な生産シス
テムが必要である。本講義では，生産システムの基本構成および基
本原理を理解するとともに，その設計・管理・運用方法の基礎を学
ぶ。
授業計画：生産システムの基本的な概念および設計・管理・運用方
法の基礎に関する授業として，具体的には，（1）生産システムの概
念と変遷，（2）線形計画法に基づく生産計画，（3）資源所要量計
画，（4）ラインバランシング，（5）生産スケジューリング，（6）
在庫管理，について講義を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生産管理システム

授業形態：講義
目標：知識情報処理の代表的な活用分野である工業製品の生産にお
ける「物の流れ」に関する設計・管理・運用法を体系的に学習させ
る科目である。生産管理システムの基本要素である全般的生産計
画、生産プロセス計画、生産スケジューリング、生産実施、生産統
制の概要が理解できるようにし、その具体的な手法を修得させる。
授業計画：生産管理方式の歴史的展開、生産形態に応じた生産管理
システムの特徴、在庫管理、MRPシステム、トヨタ生産方式、製品設
計、品質管理、動作時間研究と標準時間の見積法、生産プロセス計
画、生産計画における線形計画法、全般的生産計画モデルと生産計
画法、生産スケジューリングの定理と最適解法などの項目につい
て、基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生産科学

授業形態：講義
目標：ものづくりの過程の中の設計段階を主対象として，作業項目
とその実施に必要な技術の基本原理および特徴を学ぶ。ものづくり
の流れ，ものづくりを構成する種々の段階と作業項目の概略を理解
するとともに，設計段階の構成と作業項目，設計における最適化，
設計情報の共有手段としての製図とその基盤となる図形科学の基礎
について理解する。
授業計画：ものづくりにおける設計段階に関する基礎的な授業とし
て，(1)ものづくりの流れ，(2)設計段階の構成と作業項目，(3)数理
最適化と設計における活用，(4)設計情報共有手段としての製図とそ
の基盤となる図形科学，について講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

マーケティング・サイエン
ス

授業形態：講義
目標：企業の市場環境に対する適応行動を分析するための理論を修
得することを目標とする。そのために以下の下位目標を達成する。
１.市場価値を創造するためのセグメンテーション、ターゲティン
グ、ポジションニングが説明できるようになること
２.新製品開発やブランディングなどの製品対応、コストや需要・競
争・消費者の心理面などを考慮した価格対応、広告や販売促進など
のコミュニケーション対応、チャネルの選択や管理などの流通チャ
ネル対応の4つのマーケティングの構成要素が説明できるようになる
こと
３.テスト・マーケティング手法などの市場管理手法が説明できるよ
うになること

授業計画：企業が適応行動をとるためには消費者行動への深い理解
が避けられない。本講義では消費者行動モデルをベースにしたマー
ケティング理論を講義する。具体的には、マーケティングの考え
方、消費者情報処理と知識構造、消費者データの情報処理、マーケ
ティング意思決定、マーケティング戦略、などの基本的な理論を解
説し、応用例として、サービスマーケティング、インターネット
マーケティングなどを解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報技術と企業活動

授業形態：講義
目標：情報技術をキーワードに持続的な企業活動を行うための基礎
となる知識と思考法を身についけることを目的としている。
授業計画：企業活動と情報システムを分析する方法を身につけた
後、具体的な事例に適用し理解を深める。具体的には、情報システ
ムの経済・経営効果、情報システム開発、IT経営の分析ツール、情
報システム評価概論、事例分析、MOTについて講義を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

データマイニング

授業形態：講義・演習
目標：統計処理と機械学習のデータマイニング手法の内容やツール
の活用方法を学び，それらを実際のデータ分析に適用する技能を習
得する。
授業計画：決定木分析,RFM分析,データ視覚化,クラスタリングに関
する基本的なトピックについて内容を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ソーシャルモデリング

授業形態：講義・演習
目標：経済・経営などの社会科学分野におけるシミュレーションに
ついて、実際の状況からモデル化する方法、ツールを活用した実際
のシミュレーションの実施方法、そしてその評価方法について学習
し、自ら社会現象をシミュレートできる能力を習得する。
授業計画：マクロシミュレーション、およびマイクロシミュレー
ションに関するモデル化の方法、ツールを使った実装および実行方
法、そしてその評価方法に関する基本的なトピックについて基本的
な知識を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ビジネス・インプリメン
テーション

授業形態：講義・演習
目標：実際のPOSデータをハンドリングして、基礎分析を行いなが
ら、解決すべき問題を特定する技術、およびその問題を解決するた
めの分析手法について理解を深める。
授業計画：データの分析と実店舗での観察を織り交ぜながら、問題
を発見する。データと実際の問題が発生する事象とを対応付けなが
ら理解し、その問題解決のための観点を学習する。

講義 20時間
演習 10時間

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ビジネス・アナリティクス

授業形態：講義
目標：ビジネスデータを扱い、分析を行いながら問題を解決してい
く上で、必要な経営学・経済学・マーケティングに関する基本的な
内容について理解を深める。
授業計画：データマイニングに関係する経済学の内容、データマイ
ニングに関係する経営学の内容、データマイニングに関係するマー
ケティングの内容について基本的なトピックを講義し、内容を習得
させる。

（【11】.森田裕之/8回）
データマイニングに関連する経営学，マーケティングの内容につい
て講義する。

（【12】.渡邊真治/7回）
データマイニングに関連する経営学，経済学の内容について講義す
る。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

知識情報システムの開発・
運営

授業形態：講義
目標：情報システムを開発・運営する上で必要となる分析、設計、
開発、運営などの各プロセスを、現代の情報システム開発・運営に
おいて適用されている代表的な方法論および技法に関する講義によ
り修得・理解する。
授業計画：情報システム開発・運営の概要、情報システムの分析、
仕様の策定、ネットワークとシステムの設計・開発の概要、ネット
ワークと情報システムの運用管理・保守などの各トピックについ
て、基本的な知識を修得する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報システムの性能と信頼
性

授業形態：講義
目標：コンピュータシステムやネットワークの集合体である大規模
な情報システムの構成と、その性能および信頼性を評価するための
基本的な手法を学ぶ科目である。この授業では、さまざまな要素か
ら構成される情報システムを対象として、解析的手法やシミュレー
ションによりその性能を評価する方法、およびシステムの信頼性を
評価する手法に関する知識を身に付けることを目指す。
授業計画：情報システムの構成要素、分散処理や並列処理などの情
報システムの性能向上手法、待ち行列理論による解析的な性能評価
手法、シミュレーションによる性能評価手法、システムの信頼性評
価といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報通信工学概論

授業形態：講義
目標：本授業はインターネットや携帯電話等の基盤である情報通信
工学の基礎を学ぶ科目である。基本的な信号処理やフーリエ変換に
ついて理解すること，通信システム，変復調，誤り訂正符号等，デ
ジタル通信システムの基礎について理解すること，半導体とトラン
ジスタ，LSI設計とプロセス等，集積回路の基礎について理解するこ
とを目指す。
授業計画：授業では，基本的なデジタル信号処理，デジタル通信シ
ステムの基礎，集積回路の基礎について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

分散システム

授業形態：講義
目標：分散システム構築のために必要な基礎的知識を身につけるた
めの授業である。分散システムの基礎的な概念と関連技術を理解
し，簡単なサーバクライアントシステムを実装できることを目標と
する。
授業計画：インターネットの基礎，プロセスとスレッド，プロセス
間通信，非同期入出力，分散システムのアーキテクチャ，サーバク
ライアントシステム，分散アルゴリズム，仮想化などのトピックに
ついて基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

Webシステム構築基礎

授業形態：演習
目標：Webシステムを構築するためには，インターネット，プログラ
ミング言語，Web技術等への理解が必要となる。本講義ではWebシス
テムを構築するためのさまざまな基盤関連技術について解説し，演
習を通してそれらの基礎的な概念や実装技術について理解し，空間
情報等の実社会のデータを可視化する演習を通して事例も含めて理
解する事を目標とする。
授業計画：Webシステムを構成する技術やWebシステム用言語などの
項目について基本的な知識を修得させるとともに、空間情報等の実
社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ、Webシステムを構
築できる素養を修得させる。

（オムニバス方式／全15回）
（【15】.大西克実／10回）
Webシステム用言語などの項目について基本的な知識を修得させる。

（【24】.吉田大介／3回）
空間情報等の実社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ
る。

（【15】.大西克実・【24】.吉田大介／2回）（共同）
Webシステムを構成する技術について基本的な知識を修得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

空間情報システム

授業形態：講義
目標：現代社会に不可欠な基盤である空間情報のしくみを理解し、
活用をめざした素養を培う科目である。この授業では、地球空間に
おける位置座標について歴史的経緯を含めて学び、現代社会におけ
る衛星測位システム(GNSS)を活用した位置座標の取得と活用、さら
にはセキュリティも含めた留意点について、適宜実習ならびに課題
を交えて基本的な知識と応用的に活用する素養を得ることを目指
す。
授業計画：
（オムニバス方式/全15回）
（【18】.永田好克/4回）
回転楕円体と測地座標系、測量の基準点、地図投影法、GNSS測位の
しくみについて基本的な知識を習得させる。

（【18】.永田好克・【24】.吉田大介/2回）（共同）
空間情報の取得について、データ取得実習をまじえて基本的な知識
を習得させる。

（【18】.永田好克/3回）
空間情報のデータ記述と活用技術、空間情報の光と影について基本
的な知識を習得させる。空間情報を活用した研究について具体的な
研究事例を示し、空間情報システムの応用について学ぶ。

（【24】.吉田大介/3回）
空間情報の活用事例について、オープンデータやドローンで取得す
る空撮データの活用などの様々な事例をもとに、基本的な知識を習
得させる。

（【18】.永田好克・【24】.吉田大介/3回）（共同）
空間情報とコンテンツの融合について基本的な知識を習得させる。
これまでの講義を振り返り、空間情報システムに関する知識を深め
る。

オムニバス方式
共同（一部）

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

材料情報学

授業形態：講義
目標：材料情報学で用いる基本的な特徴量および機械学習の原理を
学び、コンピュータを使った機械学習のツールを自ら使用し、材料
情報学の課題を解決できる力を育むことを目標とする。材料情報学
で用いる基本的な特徴量として、金属材料を中心に学習し、材料情
報学における課題と基礎知識を身に着ける。
授業計画：ニューラルネットワークを中心とした、各種の機械学習
手法を解説し、材料情報学で用いる物理的性質、化学的性質、機械
的性質、製造プロセス、組織観察の特徴量について解説する。材料
情報学における機械学習の具体例を交えて講義を行ったのちに、コ
ンピュータを使った機械学習のツールを使用し演習課題を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

人工知能A

授業形態：講義
目標：人工知能の研究では人間の知識をどのようにして計算機に埋
め込むことが重要なテーマの一つであるが、それを経験データや自
分自身の経験から計算機が自ら学習する方法もある。本授業では、
人工知能におけるボトムアップ型手法について講義し、知識をつけ
ることを目的とする。座学による手法の理解とともにグループワー
クを通じて授業の理解を促進させる。
授業計画：まず、人工知能の概要とトップダウン・ボトムアップア
プローチの違いを解説する。次に、ボトムアップアップアプローチ
として標準である機械学習とソフトコンピューティングを解説す
る。また、コンピュータを使った実装方法や関連する最適化理論に
ついても解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

人工知能B

授業形態：講義
目標：人工知能システム開発の基本的な視点と考え方を学ぶ科目で
ある。計算機による出力結果の説明性(explainability)を人間の概
念レベルで担保することの重要性が、特に人間との協調問題解決の
文脈で再認識されている。この授業では、論理指向型AI（トップダ
ウン型手法）について講義し、ill-definedな問題を対象とした問題
解決スキームとしてのルールベースシステム、一般問題解決器や知
識モデリングに関する基本的な知識、技能を得ることを目指す。
授業計画：ルールベースシステム、GPS(GeneralProblemSolver)によ
る問題解決の定式化手法、オントロジー工学に関する基礎的な知識
を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ヒューマンコンピュータイ
ンタラクション

授業形態：講義
目標：ヒューマンコンピュータインタラクションについて人間工
学、感性工学などの観点から学習し、さまざまな種類のインタ
フェースの特徴や具体例、ヒューマンインタフェースの設計と評価
手法に関する知識を修得することを目指す。
授業計画：人間工学と感性工学、情報処理システムとしての人間、
インタフェースの仕組み、代表的なインタフェースを用いた対話環
境、情報の可視化技術、自然なコミュニケーションのためのインタ
フェース、仮想現実と拡張現実、マルチモーダルインタフェース、
対話型システムのデザイン、協調的インタラクションの支援手法、
ユーザインタフェースの評価手法といったトピックに関する知識を
修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育情報学

授業形態：講義
目標：教育情報システムを設計、運用する上で必要となる基礎的な
教育工学の知識を説明するとともに、これまで開発されてきた様々
なシステムを例として、教育情報システムの特性や要件、eラーニン
グ、ユーザ・インタフェース、データ分析・評価等の手法を習得さ
せることを目標とする。
授業計画：学習理論とシステム設計、学習管理システムや情報教育
システムの構築・運用・評価、さらにはユーザインタフェース、グ
ラフィックス、VRなどの要素技術について講義を行い、基本的な知
識を習得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育・学習の理論と設計

授業形態：講義
目標：教育を効果的に行うための学問であるインストラクショナル
デザイン（ID）の理論を解説し、学校教育、企業内教育などにおけ
る実践について紹介する。さまざまな実践を詳細に見ながら理論を
理解することを通して、インストラクショナルデザインの基本的な
考え方を習得させる。
授業計画：インストラクショナルデザインの基礎、ADDIEモデル・
ARCSモデル、高等教育におけるインストラクショナルデザインの実
践、企業内教育におけるインストラクショナルデザインの実践、e
ラーニングとID，さまざまなID理論などのトピックについて基本的
な考え方を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

機械学習

授業形態：講義
目標：人工知能システムの要素技術である機械学習の代表的な手法
を学ぶことを目的とする。特に、機械学習のモデルや学習手法を数
理的に学ぶことによって、基本的な機械学習手法の適用可能範囲を
理解することを目指す。また、授業中に適宜課題に取り組むこと
で、実際のデータに応用するための機械学習の適用手法を修得する
ことを目指す。
授業計画：機械学習のための数学基礎、回帰、ニューラルネット
ワーク、サポートベクトルマシン、決定木、アンサンブル学習など
のトピックに対して、数理的な理解に基づいた知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

自然言語処理

授業形態：講義
目標：人間の言語を計算機的に処理するための自然言語処理におけ
る基盤技術とその意義について理解することを目的とする。具体的
には以下を目標とする。
１.自然言語における語という小さな単位から文章という大きな単位
までの基盤的解析技術を説明できる。
２.人間が把握する意味と、計算機での形式的処理との違いを理解
し、前者を後者でどう近似的に扱うかを説明できる。
３.機械翻訳や自動要約などの応用処理において、計算機による形式
的処理単位の解析結果を利用する方法論について、関連論文を読解
し、その特色を説明できる。
４.知識・知能情報システム構築に自然言語処理を活用するための基
盤資源を調査・利用することができる。
５.知識・知能情報システム構築に自然言語処理の基盤モジュールを
活用する方法論を提案し、その方法を評価することができる。
授業計画：自然言語処理で用いられる下記の基礎モジュールと応用
に関する基礎的な専門用語と概念を段階的に講義・解説し、当該分
野における近年の研究論文の内容を理解し、その技術的課題と意義
について他者に説明できる力を錬成する。授業外には、演習的課題
を課し、授業中の講義・解説を実践的に理解することを促す。
・形態素解析と係り受け解析
・統語解析
・意味解析
・規則に基づく処理と機械学習に基づく処理
・機械翻訳および自動要約の考え方
・対話システム

11 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報検索システム論

授業形態：講義
目標：ComputerScience（計算機科学／情報工学）における「情報検
索と検索エンジン」に関する基礎的な知識の修得を目標とする。
授業計画：検索エンジンと情報検索、検索エンジンのアーキテク
チャ、クロールとフィード、テキスト処理、インデックスとランキ
ング、クエリとインデックス、検索モデル、検索エンジンの評価、
分類とクラスタリング、ソーシャルサーチといったトピックについ
て、基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

パターン認識

授業形態：講義
目標：様々なデータの中から所望の情報を取得するためには、デー
タの特徴を「パターン」として捉え、その「パターン」をどのよう
に解析・分類・処理するかが重要な基本的技術である。本講義では
その基本技術であるパターン認識について、基本的な理解を得るた
めの各種処理方法についてその概要を学ぶ。
授業計画：パターン認識とは何か、学習と識別関数、誤差評価に基
づく学習、識別部の設計、特徴の評価とベイズ誤り確率、特徴空間
の変換、部分空間法、各種学習アルゴリズムの一般化、ベイズ決定
則について講義を行い、パターン認識の基本的な考え方や各手法の
処理手順を理解し、実際の問題へ応用するための知識を習得させ
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

AIプログラミング

授業形態：講義
目標：本授業では，プログラミングを通してAI開発に必要な数学的
知識を理解することと，プログラミングをAI開発に活用するための
技術的知識を学習することを目標にする。
授業計画：座学で学習した線形代数や確率統計のうち特にAI開発と
関連のある内容についてプログラミングの観点から見つめ直し，
データ分析や最適化，機械学習におけるモデル学習などといったAI
開発に役立つスキルを学習する。コンピュータを用いて実際にプロ
グラミングをしながら授業を進めていく。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ヘルスケアシステム

授業形態：講義
目標：我が国における情報化施策および医療情勢の経緯と現状につ
いて知り、効果的でかつ質の保証された高度なヘルスケア（保健・
医療・福祉）サービスを提供するための情報通信技術の必要性，活
用方法及び課題について理解し、ヘルスケア分野で稼働する情報シ
ステムの企画立案、開発・運用保守を行うためにヘルスケアシステ
ムに関する実務的な基礎知識や基礎技術力を習得する。

授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション，自己学習等によって構成する。「医療と情報システム」に
関する最新のトピックを扱う。

(【8】.真嶋由貴惠)
医療情勢の変化を踏まえた情報化政策や病院情報システムの構成と
機能、評価とシステムなど

(【21】.桝田聖子)
ヘルスケアの特性とシステム、ヘルスケア情報倫理、ヘルスケアシ
ステムの導入と運用・システム評価と改善、ヘルスケア情報の標準
化

(【8】.真嶋由貴惠、【21】.桝田聖子)
「ヘルスケアシステムの未来と課題」に関するディスカッション・
具体的な提案をとおして、ヘルスケアシステムに関する実務的な基
礎知識や基礎技術力を習得させるとともに、ヘルスケアシステムに
関する今後の展望について創造できる能力を習得させる

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ヘルスケアサービス

授業形態：講義
目標：ヘルスケア分野と情報システム分野の橋渡しができるよう
に、ヘルスケア（保健・医療・福祉）分野に関する一般的知識、保
健医療福祉制度、ヘルスケアサービスで活用される重要な理論(行動
変容モデル等)、ヘルスケアサービスに関する基本的知識を理解し、
今後のヘルスケアサービスの在り方について考える。
　
授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション、ディベート、自己学習等によって構成する。「医療」に関
する最新のトピックについて、毎回授業の最初に発表し討議を行
う。

(【8】.真嶋由貴惠)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

(【21】.桝田聖子)
医の倫理、社会保障制度、医療安全管理、疾患予防・健康増進、ヘ
ルスケアサービスで活用されている理論（行動変容モデルなど）に
関する講義、「疾患予防・健康増進」に関するディスカッションな
ど

(【8】.真嶋由貴惠、【21】.桝田聖子)
「未来のヘルスケアサービスのあり方」に関する自己学習、ディス
カッション、発表をとおして今後のヘルスケアサービスのあり方を
考え、実践できる力を習得させる。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報と職業

授業形態：講義
目標：本科目では、情報化社会で活躍するための、(1)プロフェッ
ショナルの重要性、(2)専門分野(職業)の構築、(3)今後も変革する
情報化社会への対応についての能力を養う。具体的には、下記の内
容を少人数でのチーム演習を通して身に着けることを目標とする。

1.情報倫理、情報関連の法律、企業でのリスクマネジメントを学
び、自らリスク対策を立案することができること。

2.立案したリスク対策をリーダシップを持って効果的に組織に広め
ることができること。

3.情報を効果的に収集し、論理的に整理してまとめることができる
こと。
また、講義は民間企業で実際に行われている事例、手法を用いて行
う。
授業計画：プロフェッショナルの重要性、専門分野(職業)の構築、
教職科目「情報」のための必要な情報技術(IT)とスキルの概要、企
業における情報セキュリティ、情報リスクマネジメントの概要、今
後も変革する情報化社会への対応、自ら将来を開拓するためにリー
ダシップ手法と問題解決手法について、講義と実習を通じて理解
し、実行できる能力を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報科教育法1A

授業形態：演習

授業目標：高等学校における教科「情報」がどのような内容である
か概観し、授業の実践力を養うことを目的とする。
授業計画：情報教育的な視点から、学校、社会などの様々な場面で
の学習活動を具体的な事例で整理していくとともに、それぞれの場
面で代表される学習者像、講師像について考えさせるため、以下の
内容について講義する。
・教科「情報」の目標と内容の理解
・デジタル教材に関する知識
・学習指導計画の立案
・教材開発の方法
・模擬授業
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

情報科教育法2A

授業形態：演習

授業目標：情報科教育法Aに引き続き、高等学校における教科「情
報」に関する授業の実践力を養うことを目的とする。

授業概要：学習指導案の具体的な作成活動や模擬授業の実習などを
通じて体験的に学ぶことを主体に授業を進める。特に、情報倫理
や、情報活用の実践力を高める授業展開として、生徒自身に「考え
させる」ことに焦点化して学ばせる。
・授業の事例紹介
・模擬授業と振り返り、授業評価
・情報倫理、情報活用能力、情報の科学的理解

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本史概説

授業形態：講義
目標：日本史上の重要トピックを取り上げ、歴史学の方法とその成
果を修得することを目的とする。具体的には、歴史学の方法につい
て、説明できること、歴史資料の特質とその扱い方について、説明
できること、日本史上の重要トピックについて、その研究の成果を
説明できること、講義全体を通じて、日本通史を説明できること、
を達成することを目標とする。
授業計画：歴史学と史料学の違い、古代史、正史と一次史料、神国
意識とケガレ概念、武家政権の成立、南北朝内乱、推理と地名、戦
国合戦の実像と信長の戦争、地震被害と記憶継承、学校と軍隊、南
京事件をめぐる歴史認識と実像、近現代公文書の歴史学などについ
て解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

外国史

授業形態：講義
目標：歴史学論文の精読を通して、事象を深く掘り下げて理解する
とともに、学術的文章を読みこなし、それに基づき自ら考察した結
果をまとめ、発表する能力を習得することを目標とする。
授業計画：歴史上重要と考えられる主題について講義を行った上
で、更に関連論文を全員で講読する。受講者が分担して論文要旨を
作成し、口頭発表する。講義では「自然環境と開発」、「世界の一
体化」、「国家の多層性」、「グローバルヒストリー」等を取り上
げる。主題について学んだこと、考察したことを読後レポートとし
てまとめる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

政治学

授業形態：講義
目標：政治は日常の生活と密接に関係している。政治の仕組みや現
在の社会の成立ちについての知識を身に付け論理的に説明できるよ
うになるとともに、現代社会の課題について主体的に考えられるよ
うになることを目標とする。
授業計画：日本の政治制度とその成立過程、議会制民主主義の仕組
み、国際政治について、基礎的な事柄から詳しく解説する。その上
で、学んだ知識を現代社会の課題に当てはめて考える時間も設け
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

倫理学

授業形態：講義
目標：自律と公共性という観点から、倫理学の方法に関する基礎的
知識を学ばせる。また、現代社会のなかでどのようなことが倫理的
な問題領域としてとらえられるか、その問題に対してどのように考
えることが倫理学なのかを理解させ、自ら問題を見いだし、設定
し、それについて自分で考える主体的な能力を身に付けさせる。
授業計画：複数の人間が共に生きるうえで、道徳がいかなる意味を
持つか、何人かの思想を解説しながら考えていく。人間は社会の中
で育てられると同時に、自ら考え、社会を形成するメンバーとして
判断する。その人間の在り方と判断の仕方を、徳や自由、功利主義
や正義論というベーシックな概念を解説しつつ考えていく。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

自然地理学

授業形態：講義
目標：高校で学習する自然地理学の内容を知識だけでなく、一般化
できる水準で理解でき、地域開発、環境問題、防災などの課題に、
応用と対処ができるようになることを目標とする。そのため、日本
の土砂災害、洪水と津波、北米大陸西海岸および北米大陸中西部地
域を例に学習する。
授業計画：地球全体および日本の気象気候現象を学習した後、北米
大陸の気象データを用いて、気候分布の成り立ちを理解する。受講
生はカリフォルニア州の気候区分および気象災害を調査し、レポー
トを作成する。大陸規模の大地形を概説する。日本の気象･地震災害
を概説した後、受講生はある地域を選び、地質図、地形図や土地条
件図、ハザードマップなどの資料を用いて、地域の災害の予想を考
察し、レポートを作成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本近代の社会の歴史

授業形態：講義
目標：日本近代史には混迷する今日の政治や社会、文化を冷静に読
み解くための重要なカギが数多く存在している。本講義は幕末から
敗戦後までの日本近代史について社会を軸に理解し説明する能力を
身につけることを目標とする。
授業計画：開国と幕藩体制のゆらぎ，明治新政府とその課題，啓蒙
思想と自由民権運動，大日本帝国憲法と教育勅語，条約改正と日清
戦争，日露戦争と「勝利の悲哀」，第一次世界大戦と日本，「改
造」思想の潮流，満州事変と長い戦争の始まり，総力戦の実態，敗
戦と占領の開始占領政策と天皇制といった事項について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

比較地域論

授業形態：講義
目標：日本や西欧（特にフランス）の都市の形成過程や政策、思想
をたどりながら、今日の都市の状況に至る道程を考える。日・欧の
都市空間がどのような社会／経済／政治／文化的背景のもとでつく
られてきたのか、どのような相違や共通点があるのか、理解し説明
できることを目標とする。
授業計画：工業化と近代都市計画，郊外空間の形成，モダニズムと
都市，脱工業化と都市をめぐる状況変化，新自由主義の台頭と「都
市再生」，都市とリノベーションなどのトピックについて解説す
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

国際教育と開発

授業形態：講義
目標：世界における人間開発の諸問題（人権、貧困、階級、ジェン
ダー、紛争）を構造的かつ歴史的に理解し、国内のこれら同種問題
との本質的な異同を自ら説明することができるようにする。人間開
発関係の文献（国連の報告書）などを読む。
授業計画：教育の国際化の観点から「不公正な貿易構造と途上国経
済」「環境保全より優先的に志向される『安全』とその思想」「貧
困と環境問題の関係」「デジタルデバイドと選択（自己決定）」の
国際的問題の理解を深める。次に、これら内容の理解を基に人間開
発の観点から個人の尊厳と自由のための教育のあり方を内容的・方
法的に検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

質的調査法

授業形態：講義
目標：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変化な
どについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分析の
方法の特徴・実施する際の留意点などを理解することが第一の目標
である。その上で、自ら問いを立て、調査をデザイン・実行し、調
査結果を分析して新たな知見を得られるような能力を養うことを目
標とする。
授業計画：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変
化などについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分
析の方法について順に、利点と欠点、留意点などについて検討す
る。その上で、実際に行われた調査事例・モノグラフから、より具
体的な調査の設計・実施のノウハウなどを抽出する。特に、フィー
ルドワークによる、参与観察、インタビュー、ライフヒストリーな
どの方法に重点を置く。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

資料分析法

授業形態：講義
目標：公式統計など種々の統計調査やテキストを分析を用いた論文
を読みこなすための基礎的な知識を獲得することで、個々の研究内
容の妥当性を評論し、そこからどのような事実を読み取り、また、
批判すべき点や足らない部分を分析・考察したうえで、発展的な調
査研究へつなげられるようになることを目標とする。
授業計画：公的統計や調査報告・フィールドワーク論文が読めるた
めの基本的知識について学ぶ。単純集計、度数分布、代表値、散布
度、クロス集計などの記述統計データの読み方、さまざまなテキス
トデータの収集と整理、基本的なまとめ方、さまざまな調査法で書
かれた調査研究の読解などについて学ぶ。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

調査設計法

授業形態：講義
目標：具体的な調査対象をさがし、基礎的な情報を収集し問いを立
て、調査の作業仮説を構築し、それを検証するために必要な具体的
な方法を選択、調査計画を設計するといった、社会調査の実施にと
もなう一連の過程において必要な事項について理解できるようにな
る。そのうえで、自分自身で社会調査の設計ができるようになるこ
とを目標とする。
授業計画：社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形
にまで整理していく具体的な方法を学ぶ。調査目的と調査方法、調
査方法の決め方、調査企画と設計、仮説構成、対象者の選定の諸方
法、サンプリング法、質問文・調査票の作り方、調査の実施方法、
調査データの整理などについて学ぶ。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ビジネスプレ
ディクション）

授業形態：演習
目標：本授業では、POSデータから基礎分析を行い、疑問点を見つ
け、経営課題を発見することができ、発見した経営課題に対して、
POSデータのマイニングで発見すべきポイントを明確化し、実際にマ
イニングし、その結果から、有用な実際のソリューションを提案で
きる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ビジネス・プレディクション）の最終科
目として位置づけ、具体的に、数人のグループで、POSデータの存在
する店舗でのインターンを行いながら、問題の識別、および解決方
法について考察し、データ分析を通じて、その問題の本質を見極
め、ソリューションを提案するのに必要な分析を行う。
なお，PBLプログラム(ビジネスプレディクション)はSDG8「働きがい
も経済成長も」、SDG9「産業と技術革新の基盤をつくろう」と対応
している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生産システム科
学）

授業形態：演習
目標：生産システムの設計・計画・運用をグループで演習・実践す
ることにより、生産システムの重要性を理解し、将来、生産システ
ムの設計・計画・運用を実務として遂行できる能力を身につけるこ
とを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生産システム科学）の最終科目として位
置づけ、授業では、生産シミュレーションの役割・機能についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
生産シミュレータを用いることで、各グループで生産システムの設
計・計画・運用の演習・実践を行う。さらに生産シミュレーション
の内容および結果をプレゼンテーション資料にまとめるとともに、
最終回に成果発表を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ヘルスケア科
学）

授業形態：演習
目標：ヘルスケア分野の課題を解決するためにグループで企画・実
践することにより、実際の課題に対する解決モデルを計画・作成、
発表、(実施・評価)を育成する。また、将来医療情報の専門職とし
て実践力身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ヘルスケア分野）の最終科目として位置
づけられている。授業では、ヘルスケア分野の課題解決に必要なシ
ステム、サービスをデザインできる能力を養うために、数名のグ
ループでの活動を通して、実際の課題に対する解決モデルを計画・
作成、発表、(実施・評価)する。さらに演習の成果を報告書にまと
めるとともに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。
なお、PBLプログラム(ヘルスケア科学)はSDG3「すべての人に健康と
福祉を」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（サービスデザイ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDGsにおけるサービ
スデザイン開発をグループで企画および計画のプロセスを通して、
SDGsについての基本理念及び概念を理解し、そのサービスデザイン
を実践していくためのリーダシップ力、及びチーム力を高める能力
を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（サービスデザイン）の最終科目として位
置づけ、授業はグループワーク形式により行い、各グループがワー
クショップ形式の演習によりデザイン思考や創造性開発技法、ビジ
ネスモデルの作り方を体験・学習する。その学習を生かして、SDGｓ
に向けたサービスに関する問題討議や調査などを各グループで行
い、ビジネスモデルとして作り上げる。
PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDG8「働きがいも経済成長
も」と対応している。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育情報システ
ムデザイン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）は、教育サービ
ス提供プラットフォームの設計、構築、管理、および評価をグルー
プで企画・実践することにより、それらの重要性を理解し、将来
サービスの企画・運営および教育サービスの構築活動を実践するこ
とのできる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）の最終科目
として位置づけ、授業では、教育支援を題材とした情報サービスプ
ラットフォームのサービス設計、構築、管理および評価といった一
連の活動を、より実践的な演習を通して習得させる。演習内容とし
ては、サービス提供者としてのシステム構築および、コンテンツを
デザインするとともに、構築したサービスについて評価を行う。1グ
ループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで教育
サービス提供プラットフォーム構築の企画・計画、システム構築、
コンテンツ開発、評価実践を行う。さらに、最終回に成果発表（プ
レゼンテーション）を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（情報ネットワー
クシステム）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）は、情報ネット
ワーク技術を活用してさまざまな課題を解決するためのシステムの
提案や開発を通じて、将来、リーダーとして、実社会における課題
解決のためのプロジェクトを運営できる能力を身につけることを目
標としている。

授業計画：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）の最終科目
として位置づけられている。授業では、情報ネットワークに関する
要素技術や、それらを用いた課題解決の必要性と実例についての講
義を行う。また、1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
各グループで、課題の発見、解決のための要素技術の調査、システ
ムの提案、設計、構築、および評価といった実践を行う。さらに、
提案したシステムに関して報告書にまとめるとともに、最終回に成
果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境学）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境学）は、環境活動をグループで企画・実
践することにより、コミュニティーレベルでの環境保全活動の重要
性を理解し、将来リーダーとして環境活動を実践することのできる
能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境学）の最終科目として位置づけ、授
業では、環境教育・環境活動の必要性と実例についての講義を行
う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グルー
プで環境活動の企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに環境活動の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に
成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラム（環
境学）は、SDG14「海の豊かさを守ろう」、SDG15「陸の豊かさも守
ろう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域再生学）は、「地域実践演習」で発見し
た課題を基に地域活動をグループで企画・実践することにより、コ
ミュニティーレベルでの連携の重要性を理解し、将来リーダーとし
て地域活動を実践することのできる能力を身につけることを目標と
している。

授業計画：PBLプログラム（地域再生学）最終科目として位置づけ、
授業では、コミュニティ教育・地域連携の必要性と実例についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
「地域実践演習」で発見した課題を基に各グループで地域連携の企
画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに地域活動
の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、 PBLプログラム(地域再生学)は、SDG11
「住み続けられるまちづくりを」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境再生）は、環境再生活動をグループで企
画・実践することにより、コミュニティーレベルでの環境再生活動
の重要性を理解し、将来、リーダーとして環境再生を実践すること
のできる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境再生）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、環境再生に関わる技術、調査手法について講
義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各
グループで環境再生に関わる技術、調査手法を用いて環境再生活動
の現場への見学、企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに、環境再生活動の成果を報告書にまとめるとともに、最
終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラ
ム(環境再生)は、SDG3「人々に保健と福祉を」、SDG6「安全な水と
トイレを世界中に」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（企業と持続可能
な社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は、社会科学の観点
から持続可能な社会の形成に向けた課題を発見し、その解決策をグ
ループで企画・実践することを通じて、リーダーならびにビジネス
パーソンとして活動する際に有益な能力を身につけることにある。

授業計画：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）の最終科目とし
て位置づけ、授業では、企業や社会が抱える持続可能な社会の形成
に向けた課題発見と実例についての演習を行う。具体的には、参加
学生が自主的に研究テーマを設定し、教員の指導のもとで考察の方
法、口頭発表による効果的なプレゼンテーション方法などを習得す
る。さらに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。こ
の演習の最終目標は、持続可能な社会の形成に向けた課題の把握
と、それを解決する能力を身につけることである。
なお、PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は SDG8 「働きがい
も経済成長も」と SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」
に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-A）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-A）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。

授業計画：政治経済／公共的事象から見た国内の「縮小社会」と国
際的な「人口拡大社会」の問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、国内的に「人口増加社会と減少社会」「人間開発と社会保
障」「環境」の3領域とし、国際的には「人間開発と教育」「環境と
国際的視点」「災害と脆弱性」とする。また、異なる国の課題及び
異なる専門分野にもとづく問題解決思考群を共有し、国際的に実施
可能かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発す
る。なお、PBLプログラム(ESD-A)はSDG4「質の高い教育をみんな
に」に対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-B）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-B）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。
1.現代社会の一員としての高い倫理観を持ち、他者と協働して課題
に取り組むことができる。
2.PBLプログラムで学んだことを持続可能な社会の実現と関連付けて
説明することができる。
3.PBL演習の成果について分かりやすくプレゼンテーションすること
ができる。
4.国際教育カリキュラムを作成するにあたり海外大学生と協働する
ことができる。

授業計画：地理的/歴史的事象から見た「人口拡大社会」と「人口縮
小社会」の諸側面の動態を問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、「人間開発と社会保障」、「環境」、「人間開発と教
育」、「環境」、「災害と脆弱性」５領域とする。また、異なる国
（フィリピン）の同様のフィールドにおける課題を共有し、異なる
アプローチにもとづく問題解決思考群を交換して国際的に実施可能
かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発する。
なお、PBLプログラム(ESD-B)はSDG4「質の高い教育をみんなに」に
対応している。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（社会調査）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（社会調査）は、社会調査の具体的な手法を実
際に調査することで体験し、それにより知識の具現化や修正、自身
が自立的に調査を実行できる能力を身につける。その過程で、調査
協力者となる人々との対話や議論を通じて地域社会の課題をくみ取
り、それを研究プロセスに反映、課題設定と解決に資するために、
社会調査に何が可能であるかを考え、自分なりの考えを持ち、持続
可能な社会の構想に資する能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画の概要：PBLプログラム（社会調査）の最終科目として位置
づけられている。調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会
調査の全過程について、体験を通じて学習する。調査の企画、仮説
構成をし、自らの関心と問いに必要な調査法を選び、調査計画を設
計する（１～15回）。そのうえで、調査を実践し、得られたデータ
の整理、分析をし、必要な追跡調査をしたうえで、調査報告を作成
する（16～30回）。なお、PBLプログラム（社会調査）はSDG17
「パートナーシップで目標を達成しよう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（都市社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（都市社会）は、都市空間と都市社会につい
て、地理的視点から考え、説明できる能力を身につけることを目標
とする。
具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（都市社会）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、大阪をはじめとする都市空間と、そこに住み
暮らす人々の社会について、地理的視点から考えることを目指す。
そのために、都市に関する様々な統計データや資料の探索・収集お
よび分析・考察を行うだけでなく、実際に都市の現場を歩き、観察
や調査をすることが欠かせない。そのため，本授業では，授業時間
内および土日を使ってのまちあるき（エクスカーション）を行う
（具体的には大阪市や京都市などを予定している）。
なお、PBLプログラム（都市社会）はSDG11「住み続けられるまちづ
くりを」、SDG8「働きがいも経済成長も」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（文化表象）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（文化表象）は、言語と文学の両方の領域で、
種々のデータを分析し考察していくことにより、多様な文化現象を
理解し、その理解を現代社会の諸問題に関連付けることによって、
公正な社会の形成に貢献する能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（文化表象）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、日本語学、認知言語学、談話分析に関する言
語学領域の演習と日本文学、アメリカ文学に関する文学領域の演習
をグループに分かれて行う。演習では、文学・メディア・日常会
話・インターネット上のテキストなどをデータとし、そこで表され
る種々のイメージや意味を分析し、自文化・異文化の様相や成立経
緯について考察する。最終回に、その考察結果について発表を行
う。なお、PBLプログラム(文化表象)はSDG10「人や国の不平等をな
くそう」に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（共生の思想）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（共生の思想）は、「共生の思想」に関する基
礎的観点について説明でき、文献やフィールドを用いた具体的な研
究活動を計画・実践することができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（共生の思想）の最終科目として位置づけ
られている。授業では、演習を進めるにあたっての「共生の思想」
に関する共通認識を形成した後、文献やフィールドを用いた研究活
動を実践する。最終回には、演習の成果について報告・共有を行
う。なお、PBLプログラム（共生の思想）はSDG16「平和と公正をす
べての人に」、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」と対
応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ジェンダー論）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ジェンダー論）は、ジェンダーに関わる問題
を批判的に発見し、学術的にその問いを深め、仲間と協働しながら
その解決にむけて検討・実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（ジェンダー論）の最終科目として位置づ
け、授業では、ジェンダー論の必要性と実例についての講義を行
う。また数名で構成されるグループを作り、各グループでジェン
ダーに関連する問題関心の共有とテーマ設定、企画立案、役割分
担、課題への取り組みを行う。さらに成果を報告書にまとめるとと
もに、最終回ではその成果発表（プレゼンテーション）を行う。な
お、PBLプログラム（ジェンダー論）は、SDG5「ジェンダー平等を実
現しよう」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（コラボレーショ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（コラボレーション）は、協働をグループで実
践することにより、対人支援活動における協働の重要性を理解し、
多職種の協働による「誰1人取り残さない」視点を獲得し、将来キー
マンとなって協働活動を実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：
連携・協働の概念および連携・協働の必要性と実例についての演習
を行う。連携・協働の実践力を養成するため、多様な対人支援領域
（社会福祉、教育、保育、心理、保健など）を専門とする学生から
成るグループワークやフィールドワークにより体験的に他領域の支
援理念や支援方法の理解を促進し、多職種や多機関の連携・協働の
ための具体的方法を習得する。同じ場面を共有した上で異なる専門
性を持つメンバーによるディスカッションにおいて、それぞれの視
点の違いを明確化、葛藤の体験、その上で葛藤のマネジメント、こ
れらの協働の実践を行う。さらに対人支援活動における協働活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBL プログラム(コラボレーション)
は、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」に対応してい
る。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域および都市
における排除・共生・参
加）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参加）
は、地域および都市における排除、共生、参加の問題について具体
的にデータを集め、多次元的に考察し、実行可能な解決案や改善案
を具体的に企画できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参
加）の最終科目として位置づけ、授業では地域社会、地域福祉、都
市における排除、共生、参加に関する要点を講義で再確認し、グ
ループワークにより、フィールドワークを行う自治体（市区町村）
または、より狭域の地域社会を決めて、「排除、共生、参加」に関
する課題を具体的に決める。データを集め、考察し、実行可能な課
題解決や改善の提案を作成し、報告書にまとめるとともに、最終回
にプレゼンテーションを行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生涯学習と設
計）

授業形態：演習
目標：生涯学習をグループで企画・実践することにより、人生を通
じた学習活動の重要性を理解し、将来、地域のリーダーとして生涯
学習のコーディネート、ファシリテーションを実践することのでき
る能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生涯学習と設計）の最終科目として位置
づけ、授業では、生涯学習活動の意義と必要性、生涯学習における
カリキュラムと制度設計の実例についての講義を行う。また1グルー
プ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで生涯学習の
企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBLプログラム（生涯学習と設計）は、
SDG4「質の高い教育をみんなに」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生活環境と情
報）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生活環境と情報）は、日常生活におけるあら
ゆる情報に対して認知的な観点から批判的思考ができる能力とそれ
を論理的に説明できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（生活環境と情報）の最終科目として位置
づけ、授業では、生活環境における情報に着目し、認知の特性を考
慮したよりよい情報提示のあり方について自身が担当する問題を設
定し、次に、これまでに学んだ授業内容（ヒューリスティクス、認
知バイアス、プロスペクト理論、多属性意思決定、情報圧縮、クラ
スタリングなど）を踏まえ、問題解決のために学ぶべき内容をグ
ループで相談し、学習を繰り返す。自分が担当する問題の本質を見
極め、その改善方法を検討し、具体的な案として報告書をまとめ
る。最後に成果発表を行う。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生きることと遊
び）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生きることと遊び）は、様々な遊びを体験
し、そのことと自身の心や生きることの関係、意義、可能性につい
て体験に基づいて考えることができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（生きることと遊び）の最終科目として位
置づけ、授業では、個人の遊びの経験を振り返り、それを再体験し
たり、新たな遊びを創造する実習を行う。後半では、合宿形式で自
然の中での遊び体験を行う。最終回には、遊びの体験から獲得した
ことや自身の変化について言語化し、発表、共有する発表会を行
う。なお、コンピューターやインターネットを使う遊びは本授業で
の内容に含まない。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育保障）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育保障）は、将来リーダーとして学習支援
活動を実践することのできる能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画：PBLプログラム（教育保障）の最終科目として位置づけ、
本授業では、「地域実践演習」での経験を活かし、地域学校現場に
おける課題について整理するとともに、大学の近隣地域の小中学校
に対しての学習支援活動を行うことを通して、地域コミュニティの1
員としての大学が地域の教育・学力保障にどのように貢献すべきか
についての自分なりのプランを持ち、実際の学習支援活動を運営し
ていくスキルを身につける。
なお、PBLプログラム(教育保障)はSDG4「 質の高い教育をみんな
に」、SDG5「ジェンダー平等を実現しよう」と対応している。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインインターン
シップ

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。この授業では、（１）自らが未来デザインコースにおいて取り
組むべき課題について、持続可能な社会の実現との関係を含めて説
明でき、インターンシップで赴いたフィールドにおける取り組みか
ら、取り組むべき課題に関する新たな知見を得て、その内容を説明
することができることを目標とする。

授業計画：学生がメンター教員の助言を受けながら自治体、NPO、企
業などのインターンシップ先を探し、事前学習を行った上でイン
ターンシップに参加することで、学生自身に取り組むべき課題を発
見させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン計画演習

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。このため、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．自らが未来デザインコースにおいて取り組む課題が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかを説明できること。
２．未来デザイン計画書に基づいて卒業までの履修計画を立てるこ
とができること。
３．卒業研究と卒業後の計画を立案すること。

授業計画：本授業では、1年次末に未来デザイン計画書を提出し、未
来デザインコースの履修を認められた学生が、メンター教員の助言
を受けながら卒業までの履修計画を精緻化するとともに、卒業研究
と卒業後の計画を立案する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインPBL演習

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、学生のセルフプロデュースにより、社会におけ
る課題解決を実践する。学生はメンター教員の指導の下、必要に応
じて他の専任教員の助言も受けながら、持続可能な社会の実現のた
めに自らが貢献できる課題を見出し、解決方法を構想する。地域の
方々や起業家、NPO、自治体、各種企業、学生が開発したアプリケー
ションのユーザなど、、学内外の関係者と協働する学びによって、
未来社会の実現を実行できる人材の育成を目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン卒業研究

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 1.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題について、先
行研究や過去の類似の取り組みの中での位置づけと、持続可能な社
会の実現における意義を明確に説明することができる。

 2.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果について、客観的な資料を根拠に明確に説明することができる。

 3.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果に基づいて、今後の展望を示すことができる。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、未来デザインPBL演習の成果を踏まえ、未来デザ
インコースの集大成としての卒業研究に取り組む。卒業研究の指導
教員は、学生がメンター教員と相談の上で提出した希望指導教員名
を踏まえて、学域教育運営委員会の中に設置された未来デザイン支
援WGが、現代システム科学域前専任教員の中から選出する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

環境生物学

授業形態：講義
目標：人間の生命や生活を支える生物多様性の意義や重要性を理解
するために必要な生物学の基礎を習得することを目標とする。具体
的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．生物の系統と進化について説明できること。
２．エネルギー代謝について説明できること。
３．生殖について説明できること。
４．遺伝について説明できること。
５．ヒトが生物の進化と絶滅に及ぼす影響について説明できるこ
と。

授業計画：人間を含む生物と環境との歴史的つながりが理解できる
ように、生物の進化と絶滅の歴史を軸に、生物の系統、構造、代
謝、生殖、遺伝、生物と環境との相互作用について講義する。ま
た、各回のテーマと関連する話題（食品のリスク、廃棄物・汚水の
処理、病気、寿命、毒物、iPS細胞と再生医療、外来生物など）を通
して、身の回りの問題を理解する上での生物学の知識や科学的な思
考の重要性を理解させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ

ム
学
類
基
盤
科
目
）

公衆衛生学

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.公衆衛生学の歴史、概念について説明できること。
2.地球温暖化などの地球環境問題、水俣病などの環境汚染及び上下
水道などの環境整備について説明できること。
3.健康に関する統計資料の読み方や疫学の基礎的な知識について説
明できること。
4.疾病予防、生活習慣病予防、健康増進、健康寿命延伸に対する公
衆衛生学的なアプローチの手法、考え方について説明できること。
5.講義で学んだ内容について、信頼できる資料を引用して、わかり
やすく説明できること。

授業計画：公衆衛生学は、永続可能な社会を構築する上で不可欠な
健康の維持・増進および疾病予防に貢献する学問である。ヒトの疾
病予防および健康維持に関わる項目（疾病対策，環境，健康統計，
疫学研究，メタボリックシンドローム，認知症，喫煙，労働衛生，
感染症）について基礎的な考え方を学ぶ。
講義は、プリントを配布し、デジタルプロジェクタ等の使用による
ビジュアルな資料・事例を提示して行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

地理学基礎

授業形態：講義
目標：地理学的思考を修得させ、多様な社会現象を空間的側面から
考察する力を身につけさせることを目標とする。
授業計画：人文地理学の思考とはどのようなものか、「場所」「地
域」「景観」など地理的概念の基礎について講義することからはじ
める。そのうえで、文化、環境問題、政治、都市、村落、言語、政
治、都市、村落、観光などにかかわる社会諸現象について、地理学
的視角から課題を見つけ出し、基礎的概念を応用しながら解説・分
析するプロセスについて、具体例を通して講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

経済学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下に示す説明や思考が適切にできることを到
達目標とする。
１．人間と社会をめぐる思想的展開の中で、社会システムの維持・
発展という課題を強く意識しながら経済学という学問が成立し、形
成され、発展してきたことを、歴史的背景と歴史上の経済学者の経
済学説や政策論とを対応づけながら適切に理解し、わかりやすく説
明できること。
２．経済学の基礎的内容（（１）市場システムの構造と機能という
ミクロ経済学の内容、（２）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の
相互作用というマクロ経済学の内容）を適切に理解し、基本的概念
および簡単な数式や図を適切に組み合わせて用いながら、経済シス
テムの仕組みを経済学的に説明できること。またこれら学習事項の
現実の経済現象への適用可能性への視野を開くこと。
３．諸個人の幸福の達成と社会システムの持続可能性の両立という
観点に立ち、社会システムの持続可能性を脅かす諸問題の事例をい
くつか取り上げて、学習で得た知識を適切に活用して、それら諸問
題にたいする対応策を経済学的にアプローチしながら適切に考えら
れること。

授業計画：社会システムの科学としての経済学は、過去およそ２５
０年にわたり、現実の経済社会の課題を指摘し、対応策の方向性を
与え、またそれを基礎づけるべく体系化が繰り返され、発展を遂げ
てきた。歴史的発展の中で経済学は、その科学的純粋性を高めてき
ているが、その本質において現実問題への対応策を志向する学問で
ある。この授業は、こうした性質を持つ経済学の成り立ちと理論構
成、そして現実問題への適用事例を学ぶことを目的としている。そ
こでまず経済学の全体像について、（１）経済学の成立と発展の経
緯、（２）市場システムの構造と機能（ミクロ経済学の内容）、
（３）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の相互作用（マクロ経済
学の内容）の初歩的事項を概略的に学習することを通じ、経済学と
いう学問の魅力を感じ取り、また現代社会において経済学を学ぶ実
践的な意義を確認する。次に、上記の（１）（２）（３）の概略的
な学習に基づいて、社会システムの持続可能性と密接に関連したい
くつかの問題事例に即しながら、それらへの対応策の経済学的アプ
ローチについて考える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

公共政策学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．公共政策が立案・実施・評価される一連のプロセスを理解し、説
明できること。
2．公共政策に関連する様々な主体とその役割について説明できるこ
と。
3．より良い公共政策を形成するための方法について、自分なりに考
察できるようになること。

授業計画：我々は日々の生活を送るうえで大小さまざまな問題群へ
の対処を迫られている。そのうち、個人の力では解決できず，社会
(特に政府)が解決すべきであると認識された問題を政策問題とい
う。公共政策とはこの政策問題を解決するためのものである。本講
義では社会科学の視点に立ち公共政策の基本的な視点と考え方を学
ぶ。具体的には公共政策がどのように決定され，どのような手段を
用いて実施されるのかについて、基本的な考え方を学び、政策過程
についての理解を深める。また、具体的事例として様々な環境問題
のケースを扱うことで、環境政策を学ぶための基礎知識を習得す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）経済活動と法

授業形態：講義
目標：事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる会社法・
金融商品取引法の基本構造や問題点、重要論点を理解することを目
標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつもそれに起因
する環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対し
て多様な法が機能している。
そこで本講義では、「環境法１」・「環境法２」を受講する上で必
要となる法学の基礎知識として、特に企業という経済活動の当事者
に対して、法がどのような規律付けを行っているかを学ぶ。現代に
おける自然環境に関する問題の多くは経済活動から生じているが、
ただ経済活動に規制を加えるだけでは、持続可能な社会を実現する
ことはできない。環境問題への対処と経済社会の発展の両立を考え
るためには、経済社会の構造や経済活動の主な主体である企業につ
いて理解しておくことは不可欠である。ここで学ぶ私法の基礎理解
は、「行政活動と法」（公法の基礎）や「国際法と共生社会」（国
際法の基礎）と共に、環境法を理解する上で重要なものである。
授業の序盤ではまず、法学の初学者に向けた入門的な説明を行い、
民法上の所有権など現代の経済社会を支える基本概念の説明を行
う。また、企業が公共事業に関与する場合などには、行政法などに
よる規制も別途関係することから、必要に応じて、私法との違いに
ついても説明する。そのうえで、特に会社法や金融商品取引法を中
心として、事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる法規
制に関する概括的な説明を行い、その基本構造や問題点、重要論点
について解説する。授業は講義形式で行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

行政活動と法

授業形態：講義
目標：この授業では、国や地方自治体が環境政策を立案したり、法
的な規制を行なっていく上で基礎となる憲法および行政法の基礎理
論や概念、基本的原理等を理解した上で、そこでは何が問題ないし
は論点として議論されるのかについて自ら考える力を養うことを目
標とする。

授業計画：環境への負荷の少ない健全な経済の発展を図りながら
「持続可能な社会」を目指すには、単に経済活動に規制を加えるだ
けではなく、国や地方自治体、企業、国民（住民）、そして内外の
民間団体も含め、これらのものが有機的連携をはかりながら、能動
的に協働していく必要がある。別な言い方をすれば、環境領域の秩
序は、これまでのように国や地方自治体が独占的に決定するもので
はないということである。しかしながら、依然として国や地方自治
体は、民主主義制度の枠組みにおける公共性の担い手として、その
役割は意識的に矮小化されるべきものではない。
この科目は、「持続可能な社会」の実現に寄与すべき国や地方自治
体の法・制度を今後発展的に学習するための出発点となる基礎理論
や概念を理解するためのものである。具体的には、法学の初学者に
向けた入門的な説明として、国や地方自治体が政治や行政を行なっ
ていく際の準拠法である憲法および行政法の基礎理論や概念、基本
的原理や構造、そして重要な論点を学んでいく。なお、授業は講義
形式で行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤

科
目
）

環境哲学・倫理学

授業形態：講義
目標：エコシステム／社会システム／人間存在の歴史的変遷を俯瞰
的に捉えることで現代社会の歴史的位相について講義するととも
に、そこから現代社会を構成する主要な対抗軸について論じる。そ
して現代社会に生きるということの意味を再考することによって、
「環境の世紀」に生きる心構えを養う。
授業計画：環境主義の誕生、自然保護主義の誕生、環境と国際社
会、エコロジズム、環境倫理学、ディープ・エコロジー、現代環境
思想の衰退、持続可能性概念とその問題性、新たな環境哲学の試み
といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）社会学基礎

授業形態：講義
目標：本講義では、社会学および隣接諸領域がこれまで培ってきた
諸研究の成果に基づきながら、近・現代世界に特有の社会的事象を
認識するために必要と考えられる社会理論の基本的諸類型と重要な
諸概念を学ぶことを通じて、現代社会システムの動態や構造とそれ
が抱える諸問題に関する社会科学的な観察力の涵養を目指す。また
これを基盤としながら、さまざまなヒューマンサービスに求められ
る、人間と社会に対する共感的な理解と実践的かつ批判的な判断力
の獲得を目標とする。
授業計画：イントロダクションとして社会学の位置づけを概説した
後、「個人と社会」、「社会階層と不平等」、「社会制度と社会シ
ステム」、「現代の社会変動と社会問題」、「社会学の方法」につ
いてそれぞれ取り上げ、最後に「社会学の役割と課題」を整理す
る。授業は3名のオムニバスで、工藤宏司が2-4、11-12回、西田芳正
が1、5-7、15回、藤田渡が8-9、12-14回をそれぞれ担当する。

（【70】.工藤宏司/5回）
個人と社会，現代の社会変動と社会問題，社会学の方法について講
義する。

（【51】.西田芳正/5回）
個人と社会，社会階層と不平等について講義する。

（【83】.藤田渡/5回）
社会制度と社会システムについて講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉学A

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.社会福祉に関する日本の公共政策と実践活動を総合的に理解する
ための必要な基礎的知識と原理的知見を学び、その学んだ内容につ
いて問う問題に答えることができること。
２.教育に関する諸事象を多角的総合的に理解するために必要な基礎
的知識と原理的知見を学び、その内容を問う問題に答えることがで
きること。

授業計画：教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学について基礎
的な知識を学ぶ科目である。この授業では、教育福祉学の理念、社
会福祉の価値、福祉国家の展開過程、学校制度の諸問題や多様な学
びのあり方など、教育福祉に関する基礎的な知識を身につけること
を目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資料等を
見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授業時間
外学習を課すものとする。

（【38】.児島亜紀子/8回）
教育福祉学を構成する社会福祉に関わる基礎的知識について講義す
る。

（【60】②.吉田敦彦/7回）
教育福祉学を構成する教育に関わる基礎的知識について講義する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉学B

授業形態：講義
目標：本科目では、教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学につ
いて基礎的な知識を学ぶことにより、以下の能力を身につけること
を目標とする。
１.教育福祉学という領域についての概要を理解できること。
２.教育の原理と福祉の原理について、その理論的課題も含めて理解
できること。
３.人間の営みを、教育と福祉という複眼的視点から考察することが
できること。

授業計画：「教育福祉学A」に引き続き、教育福祉学を構成する社会
福祉学と教育学について基礎的な知識を学ぶ科目である。教育と福
祉の相互補完的な関係、自己実現を支援するための臨床教育学的な
知見、現代の教育改革の動向と教育福祉学的課題、持続可能な未来
のための福祉と教育については森岡が、ひとり親、障がい者、児
童、高齢者といった人びとの抱える生活上の問題と社会福祉の取り
組み、日本の社会福祉の政策動向と教育福祉学的課題については児
島が講義を担当し、教育福祉の現代的課題に関する知識を身につけ
ることを目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資
料等を見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授
業時間外学習を課すものとする。

（【90】.森岡次郎/7回）
持続可能な未来の実現に向けた教育面の課題について講義する。

（【38】.児島亜紀子/8回）
持続可能な未来の実現に向けた福祉面の課題について講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

人間形成論

授業形態：講義
目標：人と人の間でそれぞれの自己が形成されていくプロセスと諸
相について理解できる。
具体的には、
１．人のもつ気質やパーソナリティについて類型的に見分けること
ができる。
２．自我（ego）と自己（Self）の心理的な働きについて説明でき
る。
３．自分が学んだ学校教育を相対化して、教育の根本的な意義を考
えることができる。
４．人間の発達・形成を、年齢段階に適したプロセスとして捉える
ことができる。
５．人間形成において影響を及ぼす他者の存在と関与について考察
できる。
６．人間形成が営まれるインフォーマルな「文化」の意義を認識で
きる。
７．アイデンティティの自己形成について物語論的に記述できる。

授業計画：イントロダクションに続いて、気質と個性、自我と自
己、オルタナティブ教育、人間の発達と人類の歴史、芸術としての
教育、バイオグラフィー、自然と文化と人間（季節の祝祭）、アイ
デンティティ（自己物語）、生と死といのち、「他者」との出会
い、ブーバーの応答的人間形成論、持続可能な未来のための教育、
オルタナティブな世界は可能か、自己形成史作成のガイドラインと
いうテーマについて授業を進めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

生涯学習概論

授業形態：講義
目標：本講義では、誕生から老いまでの人間の生涯発達プロセスを
踏まえ、学び成長する主体としての人間形成と、生涯にわたる学習
を保障し支援する社会のあり方、とくに家庭教育と学校教育と社会
教育の連携について、生涯学習政策の動向を概観しながら理解させ
る。
授業計画：本講義では、人間が生涯にわたって「学ぶ」ということ
の重要性、近代学校の限界と生涯学習の意義について確認し、学校
教育と学校外の学びと教育の実例を取り上げ、ユネスコの教育政策
と生涯学習の最新動向についても学びつ、市民的公共性と生涯学習
関連施策の現状についての理解を深める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基

盤
科
目
）

社会福祉原論

授業形態：講義
目標：社会福祉と呼称される政策および援助実践(ソーシャルワー
ク)の対象やそれらを存立せしめる原理、および社会福祉の管理運営
について学ぶ科目である。この授業では、社会政策や社会福祉政策
の基礎的な概念、政策の原理と援助(ソーシャルワーク)の原理との
違い、ロールズやセンなどの規範理論、社会福祉サービスの組織と
経営に関わる基礎理論、社会福祉サービスの経営と管理運営に関す
る基本概念など、社会福祉の原理と政策，管理運営に関する知識を
身につけることを目標とする

授業計画：(オムニバス方式／全15回)
(【38】.児島亜紀子／8回）福祉哲学、社会福祉原理論の立場から、
社会福祉政策の意義、政策課題、政策原理と援助原理、社会福祉の
倫理、近時の規範理論、ニーズと資源などについて、基礎的な理解
を深める。

（【93】.吉原雅昭／7回）ソーシャル・アドミニストレーション論
的観点から、組織や団体における問題解決過程のモデル、社会福祉
予算の編成と執行過程に関する基礎知識、ソーシャルワーカーの職
務環境などについて、基礎的な理解を深める。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤

科
目
）

ソーシャルワーク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークにおける相談援助活動の実際と、総合的か
つ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について学ばせる。多彩
なゲストスピーカーおよびその活動によって専門職の概念と範囲を
明らかにする。専門職倫理に対する理解を深める。
授業計画：全15回を通じて、社会的排除・虐待・低所得者／ホーム
レス・その他をテーマに、多彩なゲストスピーカーおよび担当教員
による講義を行い、質疑応答や小グループディスカッションを通し
て、自己の価値観とも向き合いながら、専門職倫理に対する理解を
深めるよう努める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

基
盤
科
目
）

スクール・ソーシャルワー
ク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークの知識、理念、技術に基づいて、子ども家
庭相談体制の一環として、学校という場でスクールソーシャルワー
クを展開することの意義と特性、過程、理論を理解することを目指
す。
授業計画：児童を取り巻く環境と学校、スクールソーシャルワーク
の意義と理念、海外のスクールソーシャルワーク、実践モデルと支
援方法、エビデンス・ベースド・プラクティスなど基本的な知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

基
盤
科
目
）

保育学概論

授業形態：講義
目標：保育学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目である。こ
の授業では、保育・育児を取り巻く社会的状況と、それに対応しよ
うとする保育の制度・理論（思想）、およびその歴史的変遷につい
て、基本的な知識を得ることを目指す。
授業計画：保育を取り巻く社会的情勢、保育制度と保育内容の歴史
的変遷、子ども観と保育思想の歴史的変遷、現在の保育所保育指針
に結実する保育所保育の基本理念についての基本的な理解をもたら
すための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤

科
目
）

ジェンダーと社会

授業形態：講義
目標：働き方や子育てなど、さまざまなキーワードから、身近で起
こっている社会問題を「じぶんごと」として捉え、ジェンダー視点
から批判的に考える。
授業計画：ジェンダー概念と必要性の理解、ジェンダー論の先行研
究、ジェンダーの世界的多様性と歴史的変化、ジェンダー秩序にと
もなう差別、ジェンダーと政策・国際的動向、現代社会の諸問題と
今後の課題について、受講者に基本的な知識を示し、実践的に考え
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

コラボレーション論

授業形態：講義・演習
目標：多様な側面を持つ人の健康および福祉を回復、維持、向上あ
るいは育むためには、人が本来持つ強さを活性化する支援が重要で
あり、その支援には、多様な領域の専門性と同時に各領域をつな
ぎ、支援を全体として統合する各領域間の連携・協働が必修であ
る。本講義では連携・協働の基礎的概念と実践を理解することを目
的とする。
授業計画：最初に連携・協働の概念について概説する。また、具体
的な事例を通して各領域のニーズの捉え方と連携・協働について学
ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を有する対象者の
課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、各専門職の支援の
視点を知り、連携・協働について考えていく。さらに、演習では、
福祉、教育、保育などさまざまな専門職の視点から事例検討をする
ことで、連携の意義と課題について学ぶ。内訳は、講義が11回、演
習が4回である。

講義　22時間
演習　8時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

グローバル・コラボレー
ション論

授業形態：講義
目標：本授業では、（１）急激なグローバル化による現代社会の諸
問題の理解と論述、（２）グローバル・シティズンシップの多義性
についての理解と論述、（３）SDGsの意義と背景を的確に理解と論
述ができることを到達目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【60】②.吉田敦彦／4回）
グローバル化（globalization）とは何か、グローバル化と社会変容
（日本国内・国際社会）、グローバルな協働・連携（ニュージーラ
ンドの多文化性と民族間連帯）
（【53】.東優子／4回）
アイデンティティの複層化とインターセクショナリティ（人種・民
族・エスニシティ・社会階級と多文化共生の課題・ジェンダー／セ
クシュアリティ）、グローバルな協働・連携（ベトナムとの社会課
題解決型連帯の試み）
（【28】②.伊井直比呂／3回）
グローバルな協働・連携（日本国内での外国籍児童生徒の教育と社
会参加・フィリピンの貧困課題と国内課題の異同と連携）、グロー
バル・シティズンシップ教育（GCED）と人権教育
（【59】.山野則子／4回）
グローバルな協働・連携（スウェーデンの移民政策と日本の縮小社
会の課題－社会保障の観点から－・国内における諸問題との関連
性、持続可能な開発と人間開発から考える協働・連携の価値、国際
ソーシャルワーク

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールA

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択し、文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールB

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールAに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールC

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択する。文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などと共に、次年度の卒業論文作成に向けて
の準備を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールD

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールCに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

地域実践演習

授業形態：演習
目標：本科目は、コミュニティーレベルでの活動の重要性を理解す
るとともに、フィールドワークの体験を通して地域の課題を発見し
地域再生に積極的に取り組むことのできるマインドを身につけるこ
とを目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標
とする。
１．演習テーマに関する現状と課題について説明できること。
２．企画段階での検討、様々な機関との連携協力、無理のない運営
等の重要性を説明できること。
３．協調性をもって、グループ活動を円滑に行えること。
４．活動の成果をわかりやすくかつ正確に他人に伝えられること。

授業計画：本科目は、PBLプログラム（地域再生）の必修科目として
位置づけられている。授業の第1回では、地域での実践活動に関する
基礎知識に関する講義を行うとともに、担当教員が研究対象として
活動している実際のフィールドを体験することを通して、地域課題
を発見するという本授業及びPBLプログラム（地域再生学）の目的を
説明する。次に、1グループ4～5名で構成されるグループ分けを行
い、各グループでフィールドワークの企画を行うとともに、担当教
員が指示した現地活動を行う際の注意事項を遵守しつつフィールド
ワークを体験する。さらに、活動の成果を報告書にまとめるととも
に、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

地球環境の化学

授業形態：講義
目標：地球の大気圏、河川・湖沼・海洋の水圏で起こっている現象
を理解するための化学の基礎を講義することで、環境中で起こって
いる様々な現象を科学的に説明する問題に答えることができる。ま
た、大気圏および水圏における物質循環プロセス光の役割、酸化還
元反応、河口付近で起こる現象について問う問題に答えることがで
きる。
授業計画：地球環境における物質循環を理解するために、まず大気
の熱力学について講義し、実際に使える熱力学を学習させる。ま
た、大気組成、平均滞留時間、反応速度論の基礎、微量気体の濃度
と反応、21世紀の環境問題と言われている大気エアロゾル、電磁波
の基礎から地球の温暖化問題と成層圏オゾン問題を根本から習得さ
せる。さらに、水溶液化学の基礎とその環境中での役割を習得させ
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専

門
科
目
）

地域・都市環境学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・都市周辺地域における里山の現状について説明できること。
・理想都市計画について概要を説明できること。
・大阪における都市構造や緑の骨格軸について、歴史的視点を踏ま
えて説明できること。
・歴史的まちなみ保全に関する法制度について概略を説明できるこ
と。
・ヒートアイランド現象の緩和の観点から都市緑化の手法を説明で
きること。
・安全・安心まちづくりと人にやさしいまちづくりについて説明で
きること。

授業計画：人間生活にとって関連性の深い都市域や都市周辺地域を
対象として、里地・里山での自然環境破壊の現状と、現在表出して
いる様々な問題点や課題について理解を深める。さらに、都市計画
の考え方の基礎となる理想都市計画について学習するとともに、大
阪を題材とした都市構造・自然環境の変化や、歴史的まちなみの保
全について学習する。さらに、ヒートアイランド現象と緑地との関
係、私たちの生活を支える安全で安心なまちづくり、人にやさしい
まちづくりの基本となるユニバーサル・デザインについて学習する
ことによって、今後の都市域や周辺地域での持続的な発展に資す
る、課題発掘や問題解決のための基礎的能力を身につけることを目
的とする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境デザイン通史

授業形態：講義
目標：本授業では、風景、移動、デザインという補助線から環境デ
ザインを主たるテーマに文明史を通史でレビューすることで以下の
能力を身につけることを達成目標とする。
1.環境デザインを考える上での基礎的知識
2.各時代で共有される価値観への理解
3.自然、政治、文化、技術、芸術への横断的思考
4.長尺での思考
授業計画：人類が環境にどのようなまなざしを向け、また環境をど
のように改変してきたのかについて、有史前から現代までの時間ス
ケールの通史でレビューする。補助線として風景、移動、デザイン
という三つを基軸にして、世界史の概略を交えながら、それぞれの
時代において人々が何を求め、どのような解決策を見出してきたの
か、またそれが人々の認識と物理的な環境の改変にどのように結び
ついてのかについて解説する。それによって、環境デザインを考え
る上での基礎的な知識を身につけるとともに、長尺で思考するモノ
の見方をトレーニングする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

資源循環論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．循環資源の対象となる廃棄物の分類、特徴を纏めて理解できる
こと
２．実プラントでの実習に於いて、簡単な物質収支を計算できるこ
と。
３．廃棄物関連の法律を念頭において、学内の未利用資源を発掘
し、その利用法を提案できること。
授業計画：天然資源（枯渇性資源、更新性資源）を活用するための
コンセプト、我が国の物質フローと循環資源（廃棄物）の現状、資
源の有限性と再生可能性について理解させ、産業活動における資源
の利用のあり方について考えさせる。また、再生可能資源のうち、
バイオマスを取り上げ、その構成要素を理解させるとともに、地球
上における炭素・窒素循環におけるバイオマスの様々な利活用法を
発想できるように履修させる。さらに、大学内における資源循環プ
ロセスの取り組みを紹介し、資源循環プラントを用いた実習を行
う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海洋環境生態学

授業形態：講義
目標：海洋環境と生態系の基本的な機能と構造を理解するととも
に、生物の動態と周辺環境との関わりについて学習することを目標
とする。具体的には、以下の能力を身につけることを達成目標とす
る。
１．海洋の物理学的・化学的基本構造と次空間変動について説明で
きること。
２．外洋・沿岸域・深海底における生態系の機能と構造について説
明できること。
３．生態系のモデリングの基礎について説明できること。

授業計画：本授業では、海洋環境と生態系の機能と構造を理解させ
るとともに、生物の動態と周辺環境とのかかわりについて学習させ
る。まず、海洋および沿岸域の基本構造について講義し、次に、海
洋の流れ、潮汐と潮流、波、海水組成といった海洋の物理・化学過
程とその時空間変動について講義する。また、外洋、沿岸域、深海
底の生態系の特徴について講義し、さらに、生態系モデリングの基
礎について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海域環境再生学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．海域環境の特性や生態系に関する基礎知識を理解し，それを説
明できる。
２．海域環境が抱える環境問題の歴史的な流れと内容を理解し，そ
れを説明できる。
３．海域環境が悪化するプロセスと，それに基づいた環境再生の戦
略について説明できる。
４．様々な海洋環境再生技術について，その特徴と限界，適用可能
条件について説明できる。
５．海域環境と人間活動・社会活動の共生について，自分の考えを
まとめることができる。

授業計画：海域環境の特性・沿岸域環境の生態系、海域環境問題に
関する歴史、沿岸域・閉鎖性海域における環境問題、沿岸域・閉鎖
性海域における環境再生技術、再生に向けた取組事例、海域環境の
尺度と評価・目標設定について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境生態学

授業形態：講義
目標：人間の生存にとって不可欠な生態系サービスの理解、健全な
生態系の維持と生物多様性の保全を実現するために必要な科学的知
識の習得ならびに価値観の養成を目標にする。具体的には、以下の
能力を身につけることを目標とする。
１．個体群の成長について説明できること。
２．生物間の相互作用について説明できること。
３．適応進化について説明できること。
４．生物多様性の定義と機能について説明できること。
５．生物多様性の危機と絶滅のプロセスについて説明できること。

授業計画：生物の生活と環境との関係が理解できるように、生態系
の構造と機能、生物の環境形成作用、生物種の環境に対する適応、
個体群動態と種間の相互作用、生物群集の構造と多種共存機構につ
いて講義し、生物多様性とその意義、絶滅の要因とプロセスを習得
させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境再生学

授業形態：講義
目標：人と自然環境とが共生し、持続可能な環境形成を実現化させ
るための環境再生について、とくに損なわれた自然を回復させるこ
とを目的とした自然再生事業を中心にすえ、自然再生に関わる基礎
理論を習得させ、自然再生事業の実際と問題点を理解させることを
目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とす
る。
１．自然再生事業の必要性を説明できること。
２．自然の要素を説明できること。
３．自然再生を進めるうえでの原則を説明できること。
４．順応的管理と合意形成の指針を説明できること。
５．自然再生事業の具体的事例をその問題点とともに説明できるこ
と。

授業計画：自然再生の定義と必要性、理論、指針について講義する
とともに、森林、河川・湖沼、高山、農耕地、都市などの様々な生
態系の再生（復元・修復）について事例をあげながら解説する。ま
た、自然再生や生態系回復事業に従事している専門家をゲストス
ピーカーとして招き、事業の実際を紹介する。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食品安全論

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.自然毒、細菌、ウイルス、寄生虫、化学物質及び重金属による食
中毒の主な原因食品と発生機序について理解し、説明できること。
2.食品の安心・安全を確保する仕組みについて理解し、説明できる
こと。
3.食品の安心・安全について、信頼できる資料を参照し、一般の人
たちにわかりやすく説明できること。

授業計画：食品安全論では、食品の安心・安全を確保する仕組みに
ついて学習させる。健康の維持・増進には、安全な食品の持続的な
供給が不可欠であり、そのためには、食品の生産から消費までをカ
バーしたフードチェーン全体の安全性を確保する必要があることか
ら、フードチェーンの各段階および全体における衛生管理の手法な
らびにその理論について習得させる。またリスクコミュニケーショ
ンについても学び食品の安心・安全を確保の仕組みについて習得さ
せる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食糧と環境

授業形態：講義
目標：食糧を生産するためのシステム（露地、植物工場など）の構
成、利点・欠点、SDGs上の意義、利用事例に関する基本的な知識に
ついて身につけることを目標とする。それとともに、食糧生産シス
テムを理解する上で必要とされる園芸学、栽培学、環境工学の基礎
を理解できることも目標とする。具体的には、以下の能力を身につ
けることを目標とする。・食糧生産システムの種類、それぞれの利
点・欠点について説明できること・SDGs上の食糧生産の意義につい
て説明できること・食糧を生産する上で重要な環境要因とその制御
方法について説明できること。

授業計画：従来、食糧の多くは、開放的な露地で生産されてきた。
その結果、周辺環境に影響を与え続けてきた。他方、近年になり、
周辺環境に与える影響の少ない、高度な制御技術を有する半閉鎖
的、または、閉鎖的な植物工場での食糧生産が注目されつつある。
今後、持続的に食糧を供給するためには、周辺環境に与える影響が
少ない食糧生産システムの利用が望まれる。ここでは、露地と植物
工場の得失を、食糧と環境という観点から比較する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

景観計画学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・景観デザインにおける基本的な計画プロセスとデザイン手法を説
明できること。
・植栽デザインの考え方および緑化材料の基本的事項を説明できる
こと。
・日本庭園や西洋庭園のデザイン手法を説明できること。
・景観行政に関する諸制度や行政計画について、概略を説明できる
こと。
・市民参画型の景観まちづくり手法について説明できること。
・都市空間や緑地空間における問題点や課題を抽出でき、その解決
方法を提示できること。

授業計画：近年、都市域や周辺地域においては、良好な景観形成を
計画的に推進することが求められている。本講義では、景観計画に
関するデザイン手法や植栽デザインの考え方を習得するとともに、
具体的デザイン手法の基本となる西洋庭園や日本庭園のデザイン手
法について理解する。また、景観行政に関する諸制度や行政計画に
ついての理解を深めるとともに、各地で実践されている市民参画型
の景観まちづくり手法について習得することによって、課題発掘や
問題解決能力と創造力の向上を目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

防災・安全科学

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.住宅・建築物及び都市の居住空間における防災・安全の問題につ
いて説明できること。
2.社会と災害・事故のメカニズムとの関係性を説明できること。
3.生活者の視点での安全な居住空間を計画できること。

授業計画：過去の災害事例を解説し、居住空間における防災・安全
問題をハード面・ソフト面から総合的に解説する。対象とする災害
は地震災害、火山災害、台風洪水災害、雪氷災害、火災、日常災害
と幅広く、災害のメカニズム、対策、空間計画における安全性確
保、ユーザーの行動特性等を解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

環境計測学

授業形態：講義
目標：環境測定データの解析に必要な統計手法を用いた解析ができ
る。環境を理解するためにもっとも必要な環境を測る方法である分
光法、クロマトグラフィー、質量分析法、電気化学分析法の原理を
説明することができる。様々な大気や水のサンプリング方法につい
ての問題に答えることができる
授業計画：環境測定データを取り扱う統計学手法、有意差検定など
の環境分析の基本、機器分析における校正法を習得させる。次に、
環境分析の主流となっている分光法、クロマトグラフィーや質量分
析法、電気化学分析法の原理を習得させ、さらに様々な大気や水の
サンプリング方法について実例をもとに紹介し、サンプリングの知
識をつける。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

再生可能エネルギー学

授業形態：講義
目標：地球温暖化を軽減させるためには、化石燃料の消費を抑制
し、温室効果ガスの排出を削減する必要がある。その手段として省
エネルギーや再生可能エネルギー利用など、さまざまなエネルギー
対策が行われている。本授業では、このような観点から、以下の能
力を身につけることを目標とする。
１．地球温暖化や気候変動のしくみについて説明できること。
２．エネルギーの基礎について説明できること。
３．さまざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴について説明で
きること。
４．再生可能エネルギーに関連する技術について説明できること。

授業計画：地球温暖化の問題解決に大きな役割を持つ再生可能エネ
ルギーについて基礎から応用まで幅広く解説する。気候変動のしく
みやエネルギーの基礎環、太陽光や風力、海洋エネルギーなどさま
ざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴、さらにスマートグリッ
ドなど再生可能エネルギーに関連する技術等について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境再生の化学

授業形態：講義
目標：本科目では、化学的な手法を用いる環境再生法、関連する各
種データの収集の仕方と収集したデータの解析の仕方に対して、基
本的な知識について問う問題に答えることができることを目標とす
る。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
・化学的な環境再生法や関連知識の6割以上について概説できるこ
と。
・各種データの収集の仕方について6割以上について概説できるこ
と。
・収集した各種データの6割以上について解析できること。

授業計画：様々な環境問題に対して化学的に問題解決や改善に貢献
できる環境再生技術について理解させる。特に環境汚染（水汚染、
大気汚染、土壌汚染）や地球温暖化、エネルギーに関する問題を解
決・改善するための最近の要素技術の具体例を織り交ぜて講義する
ことにより、環境再生のための化学的考え方を習得させることを目
指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ミクロ経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・社会システムの持続可能性を考える上で必要となる基礎的なミク
ロ経済学の知識を習得すること。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義の目的は、
市場システムの構造と機能を中心に学ぶことで、社会システムの持
続可能性を考える上で必要となる基礎的なミクロ経済学の知識を習
得することである。また、経済学は、様々な社会経済問題につい
て、論理的思考を突き詰めて現象を説明・予測しようとする学問で
ある。したがって、受講することで「論理的に自分の主張を伝える
能力」を養えることが期待できる。効率的に主張を伝える能力は一
般的なビジネスパーソンにとっても、これから就職の面接に臨む皆
さんにとっても大変重要なものであろう。将来、みなさんがビジネ
スの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを習得し
ていただきたい。

環境アセスメント学

授業形態：講義
目標：地球規模での持続的な発展には、様々な開発行為が地域の環
境に及ぼす影響を事前に調査、予測、評価することによる適切な対
応や対策が求められる。このような観点から、以下の能力を身につ
けることを目標とする。
１．環境アセスメントの重要性について持続可能性の観点から説明
できること。
２．国内外のアセスメント制度や手順について説明できること。
３．環境アセスメントの技術や手法について説明できること。
４．国内外における環境アセスメントの具体例について説明できる
こと。
５．環境アセスメントの今後の方向性について説明できること。

授業計画：持続可能な社会の構築における環境アセスメントの役割
について解説するとともに、国内外のアセスメント制度およびアセ
スメントの手順について講義する。また、いくつかのアセスメント
の事例を紹介し、具体的なアセスメントの実施状況について理解さ
せる。さらに今後のアセスメント展開として、スモールアセスや
SDGsとの関連について解説する。

（＜2＞.大塚耕司/6回）
環境アセスメントとは、環境アセスメントの実際２－海外事例、
SDGs達成のための環境アセスメントの役割を担当する。

（【47】.竹中規訓//1回）
環境アセスメントの技術・手法1－大気・悪臭、水循環、水質・底質
を担当する。

（【37】.興津健二/1回）
環境アセスメントの技術・手法3－廃棄物、温室効果ガスを担当す
る。

（【33】.遠藤祟浩/1回）
技術指針・追跡調査・情報交流・審査会の仕組みを担当する。

（【49】.中山祐一郎/4回）
環境アセスメント関連図書の構成、国や地方公共団体の制度と諸外
国の制度、環境アセスメントの技術・手法4－陸上動植物、水生生
物、生態系、景観・自然とのふれあい、環境アセスメントの実際1
－国内事例を担当する。

（【85】.星英之/1回）
環境アセスメントの技術・手法2－土壌環境、騒音・低周波音・振
動、日照障害・風害・電波障害を担当する。

（【72】.黒田桂菜/1回）
スモールアセスを担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マクロ経済学

授業形態：講義
目標：本授業では次の力を養うことを到達目標とする。
１．マクロ経済学の基礎概念を正確に説明することができる。
２．簡単な数学を使って、マクロ経済学の基本的なモデルを定式化
し、経済分析ができる。
３．現実の経済現象や経済政策について、マクロ経済学の基礎概念
や基本的なモデルを使って説明することができる。

授業計画：一国単位の経済活動について集計的な変数に注目して分
析を行い、貨幣・金融面の諸条件を考慮しながら一国全体の産出
量・雇用水準の決定を扱うのがマクロ経済学である。本授業では、
いわゆるIS・LMモデルを中心にマクロ経済学の基礎を学ぶことを通
じて、一国全体の産出量・雇用水準決定の問題と、それと関連する
重要なトピックスを扱う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

公共経済学

授業形態：講義
目標：公共経済学の基礎を修得し、公共部門の活動・役割について
理解を深める。具体的には、以下の点について達成できることを目
指す。
1．市場メカニズムの特徴とその限界について理解する。
2．市場経済における公共部門の役割について経済学的な視点から議
論することができる。
3．市場の失敗の具体的な例を挙げながら、その原因と解決策につい
て議論することができる。

授業計画：この授業は、経済社会における政府や公共部門の役割と
市場の失敗について経済学的なアプローチで学ぶことを目的とす
る。経済学、特にミクロ経済学の理論を用いながら、市場経済にお
いて望ましい資源配分が達成されない状況について理解を深めると
もに、そのような状況において社会が直面するさまざまな課題を解
決するために公共部門が行う政策について考える。さらに、経済学
的な視点を通じて環境問題などの具体的な社会の諸問題について理
解を深めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）環境経済・経営学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．環境問題の基本構造と企業活動の関係について説明できること。
2．企業の社会的責任について説明できること。
3．環境に配慮した企業経営の具体的事例について説明できること。

授業計画：本講義では市場経済における主要な活用主体である企業
活動を軸に据えつつ、環境問題の基本構造と企業活動の関係につい
て基本的な視点とその考え方について学ぶ。具体的には企業活動に
伴う環境汚染、企業の社会的責任、環境に配慮した企業経営のあり
方に関する基礎的な知識を学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

企業の経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義では、入門
的なミクロ経済学で扱う生産者行動モデルだけでなく、寡占・独占
とよばれる企業数が少なく、企業同士の戦略的関係が重要になる状
況を考える。また、公共政策や環境問題のような社会現象だげでな
く「なぜ、せっかく作った作物を捨てるの？」、「なぜ、赤字なの
に生産をやめないの？」などといった身近な問題についても経済学
のツール(道具)を使って考える。この講義の目的は、将来、学生が
ビジネスの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを
習得してもらうことが目的である。経済学的な考え方を身につける
と、「社会を見る目」がきっと変わるはずである。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

国際法と共生社会

授業形態：講義
目標：現代社会で生じる問題について、国際法（特に、いわゆる国
際人権法）の視点から考察する力を養い、もって共生社会の実現に
おける法と人権の役割について探求することを到達目標とする。

授業計画：国際規範であるSDGsのうちSDG17「パートナーシップで目
標を達成しよう」では国際パートナーシップの重要性が謳われてい
る。このようなサステイナビリティにおける国際法の役割につい
て、生物多様性条約と気候変動枠組条約を例に概説する。また、人
権の国際的保障に関する法規範・制度の概要を説明するとともに、
日本内外の人権問題について国際法的視点から検討し、もって共生
社会における法と人権の役割について示唆を得ることを内容とす
る。
この科目では、「経済活動と法」、「行政活動と法」といった他の
法学の基礎科目と共に、応用科目である「環境法１」、「環境法2」
を学ぶのに必要な内容を学習する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）環境法1

授業形態：講義
目標：私法上の権利・法益侵害の救済手段である不法行為法の基本
概念の理解、条文に示された基本ルール及び各事件類型の判例準則
（各具体的被害類型での裁判所の対応）についての基本的な理解を
示すことができることを目標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつ、それを原因
として環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対
して多様な法が機能している。国内社会を見れば、私人間の関係の
みならず私人と国や行政との関係を、国際社会では、国家間の関係
を規律するルールが存在し、社会を秩序づけている。
本授業では、関連する法学基礎科目（「経済活動と法」「行政活動
と法」「国際法と共生社会」）で学んだ内容を前提として、まず環
境法分野の総論部分として、日本における公害・環境被害の歴史や
環境法の発展過程及びその理念、その諸領域を扱い、環境権を私権
と対比させながら学ぶ。その上で、我々の経済活動に起因する環境
や人への被害に関する救済方法を民事法中心に学習する。本学類で
は、環境を自然に限定していないことから、これをやや広く捉え、
私生活を取り巻く社会環境全体を念頭におき、それらの侵害につい
ての救済に関する法のルールを学ぶ（企業の民事責任のみならず、
国家の賠償責任も対象とする）。経済主体である企業や個人の活動
の自由の限界に関する不法行為法の基礎理論を概説した後、個人の
生命身体が直接害された典型例を皮切りに、私生活環境や住環境に
関する事故、公害･環境訴訟に関して、個々の被害類型の特徴を押さ
えながら学習する。最後に、「環境法2」への架橋として、本講義で
扱った救済方法の特性と限界を示す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

環境法2

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．行政法の基本原則や行政法令の基本的枠組みについて説明できる
こと。
2．環境問題に対する行政機関の関わりについて説明できること。
3．様々な環境問題に対する個別の行政法令についてその基本的な内
容を説明できること。

授業計画：本授業では、関連する法学基礎科目を土台とし、かつ先
行する「環境法1」の内容を踏まえた上で、環境問題に関する法制度
（国際法を含む）に関する講義を行う。国家と私人との関係を規律
する公法分野、特に行政活動に関する法令の基本的枠組みは「環境
法2」を理解する上で必須である。そのため、環境法理解のために必
要な範囲で行政法の基礎知識を取り上げた上で、個別の環境問題に
関する法制度や環境紛争について解説してゆく。また、環境法は国
際環境条約の国内実施としての役割も担っているため、主要な国際
環境条約についても講義の対象とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境政策学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 現代社会における人間活動と環境問題の相互作用の特徴について
説明できること。
2. 共有資源問題といった基礎的な理論枠組みを用いて現実社会の環
境問題について説明できること。
3. 環境問題の解決に向けた複数の政策手段について、その長所と短
所を説明できること。

授業計画：社会科学の視点に立ち環境政策の基本的な視点と考え方
を学ぶ科目の一つである。この授業では、持続可能な社会の実現に
必要となる市場、政府、共同体の役割について基本的な考え方を学
ぶ。具体的には資源配分における市場の役割、市場の失敗、政府介
入の効果、共有資源問題、日本の公害行政、持続可能な開発目標に
関する基本的知識を習得することを目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

国際政治学

授業形態：講義
目標：国際社会で起きている問題を一面的かつ当座のものとして見
るのではなく、政治的・歴史的・構造的かつ分析的に観察できる視
点を養う。また、そうした問題を力や利益といった視点、正当性や
平等といった社会正義の視点から見るだけではなく、偏見や差別、
熱情といった一見非合理にも思えるような視点からも理解できるよ
うにする。
授業計画：国際政治学の基本的な考え方や方法の基礎を学ぶととも
に、内戦や国家破綻、貧困問題、環境問題、移民・難民問題など現
代国際社会が直面するアクチュアルな問題を取り上げながら、問題
の背景、原因、解決に向けての取り組みなどを多角的に分析する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

都市と経済の地理学

授業形態：講義
目標：都市や地域の経済発展は，産業の立地の強い影響を受ける。
一方，産業立地や経済発展は都市・地域によって違いがある。本科
目は，産業立地と都市・地域の経済発展について経済地理学の視点
から理解することを目標とする。理論と具体的事例を関連づけて説
明し，学生に都市や地域の経済発展について考える視点を習得させ
る。
授業計画：産業立地論，製造業の地理的集積と分散，サービス業の
立地とその変化，商業・オフィスの立地の理論と実際，日本と世界
の都市システムといったトピックについて理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

地域研究

授業形態：講義
目標：グローバル化が進展する一方，ローカルな視点が社会の様々
な側面で注目されている。本講義では，ローカルなるものの代表で
ある地域の諸事象について，地理学・地誌学的な視点から考える能
力を養う。特に日本および世界の都市について焦点をあて日本およ
び世界の複数の都市をとりあげ比較することで，現代世界における
都市の特徴と問題について考えさせる。
授業計画：都市構造や都市システムのモデル，都市構造と都市シス
テムの変容，日本の大都市と地方都市の特徴と課題，インナーシ
ティ問題やジェントリフィケーションなど世界の様々な都市問題と
いったトピックについて理解を深める

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

環境社会学

授業形態：講義
目標：環境問題はまぎれもなく社会の問題である。その解明と解決
には、人間社会と自然環境をつなぐ生産と消費の仕組み、国家、市
場、社会制度や社会構造などを批判的に捉える大きな視点が必要で
ある。だが同時に環境問題は、問題にかかわる（ぶつかる）人びと
それぞれが、現実とその解釈のはざまで「生きる」こと、「生活す
る」こと、その息遣いを聞くことも必要である。環境問題を読み解
き、解決の糸口をつかむには、常に両者の接点に身をおきながら社
会を新たにデザインし、実践していくことが必要であろう。この授
業では、まずは社会学の基本的な思考法やものの見方について身に
着けること、そして具体的な問題を用いながら、環境を人びとの暮
らしの文化や社会との相関という視点で読み解き、実践へと繋がる
見聞する力を養うことを目標とする。講義形式をとるが、参加者と
の積極的な対話を軸にすすめる。
授業計画：まず、イントロダクションとして、環境史を概観した上
で、現代の環境問題と「環境と社会」の学としての環境社会学の成
り立ちをふり返る。その上で、生活世界としての人と環境のインタ
ラクションがどう構築されているか、近代化・開発による生活環境
の変容と受益・受苦の構造がどうなっているのかを整理し、「シャ
ドウ・エコロジー」など日本と発展途上国の生活世界の連動してい
る現代的状況を検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）文化の社会学

授業形態：講義
目標：「宗教」に着目し「文化」を考察する。21世紀、グローバリ
ゼーションが刻々進展する時代にあって、社会や伝統の屋台骨をな
す宗教文化を見つめ直すことは極めて重要である。それは「21世
紀、東アジアの片隅で生きる私たちが、いかに地球的規模の共生社
会を展望することができるかを、理論的に問う」基礎となる。
授業計画：下記のトピックスについて論じることで、基本的な宗教
社会学の概念・理論・学説史について修得させる。宗教と呪術と科
学、民俗宗教と教団宗教、新宗教／新新宗教／スピリチュアリティ
の興隆、社会学における宗教の位置；デュルケームとウェーバー、
市民宗教論；宗教から見るアメリカ合衆国、グローバリゼーション
時代における宗教；現代社会における宗教・権力・秩序、世俗化論
を越えて、など。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

共生社会とアイデンティ
ティ

授業形態：講義
目標：この講義では、社会構造やさまざまな社会制度が、人々のア
イデンティティをどのように形作り、また変容させうるのかについ
て考えていく。その際、特に心理学における類似の議論との対比を
しつつ、社会科学における捉え方の理解を通して、この領域のもつ
重層性について把握させる。
授業計画の概要：アイデンティティの捉え方の諸相と社会性、役割
理論、自我形成における他者の役割、スティグマとパッシング、動
機の語彙論、逸脱のラベリング論、感情管理と感情労働、ポストモ
ダニティと自己統治などの項目について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）現代の社会問題と社会運動

授業形態：講義
目標：この講義では、「自然環境問題」や「社会問題」が、人々や
社会において対応が必要とされる特定の問題として概念化され、そ
のことを通じて具体的な政策や社会制度として結実する一連の過程
に着目し、そのダイナミズム自体を研究対象とする「社会構築主
義」理論について、事例を交えながら解説する。それを通して、
「自然環境と人との共生」「他者との共生」という理念を実現する
ために、どのような主体や組織、政策や制度がありうるのかについ
て、考えさせることを目標とする。
授業計画：社会病理学、社会解体論、機能分析などコンセンサスモ
デルの概要、価値葛藤論、ラベリング論、社会構築主義などコンフ
リクトモデルの概要、「ひきこもり」の社会問題化、相互行為論、
リスク社会論、逸脱の医療化などの項目について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

文化と景観

授業形態：講義
目標：一般用語であり、かつ、地理学および隣接諸分野において重
要な位置を占めてきた「文化」と「景観」という考え方について、
さまざまな事例の読解を通して理解・習得させることを目標とす
る。
授業計画：地理学や隣接諸分野における「文化」「景観」の概念や
その展開に学習するとともに、社会において「文化」や「景観」が
どのように取り扱われているか、そのような現象を地理学的視角か
らどのように分析し説明することができるか、また、社会における
諸活動にどのように還元していくことができるのか、現代社会にお
ける諸現象に焦点をあて、講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

異文化の理解

授業形態：講義
目標：文化人類学の方法を用い、さまざまな文化の比較を通して、
異文化の仕組みを理解させ、またそれとの対照によって自文化の特
徴を明らかにさせる。このような文化の比較を通して、自分の身に
つけた価値観を相対化し、新たなものの見方を獲得させることを目
標とする。
授業計画：狩猟採集民や農耕民・牧畜民の自然資源の利用と文化、
異文化理解とジェンダー、グローバル化する世界における異文化理
解といったことについて、具体的な事例を通して講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

文化と共生

授業形態：講義
目標：国家や資本主義的世界経済の支配の下に置かれてきた人々の
視点から、世界の不公正な成り立ちがどのように見られ、抵抗され
たのか、そして彼らは、いかにしてそこから逃れようしてきたのか
を理解させ、アフリカやアジアなどの世界システムの周辺に生きる
人びととのあり方と、現代日本社会のあり方を比較対照できる能力
を身につけさせることを目標とする。
授業計画：資本主義経済に抗する「モラル・エコノミー」の実践、
資本主義経済と文化、ナショナリズムと社会的排除、公共性の創出
といったことについて、具体的事例を通して講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

現代社会の倫理学

授業形態：講義
目標：現代社会と倫理について応用倫理学の枠組みから思考する講
義である。応用倫理学は倫理学の一分野であり、テクノロジーの進
展を中心とする現代社会の倫理問題群に取り組む学問である。本科
目では、現代社会に生きるわたしたちが抱えたさまざまな倫理問題
の所在を明らかにしながら、とくにテクノロジーや資本主義との関
係から思考する。現代社会の倫理問題群について、「何が考えられ
なければならないのか」という基本的かつ実践的な視点の持ち方を
理解することをめざす。
授業計画：講義では適宜、視聴覚資料を活用する。取り上げるテー
マは、応用倫理学のなかでも、「情報倫理」「戦争倫理」「生命倫
理」「動物倫理」「環境倫理」などを中心とした初歩的な内容を扱
う。具体的には、ロボットの倫理・医学実験の倫理・動物の権利・
正戦論と兵器制御・脳科学と監視・エンハンスメント・死刑と殺
人・国家と暴力・国際協力の倫理・世代間倫理などのトピックにつ
いて基本的な理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

生命科学技術と社会

授業形態：講義
目標：現代に用いられているさまざまな生命科学技術について概観
し、それら技術の基礎的な知識を得るとともに、医療・倫理・社会
の視点から思考する講義である。とくにバイオテクノロジー（生命
工学・生物工学）の進展に注目し、わたしたちの生命や身体、現代
社会や未来世代にどのような影響をおよぼしているのかについて、
基本的な枠組みと問題点を理解することをめざす。こんにち生命科
学技術が新聞やニュースで取り上げられるさい、技術の実際が省略
されていたり、あるいは誇張されていたり、ときには誤って紹介さ
れたりすることがある。これにたいし、基本的な知識をもって技術
の展望と問題点を把握できることは、現代社会に生きるわたしたち
にとって重要である。
授業計画：講義ではテーマに応じ視聴覚資料を用いる。人間や動物
の生・老・病・死に関わるバイオテクノロジーとして、生殖補助・
再生医療・iPS細胞・遺伝子操作・畜産・生物兵器・合成生物などを
取り上げ、その基礎知識と諸問題について学際的に理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

環境哲学と現代社会

授業形態：講義
目標：本講義では、環境問題の起源はどこにあるのかといった問い
から、科学技術の未来、リアリティなき生、関係性の病理や“生き
づらさ”など幅広く、自然―社会―人間の問題について考え、それ
によって現代社会を多角的に分析する環境哲学の射程について理解
することを目標とする。
授業計画：「ヒト」と「人間」、文明と人間、人間における自由、
近代社会システムの成立、「戦後」社会、現代科学技術の帰結、生
活世界と人間の「生」、自己と他者、人間存在における「共同」と
いったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

日本の歴史環境

授業形態：講義
目標：本講義の目標は、現代の市民社会の一員として未来を担って
いくべき主体として、現代日本を構成している歴史的環境を構造的
に把握し、将来を豊かな歴史認識にもとづいて構想していく能力を
身につけさせることである。
授業計画：日本史の概説について講義しながら、現代日本に関わる
歴史的諸問題の起源と構造について考察を行なう。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

個人創造の思想史

授業形態：講義
目標：個人を社会関係や権力関係など多様な環境のなかで理解させ
る。近代とは何かを考えるきっかけを与え、考えを深めさせること
を目標とする。
授業計画の概要：近代の歴史において、人間観や個人観の変遷がい
かなるものであったか、いかなる個人を近代人は構想し、それを国
家や社会といかに結びつけてきたか、そしてそのことと近代の権力
はどのような関係にあったのか、それらを歴史的・思想史的に考察
しながら講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

社会文化史

授業形態：講義
目標：ひとつの社会は、多様な文化を通してその世界観、価値観、
思想性などを表現している。したがって、ひとつの社会の生み出し
た文化を知ること、認識すること、分析することは、その社会の世
界観、価値観、思想性を再構成することでもある。本講義では、文
化の解読を通して、ひとつの社会のあり方を深く考察する。そのさ
い、文化の分析方法、そして社会のなかの価値や思想を把握する方
法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。アートとその社会的文脈、アー
トの分析方法、社会思想の歴史、近代とはなにかなど。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）社会政治思想

授業形態：講義
目標：人類はその歴史を通して、社会とはなにかをさまざまなかた
ち————思想にかぎらず、神話や芸術といったかたちでも————で考察
し、そのあり方を模索してきた。そして、ひとつの社会は、エリー
トと民衆、ネイティヴとよそもの、男性と女性などのさまざまな葛
藤を抱えてきて、それに対してさまざまに対処してきた。本講義で
は、こうした社会の抱える葛藤にどのように人類は対処してきたの
か、そのさいどのような価値観や思想性がもたれていたのかを探
る。そして、その過程で思想史や政治史の方法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。個と全体、都市と田舎、権力と
支配、贈与と交換、性差と社会、奴隷制と近代などである。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

地域社会の言語環境

授業形態：講義
目標：同じ言語の話者同士であっても、個人が使用する言語体系
は、世代、性別、地域、職業、生い立ちなどによって異なってい
る。個人の言語が、個人の地域社会内部での位置づけやアイデン
ティティと深く関わっていることを理解させ、様々な社会事象のな
かでの言語の位置づけについて考えさせる。
授業計画：方言・言語の認定の恣意性を踏まえたうえで、いくつか
の言語の歴史的、社会的、民族的背景から言語的多様性が形成され
ていることと、そのことを明らかにする方法論について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）言語使用の多様性研究

授業形態：講義
目標：コミュニケーション、言語行動の諸理論を踏まえたうえで、
個々の言語使用の性格を見極め、言語使用の多様性を観察し、その
様相を捉える方法論を身に着ける、また、自他の言語使用の違いに
ついて、科学的な知見に基づいた考察と位置づけができる能力を養
うことを目的とする。
授業計画：言語は、社会の中で「存在する」だけのものでなく、
様々なコミュニケーションのレベルで「使用される」ものでもあ
る。しかも、その使用の仕方は誰もが同じというわけではない。こ
の講義では、言語使用やコミュニケーションの動機や構造、社会的
性格についての諸理論を紹介したうえで、都市性や地域性、歴史的
経緯などの違いによって言語使用が異なり、その様態がどのように
成立するかを、実態を把握する方法論とともに講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ディスコースと社会

授業形態：講義
目標：我々の相互行為は社会における種々の要因とどのように関連
しているのかということについて、現実のコミュニケーションにお
けるメッセージの解明を目指す談話分析（ディスコース・アナリシ
ス）の視点から講義を行う。どのような価値観や前提の違いがコ
ミュニケーションにどのような影響を及ぼすのか、相手に対する配
慮はどのように示され、また理解されるのかという、社会における
共生・相互理解の問題について考えさせ、分析させ、その際に得た
気づきや関心についての理論的な位置づけについて講義する。
授業計画：以下の項目を講義する。
・コンテクストについて
・種々の価値観について
・談話分析について
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

言語表現と世界認識

授業形態：講義
目標：認知言語学の主要な概念を理解し、それを活用して言語表現
を手がかりに、その背後に潜む人間の精神の営み、すなわち、人間
が自分を取り巻く世界をどのように捉えているかを明らかにする基
礎力を養う。
授業計画：身の回りの言語表現を注意深く観察することで見えてく
る人間の精神作用について講義する。その十分な理解を活用して、
認知的観点から身の回りの言語事象を観察・分析し、さらにそれに
ついて論理的に議論できる力を身につける。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

認識とレトリック

授業形態：講義
目標：レトリックは単に表現を彩る技法ではなく、人間の精神の営
みを色濃く反映する。この授業では、代表的な30のレトリックを中
心に取り上げ、数多くの事例に基づいて、これらと人間の認識・思
考のパタンとの関係について理解を深める。
授業計画：30のレトリックを取り上げて、その特徴と人間の精神の
働きとの関係について講義する。その十分な理解に基づいて、具体
的な事例に関して人間の認識・思考の観点から各レトリックの効果
を分析・議論できる能力を養う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

文化表象と社会批評

授業形態：講義
目標：幕末から現代にいたる日本とアメリカの文化交渉の歴史を振
り返りつつ、その時々における問題点を批判的に考察する。その
後、現代日本社会における日米の文化交渉に関わる課題を見い出
し、その解決策を構想することを目指す。
授業計画：ペリー来航、遣米使節団、ラフカディオ・ハーン、黄禍
論、大正デモクラシーとアメリカ大衆文化、戦争プロパガンダ、占
領期文化、核を巡る想像力、アメリカ文化の受容と反発、グローバ
リゼーションと日本などのトピックについて講じた後、現代日本社
会における日米の文化交渉に関わる課題を発見・分析し、その解決
策の模索と提示を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

グローバル社会の文化表象

授業形態：講義
目標：種々の社会共生のあり方の一つとして、多文化共生・歴史と
の共生について理解を深める。19世紀末ヨーロッパにおけるジャポ
ニスム、授業で扱う作品の成立事情・作者・成立年代、後代におけ
る受容や海外での受容とその意義について説明できるようになるこ
とを目指す。
授業計画：日本の文学の中でも特に人気が高かった古典文学作品を
中心に、国内外の代表的な絵画・工芸作品、府立大学所蔵の貴重書
等を紹介し、海外における受容の様相をたどりながら作品を味わ
い、グローバル社会における日本文学・文化の享受と伝承について
考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

言語の社会システム

授業形態：講義
目標：近世日本において、古代漢語、古典日本語、蘭語という「言
語」の理解と習得によって構成されていった儒学、国学、蘭学とい
う学知の形成を、言語の社会システムとして捉えることにより、
「漢学言語論・国学言語論・蘭学言語論」といった言語論の意義
を、先端的研究に基づいて理解することを目標とする。
授業計画：経学の成立から陽明学に至るまでの中国儒学思想史、朱
子学、陽明学、古学（近世日本儒学思想史）、本居宣長や平田篤胤
らの国学思想、近世蘭学（洋学）史といったトピックについて、基
本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

学校教育史

授業形態：講義
目標：日本における学校教育の思想とその実践形態の確立につい
て、学制発布に代表される近代学校教育制度の導入によって、藩校
や寺子屋に代表される近世の「学び」の実態が、いかなる変容を遂
げたのかという点を中心に講述し、明治以降に導入された、西洋に
おける近代学校教育制度のあり方そのものについての理解を目指
す。
授業計画：近世の「学び」のあり方（藩校、寺子屋等）、近代学校
教育制度の導入の影響、教科書やカリキュラムにみる日本の学校教
育観、近代教育思想の日本的展開（ペスタロッチ、ヘルバルト、
デューイ等）といったトピックについて、基本的な知識を修得させ
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

東洋の歴史環境

授業形態：講義
目標：東洋における歴史展開と環境条件の関係性について考察する
ことをテーマとする。東洋における各時期の環境条件と、文明の形
成・分裂・伝統社会の完成について正しく関連づけて理解し、説明
できることを到達目標とする。
授業計画の概要：歴史は、その世界が置かれた「環境」の中で展開
する。そこには自然条件のみならず、周囲を取り巻く国際関係や文
化・技術などの諸条件も関わってくる。東洋世界がどのような環境
条件の中で歴史を紡いできたのか、歴史世界と環境の関係性に焦点
を当て、多様な視点から考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

西洋の歴史と文化

授業形態：講義
目標：西洋文化がどのように形成されていったか、その過程を見る
とともに、そのようにして形成された西洋文化の諸層を多角的な視
点に立って講義する。それによって西洋文化を論じる視点の基礎を
習得させる。
授業計画：ギリシア文化の形成について整理した後、ギリシア文化
の伝播、ギリシア文化・アラビア文化の受容と西欧文化の形成、西
洋文化における社会の変遷、西洋文化におけるジェンダー観の変
遷、文学テクストに反映された西洋文化の諸相というテーマに沿っ
て授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

社会調査論

授業形態：講義
目標：社会調査とはどのようなものか、調査によって明らかにした
い目的ごとにどのような手法があるのか、社会調査を行う際にどの
ような点に留意する必要があるのか、など、社会調査の基本的な事
項について全般的な理解を深めることを目標とする。
授業計画：社会調査の概要・意義を整理した上で、質的調査・量的
調査それぞれにつき、主要なものの特徴・方法・留意点を説明す
る。いくつかの調査手法を組み合わせて行われた研究事例を参照
し、社会調査の実践的イメージを把握する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習1

授業形態：演習
目標：受講生は担当教員の専門分野に応じて設定された研究テーマ
に取り組み、その過程で研究活動の基本を習得する。この講義の担
当者は自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学の複数分野から
構成され、それぞれチームを形成する。受講生はそれら担当教員が
率いるチームに分かれ、そこで学術的課題の探し方、アプローチの
方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を習得
する。これらを習得することで卒業研究につながる基礎的な技術や
知識を身につける。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対して、その
方法論、考察の方法、レジュメ・パワーポイント作成技術、プレゼ
ンテーション技能などを習得し、最終的に活動全体をレポートにま
とめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）環境社会システム学演習2

授業形態：演習
目標：環境社会システム学演習1に引き続き、環境社会システム学類
を構成する自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学それぞれの
専門分野における問題設定、データ収集と分析、考察の方法を修得
することを目標とする。受講生は各教員が設定するテーマを2つ選択
し、そこで自ら演習テーマを提案し、そのテーマに対して、自らア
プローチを模索し、課題解決を考察するプロジェクト型演習を実践
する。これにより卒業研究に向けた基礎的な方法論を習得する。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員を選択し、設定したテーマに対して、そ
の方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレポート
にまとめる。

共同

42 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習3

授業形態：演習
目標：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境学、
環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設定
し、卒業論文の作成に向けた実践的な研究手法を習得する。受講生
は担当教員が提示するテーマを一つ選び、テーマの設定、アプロー
チの方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を
習得する。これらを習得することで卒業研究につながる技術や知識
等を身につける。

授業計画：オリエンテーションを行い、担当教員の研究課題紹介を
行う。学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対し
て、その方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレ
ポートにまとめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

教育福祉の諸問題A（貧困
と社会）

授業形態：講義
目標：公的扶助制度の意義と役割、日本の生活保護制度の基本的な
仕組み（目的、基本原理および保護の原則、保護の種類と内容、生
活扶助基準額の算定方式、給付の仕組みと手続き、等）を説明でき
ること。貧困概念、貧困対策について課題を考察できることを目標
とする。
授業計画：貧困の概念、公的扶助制度の理念および役割、生活保護
制度の基本的な仕組み（目的、保護の種類と内容、算定方法）と役
割、貧困対策の動向について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題B（性と
人権）

授業形態：講義
目標：性に関する諸問題をめぐる議論においては、様々な価値観が
対立し、合意形成が非常に困難となる。本講義では、性(セクシュア
リティ)をめぐる今日的話題を取り上げ、問題の背景を理解させる。
それと同時に、自己の価値観と向き合う機会を提供することを通じ
て、様々な言説に対するリテラシーを向上させることを目標とす
る。
授業計画：性に関する３つの概念、「性の健康と権利」概念の登場
と展開、性教育、性と多様性について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題C(多文化
共生)

授業形態：講義
目標：本科目では、多文化共生概念の理解と、現実に生じている多
文化共生を阻害している事象への実践的方途を見出すことができる
ことを目標とする。
授業計画：（オムニバス形式／全15回）
（【60】②.吉田敦彦/3回）：「教育の多様化」と「多様化の教育」
／「異文化の他者との出会いと対話」他
（【40】.山東功/3回）日本社会と南米移民／南米（ブラジル）日系
移民社会の日本語教育／多文化共生と言語（日本語）問題
（【90】.森岡次郎/3回）能力主義・自己責任論と多文化共生
（【28】②.伊井直比呂/6回）多文化・共生概念を把握する（基礎）
／多文化共生国家ベルギーにおけるポリアーキー

（【60】②.吉田敦彦/３回）
教育哲学の観点から多文化共生について講義する。

（【40】.山東功/３回）
移民を通して多文化共生について講義する。

（【90】.森岡次郎/３回）
能力主義の観点から多文化共生について講義する。

（【28】②.伊井直比呂/６回）
他国の事例を通して多文化共生について講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

家族社会学

授業形態：講義
目標：現代日本の家族の諸課題、諸課題の解決のための地域社会と
の連携と家族支援を学ぶための科目である。この授業では、第一に
日本の現代家族に関する基礎的データを学ぶことを目指す。第二
に、家族が抱える主要な課題を理解し、家族に関わる政策と地域社
会における連携・支援を学ぶ。第三に、これらを通して課題解決策
の可能性を構想する力を獲得することを目指す。
授業計画：少子高齢化している現代日本の人口と家族・世帯に関わ
る基礎的データ、日本の家族の歴史、婚姻・子育て・介護と家族生
活の運営における諸課題、関連する諸政策、地域社会との連携（専
門職による支援の必要性と連携の現状・諸課題を含む）等につい
て、基本的な知識を修得させ、諸外国の政策や現状との比較を参考
にしつつ、課題解決を目指す力を身につけさせる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）教育社会学

授業形態：講義
目標：家族、仲間集団、地域社会における人間形成の特徴と課題に
ついて整理した後、今日の学校教育が抱えるさまざまな問題を把握
することを目指す。特に不平等問題を重要な切り口とし、貧困・生
活不安定層の子ども・若者の現状と背景、支援策についても検討す
る。
授業計画：社会化と学校教育の関連について整理した後、学校が登
場する以前の社会化の様相を紹介、その後は現代の人間形成をライ
フコースに沿って授業し、学校教育については特に差別・排除の観
点からの整理に主眼を置く。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉と健康

授業形態：講義
目標：健康は人々が幸福な生活を送る上で非常に重要な要因と考え
られるが、現在健康やダイエットに関する誤った情報が氾濫し、
人々の健康を脅かす可能性を否定できない現状がある。この現状を
踏まえ、健康を維持増進するために必要な基礎的知識や科学的根拠
に基づいた正しい理論を学ばせ、心身の健康維持増進に効果的な食
生活と運動生活を自立して追究する能力と、それを教育福祉の実践
に活かす能力を身につけさせる。
授業計画：教育福祉と健康の概念、身体組成と健康ダイエット、基
礎代謝と活動代謝、疾病予防と日常の生活管理、アルコールおよび
たばこと健康などについて最新の学術的見解を講義し、個々の生活
との比較を含めて今後の正しい健康支援方法について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

権利擁護論

授業形態：講義
目標：権利擁護とは何か（基本的な考え方、理念）と権利擁護に関
する制度と支援の方法を理解する。
授業計画：社会福祉における権利擁護の概念、理念を整理した上
で、社会福祉における権利擁護と民法、虐待防止などの社会福祉法
制の仕組み、成年後見制度と日常生活自立支援事業の概要、申請手
続き、担い手と業務内容を概説する。さらに、利用者本位の権利擁
護を踏まえた、成年後見制度と日常生活自立支援事業の意義と課題
について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）障害者福祉論

授業形態：講義
目標：障害の概念、特性を踏まえ、障害者とその家族をとまく社会
環境を理解する。また、障害者福祉及び障害者観の現在までの展
開、諸制度や関連法規の仕組みについて理解する。
授業計画：障害概念と特性、実態調査からみる障害者の社会環境、
障害者福祉の歴史、障害者福祉に関連する法律（障害者基本法、障
害者総合支援法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健
福祉法、障害者雇用促進法、発達障害者支援法、障害者差別解消
法、障害者虐待防止法）、障害者とその家族、障害者施策に関する
行政計画、自治体、諸団体および組織の役割とネットワーキングと
いうテーマにそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会福祉運営論

授業形態：講義
目標：社会福祉士国家試験科目「福祉サービスの組織と経営」にあ
たる、本学の社会福祉の専門科目である。大部分のソーシャルワー
カーは組織に所属して働いており、時間軸や業務過程全体を意識し
て組織的に仕事をすることが求められる。また、日々の業務を遂行
しつつ、データに基づいて担当しているサービスを改善したり、新
たに開発したり、新たな制度や政策案を構想することが、求められ
る。本科目は、以上のように組織的に仕事を進める能力を身につけ
ることを目指す。
授業計画：現場で起きている問題をデータに基づいて分析し、複数
の解決策または事業案を起案し、それらを比較検討して選択する。
決定した事業案を実施するためのスケジューリングと予算案づくり
を行う。実施したサービスや事業を事後評価し、それらの結果を改
善活動に役立てたり、新たな制度や政策案の企画を試みる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論A

授業形態：講義
目標：現代における地域福祉の有用性、および地域福祉の基本的な
概念を理解させるため、地域福祉の歴史的背景や社会福祉の理論的
展開を学ばせる。また、住民主体の視点に即して、地域福祉を追
求、実現するために必要な構成要素を学ばせ、地域福祉に関する理
論的な考察力を身につけさせる。授業計画：地域福祉の発展過程、
地域福祉理論の系譜、コミュニティケアの展開、地域福祉の全体枠
組、地域福祉と住民参加、地域福祉の主体と福祉教育というテーマ
にそって授業を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論B

授業形態：講義
目標：地域福祉を展開するための様々な実施主体を理解させるた
め、ボランティア、専門職、サービス提供機関、地方自治体、NPO等
の役割と現状を学ばせる。また、地域福祉の実践活動、援助方法に
ついて学ばせることで、地域福祉の実践的な理解を身につけさせ
る。
授業計画：地域福祉の実践主体、地域福祉の実践方法、地域福祉の
実践事例、災害支援と地域福祉、社会的企業の展開、地域トータル
ケアシステムというテーマにそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

医療福祉論

授業形態：講義
目標：保健医療福祉領域の援助を展開していくために必要な制度や
保健医療サービスを理解し，医療ソーシャルワーカーとしての理論
と知識，技術を理解することを目標とする。また、さまざまな疾患
をもつ人々に即した心理社会的支援・生活支援について理解する。
授業計画：まず病いをもつ人の支援に必要な制度・政策について概
説し、その後、医療ソーシャルワーカーの支援について、具体的な
事例を通して学ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を
有する人の課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、専門職
としての支援について考る。また、講義で学んだこと、考えたこと
をレポートとしてまとめることで知識の定着を図る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）高齢者福祉論

授業形態：講義
目標：高校福祉教員免許取得に必要な教科科目「高齢者福祉、児童
福祉及び障害者福祉」の内容と、社会福祉士国家試験受験資格を得
るために必要な科目「高齢者福祉」に対応し、それぞれの専門職に
必要とされる、高齢者福祉に関する知識を修得する。
授業計画：超高齢社会の特徴、高齢者の身体・精神的特徴、生活実
態と家族介護について学ぶ。さらに、高齢者の福祉、介護、医療に
関する制度の歴史、現行の介護保険制度、老人福祉制度の仕組み、
各種サービス、機関・専門職の役割、地域包括ケアシステム、また
サービスの実施過程とケアプラン作成、高齢者ケア（認知症ケア、
終末期ケア等）の要点について概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会政策論

授業形態：講義
目標：社会政策は、労働・生活過程に対する政策であり、国民生活
の安定と向上を目的としているが、社会・経済環境の変容の中で転
機を迎えている。本講義では、国内外の社会政策論の基礎的理論
と、近年の理論的枠組みに関する理解を深め、社会政策の現状に関
する分析と政策判断能力を身につけさせる。
授業計画：第1回～第5回、社会政策の基礎理論、その歴史、政策主
体、政策対象とその変容等について講義する。特に、社会政策と社
会保障、近年の生活保障論との関連性について概説する。
第6回～第10回、現代的社会政策論の各論(労働市場論と雇用・失業
政策政策、雇用保険制度等）と変容する福祉国家と今後の政策課題
について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会保障論

授業形態：講義
目標：日本において少子高齢化が進展し、安定的生活の基礎となる
雇用・労働形態も変容し、国民生活の不安定化が指摘されている。
こうした中で社会保障のあり方が問われている。本講義では、受講
生が社会保障制度の全体像と制度の基本的知識を学ばせ、政策的判
断能力を習得させる。
授業計画：第1回～第5回、日本の社会保障制度の基本的理念・体
系・概要などを講義する。
第6回～第10回、社会保障制度の骨格である各種社会保険制度と制度
間の関連等を講義する。
第11回～第15回、社会保険制度の周辺の諸制度と主な海外の社会保
障制度の特質を国際比較の観点から概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

セルフヘルプ・グループ論

授業形態：講義
目標：セルフヘルプ・グループ(ＳＨＧ、自助グループ)に関連する
諸理論と、さまざまな領域におけるＳＨＧの活動の実際を事例とし
て学ばせることを通じて、社会福祉の援助方法におけるＳＨＧの意
義と、専門職者としてどのような実践を展開すればよいのかを習得
させる。
授業計画：ＳＨＧに関連する諸理論、地域社会におけるＳＨＧへの
援助、社会福祉の援助におけるＳＨＧの意義と課題、ＳＨＧ活動の
実際と事例を理解させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

子ども家庭福祉論

授業形態：講義
目標：子どもを巡る問題は、児童虐待、いじめ、少年犯罪など、
日々絶えることなく起きている。本講義では、児童に関する現代的
課題を考えていく上で必要な知識、理論、法律を学ばせ、実際に起
きている事柄を分析できる力を習得させる。
授業計画：子育てをめぐる現代の社会情勢、子ども家庭福祉制度の
歴史、子どもの権利、子ども家庭福祉の法制度、子どもの発達など
の知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）児童養護論

授業形態：講義
目標：社会的養護に関する法制度、社会的養護を必要とする子ども
とその背景について理解するとともに、社会的養護のレパートリー
とそこで展開される養育・支援実践のあり方について理解する。
授業計画：社会的養護の根拠法や条約、社会的養護のレパートリー
としての施設養護と家庭養護、社会的養護を必要とする子どもたち
の背景にある虐待や貧困問題、社会的養護におけるファミリーソー
シャルワーク、ライフストーリーワーク、社会的養護から巣立った
後のアフターケア、当事者支援組織の役割などについて考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

乳児保育論

授業形態：講義
目標：保育の中でも、3歳未満児に対する保育に関する知識を学ぶた
めの科目である。この授業では、乳児保育の意義・目的と歴史的変
遷及び役割等について理解することを目指す。また、乳児院等も含
めた多様な保育の場における乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発
育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制、職員間・保護者・関係
機関との連携・協働について理解することを目指す。
授業計画：乳児保育の意義・目的と役割、乳児保育の現状と課題、
３歳児未満児の発育・発達を踏まえた保育、乳児保育における連
携・協働についての知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）共生の思想と歴史

授業形態：講義
目標：現代世界の大きな特徴の一つは、諸価値の多元化と分裂であ
る。自らと異なる価値をもつ相手とどう向き合うのか、どう共生し
ていくのかという問いは、思想的にきわめて重要かつアクチュアル
な問いである。本講義では、政治・法・制度・歴史・社会状況など
にふみこみながら、諸価値間の衝突とその調停や取り組みの具体的
な様相を辿る。それにより、共生の困難さに向き合うという現代的
課題を批判的に考察する力を身につけてもらう。
授業計画：この授業では、ナショナリズム、シティズンシップ、移
民問題、難民問題、ヴェール論争、ジェンダー、リベラリズム、戦
争等に関連するテーマをとりあげ、基本的な知識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

精神保健学

授業形態：講義
目標：精神保健の基礎知識、ライフサイクルにおける精神保健、精
神保健における個別課題への取り組みと実際、地域精神保健活動の
実際、諸外国における精神保健を学ぶことによって基本的な知識を
得ることを目指す。また、授業中に映像を視聴したり当事者による
講義を行うことで、実際の当事者体験を通して学ぶことを目指す。
授業計画：精神保健の概要、精神保健の意義と課題、乳幼児期まで
の精神保健、学童期の精神保健、思春期・青年期の精神保健、成人
期・老年期の精神保健、職場における精神保健、アディクション関
連対策の実際、ひきこもり関連対策の実際、学校における精神保
健、自殺をめぐる現状と課題、地域における精神保健、ターミナル
ケアと精神保健、地域精神保健施策の概要、諸外国における精神保
健の実際といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

特別支援教育

授業形態：講義
目標：障がいのある幼児児童生徒に対する特別支援教育に関する基
本的な視点と考え方を学ぶ科目である。この授業では、特殊教育か
ら特別支援教育への歴史的変遷をたどり、特別支援教育の意義と対
象の広がり、現在の特別支援教育の仕組みについての理解を目指
す。また、障がいのある幼児児童生徒に対する理解と援助の方法、
ユニバーサルデザインによる教育のあり方についての理解を目指
す。
授業計画：特別支援教育の理念と意義、特別支援教育の歴史的変遷
と現在の仕組み、特別支援教育の実際、特別支援教育の対象、特別
支援教育の方法、家庭や関係機関との連携についての基本的知識を
修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

教育の思想と歴史

授業形態：講義
目標：教育の理念、歴史および現代的課題について基礎的知識を学
ばせ、教育や人間に関する幅広い事象について考察できる力を身に
つけさせる。
授業計画：本講義では、「教育とは何か」という原理的な問いにつ
いて主体的に考察するとともに、近代の教育思想やポストモダン教
育学などの知識と、思想史的な観点を身につける。また、学校や教
師の役割、教師のアイデンティティといった現代的な課題について
も、思想的、歴史的観点から考察できるようになる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育の法と制度

授業形態：講義
目標：教育に関わる法と行政政策の基礎的知識を学ぶとともに、教
育上の諸問題における「教育と法の関係」や「法が教育に果たす役
割」の検証を通して、現実の教育諸制度のあり方を考察できる力を
身につける。
授業計画：まず、憲法・法律・施行規則・施行令などの関係の理解
と、憲法を基点とする教育諸法規やそれに基づく行政の体系を修得
する。次に、これらを前提に、いじめ、不登校などの具体的な問題
事例について法や下級審判決および最高裁判例をもとに教員として
公的に対応できるる力を養う。さらに、子どもの権利条約やSDGsに
おける「教育」に関する国際動向を踏まえ、最新の国際解釈などの
理論を紹介して、教育の国際的取り組みに対応できる知見を養う講
義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）

グローバル・コミュニケー
ション演習

授業形態：演習
目標：貧困、児童虐待、DV、障害児者の地域生活支援、認知症高齢
者ケア等、現代の教育や福祉の諸課題は、日本だけで生じているわ
けではない。日本の政策、制度、実践等を国際的な文脈の中で相対
化して理解する必要性は高まっている。近年、情報化の進展により
海外の情報をリアルタイムに得られる可能性は高まっている。ま
た、海外の方々との双方向コミュニケーションの可能性も高まって
いる。以上をふまえると、教育や福祉の現場で働く者にとって「英
語を使って仕事をする」能力を高めることは、よりよい実践の開発
に役立つ可能性が高い。この授業では、（１）教育や福祉に関する
英語の資料を、自らの必要に即して見つけ出し、それらを理解し、
日本語で説明し、（２）日本の教育や福祉について、自らの関心や
経験にそって英語話者と対話し、情報交換や協議を行え、（３）自
らの関心に基づいて、日本の教育や福祉に関する情報を含む英語プ
レゼンテーションや英語小論文を書くことができることを到達目標
とする。

授業計画：本演習は英文読解を基本としつつ、ヒアリング、スピー
チ、ディスカッション、プレゼンテーション、ライティングも少し
づつ行い、「英語を使って他の社会や他の文化を持つ人々とつなが
り、コミュニケーションする。英語も使いながら、様々な福祉や教
育の現場で仕事をする」ための基本スキルを開発する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉国際インターン
シップ

授業形態：演習
目標：この授業では、教育福祉の学修過程における自らの探究や研
究内容に基づいて、学生が各自でそれに相応しい国内施設や国際機
関、あるいは研修場所を探して自らのテーマに従って一定期間取り
組み、（１）自らの問題意識や研究内容について研修計画作成並び
に実施後の研修成果を点検することができる、（２）現代社会の諸
問題に臨場することで理論的学修内容との符合点と修正点を論理的
に説明することができる、（３）以上の成果をSDGsの意義に即して
論述することができる。

授業計画：これにより、実践的研究（あるいは研究的実践）を積み
ながら現実と理論の符合点や相互の修正点を把握して、現実の現代
社会における課題を理解する。教員が主催する海外スタディーツ
アー研修（約2週間）などに参加する場合は、事前学習、海外・国内
研修先での研修や授業参加、帰国後の報告書作成、報告会などで各
自の学修を深める。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）

医学概論（人体の構造と機
能及び疾病）

授業形態：講義
目標：対人援助に必要な医学・医療の基礎的知識を学び、保健・医
療・福祉・教育・心理分野での今日的課題について自己の考えを述
べることができる。
授業計画：人の成長と発達、心身の構造と機能、主な疾病や障害の
概要、リハビリテーションやICF、健康の概念など、社会福祉や教
育、心理に関わる専門職に必要な医学的知識の基礎を学ぶ。また、
健康のとらえ方や疾病、障害を抱えながら生活する人々とその家族
への理解を深め、問題解決能力を身につけることができるよう学習
する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

認知科学1（知覚・認知心
理学）

授業形態：講義
目標：刺激に対する反応から脳内の情報処理過程を探る知覚心理
学・認知心理学の方法論を中心に、脳内の神経系の構造と機能につ
いて探る神経科学、視覚や聴覚などの各種感覚をを実現するために
必要な情報処理がどのようなものであるのかを探る計算理論の方法
論を総合して、人の知覚・認知が成立するメカニズムについて理解
することを目指す。
授業計画：心理物理学、視知覚の生理的基盤、色の知覚（三色説・
反対色説・輻輳説・色覚多様性）、形の知覚（図と地・群化の法
則）、奥行き知覚、運動視、知覚の適応性（錯覚・恒常性・可塑
性）、オブジェクト認知、聴知覚、感覚間相互作用、注意といった
トピックについて、その基本的なメカニズムを解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

認知科学2（学習・言語心
理学）

授業形態：講義
目標：認知科学の諸分野の中でも、高次認知の過程について概説
し、それらの認知過程を再現・利用するための計算シミュレーショ
ンなどについて理解させる。
授業計画：作動記憶のモデル、記憶のモデルと認知過程、知識構築
とスキーマ、読解のプロセス、問題解決と推論、強化学習といった
トピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）認知情報処理

授業形態：講義
目標：人間の認知について認知心理学、情報学の立場から検討し、
コンピュータに実装するための手法について講述する。画像等の特
徴抽出をするためのプログラムや学習プロセスのモデルについて解
説することにより、認知情報処理研究の基礎を理解させる。
授業計画：フェヒナーの法則、スティーブンスのべき乗則、プロス
ペクト理論、数量化、情報圧縮、自己組織化、ニューラルネット
ワーク、ディープラーニングといったトピックについて、基本的な
知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

産業・組織心理学

授業形態：講義
目標：職場における心理に関する支援と、組織における人の行動に
ついて産業・組織心理学の立場から概説することを通して.組織にお
ける人の行動特性を背景として職場での心理的な問題とその支援に
ついて理解させる。
授業計画：職場における心理に関する支援、組織における人の行動
について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

社会・集団・家族心理学

授業形態：講義
目標：対人関係並びに集団における人の意識及び行動についての心
の過程、人の態度及び行動、家族や集団及び文化が個人に及ぼす影
響、について社会心理学の立場から概説することを通して、周りの
人間・家族・集団との関係における人の意識と行動について理解さ
せる。。
授業計画：対人認知、対人関係、集団における認知と行動、態度と
行動、家族の影響、集団や文化の影響について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

環境心理学

授業形態：講義
目標：身の回りに実際にある環境を取り上げ、その環境を構成する
社会的・物理的要因を概説し、人間の反応・行動と環境との相互作
用を理解させることで、人と環境のやりとりから生じる問題を改
善・軽減するための視点を修得させる。
授業計画：犯罪原因論と防犯、環境評価、空間行動、建築・都市環
境、教育環境、労働環境、自然環境、環境配慮行動などのトピック
を取り上げて講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）文化心理学

授業形態:講義
目標:人間の発達は.育つ文化と無関係ではあり得ない。発達とは文
化的発達であり.文化とは抽象的なものではなく.具体的な行為やも
の・人との関わりの中にあらわれるものである。このような観点か
ら.本授業では「文化と発達」をテーマとして掲げ.理論的概説を踏
まえて自分自身の生育史をそのテーマから読み解く。そして.他文化
での人間発達の様相を学習しながら.あらためて「発達」と「文化」
について理解させる。
授業計画:自分史を文化から読み解く、コミュニティにおける「発
達」を考える、文化と発達」に関する聞き取り調査を行う
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

発達心理学1

授業形態：講義
目標：人間の行動とこころの発達が.遺伝的形質と環境との相互作用
によって発現するプロセスを説明することを通して.知的機能と情緒
的特性の発達がどのように関わりあっているのかについて理解させ
る。
授業計画：ヒトの生物学的特徴、胎児期の発達変化、乳児期の知的
発達と社会性の発達、幼児期の知的発達と社会性の獲得、児童期の
知的発達と対人技能の獲得、青年期の知的発達と自己への気づきな
どについて概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

発達心理学2

授業形態：講義
目標：前半8回の講義を通して、青年期以降の個人の身体的・心理
的・社会的発達について知識を深め、青年心理学の代表的な理論、
研究法、これまでの研究から得られた知見について理解できるよう
になる。後半8回の講義を通して、中年期以降の個人の行動や心理状
態の特性に関する理論や知見を概説できるようになり、高齢者心理
学の代表的な研究法の知識と、高齢者心理学に特徴的なものの見方
考え方を身につける。
授業計画：1-8回では、生涯発達における青年期の位置づけを確認
し、その発達的特徴を概観する。具体的には、青年期の身体、認
知・感情、自己意識の変化、親・友人・異性との関係性の変化、社
会性の変化とそれぞれに関わる発達について概観する。9-16回で
は、生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個
人の行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理
論を紹介し、また発達心理学の研究法や高齢者心理学に特徴的なも
のの見方考え方についても説明する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（84.畑野快/８回）
生涯発達における青年期の位置づけを確認し、その発達的特徴を概
観する。具体的には、青年期の身体、認知・感情、自己意識の変
化、親・友人・異性との関係性の変化、社会性の変化とそれぞれに
関わる発達、を担当する。

（【66】.河野直子/８回）
生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個人の
行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理論や
研究法を紹介し、中年期以降の認知、情動、社会性、人格等のそれ
ぞれに関わる発達、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

臨床心理学概論

授業形態：講義
目標：臨床心理学の歴史と方法について概説し.臨床心理学の特殊性
を論じ、心の構造・機能と心理学的問題の査定・介入との相互関連
について講義する。
授業計画：心の病とその治療法に関する歴史的な展開、主観性を対
象とする臨床心理学の特殊性、主観概念および主体概念の検討、心
の構造と機能、心理的問題の分類、臨床心理学的な査定と介入の概
説、臨床心理学と心理臨床の実践、といったトピックについて講義
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心の病理学(精神疾患とそ
の治療）

授業形態:講義
目標:現代の精神医学の最新かつ標準的な知見を学習するとともに、
個別の精神疾患に関しても臨床心理学に直接有用な精神病理学的・
心理療法的な視点を学ぶ。
授業計画：授業は、講義担当者による基本的な講義をベースとし、
視聴覚資料を見てのグループ討議や講義レジュメや参考文献を利用
したテーマ別の学生発表に相当時間を割く。講義内容は、総論とし
て精神疾患の概念の歴史的展開を理解し、ついで各論としてそれぞ
れの精神疾患について、その疾患概念、症候論、病因論、治療論の
最新の精神医学の標準的な知見を、カプランの精神医学の教科書や
参考文献を利用しつつ、学習する。同時に、講義担当者の専門領域
である精神病理学的な見方あるいは精神力動的な見方にも触れる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心

理
学
類
専
門
科
目
）

心理療法論（心理学的支援
法）

授業形態：講義
目標：この授業は、心理的課題や問題を持つ人に対して、心理学的
に援助する心理療法の考え方を身につけることを目標とする。具体
的には、心理療法の治療論や技法論、心理療法のプロセスを理解
し、「無意識」の概念や心理療法とイメージの関連など、それらの
背景になっている諸理論の学びを通じて、人間の心を臨床心理学的
に理解する観点を身につける。
授業計画：心理療法における無意識概念発見の歴史、フロイトやユ
ングの無意識の探究の道筋をたどりつつ、心理療法の成立について
講義する。心理療法についての基礎的な知識と心理療法が人間の心
にどのような影響を与えるのかについて理解を促す。心理療法とは
心に対するひとつの観点であり、身の回りの様々な物事について
「心理療法的視点」を持つことが可能であることを説明し、学生に
人間の心についての臨床心理学的理解の観点を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理検査法（心理的アセス
メント）

授業形態：実習・講義
目標：心理臨床の現場で使用されている各種の心理検査に関して実
習を通して理解を深めさせる。各々の心理検査の機序を学ばせ、学
生相互で検査を体験的に学習しながら得られる結果を考察させる。
その体験を踏まえ、心理検査によって見えるもの、見えないものの
知見を深めさせる。
授業計画：心理検査の概要について講義を行ったあと、実際に心理
検査用具を用いて実習を行う。内容はYG検査などの質問紙検査、バ
ウムテストおよび風景構成法などの描画法、知能検査、作業検査な
ど複数の検査を受講生が実施し、自らのプロフィールについて解釈
を行う。

実習　20時間
講義　10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

感情・人格心理学

授業形態：講義
目標：感情心理学および人格心理学についての基本理論を講義し、
基礎的知識の習得を目指す。その上で感情が人に及ぼす影響および
人格の類型や行動との関係について理解させる。
授業計画：前半は感情についての理論を概観したのち、感情と行動
との関係、感情が人に及ぼす影響についての講義をする。後半は、
人格の概念および基礎的理論を概観したのち、人格の類型論や特性
論、パーソナリティの測定法について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

神経・生理心理学

授業形態：講義
目標：心と脳神経系の関係について学ぶ科目である。ヒトの心のし
くみは、脳神経系というハードウェアの仕組みと切り離して理解す
ることができない。この授業では、脳神経系の構造と機能につい
て、心理学が扱う行動のレベルや計算論的モデルと関連付けながら
理解することを目指す。
授業計画：脳神経系の解剖学的構造、神経系の情報伝達、大脳皮質
の機能局在、脳神経系機能の研究方法、神経の可塑性と環境の影
響、感覚・知覚と脳神経系、多感覚統合と脳神経系、運動と脳神経
系、記憶と脳神経系、感情・動機づけと脳神経系、高次脳機能障
害、精神疾患と脳神経系といったトピックについて解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

健康・医療心理学

授業形態：講義
目標：健康心理学、医療心理学、災害心理学に関する講義とグルー
プワーク（ロールプレイ・ディスカッション等）を通して、領域固
有の知見について概説できるようになるとともに、自分自身の健康
に関わることとして問題を議論できるようになる。
授業計画：保健活動における心理社会的課題と支援の方法、医療現
場における心理社会的課題と支援の方法、災害時等に必要な心理に
関する支援のあり方、病院スタッフ間など医療従事職ならではの特
徴的な情報伝達方法、医療領域での他職種連携やコミュニケーショ
ン方法、心身相関、ストレスと心身の疾病との関係等について解説
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）福祉心理学

授業形態：講義
目標：福祉領域の現場における問題やその背景について心理学的な
観点から考える力を身につけること、福祉領域の現場における心理
社会的課題および必要な支援の方法を説明できること、虐待にまつ
わる基礎知識を培い、心理学的な視座から見た実践的支援について
説明できることを目標とする。
授業計画：福祉領域の現場における問題の現状とその背景、および
今後の課題について心理学的な観点から講義を行い、福祉領域の現
場における心理社会的課題および必要な支援の方法および虐待にま
つわる基礎知識を養い、心理学的な視座から見た実践的支援につい
ての知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

教育・学校心理学

授業形態：講義
目標：学校教育場面で生じる心理・社会的課題に対して適切な援助
ができることを目標とする。
具体的には、
１．学校教育場面で生じる心理・社会的課題とその背景となる問題
について理解する。
２．学校教育場面で生じた児童・生徒の心理・社会的課題に対する
援助法について理解し、他者と意見交流を行うことで視野を拡大し
て問題について考えることができる。

授業計画：現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級
集団作り、単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のア
セスメント、スクールカウンセリング、保護者・教職員・地域社会
との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対する支援、特別
支援教育、グループ討議（高橋）について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（＜3＞.岡本真彦/8回）
現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級集団作り、
単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のアセスメン
ト、を担当する。

（【75】.髙橋幸治/8回）スクールカウンセリング、保護者・教職
員・地域社会との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対す
る支援、特別支援教育、グループ討議、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

司法・犯罪心理学

授業形態：講義
目標：犯罪・非行についての基本知識、司法・犯罪分野の問題に対
する必要な心理支援について理解すること、犯罪・非行からの立ち
直りの心理学的プロセスについて事例を通して理解することを目標
とする。
授業計画：司法・矯正に関する制度、犯罪・非行に関する統計面で
の動向、犯罪・非行に関する臨床心理学的理解と、立ち直りのプロ
セス、司法・矯正分野における心理職の役割と必要とされる能力に
ついて講義を行うことによって、犯罪、非行についての基本事項、
司法・犯罪分野における問題に対する必要な心理支援、犯罪・非行
からの立ち直りの心理学的プロセスについて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

障害者と心理（障害者・障
害児心理学）

授業形態：講義
目標：身体障害、知的障害及び精神障害の概要について、いわゆる
医学モデル、社会モデル、世界保健機関の国際生活機能分類など、
主要な理論的立場から理解する。そのうえで、障害者や障害児の心
理社会的課題及び必要な支援について、心理学のみならず、社会
学、社会福祉学等社会文化的な視点から理解する。
授業計画：身体障害として、肢体不自由、視覚障害、聴覚言語障
害、内部障害、知的障害、精神障害の概要を、医学的、心理学的、
行政的基準をふまえて説明する。個人モデルと社会モデルの概要、
現在用いられている国際生活機能分類の成立過程と意義、限界ある
いは課題を取り上げる。つづいて、各障害について明らかにされて
きた、心理社会的な課題を、歴史、社会文化、障害者施策に言及し
ながら説明する。また、障害者心理学で理論化がなされてきた、障
害者受容理論、段階モデル、これらへの批判、障害者アイデンティ
ティや障害者同士の関係性、ジェンダーについて学術研究と実践を
ふまえて講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学統計法1

授業形態：講義
目標：本授業では、心理統計の基本的考え方を習得した上で、記述
統計と推測統計の基本的な考え方を理解し、統計的仮説検定の理論
とｔ検定を理解し.実際に使用できるようになることを目標としてい
る。
授業計画：データの特徴を記述する方法、2つの変数・データの関係
を記述する方法、母集団と標本の関係、統計的仮説検定の基本的考
え方、t検定について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

心理学統計法2

授業形態：講義
目標：本授業では、統計的仮説検定のうちノンパラメトリック検
定、因子分析、多変量解析を理解し.実際に使用できるようになるこ
とを目標としている。
授業計画：度数データと順位データの検定（χ２検定、マクニマー
検定など）、分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析
について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（【56】.牧岡省吾/4回）
度数データと順位データの検定を担当する。

（【89】.武藤拓之/12回）
分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学統計法3

授業形態：講義
目標：本授業では、応用的な心理統計法を理解し.実際に使用できる
ようになることを目標としている。
授業計画：確証的因子分析、共分散構造分析、判別分析とクラス
ター分析、ロジスティック回帰分析、統計解析の表現法、効果量、
検定力とサンプルサイズ、について概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学研究法

授業形態：実験・実習
目標：心理学における研究の方法論について様々な研究の具体例を
題材として学ぶことにより、研究テーマに適したデータ取得と分析
の方法を選択できる能力を身につける。
授業計画：科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法、検査法、
観察法、面接法）、プロトコル分析、相関関係と因果関係、定性的
研究と定量的研究、データの統計的記述、複雑な心理事象のモデリ
ング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の不正の禁止な
どのトピックについて、具体的な研究例に基づいて実践的に学ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【56】.牧岡省吾/6回）
科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、複雑な心理
事象のモデリング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の
不正の禁止、を担当する。

（【89】.武藤拓之/3回）
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法）を担当す
る。

（【68】.河村悠太/３回）
相関関係と因果関係、定性的研究と定量的研究、データの統計的記
述、を担当する。

（＜3＞.岡本真彦/3回）
観察的方法（検査法、観察法、面接法）を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学実験

授業形態：実験・実習
目標：受講者自らが実験者と実験参加者の両方の役割を体験するこ
とにより、仮説検証の考え方、実験や調査の具体的な手続きと注意
点、データ分析の方法、レポートの作成方法などについて実践的に
学ぶ。
授業計画：ミュラー・リヤーの錯視（武藤）、大きさの恒常性（飛
田）、奥行知覚の手がかり（武藤）、マグニチュード推定法（野
津）、鏡像描写（岡本）、再生と再認（牧岡）、性格の認知（岩
佐）、プロトコル分析（岡本）、調査法の基礎（河村）などのト
ピックについて、実験や調査を実際に行うことによって実践的に学
ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【63】.岩佐和典/2回）
性格の認知、を担当する。

（＜3＞.岡本真彦/4回）
鏡像描写、プロトコル分析を担当する。

（【68】.河村悠太/2回）
調査法の基礎、を担当する。

（【78】.飛田国人/1回）
大きさの恒常性、を担当する。

（【52】.野津亮/1回）
マグニチュード推定法、を担当する。

（【56】.牧岡省吾/3回）
再生と再認、を担当する。

（【89】.武藤拓之/2回）
ミュラー・リヤーの錯視、奥行知覚の手がかり、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学特殊実験1

授業形態：実験・実習
授業の目標：心理学の文献の検討、実験・調査、及び事例検討会を
通して、心理学の研究を遂行するために必要な文献を理解して考察
するスキル、実験・調査スキルを身につける。
授業計画：外国語文献を読んで実験計画を立て、実験を行い、成果
を発表する

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

心理学特殊実験2

授業形態：実験・実習
目標：心理学の特定のテーマに関する文献の検討と研究課題の設
定、実験・調査、および事例検討会を通して、特定のテーマの研究
を遂行するために必要な文献を理解して考察するスキル、実験・調
査スキル、症例検討スキルを身につける。
授業計画：
・文献購読.実験計画の立案
・実験・調査の実施

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

心理演習1

授業形態：演習
目標：心理学における代表的な研究テーマを複数取り上げ、理論的
な背景や研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行な
うことを通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について
理解する能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）心理演習2

授業形態：演習
目標：心理学における特定の研究テーマについて、理論的な背景や
研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行なうことを
通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について理解する
能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心

理
学
類
専
門
科
目
）

心理演習3

授業の形態：演習
目標：心理支援を要するものに関して、事例検討とロールプレイを
通して、以下の（ア）から（オ）を理解できる。
（ア）コミュニケーション、心理検査、心理面接、地域支援等の知
識および技能
（イ）心理支援を要するものの理解とニーズの把握および支援計画
の作成
（ウ）心理支援を要するものの現実生活を視野に入れたチームアプ
ローチ
（エ）多職種連携および地域連携
（オ）公認心理師としての職業倫理および法的義務への理解
授業計画：第1回方法のオリエンテーションを経て、第2回から第8回
は事例に関する視聴覚資料および事例の検討、第9回から第15回は
ロールプレイを行う。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

公認心理師の職責

授業の形態：講義
目標：公認心理師の役割、法的義務および倫理、心理支援を要する
ものの安全確保、情報の適切な取り扱い、保険医療・福祉・教育な
どにおける業務、自己課題発見・解決能力、生涯学習、多職種連携
および地域連携について理解する。
授業計画：
１．公認心理師の役割を理解する。
２．公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
３．心理支援を要するものの安全を確保できる。
４．守秘義務および情報共有の重要性を理解し、情報を適切に扱う
ことができる。
５．保険医療、福祉、教育その他の分野における公認心理師の具体
的な業務内容を説明できる。
６．自己課題を発見し、自己学習によって課題を解決する能力を身
につける。
７．生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を身につける。
８．連携による支援の意義を理解し、チームにおける公認心理師の
役割を説明できる。

（【66】.河野直子/5回）
課題解決能力、自己研鑽、公認心理師の役割、他職種連携、を担当
する。

（【63】.岩佐和典/5回）
公認心理師の役割、法的義務、安全確保、地域連携、を担当する。

（【43】.総田純次/5回）
守秘義務、医療・福祉・教育における公認心理師業務、を担当す
る。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

関係行政論

授業形態：講義
目標：保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産
業・労働分野の各分野における関連制度および関係法規について、
公認心理師に必要な基礎知識を理解することを目標とする。

授業計画：保健医療分野に関する関連制度・関係法規、福祉分野に
関する関連制度・関係法規、産業・労働分野に関する関連制度・関
係法規、教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、
について講義する。また、法律が問題となる事例についてのロール
プレイを行い、公認心理師に必要な制度・法規の知識について体験
的に修得させる。

（【67】.川部哲也/２回）
教育分野、ロールプレイ、を担当する。

（130.佐々木章/２回）
産業・労働分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（122.東奈央/２回）
保健医療分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（158.山本健太郎/６回）
教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、ロールプ
レイを担当する。

（159.山本純弥/３回）
福祉分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理実習

授業形態：実験・実習
目標：保健医療領域・福祉領域・教育領域など主要な関連領域の指
定された施設において、見学などの実習を行い、心理支援における
チームアプローチ、多職種連携、地域連携、公認心理師としての職
業倫理・法的義務について理解することを目標とする。
授業計画：実習指導担当教員による事前指導と事後指導を行うとと
もに、学外の実習機関において見学などの実習を行う。実習中は実
習先の実習指導担当者から指導を受ける。実習時間は80時間以上と
する。授業最終回には実習報告会を行い、実習を総括する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論A

授業形態：講義
目標：ミクロレベルのソーシャルワークに関する専門知識、スキ
ル、共通基盤としての理念や価値について理解した上で、ソーシャ
ルワークのレパートリーとしての各種理論やモデルについて学習す
る。
授業計画：国際ソーシャルワーク連盟によるソーシャルワークのグ
ローバル定義、診断主義から機能主義、治療モデルから生活モデル
への変遷、ストレングスモデルとエンパワメントアプローチまでに
至るソーシャルワーク理論の変遷とそれぞれの内容について検討す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論B

授業形態：講義
目標：社会福祉の支援方法のうち、グループを用いたメゾ（中
位）・ソーシャルワークの方法について、理念とそこから導き出さ
れる原理・原則、支援者が果たす役割を学ばせる。また、グループ
ワークのプロセス、理論と技法について理解を深めさせる。
授業計画：社会生活におけるグループの意味、グループワークの対
象、グループにおける交互作用、グループワークの理論的モデルと
アプローチ、グループワークの歴史、グループワークのプロセス、
スーパービジョンおよびセルフ・ケアについて理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論C

授業形態：講義
目標：ソーシャルワーク理論・実践モデルの変遷を概観することを
通じて、総合的かつ包括的ソーシャルワーク実践の必須概念を習得
させる。
授業計画：全15回を通じて、ソーシャルワークの対象、専門職の概
念と範囲、専門職倫理、ソーシャルワークの理論と実践モデルの歴
史的変遷、ソーシャルワーク実践における新しい潮流に対する理解
を深めるよう努める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

刑事司法と福祉

授業形態：講義
目標：更生保護を中心とし、刑事司法の近年の動向と制度の仕組み
を理解し、最近の少年犯罪、知的障がい者、精神障害者、高齢者な
ど犯罪動向を踏まえ、再犯防止の立場から、刑事司法における社会
福祉士及び精神保健福祉士の役割について理解することをめざす。
授業計画：更生保護の仕組み、医療観察法の仕組み、犯罪被害者支
援の仕組みにおける関係機関・団体との連携について、基本的な知
識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

心理学と心理的支援

授業形態：講義
目標：人の心の基本的な仕組みや機能と、家族や友人、社会制度と
いった広義の環境との相互作用で生じる心理過程について理解す
る。生涯発達やライフコースといった視点にたち、子どもから成
人、高齢者それぞれの発達課題、心理社会的課題を理解する。社会
生活や心の健康との関係について理解する。心理学の理論を基礎と
したアセスメントと支援方法について、社会福祉や保育における心
理学の活用策として理解する。
授業計画：基礎的知見として、心理学の理論史、動機づけ、知覚、
学習、認知、知能やパーソナリティの個人差、集団内（間）心理、
生態学的な立場からの生涯発達を取り上げる。教育、保育、社会福
祉領域への心理学の活用という視点から、家族関係、精神保健、心
の健康に関する諸課題、および心理療法と心理アセスメントといっ
たテーマを取り上げる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習1

授業形態：実習
目標：ソーシャルワーク実習を通して、ソーシャルワークに係る基
本的な価値観やソーシャルワークの現場における課題を理解させ
る。社会福祉士として求められる基本的な考え方や価値観を身につ
けさせるとともに、施設・機関の利用者がどのような状況において
生活しているのか、そして、社会福祉士がどのようにそれらの人た
ちに関わっているのかを体験的に学ばせる。
授業計画：(全60時間)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す
学生を対象にした法定実習を実施する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導1

授業形態：演習
目標：ソーシャルワーク実習に臨むにあたって必要な基本的な価値
観を理解させる。また、自らがソーシャルワーク実習をおこなう施
設・機関の利用者の状況や現場の課題を理解するために必要な知識
を修得させる。実習後は、実習を通して修得したことを振り返るこ
とを通して、ソーシャルワークに対する理解をさらに深めると同時
に、社会福祉実習2におけるそれぞれの学習課題を明確化させる。
授業計画：(全15時間)
実習の配属先に応じて実習前指導・実習期間中の巡回指導・実習後
指導を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習2

授業形態：実習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、さらにソーシャルワークに係る知識と技術について具体
的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得させる。社会福祉士と
して求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、
総合的に対応できる能力を身につけさせるとともに、関連分野の専
門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解させる。
授業計画：(全180時間。実習先別に分けた7コースを各1人の教員が
担当)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す学生を対象にした
法定実習を、おもに集中型で実施する(実習配属先によっては分散型
で実施する)。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導2

授業形態：演習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、ソーシャルワーク実習の意義についてさらに理解を深め
させる。ソーシャルワーク実習に係る個別指導と集団指導を通じ
て、ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的
に理解し実践的な技術等を体得させる。また、社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的
に対応できる能力を習得させ、具体的な体験や援助活動を専門的援
助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を
身につけさせる。
授業計画：(全75時間)
実習の配属先に応じて各コース別指導(実習前指導・実習期間中の巡
回指導・実習後指導)を行う。
全体の授業においては、オリエンテーション、プレゼンテーショ
ン、振返りを行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育者論

授業形態：講義
目標：保育者養成学の基本的な視点、概念を学ぶための科目であ
る。この授業では、保育者養成、キャリアアップの過程を理解し、
現代社会における保育者の社会的機能を把握するため、保育者の資
格制度とその歴史的変遷、職業倫理、社会的期待（ニーズ）、保育
者の職務の具体的内容、保育者の専門性の経時的熟達過程につい
て、基本的な理解を得ることを目指す。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの理解と援助

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの具体的な理解の方法と子どもに対す
る援助の具体を学ぶための科目である。この授業では、子ども一人
一人の心身の発達や学びを把握する意義を理解し、子どもの体験や
学びの過程において、子どもを理解する上での考え方や具体的な方
法、子ども理解に基づく保育士の援助や態度について理解すること
を目指す。
授業計画の概要：子どもの実態に応じた発達や学びの把握、子ども
を理解する視点、子どもを理解する方法、子どもの理解に基づく援
助と関わりに関する知識と具体的な援助方法について修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習A（総論・環
境）

授業形態：演習
目標：保育カリキュラム編成に必須の保育内容に関する理解を獲得
するべく、保育所保育指針における保育内容に関する記述の基本的
理解を、その理論的背景の把握と共に実現するための科目である。
この授業では、保育所保育指針における保育内容、特にねらいと内
容の相互作用的関連、それらを支える子どもの生活形態と遊び経験
に関する理論、それらを踏まえたエマージェントなカリキュラム編
成を可能とするための幼児教育方法学、児童心理学の基本的な概念
に対する理解を得ることを目指し、テキストの読解を中心として、
討議を通し学ぶ。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習B
（表現・言葉）

授業形態：演習
目標：保育の中でも、具体的な保育内容の「表現」と「言葉」にか
かわる知識を学ぶための科目である。この授業では、「表現」と
「言葉」の視点及び領域を踏まえて、子どもが生活や遊びにおいて
体験していることを捉え、保育にあたって保育士が留意、配慮する
べき事項を理解することを目指す。また、子どもの発達過程に即し
て具体的な保育場面を想定しながら、環境の構成、教材や遊具等の
活用と工夫、保育の過程の実際について理解することを目指す。
授業計画：「表現」と「言葉」という視点を切り口として、保育に
おける子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくた
めの方法や技術、子どもの実態や状況に即した援助や関わりを具体
的に修得する

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習C(健康・人間
関係）

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、子どもの健康(心身の保健的な発達)を、保
育者や周囲の子どもとの望ましい人間関係の構築の中で実現するた
めの、保育内容の構成に必要な知識を習得し、具体的な保育の実践
を構想する方略の立て方を学ぶ科目である。
授業計画：子どもの心身の健康を伸ばす子どもの活動、人間関係の
形成とその発達上の特性、子どもが自ら安全を守りうるようになる
ための生活習慣形成の保育者の援助、遊びを介した子ども集団形成
と発展のための保育者の援助

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術A

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、リズム楽器を用いた遊び、歌遊び、身体表
現と結びついたリズム遊びなど、子どものリズム感覚や音環境に対
する感性と、感性に基づいた自由な音楽的表現の多面的な発達を促
すための保育者による援助の方略を具体化するための知識・技術
を、模擬保育等を通して実践的に学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における音楽的知能の発達の特性、乳幼児期に
おけるリズム遊び、歌遊びの特性、リズム遊び、歌遊びを取り込ん
だ保育の立案と実践。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術B

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、身体的活動、運動遊びを通した子どもの発
達援助の方略、造形活動を通した子どもの発達援助の方略のそれぞ
れを具体化するための知識・技術を、模擬保育等を通して実践的に
学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における身体的発達の特性、乳幼児期における
造形活動の発達、乳幼児期の身体的発達に即し、それを促す身体運
動を含みこんだ遊び保育の立案と実践、乳幼児期の造形活動の特性
に即し、それを促す造形遊び、表現遊びなどの保育の立案と実践に
ついて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

乳児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも3歳未満児に対する具体的な援助について学ぶた
めの科目である。この授業では、3歳未満児の発育・発達の過程や特
性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方を理解することを目指
す。また、3歳未満児の生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実
際、計画の作成など具体的な乳児保育のスキルの修得を目指す。
授業計画：乳児保育の基本、乳児保育における子どもの発育・発達
を踏まえた生活と遊びの実際、乳児保育の配慮の実際、乳児保育に
おける計画の実際についての知識と技術を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

障がい児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、障がいのある子どもに対する保育のあり方に
ついて学ぶための科目である。この科目では、障がい児保育の理念
や歴史的変遷、個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮、計
画の作成、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの家庭への
支援や関係機関との連携・協働についての理解を目指す。
授業計画：障がい児保育を支える理念、障がい児等の理解と保育に
おける発達の援助、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの
保育の実際、家庭及び自治体・関係機関との連携、障がい児その他
の特別な配慮を要する子どもの保育の現状と課題についての知識と
基礎的な技術を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

養護内容演習

授業形態：演習
目標：社会的養護の制度や実践が直面する諸課題の現状と課題につ
いて調査し発表するとともに、見出した課題の解決策について考察
できる力を身につける。
授業計画：社会的養護関連施設における養育形態の小規模化と高機
能化、里親と施設のパートナーシップ、社会的養護におけるファミ
リーソーシャルワーク、施設職員や里親による児童虐待、社会的養
護の子どもの治療的ケア、社会的養護の子どもの自立支援とアフ
ターケアについて、グループ学習を行い発表し、討論を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学

授業形態：講義
目標：保育の中でも、子どもの保健に関する知識を学ぶための科目
である。この授業では、子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、子どもの身体的な発育・発達と保健について理解することを
目指す。また、子どもの心身の健康状態とその把握方法、子どもの
疾病とその予防法などの適切な対応を修得することを目指す。
授業計画：子どもの心身の健康と保健の意義、子どもの身体的発
育・発達と保健、子どもの心身の健康状態とその把握、子どもの疾
病の予防及び適切な対応について身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、保健的観点を踏まえた具体的な援助のあり方
について学ぶための科目である。保育における保健的観点を踏まえ
た保育環境や援助について理解することを目指す。また、関連する
ガイドライン等を踏まえ、保育における衛生管理・事故防止及び安
全対策・危機管理・災害対策・感染症対策などの適切な対応を修得
することを目指す。
授業計画：保健的観点を踏まえた保育環境及び援助、保育における
健康及び安全の管理、子どもの体調不良等に対する適切な対応、感
染症対策、保育における保健的対応、健康及び安全の管理の実施体
制について修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの食と栄養

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの食や栄養などに関わる知識や技術を
学ぶための科目である。この授業では、食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識、子どもの発育・発達と食生活の関連、食育の意義・
目的、内容等を理解することを目指す。また、関連するガイドライ
ン等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養についての知
識も修得する。
授業計画：子どもの健康と食生活の意義、栄養に関する基本的知
識、子どもの発育・発達と食生活、食育の基本と内容、家庭や児童
福祉施設における食事と栄養、特別な配慮を要する子どもの食と栄
養に関する知識を身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の計画と評価

授業形態:講義
目標:保育の中でも、保育の質の向上に向けた計画と評価の全体と具
体を学ぶための科目である。この授業では、保育の内容の充実と質
の向上に資する保育の計画及び評価、全体的な計画と指導計画の作
成の意義と方法、子どもの理解に基づく保育の過程の全体構造につ
いて理解することを目指す。
授業計画:保育の計画と評価の基本、保育所における保育の計画、保
育所における保育の評価についての理解を深め、より質の高い保育
について考える力を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1A

授業形態：実習
目標：この授業では、保育所等の役割や機能、保育士の業務内容や
職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、観察や
子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目の内容
を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・
記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1A

授業形態：演習
目標：保育実習１Aの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に際しての
留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導における実
習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1B

授業形態：実習
目標：この授業では、児童福祉施設等の役割や機能、保育士の業務
内容や職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、
観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目
の内容を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・
観察・記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指
す。
授業概要：保育所以外の児童福祉施設の役割と機能、子どもの理
解、保育内容と保育環境、施設における子どもの生活と環境、保育
の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業倫理など
についての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1B

授業形態：演習
目標：保育実習１Bの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：児童福祉施設実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に
際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導に
おける実習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習2

授業形態：実習
目標：この授業では、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の役割や
機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学び、保
育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観察や子
どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロセスへ
の理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子どもの保育
及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価等につ
いて総合的・体系的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導2

授業形態：演習
目標：保育実習指導1A、1B、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の
役割や機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学
び、保育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観
察や子どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロ
セスへの理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子ども
の保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価
等について総合的・体系的に理解することを目指す。
授業計画の概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導
における実習の総括と課題の明確化を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習

授業形態：実習
目標：学校現場等での実習を通じて、これまで学んできた学校およ
び福祉に関する理論と実践技術への理解、スクールソーシャルワー
クの必要性と活動への理解を深めさせるとともに、実際に学校現場
に何が起きているのか、ワーカーは何を行おうとしているのかを学
ぶことを目標とする。自身で設定した課題を実践現場を経験するこ
とで学びを深めることを目標とする。
授業計画：子どもと教師の行動観察を行い、その場への介入の観
察、個別面接やケース会議への参加、適応指導教室・施設・発達障
害児支援センター、児童相談所などの理解を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習指導

授業形態：演習
目標：社会福祉の基礎的な知識・技術を習得した上で各自の問題意
識や課題を生かして、学校現場でのソーシャルワークを実践的に考
える。また、学校における相談援助活動やソーシャルワーク実践に
かかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術
等の体得を目指す。
授業計画：(全30時間)
個別指導並びに集団指導、教育の場で生かせる社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題の把握、総合的
な対応能力、具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として体系
立てる能力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール・ソーシャルワー
ク演習

授業形態：演習
目標：学校領域におけるソーシャルワークの重要性と、ソーシャル
ワークの視点を導入することの責任の重大さを理解させ、実際に学
校における支援をどのように進めていけばいいのかについて、ミク
ロ、メゾ、マクロを視野に入れたソーシャルワーカーとしての援助
方法の習得を目指す。
授業計画：(全30時間)
地域・学校現場の把握とアセスメント、個別事例のアセスメント・
援助技法の体験的習得、記録用紙の作成とデータの整理・分析、児
童生徒、保護者、教師への支援、特別な対応を要する家庭への支援
についてを修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育課程論

授業形態：講義
目標：教育課程をめぐる鍵的問題と今日的課題について学ぶ。ま
た、教育課程の歴史と代表的な思想および実践を学ぶことを通し
て、教育課程編成とその運営・評価の意義について理解する。
授業計画：教育課程の意義と今日的課題を把握したうえで、教育課
程編成をめぐる代表的な思想とカリキュラムの類型について学ぶ。
そのうえで、教育課程の鍵的問題としての学力評価の課題について
学ぶとともに、今日的課題として総合的な学習のカリキュラムに焦
点を当てて共同でカリキュラム開発に取り組む。さらに、教育課程
と学校・教師の仕事として、専門教科のカリキュラムの分析、カリ
キュラムデザインとマネジメント、評価の課題について学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育方法論

授業形態：講義
目標：教育方法と教師の指導技術を中心に教育方法学の基礎理論と
授業づくりの基礎的技法を学ぶ。また、地域の学校の実践や優れた
教師の実践を基にそれを支える教育の方法・技術について理解を深
める。また、自身の授業哲学を見つめ、それを授業の計画や指導方
法に具体化する力を身に付ける。
授業計画：教育方法の基礎理論を土台に、授業づくりの基礎・基本
と授業と教育方法・技術をめぐる学校・教師の今日的課題について
学ぶ。また、将来の実践に向けて地域の学校の実践やすぐれた教師
の実践に学ぶ。さらに、戦後教育実践の遺産から今日の教育方法・
技術の課題につながる実践や論争を取り上げて検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育相談論

授業形態：講義
目標：ロールプレイやワークを通して，自己理解，他者理解を深め
るとともに，カウンセリングにまつわる基礎的知識を身に着ける。
また，教育現場における諸問題について理解を深め，それらに対処
する態度と方法を修得する。
授業計画：本講義では，体験型ワークショップを通して，児童生徒
の発達課題と，それにまつわる諸問題（不登校，いじめ，発達障
害，教員のメンタルヘルス等）について理解を深める。また，カウ
ンセリングの基礎知識に触れながら，教育相談のあり方や，カウン
セラーと教師のかかわり方の違いについて学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

介護概論

授業形態：講義
目標：介護の目的と介護専門職の役割・範囲について理論的に学ば
せる。また、介護対象者とその家族のあり方や、関係職種との協働
について理解させるとともに介護の技法を学ばせ、対象者のより良
い生を支援できる力を身につけさせる。
授業計画：介護の目的や意味を知り、介護専門職の役割として介護
対象者の生活を理解し、生活の場である介護施設の特徴にあった介
護や支援のあり方を関係職種との協働により、より良い生活を構築
するための介護過程の展開が実践できるよう介護方法論を講義す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
1A

授業形態：演習

授業目標：地理・歴史分野の内容を持続可能性をテーマとして授業
デザインする力を修得する。とりわけ日本における空間的相互依存
関係として「縮小社会」に対応する観点から「人口減少（少子高
齢）」「環境」「生活文化」ならびに歴史における「未来を拓く」
ことを意識した授業力を獲得する。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（地理歴史分野）との関係を考える。これに基づき、国内における
持続可能性の問題として存在する「縮小社会」「環境」における都
市、機能、産業構造の変容を把握する。次に歴史的観点から、歴史
的事象における未来への選択の観点から近現代を捉え直す。そして
これらに相応しい資料の教材化について検討し、主体的な学習を促
す授業プランを作成する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的事象の地理的・歴史的な見方・考え方を働かせ、
課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を身に付け
ることができる授業力を養う。特に「知識及び技能」、「思考力、
判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力
に繋がる授業デザイン力をつける。

授業概要：地理・歴史だけでなく、公民分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が社会的事象の意
味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生活
と関連付けて多面的・多角的に考察する授業を行う。同時に課題解
決のために主体的にかかわる意欲や態度を養う授業構成力を培う。
このため、実際の授業づくりに用いることができるよう、歴史・地
理・公民の教科書ならびに資料を用いて内容構成を行うことができ
るように進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
1A

授業形態：演習

授業目標：公民分野の内容を持続可能性とテーマとして授業デザイ
ンする力を修得する。とりわけ日本における「縮小社会」に対応す
る観点から「人口減少（少子高齢）」「社会保障と財政」「環境」
などにおける授業力を養う。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（公民分野）との関係を考える。これに基づき、国内における持続
可能性の問題として存在する「縮小社会」としての諸問題から、
「社会保障と財政」「環境」「地方行政」などにおける既存の諸制
度の限界的変容を把握する。そしてこれらに相応しい資料の教材化
について検討し、主体的な学習を促す授業プランを作成する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決
したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際
社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要
な公民としての資質・能力の基礎を養う授業デザイン力を修得す
る。

授業概要：公民だけでなく、地理・歴史分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が、社会的事象の
意味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生
活と関連付けて多面的・多角的に考察し、課題解決のために主体的
にかかわる意欲や態度を振り返りながら授業を構成する力を培う。
このために、討論とグループワークのほか資料購読を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法1A

授業形態：演習
目標：福祉科教育の概要と今日的意義を考察する。授業実践の見学
や模擬授業の相互検討を通して、福祉的課題に積極的に関わる姿勢
を育成するような授業実践力の基礎を固める。
授業計画：高等学校の歴史と福祉科の登場する時代背景を抑える。
福祉教育に求められている課題について事例から読み解く。授業見
学や現職教員との交流から、受講者がそれぞれテーマを決め指導案
を作成し模擬授業を行う。複数のテーマを整理し、効果的な授業の
計画についての考察をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法2A

授業形態：演習
目標：福祉的課題を教材として整理し展開する演習を行う。授業実
践記録や授業見学を参考として「教材」の吟味と組み立てについて
深い考察を行えるようにする。まとめの模擬授業で伝え方の工夫を
含め相互検討を通して、授業実践力をさらに伸ばす。
授業計画：授業展開における教材選びから教材の工夫等の方法論を
整理する。授業実践記録等の批判的検討を行い、テーマを決め対象
者を高校生とした啓発的な模擬授業を計画する。そのための授業見
学等を行い、模擬授業実施と相互検討をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

地域社会学

授業形態：講義
目標：さまざまな社会現象と社会問題が生起する場である地域社会
を対象とする社会学的研究の成果を、都市社会学を中心に学ばせ、
自分たちが生活する社会の特性、問題性と解決の方向性についての
理解を深めさせる。
授業計画：伝統的村落社会とその変容について整理した後、都市社
会学のルーツとしてのシカゴ学派都市研究、都市とは何か、都市形
成のプロセス、現代の都市社会とその問題性の各テーマについて授
業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

道徳指導論

授業形態：講義
目標：道徳教育の意義や目的、歴史など道徳教育の基本的知識を学
ばせる。また、道徳の指導のための授業構成の方法論を学ばせ、授
業計画の立案と模擬授業を行うことで、学校の教育活動全体、「道
徳の時間」を始めととした各教科、特別活動、及び総合的な学習の
時間のそれぞれの特質に応じて適切に道徳教育を実践するための指
導力を身につけさせる。
授業計画：道徳教育の意義と目的について整理した後、道徳教育の
歴史、「道徳の時間」の授業方法、授業計画の立案について講義
し、最後に模擬授業を行わせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育入門

授業形態：講義
目標：学校外でなされる教育的営為について、個人のライフコース
に応じて多様な実践があることを学ばせ、その魅力・必要性と可能
性を理解させる。また、その展開の場である公民館など社会教育の
制度と施設について基礎的知識を学ばせる。
授業計画：社会教育の歴史を戦前・戦後の変化を中心に整理した
後、社会教育の代表的な施設について概説し、職員の役割、識字教
育、ユースワークの各テーマについて授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯学習支援

授業形態：講義
目標：地域社会で学ぶことの意義について、多様な観点から、具体
的な実践場面の考察を通じて学ばせるとともに、生涯学習支援者と
しての実践力を身につけさせるために、学習講座の企画実施に関す
るプロセスやワークショップ的手法などについて学ばせる。
授業計画：
本講義では、地域社会における生涯学習の意義を理解するととも
に、学習支援の計画と立案、情報収集と整理など、ワークショップ
を通じて具体的に行動できるような力を身につけさせる。まず、学
習支援の計画と立案、情報収集と整理の方法について授業し、その
後、地域社会における生涯学習の意義について、学習相談の進め方
およびデータの活用と情報提供システムの構築について、地域にお
ける生涯学習支援のモデル事例について紹介、検討する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯スポーツ指導

授業形態：講義
目標：適切なスポーツ指導の意義とともに、様々な年齢層や社会的
立場の人々に対し、安全に、効果的に、楽しくスポーツ活動を実施
させるための指導実践の方法を学ばせる。さらに、スポーツ指導者
として望ましい指導計画を立案する能力を育て、適切なスポーツ指
導が追究できる力を身につけさせる。
授業計画：生涯スポーツ指導の意義と機会、心身の発育発達や生活
環境に応じた身体教育とスポーツ指導、スポーツ障害予防と緊急事
態の対応、スポーツ指導計画の立案などについて講義し、子育てや
次世代の健康・スポーツ指導場面での正しい活用方法を検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　知識情報システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育計画

授業形態：講義
目標：市町村レベルの自治体における具体的な事例等を参考にしな
がら、市民が利用しやすい社会教育サービスの計画のあり方につい
て検討を加える。
授業計画：まず「社会教育」や「社会教育計画」の概念を押さえた
上で、実際に地域社会で展開される社会教育の計画のあり方につい
て、具体的な事例の分析を通して、マクロ（プラニング）及びミク
ロ（プログラミング）の双方の次元から考察を加える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

情報システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、情報システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【45】.菅野正嗣／6回）
オリエンテーション、現代システムにおける情報システムの位置づ
けや成り立ち、情報システムにおけるネットワークの役割について
修得させる。また、最後に、情報システムの観点から見た持続可能
性について解説する。
（【58】.宮本貴朗／3回）
サイバー犯罪とサイバーテロ、個人情報保護とプライバシーなど、
情報セキュリティについて修得させる。
（【47】.瀬田和久／3回）
構造を有する情報の表現と探索、AIによる学習支援、誰一人取り残
さないためのスキーマ構造の体制化を促す学習支援について修得さ
せる。
（【64】.渡邊真治／3回）
日本の情報化の現状、経営における情報の役割、経営情報について
修得させる。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

自然システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、自然システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（＜1＞.伊藤康人／3回）太陽系と地球の誕生、地球の歴史と生物の
進化、現在の地球の構造について解説する。
（【13】.竹中規訓／3回）大気の循環と大気汚染、酸性雨とエアロ
ゾル(PM2.5)、地球温暖化と成層圏破壊について解説する。
（＜2＞.大塚耕司／9回）
水の性質と循環、海洋の構造と物質循環、人間活動による海洋環境
への影響、生態系（エコシステム）のしくみ、生態系が人間にもた
らすサービス、資源開発と生態系破壊の歴史、自然システムの観点
から見た持続可能性について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

社会システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、社会システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【19】.上柿崇英／3回）
サステイナビリティ概念と社会、社会システム、哲学・思想の方法
論と共生社会について解説する。
（【15】.西尾純二／3回）
慣習と社会の形成、言語・文学・芸術などの文化事象の伝統性と表
象性、社会問題化する慣習について解説する。
（【43】.児島亜紀子／3回）
福祉国家の思想と歴史、人口縮小社会と福祉・社会制度、災害など
社会変動の被害を最も受けやすい人が受ける影響の最小化とそれら
に対する強靭化について解説する。
（【52】.西田芳正／3回）
貧富の差の社会的本質、教育を規定する社会・社会を作り変える教
育、地域社会の活力と諸課題について解説する。
（【36】②.伊井直比呂／3回）
グローバルシステムの未来への選択、社会システムの中の持続可能
性の発見について解説する。

オムニバス方式

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

1 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

人間システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、人間システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【56】.牧岡省吾／5回）
現代システムの中の人間システム、進化の仕組みとヒトの進化の歴
史、ヒトはなぜ社会をつくることができるのか、ヒトの心と意見の
分断、人間システムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【79】.髙橋幸治／5回）
ヒトの心の病のメカニズム、臨床の知、悩み・症状・問題の発展可
能性、心理療法におけるセラピストの仕事、創造の病と文化の病に
ついて解説する。
（【54】.東優子／1回）
ジェンダーと社会について解説する。
（【20】.工藤宏司／4回）
「感情」はどのような意味で「社会的問題」になるのか、「感情規
則」と「感情労働」、行為と社会的規範、人間開発としてのジェン
ダーの位置づけについて解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

知識情報システム学概論

授業形態：講義
目標：情報や情報システム、その表現や伝達、その記号化・形式化
としてのデータモデル、計算の仕組み、人間と情報システムの関わ
り、情報技術と社会ついて、基本的な知識、情報システムの人工知
能や自然言語処理、データサイエンスへの応用について問う問題に
答えることができることを目標とする。具体的には、以下の能力を
身につけることを目標とする。
1.情報および情報システムについて、半分以上の設問に正しく答え
られること。
2.情報システムの応用（人工知能、自然言語処理、データサイエン
スなど）関する基本的な知識について、半分以上の設問に正しく答
えられること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）

(【51】.中島智晴／5回)
情報の表現方法と計算理論について基礎を修得させ、人工知能に関
する応用事例に関する知識を修得させる。

(【68】.上杉徳照／5回)
情報システムの基礎概念を修得させ、データ分析に関する応用事例
に関する知識を修得させる。

(【92】.柳本豪一／5回）
計算機の仕組みや情報システムの応用事例を解説し、情報システム
を用いた環境問題などの横断的なシステム開発についての知識を修
得させる。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

環境社会システム学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 １．公害問題、持続可能な開発目標といった環境問題に関する重要
概念について説明できること

 ２．持続可能な開発目標の達成における政府と企業の役割について
説明できること

 ３．自然環境が水産業に与える影響と、水産業が自然環境に与える
影響について説明できること

 ４．自然環境が工場の立地、都市への集積に与える影響と、地域経
済が地域の環境に与える影響について説明できること

 ５．自然環境が都市における人間生活に与える影響と都市機能が自
然環境に与える影響、さらに人間の活動が労働を通して自然環境に
与えてきた影響と近代における労働のありかたの問題点を説明でき
ること

 ６．人間社会における様々な生業と持続可能性の関係について説明
できること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【5】.遠藤崇浩／6回）
公害問題から持続可能な開発目標までの歴史、持続可能な開発目標
と政府の役割、持続可能な開発目標と企業活動、自然・社会システ
ムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【21】.黒田桂菜／4回）
水産業と海洋環境・環境負荷・魚食・コミュニティについて解説す
る。
（【17】.水野真彦／2回）
近代大阪と工業化、雇用と居住の地理について解説する。
（【9】.酒井隆史／3回）
働くことと遊ぶことの人類学・近代史・思想について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

教育福祉学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 人間開発と成長・発展、人の社会的阻害要因と福祉国家、インク
ルーシブ社会への理念と実践などについて、基本的な知識を問う問
題に答えることができる。
2. 教育福祉学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかに
ついて説明することができる。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【62】②.吉田敦彦／5回）
人間の成長・発達と教育の役割、教育における社会的阻害要因と教
育／福祉の視点、教育の多様性とインクルーシブ社会の理論と実
践、教育福祉学の方法論が持続可能社会の実現にどのように役立つ
のかについて解説する。
（【61】.山野則子／2回）
社会福祉と人間の成長発達、社会福祉と学校教育について解説す
る。
（【63】.吉武信二／2回）
健康福祉とインクルーシブ社会の理念と実践、高齢化社会における
人間開発と健康について解説する。
（【81】.内藤葉子／3回）
人間開発とジェンダー、福祉国家とジェンダー、現代社会における
ジェンダーと性の多様性について解説する。
（【74】.木曽陽子／3回）
保育を通じた人間の成長・発達、保育の社会的役割と福祉国家、イ
ンクルーシブ保育・教育の理念と実践について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

心理学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言語、心理学の方法
論について、基本的な知識を問う問題に答えることができる。
2. 心理学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかについ
て説明することができる。

授業計画：心理学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目であ
る。この授業では、心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言
語について、代表的な研究の事例を学ぶことによって基本的な知識
を得ることを目指す。また同時に、1年次前期に配当される「情報シ
ステムとサステイナビリティ」「自然システムとサステイナビリ
ティ」「社会システムとサステイナビリティ」「人間システムとサ
ステイナビリティ」の内容と関連付けながら、心理学が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかについて学ぶ。
また、授業中に適宜実験を行うことで、心理学の方法論を体験を通
して学ぶことを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.企業や自治体等における業務の実際を、体験を通して具体的に説
明できること。
２.企業や自治体等における業務が、持続可能社会の実現にどのよう
に寄与するか説明できること。
３.将来社会で活躍するために、大学で何を学ぶべきか説明できるこ
と。

授業計画：本授業は、10日程度のインターンシップ先での実習と事
前学習、報告会の全てに参加することで単位を認定する。単位とし
て認定されるインターンシップは、原則として、本学キャリアサ
ポートを通じて申し込んだものであるが、教員の紹介や個人で探し
てきたものについても、単位認定の対象となることがあるので、事
前に担当教員に申し出る必要がある。なお、インターンシップとし
て単位認定を受ける場合の手続きは、４月初旬のオリエンテーショ
ンで詳しく説明する。

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

海外インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.派遣先の国の歴史・文化・宗教的背景・教育と福祉の実情と課題
について説明できること。
２.派遣先の国の持続可能な社会の構築に関する具体的な課題を発見
できること。
３.派遣先の国の学生と協働で課題解決に取り組むことができるこ
と。
４.現地で行った活動について他人にわかりやすく伝えられること。

授業計画：本プログラムでは、派遣前にワークショップを行い、派
遣先の国の歴史や文化ならびに持続可能性に関わる問題点などにつ
いて理解させるとともに、派遣プログラム期間内に現地学生との協
働によるワークショップやスタディーツアーを実施し、課題解決の
方法論を実践的に学ばせる。さらに、派遣後に報告会を行い、プレ
ゼンテーションのスキルを向上させる。これらの教育プログラムを
通して、多様な歴史・文化を背景に持つ人々が互いに尊重し合い、
共に生きてゆくことの重要性を深く理解する能力（多文化共生マイ
ンド）を身につけさせるとともに、国際的な観点から持続可能な社
会の構築に関する具体的な課題を発見し解決に導く方法論（課題解
決スキル）を身につけさせる。

共同

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

環境生物学

授業形態：講義
目標：人間の生命や生活を支える生物多様性の意義や重要性を理解
するために必要な生物学の基礎を習得することを目標とする。具体
的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．生物の系統と進化について説明できること。
２．エネルギー代謝について説明できること。
３．生殖について説明できること。
４．遺伝について説明できること。
５．ヒトが生物の進化と絶滅に及ぼす影響について説明できるこ
と。

授業計画：人間を含む生物と環境との歴史的つながりが理解できる
ように、生物の進化と絶滅の歴史を軸に、生物の系統、構造、代
謝、生殖、遺伝、生物と環境との相互作用について講義する。ま
た、各回のテーマと関連する話題（食品のリスク、廃棄物・汚水の
処理、病気、寿命、毒物、iPS細胞と再生医療、外来生物など）を通
して、身の回りの問題を理解する上での生物学の知識や科学的な思
考の重要性を理解させる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

公衆衛生学

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.公衆衛生学の歴史、概念について説明できること。
2.地球温暖化などの地球環境問題、水俣病などの環境汚染及び上下
水道などの環境整備について説明できること。
3.健康に関する統計資料の読み方や疫学の基礎的な知識について説
明できること。
4.疾病予防、生活習慣病予防、健康増進、健康寿命延伸に対する公
衆衛生学的なアプローチの手法、考え方について説明できること。
5.講義で学んだ内容について、信頼できる資料を引用して、わかり
やすく説明できること。

授業計画：公衆衛生学は、永続可能な社会を構築する上で不可欠な
健康の維持・増進および疾病予防に貢献する学問である。ヒトの疾
病予防および健康維持に関わる項目（疾病対策，環境，健康統計，
疫学研究，メタボリックシンドローム，認知症，喫煙，労働衛生，
感染症）について基礎的な考え方を学ぶ。
講義は、プリントを配布し、デジタルプロジェクタ等の使用による
ビジュアルな資料・事例を提示して行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

地理学基礎

授業形態：講義
目標：地理学的思考を修得させ、多様な社会現象を空間的側面から
考察する力を身につけさせることを目標とする。
授業計画：人文地理学の思考とはどのようなものか、「場所」「地
域」「景観」など地理的概念の基礎について講義することからはじ
める。そのうえで、文化、環境問題、政治、都市、村落、言語、政
治、都市、村落、観光などにかかわる社会諸現象について、地理学
的視角から課題を見つけ出し、基礎的概念を応用しながら解説・分
析するプロセスについて、具体例を通して講義する。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

経済学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下に示す説明や思考が適切にできることを到
達目標とする。
１．人間と社会をめぐる思想的展開の中で、社会システムの維持・
発展という課題を強く意識しながら経済学という学問が成立し、形
成され、発展してきたことを、歴史的背景と歴史上の経済学者の経
済学説や政策論とを対応づけながら適切に理解し、わかりやすく説
明できること。
２．経済学の基礎的内容（（１）市場システムの構造と機能という
ミクロ経済学の内容、（２）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の
相互作用というマクロ経済学の内容）を適切に理解し、基本的概念
および簡単な数式や図を適切に組み合わせて用いながら、経済シス
テムの仕組みを経済学的に説明できること。またこれら学習事項の
現実の経済現象への適用可能性への視野を開くこと。
３．諸個人の幸福の達成と社会システムの持続可能性の両立という
観点に立ち、社会システムの持続可能性を脅かす諸問題の事例をい
くつか取り上げて、学習で得た知識を適切に活用して、それら諸問
題にたいする対応策を経済学的にアプローチしながら適切に考えら
れること。

授業計画：社会システムの科学としての経済学は、過去およそ２５
０年にわたり、現実の経済社会の課題を指摘し、対応策の方向性を
与え、またそれを基礎づけるべく体系化が繰り返され、発展を遂げ
てきた。歴史的発展の中で経済学は、その科学的純粋性を高めてき
ているが、その本質において現実問題への対応策を志向する学問で
ある。この授業は、こうした性質を持つ経済学の成り立ちと理論構
成、そして現実問題への適用事例を学ぶことを目的としている。そ
こでまず経済学の全体像について、（１）経済学の成立と発展の経
緯、（２）市場システムの構造と機能（ミクロ経済学の内容）、
（３）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の相互作用（マクロ経済
学の内容）の初歩的事項を概略的に学習することを通じ、経済学と
いう学問の魅力を感じ取り、また現代社会において経済学を学ぶ実
践的な意義を確認する。次に、上記の（１）（２）（３）の概略的
な学習に基づいて、社会システムの持続可能性と密接に関連したい
くつかの問題事例に即しながら、それらへの対応策の経済学的アプ
ローチについて考える。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

公共政策学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．公共政策が立案・実施・評価される一連のプロセスを理解し、説
明できること。
2．公共政策に関連する様々な主体とその役割について説明できるこ
と。
3．より良い公共政策を形成するための方法について、自分なりに考
察できるようになること。

授業計画：我々は日々の生活を送るうえで大小さまざまな問題群へ
の対処を迫られている。そのうち、個人の力では解決できず，社会
(特に政府)が解決すべきであると認識された問題を政策問題とい
う。公共政策とはこの政策問題を解決するためのものである。本講
義では社会科学の視点に立ち公共政策の基本的な視点と考え方を学
ぶ。具体的には公共政策がどのように決定され，どのような手段を
用いて実施されるのかについて、基本的な考え方を学び、政策過程
についての理解を深める。また、具体的事例として様々な環境問題
のケースを扱うことで、環境政策を学ぶための基礎知識を習得す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

経済活動と法

授業形態：講義
目標：事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる会社法・
金融商品取引法の基本構造や問題点、重要論点を理解することを目
標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつもそれに起因
する環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対し
て多様な法が機能している。
そこで本講義では、「環境法１」・「環境法２」を受講する上で必
要となる法学の基礎知識として、特に企業という経済活動の当事者
に対して、法がどのような規律付けを行っているかを学ぶ。現代に
おける自然環境に関する問題の多くは経済活動から生じているが、
ただ経済活動に規制を加えるだけでは、持続可能な社会を実現する
ことはできない。環境問題への対処と経済社会の発展の両立を考え
るためには、経済社会の構造や経済活動の主な主体である企業につ
いて理解しておくことは不可欠である。ここで学ぶ私法の基礎理解
は、「行政活動と法」（公法の基礎）や「国際法と共生社会」（国
際法の基礎）と共に、環境法を理解する上で重要なものである。
授業の序盤ではまず、法学の初学者に向けた入門的な説明を行い、
民法上の所有権など現代の経済社会を支える基本概念の説明を行
う。また、企業が公共事業に関与する場合などには、行政法などに
よる規制も別途関係することから、必要に応じて、私法との違いに
ついても説明する。そのうえで、特に会社法や金融商品取引法を中
心として、事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる法規
制に関する概括的な説明を行い、その基本構造や問題点、重要論点
について解説する。授業は講義形式で行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

行政活動と法

授業形態：講義
目標：この授業では、国や地方自治体が環境政策を立案したり、法
的な規制を行なっていく上で基礎となる憲法および行政法の基礎理
論や概念、基本的原理等を理解した上で、そこでは何が問題ないし
は論点として議論されるのかについて自ら考える力を養うことを目
標とする。

授業計画：環境への負荷の少ない健全な経済の発展を図りながら
「持続可能な社会」を目指すには、単に経済活動に規制を加えるだ
けではなく、国や地方自治体、企業、国民（住民）、そして内外の
民間団体も含め、これらのものが有機的連携をはかりながら、能動
的に協働していく必要がある。別な言い方をすれば、環境領域の秩
序は、これまでのように国や地方自治体が独占的に決定するもので
はないということである。しかしながら、依然として国や地方自治
体は、民主主義制度の枠組みにおける公共性の担い手として、その
役割は意識的に矮小化されるべきものではない。
この科目は、「持続可能な社会」の実現に寄与すべき国や地方自治
体の法・制度を今後発展的に学習するための出発点となる基礎理論
や概念を理解するためのものである。具体的には、法学の初学者に
向けた入門的な説明として、国や地方自治体が政治や行政を行なっ
ていく際の準拠法である憲法および行政法の基礎理論や概念、基本
的原理や構造、そして重要な論点を学んでいく。なお、授業は講義
形式で行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

環境哲学・倫理学

授業形態：講義
目標：エコシステム／社会システム／人間存在の歴史的変遷を俯瞰
的に捉えることで現代社会の歴史的位相について講義するととも
に、そこから現代社会を構成する主要な対抗軸について論じる。そ
して現代社会に生きるということの意味を再考することによって、
「環境の世紀」に生きる心構えを養う。
授業計画：環境主義の誕生、自然保護主義の誕生、環境と国際社
会、エコロジズム、環境倫理学、ディープ・エコロジー、現代環境
思想の衰退、持続可能性概念とその問題性、新たな環境哲学の試み
といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

社会学基礎

授業形態：講義
目標：本講義では、社会学および隣接諸領域がこれまで培ってきた
諸研究の成果に基づきながら、近・現代世界に特有の社会的事象を
認識するために必要と考えられる社会理論の基本的諸類型と重要な
諸概念を学ぶことを通じて、現代社会システムの動態や構造とそれ
が抱える諸問題に関する社会科学的な観察力の涵養を目指す。また
これを基盤としながら、さまざまなヒューマンサービスに求められ
る、人間と社会に対する共感的な理解と実践的かつ批判的な判断力
の獲得を目標とする。
授業計画：イントロダクションとして社会学の位置づけを概説した
後、「個人と社会」、「社会階層と不平等」、「社会制度と社会シ
ステム」、「現代の社会変動と社会問題」、「社会学の方法」につ
いてそれぞれ取り上げ、最後に「社会学の役割と課題」を整理す
る。授業は3名のオムニバスで、工藤宏司が2-4、11-12回、西田芳正
が1、5-7、15回、藤田渡が8-9、12-14回をそれぞれ担当する。

（【20】.工藤宏司/5回）
個人と社会，現代の社会変動と社会問題，社会学の方法について講
義する。

（【52】.西田芳正/5回）
個人と社会，社会階層と不平等について講義する。

（【27】.藤田渡/5回）
社会制度と社会システムについて講義する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

環境社会システム学卒業研
究

授業形態：実験・実習
目標：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境学、
環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設定
し、卒業論文の作成を行う過程で、以下の能力を身につけることを
目標とする。
１．先行研究を整理したうえで、卒業研究のテーマを決定できるこ
と。
２．卒業研究のテーマに必要な、実験、調査、分析等ができるこ
と。
３．研究成果を卒業論文として取りまとめ、的確に報告・発表でき
ること。

授業計画：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境
学、環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設
定し、卒業論文の作成を行う。その作成プロセスにて学術研究の計
画、実験、調査、資料収集、解析などを教員の指導のもとで遂行
し、研究調査結果のまとめ方、考察の方法、口頭発表による効果的
なプレゼンテーション方法などを習得する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域実践演習

授業形態：演習
目標：本科目は、コミュニティーレベルでの活動の重要性を理解す
るとともに、フィールドワークの体験を通して地域の課題を発見し
地域再生に積極的に取り組むことのできるマインドを身につけるこ
とを目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標
とする。
１．演習テーマに関する現状と課題について説明できること。
２．企画段階での検討、様々な機関との連携協力、無理のない運営
等の重要性を説明できること。
３．協調性をもって、グループ活動を円滑に行えること。
４．活動の成果をわかりやすくかつ正確に他人に伝えられること。

授業計画：本科目は、PBLプログラム（地域再生）の必修科目として
位置づけられている。授業の第1回では、地域での実践活動に関する
基礎知識に関する講義を行うとともに、担当教員が研究対象として
活動している実際のフィールドを体験することを通して、地域課題
を発見するという本授業及びPBLプログラム（地域再生学）の目的を
説明する。次に、1グループ4～5名で構成されるグループ分けを行
い、各グループでフィールドワークの企画を行うとともに、担当教
員が指示した現地活動を行う際の注意事項を遵守しつつフィールド
ワークを体験する。さらに、活動の成果を報告書にまとめるととも
に、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

7 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地球環境の化学

授業形態：講義
目標：地球の大気圏、河川・湖沼・海洋の水圏で起こっている現象
を理解するための化学の基礎を講義することで、環境中で起こって
いる様々な現象を科学的に説明する問題に答えることができる。ま
た、大気圏および水圏における物質循環プロセス光の役割、酸化還
元反応、河口付近で起こる現象について問う問題に答えることがで
きる。
授業計画：地球環境における物質循環を理解するために、まず大気
の熱力学について講義し、実際に使える熱力学を学習させる。ま
た、大気組成、平均滞留時間、反応速度論の基礎、微量気体の濃度
と反応、21世紀の環境問題と言われている大気エアロゾル、電磁波
の基礎から地球の温暖化問題と成層圏オゾン問題を根本から習得さ
せる。さらに、水溶液化学の基礎とその環境中での役割を習得させ
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域・都市環境学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・都市周辺地域における里山の現状について説明できること。
・理想都市計画について概要を説明できること。
・大阪における都市構造や緑の骨格軸について、歴史的視点を踏ま
えて説明できること。
・歴史的まちなみ保全に関する法制度について概略を説明できるこ
と。
・ヒートアイランド現象の緩和の観点から都市緑化の手法を説明で
きること。
・安全・安心まちづくりと人にやさしいまちづくりについて説明で
きること。

授業計画：人間生活にとって関連性の深い都市域や都市周辺地域を
対象として、里地・里山での自然環境破壊の現状と、現在表出して
いる様々な問題点や課題について理解を深める。さらに、都市計画
の考え方の基礎となる理想都市計画について学習するとともに、大
阪を題材とした都市構造・自然環境の変化や、歴史的まちなみの保
全について学習する。さらに、ヒートアイランド現象と緑地との関
係、私たちの生活を支える安全で安心なまちづくり、人にやさしい
まちづくりの基本となるユニバーサル・デザインについて学習する
ことによって、今後の都市域や周辺地域での持続的な発展に資す
る、課題発掘や問題解決のための基礎的能力を身につけることを目
的とする。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境デザイン通史

授業形態：講義
目標：本授業では、風景、移動、デザインという補助線から環境デ
ザインを主たるテーマに文明史を通史でレビューすることで以下の
能力を身につけることを達成目標とする。
1.環境デザインを考える上での基礎的知識
2.各時代で共有される価値観への理解
3.自然、政治、文化、技術、芸術への横断的思考
4.長尺での思考
授業計画：人類が環境にどのようなまなざしを向け、また環境をど
のように改変してきたのかについて、有史前から現代までの時間ス
ケールの通史でレビューする。補助線として風景、移動、デザイン
という三つを基軸にして、世界史の概略を交えながら、それぞれの
時代において人々が何を求め、どのような解決策を見出してきたの
か、またそれが人々の認識と物理的な環境の改変にどのように結び
ついてのかについて解説する。それによって、環境デザインを考え
る上での基礎的な知識を身につけるとともに、長尺で思考するモノ
の見方をトレーニングする。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

資源循環論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．循環資源の対象となる廃棄物の分類、特徴を纏めて理解できる
こと
２．実プラントでの実習に於いて、簡単な物質収支を計算できるこ
と。
３．廃棄物関連の法律を念頭において、学内の未利用資源を発掘
し、その利用法を提案できること。
授業計画：天然資源（枯渇性資源、更新性資源）を活用するための
コンセプト、我が国の物質フローと循環資源（廃棄物）の現状、資
源の有限性と再生可能性について理解させ、産業活動における資源
の利用のあり方について考えさせる。また、再生可能資源のうち、
バイオマスを取り上げ、その構成要素を理解させるとともに、地球
上における炭素・窒素循環におけるバイオマスの様々な利活用法を
発想できるように履修させる。さらに、大学内における資源循環プ
ロセスの取り組みを紹介し、資源循環プラントを用いた実習を行
う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

海洋環境生態学

授業形態：講義
目標：海洋環境と生態系の基本的な機能と構造を理解するととも
に、生物の動態と周辺環境との関わりについて学習することを目標
とする。具体的には、以下の能力を身につけることを達成目標とす
る。
１．海洋の物理学的・化学的基本構造と次空間変動について説明で
きること。
２．外洋・沿岸域・深海底における生態系の機能と構造について説
明できること。
３．生態系のモデリングの基礎について説明できること。

授業計画：本授業では、海洋環境と生態系の機能と構造を理解させ
るとともに、生物の動態と周辺環境とのかかわりについて学習させ
る。まず、海洋および沿岸域の基本構造について講義し、次に、海
洋の流れ、潮汐と潮流、波、海水組成といった海洋の物理・化学過
程とその時空間変動について講義する。また、外洋、沿岸域、深海
底の生態系の特徴について講義し、さらに、生態系モデリングの基
礎について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

海域環境再生学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．海域環境の特性や生態系に関する基礎知識を理解し，それを説
明できる。
２．海域環境が抱える環境問題の歴史的な流れと内容を理解し，そ
れを説明できる。
３．海域環境が悪化するプロセスと，それに基づいた環境再生の戦
略について説明できる。
４．様々な海洋環境再生技術について，その特徴と限界，適用可能
条件について説明できる。
５．海域環境と人間活動・社会活動の共生について，自分の考えを
まとめることができる。

授業計画：海域環境の特性・沿岸域環境の生態系、海域環境問題に
関する歴史、沿岸域・閉鎖性海域における環境問題、沿岸域・閉鎖
性海域における環境再生技術、再生に向けた取組事例、海域環境の
尺度と評価・目標設定について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

陸域環境生態学

授業形態：講義
目標：人間の生存にとって不可欠な生態系サービスの理解、健全な
生態系の維持と生物多様性の保全を実現するために必要な科学的知
識の習得ならびに価値観の養成を目標にする。具体的には、以下の
能力を身につけることを目標とする。
１．個体群の成長について説明できること。
２．生物間の相互作用について説明できること。
３．適応進化について説明できること。
４．生物多様性の定義と機能について説明できること。
５．生物多様性の危機と絶滅のプロセスについて説明できること。

授業計画：生物の生活と環境との関係が理解できるように、生態系
の構造と機能、生物の環境形成作用、生物種の環境に対する適応、
個体群動態と種間の相互作用、生物群集の構造と多種共存機構につ
いて講義し、生物多様性とその意義、絶滅の要因とプロセスを習得
させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

陸域環境再生学

授業形態：講義
目標：人と自然環境とが共生し、持続可能な環境形成を実現化させ
るための環境再生について、とくに損なわれた自然を回復させるこ
とを目的とした自然再生事業を中心にすえ、自然再生に関わる基礎
理論を習得させ、自然再生事業の実際と問題点を理解させることを
目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とす
る。
１．自然再生事業の必要性を説明できること。
２．自然の要素を説明できること。
３．自然再生を進めるうえでの原則を説明できること。
４．順応的管理と合意形成の指針を説明できること。
５．自然再生事業の具体的事例をその問題点とともに説明できるこ
と。

授業計画：自然再生の定義と必要性、理論、指針について講義する
とともに、森林、河川・湖沼、高山、農耕地、都市などの様々な生
態系の再生（復元・修復）について事例をあげながら解説する。ま
た、自然再生や生態系回復事業に従事している専門家をゲストス
ピーカーとして招き、事業の実際を紹介する。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

食品安全論

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.自然毒、細菌、ウイルス、寄生虫、化学物質及び重金属による食
中毒の主な原因食品と発生機序について理解し、説明できること。
2.食品の安心・安全を確保する仕組みについて理解し、説明できる
こと。
3.食品の安心・安全について、信頼できる資料を参照し、一般の人
たちにわかりやすく説明できること。

授業計画：食品安全論では、食品の安心・安全を確保する仕組みに
ついて学習させる。健康の維持・増進には、安全な食品の持続的な
供給が不可欠であり、そのためには、食品の生産から消費までをカ
バーしたフードチェーン全体の安全性を確保する必要があることか
ら、フードチェーンの各段階および全体における衛生管理の手法な
らびにその理論について習得させる。またリスクコミュニケーショ
ンについても学び食品の安心・安全を確保の仕組みについて習得さ
せる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

食糧と環境

授業形態：講義
目標：食糧を生産するためのシステム（露地、植物工場など）の構
成、利点・欠点、SDGs上の意義、利用事例に関する基本的な知識に
ついて身につけることを目標とする。それとともに、食糧生産シス
テムを理解する上で必要とされる園芸学、栽培学、環境工学の基礎
を理解できることも目標とする。具体的には、以下の能力を身につ
けることを目標とする。・食糧生産システムの種類、それぞれの利
点・欠点について説明できること・SDGs上の食糧生産の意義につい
て説明できること・食糧を生産する上で重要な環境要因とその制御
方法について説明できること。

授業計画：従来、食糧の多くは、開放的な露地で生産されてきた。
その結果、周辺環境に影響を与え続けてきた。他方、近年になり、
周辺環境に与える影響の少ない、高度な制御技術を有する半閉鎖
的、または、閉鎖的な植物工場での食糧生産が注目されつつある。
今後、持続的に食糧を供給するためには、周辺環境に与える影響が
少ない食糧生産システムの利用が望まれる。ここでは、露地と植物
工場の得失を、食糧と環境という観点から比較する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

景観計画学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・景観デザインにおける基本的な計画プロセスとデザイン手法を説
明できること。
・植栽デザインの考え方および緑化材料の基本的事項を説明できる
こと。
・日本庭園や西洋庭園のデザイン手法を説明できること。
・景観行政に関する諸制度や行政計画について、概略を説明できる
こと。
・市民参画型の景観まちづくり手法について説明できること。
・都市空間や緑地空間における問題点や課題を抽出でき、その解決
方法を提示できること。

授業計画：近年、都市域や周辺地域においては、良好な景観形成を
計画的に推進することが求められている。本講義では、景観計画に
関するデザイン手法や植栽デザインの考え方を習得するとともに、
具体的デザイン手法の基本となる西洋庭園や日本庭園のデザイン手
法について理解する。また、景観行政に関する諸制度や行政計画に
ついての理解を深めるとともに、各地で実践されている市民参画型
の景観まちづくり手法について習得することによって、課題発掘や
問題解決能力と創造力の向上を目指す。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

防災・安全科学

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.住宅・建築物及び都市の居住空間における防災・安全の問題につ
いて説明できること。
2.社会と災害・事故のメカニズムとの関係性を説明できること。
3.生活者の視点での安全な居住空間を計画できること。

授業計画：過去の災害事例を解説し、居住空間における防災・安全
問題をハード面・ソフト面から総合的に解説する。対象とする災害
は地震災害、火山災害、台風洪水災害、雪氷災害、火災、日常災害
と幅広く、災害のメカニズム、対策、空間計画における安全性確
保、ユーザーの行動特性等を解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境計測学

授業形態：講義
目標：環境測定データの解析に必要な統計手法を用いた解析ができ
る。環境を理解するためにもっとも必要な環境を測る方法である分
光法、クロマトグラフィー、質量分析法、電気化学分析法の原理を
説明することができる。様々な大気や水のサンプリング方法につい
ての問題に答えることができる
授業計画：環境測定データを取り扱う統計学手法、有意差検定など
の環境分析の基本、機器分析における校正法を習得させる。次に、
環境分析の主流となっている分光法、クロマトグラフィーや質量分
析法、電気化学分析法の原理を習得させ、さらに様々な大気や水の
サンプリング方法について実例をもとに紹介し、サンプリングの知
識をつける。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

再生可能エネルギー学

授業形態：講義
目標：地球温暖化を軽減させるためには、化石燃料の消費を抑制
し、温室効果ガスの排出を削減する必要がある。その手段として省
エネルギーや再生可能エネルギー利用など、さまざまなエネルギー
対策が行われている。本授業では、このような観点から、以下の能
力を身につけることを目標とする。
１．地球温暖化や気候変動のしくみについて説明できること。
２．エネルギーの基礎について説明できること。
３．さまざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴について説明で
きること。
４．再生可能エネルギーに関連する技術について説明できること。

授業計画：地球温暖化の問題解決に大きな役割を持つ再生可能エネ
ルギーについて基礎から応用まで幅広く解説する。気候変動のしく
みやエネルギーの基礎環、太陽光や風力、海洋エネルギーなどさま
ざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴、さらにスマートグリッ
ドなど再生可能エネルギーに関連する技術等について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境再生の化学

授業形態：講義
目標：本科目では、化学的な手法を用いる環境再生法、関連する各
種データの収集の仕方と収集したデータの解析の仕方に対して、基
本的な知識について問う問題に答えることができることを目標とす
る。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
・化学的な環境再生法や関連知識の6割以上について概説できるこ
と。
・各種データの収集の仕方について6割以上について概説できるこ
と。
・収集した各種データの6割以上について解析できること。

授業計画：様々な環境問題に対して化学的に問題解決や改善に貢献
できる環境再生技術について理解させる。特に環境汚染（水汚染、
大気汚染、土壌汚染）や地球温暖化、エネルギーに関する問題を解
決・改善するための最近の要素技術の具体例を織り交ぜて講義する
ことにより、環境再生のための化学的考え方を習得させることを目
指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ミクロ経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・社会システムの持続可能性を考える上で必要となる基礎的なミク
ロ経済学の知識を習得すること。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義の目的は、
市場システムの構造と機能を中心に学ぶことで、社会システムの持
続可能性を考える上で必要となる基礎的なミクロ経済学の知識を習
得することである。また、経済学は、様々な社会経済問題につい
て、論理的思考を突き詰めて現象を説明・予測しようとする学問で
ある。したがって、受講することで「論理的に自分の主張を伝える
能力」を養えることが期待できる。効率的に主張を伝える能力は一
般的なビジネスパーソンにとっても、これから就職の面接に臨む皆
さんにとっても大変重要なものであろう。将来、みなさんがビジネ
スの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを習得し
ていただきたい。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境アセスメント学

授業形態：講義
目標：地球規模での持続的な発展には、様々な開発行為が地域の環
境に及ぼす影響を事前に調査、予測、評価することによる適切な対
応や対策が求められる。このような観点から、以下の能力を身につ
けることを目標とする。
１．環境アセスメントの重要性について持続可能性の観点から説明
できること。
２．国内外のアセスメント制度や手順について説明できること。
３．環境アセスメントの技術や手法について説明できること。
４．国内外における環境アセスメントの具体例について説明できる
こと。
５．環境アセスメントの今後の方向性について説明できること。

授業計画：持続可能な社会の構築における環境アセスメントの役割
について解説するとともに、国内外のアセスメント制度およびアセ
スメントの手順について講義する。また、いくつかのアセスメント
の事例を紹介し、具体的なアセスメントの実施状況について理解さ
せる。さらに今後のアセスメント展開として、スモールアセスや
SDGsとの関連について解説する。

（＜2＞.大塚耕司/6回）
環境アセスメントとは、環境アセスメントの実際２－海外事例、
SDGs達成のための環境アセスメントの役割を担当する。

（【13】.竹中規訓/1回）
環境アセスメントの技術・手法1－大気・悪臭、水循環、水質・底質
を担当する。

（【8】.興津健二/1回）
環境アセスメントの技術・手法3－廃棄物、温室効果ガスを担当す
る。

（【5】.遠藤祟浩/1回）
技術指針・追跡調査・情報交流・審査会の仕組みを担当する。

（【14】.中山祐一郎/4回）
環境アセスメント関連図書の構成、国や地方公共団体の制度と諸外
国の制度、環境アセスメントの技術・手法4－陸上動植物、水生生
物、生態系、景観・自然とのふれあい、環境アセスメントの実際1
－国内事例を担当する。

（【29】.星英之/1回）
環境アセスメントの技術・手法2－土壌環境、騒音・低周波音・振
動、日照障害・風害・電波障害を担当する。

（【21】.黒田桂菜/1回）
スモールアセスを担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

マクロ経済学

授業形態：講義
目標：本授業では次の力を養うことを到達目標とする。
１．マクロ経済学の基礎概念を正確に説明することができる。
２．簡単な数学を使って、マクロ経済学の基本的なモデルを定式化
し、経済分析ができる。
３．現実の経済現象や経済政策について、マクロ経済学の基礎概念
や基本的なモデルを使って説明することができる。

授業計画：一国単位の経済活動について集計的な変数に注目して分
析を行い、貨幣・金融面の諸条件を考慮しながら一国全体の産出
量・雇用水準の決定を扱うのがマクロ経済学である。本授業では、
いわゆるIS・LMモデルを中心にマクロ経済学の基礎を学ぶことを通
じて、一国全体の産出量・雇用水準決定の問題と、それと関連する
重要なトピックスを扱う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

公共経済学

授業形態：講義
目標：公共経済学の基礎を修得し、公共部門の活動・役割について
理解を深める。具体的には、以下の点について達成できることを目
指す。
1．市場メカニズムの特徴とその限界について理解する。
2．市場経済における公共部門の役割について経済学的な視点から議
論することができる。
3．市場の失敗の具体的な例を挙げながら、その原因と解決策につい
て議論することができる。

授業計画：この授業は、経済社会における政府や公共部門の役割と
市場の失敗について経済学的なアプローチで学ぶことを目的とす
る。経済学、特にミクロ経済学の理論を用いながら、市場経済にお
いて望ましい資源配分が達成されない状況について理解を深めると
もに、そのような状況において社会が直面するさまざまな課題を解
決するために公共部門が行う政策について考える。さらに、経済学
的な視点を通じて環境問題などの具体的な社会の諸問題について理
解を深めていく。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境経済・経営学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．環境問題の基本構造と企業活動の関係について説明できること。
2．企業の社会的責任について説明できること。
3．環境に配慮した企業経営の具体的事例について説明できること。

授業計画：本講義では市場経済における主要な活用主体である企業
活動を軸に据えつつ、環境問題の基本構造と企業活動の関係につい
て基本的な視点とその考え方について学ぶ。具体的には企業活動に
伴う環境汚染、企業の社会的責任、環境に配慮した企業経営のあり
方に関する基礎的な知識を学ぶ。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

企業の経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義では、入門
的なミクロ経済学で扱う生産者行動モデルだけでなく、寡占・独占
とよばれる企業数が少なく、企業同士の戦略的関係が重要になる状
況を考える。また、公共政策や環境問題のような社会現象だけでな
く「なぜ、せっかく作った作物を捨てるの？」、「なぜ、赤字なの
に生産をやめないの？」などといった身近な問題についても経済学
のツール(道具)を使って考える。この講義の目的は、将来、学生が
ビジネスの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを
習得してもらうことが目的である。経済学的な考え方を身につける
と、「社会を見る目」がきっと変わるはずである。

13 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

国際法と共生社会

授業形態：講義
目標：現代社会で生じる問題について、国際法（特に、いわゆる国
際人権法）の視点から考察する力を養い、もって共生社会の実現に
おける法と人権の役割について探求することを到達目標とする。

授業計画：国際規範であるSDGsのうちSDG17「パートナーシップで目
標を達成しよう」では国際パートナーシップの重要性が謳われてい
る。このようなサステイナビリティにおける国際法の役割につい
て、生物多様性条約と気候変動枠組条約を例に概説する。また、人
権の国際的保障に関する法規範・制度の概要を説明するとともに、
日本内外の人権問題について国際法的視点から検討し、もって共生
社会における法と人権の役割について示唆を得ることを内容とす
る。
この科目では、「経済活動と法」、「行政活動と法」といった他の
法学の基礎科目と共に、応用科目である「環境法１」、「環境法2」
を学ぶのに必要な内容を学習する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境法1

授業形態：講義
目標：私法上の権利・法益侵害の救済手段である不法行為法の基本
概念の理解、条文に示された基本ルール及び各事件類型の判例準則
（各具体的被害類型での裁判所の対応）についての基本的な理解を
示すことができることを目標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつ、それを原因
として環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対
して多様な法が機能している。国内社会を見れば、私人間の関係の
みならず私人と国や行政との関係を、国際社会では、国家間の関係
を規律するルールが存在し、社会を秩序づけている。
本授業では、関連する法学基礎科目（「経済活動と法」「行政活動
と法」「国際法と共生社会」）で学んだ内容を前提として、まず環
境法分野の総論部分として、日本における公害・環境被害の歴史や
環境法の発展過程及びその理念、その諸領域を扱い、環境権を私権
と対比させながら学ぶ。その上で、我々の経済活動に起因する環境
や人への被害に関する救済方法を民事法中心に学習する。本学類で
は、環境を自然に限定していないことから、これをやや広く捉え、
私生活を取り巻く社会環境全体を念頭におき、それらの侵害につい
ての救済に関する法のルールを学ぶ（企業の民事責任のみならず、
国家の賠償責任も対象とする）。経済主体である企業や個人の活動
の自由の限界に関する不法行為法の基礎理論を概説した後、個人の
生命身体が直接害された典型例を皮切りに、私生活環境や住環境に
関する事故、公害･環境訴訟に関して、個々の被害類型の特徴を押さ
えながら学習する。最後に、「環境法2」への架橋として、本講義で
扱った救済方法の特性と限界を示す。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境法2

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．行政法の基本原則や行政法令の基本的枠組みについて説明できる
こと。
2．環境問題に対する行政機関の関わりについて説明できること。
3．様々な環境問題に対する個別の行政法令についてその基本的な内
容を説明できること。

授業計画：本授業では、関連する法学基礎科目を土台とし、かつ先
行する「環境法1」の内容を踏まえた上で、環境問題に関する法制度
（国際法を含む）に関する講義を行う。国家と私人との関係を規律
する公法分野、特に行政活動に関する法令の基本的枠組みは「環境
法2」を理解する上で必須である。そのため、環境法理解のために必
要な範囲で行政法の基礎知識を取り上げた上で、個別の環境問題に
関する法制度や環境紛争について解説してゆく。また、環境法は国
際環境条約の国内実施としての役割も担っているため、主要な国際
環境条約についても講義の対象とする。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境政策学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 現代社会における人間活動と環境問題の相互作用の特徴について
説明できること。
2. 共有資源問題といった基礎的な理論枠組みを用いて現実社会の環
境問題について説明できること。
3. 環境問題の解決に向けた複数の政策手段について、その長所と短
所を説明できること。

授業計画：社会科学の視点に立ち環境政策の基本的な視点と考え方
を学ぶ科目の一つである。この授業では、持続可能な社会の実現に
必要となる市場、政府、共同体の役割について基本的な考え方を学
ぶ。具体的には資源配分における市場の役割、市場の失敗、政府介
入の効果、共有資源問題、日本の公害行政、持続可能な開発目標に
関する基本的知識を習得することを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

国際政治学

授業形態：講義
目標：国際社会で起きている問題を一面的かつ当座のものとして見
るのではなく、政治的・歴史的・構造的かつ分析的に観察できる視
点を養う。また、そうした問題を力や利益といった視点、正当性や
平等といった社会正義の視点から見るだけではなく、偏見や差別、
熱情といった一見非合理にも思えるような視点からも理解できるよ
うにする。
授業計画：国際政治学の基本的な考え方や方法の基礎を学ぶととも
に、内戦や国家破綻、貧困問題、環境問題、移民・難民問題など現
代国際社会が直面するアクチュアルな問題を取り上げながら、問題
の背景、原因、解決に向けての取り組みなどを多角的に分析する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

都市と経済の地理学

授業形態：講義
目標：都市や地域の経済発展は，産業の立地の強い影響を受ける。
一方，産業立地や経済発展は都市・地域によって違いがある。本科
目は，産業立地と都市・地域の経済発展について経済地理学の視点
から理解することを目標とする。理論と具体的事例を関連づけて説
明し，学生に都市や地域の経済発展について考える視点を習得させ
る。
授業計画：産業立地論，製造業の地理的集積と分散，サービス業の
立地とその変化，商業・オフィスの立地の理論と実際，日本と世界
の都市システムといったトピックについて理解を深める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域研究

授業形態：講義
目標：グローバル化が進展する一方，ローカルな視点が社会の様々
な側面で注目されている。本講義では，ローカルなるものの代表で
ある地域の諸事象について，地理学・地誌学的な視点から考える能
力を養う。特に日本および世界の都市について焦点をあて日本およ
び世界の複数の都市をとりあげ比較することで，現代世界における
都市の特徴と問題について考えさせる。
授業計画：都市構造や都市システムのモデル，都市構造と都市シス
テムの変容，日本の大都市と地方都市の特徴と課題，インナーシ
ティ問題やジェントリフィケーションなど世界の様々な都市問題と
いったトピックについて理解を深める

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境社会学

授業形態：講義
目標：環境問題はまぎれもなく社会の問題である。その解明と解決
には、人間社会と自然環境をつなぐ生産と消費の仕組み、国家、市
場、社会制度や社会構造などを批判的に捉える大きな視点が必要で
ある。だが同時に環境問題は、問題にかかわる（ぶつかる）人びと
それぞれが、現実とその解釈のはざまで「生きる」こと、「生活す
る」こと、その息遣いを聞くことも必要である。環境問題を読み解
き、解決の糸口をつかむには、常に両者の接点に身をおきながら社
会を新たにデザインし、実践していくことが必要であろう。この授
業では、まずは社会学の基本的な思考法やものの見方について身に
着けること、そして具体的な問題を用いながら、環境を人びとの暮
らしの文化や社会との相関という視点で読み解き、実践へと繋がる
見聞する力を養うことを目標とする。講義形式をとるが、参加者と
の積極的な対話を軸にすすめる。
授業計画：まず、イントロダクションとして、環境史を概観した上
で、現代の環境問題と「環境と社会」の学としての環境社会学の成
り立ちをふり返る。その上で、生活世界としての人と環境のインタ
ラクションがどう構築されているか、近代化・開発による生活環境
の変容と受益・受苦の構造がどうなっているのかを整理し、「シャ
ドウ・エコロジー」など日本と発展途上国の生活世界の連動してい
る現代的状況を検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化の社会学

授業形態：講義
目標：「宗教」に着目し「文化」を考察する。21世紀、グローバリ
ゼーションが刻々進展する時代にあって、社会や伝統の屋台骨をな
す宗教文化を見つめ直すことは極めて重要である。それは「21世
紀、東アジアの片隅で生きる私たちが、いかに地球的規模の共生社
会を展望することができるかを、理論的に問う」基礎となる。
授業計画：下記のトピックスについて論じることで、基本的な宗教
社会学の概念・理論・学説史について修得させる。宗教と呪術と科
学、民俗宗教と教団宗教、新宗教／新新宗教／スピリチュアリティ
の興隆、社会学における宗教の位置；デュルケームとウェーバー、
市民宗教論；宗教から見るアメリカ合衆国、グローバリゼーション
時代における宗教；現代社会における宗教・権力・秩序、世俗化論
を越えて、など。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

共生社会とアイデンティ
ティ

授業形態：講義
目標：この講義では、社会構造やさまざまな社会制度が、人々のア
イデンティティをどのように形作り、また変容させうるのかについ
て考えていく。その際、特に心理学における類似の議論との対比を
しつつ、社会科学における捉え方の理解を通して、この領域のもつ
重層性について把握させる。
授業計画の概要：アイデンティティの捉え方の諸相と社会性、役割
理論、自我形成における他者の役割、スティグマとパッシング、動
機の語彙論、逸脱のラベリング論、感情管理と感情労働、ポストモ
ダニティと自己統治などの項目について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

現代の社会問題と社会運動

授業形態：講義
目標：この講義では、「自然環境問題」や「社会問題」が、人々や
社会において対応が必要とされる特定の問題として概念化され、そ
のことを通じて具体的な政策や社会制度として結実する一連の過程
に着目し、そのダイナミズム自体を研究対象とする「社会構築主
義」理論について、事例を交えながら解説する。それを通して、
「自然環境と人との共生」「他者との共生」という理念を実現する
ために、どのような主体や組織、政策や制度がありうるのかについ
て、考えさせることを目標とする。
授業計画：社会病理学、社会解体論、機能分析などコンセンサスモ
デルの概要、価値葛藤論、ラベリング論、社会構築主義などコンフ
リクトモデルの概要、「ひきこもり」の社会問題化、相互行為論、
リスク社会論、逸脱の医療化などの項目について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化と景観

授業形態：講義
目標：一般用語であり、かつ、地理学および隣接諸分野において重
要な位置を占めてきた「文化」と「景観」という考え方について、
さまざまな事例の読解を通して理解・習得させることを目標とす
る。
授業計画：地理学や隣接諸分野における「文化」「景観」の概念や
その展開に学習するとともに、社会において「文化」や「景観」が
どのように取り扱われているか、そのような現象を地理学的視角か
らどのように分析し説明することができるか、また、社会における
諸活動にどのように還元していくことができるのか、現代社会にお
ける諸現象に焦点をあて、講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

異文化の理解

授業形態：講義
目標：文化人類学の方法を用い、さまざまな文化の比較を通して、
異文化の仕組みを理解させ、またそれとの対照によって自文化の特
徴を明らかにさせる。このような文化の比較を通して、自分の身に
つけた価値観を相対化し、新たなものの見方を獲得させることを目
標とする。
授業計画：狩猟採集民や農耕民・牧畜民の自然資源の利用と文化、
異文化理解とジェンダー、グローバル化する世界における異文化理
解といったことについて、具体的な事例を通して講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化と共生

授業形態：講義
目標：国家や資本主義的世界経済の支配の下に置かれてきた人々の
視点から、世界の不公正な成り立ちがどのように見られ、抵抗され
たのか、そして彼らは、いかにしてそこから逃れようしてきたのか
を理解させ、アフリカやアジアなどの世界システムの周辺に生きる
人びととのあり方と、現代日本社会のあり方を比較対照できる能力
を身につけさせることを目標とする。
授業計画：資本主義経済に抗する「モラル・エコノミー」の実践、
資本主義経済と文化、ナショナリズムと社会的排除、公共性の創出
といったことについて、具体的事例を通して講義する。

16 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

現代社会の倫理学

授業形態：講義
目標：現代社会と倫理について応用倫理学の枠組みから思考する講
義である。応用倫理学は倫理学の一分野であり、テクノロジーの進
展を中心とする現代社会の倫理問題群に取り組む学問である。本科
目では、現代社会に生きるわたしたちが抱えたさまざまな倫理問題
の所在を明らかにしながら、とくにテクノロジーや資本主義との関
係から思考する。現代社会の倫理問題群について、「何が考えられ
なければならないのか」という基本的かつ実践的な視点の持ち方を
理解することをめざす。
授業計画：講義では適宜、視聴覚資料を活用する。取り上げるテー
マは、応用倫理学のなかでも、「情報倫理」「戦争倫理」「生命倫
理」「動物倫理」「環境倫理」などを中心とした初歩的な内容を扱
う。具体的には、ロボットの倫理・医学実験の倫理・動物の権利・
正戦論と兵器制御・脳科学と監視・エンハンスメント・死刑と殺
人・国家と暴力・国際協力の倫理・世代間倫理などのトピックにつ
いて基本的な理解を深める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生命科学技術と社会

授業形態：講義
目標：現代に用いられているさまざまな生命科学技術について概観
し、それら技術の基礎的な知識を得るとともに、医療・倫理・社会
の視点から思考する講義である。とくにバイオテクノロジー（生命
工学・生物工学）の進展に注目し、わたしたちの生命や身体、現代
社会や未来世代にどのような影響をおよぼしているのかについて、
基本的な枠組みと問題点を理解することをめざす。こんにち生命科
学技術が新聞やニュースで取り上げられるさい、技術の実際が省略
されていたり、あるいは誇張されていたり、ときには誤って紹介さ
れたりすることがある。これにたいし、基本的な知識をもって技術
の展望と問題点を把握できることは、現代社会に生きるわたしたち
にとって重要である。
授業計画：講義ではテーマに応じ視聴覚資料を用いる。人間や動物
の生・老・病・死に関わるバイオテクノロジーとして、生殖補助・
再生医療・iPS細胞・遺伝子操作・畜産・生物兵器・合成生物などを
取り上げ、その基礎知識と諸問題について学際的に理解を深める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境哲学と現代社会

授業形態：講義
目標：本講義では、環境問題の起源はどこにあるのかといった問い
から、科学技術の未来、リアリティなき生、関係性の病理や“生き
づらさ”など幅広く、自然―社会―人間の問題について考え、それ
によって現代社会を多角的に分析する環境哲学の射程について理解
することを目標とする。
授業計画：「ヒト」と「人間」、文明と人間、人間における自由、
近代社会システムの成立、「戦後」社会、現代科学技術の帰結、生
活世界と人間の「生」、自己と他者、人間存在における「共同」と
いったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本の歴史環境

授業形態：講義
目標：本講義の目標は、現代の市民社会の一員として未来を担って
いくべき主体として、現代日本を構成している歴史的環境を構造的
に把握し、将来を豊かな歴史認識にもとづいて構想していく能力を
身につけさせることである。
授業計画：日本史の概説について講義しながら、現代日本に関わる
歴史的諸問題の起源と構造について考察を行なう。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

個人創造の思想史

授業形態：講義
目標：個人を社会関係や権力関係など多様な環境のなかで理解させ
る。近代とは何かを考えるきっかけを与え、考えを深めさせること
を目標とする。
授業計画の概要：近代の歴史において、人間観や個人観の変遷がい
かなるものであったか、いかなる個人を近代人は構想し、それを国
家や社会といかに結びつけてきたか、そしてそのことと近代の権力
はどのような関係にあったのか、それらを歴史的・思想史的に考察
しながら講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会文化史

授業形態：講義
目標：ひとつの社会は、多様な文化を通してその世界観、価値観、
思想性などを表現している。したがって、ひとつの社会の生み出し
た文化を知ること、認識すること、分析することは、その社会の世
界観、価値観、思想性を再構成することでもある。本講義では、文
化の解読を通して、ひとつの社会のあり方を深く考察する。そのさ
い、文化の分析方法、そして社会のなかの価値や思想を把握する方
法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。アートとその社会的文脈、アー
トの分析方法、社会思想の歴史、近代とはなにかなど。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会政治思想

授業形態：講義
目標：人類はその歴史を通して、社会とはなにかをさまざまなかた
ち————思想にかぎらず、神話や芸術といったかたちでも————で考察
し、そのあり方を模索してきた。そして、ひとつの社会は、エリー
トと民衆、ネイティヴとよそもの、男性と女性などのさまざまな葛
藤を抱えてきて、それに対してさまざまに対処してきた。本講義で
は、こうした社会の抱える葛藤にどのように人類は対処してきたの
か、そのさいどのような価値観や思想性がもたれていたのかを探
る。そして、その過程で思想史や政治史の方法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。個と全体、都市と田舎、権力と
支配、贈与と交換、性差と社会、奴隷制と近代などである。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域社会の言語環境

授業形態：講義
目標：同じ言語の話者同士であっても、個人が使用する言語体系
は、世代、性別、地域、職業、生い立ちなどによって異なってい
る。個人の言語が、個人の地域社会内部での位置づけやアイデン
ティティと深く関わっていることを理解させ、様々な社会事象のな
かでの言語の位置づけについて考えさせる。
授業計画：方言・言語の認定の恣意性を踏まえたうえで、いくつか
の言語の歴史的、社会的、民族的背景から言語的多様性が形成され
ていることと、そのことを明らかにする方法論について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

言語使用の多様性研究

授業形態：講義
目標：コミュニケーション、言語行動の諸理論を踏まえたうえで、
個々の言語使用の性格を見極め、言語使用の多様性を観察し、その
様相を捉える方法論を身に着ける、また、自他の言語使用の違いに
ついて、科学的な知見に基づいた考察と位置づけができる能力を養
うことを目的とする。
授業計画：言語は、社会の中で「存在する」だけのものでなく、
様々なコミュニケーションのレベルで「使用される」ものでもあ
る。しかも、その使用の仕方は誰もが同じというわけではない。こ
の講義では、言語使用やコミュニケーションの動機や構造、社会的
性格についての諸理論を紹介したうえで、都市性や地域性、歴史的
経緯などの違いによって言語使用が異なり、その様態がどのように
成立するかを、実態を把握する方法論とともに講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ディスコースと社会

授業形態：講義
目標：我々の相互行為は社会における種々の要因とどのように関連
しているのかということについて、現実のコミュニケーションにお
けるメッセージの解明を目指す談話分析（ディスコース・アナリシ
ス）の視点から講義を行う。どのような価値観や前提の違いがコ
ミュニケーションにどのような影響を及ぼすのか、相手に対する配
慮はどのように示され、また理解されるのかという、社会における
共生・相互理解の問題について考えさせ、分析させ、その際に得た
気づきや関心についての理論的な位置づけについて講義する。
授業計画：以下の項目を講義する。
・コンテクストについて
・種々の価値観について
・談話分析について

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

言語表現と世界認識

授業形態：講義
目標：認知言語学の主要な概念を理解し、それを活用して言語表現
を手がかりに、その背後に潜む人間の精神の営み、すなわち、人間
が自分を取り巻く世界をどのように捉えているかを明らかにする基
礎力を養う。
授業計画：身の回りの言語表現を注意深く観察することで見えてく
る人間の精神作用について講義する。その十分な理解を活用して、
認知的観点から身の回りの言語事象を観察・分析し、さらにそれに
ついて論理的に議論できる力を身につける。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

認識とレトリック

授業形態：講義
目標：レトリックは単に表現を彩る技法ではなく、人間の精神の営
みを色濃く反映する。この授業では、代表的な30のレトリックを中
心に取り上げ、数多くの事例に基づいて、これらと人間の認識・思
考のパタンとの関係について理解を深める。
授業計画：30のレトリックを取り上げて、その特徴と人間の精神の
働きとの関係について講義する。その十分な理解に基づいて、具体
的な事例に関して人間の認識・思考の観点から各レトリックの効果
を分析・議論できる能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化表象と社会批評

授業形態：講義
目標：幕末から現代にいたる日本とアメリカの文化交渉の歴史を振
り返りつつ、その時々における問題点を批判的に考察する。その
後、現代日本社会における日米の文化交渉に関わる課題を見い出
し、その解決策を構想することを目指す。
授業計画：ペリー来航、遣米使節団、ラフカディオ・ハーン、黄禍
論、大正デモクラシーとアメリカ大衆文化、戦争プロパガンダ、占
領期文化、核を巡る想像力、アメリカ文化の受容と反発、グローバ
リゼーションと日本などのトピックについて講じた後、現代日本社
会における日米の文化交渉に関わる課題を発見・分析し、その解決
策の模索と提示を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

グローバル社会の文化表象

授業形態：講義
目標：種々の社会共生のあり方の一つとして、多文化共生・歴史と
の共生について理解を深める。19世紀末ヨーロッパにおけるジャポ
ニスム、授業で扱う作品の成立事情・作者・成立年代、後代におけ
る受容や海外での受容とその意義について説明できるようになるこ
とを目指す。
授業計画：日本の文学の中でも特に人気が高かった古典文学作品を
中心に、国内外の代表的な絵画・工芸作品、府立大学所蔵の貴重書
等を紹介し、海外における受容の様相をたどりながら作品を味わ
い、グローバル社会における日本文学・文化の享受と伝承について
考察する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

言語の社会システム

授業形態：講義
目標：近世日本において、古代漢語、古典日本語、蘭語という「言
語」の理解と習得によって構成されていった儒学、国学、蘭学とい
う学知の形成を、言語の社会システムとして捉えることにより、
「漢学言語論・国学言語論・蘭学言語論」といった言語論の意義
を、先端的研究に基づいて理解することを目標とする。
授業計画：経学の成立から陽明学に至るまでの中国儒学思想史、朱
子学、陽明学、古学（近世日本儒学思想史）、本居宣長や平田篤胤
らの国学思想、近世蘭学（洋学）史といったトピックについて、基
本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

学校教育史

授業形態：講義
目標：日本における学校教育の思想とその実践形態の確立につい
て、学制発布に代表される近代学校教育制度の導入によって、藩校
や寺子屋に代表される近世の「学び」の実態が、いかなる変容を遂
げたのかという点を中心に講述し、明治以降に導入された、西洋に
おける近代学校教育制度のあり方そのものについての理解を目指
す。
授業計画：近世の「学び」のあり方（藩校、寺子屋等）、近代学校
教育制度の導入の影響、教科書やカリキュラムにみる日本の学校教
育観、近代教育思想の日本的展開（ペスタロッチ、ヘルバルト、
デューイ等）といったトピックについて、基本的な知識を修得させ
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ジェンダーと社会

授業形態：講義
目標：働き方や子育てなど、さまざまなキーワードから、身近で起
こっている社会問題を「じぶんごと」として捉え、ジェンダー視点
から批判的に考える。
授業計画：ジェンダー概念と必要性の理解、ジェンダー論の先行研
究、ジェンダーの世界的多様性と歴史的変化、ジェンダー秩序にと
もなう差別、ジェンダーと政策・国際的動向、現代社会の諸問題と
今後の課題について、受講者に基本的な知識を示し、実践的に考え
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会調査論

授業形態：講義
目標：社会調査とはどのようなものか、調査によって明らかにした
い目的ごとにどのような手法があるのか、社会調査を行う際にどの
ような点に留意する必要があるのか、など、社会調査の基本的な事
項について全般的な理解を深めることを目標とする。
授業計画：社会調査の概要・意義を整理した上で、質的調査・量的
調査それぞれにつき、主要なものの特徴・方法・留意点を説明す
る。いくつかの調査手法を組み合わせて行われた研究事例を参照
し、社会調査の実践的イメージを把握する。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境社会システム学演習1

授業形態：演習
目標：受講生は担当教員の専門分野に応じて設定された研究テーマ
に取り組み、その過程で研究活動の基本を習得する。この講義の担
当者は自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学の複数分野から
構成され、それぞれチームを形成する。受講生はそれら担当教員が
率いるチームに分かれ、そこで学術的課題の探し方、アプローチの
方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を習得
する。これらを習得することで卒業研究につながる基礎的な技術や
知識を身につける。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対して、その
方法論、考察の方法、レジュメ・パワーポイント作成技術、プレゼ
ンテーション技能などを習得し、最終的に活動全体をレポートにま
とめる。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境社会システム学演習2

授業形態：演習
目標：環境社会システム学演習1に引き続き、環境社会システム学類
を構成する自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学それぞれの
専門分野における問題設定、データ収集と分析、考察の方法を修得
することを目標とする。受講生は各教員が設定するテーマを2つ選択
し、そこで自ら演習テーマを提案し、そのテーマに対して、自らア
プローチを模索し、課題解決を考察するプロジェクト型演習を実践
する。これにより卒業研究に向けた基礎的な方法論を習得する。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員を選択し、設定したテーマに対して、そ
の方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレポート
にまとめる。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境社会システム学演習3

授業形態：演習
目標：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境学、
環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設定
し、卒業論文の作成に向けた実践的な研究手法を習得する。受講生
は担当教員が提示するテーマを一つ選び、テーマの設定、アプロー
チの方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を
習得する。これらを習得することで卒業研究につながる技術や知識
等を身につける。

授業計画：オリエンテーションを行い、担当教員の研究課題紹介を
行う。学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対し
て、その方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレ
ポートにまとめる。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本史概説

授業形態：講義
目標：日本史上の重要トピックを取り上げ、歴史学の方法とその成
果を修得することを目的とする。具体的には、歴史学の方法につい
て、説明できること、歴史資料の特質とその扱い方について、説明
できること、日本史上の重要トピックについて、その研究の成果を
説明できること、講義全体を通じて、日本通史を説明できること、
を達成することを目標とする。
授業計画：歴史学と史料学の違い、古代史、正史と一次史料、神国
意識とケガレ概念、武家政権の成立、南北朝内乱、推理と地名、戦
国合戦の実像と信長の戦争、地震被害と記憶継承、学校と軍隊、南
京事件をめぐる歴史認識と実像、近現代公文書の歴史学などについ
て解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

外国史

授業形態：講義
目標：歴史学論文の精読を通して、事象を深く掘り下げて理解する
とともに、学術的文章を読みこなし、それに基づき自ら考察した結
果をまとめ、発表する能力を習得することを目標とする。
授業計画：歴史上重要と考えられる主題について講義を行った上
で、更に関連論文を全員で講読する。受講者が分担して論文要旨を
作成し、口頭発表する。講義では「自然環境と開発」、「世界の一
体化」、「国家の多層性」、「グローバルヒストリー」等を取り上
げる。主題について学んだこと、考察したことを読後レポートとし
てまとめる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

政治学

授業形態：講義
目標：政治は日常の生活と密接に関係している。政治の仕組みや現
在の社会の成立ちについての知識を身に付け論理的に説明できるよ
うになるとともに、現代社会の課題について主体的に考えられるよ
うになることを目標とする。
授業計画：日本の政治制度とその成立過程、議会制民主主義の仕組
み、国際政治について、基礎的な事柄から詳しく解説する。その上
で、学んだ知識を現代社会の課題に当てはめて考える時間も設け
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

倫理学

授業形態：講義
目標：自律と公共性という観点から、倫理学の方法に関する基礎的
知識を学ばせる。また、現代社会のなかでどのようなことが倫理的
な問題領域としてとらえられるか、その問題に対してどのように考
えることが倫理学なのかを理解させ、自ら問題を見いだし、設定
し、それについて自分で考える主体的な能力を身に付けさせる。
授業計画：複数の人間が共に生きるうえで、道徳がいかなる意味を
持つか、何人かの思想を解説しながら考えていく。人間は社会の中
で育てられると同時に、自ら考え、社会を形成するメンバーとして
判断する。その人間の在り方と判断の仕方を、徳や自由、功利主義
や正義論というベーシックな概念を解説しつつ考えていく。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

自然地理学

授業形態：講義
目標：高校で学習する自然地理学の内容を知識だけでなく、一般化
できる水準で理解でき、地域開発、環境問題、防災などの課題に、
応用と対処ができるようになることを目標とする。そのため、日本
の土砂災害、洪水と津波、北米大陸西海岸および北米大陸中西部地
域を例に学習する。
授業計画：地球全体および日本の気象気候現象を学習した後、北米
大陸の気象データを用いて、気候分布の成り立ちを理解する。受講
生はカリフォルニア州の気候区分および気象災害を調査し、レポー
トを作成する。大陸規模の大地形を概説する。日本の気象･地震災害
を概説した後、受講生はある地域を選び、地質図、地形図や土地条
件図、ハザードマップなどの資料を用いて、地域の災害の予想を考
察し、レポートを作成する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本近代の社会の歴史

授業形態：講義
目標：日本近代史には混迷する今日の政治や社会、文化を冷静に読
み解くための重要なカギが数多く存在している。本講義は幕末から
敗戦後までの日本近代史について社会を軸に理解し説明する能力を
身につけることを目標とする。
授業計画：開国と幕藩体制のゆらぎ，明治新政府とその課題，啓蒙
思想と自由民権運動，大日本帝国憲法と教育勅語，条約改正と日清
戦争，日露戦争と「勝利の悲哀」，第一次世界大戦と日本，「改
造」思想の潮流，満州事変と長い戦争の始まり，総力戦の実態，敗
戦と占領の開始占領政策と天皇制といった事項について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

東洋の歴史環境

授業形態：講義
目標：東洋における歴史展開と環境条件の関係性について考察する
ことをテーマとする。東洋における各時期の環境条件と、文明の形
成・分裂・伝統社会の完成について正しく関連づけて理解し、説明
できることを到達目標とする。
授業計画の概要：歴史は、その世界が置かれた「環境」の中で展開
する。そこには自然条件のみならず、周囲を取り巻く国際関係や文
化・技術などの諸条件も関わってくる。東洋世界がどのような環境
条件の中で歴史を紡いできたのか、歴史世界と環境の関係性に焦点
を当て、多様な視点から考察する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

西洋の歴史と文化

授業形態：講義
目標：西洋文化がどのように形成されていったか、その過程を見る
とともに、そのようにして形成された西洋文化の諸層を多角的な視
点に立って講義する。それによって西洋文化を論じる視点の基礎を
習得させる。
授業計画：ギリシア文化の形成について整理した後、ギリシア文化
の伝播、ギリシア文化・アラビア文化の受容と西欧文化の形成、西
洋文化における社会の変遷、西洋文化におけるジェンダー観の変
遷、文学テクストに反映された西洋文化の諸相というテーマに沿っ
て授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

比較地域論

授業形態：講義
目標：日本や西欧（特にフランス）の都市の形成過程や政策、思想
をたどりながら、今日の都市の状況に至る道程を考える。日・欧の
都市空間がどのような社会／経済／政治／文化的背景のもとでつく
られてきたのか、どのような相違や共通点があるのか、理解し説明
できることを目標とする。
授業計画：工業化と近代都市計画，郊外空間の形成，モダニズムと
都市，脱工業化と都市をめぐる状況変化，新自由主義の台頭と「都
市再生」，都市とリノベーションなどのトピックについて解説す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

国際教育と開発

授業形態：講義
目標：世界における人間開発の諸問題（人権、貧困、階級、ジェン
ダー、紛争）を構造的かつ歴史的に理解し、国内のこれら同種問題
との本質的な異同を自ら説明することができるようにする。人間開
発関係の文献（国連の報告書）などを読む。
授業計画：教育の国際化の観点から「不公正な貿易構造と途上国経
済」「環境保全より優先的に志向される『安全』とその思想」「貧
困と環境問題の関係」「デジタルデバイドと選択（自己決定）」の
国際的問題の理解を深める。次に、これら内容の理解を基に人間開
発の観点から個人の尊厳と自由のための教育のあり方を内容的・方
法的に検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

質的調査法

授業形態：講義
目標：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変化な
どについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分析の
方法の特徴・実施する際の留意点などを理解することが第一の目標
である。その上で、自ら問いを立て、調査をデザイン・実行し、調
査結果を分析して新たな知見を得られるような能力を養うことを目
標とする。
授業計画：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変
化などについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分
析の方法について順に、利点と欠点、留意点などについて検討す
る。その上で、実際に行われた調査事例・モノグラフから、より具
体的な調査の設計・実施のノウハウなどを抽出する。特に、フィー
ルドワークによる、参与観察、インタビュー、ライフヒストリーな
どの方法に重点を置く。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

資料分析法

授業形態：講義
目標：公式統計など種々の統計調査やテキストを分析を用いた論文
を読みこなすための基礎的な知識を獲得することで、個々の研究内
容の妥当性を評論し、そこからどのような事実を読み取り、また、
批判すべき点や足らない部分を分析・考察したうえで、発展的な調
査研究へつなげられるようになることを目標とする。
授業計画：公的統計や調査報告・フィールドワーク論文が読めるた
めの基本的知識について学ぶ。単純集計、度数分布、代表値、散布
度、クロス集計などの記述統計データの読み方、さまざまなテキス
トデータの収集と整理、基本的なまとめ方、さまざまな調査法で書
かれた調査研究の読解などについて学ぶ。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

調査設計法

授業形態：講義
目標：具体的な調査対象をさがし、基礎的な情報を収集し問いを立
て、調査の作業仮説を構築し、それを検証するために必要な具体的
な方法を選択、調査計画を設計するといった、社会調査の実施にと
もなう一連の過程において必要な事項について理解できるようにな
る。そのうえで、自分自身で社会調査の設計ができるようになるこ
とを目標とする。
授業計画：社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形
にまで整理していく具体的な方法を学ぶ。調査目的と調査方法、調
査方法の決め方、調査企画と設計、仮説構成、対象者の選定の諸方
法、サンプリング法、質問文・調査票の作り方、調査の実施方法、
調査データの整理などについて学ぶ。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
1A

授業形態：演習

授業目標：地理・歴史分野の内容を持続可能性をテーマとして授業
デザインする力を修得する。とりわけ日本における空間的相互依存
関係として「縮小社会」に対応する観点から「人口減少（少子高
齢）」「環境」「生活文化」ならびに歴史における「未来を拓く」
ことを意識した授業力を獲得する。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（地理歴史分野）との関係を考える。これに基づき、国内における
持続可能性の問題として存在する「縮小社会」「環境」における都
市、機能、産業構造の変容を把握する。次に歴史的観点から、歴史
的事象における未来への選択の観点から近現代を捉え直す。そして
これらに相応しい資料の教材化について検討し、主体的な学習を促
す授業プランを作成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的事象の地理的・歴史的な見方・考え方を働かせ、
課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を身に付け
ることができる授業力を養う。特に「知識及び技能」、「思考力、
判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力
に繋がる授業デザイン力をつける。

授業概要：地理・歴史だけでなく、公民分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が社会的事象の意
味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生活
と関連付けて多面的・多角的に考察する授業を行う。同時に課題解
決のために主体的にかかわる意欲や態度を養う授業構成力を培う。
このため、実際の授業づくりに用いることができるよう、歴史・地
理・公民の教科書ならびに資料を用いて内容構成を行うことができ
るように進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
1A

授業形態：演習

授業目標：公民分野の内容を持続可能性とテーマとして授業デザイ
ンする力を修得する。とりわけ日本における「縮小社会」に対応す
る観点から「人口減少（少子高齢）」「社会保障と財政」「環境」
などにおける授業力を養う。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（公民分野）との関係を考える。これに基づき、国内における持続
可能性の問題として存在する「縮小社会」としての諸問題から、
「社会保障と財政」「環境」「地方行政」などにおける既存の諸制
度の限界的変容を把握する。そしてこれらに相応しい資料の教材化
について検討し、主体的な学習を促す授業プランを作成する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決
したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際
社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要
な公民としての資質・能力の基礎を養う授業デザイン力を修得す
る。

授業概要：公民だけでなく、地理・歴史分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が、社会的事象の
意味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生
活と関連付けて多面的・多角的に考察し、課題解決のために主体的
にかかわる意欲や態度を振り返りながら授業を構成する力を培う。
このために、討論とグループワークのほか資料購読を行う。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ビジネスプレ
ディクション）

授業形態：演習
目標：本授業では、POSデータから基礎分析を行い、疑問点を見つ
け、経営課題を発見することができ、発見した経営課題に対して、
POSデータのマイニングで発見すべきポイントを明確化し、実際にマ
イニングし、その結果から、有用な実際のソリューションを提案で
きる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ビジネス・プレディクション）の最終科
目として位置づけ、具体的に、数人のグループで、POSデータの存在
する店舗でのインターンを行いながら、問題の識別、および解決方
法について考察し、データ分析を通じて、その問題の本質を見極
め、ソリューションを提案するのに必要な分析を行う。
なお，PBLプログラム(ビジネスプレディクション)はSDG8「働きがい
も経済成長も」、SDG9「産業と技術革新の基盤をつくろう」と対応
している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生産システム科
学）

授業形態：演習
目標：生産システムの設計・計画・運用をグループで演習・実践す
ることにより、生産システムの重要性を理解し、将来、生産システ
ムの設計・計画・運用を実務として遂行できる能力を身につけるこ
とを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生産システム科学）の最終科目として位
置づけ、授業では、生産シミュレーションの役割・機能についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
生産シミュレータを用いることで、各グループで生産システムの設
計・計画・運用の演習・実践を行う。さらに生産シミュレーション
の内容および結果をプレゼンテーション資料にまとめるとともに、
最終回に成果発表を行う。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ヘルスケア科
学）

授業形態：演習
目標：ヘルスケア分野の課題を解決するためにグループで企画・実
践することにより、実際の課題に対する解決モデルを計画・作成、
発表、(実施・評価)を育成する。また、将来医療情報の専門職とし
て実践力身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ヘルスケア分野）の最終科目として位置
づけられている。授業では、ヘルスケア分野の課題解決に必要なシ
ステム、サービスをデザインできる能力を養うために、数名のグ
ループでの活動を通して、実際の課題に対する解決モデルを計画・
作成、発表、(実施・評価)する。さらに演習の成果を報告書にまと
めるとともに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。
なお、PBLプログラム(ヘルスケア科学)はSDG3「すべての人に健康と
福祉を」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（サービスデザイ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDGsにおけるサービ
スデザイン開発をグループで企画および計画のプロセスを通して、
SDGsについての基本理念及び概念を理解し、そのサービスデザイン
を実践していくためのリーダシップ力、及びチーム力を高める能力
を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（サービスデザイン）の最終科目として位
置づけ、授業はグループワーク形式により行い、各グループがワー
クショップ形式の演習によりデザイン思考や創造性開発技法、ビジ
ネスモデルの作り方を体験・学習する。その学習を生かして、SDGｓ
に向けたサービスに関する問題討議や調査などを各グループで行
い、ビジネスモデルとして作り上げる。
PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDG8「働きがいも経済成長
も」と対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育情報システ
ムデザイン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）は、教育サービ
ス提供プラットフォームの設計、構築、管理、および評価をグルー
プで企画・実践することにより、それらの重要性を理解し、将来
サービスの企画・運営および教育サービスの構築活動を実践するこ
とのできる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）の最終科目
として位置づけ、授業では、教育支援を題材とした情報サービスプ
ラットフォームのサービス設計、構築、管理および評価といった一
連の活動を、より実践的な演習を通して習得させる。演習内容とし
ては、サービス提供者としてのシステム構築および、コンテンツを
デザインするとともに、構築したサービスについて評価を行う。1グ
ループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで教育
サービス提供プラットフォーム構築の企画・計画、システム構築、
コンテンツ開発、評価実践を行う。さらに、最終回に成果発表（プ
レゼンテーション）を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（情報ネットワー
クシステム）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）は、情報ネット
ワーク技術を活用してさまざまな課題を解決するためのシステムの
提案や開発を通じて、将来、リーダーとして、実社会における課題
解決のためのプロジェクトを運営できる能力を身につけることを目
標としている。

授業計画：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）の最終科目
として位置づけられている。授業では、情報ネットワークに関する
要素技術や、それらを用いた課題解決の必要性と実例についての講
義を行う。また、1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
各グループで、課題の発見、解決のための要素技術の調査、システ
ムの提案、設計、構築、および評価といった実践を行う。さらに、
提案したシステムに関して報告書にまとめるとともに、最終回に成
果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境学）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境学）は、環境活動をグループで企画・実
践することにより、コミュニティーレベルでの環境保全活動の重要
性を理解し、将来リーダーとして環境活動を実践することのできる
能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境学）の最終科目として位置づけ、授
業では、環境教育・環境活動の必要性と実例についての講義を行
う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グルー
プで環境活動の企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに環境活動の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に
成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラム（環
境学）は、SDG14「海の豊かさを守ろう」、SDG15「陸の豊かさも守
ろう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域再生学）は、「地域実践演習」で発見し
た課題を基に地域活動をグループで企画・実践することにより、コ
ミュニティーレベルでの連携の重要性を理解し、将来リーダーとし
て地域活動を実践することのできる能力を身につけることを目標と
している。

授業計画：PBLプログラム（地域再生学）最終科目として位置づけ、
授業では、コミュニティ教育・地域連携の必要性と実例についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
「地域実践演習」で発見した課題を基に各グループで地域連携の企
画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに地域活動
の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、 PBLプログラム(地域再生学)は、SDG11
「住み続けられるまちづくりを」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境再生）は、環境再生活動をグループで企
画・実践することにより、コミュニティーレベルでの環境再生活動
の重要性を理解し、将来、リーダーとして環境再生を実践すること
のできる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境再生）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、環境再生に関わる技術、調査手法について講
義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各
グループで環境再生に関わる技術、調査手法を用いて環境再生活動
の現場への見学、企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに、環境再生活動の成果を報告書にまとめるとともに、最
終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラ
ム(環境再生)は、SDG3「人々に保健と福祉を」、SDG6「安全な水と
トイレを世界中に」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（企業と持続可能
な社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は、社会科学の観点
から持続可能な社会の形成に向けた課題を発見し、その解決策をグ
ループで企画・実践することを通じて、リーダーならびにビジネス
パーソンとして活動する際に有益な能力を身につけることにある。

授業計画：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）の最終科目とし
て位置づけ、授業では、企業や社会が抱える持続可能な社会の形成
に向けた課題発見と実例についての演習を行う。具体的には、参加
学生が自主的に研究テーマを設定し、教員の指導のもとで考察の方
法、口頭発表による効果的なプレゼンテーション方法などを習得す
る。さらに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。こ
の演習の最終目標は、持続可能な社会の形成に向けた課題の把握
と、それを解決する能力を身につけることである。
なお、PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は SDG8 「働きがい
も経済成長も」と SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」
に対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-A）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-A）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。

授業計画：政治経済／公共的事象から見た国内の「縮小社会」と国
際的な「人口拡大社会」の問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、国内的に「人口増加社会と減少社会」「人間開発と社会保
障」「環境」の3領域とし、国際的には「人間開発と教育」「環境と
国際的視点」「災害と脆弱性」とする。また、異なる国の課題及び
異なる専門分野にもとづく問題解決思考群を共有し、国際的に実施
可能かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発す
る。なお、PBLプログラム(ESD-A)はSDG4「質の高い教育をみんな
に」に対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-B）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-B）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。
1.現代社会の一員としての高い倫理観を持ち、他者と協働して課題
に取り組むことができる。
2.PBLプログラムで学んだことを持続可能な社会の実現と関連付けて
説明することができる。
3.PBL演習の成果について分かりやすくプレゼンテーションすること
ができる。
4.国際教育カリキュラムを作成するにあたり海外大学生と協働する
ことができる。

授業計画：地理的/歴史的事象から見た「人口拡大社会」と「人口縮
小社会」の諸側面の動態を問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、「人間開発と社会保障」、「環境」、「人間開発と教
育」、「環境」、「災害と脆弱性」５領域とする。また、異なる国
（フィリピン）の同様のフィールドにおける課題を共有し、異なる
アプローチにもとづく問題解決思考群を交換して国際的に実施可能
かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発する。
なお、PBLプログラム(ESD-B)はSDG4「質の高い教育をみんなに」に
対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（社会調査）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（社会調査）は、社会調査の具体的な手法を実
際に調査することで体験し、それにより知識の具現化や修正、自身
が自立的に調査を実行できる能力を身につける。その過程で、調査
協力者となる人々との対話や議論を通じて地域社会の課題をくみ取
り、それを研究プロセスに反映、課題設定と解決に資するために、
社会調査に何が可能であるかを考え、自分なりの考えを持ち、持続
可能な社会の構想に資する能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画の概要：PBLプログラム（社会調査）の最終科目として位置
づけられている。調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会
調査の全過程について、体験を通じて学習する。調査の企画、仮説
構成をし、自らの関心と問いに必要な調査法を選び、調査計画を設
計する（１～15回）。そのうえで、調査を実践し、得られたデータ
の整理、分析をし、必要な追跡調査をしたうえで、調査報告を作成
する（16～30回）。なお、PBLプログラム（社会調査）はSDG17
「パートナーシップで目標を達成しよう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（都市社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（都市社会）は、都市空間と都市社会につい
て、地理的視点から考え、説明できる能力を身につけることを目標
とする。
具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（都市社会）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、大阪をはじめとする都市空間と、そこに住み
暮らす人々の社会について、地理的視点から考えることを目指す。
そのために、都市に関する様々な統計データや資料の探索・収集お
よび分析・考察を行うだけでなく、実際に都市の現場を歩き、観察
や調査をすることが欠かせない。そのため，本授業では，授業時間
内および土日を使ってのまちあるき（エクスカーション）を行う
（具体的には大阪市や京都市などを予定している）。
なお、PBLプログラム（都市社会）はSDG11「住み続けられるまちづ
くりを」、SDG8「働きがいも経済成長も」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（文化表象）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（文化表象）は、言語と文学の両方の領域で、
種々のデータを分析し考察していくことにより、多様な文化現象を
理解し、その理解を現代社会の諸問題に関連付けることによって、
公正な社会の形成に貢献する能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（文化表象）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、日本語学、認知言語学、談話分析に関する言
語学領域の演習と日本文学、アメリカ文学に関する文学領域の演習
をグループに分かれて行う。演習では、文学・メディア・日常会
話・インターネット上のテキストなどをデータとし、そこで表され
る種々のイメージや意味を分析し、自文化・異文化の様相や成立経
緯について考察する。最終回に、その考察結果について発表を行
う。なお、PBLプログラム(文化表象)はSDG10「人や国の不平等をな
くそう」に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（共生の思想）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（共生の思想）は、「共生の思想」に関する基
礎的観点について説明でき、文献やフィールドを用いた具体的な研
究活動を計画・実践することができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（共生の思想）の最終科目として位置づけ
られている。授業では、演習を進めるにあたっての「共生の思想」
に関する共通認識を形成した後、文献やフィールドを用いた研究活
動を実践する。最終回には、演習の成果について報告・共有を行
う。なお、PBLプログラム（共生の思想）はSDG16「平和と公正をす
べての人に」、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」と対
応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ジェンダー論）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ジェンダー論）は、ジェンダーに関わる問題
を批判的に発見し、学術的にその問いを深め、仲間と協働しながら
その解決にむけて検討・実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（ジェンダー論）の最終科目として位置づ
け、授業では、ジェンダー論の必要性と実例についての講義を行
う。また数名で構成されるグループを作り、各グループでジェン
ダーに関連する問題関心の共有とテーマ設定、企画立案、役割分
担、課題への取り組みを行う。さらに成果を報告書にまとめるとと
もに、最終回ではその成果発表（プレゼンテーション）を行う。な
お、PBLプログラム（ジェンダー論）は、SDG5「ジェンダー平等を実
現しよう」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（コラボレーショ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（コラボレーション）は、協働をグループで実
践することにより、対人支援活動における協働の重要性を理解し、
多職種の協働による「誰1人取り残さない」視点を獲得し、将来キー
マンとなって協働活動を実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：
連携・協働の概念および連携・協働の必要性と実例についての演習
を行う。連携・協働の実践力を養成するため、多様な対人支援領域
（社会福祉、教育、保育、心理、保健など）を専門とする学生から
成るグループワークやフィールドワークにより体験的に他領域の支
援理念や支援方法の理解を促進し、多職種や多機関の連携・協働の
ための具体的方法を習得する。同じ場面を共有した上で異なる専門
性を持つメンバーによるディスカッションにおいて、それぞれの視
点の違いを明確化、葛藤の体験、その上で葛藤のマネジメント、こ
れらの協働の実践を行う。さらに対人支援活動における協働活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBL プログラム(コラボレーション)
は、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」に対応してい
る。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域および都市
における排除・共生・参
加）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参加）
は、地域および都市における排除、共生、参加の問題について具体
的にデータを集め、多次元的に考察し、実行可能な解決案や改善案
を具体的に企画できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参
加）の最終科目として位置づけ、授業では地域社会、地域福祉、都
市における排除、共生、参加に関する要点を講義で再確認し、グ
ループワークにより、フィールドワークを行う自治体（市区町村）
または、より狭域の地域社会を決めて、「排除、共生、参加」に関
する課題を具体的に決める。データを集め、考察し、実行可能な課
題解決や改善の提案を作成し、報告書にまとめるとともに、最終回
にプレゼンテーションを行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生涯学習と設
計）

授業形態：演習
目標：生涯学習をグループで企画・実践することにより、人生を通
じた学習活動の重要性を理解し、将来、地域のリーダーとして生涯
学習のコーディネート、ファシリテーションを実践することのでき
る能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生涯学習と設計）の最終科目として位置
づけ、授業では、生涯学習活動の意義と必要性、生涯学習における
カリキュラムと制度設計の実例についての講義を行う。また1グルー
プ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで生涯学習の
企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBLプログラム（生涯学習と設計）は、
SDG4「質の高い教育をみんなに」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生活環境と情
報）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生活環境と情報）は、日常生活におけるあら
ゆる情報に対して認知的な観点から批判的思考ができる能力とそれ
を論理的に説明できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（生活環境と情報）の最終科目として位置
づけ、授業では、生活環境における情報に着目し、認知の特性を考
慮したよりよい情報提示のあり方について自身が担当する問題を設
定し、次に、これまでに学んだ授業内容（ヒューリスティクス、認
知バイアス、プロスペクト理論、多属性意思決定、情報圧縮、クラ
スタリングなど）を踏まえ、問題解決のために学ぶべき内容をグ
ループで相談し、学習を繰り返す。自分が担当する問題の本質を見
極め、その改善方法を検討し、具体的な案として報告書をまとめ
る。最後に成果発表を行う。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生きることと遊
び）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生きることと遊び）は、様々な遊びを体験
し、そのことと自身の心や生きることの関係、意義、可能性につい
て体験に基づいて考えることができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（生きることと遊び）の最終科目として位
置づけ、授業では、個人の遊びの経験を振り返り、それを再体験し
たり、新たな遊びを創造する実習を行う。後半では、合宿形式で自
然の中での遊び体験を行う。最終回には、遊びの体験から獲得した
ことや自身の変化について言語化し、発表、共有する発表会を行
う。なお、コンピューターやインターネットを使う遊びは本授業で
の内容に含まない。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育保障）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育保障）は、将来リーダーとして学習支援
活動を実践することのできる能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画：PBLプログラム（教育保障）の最終科目として位置づけ、
本授業では、「地域実践演習」での経験を活かし、地域学校現場に
おける課題について整理するとともに、大学の近隣地域の小中学校
に対しての学習支援活動を行うことを通して、地域コミュニティの1
員としての大学が地域の教育・学力保障にどのように貢献すべきか
についての自分なりのプランを持ち、実際の学習支援活動を運営し
ていくスキルを身につける。
なお、PBLプログラム(教育保障)はSDG4「 質の高い教育をみんな
に」、SDG5「ジェンダー平等を実現しよう」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインインターン
シップ

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。この授業では、（１）自らが未来デザインコースにおいて取り
組むべき課題について、持続可能な社会の実現との関係を含めて説
明でき、インターンシップで赴いたフィールドにおける取り組みか
ら、取り組むべき課題に関する新たな知見を得て、その内容を説明
することができることを目標とする。

授業計画：学生がメンター教員の助言を受けながら自治体、NPO、企
業などのインターンシップ先を探し、事前学習を行った上でイン
ターンシップに参加することで、学生自身に取り組むべき課題を発
見させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン計画演習

授業形態：演習
目標：以下の能力を身につけることを目標とする。
１．自らが未来デザインコースにおいて取り組む課題が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかを説明できること。
２．未来デザイン計画書に基づいて卒業までの履修計画を立てるこ
とができること。
３．卒業研究と卒業後の計画を立案すること。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、1年次末に未来デザイン計画書を提出し、未来デ
ザインコースの履修を認められた学生が、メンター教員の助言を受
けながら卒業までの履修計画を精緻化するとともに、卒業研究と卒
業後の計画を立案する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインPBL演習

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、学生のセルフプロデュースにより、社会におけ
る課題解決を実践する。学生はメンター教員の指導の下、必要に応
じて他の専任教員の助言も受けながら、持続可能な社会の実現のた
めに自らが貢献できる課題を見出し、解決方法を構想する。地域の
方々や起業家、NPO、自治体、各種企業、学生が開発したアプリケー
ションのユーザなど、、学内外の関係者と協働する学びによって、
未来社会の実現を実行できる人材の育成を目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン卒業研究

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 1.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題について、先
行研究や過去の類似の取り組みの中での位置づけと、持続可能な社
会の実現における意義を明確に説明することができる。

 2.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果について、客観的な資料を根拠に明確に説明することができる。

 3.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果に基づいて、今後の展望を示すことができる。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、未来デザインPBL演習の成果を踏まえ、未来デザ
インコースの集大成としての卒業研究に取り組む。卒業研究の指導
教員は、学生がメンター教員と相談の上で提出した希望指導教員名
を踏まえて、学域教育運営委員会の中に設置された未来デザイン支
援WGが、現代システム科学域前専任教員の中から選出する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

コンピュータシステム

授業形態：講義
目標：本授業は情報システムの基盤となるコンピュータ・ハード
ウェアの基礎を学ぶ科目である。コンピュータにおけるデータの表
現方法、CPUの仕組みとマシン語，デジタル回路の基礎，コンパイラ
の基礎，メモリ，OSの役割について理解することを目指す。
授業計画：授業では，デジタル情報の表現方法，CPUの仕組みやマシ
ン語，デジタル回路の基礎，コンピュータメモリ，コンパイラの基
礎，OSの役割について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知

識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

情報ネットワーク基礎

授業形態:講義
目標:インターネットに代表されるコンピュータネットワークの基本
的な構造や動作原理の修得、およびデータ形式などを理解するこ
と。
授業計画:本科目では、インターネットをはじめとする実際の情報
ネットワークにおいて運用されている階層型プロトコルである
TCP/IPを例に、物理層からアプリケーション層までの種々のプロト
コル、データ表現、コネクション型通信、DNSなどについて習得させ
ることを目的とした講義を行う。また、LANや無線ネットワークを実
現するための技術についても解説する。具体的には、コンピュータ
ネットワークの基本的な構成、アプリケーションの通信品質と交換
原理、ネットワークの歴史と標準化、ネットワークアプリケーショ
ンとその特性、トランスポート層の役割、ネットワーク層の役割、
データリンク層と物理層の役割、ブロードキャスト型のネットワー
ク(LAN)などについて取り上げる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

データベース基礎

授業形態：講義
目標：計算機上に効率的にデータを蓄積する技術であるデータベー
ス、特に形式的基盤を持つリレーショナルデータベースについて、
そのモデル化、操作言語、設計理論およびSQLについて基本的な知識
と技能を習得するとともに、サーチエンジン等で用いられる情報検
索技術について理解することを目標とする。
授業計画：リレーショナルデータモデル、リレーショナルデータ
ベースの設計理論、SQLによるデータベースの操作、およびサーチエ
ンジンと情報検索について講義するとともに演習を行い、基本的な
知識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

アルゴリズムとデータ構造

授業形態：講義
目標：プログラミングをする上で基礎となるデータ構造とアルゴリ
ズムの基礎的な視点、方法論を学ぶための科目である。この授業で
は、計算量の観点から各アルゴリズムの特徴を学ぶことによって、
基本的なデータ構造とアルゴリズムの理解を目指す。また、授業中
に適宜課題に取り組むことで、プログラミングへの応用の面からも
学ぶことを目指す。
授業計画：擬似コードと計算量、配列・スタック・キュー、リス
ト、ハッシュ、木構造、ソーティング、動的計画法といったトピッ
クについて、計算量に基づいた知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤

科
目
）

情報セキュリティ

授業形態：講義
目標：情報システムの専門性について総合的に理解させ、情報セ
キュリティに関して高い技術者倫理を持つ高度な専門技術者として
継続的な研鑽を続けることができる基礎的知識を習得させる。特
に、情報システムをエンドユーザとして利用するときだけではな
く、企画・計画・運営する際に必要となる情報セキュリティに関す
る知識を習得させる。
授業計画：情報システムに関する倫理，関連法規，知的財産権，個
人情報保護，コンピュータ犯罪，インターネットと社会との関わり
情報セキュリティ技術といったトピックについて基本的な知識を修
得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

データ科学

授業形態：講義
目標：実データを解析するための統計・最適化理論、モデル化など
を習得することができる
授業計画：統計学、線形代数の他、回帰分析・重回帰分析・主成分
分析などの理論的学習、及びその算出法を最適化理論と共に学習さ
せる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）マルチメディア情報処理

授業形態：講義
目標：近年、映像・音声・文字メディア等を含むマルチメディア情
報が情報システムでよく用いられている。本講義では、情報システ
ムにおけるマルチメディア情報の表現方法並びにマルチメディア情
報処理における基礎的な技術を修得するとともに、ヒューマンイン
タフェースに関して具備すべき条件と実現技術、及びそれらを応用
した具体的なシステムについて理解する。
授業計画：マルチメディア情報の種類と特性、情報のデジタル表
現、マルチメディア情報の表現、マルチメディア情報の入力技術、
マルチメディア情報の変換圧縮、マルチメディア情報の処理技術、
マルチメディア情報の出力技術、ヒューマンコンピュータインタラ
クション、マルチメディア情報応用システムなどのトピックについ
て、基本的な知識を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

オペレーティングシステム

授業形態：講義
目標：オペレーティングシステムのための基本的概念と基本的アル
ゴリズムについて理解させる。オペレーティングシステムの歴史，
基本構造，プロセス管理，メモリ管理，入出力管理，ファイルシス
テムなどについて講義する。
授業計画：オペレーティングシステムの基礎概念，プロセス管理，
メモリ管理，入出力管理，ファイルシステムといったトピックにつ
いて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習1

授業形態：演習
目標：ソフトウェア開発の基本的技術として、提示された問題をプ
ログラムによって解決するためのアルゴリズムを見出し、それを実
装するためのデータ構造およびプログラミング言語のコードを作成
することができ、さらに作成したプログラムを実行・デバッグする
ことができる能力を習得させることを目標とする。
授業計画：本講義は毎回オムニバス形式で実施し、毎回様々な例題
を提示し実際のアルゴリズムをコードとして実装させる。

（【76】.小島篤博／5回）
再帰関数、乱数生成、ソートアルゴリズム等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【92】.柳本豪一／4回）
モンテカルロ法、探索アルゴリズム等について基本的な考え方、プ
ログラムの実装法を習得させる。

（【68】.上杉徳照／4回）
ファイル入出力、文字列操作、最急降下法等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【78】.佐賀亮介／1回）
配列操作、コンストラクタ等について基本的な考え方、プログラム
の実装法を習得させる。

（【76】.小島篤博・【92】.柳本豪一・【51】.中島智晴・【68】.
上杉徳照・【78】.佐賀亮介／1回）（共同）
以上の内容について総合的に構成された課題について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知

識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習3

授業形態：演習
目標：人工知能，社会科学，ヘルスケア，ネットワークの知識情報
システムの各分野における代表的な課題とその解決法についてグ
ループワークなどを通じて、代表的アルゴリズムなどの応用を自主
的に発見・修得することにより自発的探究心や創造性を養う。さら
に実験結果の口頭発表などを導入して、実験結果とそれに対する考
察を正確に伝達できるプレゼンテーション能力の向上を図る。
授業計画：以下の項目を講義する。また，各内容について演習を行
う。
・資料の検索手法
・手法検証のためのプログラム設計
・プログラム開発
・実験データの取得，解析
・発表資料作成と成果発表

共同
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知識情報システム学演習4

授業形態：演習
目標：知識情報システム関連分野における先端的な研究に接する中
で、受講生自らが課題に対する問題点の把握、分析結果の討論、レ
ポートの作成、プレゼンテーション等、研究を計画的に遂行するた
めの総合力の基礎を身に付けることを目標とする。
授業計画：研究テーマの策定を通じて、文献による従来研究の理
解、研究遂行に必要となる知識の修得、報告書の作成、ポスター発
表によるプレゼンテーション能力の向上を行う。

授業形態：演習
目標：利用者のニーズを捉えた具体的な情報システムやWebサービス
を提案し、その実現技術を兼ね備えるための基礎的スキルを学ぶた
めの科目である。この演習では、Webサービス開発の基礎知識となる
HTML・CSSを理解するとともに、利用者の視点に立った具体的なコン
テンツを提供する基本的なウェブサイトの構築に取り組む。そし
て、現代社会を支える「AI分野」、「医療分野」、「電子自治体分
野」、「ビジネス分野」、「生産システム分野」を対象とした利用
者のニーズを把握するとともに、各分野のニーズに応える具体的な
情報システムやWebサービスを実現する基礎技術の修得を目指した演
習に取り組む。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【47】.瀬田和久／2回）
AI分野における対話システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解と
サービス連携による実現方式を理解させる。そして、対話システム
における意味処理のための知識表現の基礎を演習形式で理解させ
る。

（【57】.真嶋由貴惠／2回）
医療分野における情報システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解
と医療サービス、医療業務との連携について理解させる。そしてア
クティブラーニング形式にて医療の課題とICTにおける解決策につい
て考えさせる。

（【64】.渡邊真治／2回）
電子自治体分野における情報システムの基本的な知識とユーザビリ
ティ(使用性)・UXなどを含む多面的なシステム評価手法を修得させ
る。

（【60】.森田裕之／2回）
ビジネス分野の利用者ニーズと情報システムについて基本的な知識
を修得し、仮想データを利用した演習形式で利用方法について理解
させる。

（【40】.岩村幸治／2回）
生産システム分野における数理最適化の役割と活用事例の知識、お
よび数理計画ソルバーを用いた演習による数理最適化の活用方法を
修得させる。

（【84】.林佑樹・【86】.桝田聖子／5回）（共同）
HTMLの基本構造、各種タグ、スタイルシートの適用方法を演習形式
で理解させる。また、利用者の視点に立った具体的なコンテンツを
提供するウェブサイトを構築させる。
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知識情報システム学演習2
オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分
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科
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ム
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目
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育
福
祉
学
類
基
盤
科

目
）教育福祉学A

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.社会福祉に関する日本の公共政策と実践活動を総合的に理解する
ための必要な基礎的知識と原理的知見を学び、その学んだ内容につ
いて問う問題に答えることができること。
２.教育に関する諸事象を多角的総合的に理解するために必要な基礎
的知識と原理的知見を学び、その内容を問う問題に答えることがで
きること。

授業計画：教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学について基礎
的な知識を学ぶ科目である。この授業では、教育福祉学の理念、社
会福祉の価値、福祉国家の展開過程、学校制度の諸問題や多様な学
びのあり方など、教育福祉に関する基礎的な知識を身につけること
を目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資料等を
見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授業時間
外学習を課すものとする。

（【43】.児島亜紀子/8回）
教育福祉学を構成する社会福祉に関わる基礎的知識について講義す
る。

（【62】②.吉田敦彦/7回）
教育福祉学を構成する教育に関わる基礎的知識について講義する。

オムニバス方式
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教育福祉学B

授業形態：講義
目標：本科目では、教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学につ
いて基礎的な知識を学ぶことにより、以下の能力を身につけること
を目標とする。
１.教育福祉学という領域についての概要を理解できること。
２.教育の原理と福祉の原理について、その理論的課題も含めて理解
できること。
３.人間の営みを、教育と福祉という複眼的視点から考察することが
できること。

授業計画：「教育福祉学A」に引き続き、教育福祉学を構成する社会
福祉学と教育学について基礎的な知識を学ぶ科目である。教育と福
祉の相互補完的な関係、自己実現を支援するための臨床教育学的な
知見、現代の教育改革の動向と教育福祉学的課題、持続可能な未来
のための福祉と教育については森岡が、ひとり親、障がい者、児
童、高齢者といった人びとの抱える生活上の問題と社会福祉の取り
組み、日本の社会福祉の政策動向と教育福祉学的課題については児
島が講義を担当し、教育福祉の現代的課題に関する知識を身につけ
ることを目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資
料等を見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授
業時間外学習を課すものとする。

（【90】.森岡次郎/7回）
持続可能な未来の実現に向けた教育面の課題について講義する。

（【43】.児島亜紀子/8回）
持続可能な未来の実現に向けた福祉面の課題について講義する。

オムニバス方式
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人間形成論

授業形態：講義
目標：人と人の間でそれぞれの自己が形成されていくプロセスと諸
相について理解できる。
具体的には、
１．人のもつ気質やパーソナリティについて類型的に見分けること
ができる。
２．自我（ego）と自己（Self）の心理的な働きについて説明でき
る。
３．自分が学んだ学校教育を相対化して、教育の根本的な意義を考
えることができる。
４．人間の発達・形成を、年齢段階に適したプロセスとして捉える
ことができる。
５．人間形成において影響を及ぼす他者の存在と関与について考察
できる。
６．人間形成が営まれるインフォーマルな「文化」の意義を認識で
きる。
７．アイデンティティの自己形成について物語論的に記述できる。

授業計画：イントロダクションに続いて、気質と個性、自我と自
己、オルタナティブ教育、人間の発達と人類の歴史、芸術としての
教育、バイオグラフィー、自然と文化と人間（季節の祝祭）、アイ
デンティティ（自己物語）、生と死といのち、「他者」との出会
い、ブーバーの応答的人間形成論、持続可能な未来のための教育、
オルタナティブな世界は可能か、自己形成史作成のガイドラインと
いうテーマについて授業を進めていく。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分
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生涯学習概論

授業形態：講義
目標：本講義では、誕生から老いまでの人間の生涯発達プロセスを
踏まえ、学び成長する主体としての人間形成と、生涯にわたる学習
を保障し支援する社会のあり方、とくに家庭教育と学校教育と社会
教育の連携について、生涯学習政策の動向を概観しながら理解させ
る。
授業計画：本講義では、人間が生涯にわたって「学ぶ」ということ
の重要性、近代学校の限界と生涯学習の意義について確認し、学校
教育と学校外の学びと教育の実例を取り上げ、ユネスコの教育政策
と生涯学習の最新動向についても学びつ、市民的公共性と生涯学習
関連施策の現状についての理解を深める。
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社会福祉原論

授業形態：講義
目標：社会福祉と呼称される政策および援助実践(ソーシャルワー
ク)の対象やそれらを存立せしめる原理、および社会福祉の管理運営
について学ぶ科目である。この授業では、社会政策や社会福祉政策
の基礎的な概念、政策の原理と援助(ソーシャルワーク)の原理との
違い、ロールズやセンなどの規範理論、社会福祉サービスの組織と
経営に関わる基礎理論、社会福祉サービスの経営と管理運営に関す
る基本概念など、社会福祉の原理と政策，管理運営に関する知識を
身につけることを目標とする

授業計画：(オムニバス方式／全15回)
(【43】.児島亜紀子／8回）福祉哲学、社会福祉原理論の立場から、
社会福祉政策の意義、政策課題、政策原理と援助原理、社会福祉の
倫理、近時の規範理論、ニーズと資源などについて、基礎的な理解
を深める。

（【95】.吉原雅昭／7回）ソーシャル・アドミニストレーション論
的観点から、組織や団体における問題解決過程のモデル、社会福祉
予算の編成と執行過程に関する基礎知識、ソーシャルワーカーの職
務環境などについて、基礎的な理解を深める。

オムニバス方式
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ソーシャルワーク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークにおける相談援助活動の実際と、総合的か
つ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について学ばせる。多彩
なゲストスピーカーおよびその活動によって専門職の概念と範囲を
明らかにする。専門職倫理に対する理解を深める。
授業計画：全15回を通じて、社会的排除・虐待・低所得者／ホーム
レス・その他をテーマに、多彩なゲストスピーカーおよび担当教員
による講義を行い、質疑応答や小グループディスカッションを通し
て、自己の価値観とも向き合いながら、専門職倫理に対する理解を
深めるよう努める。
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スクール・ソーシャルワー
ク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークの知識、理念、技術に基づいて、子ども家
庭相談体制の一環として、学校という場でスクールソーシャルワー
クを展開することの意義と特性、過程、理論を理解することを目指
す。
授業計画：児童を取り巻く環境と学校、スクールソーシャルワーク
の意義と理念、海外のスクールソーシャルワーク、実践モデルと支
援方法、エビデンス・ベースド・プラクティスなど基本的な知識を
修得させる。
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保育学概論

授業形態：講義
目標：保育学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目である。こ
の授業では、保育・育児を取り巻く社会的状況と、それに対応しよ
うとする保育の制度・理論（思想）、およびその歴史的変遷につい
て、基本的な知識を得ることを目指す。
授業計画：保育を取り巻く社会的情勢、保育制度と保育内容の歴史
的変遷、子ども観と保育思想の歴史的変遷、現在の保育所保育指針
に結実する保育所保育の基本理念についての基本的な理解をもたら
すための解説を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類
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コラボレーション論

授業形態：講義・演習
目標：多様な側面を持つ人の健康および福祉を回復、維持、向上あ
るいは育むためには、人が本来持つ強さを活性化する支援が重要で
あり、その支援には、多様な領域の専門性と同時に各領域をつな
ぎ、支援を全体として統合する各領域間の連携・協働が必修であ
る。本講義では連携・協働の基礎的概念と実践を理解することを目
的とする。
授業計画：最初に連携・協働の概念について概説する。また、具体
的な事例を通して各領域のニーズの捉え方と連携・協働について学
ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を有する対象者の
課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、各専門職の支援の
視点を知り、連携・協働について考えていく。さらに、演習では、
福祉、教育、保育などさまざまな専門職の視点から事例検討をする
ことで、連携の意義と課題について学ぶ。内訳は、講義が11回、演
習が4回である。

講義　22時間
演習　8時間
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グローバル・コラボレー
ション論

授業形態：講義
目標：目標：本授業では、（１）急激なグローバル化による現代社
会の諸問題の理解と論述、（２）グローバル・シティズンシップの
多義性についての理解と論述、（３）SDGsの意義と背景を的確に理
解と論述ができることを到達目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【62】②.吉田敦彦／4回）
グローバル化（globalization）とは何か、グローバル化と社会変容
（日本国内・国際社会）、グローバルな協働・連携（ニュージーラ
ンドの多文化性と民族間連帯）
（【54】.東優子／4回）
アイデンティティの複層化とインターセクショナリティ（人種・民
族・エスニシティ・社会階級と多文化共生の課題・ジェンダー／セ
クシュアリティ）、グローバルな協働・連携（ベトナムとの社会課
題解決型連帯の試み）
（【36】②.伊井直比呂／3回）
グローバルな協働・連携（日本国内での外国籍児童生徒の教育と社
会参加・フィリピンの貧困課題と国内課題の異同と連携）、グロー
バル・シティズンシップ教育（GCED）と人権教育
（【61】.山野則子／4回）
グローバルな協働・連携（スウェーデンの移民政策と日本の縮小社
会の課題－社会保障の観点から－・国内における諸問題との関連
性、持続可能な開発と人間開発から考える協働・連携の価値、国際
ソーシャルワーク

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールA

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択し、文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールB

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールAに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールC

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択する。文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などと共に、次年度の卒業論文作成に向けて
の準備を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールD

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールCに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

生産システム科学

授業形態：講義
目標：グローバルな競争環境において，製品をライバル企業より早
く・安く・高品質に生産するためには，効率の良い高度な生産シス
テムが必要である。本講義では，生産システムの基本構成および基
本原理を理解するとともに，その設計・管理・運用方法の基礎を学
ぶ。
授業計画：生産システムの基本的な概念および設計・管理・運用方
法の基礎に関する授業として，具体的には，（1）生産システムの概
念と変遷，（2）線形計画法に基づく生産計画，（3）資源所要量計
画，（4）ラインバランシング，（5）生産スケジューリング，（6）
在庫管理，について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

生産管理システム

授業形態：講義
目標：知識情報処理の代表的な活用分野である工業製品の生産にお
ける「物の流れ」に関する設計・管理・運用法を体系的に学習させ
る科目である。生産管理システムの基本要素である全般的生産計
画、生産プロセス計画、生産スケジューリング、生産実施、生産統
制の概要が理解できるようにし、その具体的な手法を修得させる。
授業計画：生産管理方式の歴史的展開、生産形態に応じた生産管理
システムの特徴、在庫管理、MRPシステム、トヨタ生産方式、製品設
計、品質管理、動作時間研究と標準時間の見積法、生産プロセス計
画、生産計画における線形計画法、全般的生産計画モデルと生産計
画法、生産スケジューリングの定理と最適解法などの項目につい
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

生産科学

授業形態：講義
目標：ものづくりの過程の中の設計段階を主対象として，作業項目
とその実施に必要な技術の基本原理および特徴を学ぶ。ものづくり
の流れ，ものづくりを構成する種々の段階と作業項目の概略を理解
するとともに，設計段階の構成と作業項目，設計における最適化，
設計情報の共有手段としての製図とその基盤となる図形科学の基礎
について理解する。
授業計画：ものづくりにおける設計段階に関する基礎的な授業とし
て，(1)ものづくりの流れ，(2)設計段階の構成と作業項目，(3)数理
最適化と設計における活用，(4)設計情報共有手段としての製図とそ
の基盤となる図形科学，について講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マーケティング・サイエン
ス

授業形態：講義
目標：企業の市場環境に対する適応行動を分析するための理論を修
得することを目標とする。そのために以下の下位目標を達成する。
１.市場価値を創造するためのセグメンテーション、ターゲティン
グ、ポジションニングが説明できるようになること
２.新製品開発やブランディングなどの製品対応、コストや需要・競
争・消費者の心理面などを考慮した価格対応、広告や販売促進など
のコミュニケーション対応、チャネルの選択や管理などの流通チャ
ネル対応の4つのマーケティングの構成要素が説明できるようになる
こと
３.テスト・マーケティング手法などの市場管理手法が説明できるよ
うになること

授業計画：企業が適応行動をとるためには消費者行動への深い理解
が避けられない。本講義では消費者行動モデルをベースにしたマー
ケティング理論を講義する。具体的には、マーケティングの考え
方、消費者情報処理と知識構造、消費者データの情報処理、マーケ
ティング意思決定、マーケティング戦略、などの基本的な理論を解
説し、応用例として、サービスマーケティング、インターネット
マーケティングなどを解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情

報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

情報技術と企業活動

授業形態：講義
目標：情報技術をキーワードに持続的な企業活動を行うための基礎
となる知識と思考法を身についけることを目的としている。
授業計画：企業活動と情報システムを分析する方法を身につけた
後、具体的な事例に適用し理解を深める。具体的には、情報システ
ムの経済・経営効果、情報システム開発、IT経営の分析ツール、情
報システム評価概論、事例分析、MOTについて講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情

報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

データマイニング

授業形態：講義・演習
目標：統計処理と機械学習のデータマイニング手法の内容やツール
の活用方法を学び，それらを実際のデータ分析に適用する技能を習
得する。
授業計画：決定木分析,RFM分析,データ視覚化,クラスタリングに関
する基本的なトピックについて内容を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ソーシャルモデリング

授業形態：講義・演習
目標：経済・経営などの社会科学分野におけるシミュレーションに
ついて、実際の状況からモデル化する方法、ツールを活用した実際
のシミュレーションの実施方法、そしてその評価方法について学習
し、自ら社会現象をシミュレートできる能力を習得する。
授業計画：マクロシミュレーション、およびマイクロシミュレー
ションに関するモデル化の方法、ツールを使った実装および実行方
法、そしてその評価方法に関する基本的なトピックについて基本的
な知識を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情

報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

ビジネス・インプリメン
テーション

授業形態：講義・演習
目標：実際のPOSデータをハンドリングして、基礎分析を行いなが
ら、解決すべき問題を特定する技術、およびその問題を解決するた
めの分析手法について理解を深める。
授業計画：データの分析と実店舗での観察を織り交ぜながら、問題
を発見する。データと実際の問題が発生する事象とを対応付けなが
ら理解し、その問題解決のための観点を学習する。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知

識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ビジネス・アナリティクス

授業形態：講義
目標：ビジネスデータを扱い、分析を行いながら問題を解決してい
く上で、必要な経営学・経済学・マーケティングに関する基本的な
内容について理解を深める。
授業計画：データマイニングに関係する経済学の内容、データマイ
ニングに関係する経営学の内容、データマイニングに関係するマー
ケティングの内容について基本的なトピックを講義し、内容を習得
させる。

（【60】.森田裕之/8回）
データマイニングに関連する経営学，マーケティングの内容につい
て講義する。

（【64】.渡邊真治/7回）
データマイニングに関連する経営学，経済学の内容について講義す
る。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

知識情報システムの開発・
運営

授業形態：講義
目標：情報システムを開発・運営する上で必要となる分析、設計、
開発、運営などの各プロセスを、現代の情報システム開発・運営に
おいて適用されている代表的な方法論および技法に関する講義によ
り修得・理解する。
授業計画：情報システム開発・運営の概要、情報システムの分析、
仕様の策定、ネットワークとシステムの設計・開発の概要、ネット
ワークと情報システムの運用管理・保守などの各トピックについ
て、基本的な知識を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専

門
科
目
）

情報システムの性能と信頼
性

授業形態：講義
目標：コンピュータシステムやネットワークの集合体である大規模
な情報システムの構成と、その性能および信頼性を評価するための
基本的な手法を学ぶ科目である。この授業では、さまざまな要素か
ら構成される情報システムを対象として、解析的手法やシミュレー
ションによりその性能を評価する方法、およびシステムの信頼性を
評価する手法に関する知識を身に付けることを目指す。
授業計画：情報システムの構成要素、分散処理や並列処理などの情
報システムの性能向上手法、待ち行列理論による解析的な性能評価
手法、シミュレーションによる性能評価手法、システムの信頼性評
価といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

情報通信工学概論

授業形態：講義
目標：本授業はインターネットや携帯電話等の基盤である情報通信
工学の基礎を学ぶ科目である。基本的な信号処理やフーリエ変換に
ついて理解すること，通信システム，変復調，誤り訂正符号等，デ
ジタル通信システムの基礎について理解すること，半導体とトラン
ジスタ，LSI設計とプロセス等，集積回路の基礎について理解するこ
とを目指す。
授業計画：授業では，基本的なデジタル信号処理，デジタル通信シ
ステムの基礎，集積回路の基礎について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

分散システム

授業形態：講義
目標：分散システム構築のために必要な基礎的知識を身につけるた
めの授業である。分散システムの基礎的な概念と関連技術を理解
し，簡単なサーバクライアントシステムを実装できることを目標と
する。
授業計画：インターネットの基礎，プロセスとスレッド，プロセス
間通信，非同期入出力，分散システムのアーキテクチャ，サーバク
ライアントシステム，分散アルゴリズム，仮想化などのトピックに
ついて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

Webシステム構築基礎

授業形態：演習
目標：Webシステムを構築するためには，インターネット，プログラ
ミング言語，Web技術等への理解が必要となる。本講義ではWebシス
テムを構築するためのさまざまな基盤関連技術について解説し，演
習を通してそれらの基礎的な概念や実装技術について理解し，空間
情報等の実社会のデータを可視化する演習を通して事例も含めて理
解する事を目標とする。
授業計画：Webシステムを構成する技術やWebシステム用言語などの
項目について基本的な知識を修得させるとともに、空間情報等の実
社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ、Webシステムを構
築できる素養を修得させる。

（オムニバス方式／全15回）
（【69】.大西克実／10回）
Webシステム用言語などの項目について基本的な知識を修得させる。

（【93】.吉田大介／3回）
空間情報等の実社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ
る。

（【69】.大西克実・【93】.吉田大介／2回）（共同）
Webシステムを構成する技術について基本的な知識を修得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

空間情報システム

授業形態：講義
目標：現代社会に不可欠な基盤である空間情報のしくみを理解し、
活用をめざした素養を培う科目である。この授業では、地球空間に
おける位置座標について歴史的経緯を含めて学び、現代社会におけ
る衛星測位システム(GNSS)を活用した位置座標の取得と活用、さら
にはセキュリティも含めた留意点について、適宜実習ならびに課題
を交えて基本的な知識と応用的に活用する素養を得ることを目指
す。
授業計画：
（オムニバス方式/全15回）
（【82】.永田好克/4回）
回転楕円体と測地座標系、測量の基準点、地図投影法、GNSS測位の
しくみについて基本的な知識を習得させる。

（【82】.永田好克・【93】.吉田大介/2回）（共同）
空間情報の取得について、データ取得実習をまじえて基本的な知識
を習得させる。

（【82】.永田好克/3回）
空間情報のデータ記述と活用技術、空間情報の光と影について基本
的な知識を習得させる。空間情報を活用した研究について具体的な
研究事例を示し、空間情報システムの応用について学ぶ。

（【93】.吉田大介/3回）
空間情報の活用事例について、オープンデータやドローンで取得す
る空撮データの活用などの様々な事例をもとに、基本的な知識を習
得させる。

（【82】.永田好克・【93】.吉田大介/3回）（共同）
空間情報とコンテンツの融合について基本的な知識を習得させる。
これまでの講義を振り返り、空間情報システムに関する知識を深め
る。

オムニバス方式
共同（一部）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専

門
科
目
）

材料情報学

授業形態：講義
目標：材料情報学で用いる基本的な特徴量および機械学習の原理を
学び、コンピュータを使った機械学習のツールを自ら使用し、材料
情報学の課題を解決できる力を育むことを目標とする。材料情報学
で用いる基本的な特徴量として、金属材料を中心に学習し、材料情
報学における課題と基礎知識を身に着ける。
授業計画：ニューラルネットワークを中心とした、各種の機械学習
手法を解説し、材料情報学で用いる物理的性質、化学的性質、機械
的性質、製造プロセス、組織観察の特徴量について解説する。材料
情報学における機械学習の具体例を交えて講義を行ったのちに、コ
ンピュータを使った機械学習のツールを使用し演習課題を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）人工知能A

授業形態：講義
目標：人工知能の研究では人間の知識をどのようにして計算機に埋
め込むことが重要なテーマの一つであるが、それを経験データや自
分自身の経験から計算機が自ら学習する方法もある。本授業では、
人工知能におけるボトムアップ型手法について講義し、知識をつけ
ることを目的とする。座学による手法の理解とともにグループワー
クを通じて授業の理解を促進させる。
授業計画：まず、人工知能の概要とトップダウン・ボトムアップア
プローチの違いを解説する。次に、ボトムアップアップアプローチ
として標準である機械学習とソフトコンピューティングを解説す
る。また、コンピュータを使った実装方法や関連する最適化理論に
ついても解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専

門
科
目
）

人工知能B

授業形態：講義
目標：人工知能システム開発の基本的な視点と考え方を学ぶ科目で
ある。計算機による出力結果の説明性(explainability)を人間の概
念レベルで担保することの重要性が、特に人間との協調問題解決の
文脈で再認識されている。この授業では、論理指向型AI（トップダ
ウン型手法）について講義し、ill-definedな問題を対象とした問題
解決スキームとしてのルールベースシステム、一般問題解決器や知
識モデリングに関する基本的な知識、技能を得ることを目指す。
授業計画：ルールベースシステム、GPS(GeneralProblemSolver)によ
る問題解決の定式化手法、オントロジー工学に関する基礎的な知識
を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）

ヒューマンコンピュータイ
ンタラクション

授業形態：講義
目標：ヒューマンコンピュータインタラクションについて人間工
学、感性工学などの観点から学習し、さまざまな種類のインタ
フェースの特徴や具体例、ヒューマンインタフェースの設計と評価
手法に関する知識を修得することを目指す。
授業計画：人間工学と感性工学、情報処理システムとしての人間、
インタフェースの仕組み、代表的なインタフェースを用いた対話環
境、情報の可視化技術、自然なコミュニケーションのためのインタ
フェース、仮想現実と拡張現実、マルチモーダルインタフェース、
対話型システムのデザイン、協調的インタラクションの支援手法、
ユーザインタフェースの評価手法といったトピックに関する知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

教育情報学

授業形態：講義
目標：教育情報システムを設計、運用する上で必要となる基礎的な
教育工学の知識を説明するとともに、これまで開発されてきた様々
なシステムを例として、教育情報システムの特性や要件、eラーニン
グ、ユーザ・インタフェース、データ分析・評価等の手法を習得さ
せることを目標とする。
授業計画：学習理論とシステム設計、学習管理システムや情報教育
システムの構築・運用・評価、さらにはユーザインタフェース、グ
ラフィックス、VRなどの要素技術について講義を行い、基本的な知
識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専

門
科
目
）

教育・学習の理論と設計

授業形態：講義
目標：教育を効果的に行うための学問であるインストラクショナル
デザイン（ID）の理論を解説し、学校教育、企業内教育などにおけ
る実践について紹介する。さまざまな実践を詳細に見ながら理論を
理解することを通して、インストラクショナルデザインの基本的な
考え方を習得させる。
授業計画：インストラクショナルデザインの基礎、ADDIEモデル・
ARCSモデル、高等教育におけるインストラクショナルデザインの実
践、企業内教育におけるインストラクショナルデザインの実践、e
ラーニングとID，さまざまなID理論などのトピックについて基本的
な考え方を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

機械学習

授業形態：講義
目標：人工知能システムの要素技術である機械学習の代表的な手法
を学ぶことを目的とする。特に、機械学習のモデルや学習手法を数
理的に学ぶことによって、基本的な機械学習手法の適用可能範囲を
理解することを目指す。また、授業中に適宜課題に取り組むこと
で、実際のデータに応用するための機械学習の適用手法を修得する
ことを目指す。
授業計画：機械学習のための数学基礎、回帰、ニューラルネット
ワーク、サポートベクトルマシン、決定木、アンサンブル学習など
のトピックに対して、数理的な理解に基づいた知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）自然言語処理

授業形態：講義
目標：人間の言語を計算機的に処理するための自然言語処理におけ
る基盤技術とその意義について理解することを目的とする。具体的
には以下を目標とする。
１.自然言語における語という小さな単位から文章という大きな単位
までの基盤的解析技術を説明できる。
２.人間が把握する意味と、計算機での形式的処理との違いを理解
し、前者を後者でどう近似的に扱うかを説明できる。
３.機械翻訳や自動要約などの応用処理において、計算機による形式
的処理単位の解析結果を利用する方法論について、関連論文を読解
し、その特色を説明できる。
４.知識・知能情報システム構築に自然言語処理を活用するための基
盤資源を調査・利用することができる。
５.知識・知能情報システム構築に自然言語処理の基盤モジュールを
活用する方法論を提案し、その方法を評価することができる。
授業計画：自然言語処理で用いられる下記の基礎モジュールと応用
に関する基礎的な専門用語と概念を段階的に講義・解説し、当該分
野における近年の研究論文の内容を理解し、その技術的課題と意義
について他者に説明できる力を錬成する。授業外には、演習的課題
を課し、授業中の講義・解説を実践的に理解することを促す。
・形態素解析と係り受け解析
・統語解析
・意味解析
・規則に基づく処理と機械学習に基づく処理
・機械翻訳および自動要約の考え方
・対話システム
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

情報検索システム論

授業形態：講義
目標：ComputerScience（計算機科学／情報工学）における「情報検
索と検索エンジン」に関する基礎的な知識の修得を目標とする。
授業計画：検索エンジンと情報検索、検索エンジンのアーキテク
チャ、クロールとフィード、テキスト処理、インデックスとランキ
ング、クエリとインデックス、検索モデル、検索エンジンの評価、
分類とクラスタリング、ソーシャルサーチといったトピックについ
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）パターン認識

授業形態：講義
目標：様々なデータの中から所望の情報を取得するためには、デー
タの特徴を「パターン」として捉え、その「パターン」をどのよう
に解析・分類・処理するかが重要な基本的技術である。本講義では
その基本技術であるパターン認識について、基本的な理解を得るた
めの各種処理方法についてその概要を学ぶ。
授業計画：パターン認識とは何か、学習と識別関数、誤差評価に基
づく学習、識別部の設計、特徴の評価とベイズ誤り確率、特徴空間
の変換、部分空間法、各種学習アルゴリズムの一般化、ベイズ決定
則について講義を行い、パターン認識の基本的な考え方や各手法の
処理手順を理解し、実際の問題へ応用するための知識を習得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

AIプログラミング

授業形態：講義
目標：本授業では，プログラミングを通してAI開発に必要な数学的
知識を理解することと，プログラミングをAI開発に活用するための
技術的知識を学習することを目標にする。
授業計画：座学で学習した線形代数や確率統計のうち特にAI開発と
関連のある内容についてプログラミングの観点から見つめ直し，
データ分析や最適化，機械学習におけるモデル学習などといったAI
開発に役立つスキルを学習する。コンピュータを用いて実際にプロ
グラミングをしながら授業を進めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

ヘルスケアシステム

授業形態：講義
目標：我が国における情報化施策および医療情勢の経緯と現状につ
いて知り、効果的でかつ質の保証された高度なヘルスケア（保健・
医療・福祉）サービスを提供するための情報通信技術の必要性，活
用方法及び課題について理解し、ヘルスケア分野で稼働する情報シ
ステムの企画立案、開発・運用保守を行うためにヘルスケアシステ
ムに関する実務的な基礎知識や基礎技術力を習得する。

授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション，自己学習等によって構成する。「医療と情報システム」に
関する最新のトピックを扱う。

(【57】.真嶋由貴惠)
医療情勢の変化を踏まえた情報化政策や病院情報システムの構成と
機能、評価とシステムなど

(【86】.桝田聖子)
ヘルスケアの特性とシステム、ヘルスケア情報倫理、ヘルスケアシ
ステムの導入と運用・システム評価と改善、ヘルスケア情報の標準
化

（【57】．真嶋由貴惠、【86】．桝田聖子）
「ヘルスケアシステムの未来と課題」に関するディスカッション・
具体的な提案をとおして、ヘルスケアシステムに関する実務的な基
礎知識や基礎技術力を習得させるとともに、ヘルスケアシステムに
関する今後の展望について創造できる能力を習得させる。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）ヘルスケアサービス

授業形態：講義
目標：ヘルスケア分野と情報システム分野の橋渡しができるよう
に、ヘルスケア（保健・医療・福祉）分野に関する一般的知識、保
健医療福祉制度、ヘルスケアサービスで活用される重要な理論(行動
変容モデル等)、ヘルスケアサービスに関する基本的知識を理解し、
今後のヘルスケアサービスの在り方について考える。
　
授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション、ディベート、自己学習等によって構成する。「医療」に関
する最新のトピックについて、毎回授業の最初に発表し討議を行
う。

(【57】．真嶋由貴惠)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

(【86】．桝田聖子)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

（【57】．真嶋由貴惠、【86】．桝田聖子)
「未来のヘルスケアサービスのあり方」に関する自己学習、ディス
カッション、発表をとおして今後のヘルスケアサービスのあり方を
考え、実践できる力を習得させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

情報と職業

授業形態：講義
目標：本科目では、情報化社会で活躍するための、(1)プロフェッ
ショナルの重要性、(2)専門分野(職業)の構築、(3)今後も変革する
情報化社会への対応についての能力を養う。具体的には、下記の内
容を少人数でのチーム演習を通して身に着けることを目標とする。

1.情報倫理、情報関連の法律、企業でのリスクマネジメントを学
び、自らリスク対策を立案することができること。

2.立案したリスク対策をリーダシップを持って効果的に組織に広め
ることができること。

3.情報を効果的に収集し、論理的に整理してまとめることができる
こと。
また、講義は民間企業で実際に行われている事例、手法を用いて行
う。
授業計画：プロフェッショナルの重要性、専門分野(職業)の構築、
教職科目「情報」のための必要な情報技術(IT)とスキルの概要、企
業における情報セキュリティ、情報リスクマネジメントの概要、今
後も変革する情報化社会への対応、自ら将来を開拓するためにリー
ダシップ手法と問題解決手法について、講義と実習を通じて理解
し、実行できる能力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

教育福祉の諸問題A（貧困
と社会）

授業形態：講義
目標：公的扶助制度の意義と役割、日本の生活保護制度の基本的な
仕組み（目的、基本原理および保護の原則、保護の種類と内容、生
活扶助基準額の算定方式、給付の仕組みと手続き、等）を説明でき
ること。貧困概念、貧困対策について課題を考察できることを目標
とする。
授業計画：貧困の概念、公的扶助制度の理念および役割、生活保護
制度の基本的な仕組み（目的、保護の種類と内容、算定方法）と役
割、貧困対策の動向について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題B（性と
人権）

授業形態：講義
目標：性に関する諸問題をめぐる議論においては、様々な価値観が
対立し、合意形成が非常に困難となる。本講義では、性(セクシュア
リティ)をめぐる今日的話題を取り上げ、問題の背景を理解させる。
それと同時に、自己の価値観と向き合う機会を提供することを通じ
て、様々な言説に対するリテラシーを向上させることを目標とす
る。
授業計画：性に関する３つの概念、「性の健康と権利」概念の登場
と展開、性教育、性と多様性について検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題C(多文化
共生)

授業形態：講義
目標：本科目では、多文化共生概念の理解と、現実に生じている多
文化共生を阻害している事象への実践的方途を見出すことができる
ことを目標とする。
授業計画：（オムニバス形式／全15回）
（【62】②.吉田敦彦/3回）：「教育の多様化」と「多様化の教育」
／「異文化の他者との出会いと対話」他
（【44】山東功/3回）日本社会と南米移民／南米（ブラジル）日系
移民社会の日本語教育／多文化共生と言語（日本語）問題
（【90】森岡次郎/3回）能力主義・自己責任論と多文化共生
（【36】②.伊井直比呂/6回）多文化・共生概念を把握する（基礎）
／多文化共生国家ベルギーにおけるポリアーキー

（【62】②.吉田敦彦/３回）
教育哲学の観点から多文化共生について講義する。

（【44】.山東功/３回）
移民を通して多文化共生について講義する。

（【90】.森岡次郎/３回）
能力主義の観点から多文化共生について講義する。

（【36】②.伊井直比呂/６回）
他国の事例を通して多文化共生について講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

家族社会学

授業形態：講義
目標：現代日本の家族の諸課題、諸課題の解決のための地域社会と
の連携と家族支援を学ぶための科目である。この授業では、第一に
日本の現代家族に関する基礎的データを学ぶことを目指す。第二
に、家族が抱える主要な課題を理解し、家族に関わる政策と地域社
会における連携・支援を学ぶ。第三に、これらを通して課題解決策
の可能性を構想する力を獲得することを目指す。
授業計画：少子高齢化している現代日本の人口と家族・世帯に関わ
る基礎的データ、日本の家族の歴史、婚姻・子育て・介護と家族生
活の運営における諸課題、関連する諸政策、地域社会との連携（専
門職による支援の必要性と連携の現状・諸課題を含む）等につい
て、基本的な知識を修得させ、諸外国の政策や現状との比較を参考
にしつつ、課題解決を目指す力を身につけさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育社会学

授業形態：講義
目標：家族、仲間集団、地域社会における人間形成の特徴と課題に
ついて整理した後、今日の学校教育が抱えるさまざまな問題を把握
することを目指す。特に不平等問題を重要な切り口とし、貧困・生
活不安定層の子ども・若者の現状と背景、支援策についても検討す
る。
授業計画：社会化と学校教育の関連について整理した後、学校が登
場する以前の社会化の様相を紹介、その後は現代の人間形成をライ
フコースに沿って授業し、学校教育については特に差別・排除の観
点からの整理に主眼を置く。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉と健康

授業形態：講義
目標：健康は人々が幸福な生活を送る上で非常に重要な要因と考え
られるが、現在健康やダイエットに関する誤った情報が氾濫し、
人々の健康を脅かす可能性を否定できない現状がある。この現状を
踏まえ、健康を維持増進するために必要な基礎的知識や科学的根拠
に基づいた正しい理論を学ばせ、心身の健康維持増進に効果的な食
生活と運動生活を自立して追究する能力と、それを教育福祉の実践
に活かす能力を身につけさせる。
授業計画：教育福祉と健康の概念、身体組成と健康ダイエット、基
礎代謝と活動代謝、疾病予防と日常の生活管理、アルコールおよび
たばこと健康などについて最新の学術的見解を講義し、個々の生活
との比較を含めて今後の正しい健康支援方法について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

権利擁護論

授業形態：講義
目標：権利擁護とは何か（基本的な考え方、理念）と権利擁護に関
する制度と支援の方法を理解する。
授業計画：社会福祉における権利擁護の概念、理念を整理した上
で、社会福祉における権利擁護と民法、虐待防止などの社会福祉法
制の仕組み、成年後見制度と日常生活自立支援事業の概要、申請手
続き、担い手と業務内容を概説する。さらに、利用者本位の権利擁
護を踏まえた、成年後見制度と日常生活自立支援事業の意義と課題
について講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）障害者福祉論

授業形態：講義
目標：障害の概念、特性を踏まえ、障害者とその家族をとまく社会
環境を理解する。また、障害者福祉及び障害者観の現在までの展
開、諸制度や関連法規の仕組みについて理解する。
授業計画：障害概念と特性、実態調査からみる障害者の社会環境、
障害者福祉の歴史、障害者福祉に関連する法律（障害者基本法、障
害者総合支援法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健
福祉法、障害者雇用促進法、発達障害者支援法、障害者差別解消
法、障害者虐待防止法）、障害者とその家族、障害者施策に関する
行政計画、自治体、諸団体および組織の役割とネットワーキングと
いうテーマにそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会福祉運営論

授業形態：講義
目標：社会福祉士国家試験科目「福祉サービスの組織と経営」にあ
たる、本学の社会福祉の専門科目である。大部分のソーシャルワー
カーは組織に所属して働いており、時間軸や業務過程全体を意識し
て組織的に仕事をすることが求められる。また、日々の業務を遂行
しつつ、データに基づいて担当しているサービスを改善したり、新
たに開発したり、新たな制度や政策案を構想することが、求められ
る。本科目は、以上のように組織的に仕事を進める能力を身につけ
ることを目指す。
授業計画：現場で起きている問題をデータに基づいて分析し、複数
の解決策または事業案を起案し、それらを比較検討して選択する。
決定した事業案を実施するためのスケジューリングと予算案づくり
を行う。実施したサービスや事業を事後評価し、それらの結果を改
善活動に役立てたり、新たな制度や政策案の企画を試みる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論A

授業形態：講義
目標：現代における地域福祉の有用性、および地域福祉の基本的な
概念を理解させるため、地域福祉の歴史的背景や社会福祉の理論的
展開を学ばせる。また、住民主体の視点に即して、地域福祉を追
求、実現するために必要な構成要素を学ばせ、地域福祉に関する理
論的な考察力を身につけさせる。授業計画：地域福祉の発展過程、
地域福祉理論の系譜、コミュニティケアの展開、地域福祉の全体枠
組、地域福祉と住民参加、地域福祉の主体と福祉教育というテーマ
にそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論B

授業形態：講義
目標：地域福祉を展開するための様々な実施主体を理解させるた
め、ボランティア、専門職、サービス提供機関、地方自治体、NPO等
の役割と現状を学ばせる。また、地域福祉の実践活動、援助方法に
ついて学ばせることで、地域福祉の実践的な理解を身につけさせ
る。
授業計画：地域福祉の実践主体、地域福祉の実践方法、地域福祉の
実践事例、災害支援と地域福祉、社会的企業の展開、地域トータル
ケアシステムというテーマにそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

医療福祉論

授業形態：講義
目標：保健医療福祉領域の援助を展開していくために必要な制度や
保健医療サービスを理解し，医療ソーシャルワーカーとしての理論
と知識，技術を理解することを目標とする。また、さまざまな疾患
をもつ人々に即した心理社会的支援・生活支援について理解する。
授業計画：まず病いをもつ人の支援に必要な制度・政策について概
説し、その後、医療ソーシャルワーカーの支援について、具体的な
事例を通して学ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を
有する人の課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、専門職
としての支援について考る。また、講義で学んだこと、考えたこと
をレポートとしてまとめることで知識の定着を図る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

高齢者福祉論

授業形態：講義
目標：高校福祉教員免許取得に必要な教科科目「高齢者福祉、児童
福祉及び障害者福祉」の内容と、社会福祉士国家試験受験資格を得
るために必要な科目「高齢者福祉」に対応し、それぞれの専門職に
必要とされる、高齢者福祉に関する知識を修得する。
授業計画：超高齢社会の特徴、高齢者の身体・精神的特徴、生活実
態と家族介護について学ぶ。さらに、高齢者の福祉、介護、医療に
関する制度の歴史、現行の介護保険制度、老人福祉制度の仕組み、
各種サービス、機関・専門職の役割、地域包括ケアシステム、また
サービスの実施過程とケアプラン作成、高齢者ケア（認知症ケア、
終末期ケア等）の要点について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会政策論

授業形態：講義
目標：社会政策は、労働・生活過程に対する政策であり、国民生活
の安定と向上を目的としているが、社会・経済環境の変容の中で転
機を迎えている。本講義では、国内外の社会政策論の基礎的理論
と、近年の理論的枠組みに関する理解を深め、社会政策の現状に関
する分析と政策判断能力を身につけさせる。
授業計画：第1回～第5回、社会政策の基礎理論、その歴史、政策主
体、政策対象とその変容等について講義する。特に、社会政策と社
会保障、近年の生活保障論との関連性について概説する。
第6回～第10回、現代的社会政策論の各論(労働市場論と雇用・失業
政策政策、雇用保険制度等）と変容する福祉国家と今後の政策課題
について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会保障論

授業形態：講義
目標：日本において少子高齢化が進展し、安定的生活の基礎となる
雇用・労働形態も変容し、国民生活の不安定化が指摘されている。
こうした中で社会保障のあり方が問われている。本講義では、受講
生が社会保障制度の全体像と制度の基本的知識を学ばせ、政策的判
断能力を習得させる。
授業計画：第1回～第5回、日本の社会保障制度の基本的理念・体
系・概要などを講義する。
第6回～第10回、社会保障制度の骨格である各種社会保険制度と制度
間の関連等を講義する。
第11回～第15回、社会保険制度の周辺の諸制度と主な海外の社会保
障制度の特質を国際比較の観点から概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

セルフヘルプ・グループ論

授業形態：講義
目標：セルフヘルプ・グループ(ＳＨＧ、自助グループ)に関連する
諸理論と、さまざまな領域におけるＳＨＧの活動の実際を事例とし
て学ばせることを通じて、社会福祉の援助方法におけるＳＨＧの意
義と、専門職者としてどのような実践を展開すればよいのかを習得
させる。
授業計画：ＳＨＧに関連する諸理論、地域社会におけるＳＨＧへの
援助、社会福祉の援助におけるＳＨＧの意義と課題、ＳＨＧ活動の
実際と事例を理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

子ども家庭福祉論

授業形態：講義
目標：子どもを巡る問題は、児童虐待、いじめ、少年犯罪など、
日々絶えることなく起きている。本講義では、児童に関する現代的
課題を考えていく上で必要な知識、理論、法律を学ばせ、実際に起
きている事柄を分析できる力を習得させる。
授業計画：子育てをめぐる現代の社会情勢、子ども家庭福祉制度の
歴史、子どもの権利、子ども家庭福祉の法制度、子どもの発達など
の知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

児童養護論

授業形態：講義
目標：社会的養護に関する法制度、社会的養護を必要とする子ども
とその背景について理解するとともに、社会的養護のレパートリー
とそこで展開される養育・支援実践のあり方について理解する。
授業計画：社会的養護の根拠法や条約、社会的養護のレパートリー
としての施設養護と家庭養護、社会的養護を必要とする子どもたち
の背景にある虐待や貧困問題、社会的養護におけるファミリーソー
シャルワーク、ライフストーリーワーク、社会的養護から巣立った
後のアフターケア、当事者支援組織の役割などについて考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）乳児保育論

授業形態：講義
目標：保育の中でも、3歳未満児に対する保育に関する知識を学ぶた
めの科目である。この授業では、乳児保育の意義・目的と歴史的変
遷及び役割等について理解することを目指す。また、乳児院等も含
めた多様な保育の場における乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発
育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制、職員間・保護者・関係
機関との連携・協働について理解することを目指す。
授業計画：乳児保育の意義・目的と役割、乳児保育の現状と課題、
３歳児未満児の発育・発達を踏まえた保育、乳児保育における連
携・協働についての知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

共生の思想と歴史

授業形態：講義
目標：現代世界の大きな特徴の一つは、諸価値の多元化と分裂であ
る。自らと異なる価値をもつ相手とどう向き合うのか、どう共生し
ていくのかという問いは、思想的にきわめて重要かつアクチュアル
な問いである。本講義では、政治・法・制度・歴史・社会状況など
にふみこみながら、諸価値間の衝突とその調停や取り組みの具体的
な様相を辿る。それにより、共生の困難さに向き合うという現代的
課題を批判的に考察する力を身につけてもらう。
授業計画：この授業では、ナショナリズム、シティズンシップ、移
民問題、難民問題、ヴェール論争、ジェンダー、リベラリズム、戦
争等に関連するテーマをとりあげ、基本的な知識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

精神保健学

授業形態：講義
目標：精神保健の基礎知識、ライフサイクルにおける精神保健、精
神保健における個別課題への取り組みと実際、地域精神保健活動の
実際、諸外国における精神保健を学ぶことによって基本的な知識を
得ることを目指す。また、授業中に映像を視聴したり当事者による
講義を行うことで、実際の当事者体験を通して学ぶことを目指す。
授業計画：精神保健の概要、精神保健の意義と課題、乳幼児期まで
の精神保健、学童期の精神保健、思春期・青年期の精神保健、成人
期・老年期の精神保健、職場における精神保健、アディクション関
連対策の実際、ひきこもり関連対策の実際、学校における精神保
健、自殺をめぐる現状と課題、地域における精神保健、ターミナル
ケアと精神保健、地域精神保健施策の概要、諸外国における精神保
健の実際といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

特別支援教育

授業形態：講義
目標：障がいのある幼児児童生徒に対する特別支援教育に関する基
本的な視点と考え方を学ぶ科目である。この授業では、特殊教育か
ら特別支援教育への歴史的変遷をたどり、特別支援教育の意義と対
象の広がり、現在の特別支援教育の仕組みについての理解を目指
す。また、障がいのある幼児児童生徒に対する理解と援助の方法、
ユニバーサルデザインによる教育のあり方についての理解を目指
す。
授業計画：特別支援教育の理念と意義、特別支援教育の歴史的変遷
と現在の仕組み、特別支援教育の実際、特別支援教育の対象、特別
支援教育の方法、家庭や関係機関との連携についての基本的知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

教育の思想と歴史

授業形態：講義
目標：教育の理念、歴史および現代的課題について基礎的知識を学
ばせ、教育や人間に関する幅広い事象について考察できる力を身に
つけさせる。
授業計画：本講義では、「教育とは何か」という原理的な問いにつ
いて主体的に考察するとともに、近代の教育思想やポストモダン教
育学などの知識と、思想史的な観点を身につける。また、学校や教
師の役割、教師のアイデンティティといった現代的な課題について
も、思想的、歴史的観点から考察できるようになる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育の法と制度

授業形態：講義
目標：教育に関わる法と行政政策の基礎的知識を学ぶとともに、教
育上の諸問題における「教育と法の関係」や「法が教育に果たす役
割」の検証を通して、現実の教育諸制度のあり方を考察できる力を
身につける。
授業計画：まず、憲法・法律・施行規則・施行令などの関係の理解
と、憲法を基点とする教育諸法規やそれに基づく行政の体系を修得
する。次に、これらを前提に、いじめ、不登校などの具体的な問題
事例について法や下級審判決および最高裁判例をもとに教員として
公的に対応できるる力を養う。さらに、子どもの権利条約やSDGsに
おける「教育」に関する国際動向を踏まえ、最新の国際解釈などの
理論を紹介して、教育の国際的取り組みに対応できる知見を養う講
義を行う。

46 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

グローバル・コミュニケー
ション演習

授業形態：演習
目標：貧困、児童虐待、DV、障害児者の地域生活支援、認知症高齢
者ケア等、現代の教育や福祉の諸課題は、日本だけで生じているわ
けではない。日本の政策、制度、実践等を国際的な文脈の中で相対
化して理解する必要性は高まっている。近年、情報化の進展により
海外の情報をリアルタイムに得られる可能性は高まっている。ま
た、海外の方々との双方向コミュニケーションの可能性も高まって
いる。以上をふまえると、教育や福祉の現場で働く者にとって「英
語を使って仕事をする」能力を高めることは、よりよい実践の開発
に役立つ可能性が高い。この授業では、（１）教育や福祉に関する
英語の資料を、自らの必要に即して見つけ出し、それらを理解し、
日本語で説明し、（２）日本の教育や福祉について、自らの関心や
経験にそって英語話者と対話し、情報交換や協議を行え、（３）自
らの関心に基づいて、日本の教育や福祉に関する情報を含む英語プ
レゼンテーションや英語小論文を書くことができることを到達目標
とする。

授業計画：本演習は英文読解を基本としつつ、ヒアリング、スピー
チ、ディスカッション、プレゼンテーション、ライティングも少し
づつ行い、「英語を使って他の社会や他の文化を持つ人々とつなが
り、コミュニケーションする。英語も使いながら、様々な福祉や教
育の現場で仕事をする」ための基本スキルを開発する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉

学
類
専
門
科
目
）

教育福祉国際インターン
シップ

授業形態：演習
目標：この授業では、教育福祉の学修過程における自らの探究や研
究内容に基づいて、学生が各自でそれに相応しい国内施設や国際機
関、あるいは研修場所を探して自らのテーマに従って一定期間取り
組み、（１）自らの問題意識や研究内容について研修計画作成並び
に実施後の研修成果を点検することができる、（２）現代社会の諸
問題に臨場することで理論的学修内容との符合点と修正点を論理的
に説明することができる、（３）以上の成果をSDGsの意義に即して
論述することができる。

授業計画：これにより、実践的研究（あるいは研究的実践）を積み
ながら現実と理論の符合点や相互の修正点を把握して、現実の現代
社会における課題を理解する。教員が主催する海外スタディーツ
アー研修（約2週間）などに参加する場合は、事前学習、海外・国内
研修先での研修や授業参加、帰国後の報告書作成、報告会などで各
自の学修を深める。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）

医学概論（人体の構造と機
能及び疾病）

授業形態：講義
目標：対人援助に必要な医学・医療の基礎的知識を学び、保健・医
療・福祉・教育・心理分野での今日的課題について自己の考えを述
べることができる。
授業計画：人の成長と発達、心身の構造と機能、主な疾病や障害の
概要、リハビリテーションやICF、健康の概念など、社会福祉や教
育、心理に関わる専門職に必要な医学的知識の基礎を学ぶ。また、
健康のとらえ方や疾病、障害を抱えながら生活する人々とその家族
への理解を深め、問題解決能力を身につけることができるよう学習
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

認知科学1（知覚・認知心
理学）

授業形態：講義
目標：刺激に対する反応から脳内の情報処理過程を探る知覚心理
学・認知心理学の方法論を中心に、脳内の神経系の構造と機能につ
いて探る神経科学、視覚や聴覚などの各種感覚をを実現するために
必要な情報処理がどのようなものであるのかを探る計算理論の方法
論を総合して、人の知覚・認知が成立するメカニズムについて理解
することを目指す。
授業計画：心理物理学、視知覚の生理的基盤、色の知覚（三色説・
反対色説・輻輳説・色覚多様性）、形の知覚（図と地・群化の法
則）、奥行き知覚、運動視、知覚の適応性（錯覚・恒常性・可塑
性）、オブジェクト認知、聴知覚、感覚間相互作用、注意といった
トピックについて、その基本的なメカニズムを解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

認知科学2（学習・言語心
理学）

授業形態：講義
目標：認知科学の諸分野の中でも、高次認知の過程について概説
し、それらの認知過程を再現・利用するための計算シミュレーショ
ンなどについて理解させる。
授業計画：作動記憶のモデル、記憶のモデルと認知過程、知識構築
とスキーマ、読解のプロセス、問題解決と推論、強化学習といった
トピックについて、基本的な知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）認知情報処理

授業形態：講義
目標：人間の認知について認知心理学、情報学の立場から検討し、
コンピュータに実装するための手法について講述する。画像等の特
徴抽出をするためのプログラムや学習プロセスのモデルについて解
説することにより、認知情報処理研究の基礎を理解させる。
授業計画：フェヒナーの法則、スティーブンスのべき乗則、プロス
ペクト理論、数量化、情報圧縮、自己組織化、ニューラルネット
ワーク、ディープラーニングといったトピックについて、基本的な
知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

産業・組織心理学

授業形態：講義
目標：職場における心理に関する支援と、組織における人の行動に
ついて産業・組織心理学の立場から概説することを通して.組織にお
ける人の行動特性を背景として職場での心理的な問題とその支援に
ついて理解させる。
授業計画：職場における心理に関する支援、組織における人の行動
について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

社会・集団・家族心理学

授業形態：講義
目標：対人関係並びに集団における人の意識及び行動についての心
の過程、人の態度及び行動、家族や集団及び文化が個人に及ぼす影
響、について社会心理学の立場から概説することを通して、周りの
人間・家族・集団との関係における人の意識と行動について理解さ
せる。。
授業計画：対人認知、対人関係、集団における認知と行動、態度と
行動、家族の影響、集団や文化の影響について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

環境心理学

授業形態：講義
目標：身の回りに実際にある環境を取り上げ、その環境を構成する
社会的・物理的要因を概説し、人間の反応・行動と環境との相互作
用を理解させることで、人と環境のやりとりから生じる問題を改
善・軽減するための視点を修得させる。
授業計画：犯罪原因論と防犯、環境評価、空間行動、建築・都市環
境、教育環境、労働環境、自然環境、環境配慮行動などのトピック
を取り上げて講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）文化心理学

授業形態:講義
目標:人間の発達は.育つ文化と無関係ではあり得ない。発達とは文
化的発達であり.文化とは抽象的なものではなく.具体的な行為やも
の・人との関わりの中にあらわれるものである。このような観点か
ら.本授業では「文化と発達」をテーマとして掲げ.理論的概説を踏
まえて自分自身の生育史をそのテーマから読み解く。そして.他文化
での人間発達の様相を学習しながら.あらためて「発達」と「文化」
について理解させる。
授業計画:自分史を文化から読み解く、コミュニティにおける「発
達」を考える、文化と発達」に関する聞き取り調査を行う

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

発達心理学1

授業形態：講義
目標：人間の行動とこころの発達が.遺伝的形質と環境との相互作用
によって発現するプロセスを説明することを通して.知的機能と情緒
的特性の発達がどのように関わりあっているのかについて理解させ
る。
授業計画：ヒトの生物学的特徴、胎児期の発達変化、乳児期の知的
発達と社会性の発達、幼児期の知的発達と社会性の獲得、児童期の
知的発達と対人技能の獲得、青年期の知的発達と自己への気づきな
どについて概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

発達心理学2

授業形態：講義
目標：前半8回の講義を通して、青年期以降の個人の身体的・心理
的・社会的発達について知識を深め、青年心理学の代表的な理論、
研究法、これまでの研究から得られた知見について理解できるよう
になる。後半8回の講義を通して、中年期以降の個人の行動や心理状
態の特性に関する理論や知見を概説できるようになり、高齢者心理
学の代表的な研究法の知識と、高齢者心理学に特徴的なものの見方
考え方を身につける。
授業計画：1-8回では、生涯発達における青年期の位置づけを確認
し、その発達的特徴を概観する。具体的には、青年期の身体、認
知・感情、自己意識の変化、親・友人・異性との関係性の変化、社
会性の変化とそれぞれに関わる発達について概観する。9-16回で
は、生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個
人の行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理
論を紹介し、また発達心理学の研究法や高齢者心理学に特徴的なも
のの見方考え方についても説明する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（86.畑野快/８回）
生涯発達における青年期の位置づけを確認し、その発達的特徴を概
観する。具体的には、青年期の身体、認知・感情、自己意識の変
化、親・友人・異性との関係性の変化、社会性の変化とそれぞれに
関わる発達、を担当する。

（【71】.河野直子/８回）
生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個人の
行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理論や
研究法を紹介し、中年期以降の認知、情動、社会性、人格等のそれ
ぞれに関わる発達、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

臨床心理学概論

授業形態：講義
目標：臨床心理学の歴史と方法について概説し.臨床心理学の特殊性
を論じ、心の構造・機能と心理学的問題の査定・介入との相互関連
について講義する。
授業計画：心の病とその治療法に関する歴史的な展開、主観性を対
象とする臨床心理学の特殊性、主観概念および主体概念の検討、心
の構造と機能、心理的問題の分類、臨床心理学的な査定と介入の概
説、臨床心理学と心理臨床の実践、といったトピックについて講義
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心

理
学
類
専
門
科
目
）

心の病理学(精神疾患とそ
の治療）

授業形態:講義
目標:現代の精神医学の最新かつ標準的な知見を学習するとともに、
個別の精神疾患に関しても臨床心理学に直接有用な精神病理学的・
心理療法的な視点を学ぶ。
授業計画：授業は、講義担当者による基本的な講義をベースとし、
視聴覚資料を見てのグループ討議や講義レジュメや参考文献を利用
したテーマ別の学生発表に相当時間を割く。講義内容は、総論とし
て精神疾患の概念の歴史的展開を理解し、ついで各論としてそれぞ
れの精神疾患について、その疾患概念、症候論、病因論、治療論の
最新の精神医学の標準的な知見を、カプランの精神医学の教科書や
参考文献を利用しつつ、学習する。同時に、講義担当者の専門領域
である精神病理学的な見方あるいは精神力動的な見方にも触れる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

心理療法論（心理学的支援
法）

授業形態：講義
目標：この授業は、心理的課題や問題を持つ人に対して、心理学的
に援助する心理療法の考え方を身につけることを目標とする。具体
的には、心理療法の治療論や技法論、心理療法のプロセスを理解
し、「無意識」の概念や心理療法とイメージの関連など、それらの
背景になっている諸理論の学びを通じて、人間の心を臨床心理学的
に理解する観点を身につける。
授業計画：心理療法における無意識概念発見の歴史、フロイトやユ
ングの無意識の探究の道筋をたどりつつ、心理療法の成立について
講義する。心理療法についての基礎的な知識と心理療法が人間の心
にどのような影響を与えるのかについて理解を促す。心理療法とは
心に対するひとつの観点であり、身の回りの様々な物事について
「心理療法的視点」を持つことが可能であることを説明し、学生に
人間の心についての臨床心理学的理解の観点を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理検査法（心理的アセス
メント）

授業形態：実習・講義
目標：心理臨床の現場で使用されている各種の心理検査に関して実
習を通して理解を深めさせる。各々の心理検査の機序を学ばせ、学
生相互で検査を体験的に学習しながら得られる結果を考察させる。
その体験を踏まえ、心理検査によって見えるもの、見えないものの
知見を深めさせる。
授業計画：心理検査の概要について講義を行ったあと、実際に心理
検査用具を用いて実習を行う。内容はYG検査などの質問紙検査、バ
ウムテストおよび風景構成法などの描画法、知能検査、作業検査な
ど複数の検査を受講生が実施し、自らのプロフィールについて解釈
を行う。

実習　20時間
講義　10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

感情・人格心理学

授業形態：講義
目標：感情心理学および人格心理学についての基本理論を講義し、
基礎的知識の習得を目指す。その上で感情が人に及ぼす影響および
人格の類型や行動との関係について理解させる。
授業計画：前半は感情についての理論を概観したのち、感情と行動
との関係、感情が人に及ぼす影響についての講義をする。後半は、
人格の概念および基礎的理論を概観したのち、人格の類型論や特性
論、パーソナリティの測定法について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

神経・生理心理学

授業形態：講義
目標：心と脳神経系の関係について学ぶ科目である。ヒトの心のし
くみは、脳神経系というハードウェアの仕組みと切り離して理解す
ることができない。この授業では、脳神経系の構造と機能につい
て、心理学が扱う行動のレベルや計算論的モデルと関連付けながら
理解することを目指す。
授業計画：脳神経系の解剖学的構造、神経系の情報伝達、大脳皮質
の機能局在、脳神経系機能の研究方法、神経の可塑性と環境の影
響、感覚・知覚と脳神経系、多感覚統合と脳神経系、運動と脳神経
系、記憶と脳神経系、感情・動機づけと脳神経系、高次脳機能障
害、精神疾患と脳神経系といったトピックについて解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

健康・医療心理学

授業形態：講義
目標：健康心理学、医療心理学、災害心理学に関する講義とグルー
プワーク（ロールプレイ・ディスカッション等）を通して、領域固
有の知見について概説できるようになるとともに、自分自身の健康
に関わることとして問題を議論できるようになる。
授業計画：保健活動における心理社会的課題と支援の方法、医療現
場における心理社会的課題と支援の方法、災害時等に必要な心理に
関する支援のあり方、病院スタッフ間など医療従事職ならではの特
徴的な情報伝達方法、医療領域での他職種連携やコミュニケーショ
ン方法、心身相関、ストレスと心身の疾病との関係等について解説
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

福祉心理学

授業形態：講義
目標：福祉領域の現場における問題やその背景について心理学的な
観点から考える力を身につけること、福祉領域の現場における心理
社会的課題および必要な支援の方法を説明できること、虐待にまつ
わる基礎知識を培い、心理学的な視座から見た実践的支援について
説明できることを目標とする。
授業計画：福祉領域の現場における問題の現状とその背景、および
今後の課題について心理学的な観点から講義を行い、福祉領域の現
場における心理社会的課題および必要な支援の方法および虐待にま
つわる基礎知識を養い、心理学的な視座から見た実践的支援につい
ての知識を修得させる。

50 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

教育・学校心理学

授業形態：講義
目標：学校教育場面で生じる心理・社会的課題に対して適切な援助
ができることを目標とする。
具体的には、
１．学校教育場面で生じる心理・社会的課題とその背景となる問題
について理解する。
２．学校教育場面で生じた児童・生徒の心理・社会的課題に対する
援助法について理解し、他者と意見交流を行うことで視野を拡大し
て問題について考えることができる。

授業計画：現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級
集団作り、単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のア
セスメント、スクールカウンセリング、保護者・教職員・地域社会
との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対する支援、特別
支援教育、グループ討議（高橋）について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（＜8＞.岡本真彦/8回）
現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級集団作り、
単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のアセスメン
ト、を担当する。

（【79】.髙橋幸治/8回）スクールカウンセリング、保護者・教職
員・地域社会との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対す
る支援、特別支援教育、グループ討議、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

司法・犯罪心理学

授業形態：講義
目標：犯罪・非行についての基本知識、司法・犯罪分野の問題に対
する必要な心理支援について理解すること、犯罪・非行からの立ち
直りの心理学的プロセスについて事例を通して理解することを目標
とする。
授業計画：司法・矯正に関する制度、犯罪・非行に関する統計面で
の動向、犯罪・非行に関する臨床心理学的理解と、立ち直りのプロ
セス、司法・矯正分野における心理職の役割と必要とされる能力に
ついて講義を行うことによって、犯罪、非行についての基本事項、
司法・犯罪分野における問題に対する必要な心理支援、犯罪・非行
からの立ち直りの心理学的プロセスについて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

障害者と心理（障害者・障
害児心理学）

授業形態：講義
目標：身体障害、知的障害及び精神障害の概要について、いわゆる
医学モデル、社会モデル、世界保健機関の国際生活機能分類など、
主要な理論的立場から理解する。そのうえで、障害者や障害児の心
理社会的課題及び必要な支援について、心理学のみならず、社会
学、社会福祉学等社会文化的な視点から理解する。
授業計画：身体障害として、肢体不自由、視覚障害、聴覚言語障
害、内部障害、知的障害、精神障害の概要を、医学的、心理学的、
行政的基準をふまえて説明する。個人モデルと社会モデルの概要、
現在用いられている国際生活機能分類の成立過程と意義、限界ある
いは課題を取り上げる。つづいて、各障害について明らかにされて
きた、心理社会的な課題を、歴史、社会文化、障害者施策に言及し
ながら説明する。また、障害者心理学で理論化がなされてきた、障
害者受容理論、段階モデル、これらへの批判、障害者アイデンティ
ティや障害者同士の関係性、ジェンダーについて学術研究と実践を
ふまえて講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学統計法1

授業形態：講義
目標：本授業では、心理統計の基本的考え方を習得した上で、記述
統計と推測統計の基本的な考え方を理解し、統計的仮説検定の理論
とｔ検定を理解し.実際に使用できるようになることを目標としてい
る。
授業計画：データの特徴を記述する方法、2つの変数・データの関係
を記述する方法、母集団と標本の関係、統計的仮説検定の基本的考
え方、t検定について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学

類
専
門
科
目
）

心理学統計法2

授業形態：講義
目標：本授業では、統計的仮説検定のうちノンパラメトリック検
定、因子分析、多変量解析を理解し.実際に使用できるようになるこ
とを目標としている。
授業計画：度数データと順位データの検定（χ２検定、マクニマー
検定など）、分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析
について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（【56】.牧岡省吾/4回）
度数データと順位データの検定を担当する。

（【89】.武藤拓之/12回）
分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学統計法3

授業形態：講義
目標：本授業では、応用的な心理統計法を理解し.実際に使用できる
ようになることを目標としている。
授業計画：確証的因子分析、共分散構造分析、判別分析とクラス
ター分析、ロジスティック回帰分析、統計解析の表現法、効果量、
検定力とサンプルサイズ、について概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学研究法

授業形態：実験・実習
目標：心理学における研究の方法論について様々な研究の具体例を
題材として学ぶことにより、研究テーマに適したデータ取得と分析
の方法を選択できる能力を身につける。
授業計画：科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法、検査法、
観察法、面接法）、プロトコル分析、相関関係と因果関係、定性的
研究と定量的研究、データの統計的記述、複雑な心理事象のモデリ
ング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の不正の禁止な
どのトピックについて、具体的な研究例に基づいて実践的に学ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【56】.牧岡省吾/6回）
科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、複雑な心理
事象のモデリング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の
不正の禁止、を担当する。

（【89】.武藤拓之/3回）
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法）を担当す
る。

（【73】.河村悠太/３回）
相関関係と因果関係、定性的研究と定量的研究、データの統計的記
述、を担当する。

（＜8＞.岡本真彦/3回）
観察的方法（検査法、観察法、面接法）を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学実験

授業形態：実験・実習
目標：受講者自らが実験者と実験参加者の両方の役割を体験するこ
とにより、仮説検証の考え方、実験や調査の具体的な手続きと注意
点、データ分析の方法、レポートの作成方法などについて実践的に
学ぶ。
授業計画：ミュラー・リヤーの錯視（武藤）、大きさの恒常性（飛
田）、奥行知覚の手がかり（武藤）、マグニチュード推定法（野
津）、鏡像描写（岡本）、再生と再認（牧岡）、性格の認知（岩
佐）、プロトコル分析（岡本）、調査法の基礎（河村）などのト
ピックについて、実験や調査を実際に行うことによって実践的に学
ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【67】.岩佐和典/2回）
性格の認知、を担当する。

（＜8＞.岡本真彦/4回）
鏡像描写、プロトコル分析を担当する。

（【73】.河村悠太/2回）
調査法の基礎、を担当する。

（【80】.飛田国人/1回）
大きさの恒常性、を担当する。

（【53】.野津亮/1回）
マグニチュード推定法、を担当する。

（【56】.牧岡省吾/3回）
再生と再認、を担当する。

（【89】.武藤拓之/2回）
ミュラー・リヤーの錯視、奥行知覚の手がかり、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学特殊実験1

授業形態：実験・実習
授業の目標：心理学の文献の検討、実験・調査、及び事例検討会を
通して、心理学の研究を遂行するために必要な文献を理解して考察
するスキル、実験・調査スキルを身につける。
授業計画：外国語文献を読んで実験計画を立て、実験を行い、成果
を発表する

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

心理学特殊実験2

授業形態：実験・実習
目標：心理学の特定のテーマに関する文献の検討と研究課題の設
定、実験・調査、および事例検討会を通して、特定のテーマの研究
を遂行するために必要な文献を理解して考察するスキル、実験・調
査スキル、症例検討スキルを身につける。
授業計画：
・文献購読.実験計画の立案
・実験・調査の実施

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

心理演習1

授業形態：演習
目標：心理学における代表的な研究テーマを複数取り上げ、理論的
な背景や研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行な
うことを通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について
理解する能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理演習2

授業形態：演習
目標：心理学における特定の研究テーマについて、理論的な背景や
研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行なうことを
通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について理解する
能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心

理
学
類
専
門
科
目
）

心理演習3

授業の形態：演習
目標：心理支援を要するものに関して、事例検討とロールプレイを
通して、以下の（ア）から（オ）を理解できる。
（ア）コミュニケーション、心理検査、心理面接、地域支援等の知
識および技能
（イ）心理支援を要するものの理解とニーズの把握および支援計画
の作成
（ウ）心理支援を要するものの現実生活を視野に入れたチームアプ
ローチ
（エ）多職種連携および地域連携
（オ）公認心理師としての職業倫理および法的義務への理解
授業計画：第1回方法のオリエンテーションを経て、第2回から第8回
は事例に関する視聴覚資料および事例の検討、第9回から第15回は
ロールプレイを行う。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

公認心理師の職責

授業の形態：講義
目標：公認心理師の役割、法的義務および倫理、心理支援を要する
ものの安全確保、情報の適切な取り扱い、保険医療・福祉・教育な
どにおける業務、自己課題発見・解決能力、生涯学習、多職種連携
および地域連携について理解する。
授業計画：
１．公認心理師の役割を理解する。
２．公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
３．心理支援を要するものの安全を確保できる。
４．守秘義務および情報共有の重要性を理解し、情報を適切に扱う
ことができる。
５．保険医療、福祉、教育その他の分野における公認心理師の具体
的な業務内容を説明できる。
６．自己課題を発見し、自己学習によって課題を解決する能力を身
につける。
７．生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を身につける。
８．連携による支援の意義を理解し、チームにおける公認心理師の
役割を説明できる。

（【71】.河野直子/5回）
課題解決能力、自己研鑽、公認心理師の役割、他職種連携、を担当
する。

（【67】.岩佐和典/5回）
公認心理師の役割、法的義務、安全確保、地域連携、を担当する。

（【48】.総田純次/5回）
守秘義務、医療・福祉・教育における公認心理師業務、を担当す
る。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

関係行政論

授業形態：講義
目標：保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産
業・労働分野の各分野における関連制度および関係法規について、
公認心理師に必要な基礎知識を理解することを目標とする。

授業計画：保健医療分野に関する関連制度・関係法規、福祉分野に
関する関連制度・関係法規、産業・労働分野に関する関連制度・関
係法規、教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、
について講義する。また、法律が問題となる事例についてのロール
プレイを行い、公認心理師に必要な制度・法規の知識について体験
的に修得させる。

（【72】.川部哲也/２回）
教育分野、ロールプレイ、を担当する。

（127.佐々木章/２回）
産業・労働分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（118.東奈央/２回）
保健医療分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（157.山本健太郎/６回）
教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、ロールプ
レイを担当する。

（158.山本純弥/３回）
福祉分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）心理実習

授業形態：実験・実習
目標：保健医療領域・福祉領域・教育領域など主要な関連領域の指
定された施設において、見学などの実習を行い、心理支援における
チームアプローチ、多職種連携、地域連携、公認心理師としての職
業倫理・法的義務について理解することを目標とする。
授業計画：実習指導担当教員による事前指導と事後指導を行うとと
もに、学外の実習機関において見学などの実習を行う。実習中は実
習先の実習指導担当者から指導を受ける。実習時間は80時間以上と
する。授業最終回には実習報告会を行い、実習を総括する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法1A

授業形態：演習

授業目標：高等学校における教科「情報」がどのような内容である
か概観し、授業の実践力を養うことを目的とする。
授業計画：情報教育的な視点から、学校、社会などの様々な場面で
の学習活動を具体的な事例で整理していくとともに、それぞれの場
面で代表される学習者像、講師像について考えさせるため、以下の
内容について講義する。
・教科「情報」の目標と内容の理解
・デジタル教材に関する知識
・学習指導計画の立案
・教材開発の方法
・模擬授業

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法2A

授業形態：演習

授業目標：情報科教育法Aに引き続き、高等学校における教科「情
報」に関する授業の実践力を養うことを目的とする。

授業概要：学習指導案の具体的な作成活動や模擬授業の実習などを
通じて体験的に学ぶことを主体に授業を進める。特に、情報倫理
や、情報活用の実践力を高める授業展開として、生徒自身に「考え
させる」ことに焦点化して学ばせる。
・授業の事例紹介
・模擬授業と振り返り、授業評価
・情報倫理、情報活用能力、情報の科学的理解

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論A

授業形態：講義
目標：ミクロレベルのソーシャルワークに関する専門知識、スキ
ル、共通基盤としての理念や価値について理解した上で、ソーシャ
ルワークのレパートリーとしての各種理論やモデルについて学習す
る。
授業計画：国際ソーシャルワーク連盟によるソーシャルワークのグ
ローバル定義、診断主義から機能主義、治療モデルから生活モデル
への変遷、ストレングスモデルとエンパワメントアプローチまでに
至るソーシャルワーク理論の変遷とそれぞれの内容について検討す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論B

授業形態：講義
目標：社会福祉の支援方法のうち、グループを用いたメゾ（中
位）・ソーシャルワークの方法について、理念とそこから導き出さ
れる原理・原則、支援者が果たす役割を学ばせる。また、グループ
ワークのプロセス、理論と技法について理解を深めさせる。
授業計画：社会生活におけるグループの意味、グループワークの対
象、グループにおける交互作用、グループワークの理論的モデルと
アプローチ、グループワークの歴史、グループワークのプロセス、
スーパービジョンおよびセルフ・ケアについて理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論C

授業形態：講義
目標：ソーシャルワーク理論・実践モデルの変遷を概観することを
通じて、総合的かつ包括的ソーシャルワーク実践の必須概念を習得
させる。
授業計画：全15回を通じて、ソーシャルワークの対象、専門職の概
念と範囲、専門職倫理、ソーシャルワークの理論と実践モデルの歴
史的変遷、ソーシャルワーク実践における新しい潮流に対する理解
を深めるよう努める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

刑事司法と福祉

授業形態：講義
目標：更生保護を中心とし、刑事司法の近年の動向と制度の仕組み
を理解し、最近の少年犯罪、知的障がい者、精神障害者、高齢者な
ど犯罪動向を踏まえ、再犯防止の立場から、刑事司法における社会
福祉士及び精神保健福祉士の役割について理解することをめざす。
授業計画：更生保護の仕組み、医療観察法の仕組み、犯罪被害者支
援の仕組みにおける関係機関・団体との連携について、基本的な知
識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

心理学と心理的支援

授業形態：講義
目標：人の心の基本的な仕組みや機能と、家族や友人、社会制度と
いった広義の環境との相互作用で生じる心理過程について理解す
る。生涯発達やライフコースといった視点にたち、子どもから成
人、高齢者それぞれの発達課題、心理社会的課題を理解する。社会
生活や心の健康との関係について理解する。心理学の理論を基礎と
したアセスメントと支援方法について、社会福祉や保育における心
理学の活用策として理解する。
授業計画：基礎的知見として、心理学の理論史、動機づけ、知覚、
学習、認知、知能やパーソナリティの個人差、集団内（間）心理、
生態学的な立場からの生涯発達を取り上げる。教育、保育、社会福
祉領域への心理学の活用という視点から、家族関係、精神保健、心
の健康に関する諸課題、および心理療法と心理アセスメントといっ
たテーマを取り上げる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習1

授業形態：実習
目標：ソーシャルワーク実習を通して、ソーシャルワークに係る基
本的な価値観やソーシャルワークの現場における課題を理解させ
る。社会福祉士として求められる基本的な考え方や価値観を身につ
けさせるとともに、施設・機関の利用者がどのような状況において
生活しているのか、そして、社会福祉士がどのようにそれらの人た
ちに関わっているのかを体験的に学ばせる。
授業計画：(全60時間)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す
学生を対象にした法定実習を実施する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導1

授業形態：演習
目標：ソーシャルワーク実習に臨むにあたって必要な基本的な価値
観を理解させる。また、自らがソーシャルワーク実習をおこなう施
設・機関の利用者の状況や現場の課題を理解するために必要な知識
を修得させる。実習後は、実習を通して修得したことを振り返るこ
とを通して、ソーシャルワークに対する理解をさらに深めると同時
に、社会福祉実習2におけるそれぞれの学習課題を明確化させる。
授業計画：(全15時間)
実習の配属先に応じて実習前指導・実習期間中の巡回指導・実習後
指導を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習2

授業形態：実習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、さらにソーシャルワークに係る知識と技術について具体
的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得させる。社会福祉士と
して求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、
総合的に対応できる能力を身につけさせるとともに、関連分野の専
門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解させる。
授業計画：(全180時間。実習先別に分けた7コースを各1人の教員が
担当)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す学生を対象にした
法定実習を、おもに集中型で実施する(実習配属先によっては分散型
で実施する)。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導2

授業形態：演習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、ソーシャルワーク実習の意義についてさらに理解を深め
させる。ソーシャルワーク実習に係る個別指導と集団指導を通じ
て、ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的
に理解し実践的な技術等を体得させる。また、社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的
に対応できる能力を習得させ、具体的な体験や援助活動を専門的援
助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を
身につけさせる。
授業計画：(全75時間)
実習の配属先に応じて各コース別指導(実習前指導・実習期間中の巡
回指導・実習後指導)を行う。
全体の授業においては、オリエンテーション、プレゼンテーショ
ン、振返りを行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育者論

授業形態：講義
目標：保育者養成学の基本的な視点、概念を学ぶための科目であ
る。この授業では、保育者養成、キャリアアップの過程を理解し、
現代社会における保育者の社会的機能を把握するため、保育者の資
格制度とその歴史的変遷、職業倫理、社会的期待（ニーズ）、保育
者の職務の具体的内容、保育者の専門性の経時的熟達過程につい
て、基本的な理解を得ることを目指す。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの理解と援助

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの具体的な理解の方法と子どもに対す
る援助の具体を学ぶための科目である。この授業では、子ども一人
一人の心身の発達や学びを把握する意義を理解し、子どもの体験や
学びの過程において、子どもを理解する上での考え方や具体的な方
法、子ども理解に基づく保育士の援助や態度について理解すること
を目指す。
授業計画の概要：子どもの実態に応じた発達や学びの把握、子ども
を理解する視点、子どもを理解する方法、子どもの理解に基づく援
助と関わりに関する知識と具体的な援助方法について修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習A（総論・環
境）

授業形態：演習
目標：保育カリキュラム編成に必須の保育内容に関する理解を獲得
するべく、保育所保育指針における保育内容に関する記述の基本的
理解を、その理論的背景の把握と共に実現するための科目である。
この授業では、保育所保育指針における保育内容、特にねらいと内
容の相互作用的関連、それらを支える子どもの生活形態と遊び経験
に関する理論、それらを踏まえたエマージェントなカリキュラム編
成を可能とするための幼児教育方法学、児童心理学の基本的な概念
に対する理解を得ることを目指し、テキストの読解を中心として、
討議を通し学ぶ。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習B（表現・言
葉）

授業形態：演習
目標：保育の中でも、具体的な保育内容の「表現」と「言葉」にか
かわる知識を学ぶための科目である。この授業では、「表現」と
「言葉」の視点及び領域を踏まえて、子どもが生活や遊びにおいて
体験していることを捉え、保育にあたって保育士が留意、配慮する
べき事項を理解することを目指す。また、子どもの発達過程に即し
て具体的な保育場面を想定しながら、環境の構成、教材や遊具等の
活用と工夫、保育の過程の実際について理解することを目指す。
授業計画：「表現」と「言葉」という視点を切り口として、保育に
おける子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくた
めの方法や技術、子どもの実態や状況に即した援助や関わりを具体
的に修得する

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習C(健康・人間
関係）

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、子どもの健康(心身の保健的な発達)を、保
育者や周囲の子どもとの望ましい人間関係の構築の中で実現するた
めの、保育内容の構成に必要な知識を習得し、具体的な保育の実践
を構想する方略の立て方を学ぶ科目である。
授業計画：子どもの心身の健康を伸ばす子どもの活動、人間関係の
形成とその発達上の特性、子どもが自ら安全を守りうるようになる
ための生活習慣形成の保育者の援助、遊びを介した子ども集団形成
と発展のための保育者の援助

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術A

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、リズム楽器を用いた遊び、歌遊び、身体表
現と結びついたリズム遊びなど、子どものリズム感覚や音環境に対
する感性と、感性に基づいた自由な音楽的表現の多面的な発達を促
すための保育者による援助の方略を具体化するための知識・技術
を、模擬保育等を通して実践的に学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における音楽的知能の発達の特性、乳幼児期に
おけるリズム遊び、歌遊びの特性、リズム遊び、歌遊びを取り込ん
だ保育の立案と実践。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術B

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、身体的活動、運動遊びを通した子どもの発
達援助の方略、造形活動を通した子どもの発達援助の方略のそれぞ
れを具体化するための知識・技術を、模擬保育等を通して実践的に
学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における身体的発達の特性、乳幼児期における
造形活動の発達、乳幼児期の身体的発達に即し、それを促す身体運
動を含みこんだ遊び保育の立案と実践、乳幼児期の造形活動の特性
に即し、それを促す造形遊び、表現遊びなどの保育の立案と実践に
ついて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

乳児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも3歳未満児に対する具体的な援助について学ぶた
めの科目である。この授業では、3歳未満児の発育・発達の過程や特
性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方を理解することを目指
す。また、3歳未満児の生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実
際、計画の作成など具体的な乳児保育のスキルの修得を目指す。
授業計画：乳児保育の基本、乳児保育における子どもの発育・発達
を踏まえた生活と遊びの実際、乳児保育の配慮の実際、乳児保育に
おける計画の実際についての知識と技術を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

障がい児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、障がいのある子どもに対する保育のあり方に
ついて学ぶための科目である。この科目では、障がい児保育の理念
や歴史的変遷、個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮、計
画の作成、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの家庭への
支援や関係機関との連携・協働についての理解を目指す。
授業計画：障がい児保育を支える理念、障がい児等の理解と保育に
おける発達の援助、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの
保育の実際、家庭及び自治体・関係機関との連携、障がい児その他
の特別な配慮を要する子どもの保育の現状と課題についての知識と
基礎的な技術を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

養護内容演習

授業形態：演習
目標：社会的養護の制度や実践が直面する諸課題の現状と課題につ
いて調査し発表するとともに、見出した課題の解決策について考察
できる力を身につける。
授業計画：社会的養護関連施設における養育形態の小規模化と高機
能化、里親と施設のパートナーシップ、社会的養護におけるファミ
リーソーシャルワーク、施設職員や里親による児童虐待、社会的養
護の子どもの治療的ケア、社会的養護の子どもの自立支援とアフ
ターケアについて、グループ学習を行い発表し、討論を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学

授業形態：講義
目標：保育の中でも、子どもの保健に関する知識を学ぶための科目
である。この授業では、子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、子どもの身体的な発育・発達と保健について理解することを
目指す。また、子どもの心身の健康状態とその把握方法、子どもの
疾病とその予防法などの適切な対応を修得することを目指す。
授業計画：子どもの心身の健康と保健の意義、子どもの身体的発
育・発達と保健、子どもの心身の健康状態とその把握、子どもの疾
病の予防及び適切な対応について身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、保健的観点を踏まえた具体的な援助のあり方
について学ぶための科目である。保育における保健的観点を踏まえ
た保育環境や援助について理解することを目指す。また、関連する
ガイドライン等を踏まえ、保育における衛生管理・事故防止及び安
全対策・危機管理・災害対策・感染症対策などの適切な対応を修得
することを目指す。
授業計画：保健的観点を踏まえた保育環境及び援助、保育における
健康及び安全の管理、子どもの体調不良等に対する適切な対応、感
染症対策、保育における保健的対応、健康及び安全の管理の実施体
制について修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの食と栄養

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの食や栄養などに関わる知識や技術を
学ぶための科目である。この授業では、食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識、子どもの発育・発達と食生活の関連、食育の意義・
目的、内容等を理解することを目指す。また、関連するガイドライ
ン等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養についての知
識も修得する。
授業計画：子どもの健康と食生活の意義、栄養に関する基本的知
識、子どもの発育・発達と食生活、食育の基本と内容、家庭や児童
福祉施設における食事と栄養、特別な配慮を要する子どもの食と栄
養に関する知識を身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の計画と評価

授業形態:講義
目標:保育の中でも、保育の質の向上に向けた計画と評価の全体と具
体を学ぶための科目である。この授業では、保育の内容の充実と質
の向上に資する保育の計画及び評価、全体的な計画と指導計画の作
成の意義と方法、子どもの理解に基づく保育の過程の全体構造につ
いて理解することを目指す。
授業計画:保育の計画と評価の基本、保育所における保育の計画、保
育所における保育の評価についての理解を深め、より質の高い保育
について考える力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1A

授業形態：実習
目標：この授業では、保育所等の役割や機能、保育士の業務内容や
職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、観察や
子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目の内容
を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・
記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1A

授業形態：演習
目標：保育実習１Aの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に際しての
留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導における実
習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1B

授業形態：実習
目標：この授業では、児童福祉施設等の役割や機能、保育士の業務
内容や職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、
観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目
の内容を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・
観察・記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指
す。
授業概要：保育所以外の児童福祉施設の役割と機能、子どもの理
解、保育内容と保育環境、施設における子どもの生活と環境、保育
の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業倫理など
についての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1B

授業形態：演習
目標：保育実習１Bの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：児童福祉施設実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に
際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導に
おける実習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習2

授業形態：実習
目標：この授業では、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の役割や
機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学び、保
育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観察や子
どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロセスへ
の理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子どもの保育
及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価等につ
いて総合的・体系的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導2

授業形態：演習
目標：保育実習指導1A、1B、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の
役割や機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学
び、保育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観
察や子どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロ
セスへの理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子ども
の保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価
等について総合的・体系的に理解することを目指す。
授業計画の概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導
における実習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習

授業形態：実習
目標：学校現場等での実習を通じて、これまで学んできた学校およ
び福祉に関する理論と実践技術への理解、スクールソーシャルワー
クの必要性と活動への理解を深めさせるとともに、実際に学校現場
に何が起きているのか、ワーカーは何を行おうとしているのかを学
ぶことを目標とする。自身で設定した課題を実践現場を経験するこ
とで学びを深めることを目標とする。
授業計画：子どもと教師の行動観察を行い、その場への介入の観
察、個別面接やケース会議への参加、適応指導教室・施設・発達障
害児支援センター、児童相談所などの理解を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習指導

授業形態：演習
目標：社会福祉の基礎的な知識・技術を習得した上で各自の問題意
識や課題を生かして、学校現場でのソーシャルワークを実践的に考
える。また、学校における相談援助活動やソーシャルワーク実践に
かかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術
等の体得を目指す。
授業計画：(全30時間)
個別指導並びに集団指導、教育の場で生かせる社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題の把握、総合的
な対応能力、具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として体系
立てる能力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール・ソーシャルワー
ク演習

授業形態：演習
目標：学校領域におけるソーシャルワークの重要性と、ソーシャル
ワークの視点を導入することの責任の重大さを理解させ、実際に学
校における支援をどのように進めていけばいいのかについて、ミク
ロ、メゾ、マクロを視野に入れたソーシャルワーカーとしての援助
方法の習得を目指す。
授業計画：(全30時間)
地域・学校現場の把握とアセスメント、個別事例のアセスメント・
援助技法の体験的習得、記録用紙の作成とデータの整理・分析、児
童生徒、保護者、教師への支援、特別な対応を要する家庭への支援
についてを修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育課程論

授業形態：講義
目標：教育課程をめぐる鍵的問題と今日的課題について学ぶ。ま
た、教育課程の歴史と代表的な思想および実践を学ぶことを通し
て、教育課程編成とその運営・評価の意義について理解する。
授業計画：教育課程の意義と今日的課題を把握したうえで、教育課
程編成をめぐる代表的な思想とカリキュラムの類型について学ぶ。
そのうえで、教育課程の鍵的問題としての学力評価の課題について
学ぶとともに、今日的課題として総合的な学習のカリキュラムに焦
点を当てて共同でカリキュラム開発に取り組む。さらに、教育課程
と学校・教師の仕事として、専門教科のカリキュラムの分析、カリ
キュラムデザインとマネジメント、評価の課題について学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育方法論

授業形態：講義
目標：教育方法と教師の指導技術を中心に教育方法学の基礎理論と
授業づくりの基礎的技法を学ぶ。また、地域の学校の実践や優れた
教師の実践を基にそれを支える教育の方法・技術について理解を深
める。また、自身の授業哲学を見つめ、それを授業の計画や指導方
法に具体化する力を身に付ける。
授業計画：教育方法の基礎理論を土台に、授業づくりの基礎・基本
と授業と教育方法・技術をめぐる学校・教師の今日的課題について
学ぶ。また、将来の実践に向けて地域の学校の実践やすぐれた教師
の実践に学ぶ。さらに、戦後教育実践の遺産から今日の教育方法・
技術の課題につながる実践や論争を取り上げて検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育相談論

授業形態：講義
目標：ロールプレイやワークを通して，自己理解，他者理解を深め
るとともに，カウンセリングにまつわる基礎的知識を身に着ける。
また，教育現場における諸問題について理解を深め，それらに対処
する態度と方法を修得する。
授業計画：本講義では，体験型ワークショップを通して，児童生徒
の発達課題と，それにまつわる諸問題（不登校，いじめ，発達障
害，教員のメンタルヘルス等）について理解を深める。また，カウ
ンセリングの基礎知識に触れながら，教育相談のあり方や，カウン
セラーと教師のかかわり方の違いについて学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

介護概論

授業形態：講義
目標：介護の目的と介護専門職の役割・範囲について理論的に学ば
せる。また、介護対象者とその家族のあり方や、関係職種との協働
について理解させるとともに介護の技法を学ばせ、対象者のより良
い生を支援できる力を身につけさせる。
授業計画：介護の目的や意味を知り、介護専門職の役割として介護
対象者の生活を理解し、生活の場である介護施設の特徴にあった介
護や支援のあり方を関係職種との協働により、より良い生活を構築
するための介護過程の展開が実践できるよう介護方法論を講義す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法1A

授業形態：演習
目標：福祉科教育の概要と今日的意義を考察する。授業実践の見学
や模擬授業の相互検討を通して、福祉的課題に積極的に関わる姿勢
を育成するような授業実践力の基礎を固める。
授業計画：高等学校の歴史と福祉科の登場する時代背景を抑える。
福祉教育に求められている課題について事例から読み解く。授業見
学や現職教員との交流から、受講者がそれぞれテーマを決め指導案
を作成し模擬授業を行う。複数のテーマを整理し、効果的な授業の
計画についての考察をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法2A

授業形態：演習
目標：福祉的課題を教材として整理し展開する演習を行う。授業実
践記録や授業見学を参考として「教材」の吟味と組み立てについて
深い考察を行えるようにする。まとめの模擬授業で伝え方の工夫を
含め相互検討を通して、授業実践力をさらに伸ばす。
授業計画：授業展開における教材選びから教材の工夫等の方法論を
整理する。授業実践記録等の批判的検討を行い、テーマを決め対象
者を高校生とした啓発的な模擬授業を計画する。そのための授業見
学等を行い、模擬授業実施と相互検討をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

地域社会学

授業形態：講義
目標：さまざまな社会現象と社会問題が生起する場である地域社会
を対象とする社会学的研究の成果を、都市社会学を中心に学ばせ、
自分たちが生活する社会の特性、問題性と解決の方向性についての
理解を深めさせる。
授業計画：伝統的村落社会とその変容について整理した後、都市社
会学のルーツとしてのシカゴ学派都市研究、都市とは何か、都市形
成のプロセス、現代の都市社会とその問題性の各テーマについて授
業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

道徳指導論

授業形態：講義
目標：道徳教育の意義や目的、歴史など道徳教育の基本的知識を学
ばせる。また、道徳の指導のための授業構成の方法論を学ばせ、授
業計画の立案と模擬授業を行うことで、学校の教育活動全体、「道
徳の時間」を始めととした各教科、特別活動、及び総合的な学習の
時間のそれぞれの特質に応じて適切に道徳教育を実践するための指
導力を身につけさせる。
授業計画：道徳教育の意義と目的について整理した後、道徳教育の
歴史、「道徳の時間」の授業方法、授業計画の立案について講義
し、最後に模擬授業を行わせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育入門

授業形態：講義
目標：学校外でなされる教育的営為について、個人のライフコース
に応じて多様な実践があることを学ばせ、その魅力・必要性と可能
性を理解させる。また、その展開の場である公民館など社会教育の
制度と施設について基礎的知識を学ばせる。
授業計画：社会教育の歴史を戦前・戦後の変化を中心に整理した
後、社会教育の代表的な施設について概説し、職員の役割、識字教
育、ユースワークの各テーマについて授業を進める。

61 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　環境社会システム学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯学習支援

授業形態：講義
目標：地域社会で学ぶことの意義について、多様な観点から、具体
的な実践場面の考察を通じて学ばせるとともに、生涯学習支援者と
しての実践力を身につけさせるために、学習講座の企画実施に関す
るプロセスやワークショップ的手法などについて学ばせる。
授業計画：
本講義では、地域社会における生涯学習の意義を理解するととも
に、学習支援の計画と立案、情報収集と整理など、ワークショップ
を通じて具体的に行動できるような力を身につけさせる。まず、学
習支援の計画と立案、情報収集と整理の方法について授業し、その
後、地域社会における生涯学習の意義について、学習相談の進め方
およびデータの活用と情報提供システムの構築について、地域にお
ける生涯学習支援のモデル事例について紹介、検討する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯スポーツ指導

授業形態：講義
目標：適切なスポーツ指導の意義とともに、様々な年齢層や社会的
立場の人々に対し、安全に、効果的に、楽しくスポーツ活動を実施
させるための指導実践の方法を学ばせる。さらに、スポーツ指導者
として望ましい指導計画を立案する能力を育て、適切なスポーツ指
導が追究できる力を身につけさせる。
授業計画：生涯スポーツ指導の意義と機会、心身の発育発達や生活
環境に応じた身体教育とスポーツ指導、スポーツ障害予防と緊急事
態の対応、スポーツ指導計画の立案などについて講義し、子育てや
次世代の健康・スポーツ指導場面での正しい活用方法を検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育計画

授業形態：講義
目標：市町村レベルの自治体における具体的な事例等を参考にしな
がら、市民が利用しやすい社会教育サービスの計画のあり方につい
て検討を加える。
授業計画：まず「社会教育」や「社会教育計画」の概念を押さえた
上で、実際に地域社会で展開される社会教育の計画のあり方につい
て、具体的な事例の分析を通して、マクロ（プラニング）及びミク
ロ（プログラミング）の双方の次元から考察を加える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

情報システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、情報システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【38】.菅野正嗣／6回）
オリエンテーション、現代システムにおける情報システムの位置づ
けや成り立ち、情報システムにおけるネットワークの役割について
修得させる。また、最後に、情報システムの観点から見た持続可能
性について解説する。
（【55】.宮本貴朗／3回）
サイバー犯罪とサイバーテロ、個人情報保護とプライバシーなど、
情報セキュリティについて修得させる。
（【40】.瀬田和久／3回）
構造を有する情報の表現と探索、AIによる学習支援、誰一人取り残
さないためのスキーマ構造の体制化を促す学習支援について修得さ
せる。
（【59】.渡邊真治／3回）
日本の情報化の現状、経営における情報の役割、経営情報について
修得させる。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

自然システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、自然システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（＜1＞.伊藤康人／3回）太陽系と地球の誕生、地球の歴史と生物の
進化、現在の地球の構造について解説する。
（【44】.竹中規訓／3回）大気の循環と大気汚染、酸性雨とエアロ
ゾル(PM2.5)、地球温暖化と成層圏破壊について解説する。
（＜2＞.大塚耕司／9回）
水の性質と循環、海洋の構造と物質循環、人間活動による海洋環境
への影響、生態系（エコシステム）のしくみ、生態系が人間にもた
らすサービス、資源開発と生態系破壊の歴史、自然システムの観点
から見た持続可能性について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

社会システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、社会システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【62】.上柿崇英／3回）
サステイナビリティ概念と社会、社会システム、哲学・思想の方法
論と共生社会について解説する。
（【48】.西尾純二／3回）
慣習と社会の形成、言語・文学・芸術などの文化事象の伝統性と表
象性、社会問題化する慣習について解説する。
（【3】.児島亜紀子／3回）
福祉国家の思想と歴史、人口縮小社会と福祉・社会制度、災害など
社会変動の被害を最も受けやすい人が受ける影響の最小化とそれら
に対する強靭化について解説する。
（【6】.西田芳正／3回）
貧富の差の社会的本質、教育を規定する社会・社会を作り変える教
育、地域社会の活力と諸課題について解説する。
（【1】②.伊井直比呂／3回）
グローバルシステムの未来への選択、社会システムの中の持続可能
性の発見について解説する。

オムニバス方式

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

1 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

人間システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、人間システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【52】.牧岡省吾／5回）
現代システムの中の人間システム、進化の仕組みとヒトの進化の歴
史、ヒトはなぜ社会をつくることができるのか、ヒトの心と意見の
分断、人間システムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【75】.髙橋幸治／5回）
ヒトの心の病のメカニズム、臨床の知、悩み・症状・問題の発展可
能性、心理療法におけるセラピストの仕事、創造の病と文化の病に
ついて解説する。
（【7】.東優子／1回）
ジェンダーと社会について解説する。
（【69】.工藤宏司／4回）
「感情」はどのような意味で「社会的問題」になるのか、「感情規
則」と「感情労働」、行為と社会的規範、人間開発としてのジェン
ダーの位置づけついて解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

知識情報システム学概論

授業形態：講義
目標：情報や情報システム、その表現や伝達、その記号化・形式化
としてのデータモデル、計算の仕組み、人間と情報システムの関わ
り、情報技術と社会ついて、基本的な知識、情報システムの人工知
能や自然言語処理、データサイエンスへの応用について問う問題に
答えることができることを目標とする。具体的には、以下の能力を
身につけることを目標とする。
1.情報および情報システムについて、半分以上の設問に正しく答え
られること。
2.情報システムの応用（人工知能、自然言語処理、データサイエン
スなど）関する基本的な知識について、半分以上の設問に正しく答
えられること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）

(【46】.中島智晴／5回)
情報の表現方法と計算理論について基礎を修得させ、人工知能に関
する応用事例に関する知識を修得させる。

(【63】.上杉徳照／5回)
情報システムの基礎概念を修得させ、データ分析に関する応用事例
に関する知識を修得させる。

(【91】.柳本豪一／5回）
計算機の仕組みや情報システムの応用事例を解説し、情報システム
を用いた環境問題などの横断的なシステム開発についての知識を修
得させる。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

環境社会システム学概論

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 １．公害問題、持続可能な開発目標といった環境問題に関する重要
概念について説明できること

 ２．持続可能な開発目標の達成における政府と企業の役割について
説明できること

 ３．自然環境が水産業に与える影響と、水産業が自然環境に与える
影響について説明できること

 ４．自然環境が工場の立地、都市への集積に与える影響と、地域経
済が地域の環境に与える影響について説明できること

 ５．自然環境が都市における人間生活に与える影響と都市機能が自
然環境に与える影響、さらに人間の活動が労働を通して自然環境に
与えてきた影響と近代における労働のありかたの問題点を説明でき
ること

 ６．人間社会における様々な生業と持続可能性の関係について説明
できること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【30】.遠藤崇浩／6回）
公害問題から持続可能な開発目標までの歴史、持続可能な開発目標
と政府の役割、持続可能な開発目標と企業活動、自然・社会システ
ムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【71】.黒田桂菜／4回）
水産業と海洋環境・環境負荷・魚食・コミュニティについて解説す
る。
（【54】.水野真彦／2回）
近代大阪と工業化、雇用と居住の地理について解説する。
（【36】.酒井隆史／3回）
働くことと遊ぶことの人類学・近代史・思想について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

教育福祉学概論

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 人間開発と成長・発展、人の社会的阻害要因と福祉国家、インク
ルーシブ社会への理念と実践などについて、基本的な知識を問う問
題に答えることができる。
2. 教育福祉学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかに
ついて説明することができる。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【9】②.吉田敦彦／5回）
人間の成長・発達と教育の役割、教育における社会的阻害要因と教
育／福祉の視点、教育の多様性とインクルーシブ社会の理論と実
践、教育福祉学の方法論が持続可能社会の実現にどのように役立つ
のかについて解説する。
（【8】.山野則子／2回）
社会福祉と人間の成長発達、社会福祉と学校教育について解説す
る。
（【10】.吉武信二／2回）
健康福祉とインクルーシブ社会の理念と実践、高齢化社会における
人間開発と健康について解説する。
（【14】.内藤葉子／3回）
人間開発とジェンダー、福祉国家とジェンダー、現代社会における
ジェンダーと性の多様性について解説する。
（【12】.木曽陽子／3回）
保育を通じた人間の成長・発達、保育の社会的役割と福祉国家、イ
ンクルーシブ保育・教育の理念と実践について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

心理学概論

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言語、心理学の方法
論について、基本的な知識を問う問題に答えることができる。
2. 心理学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかについ
て説明することができる。

授業計画：心理学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目であ
る。この授業では、心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言
語について、代表的な研究の事例を学ぶことによって基本的な知識
を得ることを目指す。また同時に、1年次前期に配当される「情報シ
ステムとサステイナビリティ」「自然システムとサステイナビリ
ティ」「社会システムとサステイナビリティ」「人間システムとサ
ステイナビリティ」の内容と関連付けながら、心理学が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかについて学ぶ。
また、授業中に適宜実験を行うことで、心理学の方法論を体験を通
して学ぶことを目指す。

3 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.企業や自治体等における業務の実際を、体験を通して具体的に説
明できること。
２.企業や自治体等における業務が、持続可能社会の実現にどのよう
に寄与するか説明できること。
３.将来社会で活躍するために、大学で何を学ぶべきか説明できるこ
と。

授業計画：本授業は、10日程度のインターンシップ先での実習と事
前学習、報告会の全てに参加することで単位を認定する。単位とし
て認定されるインターンシップは、原則として、本学キャリアサ
ポートを通じて申し込んだものであるが、教員の紹介や個人で探し
てきたものについても、単位認定の対象となることがあるので、事
前に担当教員に申し出る必要がある。なお、インターンシップとし
て単位認定を受ける場合の手続きは、４月初旬のオリエンテーショ
ンで詳しく説明する。

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

海外インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.派遣先の国の歴史・文化・宗教的背景・教育と福祉の実情と課題
について説明できること。
２.派遣先の国の持続可能な社会の構築に関する具体的な課題を発見
できること。
３.派遣先の国の学生と協働で課題解決に取り組むことができるこ
と。
４.現地で行った活動について他人にわかりやすく伝えられること。

授業計画：本プログラムでは、派遣前にワークショップを行い、派
遣先の国の歴史や文化ならびに持続可能性に関わる問題点などにつ
いて理解させるとともに、派遣プログラム期間内に現地学生との協
働によるワークショップやスタディーツアーを実施し、課題解決の
方法論を実践的に学ばせる。さらに、派遣後に報告会を行い、プレ
ゼンテーションのスキルを向上させる。これらの教育プログラムを
通して、多様な歴史・文化を背景に持つ人々が互いに尊重し合い、
共に生きてゆくことの重要性を深く理解する能力（多文化共生マイ
ンド）を身につけさせるとともに、国際的な観点から持続可能な社
会の構築に関する具体的な課題を発見し解決に導く方法論（課題解
決スキル）を身につけさせる。

共同

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉学A

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.社会福祉に関する日本の公共政策と実践活動を総合的に理解する
ための必要な基礎的知識と原理的知見を学び、その学んだ内容につ
いて問う問題に答えることができること。
２.教育に関する諸事象を多角的総合的に理解するために必要な基礎
的知識と原理的知見を学び、その内容を問う問題に答えることがで
きること。

授業計画：教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学について基礎
的な知識を学ぶ科目である。この授業では、教育福祉学の理念、社
会福祉の価値、福祉国家の展開過程、学校制度の諸問題や多様な学
びのあり方など、教育福祉に関する基礎的な知識を身につけること
を目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資料等を
見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授業時間
外学習を課すものとする。

（【3】.児島亜紀子/8回）
教育福祉学を構成する社会福祉に関わる基礎的知識について講義す
る。

（【9】②.吉田敦彦/7回）
教育福祉学を構成する教育に関わる基礎的知識について講義する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉学B

授業形態：講義
目標：本科目では、教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学につ
いて基礎的な知識を学ぶことにより、以下の能力を身につけること
を目標とする。
１.教育福祉学という領域についての概要を理解できること。
２.教育の原理と福祉の原理について、その理論的課題も含めて理解
できること。
３.人間の営みを、教育と福祉という複眼的視点から考察することが
できること。

授業計画：「教育福祉学A」に引き続き、教育福祉学を構成する社会
福祉学と教育学について基礎的な知識を学ぶ科目である。教育と福
祉の相互補完的な関係、自己実現を支援するための臨床教育学的な
知見、現代の教育改革の動向と教育福祉学的課題、持続可能な未来
のための福祉と教育については森岡が、ひとり親、障がい者、児
童、高齢者といった人びとの抱える生活上の問題と社会福祉の取り
組み、日本の社会福祉の政策動向と教育福祉学的課題については児
島が講義を担当し、教育福祉の現代的課題に関する知識を身につけ
ることを目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資
料等を見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授
業時間外学習を課すものとする。

（【18】.森岡次郎/7回）
持続可能な未来の実現に向けた教育面の課題について講義する。

（【3】.児島亜紀子/8回）
持続可能な未来の実現に向けた福祉面の課題について講義する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

人間形成論

授業形態：講義
目標：人と人の間でそれぞれの自己が形成されていくプロセスと諸
相について理解できる。
具体的には、
１．人のもつ気質やパーソナリティについて類型的に見分けること
ができる。
２．自我（ego）と自己（Self）の心理的な働きについて説明でき
る。
３．自分が学んだ学校教育を相対化して、教育の根本的な意義を考
えることができる。
４．人間の発達・形成を、年齢段階に適したプロセスとして捉える
ことができる。
５．人間形成において影響を及ぼす他者の存在と関与について考察
できる。
６．人間形成が営まれるインフォーマルな「文化」の意義を認識で
きる。
７．アイデンティティの自己形成について物語論的に記述できる。

授業計画：イントロダクションに続いて、気質と個性、自我と自
己、オルタナティブ教育、人間の発達と人類の歴史、芸術としての
教育、バイオグラフィー、自然と文化と人間（季節の祝祭）、アイ
デンティティ（自己物語）、生と死といのち、「他者」との出会
い、ブーバーの応答的人間形成論、持続可能な未来のための教育、
オルタナティブな世界は可能か、自己形成史作成のガイドラインと
いうテーマについて授業を進めていく。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

生涯学習概論

授業形態：講義
目標：本講義では、誕生から老いまでの人間の生涯発達プロセスを
踏まえ、学び成長する主体としての人間形成と、生涯にわたる学習
を保障し支援する社会のあり方、とくに家庭教育と学校教育と社会
教育の連携について、生涯学習政策の動向を概観しながら理解させ
る。
授業計画：本講義では、人間が生涯にわたって「学ぶ」ということ
の重要性、近代学校の限界と生涯学習の意義について確認し、学校
教育と学校外の学びと教育の実例を取り上げ、ユネスコの教育政策
と生涯学習の最新動向についても学びつ、市民的公共性と生涯学習
関連施策の現状についての理解を深める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

社会福祉原論

授業形態：講義
目標：社会福祉と呼称される政策および援助実践(ソーシャルワー
ク)の対象やそれらを存立せしめる原理、および社会福祉の管理運営
について学ぶ科目である。この授業では、社会政策や社会福祉政策
の基礎的な概念、政策の原理と援助(ソーシャルワーク)の原理との
違い、ロールズやセンなどの規範理論、社会福祉サービスの組織と
経営に関わる基礎理論、社会福祉サービスの経営と管理運営に関す
る基本概念など、社会福祉の原理と政策，管理運営に関する知識を
身につけることを目標とする

授業計画：(オムニバス方式／全15回)
(【3】.児島亜紀子／8回）福祉哲学、社会福祉原理論の立場から、
社会福祉政策の意義、政策課題、政策原理と援助原理、社会福祉の
倫理、近時の規範理論、ニーズと資源などについて、基礎的な理解
を深める。

（【20】.吉原雅昭／7回）ソーシャル・アドミニストレーション論
的観点から、組織や団体における問題解決過程のモデル、社会福祉
予算の編成と執行過程に関する基礎知識、ソーシャルワーカーの職
務環境などについて、基礎的な理解を深める。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

ソーシャルワーク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークにおける相談援助活動の実際と、総合的か
つ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について学ばせる。多彩
なゲストスピーカーおよびその活動によって専門職の概念と範囲を
明らかにする。専門職倫理に対する理解を深める。
授業計画：全15回を通じて、社会的排除・虐待・低所得者／ホーム
レス・その他をテーマに、多彩なゲストスピーカーおよび担当教員
による講義を行い、質疑応答や小グループディスカッションを通し
て、自己の価値観とも向き合いながら、専門職倫理に対する理解を
深めるよう努める。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

スクール・ソーシャルワー
ク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークの知識、理念、技術に基づいて、子ども家
庭相談体制の一環として、学校という場でスクールソーシャルワー
クを展開することの意義と特性、過程、理論を理解することを目指
す。
授業計画：児童を取り巻く環境と学校、スクールソーシャルワーク
の意義と理念、海外のスクールソーシャルワーク、実践モデルと支
援方法、エビデンス・ベースド・プラクティスなど基本的な知識を
修得させる。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

保育学概論

授業形態：講義
目標：保育学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目である。こ
の授業では、保育・育児を取り巻く社会的状況と、それに対応しよ
うとする保育の制度・理論（思想）、およびその歴史的変遷につい
て、基本的な知識を得ることを目指す。
授業計画：保育を取り巻く社会的情勢、保育制度と保育内容の歴史
的変遷、子ども観と保育思想の歴史的変遷、現在の保育所保育指針
に結実する保育所保育の基本理念についての基本的な理解をもたら
すための解説を行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

社会学基礎

授業形態：講義
目標：本講義では、社会学および隣接諸領域がこれまで培ってきた
諸研究の成果に基づきながら、近・現代世界に特有の社会的事象を
認識するために必要と考えられる社会理論の基本的諸類型と重要な
諸概念を学ぶことを通じて、現代社会システムの動態や構造とそれ
が抱える諸問題に関する社会科学的な観察力の涵養を目指す。また
これを基盤としながら、さまざまなヒューマンサービスに求められ
る、人間と社会に対する共感的な理解と実践的かつ批判的な判断力
の獲得を目標とする。
授業計画：イントロダクションとして社会学の位置づけを概説した
後、「個人と社会」、「社会階層と不平等」、「社会制度と社会シ
ステム」、「現代の社会変動と社会問題」、「社会学の方法」につ
いてそれぞれ取り上げ、最後に「社会学の役割と課題」を整理す
る。授業は3名のオムニバスで、工藤宏司が2-4、11-12回、西田芳正
が1、5-7、15回、藤田渡が8-9、12-14回をそれぞれ担当する。

（【69】.工藤宏司/5回）
個人と社会，現代の社会変動と社会問題，社会学の方法について講
義する。

（【6】.西田芳正/5回）
個人と社会，社会階層と不平等について講義する。

（【84】.藤田渡/5回）
社会制度と社会システムについて講義する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

ジェンダーと社会

授業形態：講義
目標：働き方や子育てなど、さまざまなキーワードから、身近で起
こっている社会問題を「じぶんごと」として捉え、ジェンダー視点
から批判的に考える。
授業計画：ジェンダー概念と必要性の理解、ジェンダー論の先行研
究、ジェンダーの世界的多様性と歴史的変化、ジェンダー秩序にと
もなう差別、ジェンダーと政策・国際的動向、現代社会の諸問題と
今後の課題について、受講者に基本的な知識を示し、実践的に考え
る。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

コラボレーション論

授業形態：講義・演習
目標：多様な側面を持つ人の健康および福祉を回復、維持、向上あ
るいは育むためには、人が本来持つ強さを活性化する支援が重要で
あり、その支援には、多様な領域の専門性と同時に各領域をつな
ぎ、支援を全体として統合する各領域間の連携・協働が必修であ
る。本講義では連携・協働の基礎的概念と実践を理解することを目
的とする。
授業計画：最初に連携・協働の概念について概説する。また、具体
的な事例を通して各領域のニーズの捉え方と連携・協働について学
ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を有する対象者の
課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、各専門職の支援の
視点を知り、連携・協働について考えていく。さらに、演習では、
福祉、教育、保育などさまざまな専門職の視点から事例検討をする
ことで、連携の意義と課題について学ぶ。内訳は、講義が11回、演
習が4回である。

講義　22時間
演習　8時間

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

グローバル・コラボレー
ション論

授業形態：講義
目標：本授業では、（１）急激なグローバル化による現代社会の諸
問題の理解と論述、（２）グローバル・シティズンシップの多義性
についての理解と論述、（３）SDGsの意義と背景を的確に理解と論
述ができることを到達目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【9】②.吉田敦彦／4回）
グローバル化（globalization）とは何か、グローバル化と社会変容
（日本国内・国際社会）、グローバルな協働・連携（ニュージーラ
ンドの多文化性と民族間連帯）
（【7】.東優子／4回）
アイデンティティの複層化とインターセクショナリティ（人種・民
族・エスニシティ・社会階級と多文化共生の課題・ジェンダー／セ
クシュアリティ）、グローバルな協働・連携（ベトナムとの社会課
題解決型連帯の試み）
（【1】②.伊井直比呂／3回）
グローバルな協働・連携（日本国内での外国籍児童生徒の教育と社
会参加・フィリピンの貧困課題と国内課題の異同と連携）、グロー
バル・シティズンシップ教育（GCED）と人権教育
（【8】.山野則子／4回）
グローバルな協働・連携（スウェーデンの移民政策と日本の縮小社
会の課題－社会保障の観点から－・国内における諸問題との関連
性、持続可能な開発と人間開発から考える協働・連携の価値、国際
ソーシャルワーク

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉ゼミナールA

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択し、文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などを含めて行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉ゼミナールB

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールAに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉ゼミナールC

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択する。文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などと共に、次年度の卒業論文作成に向けて
の準備を行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉ゼミナールD

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールCに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。

専
門
科
目

学
類
基
盤
科
目

教育福祉学卒業研究

授業形態：演習
目標：教育福祉学類での学びの集大成として卒業論文を作成する。
文献研究、調査などを学生がすすめ、教員からの指導を受けて論文
を完成させる。最後に卒業論文発表会を実施する。
授業計画：学生による発表と指導が中心となる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会調査論

授業形態：講義
目標：社会調査とはどのようなものか、調査によって明らかにした
い目的ごとにどのような手法があるのか、社会調査を行う際にどの
ような点に留意する必要があるのか、など、社会調査の基本的な事
項について全般的な理解を深めることを目標とする。
授業計画：社会調査の概要・意義を整理した上で、質的調査・量的
調査それぞれにつき、主要なものの特徴・方法・留意点を説明す
る。いくつかの調査手法を組み合わせて行われた研究事例を参照
し、社会調査の実践的イメージを把握する。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉の諸問題A（貧困
と社会）

授業形態：講義
目標：公的扶助制度の意義と役割、日本の生活保護制度の基本的な
仕組み（目的、基本原理および保護の原則、保護の種類と内容、生
活扶助基準額の算定方式、給付の仕組みと手続き、等）を説明でき
ること。貧困概念、貧困対策について課題を考察できることを目標
とする。
授業計画：貧困の概念、公的扶助制度の理念および役割、生活保護
制度の基本的な仕組み（目的、保護の種類と内容、算定方法）と役
割、貧困対策の動向について検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉の諸問題B（性と
人権）

授業形態：講義
目標：性に関する諸問題をめぐる議論においては、様々な価値観が
対立し、合意形成が非常に困難となる。本講義では、性(セクシュア
リティ)をめぐる今日的話題を取り上げ、問題の背景を理解させる。
それと同時に、自己の価値観と向き合う機会を提供することを通じ
て、様々な言説に対するリテラシーを向上させることを目標とす
る。
授業計画：性に関する３つの概念、「性の健康と権利」概念の登場
と展開、性教育、性と多様性について検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉の諸問題C(多文化
共生)

授業形態：講義
目標：本科目では、多文化共生概念の理解と、現実に生じている多
文化共生を阻害している事象への実践的方途を見出すことができる
ことを目標とする。
授業計画：（オムニバス形式／全15回）
（【9】②.吉田敦彦/3回）：「教育の多様化」と「多様化の教育」
／「異文化の他者との出会いと対話」他
（【37】.山東功/3回）日本社会と南米移民／南米（ブラジル）日系
移民社会の日本語教育／多文化共生と言語（日本語）問題
（【18】.森岡次郎/3回）能力主義・自己責任論と多文化共生
（【1】②.伊井直比呂/6回）多文化・共生概念を把握する（基礎）
／多文化共生国家ベルギーにおけるポリアーキー

（【9】②.吉田敦彦/３回）
教育哲学の観点から多文化共生について講義する。

（【37】.山東功/３回）
移民を通して多文化共生について講義する。

（【18】.森岡次郎/３回）
能力主義の観点から多文化共生について講義する。

(【1】②.伊井直比呂/６回）
他国の事例を通して多文化共生について講義する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

家族社会学

授業形態：講義
目標：現代日本の家族の諸課題、諸課題の解決のための地域社会と
の連携と家族支援を学ぶための科目である。この授業では、第一に
日本の現代家族に関する基礎的データを学ぶことを目指す。第二
に、家族が抱える主要な課題を理解し、家族に関わる政策と地域社
会における連携・支援を学ぶ。第三に、これらを通して課題解決策
の可能性を構想する力を獲得することを目指す。
授業計画：少子高齢化している現代日本の人口と家族・世帯に関わ
る基礎的データ、日本の家族の歴史、婚姻・子育て・介護と家族生
活の運営における諸課題、関連する諸政策、地域社会との連携（専
門職による支援の必要性と連携の現状・諸課題を含む）等につい
て、基本的な知識を修得させ、諸外国の政策や現状との比較を参考
にしつつ、課題解決を目指す力を身につけさせる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育社会学

授業形態：講義
目標：家族、仲間集団、地域社会における人間形成の特徴と課題に
ついて整理した後、今日の学校教育が抱えるさまざまな問題を把握
することを目指す。特に不平等問題を重要な切り口とし、貧困・生
活不安定層の子ども・若者の現状と背景、支援策についても検討す
る。
授業計画：社会化と学校教育の関連について整理した後、学校が登
場する以前の社会化の様相を紹介、その後は現代の人間形成をライ
フコースに沿って授業し、学校教育については特に差別・排除の観
点からの整理に主眼を置く。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉と健康

授業形態：講義
目標：健康は人々が幸福な生活を送る上で非常に重要な要因と考え
られるが、現在健康やダイエットに関する誤った情報が氾濫し、
人々の健康を脅かす可能性を否定できない現状がある。この現状を
踏まえ、健康を維持増進するために必要な基礎的知識や科学的根拠
に基づいた正しい理論を学ばせ、心身の健康維持増進に効果的な食
生活と運動生活を自立して追究する能力と、それを教育福祉の実践
に活かす能力を身につけさせる。
授業計画：教育福祉と健康の概念、身体組成と健康ダイエット、基
礎代謝と活動代謝、疾病予防と日常の生活管理、アルコールおよび
たばこと健康などについて最新の学術的見解を講義し、個々の生活
との比較を含めて今後の正しい健康支援方法について検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

権利擁護論

授業形態：講義
目標：権利擁護とは何か（基本的な考え方、理念）と権利擁護に関
する制度と支援の方法を理解する。
授業計画：社会福祉における権利擁護の概念、理念を整理した上
で、社会福祉における権利擁護と民法、虐待防止などの社会福祉法
制の仕組み、成年後見制度と日常生活自立支援事業の概要、申請手
続き、担い手と業務内容を概説する。さらに、利用者本位の権利擁
護を踏まえた、成年後見制度と日常生活自立支援事業の意義と課題
について講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

障害者福祉論

授業形態：講義
目標：障害の概念、特性を踏まえ、障害者とその家族をとまく社会
環境を理解する。また、障害者福祉及び障害者観の現在までの展
開、諸制度や関連法規の仕組みについて理解する。
授業計画：障害概念と特性、実態調査からみる障害者の社会環境、
障害者福祉の歴史、障害者福祉に関連する法律（障害者基本法、障
害者総合支援法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健
福祉法、障害者雇用促進法、発達障害者支援法、障害者差別解消
法、障害者虐待防止法）、障害者とその家族、障害者施策に関する
行政計画、自治体、諸団体および組織の役割とネットワーキングと
いうテーマにそって授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会福祉運営論

授業形態：講義
目標：社会福祉士国家試験科目「福祉サービスの組織と経営」にあ
たる、本学の社会福祉の専門科目である。大部分のソーシャルワー
カーは組織に所属して働いており、時間軸や業務過程全体を意識し
て組織的に仕事をすることが求められる。また、日々の業務を遂行
しつつ、データに基づいて担当しているサービスを改善したり、新
たに開発したり、新たな制度や政策案を構想することが、求められ
る。本科目は、以上のように組織的に仕事を進める能力を身につけ
ることを目指す。
授業計画：現場で起きている問題をデータに基づいて分析し、複数
の解決策または事業案を起案し、それらを比較検討して選択する。
決定した事業案を実施するためのスケジューリングと予算案づくり
を行う。実施したサービスや事業を事後評価し、それらの結果を改
善活動に役立てたり、新たな制度や政策案の企画を試みる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域福祉論A

授業形態：講義
目標：現代における地域福祉の有用性、および地域福祉の基本的な
概念を理解させるため、地域福祉の歴史的背景や社会福祉の理論的
展開を学ばせる。また、住民主体の視点に即して、地域福祉を追
求、実現するために必要な構成要素を学ばせ、地域福祉に関する理
論的な考察力を身につけさせる。授業計画：地域福祉の発展過程、
地域福祉理論の系譜、コミュニティケアの展開、地域福祉の全体枠
組、地域福祉と住民参加、地域福祉の主体と福祉教育というテーマ
にそって授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域福祉論B

授業形態：講義
目標：地域福祉を展開するための様々な実施主体を理解させるた
め、ボランティア、専門職、サービス提供機関、地方自治体、NPO等
の役割と現状を学ばせる。また、地域福祉の実践活動、援助方法に
ついて学ばせることで、地域福祉の実践的な理解を身につけさせ
る。
授業計画：地域福祉の実践主体、地域福祉の実践方法、地域福祉の
実践事例、災害支援と地域福祉、社会的企業の展開、地域トータル
ケアシステムというテーマにそって授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

医療福祉論

授業形態：講義
目標：保健医療福祉領域の援助を展開していくために必要な制度や
保健医療サービスを理解し，医療ソーシャルワーカーとしての理論
と知識，技術を理解することを目標とする。また、さまざまな疾患
をもつ人々に即した心理社会的支援・生活支援について理解する。
授業計画：まず病いをもつ人の支援に必要な制度・政策について概
説し、その後、医療ソーシャルワーカーの支援について、具体的な
事例を通して学ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を
有する人の課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、専門職
としての支援について考る。また、講義で学んだこと、考えたこと
をレポートとしてまとめることで知識の定着を図る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

高齢者福祉論

授業形態：講義
目標：高校福祉教員免許取得に必要な教科科目「高齢者福祉、児童
福祉及び障害者福祉」の内容と、社会福祉士国家試験受験資格を得
るために必要な科目「高齢者福祉」に対応し、それぞれの専門職に
必要とされる、高齢者福祉に関する知識を修得する。
授業計画：超高齢社会の特徴、高齢者の身体・精神的特徴、生活実
態と家族介護について学ぶ。さらに、高齢者の福祉、介護、医療に
関する制度の歴史、現行の介護保険制度、老人福祉制度の仕組み、
各種サービス、機関・専門職の役割、地域包括ケアシステム、また
サービスの実施過程とケアプラン作成、高齢者ケア（認知症ケア、
終末期ケア等）の要点について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会政策論

授業形態：講義
目標：社会政策は、労働・生活過程に対する政策であり、国民生活
の安定と向上を目的としているが、社会・経済環境の変容の中で転
機を迎えている。本講義では、国内外の社会政策論の基礎的理論
と、近年の理論的枠組みに関する理解を深め、社会政策の現状に関
する分析と政策判断能力を身につけさせる。
授業計画：第1回～第5回、社会政策の基礎理論、その歴史、政策主
体、政策対象とその変容等について講義する。特に、社会政策と社
会保障、近年の生活保障論との関連性について概説する。
第6回～第10回、現代的社会政策論の各論(労働市場論と雇用・失業
政策政策、雇用保険制度等）と変容する福祉国家と今後の政策課題
について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会保障論

授業形態：講義
目標：日本において少子高齢化が進展し、安定的生活の基礎となる
雇用・労働形態も変容し、国民生活の不安定化が指摘されている。
こうした中で社会保障のあり方が問われている。本講義では、受講
生が社会保障制度の全体像と制度の基本的知識を学ばせ、政策的判
断能力を習得させる。
授業計画：第1回～第5回、日本の社会保障制度の基本的理念・体
系・概要などを講義する。
第6回～第10回、社会保障制度の骨格である各種社会保険制度と制度
間の関連等を講義する。
第11回～第15回、社会保険制度の周辺の諸制度と主な海外の社会保
障制度の特質を国際比較の観点から概説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

セルフヘルプ・グループ論

授業形態：講義
目標：セルフヘルプ・グループ(ＳＨＧ、自助グループ)に関連する
諸理論と、さまざまな領域におけるＳＨＧの活動の実際を事例とし
て学ばせることを通じて、社会福祉の援助方法におけるＳＨＧの意
義と、専門職者としてどのような実践を展開すればよいのかを習得
させる。
授業計画：ＳＨＧに関連する諸理論、地域社会におけるＳＨＧへの
援助、社会福祉の援助におけるＳＨＧの意義と課題、ＳＨＧ活動の
実際と事例を理解させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

子ども家庭福祉論

授業形態：講義
目標：子どもを巡る問題は、児童虐待、いじめ、少年犯罪など、
日々絶えることなく起きている。本講義では、児童に関する現代的
課題を考えていく上で必要な知識、理論、法律を学ばせ、実際に起
きている事柄を分析できる力を習得させる。
授業計画：子育てをめぐる現代の社会情勢、子ども家庭福祉制度の
歴史、子どもの権利、子ども家庭福祉の法制度、子どもの発達など
の知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

児童養護論

授業形態：講義
目標：社会的養護に関する法制度、社会的養護を必要とする子ども
とその背景について理解するとともに、社会的養護のレパートリー
とそこで展開される養育・支援実践のあり方について理解する。
授業計画：社会的養護の根拠法や条約、社会的養護のレパートリー
としての施設養護と家庭養護、社会的養護を必要とする子どもたち
の背景にある虐待や貧困問題、社会的養護におけるファミリーソー
シャルワーク、ライフストーリーワーク、社会的養護から巣立った
後のアフターケア、当事者支援組織の役割などについて考察する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

乳児保育論

授業形態：講義
目標：保育の中でも、3歳未満児に対する保育に関する知識を学ぶた
めの科目である。この授業では、乳児保育の意義・目的と歴史的変
遷及び役割等について理解することを目指す。また、乳児院等も含
めた多様な保育の場における乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発
育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制、職員間・保護者・関係
機関との連携・協働について理解することを目指す。
授業計画：乳児保育の意義・目的と役割、乳児保育の現状と課題、
３歳児未満児の発育・発達を踏まえた保育、乳児保育における連
携・協働についての知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

共生の思想と歴史

授業形態：講義
目標：現代世界の大きな特徴の一つは、諸価値の多元化と分裂であ
る。自らと異なる価値をもつ相手とどう向き合うのか、どう共生し
ていくのかという問いは、思想的にきわめて重要かつアクチュアル
な問いである。本講義では、政治・法・制度・歴史・社会状況など
にふみこみながら、諸価値間の衝突とその調停や取り組みの具体的
な様相を辿る。それにより、共生の困難さに向き合うという現代的
課題を批判的に考察する力を身につけてもらう。
授業計画：この授業では、ナショナリズム、シティズンシップ、移
民問題、難民問題、ヴェール論争、ジェンダー、リベラリズム、戦
争等に関連するテーマをとりあげ、基本的な知識を習得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉フィールドワーク
1

授業形態：演習
目標：様々に「生きづらさ」を抱える人々の暮らしを教育福祉の視
角で理解し、実際に支援を組み立ててゆく過程における基本技能
を、小集団討議を活用した事例学習によって身につけさせる。
授業計画：（全30時間。教員3人によりクラス定員20人以下の3クラ
ス並行開講）「問題」の把握方法・アセスメントと支援の焦点化・
支援において活用しうる社会資源・支援の展開過程の理解・事例
は、社会的排除、虐待（児童・高齢者）、家庭内暴力（DV）、低所
得者、ホームレス等に関する講義を受けたのち小集団に分かれて事
例学習を行い、対人支援に必要な知識・態度・技能を身につけさせ
るよう努める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉フィールドワーク
2

授業形態：演習
目標：教育福祉的視点による相談援助に係る知識と技術について、
実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化し、理論
化し、体系立てていくことができる能力を涵養する。
授業計画：(全30時間。教員3人によりクラス定員20人以下の3クラス
並行開講)小集団で、「教育福祉フィールドワーク1」で習得した基
本技能を用いて、様々な社会集団や組織、コミュニティにおける
ニーズを把握するための情報収集・分析・検討した結果に基づく、
問題解決のための計画を作成させる。（通称「ことおこしプロジェ
クト」の開始）

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉フィールドワーク
3

授業形態：演習
目標：教育福祉的視点による相談援助に係る知識と技術について、
実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論化
し、体系立てていくことができる能力、および総合的かつ包括的支
援と多職種連携・協働的実践力を身につけさせる。
授業計画：(全30時間。教員3人によりクラス定員20人以下の3クラス
並行開講)小集団に分かれ、「教育福祉フィールドワーク2」で作成
した計画の実行と成果に関する評価をさせる。（通称「ことおこし
プロジェクト」の実施と終結）成果についてのプレゼンテーショ
ン、計画から介入効果のアセスメントまでの報告書作成を行わせ
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

精神保健学

授業形態：講義
目標：精神保健の基礎知識、ライフサイクルにおける精神保健、精
神保健における個別課題への取り組みと実際、地域精神保健活動の
実際、諸外国における精神保健を学ぶことによって基本的な知識を
得ることを目指す。また、授業中に映像を視聴したり当事者による
講義を行うことで、実際の当事者体験を通して学ぶことを目指す。
授業計画：精神保健の概要、精神保健の意義と課題、乳幼児期まで
の精神保健、学童期の精神保健、思春期・青年期の精神保健、成人
期・老年期の精神保健、職場における精神保健、アディクション関
連対策の実際、ひきこもり関連対策の実際、学校における精神保
健、自殺をめぐる現状と課題、地域における精神保健、ターミナル
ケアと精神保健、地域精神保健施策の概要、諸外国における精神保
健の実際といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

特別支援教育

授業形態：講義
目標：障がいのある幼児児童生徒に対する特別支援教育に関する基
本的な視点と考え方を学ぶ科目である。この授業では、特殊教育か
ら特別支援教育への歴史的変遷をたどり、特別支援教育の意義と対
象の広がり、現在の特別支援教育の仕組みについての理解を目指
す。また、障がいのある幼児児童生徒に対する理解と援助の方法、
ユニバーサルデザインによる教育のあり方についての理解を目指
す。
授業計画：特別支援教育の理念と意義、特別支援教育の歴史的変遷
と現在の仕組み、特別支援教育の実際、特別支援教育の対象、特別
支援教育の方法、家庭や関係機関との連携についての基本的知識を
修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育の思想と歴史

授業形態：講義
目標：教育の理念、歴史および現代的課題について基礎的知識を学
ばせ、教育や人間に関する幅広い事象について考察できる力を身に
つけさせる。
授業計画：本講義では、「教育とは何か」という原理的な問いにつ
いて主体的に考察するとともに、近代の教育思想やポストモダン教
育学などの知識と、思想史的な観点を身につける。また、学校や教
師の役割、教師のアイデンティティといった現代的な課題について
も、思想的、歴史的観点から考察できるようになる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育の法と制度

授業形態：講義
目標：教育に関わる法と行政政策の基礎的知識を学ぶとともに、教
育上の諸問題における「教育と法の関係」や「法が教育に果たす役
割」の検証を通して、現実の教育諸制度のあり方を考察できる力を
身につける。
授業計画：まず、憲法・法律・施行規則・施行令などの関係の理解
と、憲法を基点とする教育諸法規やそれに基づく行政の体系を修得
する。次に、これらを前提に、いじめ、不登校などの具体的な問題
事例について法や下級審判決および最高裁判例をもとに教員として
公的に対応できるる力を養う。さらに、子どもの権利条約やSDGsに
おける「教育」に関する国際動向を踏まえ、最新の国際解釈などの
理論を紹介して、教育の国際的取り組みに対応できる知見を養う講
義を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

国際教育と開発

授業形態：講義
目標：世界における人間開発の諸問題（人権、貧困、階級、ジェン
ダー、紛争）を構造的かつ歴史的に理解し、国内のこれら同種問題
との本質的な異同を自ら説明することができるようにする。人間開
発関係の文献（国連の報告書）などを読む。
授業計画：教育の国際化の観点から「不公正な貿易構造と途上国経
済」「環境保全より優先的に志向される『安全』とその思想」「貧
困と環境問題の関係」「デジタルデバイドと選択（自己決定）」の
国際的問題の理解を深める。次に、これら内容の理解を基に人間開
発の観点から個人の尊厳と自由のための教育のあり方を内容的・方
法的に検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

医学概論（人体の構造と機
能及び疾病）

授業形態：講義
目標：対人援助に必要な医学・医療の基礎的知識を学び、保健・医
療・福祉・教育・心理分野での今日的課題について自己の考えを述
べることができる。
授業計画：人の成長と発達、心身の構造と機能、主な疾病や障害の
概要、リハビリテーションやICF、健康の概念など、社会福祉や教
育、心理に関わる専門職に必要な医学的知識の基礎を学ぶ。また、
健康のとらえ方や疾病、障害を抱えながら生活する人々とその家族
への理解を深め、問題解決能力を身につけることができるよう学習
する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ソーシャルワーク論A

授業形態：講義
目標：ミクロレベルのソーシャルワークに関する専門知識、スキ
ル、共通基盤としての理念や価値について理解した上で、ソーシャ
ルワークのレパートリーとしての各種理論やモデルについて学習す
る。
授業計画：国際ソーシャルワーク連盟によるソーシャルワークのグ
ローバル定義、診断主義から機能主義、治療モデルから生活モデル
への変遷、ストレングスモデルとエンパワメントアプローチまでに
至るソーシャルワーク理論の変遷とそれぞれの内容について検討す
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ソーシャルワーク論B

授業形態：講義
目標：社会福祉の支援方法のうち、グループを用いたメゾ（中
位）・ソーシャルワークの方法について、理念とそこから導き出さ
れる原理・原則、支援者が果たす役割を学ばせる。また、グループ
ワークのプロセス、理論と技法について理解を深めさせる。
授業計画：社会生活におけるグループの意味、グループワークの対
象、グループにおける交互作用、グループワークの理論的モデルと
アプローチ、グループワークの歴史、グループワークのプロセス、
スーパービジョンおよびセルフ・ケアについて理解させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

ソーシャルワーク論C

授業形態：講義
目標：ソーシャルワーク理論・実践モデルの変遷を概観することを
通じて、総合的かつ包括的ソーシャルワーク実践の必須概念を習得
させる。
授業計画：全15回を通じて、ソーシャルワークの対象、専門職の概
念と範囲、専門職倫理、ソーシャルワークの理論と実践モデルの歴
史的変遷、ソーシャルワーク実践における新しい潮流に対する理解
を深めるよう努める。

13 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

コミュニティとソーシャル
ワーク

授業形態：演習
目標：地域での福祉実践を進めていくための基盤の整備と開発に関
する考え方を、演習形式で具体的・実践的に学ばせることにより、
地域に働きかけていく具体的な能力を身につけさせる。
授業計画：(全15回。教員2人により定員20人以下の2クラス並行開
講)地域への働きかけ方、ニーズの把握、アウトリーチの展開、計画
づくり、社会資源の構想と開発、ネットワーキングの推進、サービ
スの評価というテーマにそって授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

相談援助演習

授業形態：演習
目標：相談援助実践において必要となる知識・スキル・価値につい
て理解するとともに、相談援助に必要なアプローチについて実践的
に学ぶ。
授業計画：マイクロカウンセリング技法における「基礎的なかかわ
り技法」から「積極技法」まで段階的に演習形式で習得する。前半
は、受容・傾聴・観察・共感に必要なスキルを中心に学び、後半
は、アクティブリスニングに必要な質問技法、言い換え、直面化な
どについてロールプレイや事例検討を通して学ぶ。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

刑事司法と福祉

授業形態：講義
目標：更生保護を中心とし、刑事司法の近年の動向と制度の仕組み
を理解し、最近の少年犯罪、知的障がい者、精神障害者、高齢者な
ど犯罪動向を踏まえ、再犯防止の立場から、刑事司法における社会
福祉士及び精神保健福祉士の役割について理解することをめざす。
授業計画：更生保護の仕組み、医療観察法の仕組み、犯罪被害者支
援の仕組みにおける関係機関・団体との連携について、基本的な知
識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学と心理的支援

授業形態：講義
目標：人の心の基本的な仕組みや機能と、家族や友人、社会制度と
いった広義の環境との相互作用で生じる心理過程について理解す
る。生涯発達やライフコースといった視点にたち、子どもから成
人、高齢者それぞれの発達課題、心理社会的課題を理解する。社会
生活や心の健康との関係について理解する。心理学の理論を基礎と
したアセスメントと支援方法について、社会福祉や保育における心
理学の活用策として理解する。
授業計画：基礎的知見として、心理学の理論史、動機づけ、知覚、
学習、認知、知能やパーソナリティの個人差、集団内（間）心理、
生態学的な立場からの生涯発達を取り上げる。教育、保育、社会福
祉領域への心理学の活用という視点から、家族関係、精神保健、心
の健康に関する諸課題、および心理療法と心理アセスメントといっ
たテーマを取り上げる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会福祉実習1

授業形態：実習
目標：ソーシャルワーク実習を通して、ソーシャルワークに係る基
本的な価値観やソーシャルワークの現場における課題を理解させ
る。社会福祉士として求められる基本的な考え方や価値観を身につ
けさせるとともに、施設・機関の利用者がどのような状況において
生活しているのか、そして、社会福祉士がどのようにそれらの人た
ちに関わっているのかを体験的に学ばせる。
授業計画：(全60時間)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す
学生を対象にした法定実習を実施する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会福祉実習指導1

授業形態：演習
目標：ソーシャルワーク実習に臨むにあたって必要な基本的な価値
観を理解させる。また、自らがソーシャルワーク実習をおこなう施
設・機関の利用者の状況や現場の課題を理解するために必要な知識
を修得させる。実習後は、実習を通して修得したことを振り返るこ
とを通して、ソーシャルワークに対する理解をさらに深めると同時
に、社会福祉実習2におけるそれぞれの学習課題を明確化させる。
授業計画：(全15時間)
実習の配属先に応じて実習前指導・実習期間中の巡回指導・実習後
指導を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会福祉実習2

授業形態：実習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、さらにソーシャルワークに係る知識と技術について具体
的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得させる。社会福祉士と
して求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、
総合的に対応できる能力を身につけさせるとともに、関連分野の専
門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解させる。
授業計画：(全180時間。実習先別に分けた7コースを各1人の教員が
担当)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す学生を対象にした
法定実習を、おもに集中型で実施する(実習配属先によっては分散型
で実施する)。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会福祉実習指導2

授業形態：演習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、ソーシャルワーク実習の意義についてさらに理解を深め
させる。ソーシャルワーク実習に係る個別指導と集団指導を通じ
て、ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的
に理解し実践的な技術等を体得させる。また、社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的
に対応できる能力を習得させ、具体的な体験や援助活動を専門的援
助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を
身につけさせる。
授業計画：(全75時間)
実習の配属先に応じて各コース別指導(実習前指導・実習期間中の巡
回指導・実習後指導)を行う。
全体の授業においては、オリエンテーション、プレゼンテーショ
ン、振返りを行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育者論

授業形態：講義
目標：保育者養成学の基本的な視点、概念を学ぶための科目であ
る。この授業では、保育者養成、キャリアアップの過程を理解し、
現代社会における保育者の社会的機能を把握するため、保育者の資
格制度とその歴史的変遷、職業倫理、社会的期待（ニーズ）、保育
者の職務の具体的内容、保育者の専門性の経時的熟達過程につい
て、基本的な理解を得ることを目指す。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

発達心理学1

授業形態：講義
目標：人間の行動とこころの発達が，遺伝的形質と環境との相互作
用によって発現するプロセスを説明することを通して，知的機能と
情緒的特性の発達がどのように関わりあっているのかについて理解
させる。
授業計画：ヒトの生物学的特徴、胎児期の発達変化、乳児期の知的
発達と社会性の発達、幼児期の知的発達と社会性の獲得、児童期の
知的発達と対人技能の獲得、青年期の知的発達と自己への気づきな
どについて概説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

子どもの理解と援助

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの具体的な理解の方法と子どもに対す
る援助の具体を学ぶための科目である。この授業では、子ども一人
一人の心身の発達や学びを把握する意義を理解し、子どもの体験や
学びの過程において、子どもを理解する上での考え方や具体的な方
法、子ども理解に基づく保育士の援助や態度について理解すること
を目指す。
授業計画の概要：子どもの実態に応じた発達や学びの把握、子ども
を理解する視点、子どもを理解する方法、子どもの理解に基づく援
助と関わりに関する知識と具体的な援助方法について修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育内容演習A（総論・環
境）

授業形態：演習
目標：保育カリキュラム編成に必須の保育内容に関する理解を獲得
するべく、保育所保育指針における保育内容に関する記述の基本的
理解を、その理論的背景の把握と共に実現するための科目である。
この授業では、保育所保育指針における保育内容、特にねらいと内
容の相互作用的関連、それらを支える子どもの生活形態と遊び経験
に関する理論、それらを踏まえたエマージェントなカリキュラム編
成を可能とするための幼児教育方法学、児童心理学の基本的な概念
に対する理解を得ることを目指し、テキストの読解を中心として、
討議を通し学ぶ。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育内容演習B
（表現・言葉）

授業形態：演習
目標：保育の中でも、具体的な保育内容の「表現」と「言葉」にか
かわる知識を学ぶための科目である。この授業では、「表現」と
「言葉」の視点及び領域を踏まえて、子どもが生活や遊びにおいて
体験していることを捉え、保育にあたって保育士が留意、配慮する
べき事項を理解することを目指す。また、子どもの発達過程に即し
て具体的な保育場面を想定しながら、環境の構成、教材や遊具等の
活用と工夫、保育の過程の実際について理解することを目指す。
授業計画：「表現」と「言葉」という視点を切り口として、保育に
おける子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくた
めの方法や技術、子どもの実態や状況に即した援助や関わりを具体
的に修得する

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育内容演習C(健康・人間
関係）

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、子どもの健康(心身の保健的な発達)を、保
育者や周囲の子どもとの望ましい人間関係の構築の中で実現するた
めの、保育内容の構成に必要な知識を習得し、具体的な保育の実践
を構想する方略の立て方を学ぶ科目である。
授業計画：子どもの心身の健康を伸ばす子どもの活動、人間関係の
形成とその発達上の特性、子どもが自ら安全を守りうるようになる
ための生活習慣形成の保育者の援助、遊びを介した子ども集団形成
と発展のための保育者の援助

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育の表現技術A

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、リズム楽器を用いた遊び、歌遊び、身体表
現と結びついたリズム遊びなど、子どものリズム感覚や音環境に対
する感性と、感性に基づいた自由な音楽的表現の多面的な発達を促
すための保育者による援助の方略を具体化するための知識・技術
を、模擬保育等を通して実践的に学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における音楽的知能の発達の特性、乳幼児期に
おけるリズム遊び、歌遊びの特性、リズム遊び、歌遊びを取り込ん
だ保育の立案と実践。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育の表現技術B

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、身体的活動、運動遊びを通した子どもの発
達援助の方略、造形活動を通した子どもの発達援助の方略のそれぞ
れを具体化するための知識・技術を、模擬保育等を通して実践的に
学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における身体的発達の特性、乳幼児期における
造形活動の発達、乳幼児期の身体的発達に即し、それを促す身体運
動を含みこんだ遊び保育の立案と実践、乳幼児期の造形活動の特性
に即し、それを促す造形遊び、表現遊びなどの保育の立案と実践に
ついて修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

乳児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも3歳未満児に対する具体的な援助について学ぶた
めの科目である。この授業では、3歳未満児の発育・発達の過程や特
性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方を理解することを目指
す。また、3歳未満児の生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実
際、計画の作成など具体的な乳児保育のスキルの修得を目指す。
授業計画：乳児保育の基本、乳児保育における子どもの発育・発達
を踏まえた生活と遊びの実際、乳児保育の配慮の実際、乳児保育に
おける計画の実際についての知識と技術を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

障がい児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、障がいのある子どもに対する保育のあり方に
ついて学ぶための科目である。この科目では、障がい児保育の理念
や歴史的変遷、個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮、計
画の作成、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの家庭への
支援や関係機関との連携・協働についての理解を目指す。
授業計画：障がい児保育を支える理念、障がい児等の理解と保育に
おける発達の援助、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの
保育の実際、家庭及び自治体・関係機関との連携、障がい児その他
の特別な配慮を要する子どもの保育の現状と課題についての知識と
基礎的な技術を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

養護内容演習

授業形態：演習
目標：社会的養護の制度や実践が直面する諸課題の現状と課題につ
いて調査し発表するとともに、見出した課題の解決策について考察
できる力を身につける。
授業計画：社会的養護関連施設における養育形態の小規模化と高機
能化、里親と施設のパートナーシップ、社会的養護におけるファミ
リーソーシャルワーク、施設職員や里親による児童虐待、社会的養
護の子どもの治療的ケア、社会的養護の子どもの自立支援とアフ
ターケアについて、グループ学習を行い発表し、討論を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

子どもの保健学

授業形態：講義
目標：保育の中でも、子どもの保健に関する知識を学ぶための科目
である。この授業では、子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、子どもの身体的な発育・発達と保健について理解することを
目指す。また、子どもの心身の健康状態とその把握方法、子どもの
疾病とその予防法などの適切な対応を修得することを目指す。
授業計画：子どもの心身の健康と保健の意義、子どもの身体的発
育・発達と保健、子どもの心身の健康状態とその把握、子どもの疾
病の予防及び適切な対応について身に着けさせる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

子どもの保健学演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、保健的観点を踏まえた具体的な援助のあり方
について学ぶための科目である。保育における保健的観点を踏まえ
た保育環境や援助について理解することを目指す。また、関連する
ガイドライン等を踏まえ、保育における衛生管理・事故防止及び安
全対策・危機管理・災害対策・感染症対策などの適切な対応を修得
することを目指す。
授業計画：保健的観点を踏まえた保育環境及び援助、保育における
健康及び安全の管理、子どもの体調不良等に対する適切な対応、感
染症対策、保育における保健的対応、健康及び安全の管理の実施体
制について修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

子どもの食と栄養

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの食や栄養などに関わる知識や技術を
学ぶための科目である。この授業では、食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識、子どもの発育・発達と食生活の関連、食育の意義・
目的、内容等を理解することを目指す。また、関連するガイドライ
ン等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養についての知
識も修得する。
授業計画：子どもの健康と食生活の意義、栄養に関する基本的知
識、子どもの発育・発達と食生活、食育の基本と内容、家庭や児童
福祉施設における食事と栄養、特別な配慮を要する子どもの食と栄
養に関する知識を身に着けさせる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育の計画と評価

授業形態:講義
目標:保育の中でも、保育の質の向上に向けた計画と評価の全体と具
体を学ぶための科目である。この授業では、保育の内容の充実と質
の向上に資する保育の計画及び評価、全体的な計画と指導計画の作
成の意義と方法、子どもの理解に基づく保育の過程の全体構造につ
いて理解することを目指す。
授業計画:保育の計画と評価の基本、保育所における保育の計画、保
育所における保育の評価についての理解を深め、より質の高い保育
について考える力を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習1A

授業形態：実習
目標：この授業では、保育所等の役割や機能、保育士の業務内容や
職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、観察や
子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目の内容
を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・
記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習指導1A

授業形態：演習
目標：保育実習１Aの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に際しての
留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導における実
習の総括と課題の明確化を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習1B

授業形態：実習
目標：この授業では、児童福祉施設等の役割や機能、保育士の業務
内容や職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、
観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目
の内容を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・
観察・記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指
す。
授業概要：保育所以外の児童福祉施設の役割と機能、子どもの理
解、保育内容と保育環境、施設における子どもの生活と環境、保育
の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業倫理など
についての具体を実習によって修得する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習指導1B

授業形態：演習
目標：保育実習１Bの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：児童福祉施設実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に
際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導に
おける実習の総括と課題の明確化を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習2

授業形態：実習
目標：この授業では、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の役割や
機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学び、保
育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観察や子
どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロセスへ
の理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子どもの保育
及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価等につ
いて総合的・体系的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

保育実習指導2

授業形態：演習
目標：保育実習指導1A、1B、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の
役割や機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学
び、保育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観
察や子どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロ
セスへの理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子ども
の保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価
等について総合的・体系的に理解することを目指す。
授業計画の概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導
における実習の総括と課題の明確化を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習

授業形態：実習
目標：学校現場等での実習を通じて、これまで学んできた学校およ
び福祉に関する理論と実践技術への理解、スクールソーシャルワー
クの必要性と活動への理解を深めさせるとともに、実際に学校現場
に何が起きているのか、ワーカーは何を行おうとしているのかを学
ぶことを目標とする。自身で設定した課題を実践現場を経験するこ
とで学びを深めることを目標とする。
授業計画：子どもと教師の行動観察を行い、その場への介入の観
察、個別面接やケース会議への参加、適応指導教室・施設・発達障
害児支援センター、児童相談所などの理解を修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習指導

授業形態：演習
目標：社会福祉の基礎的な知識・技術を習得した上で各自の問題意
識や課題を生かして、学校現場でのソーシャルワークを実践的に考
える。また、学校における相談援助活動やソーシャルワーク実践に
かかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術
等の体得を目指す。
授業計画：(全30時間)
個別指導並びに集団指導、教育の場で生かせる社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題の把握、総合的
な対応能力、具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として体系
立てる能力を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

スクール・ソーシャルワー
ク演習

授業形態：演習
目標：学校領域におけるソーシャルワークの重要性と、ソーシャル
ワークの視点を導入することの責任の重大さを理解させ、実際に学
校における支援をどのように進めていけばいいのかについて、ミク
ロ、メゾ、マクロを視野に入れたソーシャルワーカーとしての援助
方法の習得を目指す。
授業計画：(全30時間)
地域・学校現場の把握とアセスメント、個別事例のアセスメント・
援助技法の体験的習得、記録用紙の作成とデータの整理・分析、児
童生徒、保護者、教師への支援、特別な対応を要する家庭への支援
についてを修得する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

政治学

授業形態：講義
目標：政治は日常の生活と密接に関係している。政治の仕組みや現
在の社会の成立ちについての知識を身に付け論理的に説明できるよ
うになるとともに、現代社会の課題について主体的に考えられるよ
うになることを目標とする。
授業計画：日本の政治制度とその成立過程、議会制民主主義の仕組
み、国際政治について、基礎的な事柄から詳しく解説する。その上
で、学んだ知識を現代社会の課題に当てはめて考える時間も設け
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本史概説

授業形態：講義
目標：日本史上の重要トピックを取り上げ、歴史学の方法とその成
果を修得することを目的とする。具体的には、歴史学の方法につい
て、説明できること、歴史資料の特質とその扱い方について、説明
できること、日本史上の重要トピックについて、その研究の成果を
説明できること、講義全体を通じて、日本通史を説明できること、
を達成することを目標とする。
授業計画：歴史学と史料学の違い、古代史、正史と一次史料、神国
意識とケガレ概念、武家政権の成立、南北朝内乱、推理と地名、戦
国合戦の実像と信長の戦争、地震被害と記憶継承、学校と軍隊、南
京事件をめぐる歴史認識と実像、近現代公文書の歴史学などについ
て解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本の歴史環境

授業形態：講義
目標：本講義の目標は、現代の市民社会の一員として未来を担って
いくべき主体として、現代日本を構成している歴史的環境を構造的
に把握し、将来を豊かな歴史認識にもとづいて構想していく能力を
身につけさせることである。
授業計画：日本史の概説について講義しながら、現代日本に関わる
歴史的諸問題の起源と構造について考察を行なう。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

日本近代の社会の歴史

授業形態：講義
目標：日本近代史には混迷する今日の政治や社会、文化を冷静に読
み解くための重要なカギが数多く存在している。本講義は幕末から
敗戦後までの日本近代史について社会を軸に理解し説明する能力を
身につけることを目標とする。
授業計画：開国と幕藩体制のゆらぎ，明治新政府とその課題，啓蒙
思想と自由民権運動，大日本帝国憲法と教育勅語，条約改正と日清
戦争，日露戦争と「勝利の悲哀」，第一次世界大戦と日本，「改
造」思想の潮流，満州事変と長い戦争の始まり，総力戦の実態，敗
戦と占領の開始占領政策と天皇制といった事項について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

個人創造の思想史

授業形態：講義
目標：個人を社会関係や権力関係など多様な環境のなかで理解させ
る。近代とは何かを考えるきっかけを与え、考えを深めさせること
を目標とする。
授業計画の概要：近代の歴史において、人間観や個人観の変遷がい
かなるものであったか、いかなる個人を近代人は構想し、それを国
家や社会といかに結びつけてきたか、そしてそのことと近代の権力
はどのような関係にあったのか、それらを歴史的・思想史的に考察
しながら講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

都市と経済の地理学

授業形態：講義
目標：都市や地域の経済発展は，産業の立地の強い影響を受ける。
一方，産業立地や経済発展は都市・地域によって違いがある。本科
目は，産業立地と都市・地域の経済発展について経済地理学の視点
から理解することを目標とする。理論と具体的事例を関連づけて説
明し，学生に都市や地域の経済発展について考える視点を習得させ
る。
授業計画：産業立地論，製造業の地理的集積と分散，サービス業の
立地とその変化，商業・オフィスの立地の理論と実際，日本と世界
の都市システムといったトピックについて理解を深める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化と景観

授業形態：講義
目標：一般用語であり、かつ、地理学および隣接諸分野において重
要な位置を占めてきた「文化」と「景観」という考え方について、
さまざまな事例の読解を通して理解・習得させることを目標とす
る。
授業計画：地理学や隣接諸分野における「文化」「景観」の概念や
その展開に学習するとともに、社会において「文化」や「景観」が
どのように取り扱われているか、そのような現象を地理学的視角か
らどのように分析し説明することができるか、また、社会における
諸活動にどのように還元していくことができるのか、現代社会にお
ける諸現象に焦点をあて、講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

比較地域論

授業形態：講義
目標：日本や西欧（特にフランス）の都市の形成過程や政策、思想
をたどりながら、今日の都市の状況に至る道程を考える。日・欧の
都市空間がどのような社会／経済／政治／文化的背景のもとでつく
られてきたのか、どのような相違や共通点があるのか、理解し説明
できることを目標とする。
授業計画：工業化と近代都市計画，郊外空間の形成，モダニズムと
都市，脱工業化と都市をめぐる状況変化，新自由主義の台頭と「都
市再生」，都市とリノベーションなどのトピックについて解説す
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

外国史

授業形態：講義
目標：歴史学論文の精読を通して、事象を深く掘り下げて理解する
とともに、学術的文章を読みこなし、それに基づき自ら考察した結
果をまとめ、発表する能力を習得することを目標とする。
授業計画：歴史上重要と考えられる主題について講義を行った上
で、更に関連論文を全員で講読する。受講者が分担して論文要旨を
作成し、口頭発表する。講義では「自然環境と開発」、「世界の一
体化」、「国家の多層性」、「グローバルヒストリー」等を取り上
げる。主題について学んだこと、考察したことを読後レポートとし
てまとめる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地理学基礎

授業形態：講義
目標：地理学的思考を修得させ、多様な社会現象を空間的側面から
考察する力を身につけさせることを目標とする。
授業計画：人文地理学の思考とはどのようなものか、「場所」「地
域」「景観」など地理的概念の基礎について講義することからはじ
める。そのうえで、文化、環境問題、政治、都市、村落、言語、政
治、都市、村落、観光などにかかわる社会諸現象について、地理学
的視角から課題を見つけ出し、基礎的概念を応用しながら解説・分
析するプロセスについて、具体例を通して講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域研究

授業形態：講義
目標：グローバル化が進展する一方，ローカルな視点が社会の様々
な側面で注目されている。本講義では，ローカルなるものの代表で
ある地域の諸事象について，地理学・地誌学的な視点から考える能
力を養う。特に日本および世界の都市について焦点をあて日本およ
び世界の複数の都市をとりあげ比較することで，現代世界における
都市の特徴と問題について考えさせる。
授業計画：都市構造や都市システムのモデル，都市構造と都市シス
テムの変容，日本の大都市と地方都市の特徴と課題，インナーシ
ティ問題やジェントリフィケーションなど世界の様々な都市問題と
いったトピックについて理解を深める
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育課程論

授業形態：講義
目標：教育課程をめぐる鍵的問題と今日的課題について学ぶ。ま
た、教育課程の歴史と代表的な思想および実践を学ぶことを通し
て、教育課程編成とその運営・評価の意義について理解する。
授業計画：教育課程の意義と今日的課題を把握したうえで、教育課
程編成をめぐる代表的な思想とカリキュラムの類型について学ぶ。
そのうえで、教育課程の鍵的問題としての学力評価の課題について
学ぶとともに、今日的課題として総合的な学習のカリキュラムに焦
点を当てて共同でカリキュラム開発に取り組む。さらに、教育課程
と学校・教師の仕事として、専門教科のカリキュラムの分析、カリ
キュラムデザインとマネジメント、評価の課題について学ぶ。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育方法論

授業形態：講義
目標：教育方法と教師の指導技術を中心に教育方法学の基礎理論と
授業づくりの基礎的技法を学ぶ。また、地域の学校の実践や優れた
教師の実践を基にそれを支える教育の方法・技術について理解を深
める。また、自身の授業哲学を見つめ、それを授業の計画や指導方
法に具体化する力を身に付ける。
授業計画：教育方法の基礎理論を土台に、授業づくりの基礎・基本
と授業と教育方法・技術をめぐる学校・教師の今日的課題について
学ぶ。また、将来の実践に向けて地域の学校の実践やすぐれた教師
の実践に学ぶ。さらに、戦後教育実践の遺産から今日の教育方法・
技術の課題につながる実践や論争を取り上げて検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

倫理学

授業形態：講義
目標：自律と公共性という観点から、倫理学の方法に関する基礎的
知識を学ばせる。また、現代社会のなかでどのようなことが倫理的
な問題領域としてとらえられるか、その問題に対してどのように考
えることが倫理学なのかを理解させ、自ら問題を見いだし、設定
し、それについて自分で考える主体的な能力を身に付けさせる。
授業計画：複数の人間が共に生きるうえで、道徳がいかなる意味を
持つか、何人かの思想を解説しながら考えていく。人間は社会の中
で育てられると同時に、自ら考え、社会を形成するメンバーとして
判断する。その人間の在り方と判断の仕方を、徳や自由、功利主義
や正義論というベーシックな概念を解説しつつ考えていく。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育相談論

授業形態：講義
目標：ロールプレイやワークを通して，自己理解，他者理解を深め
るとともに，カウンセリングにまつわる基礎的知識を身に着ける。
また，教育現場における諸問題について理解を深め，それらに対処
する態度と方法を修得する。
授業計画：本講義では，体験型ワークショップを通して，児童生徒
の発達課題と，それにまつわる諸問題（不登校，いじめ，発達障
害，教員のメンタルヘルス等）について理解を深める。また，カウ
ンセリングの基礎知識に触れながら，教育相談のあり方や，カウン
セラーと教師のかかわり方の違いについて学ぶ。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

介護概論

授業形態：講義
目標：介護の目的と介護専門職の役割・範囲について理論的に学ば
せる。また、介護対象者とその家族のあり方や、関係職種との協働
について理解させるとともに介護の技法を学ばせ、対象者のより良
い生を支援できる力を身につけさせる。
授業計画：介護の目的や意味を知り、介護専門職の役割として介護
対象者の生活を理解し、生活の場である介護施設の特徴にあった介
護や支援のあり方を関係職種との協働により、より良い生活を構築
するための介護過程の展開が実践できるよう介護方法論を講義す
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

障害者と心理（障害者・障
害児心理学）

授業形態：講義
目標：身体障害、知的障害及び精神障害の概要について、いわゆる
医学モデル、社会モデル、世界保健機関の国際生活機能分類など、
主要な理論的立場から理解する。そのうえで、障害者や障害児の心
理社会的課題及び必要な支援について、心理学のみならず、社会
学、社会福祉学等社会文化的な視点から理解する。
授業計画：身体障害として、肢体不自由、視覚障害、聴覚言語障
害、内部障害、知的障害、精神障害の概要を、医学的、心理学的、
行政的基準をふまえて説明する。個人モデルと社会モデルの概要、
現在用いられている国際生活機能分類の成立過程と意義、限界ある
いは課題を取り上げる。つづいて、各障害について明らかにされて
きた、心理社会的な課題を、歴史、社会文化、障害者施策に言及し
ながら説明する。また、障害者心理学で理論化がなされてきた、障
害者受容理論、段階モデル、これらへの批判、障害者アイデンティ
ティや障害者同士の関係性、ジェンダーについて学術研究と実践を
ふまえて講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
1A

授業形態：演習
目標：地理・歴史分野の内容を持続可能性をテーマとして授業デザ
インする力を修得する。とりわけ日本における空間的相互依存関係
として「縮小社会」に対応する観点から「人口減少（少子高齢）」
「環境」「生活文化」ならびに歴史における「未来を拓く」ことを
意識した授業力を獲得する。
授業計画：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（地理歴史分野）との関係を考える。これに基づき、国内における
持続可能性の問題として存在する「縮小社会」「環境」における都
市、機能、産業構造の変容を把握する。次に歴史的観点から、歴史
的事象における未来への選択の観点から近現代を捉え直す。そして
これらに相応しい資料の教材化について検討し、主体的な学習を促
す授業プランを作成する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
2A

授業形態：演習
目標：社会的事象の地理的・歴史的な見方・考え方を働かせ、課題
を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び
社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を身に付ける
ことができる授業力を養う。特に「知識及び技能」、「思考力、判
断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力に
繋がる授業デザイン力をつける
授業計画：地理・歴史だけでなく、公民分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が社会的事象の意
味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生活
と関連付けて多面的・多角的に考察する授業を行う。同時に課題解
決のために主体的にかかわる意欲や態度を養う授業構成力を培う。
このため、実際の授業づくりに用いることができるよう、歴史・地
理・公民の教科書ならびに資料を用いて内容構成を行うことができ
るように進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
1A

授業形態：演習
目標：公民分野の内容を持続可能性をテーマとして授業デザインす
る力を修得する。とりわけ日本における「縮小社会」に対応する観
点から「人口減少（少子高齢）」「社会保障と財政」「環境」など
における授業力を養う。
授業計画：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（公民分野）との関係を考える。これに基づき、国内における持続
可能性の問題として存在する「縮小社会」としての諸問題から、
「社会保障と財政」「環境」「地方行政」などにおける既存の諸制
度の限界的変容を把握する。そしてこれらに相応しい資料の教材化
について検討し、主体的な学習を促す授業プランを作成する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会科教育法（公民分野）
2A

授業形態：演習
目標：社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会
に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公
民としての資質・能力の基礎を養う授業デザイン力を修得する。
授業計画：公民だけでなく、地理・歴史分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が、社会的事象の
意味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生
活と関連付けて多面的・多角的に考察し、課題解決のために主体的
にかかわる意欲や態度を振り返りながら授業を構成する力を培う。
このために、討論とグループワークのほか資料購読を行う。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

福祉科教育法1A

授業形態：演習
目標：福祉科教育の概要と今日的意義を考察する。授業実践の見学
や模擬授業の相互検討を通して、福祉的課題に積極的に関わる姿勢
を育成するような授業実践力の基礎を固める。
授業計画：高等学校の歴史と福祉科の登場する時代背景を抑える。
福祉教育に求められている課題について事例から読み解く。授業見
学や現職教員との交流から、受講者がそれぞれテーマを決め指導案
を作成し模擬授業を行う。複数のテーマを整理し、効果的な授業の
計画についての考察をまとめとする。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

福祉科教育法2A

授業形態：演習
目標：福祉的課題を教材として整理し展開する演習を行う。授業実
践記録や授業見学を参考として「教材」の吟味と組み立てについて
深い考察を行えるようにする。まとめの模擬授業で伝え方の工夫を
含め相互検討を通して、授業実践力をさらに伸ばす。
授業計画：授業展開における教材選びから教材の工夫等の方法論を
整理する。授業実践記録等の批判的検討を行い、テーマを決め対象
者を高校生とした啓発的な模擬授業を計画する。そのための授業見
学等を行い、模擬授業実施と相互検討をまとめとする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

地域社会学

授業形態：講義
目標：さまざまな社会現象と社会問題が生起する場である地域社会
を対象とする社会学的研究の成果を、都市社会学を中心に学ばせ、
自分たちが生活する社会の特性、問題性と解決の方向性についての
理解を深めさせる。
授業計画：伝統的村落社会とその変容について整理した後、都市社
会学のルーツとしてのシカゴ学派都市研究、都市とは何か、都市形
成のプロセス、現代の都市社会とその問題性の各テーマについて授
業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化と共生

授業形態：講義
目標：国家や資本主義的世界経済の支配の下に置かれてきた人々の
視点から、世界の不公正な成り立ちがどのように見られ、抵抗され
たのか、そして彼らは、いかにしてそこから逃れようしてきたのか
を理解させ、アフリカやアジアなどの世界システムの周辺に生きる
人びととのあり方と、現代日本社会のあり方を比較対照できる能力
を身につけさせることを目標とする。
授業計画：資本主義経済に抗する「モラル・エコノミー」の実践、
資本主義経済と文化、ナショナリズムと社会的排除、公共性の創出
といったことについて、具体的事例を通して講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化の社会学

授業形態：講義
目標：「宗教」に着目し「文化」を考察する。21世紀、グローバリ
ゼーションが刻々進展する時代にあって、社会や伝統の屋台骨をな
す宗教文化を見つめ直すことは極めて重要である。それは「21世
紀、東アジアの片隅で生きる私たちが、いかに地球的規模の共生社
会を展望することができるかを、理論的に問う」基礎となる。
授業計画：下記のトピックスについて論じることで、基本的な宗教
社会学の概念・理論・学説史について修得させる。宗教と呪術と科
学、民俗宗教と教団宗教、新宗教／新新宗教／スピリチュアリティ
の興隆、社会学における宗教の位置；デュルケームとウェーバー、
市民宗教論；宗教から見るアメリカ合衆国、グローバリゼーション
時代における宗教；現代社会における宗教・権力・秩序、世俗化論
を越えて、など。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

現代の社会問題と社会運動

授業形態：講義
目標：この講義では、「自然環境問題」や「社会問題」が、人々や
社会において対応が必要とされる特定の問題として概念化され、そ
のことを通じて具体的な政策や社会制度として結実する一連の過程
に着目し、そのダイナミズム自体を研究対象とする「社会構築主
義」理論について、事例を交えながら解説する。それを通して、
「自然環境と人との共生」「他者との共生」という理念を実現する
ために、どのような主体や組織、政策や制度がありうるのかについ
て、考えさせることを目標とする。
授業計画：社会病理学、社会解体論、機能分析などコンセンサスモ
デルの概要、価値葛藤論、ラベリング論、社会構築主義などコンフ
リクトモデルの概要、「ひきこもり」の社会問題化、相互行為論、
リスク社会論、逸脱の医療化などの項目について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

共生社会とアイデンティ
ティ

授業形態：講義
目標：この講義では、社会構造やさまざまな社会制度が、人々のア
イデンティティをどのように形作り、また変容させうるのかについ
て考えていく。その際、特に心理学における類似の議論との対比を
しつつ、社会科学における捉え方の理解を通して、この領域のもつ
重層性について把握させる。
授業計画の概要：アイデンティティの捉え方の諸相と社会性、役割
理論、自我形成における他者の役割、スティグマとパッシング、動
機の語彙論、逸脱のラベリング論、感情管理と感情労働、ポストモ
ダニティと自己統治などの項目について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

東洋の歴史環境

授業形態：講義
目標：東洋における歴史展開と環境条件の関係性について考察する
ことをテーマとする。東洋における各時期の環境条件と、文明の形
成・分裂・伝統社会の完成について正しく関連づけて理解し、説明
できることを到達目標とする。
授業計画の概要：歴史は、その世界が置かれた「環境」の中で展開
する。そこには自然条件のみならず、周囲を取り巻く国際関係や文
化・技術などの諸条件も関わってくる。東洋世界がどのような環境
条件の中で歴史を紡いできたのか、歴史世界と環境の関係性に焦点
を当て、多様な視点から考察する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

西洋の歴史と文化

授業形態：講義
目標：西洋文化がどのように形成されていったか、その過程を見る
とともに、そのようにして形成された西洋文化の諸層を多角的な視
点に立って講義する。それによって西洋文化を論じる視点の基礎を
習得させる。
授業計画：ギリシア文化の形成について整理した後、ギリシア文化
の伝播、ギリシア文化・アラビア文化の受容と西欧文化の形成、西
洋文化における社会の変遷、西洋文化におけるジェンダー観の変
遷、文学テクストに反映された西洋文化の諸相というテーマに沿っ
て授業を進める。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

道徳指導論

授業形態：講義
目標：道徳教育の意義や目的、歴史など道徳教育の基本的知識を学
ばせる。また、道徳の指導のための授業構成の方法論を学ばせ、授
業計画の立案と模擬授業を行うことで、学校の教育活動全体、「道
徳の時間」を始めととした各教科、特別活動、及び総合的な学習の
時間のそれぞれの特質に応じて適切に道徳教育を実践するための指
導力を身につけさせる。
授業計画：道徳教育の意義と目的について整理した後、道徳教育の
歴史、「道徳の時間」の授業方法、授業計画の立案について講義
し、最後に模擬授業を行わせる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

臨床心理学概論

授業形態：講義
目標：臨床心理学の歴史と方法について概説し，臨床心理学の特殊
性を論じ、心の構造・機能と心理学的問題の査定・介入との相互関
連について講義する。
授業計画：心の病とその治療法に関する歴史的な展開、主観性を対
象とする臨床心理学の特殊性、主観概念および主体概念の検討、心
の構造と機能、心理的問題の分類、臨床心理学的な査定と介入の概
説、臨床心理学と心理臨床の実践、といったトピックについて講義
する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

学校教育史

授業形態：講義
目標：日本における学校教育の思想とその実践形態の確立につい
て、学制発布に代表される近代学校教育制度の導入によって、藩校
や寺子屋に代表される近世の「学び」の実態が、いかなる変容を遂
げたのかという点を中心に講述し、明治以降に導入された、西洋に
おける近代学校教育制度のあり方そのものについての理解を目指
す。
授業計画：近世の「学び」のあり方（藩校、寺子屋等）、近代学校
教育制度の導入の影響、教科書やカリキュラムにみる日本の学校教
育観、近代教育思想の日本的展開（ペスタロッチ、ヘルバルト、
デューイ等）といったトピックについて、基本的な知識を修得させ
る。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

自然地理学

授業形態：講義
目標：高校で学習する自然地理学の内容を知識だけでなく、一般化
できる水準で理解でき、地域開発、環境問題、防災などの課題に、
応用と対処ができるようになることを目標とする。そのため、日本
の土砂災害、洪水と津波、北米大陸西海岸および北米大陸中西部地
域を例に学習する。
授業計画：地球全体および日本の気象気候現象を学習した後、北米
大陸の気象データを用いて、気候分布の成り立ちを理解する。受講
生はカリフォルニア州の気候区分および気象災害を調査し、レポー
トを作成する。大陸規模の大地形を概説する。日本の気象･地震災害
を概説した後、受講生はある地域を選び、地質図、地形図や土地条
件図、ハザードマップなどの資料を用いて、地域の災害の予想を考
察し、レポートを作成する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会教育入門

授業形態：講義
目標：学校外でなされる教育的営為について、個人のライフコース
に応じて多様な実践があることを学ばせ、その魅力・必要性と可能
性を理解させる。また、その展開の場である公民館など社会教育の
制度と施設について基礎的知識を学ばせる。
授業計画：社会教育の歴史を戦前・戦後の変化を中心に整理した
後、社会教育の代表的な施設について概説し、職員の役割、識字教
育、ユースワークの各テーマについて授業を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生涯学習支援

授業形態：講義
目標：地域社会で学ぶことの意義について、多様な観点から、具体
的な実践場面の考察を通じて学ばせるとともに、生涯学習支援者と
しての実践力を身につけさせるために、学習講座の企画実施に関す
るプロセスやワークショップ的手法などについて学ばせる。
授業計画：
本講義では、地域社会における生涯学習の意義を理解するととも
に、学習支援の計画と立案、情報収集と整理など、ワークショップ
を通じて具体的に行動できるような力を身につけさせる。まず、学
習支援の計画と立案、情報収集と整理の方法について授業し、その
後、地域社会における生涯学習の意義について、学習相談の進め方
およびデータの活用と情報提供システムの構築について、地域にお
ける生涯学習支援のモデル事例について紹介、検討する。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

生涯スポーツ指導

授業形態：講義
目標：適切なスポーツ指導の意義とともに、様々な年齢層や社会的
立場の人々に対し、安全に、効果的に、楽しくスポーツ活動を実施
させるための指導実践の方法を学ばせる。さらに、スポーツ指導者
として望ましい指導計画を立案する能力を育て、適切なスポーツ指
導が追究できる力を身につけさせる。
授業計画：生涯スポーツ指導の意義と機会、心身の発育発達や生活
環境に応じた身体教育とスポーツ指導、スポーツ障害予防と緊急事
態の対応、スポーツ指導計画の立案などについて講義し、子育てや
次世代の健康・スポーツ指導場面での正しい活用方法を検討する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会教育計画

授業形態：講義
目標：市町村レベルの自治体における具体的な事例等を参考にしな
がら、市民が利用しやすい社会教育サービスの計画のあり方につい
て検討を加える。
授業計画：まず「社会教育」や「社会教育計画」の概念を押さえた
上で、実際に地域社会で展開される社会教育の計画のあり方につい
て、具体的な事例の分析を通して、マクロ（プラニング）及びミク
ロ（プログラミング）の双方の次元から考察を加える。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

グローバル・コミュニケー
ション演習

授業形態：演習
目標：貧困、児童虐待、DV、障害児者の地域生活支援、認知症高齢
者ケア等、現代の教育や福祉の諸課題は、日本だけで生じているわ
けではない。日本の政策、制度、実践等を国際的な文脈の中で相対
化して理解する必要性は高まっている。近年、情報化の進展により
海外の情報をリアルタイムに得られる可能性は高まっている。ま
た、海外の方々との双方向コミュニケーションの可能性も高まって
いる。以上をふまえると、教育や福祉の現場で働く者にとって「英
語を使って仕事をする」能力を高めることは、よりよい実践の開発
に役立つ可能性が高い。この授業では、（１）教育や福祉に関する
英語の資料を、自らの必要に即して見つけ出し、それらを理解し、
日本語で説明し、（２）日本の教育や福祉について、自らの関心や
経験にそって英語話者と対話し、情報交換や協議を行え、（３）自
らの関心に基づいて、日本の教育や福祉に関する情報を含む英語プ
レゼンテーションや英語小論文を書くことができることを到達目標
とする。

授業計画：本演習は英文読解を基本としつつ、ヒアリング、スピー
チ、ディスカッション、プレゼンテーション、ライティングも少し
づつ行い、「英語を使って他の社会や他の文化を持つ人々とつなが
り、コミュニケーションする。英語も使いながら、様々な福祉や教
育の現場で仕事をする」ための基本スキルを開発する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育福祉国際インターン
シップ

授業形態：演習
目標：この授業では、教育福祉の学修過程における自らの探究や研
究内容に基づいて、学生が各自でそれに相応しい国内施設や国際機
関、あるいは研修場所を探して自らのテーマに従って一定期間取り
組み、（１）自らの問題意識や研究内容について研修計画作成並び
に実施後の研修成果を点検することができる、（２）現代社会の諸
問題に臨場することで理論的学修内容との符合点と修正点を論理的
に説明することができる、（３）以上の成果をSDGsの意義に即して
論述することができる。

授業計画：これにより、実践的研究（あるいは研究的実践）を積み
ながら現実と理論の符合点や相互の修正点を把握して、現実の現代
社会における課題を理解する。教員が主催する海外スタディーツ
アー研修（約2週間）などに参加する場合は、事前学習、海外・国内
研修先での研修や授業参加、帰国後の報告書作成、報告会などで各
自の学修を深める。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ビジネスプレ
ディクション）

授業形態：演習
目標：本授業では、POSデータから基礎分析を行い、疑問点を見つ
け、経営課題を発見することができ、発見した経営課題に対して、
POSデータのマイニングで発見すべきポイントを明確化し、実際にマ
イニングし、その結果から、有用な実際のソリューションを提案で
きる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ビジネス・プレディクション）の最終科
目として位置づけ、具体的に、数人のグループで、POSデータの存在
する店舗でのインターンを行いながら、問題の識別、および解決方
法について考察し、データ分析を通じて、その問題の本質を見極
め、ソリューションを提案するのに必要な分析を行う。
なお，PBLプログラム(ビジネスプレディクション)はSDG8「働きがい
も経済成長も」、SDG9「産業と技術革新の基盤をつくろう」と対応
している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生産システム科
学）

授業形態：演習
目標：生産システムの設計・計画・運用をグループで演習・実践す
ることにより、生産システムの重要性を理解し、将来、生産システ
ムの設計・計画・運用を実務として遂行できる能力を身につけるこ
とを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生産システム科学）の最終科目として位
置づけ、授業では、生産シミュレーションの役割・機能についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
生産シミュレータを用いることで、各グループで生産システムの設
計・計画・運用の演習・実践を行う。さらに生産シミュレーション
の内容および結果をプレゼンテーション資料にまとめるとともに、
最終回に成果発表を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ヘルスケア科
学）

授業形態：演習
目標：ヘルスケア分野の課題を解決するためにグループで企画・実
践することにより、実際の課題に対する解決モデルを計画・作成、
発表、(実施・評価)を育成する。また、将来医療情報の専門職とし
て実践力身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ヘルスケア分野）の最終科目として位置
づけられている。授業では、ヘルスケア分野の課題解決に必要なシ
ステム、サービスをデザインできる能力を養うために、数名のグ
ループでの活動を通して、実際の課題に対する解決モデルを計画・
作成、発表、(実施・評価)する。さらに演習の成果を報告書にまと
めるとともに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。
なお、PBLプログラム(ヘルスケア科学)はSDG3「すべての人に健康と
福祉を」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（サービスデザイ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDGsにおけるサービ
スデザイン開発をグループで企画および計画のプロセスを通して、
SDGsについての基本理念及び概念を理解し、そのサービスデザイン
を実践していくためのリーダシップ力、及びチーム力を高める能力
を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（サービスデザイン）の最終科目として位
置づけ、授業はグループワーク形式により行い、各グループがワー
クショップ形式の演習によりデザイン思考や創造性開発技法、ビジ
ネスモデルの作り方を体験・学習する。その学習を生かして、SDGｓ
に向けたサービスに関する問題討議や調査などを各グループで行
い、ビジネスモデルとして作り上げる。
PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDG8「働きがいも経済成長
も」と対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育情報システ
ムデザイン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）は、教育サービ
ス提供プラットフォームの設計、構築、管理、および評価をグルー
プで企画・実践することにより、それらの重要性を理解し、将来
サービスの企画・運営および教育サービスの構築活動を実践するこ
とのできる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）の最終科目
として位置づけ、授業では、教育支援を題材とした情報サービスプ
ラットフォームのサービス設計、構築、管理および評価といった一
連の活動を、より実践的な演習を通して習得させる。演習内容とし
ては、サービス提供者としてのシステム構築および、コンテンツを
デザインするとともに、構築したサービスについて評価を行う。1グ
ループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで教育
サービス提供プラットフォーム構築の企画・計画、システム構築、
コンテンツ開発、評価実践を行う。さらに、最終回に成果発表（プ
レゼンテーション）を行う。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（情報ネットワー
クシステム）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）は、情報ネット
ワーク技術を活用してさまざまな課題を解決するためのシステムの
提案や開発を通じて、将来、リーダーとして、実社会における課題
解決のためのプロジェクトを運営できる能力を身につけることを目
標としている。

授業計画：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）の最終科目
として位置づけられている。授業では、情報ネットワークに関する
要素技術や、それらを用いた課題解決の必要性と実例についての講
義を行う。また、1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
各グループで、課題の発見、解決のための要素技術の調査、システ
ムの提案、設計、構築、および評価といった実践を行う。さらに、
提案したシステムに関して報告書にまとめるとともに、最終回に成
果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境学）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境学）は、環境活動をグループで企画・実
践することにより、コミュニティーレベルでの環境保全活動の重要
性を理解し、将来リーダーとして環境活動を実践することのできる
能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境学）の最終科目として位置づけ、授
業では、環境教育・環境活動の必要性と実例についての講義を行
う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グルー
プで環境活動の企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに環境活動の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に
成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラム（環
境学）は、SDG14「海の豊かさを守ろう」、SDG15「陸の豊かさも守
ろう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域再生学）は、「地域実践演習」で発見し
た課題を基に地域活動をグループで企画・実践することにより、コ
ミュニティーレベルでの連携の重要性を理解し、将来リーダーとし
て地域活動を実践することのできる能力を身につけることを目標と
している。

授業計画：PBLプログラム（地域再生学）最終科目として位置づけ、
授業では、コミュニティ教育・地域連携の必要性と実例についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
「地域実践演習」で発見した課題を基に各グループで地域連携の企
画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに地域活動
の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、 PBLプログラム(地域再生学)は、SDG11
「住み続けられるまちづくりを」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境再生）は、環境再生活動をグループで企
画・実践することにより、コミュニティーレベルでの環境再生活動
の重要性を理解し、将来、リーダーとして環境再生を実践すること
のできる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境再生）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、環境再生に関わる技術、調査手法について講
義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各
グループで環境再生に関わる技術、調査手法を用いて環境再生活動
の現場への見学、企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに、環境再生活動の成果を報告書にまとめるとともに、最
終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラ
ム(環境再生)は、SDG3「人々に保健と福祉を」、SDG6「安全な水と
トイレを世界中に」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（企業と持続可能
な社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は、社会科学の観点
から持続可能な社会の形成に向けた課題を発見し、その解決策をグ
ループで企画・実践することを通じて、リーダーならびにビジネス
パーソンとして活動する際に有益な能力を身につけることにある。

授業計画：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）の最終科目とし
て位置づけ、授業では、企業や社会が抱える持続可能な社会の形成
に向けた課題発見と実例についての演習を行う。具体的には、参加
学生が自主的に研究テーマを設定し、教員の指導のもとで考察の方
法、口頭発表による効果的なプレゼンテーション方法などを習得す
る。さらに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。こ
の演習の最終目標は、持続可能な社会の形成に向けた課題の把握
と、それを解決する能力を身につけることである。
なお、PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は SDG8 「働きがい
も経済成長も」と SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」
に対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-A）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-A）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。

授業計画：政治経済／公共的事象から見た国内の「縮小社会」と国
際的な「人口拡大社会」の問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、国内的に「人口増加社会と減少社会」「人間開発と社会保
障」「環境」の3領域とし、国際的には「人間開発と教育」「環境と
国際的視点」「災害と脆弱性」とする。また、異なる国の課題及び
異なる専門分野にもとづく問題解決思考群を共有し、国際的に実施
可能かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発す
る。なお、PBLプログラム(ESD-A)はSDG4「質の高い教育をみんな
に」に対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-B）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-B）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。
1.現代社会の一員としての高い倫理観を持ち、他者と協働して課題
に取り組むことができる。
2.PBLプログラムで学んだことを持続可能な社会の実現と関連付けて
説明することができる。
3.PBL演習の成果について分かりやすくプレゼンテーションすること
ができる。
4.国際教育カリキュラムを作成するにあたり海外大学生と協働する
ことができる。

授業計画：地理的/歴史的事象から見た「人口拡大社会」と「人口縮
小社会」の諸側面の動態を問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、「人間開発と社会保障」、「環境」、「人間開発と教
育」、「環境」、「災害と脆弱性」５領域とする。また、異なる国
（フィリピン）の同様のフィールドにおける課題を共有し、異なる
アプローチにもとづく問題解決思考群を交換して国際的に実施可能
かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発する。
なお、PBLプログラム(ESD-B)はSDG4「質の高い教育をみんなに」に
対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（社会調査）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（社会調査）は、社会調査の具体的な手法を実
際に調査することで体験し、それにより知識の具現化や修正、自身
が自立的に調査を実行できる能力を身につける。その過程で、調査
協力者となる人々との対話や議論を通じて地域社会の課題をくみ取
り、それを研究プロセスに反映、課題設定と解決に資するために、
社会調査に何が可能であるかを考え、自分なりの考えを持ち、持続
可能な社会の構想に資する能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画の概要：PBLプログラム（社会調査）の最終科目として位置
づけられている。調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会
調査の全過程について、体験を通じて学習する。調査の企画、仮説
構成をし、自らの関心と問いに必要な調査法を選び、調査計画を設
計する（１～15回）。そのうえで、調査を実践し、得られたデータ
の整理、分析をし、必要な追跡調査をしたうえで、調査報告を作成
する（16～30回）。なお、PBLプログラム（社会調査）はSDG17
「パートナーシップで目標を達成しよう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（都市社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（都市社会）は、都市空間と都市社会につい
て、地理的視点から考え、説明できる能力を身につけることを目標
とする。
具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（都市社会）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、大阪をはじめとする都市空間と、そこに住み
暮らす人々の社会について、地理的視点から考えることを目指す。
そのために、都市に関する様々な統計データや資料の探索・収集お
よび分析・考察を行うだけでなく、実際に都市の現場を歩き、観察
や調査をすることが欠かせない。そのため，本授業では，授業時間
内および土日を使ってのまちあるき（エクスカーション）を行う
（具体的には大阪市や京都市などを予定している）。
なお、PBLプログラム（都市社会）はSDG11「住み続けられるまちづ
くりを」、SDG8「働きがいも経済成長も」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（文化表象）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（文化表象）は、言語と文学の両方の領域で、
種々のデータを分析し考察していくことにより、多様な文化現象を
理解し、その理解を現代社会の諸問題に関連付けることによって、
公正な社会の形成に貢献する能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（文化表象）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、日本語学、認知言語学、談話分析に関する言
語学領域の演習と日本文学、アメリカ文学に関する文学領域の演習
をグループに分かれて行う。演習では、文学・メディア・日常会
話・インターネット上のテキストなどをデータとし、そこで表され
る種々のイメージや意味を分析し、自文化・異文化の様相や成立経
緯について考察する。最終回に、その考察結果について発表を行
う。なお、PBLプログラム(文化表象)はSDG10「人や国の不平等をな
くそう」に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（共生の思想）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（共生の思想）は、「共生の思想」に関する基
礎的観点について説明でき、文献やフィールドを用いた具体的な研
究活動を計画・実践することができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（共生の思想）の最終科目として位置づけ
られている。授業では、演習を進めるにあたっての「共生の思想」
に関する共通認識を形成した後、文献やフィールドを用いた研究活
動を実践する。最終回には、演習の成果について報告・共有を行
う。なお、PBLプログラム（共生の思想）はSDG16「平和と公正をす
べての人に」、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」と対
応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ジェンダー論）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ジェンダー論）は、ジェンダーに関わる問題
を批判的に発見し、学術的にその問いを深め、仲間と協働しながら
その解決にむけて検討・実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（ジェンダー論）の最終科目として位置づ
け、授業では、ジェンダー論の必要性と実例についての講義を行
う。また数名で構成されるグループを作り、各グループでジェン
ダーに関連する問題関心の共有とテーマ設定、企画立案、役割分
担、課題への取り組みを行う。さらに成果を報告書にまとめるとと
もに、最終回ではその成果発表（プレゼンテーション）を行う。な
お、PBLプログラム（ジェンダー論）は、SDG5「ジェンダー平等を実
現しよう」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（コラボレーショ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（コラボレーション）は、協働をグループで実
践することにより、対人支援活動における協働の重要性を理解し、
多職種の協働による「誰1人取り残さない」視点を獲得し、将来キー
マンとなって協働活動を実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：
連携・協働の概念および連携・協働の必要性と実例についての演習
を行う。連携・協働の実践力を養成するため、多様な対人支援領域
（社会福祉、教育、保育、心理、保健など）を専門とする学生から
成るグループワークやフィールドワークにより体験的に他領域の支
援理念や支援方法の理解を促進し、多職種や多機関の連携・協働の
ための具体的方法を習得する。同じ場面を共有した上で異なる専門
性を持つメンバーによるディスカッションにおいて、それぞれの視
点の違いを明確化、葛藤の体験、その上で葛藤のマネジメント、こ
れらの協働の実践を行う。さらに対人支援活動における協働活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBL プログラム(コラボレーション)
は、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」に対応してい
る。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域および都市
における排除・共生・参
加）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参加）
は、地域および都市における排除、共生、参加の問題について具体
的にデータを集め、多次元的に考察し、実行可能な解決案や改善案
を具体的に企画できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参
加）の最終科目として位置づけ、授業では地域社会、地域福祉、都
市における排除、共生、参加に関する要点を講義で再確認し、グ
ループワークにより、フィールドワークを行う自治体（市区町村）
または、より狭域の地域社会を決めて、「排除、共生、参加」に関
する課題を具体的に決める。データを集め、考察し、実行可能な課
題解決や改善の提案を作成し、報告書にまとめるとともに、最終回
にプレゼンテーションを行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生涯学習と設
計）

授業形態：演習
目標：生涯学習をグループで企画・実践することにより、人生を通
じた学習活動の重要性を理解し、将来、地域のリーダーとして生涯
学習のコーディネート、ファシリテーションを実践することのでき
る能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生涯学習と設計）の最終科目として位置
づけ、授業では、生涯学習活動の意義と必要性、生涯学習における
カリキュラムと制度設計の実例についての講義を行う。また1グルー
プ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで生涯学習の
企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBLプログラム（生涯学習と設計）は、
SDG4「質の高い教育をみんなに」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生活環境と情
報）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生活環境と情報）は、日常生活におけるあら
ゆる情報に対して認知的な観点から批判的思考ができる能力とそれ
を論理的に説明できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（生活環境と情報）の最終科目として位置
づけ、授業では、生活環境における情報に着目し、認知の特性を考
慮したよりよい情報提示のあり方について自身が担当する問題を設
定し、次に、これまでに学んだ授業内容（ヒューリスティクス、認
知バイアス、プロスペクト理論、多属性意思決定、情報圧縮、クラ
スタリングなど）を踏まえ、問題解決のために学ぶべき内容をグ
ループで相談し、学習を繰り返す。自分が担当する問題の本質を見
極め、その改善方法を検討し、具体的な案として報告書をまとめ
る。最後に成果発表を行う。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生きることと遊
び）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生きることと遊び）は、様々な遊びを体験
し、そのことと自身の心や生きることの関係、意義、可能性につい
て体験に基づいて考えることができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（生きることと遊び）の最終科目として位
置づけ、授業では、個人の遊びの経験を振り返り、それを再体験し
たり、新たな遊びを創造する実習を行う。後半では、合宿形式で自
然の中での遊び体験を行う。最終回には、遊びの体験から獲得した
ことや自身の変化について言語化し、発表、共有する発表会を行
う。なお、コンピューターやインターネットを使う遊びは本授業で
の内容に含まない。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育保障）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育保障）は、将来リーダーとして学習支援
活動を実践することのできる能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画：PBLプログラム（教育保障）の最終科目として位置づけ、
本授業では、「地域実践演習」での経験を活かし、地域学校現場に
おける課題について整理するとともに、大学の近隣地域の小中学校
に対しての学習支援活動を行うことを通して、地域コミュニティの1
員としての大学が地域の教育・学力保障にどのように貢献すべきか
についての自分なりのプランを持ち、実際の学習支援活動を運営し
ていくスキルを身につける。
なお、PBLプログラム(教育保障)はSDG4「 質の高い教育をみんな
に」、SDG5「ジェンダー平等を実現しよう」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインインターン
シップ

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。この授業では、（１）自らが未来デザインコースにおいて取り
組むべき課題について、持続可能な社会の実現との関係を含めて説
明でき、インターンシップで赴いたフィールドにおける取り組みか
ら、取り組むべき課題に関する新たな知見を得て、その内容を説明
することができることを目標とする。

授業計画：学生がメンター教員の助言を受けながら自治体、NPO、企
業などのインターンシップ先を探し、事前学習を行った上でイン
ターンシップに参加することで、学生自身に取り組むべき課題を発
見させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン計画演習

授業形態：演習
目標：以下の能力を身につけることを目標とする。
１．自らが未来デザインコースにおいて取り組む課題が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかを説明できること。
２．未来デザイン計画書に基づいて卒業までの履修計画を立てるこ
とができること。
３．卒業研究と卒業後の計画を立案すること。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、1年次末に未来デザイン計画書を提出し、未来デ
ザインコースの履修を認められた学生が、メンター教員の助言を受
けながら卒業までの履修計画を精緻化するとともに、卒業研究と卒
業後の計画を立案する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインPBL演習

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、学生のセルフプロデュースにより、社会におけ
る課題解決を実践する。学生はメンター教員の指導の下、必要に応
じて他の専任教員の助言も受けながら、持続可能な社会の実現のた
めに自らが貢献できる課題を見出し、解決方法を構想する。地域の
方々や起業家、NPO、自治体、各種企業、学生が開発したアプリケー
ションのユーザなど、、学内外の関係者と協働する学びによって、
未来社会の実現を実行できる人材の育成を目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン卒業研究

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 1.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題について、先
行研究や過去の類似の取り組みの中での位置づけと、持続可能な社
会の実現における意義を明確に説明することができる。

 2.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果について、客観的な資料を根拠に明確に説明することができる。

 3.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果に基づいて、今後の展望を示すことができる。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、未来デザインPBL演習の成果を踏まえ、未来デザ
インコースの集大成としての卒業研究に取り組む。卒業研究の指導
教員は、学生がメンター教員と相談の上で提出した希望指導教員名
を踏まえて、学域教育運営委員会の中に設置された未来デザイン支
援WGが、現代システム科学域前専任教員の中から選出する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

コンピュータシステム

授業形態：講義
目標：本授業は情報システムの基盤となるコンピュータ・ハード
ウェアの基礎を学ぶ科目である。コンピュータにおけるデータの表
現方法、CPUの仕組みとマシン語，デジタル回路の基礎，コンパイラ
の基礎，メモリ，OSの役割について理解することを目指す。
授業計画：授業では，デジタル情報の表現方法，CPUの仕組みやマシ
ン語，デジタル回路の基礎，コンピュータメモリ，コンパイラの基
礎，OSの役割について講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知

識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

情報ネットワーク基礎

授業形態:講義
目標:インターネットに代表されるコンピュータネットワークの基本
的な構造や動作原理の修得、およびデータ形式などを理解するこ
と。
授業計画:本科目では、インターネットをはじめとする実際の情報
ネットワークにおいて運用されている階層型プロトコルである
TCP/IPを例に、物理層からアプリケーション層までの種々のプロト
コル、データ表現、コネクション型通信、DNSなどについて習得させ
ることを目的とした講義を行う。また、LANや無線ネットワークを実
現するための技術についても解説する。具体的には、コンピュータ
ネットワークの基本的な構成、アプリケーションの通信品質と交換
原理、ネットワークの歴史と標準化、ネットワークアプリケーショ
ンとその特性、トランスポート層の役割、ネットワーク層の役割、
データリンク層と物理層の役割、ブロードキャスト型のネットワー
ク(LAN)などについて取り上げる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

データベース基礎

授業形態：講義
目標：計算機上に効率的にデータを蓄積する技術であるデータベー
ス、特に形式的基盤を持つリレーショナルデータベースについて、
そのモデル化、操作言語、設計理論およびSQLについて基本的な知識
と技能を習得するとともに、サーチエンジン等で用いられる情報検
索技術について理解することを目標とする。
授業計画：リレーショナルデータモデル、リレーショナルデータ
ベースの設計理論、SQLによるデータベースの操作、およびサーチエ
ンジンと情報検索について講義するとともに演習を行い、基本的な
知識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

アルゴリズムとデータ構造

授業形態：講義
目標：プログラミングをする上で基礎となるデータ構造とアルゴリ
ズムの基礎的な視点、方法論を学ぶための科目である。この授業で
は、計算量の観点から各アルゴリズムの特徴を学ぶことによって、
基本的なデータ構造とアルゴリズムの理解を目指す。また、授業中
に適宜課題に取り組むことで、プログラミングへの応用の面からも
学ぶことを目指す。
授業計画：擬似コードと計算量、配列・スタック・キュー、リス
ト、ハッシュ、木構造、ソーティング、動的計画法といったトピッ
クについて、計算量に基づいた知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

情報セキュリティ

授業形態：講義
目標：情報システムの専門性について総合的に理解させ、情報セ
キュリティに関して高い技術者倫理を持つ高度な専門技術者として
継続的な研鑽を続けることができる基礎的知識を習得させる。特
に、情報システムをエンドユーザとして利用するときだけではな
く、企画・計画・運営する際に必要となる情報セキュリティに関す
る知識を習得させる。
授業計画：情報システムに関する倫理，関連法規，知的財産権，個
人情報保護，コンピュータ犯罪，インターネットと社会との関わり
情報セキュリティ技術といったトピックについて基本的な知識を修
得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

データ科学

授業形態：講義
目標：実データを解析するための統計・最適化理論、モデル化など
を習得することができる
授業計画：統計学、線形代数の他、回帰分析・重回帰分析・主成分
分析などの理論的学習、及びその算出法を最適化理論と共に学習さ
せる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤

科
目
）

マルチメディア情報処理

授業形態：講義
目標：近年、映像・音声・文字メディア等を含むマルチメディア情
報が情報システムでよく用いられている。本講義では、情報システ
ムにおけるマルチメディア情報の表現方法並びにマルチメディア情
報処理における基礎的な技術を修得するとともに、ヒューマンイン
タフェースに関して具備すべき条件と実現技術、及びそれらを応用
した具体的なシステムについて理解する。
授業計画：マルチメディア情報の種類と特性、情報のデジタル表
現、マルチメディア情報の表現、マルチメディア情報の入力技術、
マルチメディア情報の変換圧縮、マルチメディア情報の処理技術、
マルチメディア情報の出力技術、ヒューマンコンピュータインタラ
クション、マルチメディア情報応用システムなどのトピックについ
て、基本的な知識を修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
） オペレーティングシステム

授業形態：講義
目標：オペレーティングシステムのための基本的概念と基本的アル
ゴリズムについて理解させる。オペレーティングシステムの歴史，
基本構造，プロセス管理，メモリ管理，入出力管理，ファイルシス
テムなどについて講義する。
授業計画：オペレーティングシステムの基礎概念，プロセス管理，
メモリ管理，入出力管理，ファイルシステムといったトピックにつ
いて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習1

授業形態：演習
目標：ソフトウェア開発の基本的技術として、提示された問題をプ
ログラムによって解決するためのアルゴリズムを見出し、それを実
装するためのデータ構造およびプログラミング言語のコードを作成
することができ、さらに作成したプログラムを実行・デバッグする
ことができる能力を習得させることを目標とする。
授業計画：本講義は毎回オムニバス形式で実施し、毎回様々な例題
を提示し実際のアルゴリズムをコードとして実装させる。

（【72】.小島篤博／5回）
再帰関数、乱数生成、ソートアルゴリズム等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【91】.柳本豪一／4回）
モンテカルロ法、探索アルゴリズム等について基本的な考え方、プ
ログラムの実装法を習得させる。

（【63】.上杉徳照／4回）
ファイル入出力、文字列操作、最急降下法等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【73】.佐賀亮介／1回）
配列操作、コンストラクタ等について基本的な考え方、プログラム
の実装法を習得させる。

（【72】.小島篤博・【91】.柳本豪一・【46】.中島智晴・【63】.
上杉徳照・【73】.佐賀亮介／1回）（共同）
以上の内容について総合的に構成された課題について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）知識情報システム学演習3

授業形態：演習
目標：人工知能，社会科学，ヘルスケア，ネットワークの知識情報
システムの各分野における代表的な課題とその解決法についてグ
ループワークなどを通じて、代表的アルゴリズムなどの応用を自主
的に発見・修得することにより自発的探究心や創造性を養う。さら
に実験結果の口頭発表などを導入して、実験結果とそれに対する考
察を正確に伝達できるプレゼンテーション能力の向上を図る。
授業計画：以下の項目を講義する。また，各内容について演習を行
う。
・資料の検索手法
・手法検証のためのプログラム設計
・プログラム開発
・実験データの取得，解析
・発表資料作成と成果発表

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
） 知識情報システム学演習4

授業形態：演習
目標：知識情報システム関連分野における先端的な研究に接する中
で、受講生自らが課題に対する問題点の把握、分析結果の討論、レ
ポートの作成、プレゼンテーション等、研究を計画的に遂行するた
めの総合力の基礎を身に付けることを目標とする。
授業計画：研究テーマの策定を通じて、文献による従来研究の理
解、研究遂行に必要となる知識の修得、報告書の作成、ポスター発
表によるプレゼンテーション能力の向上を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習2

授業形態：演習
目標：利用者のニーズを捉えた具体的な情報システムやWebサービス
を提案し、その実現技術を兼ね備えるための基礎的スキルを学ぶた
めの科目である。この演習では、Webサービス開発の基礎知識となる
HTML・CSSを理解するとともに、利用者の視点に立った具体的なコン
テンツを提供する基本的なウェブサイトの構築に取り組む。そし
て、現代社会を支える「AI分野」、「医療分野」、「電子自治体分
野」、「ビジネス分野」、「生産システム分野」を対象とした利用
者のニーズを把握するとともに、各分野のニーズに応える具体的な
情報システムやWebサービスを実現する基礎技術の修得を目指した演
習に取り組む。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【40】.瀬田和久／2回）
AI分野における対話システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解と
サービス連携による実現方式を理解させる。そして、対話システム
における意味処理のための知識表現の基礎を演習形式で理解させ
る。

（【53】.真嶋由貴惠／2回）
医療分野における情報システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解
と医療サービス、医療業務との連携について理解させる。そしてア
クティブラーニング形式にて医療の課題とICTにおける解決策につい
て考えさせる。

（【59】.渡邊真治／2回）
電子自治体分野における情報システムの基本的な知識とユーザビリ
ティ(使用性)・UXなどを含む多面的なシステム評価手法を修得させ
る。

（【58】.森田裕之／2回）
ビジネス分野の利用者ニーズと情報システムについて基本的な知識
を修得し、仮想データを利用した演習形式で利用方法について理解
させる。

（【29】.岩村幸治／2回）
生産システム分野における数理最適化の役割と活用事例の知識、お
よび数理計画ソルバーを用いた演習による数理最適化の活用方法を
修得させる。

（【82】.林佑樹・【87】.桝田聖子／5回）（共同）
HTMLの基本構造、各種タグ、スタイルシートの適用方法を演習形式
で理解させる。また、利用者の視点に立った具体的なコンテンツを
提供するウェブサイトを構築させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

環境生物学

授業形態：講義
目標：人間の生命や生活を支える生物多様性の意義や重要性を理解
するために必要な生物学の基礎を習得することを目標とする。具体
的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．生物の系統と進化について説明できること。
２．エネルギー代謝について説明できること。
３．生殖について説明できること。
４．遺伝について説明できること。
５．ヒトが生物の進化と絶滅に及ぼす影響について説明できるこ
と。

授業計画：人間を含む生物と環境との歴史的つながりが理解できる
ように、生物の進化と絶滅の歴史を軸に、生物の系統、構造、代
謝、生殖、遺伝、生物と環境との相互作用について講義する。ま
た、各回のテーマと関連する話題（食品のリスク、廃棄物・汚水の
処理、病気、寿命、毒物、iPS細胞と再生医療、外来生物など）を通
して、身の回りの問題を理解する上での生物学の知識や科学的な思
考の重要性を理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

公衆衛生学

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.公衆衛生学の歴史、概念について説明できること。
2.地球温暖化などの地球環境問題、水俣病などの環境汚染及び上下
水道などの環境整備について説明できること。
3.健康に関する統計資料の読み方や疫学の基礎的な知識について説
明できること。
4.疾病予防、生活習慣病予防、健康増進、健康寿命延伸に対する公
衆衛生学的なアプローチの手法、考え方について説明できること。
5.講義で学んだ内容について、信頼できる資料を引用して、わかり
やすく説明できること。

授業計画：公衆衛生学は、永続可能な社会を構築する上で不可欠な
健康の維持・増進および疾病予防に貢献する学問である。ヒトの疾
病予防および健康維持に関わる項目（疾病対策，環境，健康統計，
疫学研究，メタボリックシンドローム，認知症，喫煙，労働衛生，
感染症）について基礎的な考え方を学ぶ。
講義は、プリントを配布し、デジタルプロジェクタ等の使用による
ビジュアルな資料・事例を提示して行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

経済学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下に示す説明や思考が適切にできることを到
達目標とする。
１．人間と社会をめぐる思想的展開の中で、社会システムの維持・
発展という課題を強く意識しながら経済学という学問が成立し、形
成され、発展してきたことを、歴史的背景と歴史上の経済学者の経
済学説や政策論とを対応づけながら適切に理解し、わかりやすく説
明できること。
２．経済学の基礎的内容（（１）市場システムの構造と機能という
ミクロ経済学の内容、（２）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の
相互作用というマクロ経済学の内容）を適切に理解し、基本的概念
および簡単な数式や図を適切に組み合わせて用いながら、経済シス
テムの仕組みを経済学的に説明できること。またこれら学習事項の
現実の経済現象への適用可能性への視野を開くこと。
３．諸個人の幸福の達成と社会システムの持続可能性の両立という
観点に立ち、社会システムの持続可能性を脅かす諸問題の事例をい
くつか取り上げて、学習で得た知識を適切に活用して、それら諸問
題にたいする対応策を経済学的にアプローチしながら適切に考えら
れること。

授業計画：社会システムの科学としての経済学は、過去およそ２５
０年にわたり、現実の経済社会の課題を指摘し、対応策の方向性を
与え、またそれを基礎づけるべく体系化が繰り返され、発展を遂げ
てきた。歴史的発展の中で経済学は、その科学的純粋性を高めてき
ているが、その本質において現実問題への対応策を志向する学問で
ある。この授業は、こうした性質を持つ経済学の成り立ちと理論構
成、そして現実問題への適用事例を学ぶことを目的としている。そ
こでまず経済学の全体像について、（１）経済学の成立と発展の経
緯、（２）市場システムの構造と機能（ミクロ経済学の内容）、
（３）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の相互作用（マクロ経済
学の内容）の初歩的事項を概略的に学習することを通じ、経済学と
いう学問の魅力を感じ取り、また現代社会において経済学を学ぶ実
践的な意義を確認する。次に、上記の（１）（２）（３）の概略的
な学習に基づいて、社会システムの持続可能性と密接に関連したい
くつかの問題事例に即しながら、それらへの対応策の経済学的アプ
ローチについて考える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

公共政策学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．公共政策が立案・実施・評価される一連のプロセスを理解し、説
明できること。
2．公共政策に関連する様々な主体とその役割について説明できるこ
と。
3．より良い公共政策を形成するための方法について、自分なりに考
察できるようになること。

授業計画：我々は日々の生活を送るうえで大小さまざまな問題群へ
の対処を迫られている。そのうち、個人の力では解決できず，社会
(特に政府)が解決すべきであると認識された問題を政策問題とい
う。公共政策とはこの政策問題を解決するためのものである。本講
義では社会科学の視点に立ち公共政策の基本的な視点と考え方を学
ぶ。具体的には公共政策がどのように決定され，どのような手段を
用いて実施されるのかについて、基本的な考え方を学び、政策過程
についての理解を深める。また、具体的事例として様々な環境問題
のケースを扱うことで、環境政策を学ぶための基礎知識を習得す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）経済活動と法

授業形態：講義
目標：事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる会社法・
金融商品取引法の基本構造や問題点、重要論点を理解することを目
標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつもそれに起因
する環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対し
て多様な法が機能している。
そこで本講義では、「環境法１」・「環境法２」を受講する上で必
要となる法学の基礎知識として、特に企業という経済活動の当事者
に対して、法がどのような規律付けを行っているかを学ぶ。現代に
おける自然環境に関する問題の多くは経済活動から生じているが、
ただ経済活動に規制を加えるだけでは、持続可能な社会を実現する
ことはできない。環境問題への対処と経済社会の発展の両立を考え
るためには、経済社会の構造や経済活動の主な主体である企業につ
いて理解しておくことは不可欠である。ここで学ぶ私法の基礎理解
は、「行政活動と法」（公法の基礎）や「国際法と共生社会」（国
際法の基礎）と共に、環境法を理解する上で重要なものである。
授業の序盤ではまず、法学の初学者に向けた入門的な説明を行い、
民法上の所有権など現代の経済社会を支える基本概念の説明を行
う。また、企業が公共事業に関与する場合などには、行政法などに
よる規制も別途関係することから、必要に応じて、私法との違いに
ついても説明する。そのうえで、特に会社法や金融商品取引法を中
心として、事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる法規
制に関する概括的な説明を行い、その基本構造や問題点、重要論点
について解説する。授業は講義形式で行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

行政活動と法

授業形態：講義
目標：この授業では、国や地方自治体が環境政策を立案したり、法
的な規制を行なっていく上で基礎となる憲法および行政法の基礎理
論や概念、基本的原理等を理解した上で、そこでは何が問題ないし
は論点として議論されるのかについて自ら考える力を養うことを目
標とする。

授業計画：環境への負荷の少ない健全な経済の発展を図りながら
「持続可能な社会」を目指すには、単に経済活動に規制を加えるだ
けではなく、国や地方自治体、企業、国民（住民）、そして内外の
民間団体も含め、これらのものが有機的連携をはかりながら、能動
的に協働していく必要がある。別な言い方をすれば、環境領域の秩
序は、これまでのように国や地方自治体が独占的に決定するもので
はないということである。しかしながら、依然として国や地方自治
体は、民主主義制度の枠組みにおける公共性の担い手として、その
役割は意識的に矮小化されるべきものではない。
この科目は、「持続可能な社会」の実現に寄与すべき国や地方自治
体の法・制度を今後発展的に学習するための出発点となる基礎理論
や概念を理解するためのものである。具体的には、法学の初学者に
向けた入門的な説明として、国や地方自治体が政治や行政を行なっ
ていく際の準拠法である憲法および行政法の基礎理論や概念、基本
的原理や構造、そして重要な論点を学んでいく。なお、授業は講義
形式で行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

環境哲学・倫理学

授業形態：講義
目標：エコシステム／社会システム／人間存在の歴史的変遷を俯瞰
的に捉えることで現代社会の歴史的位相について講義するととも
に、そこから現代社会を構成する主要な対抗軸について論じる。そ
して現代社会に生きるということの意味を再考することによって、
「環境の世紀」に生きる心構えを養う。
授業計画：環境主義の誕生、自然保護主義の誕生、環境と国際社
会、エコロジズム、環境倫理学、ディープ・エコロジー、現代環境
思想の衰退、持続可能性概念とその問題性、新たな環境哲学の試み
といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

生産システム科学

授業形態：講義
目標：グローバルな競争環境において，製品をライバル企業より早
く・安く・高品質に生産するためには，効率の良い高度な生産シス
テムが必要である。本講義では，生産システムの基本構成および基
本原理を理解するとともに，その設計・管理・運用方法の基礎を学
ぶ。
授業計画：生産システムの基本的な概念および設計・管理・運用方
法の基礎に関する授業として，具体的には，（1）生産システムの概
念と変遷，（2）線形計画法に基づく生産計画，（3）資源所要量計
画，（4）ラインバランシング，（5）生産スケジューリング，（6）
在庫管理，について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

生産管理システム

授業形態：講義
目標：知識情報処理の代表的な活用分野である工業製品の生産にお
ける「物の流れ」に関する設計・管理・運用法を体系的に学習させ
る科目である。生産管理システムの基本要素である全般的生産計
画、生産プロセス計画、生産スケジューリング、生産実施、生産統
制の概要が理解できるようにし、その具体的な手法を修得させる。
授業計画：生産管理方式の歴史的展開、生産形態に応じた生産管理
システムの特徴、在庫管理、MRPシステム、トヨタ生産方式、製品設
計、品質管理、動作時間研究と標準時間の見積法、生産プロセス計
画、生産計画における線形計画法、全般的生産計画モデルと生産計
画法、生産スケジューリングの定理と最適解法などの項目につい
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

生産科学

授業形態：講義
目標：ものづくりの過程の中の設計段階を主対象として，作業項目
とその実施に必要な技術の基本原理および特徴を学ぶ。ものづくり
の流れ，ものづくりを構成する種々の段階と作業項目の概略を理解
するとともに，設計段階の構成と作業項目，設計における最適化，
設計情報の共有手段としての製図とその基盤となる図形科学の基礎
について理解する。
授業計画：ものづくりにおける設計段階に関する基礎的な授業とし
て，(1)ものづくりの流れ，(2)設計段階の構成と作業項目，(3)数理
最適化と設計における活用，(4)設計情報共有手段としての製図とそ
の基盤となる図形科学，について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マーケティング・サイエン
ス

授業形態：講義
目標：企業の市場環境に対する適応行動を分析するための理論を修
得することを目標とする。そのために以下の下位目標を達成する。
１.市場価値を創造するためのセグメンテーション、ターゲティン
グ、ポジションニングが説明できるようになること
２.新製品開発やブランディングなどの製品対応、コストや需要・競
争・消費者の心理面などを考慮した価格対応、広告や販売促進など
のコミュニケーション対応、チャネルの選択や管理などの流通チャ
ネル対応の4つのマーケティングの構成要素が説明できるようになる
こと
３.テスト・マーケティング手法などの市場管理手法が説明できるよ
うになること

授業計画：企業が適応行動をとるためには消費者行動への深い理解
が避けられない。本講義では消費者行動モデルをベースにしたマー
ケティング理論を講義する。具体的には、マーケティングの考え
方、消費者情報処理と知識構造、消費者データの情報処理、マーケ
ティング意思決定、マーケティング戦略、などの基本的な理論を解
説し、応用例として、サービスマーケティング、インターネット
マーケティングなどを解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

情報技術と企業活動

授業形態：講義
目標：情報技術をキーワードに持続的な企業活動を行うための基礎
となる知識と思考法を身についけることを目的としている。
授業計画：企業活動と情報システムを分析する方法を身につけた
後、具体的な事例に適用し理解を深める。具体的には、情報システ
ムの経済・経営効果、情報システム開発、IT経営の分析ツール、情
報システム評価概論、事例分析、MOTについて講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

データマイニング

授業形態：講義・演習
目標：統計処理と機械学習のデータマイニング手法の内容やツール
の活用方法を学び，それらを実際のデータ分析に適用する技能を習
得する。
授業計画：決定木分析,RFM分析,データ視覚化,クラスタリングに関
する基本的なトピックについて内容を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
） ソーシャルモデリング

授業形態：講義・演習
目標：経済・経営などの社会科学分野におけるシミュレーションに
ついて、実際の状況からモデル化する方法、ツールを活用した実際
のシミュレーションの実施方法、そしてその評価方法について学習
し、自ら社会現象をシミュレートできる能力を習得する。
授業計画：マクロシミュレーション、およびマイクロシミュレー
ションに関するモデル化の方法、ツールを使った実装および実行方
法、そしてその評価方法に関する基本的なトピックについて基本的
な知識を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

ビジネス・インプリメン
テーション

授業形態：講義・演習
目標：実際のPOSデータをハンドリングして、基礎分析を行いなが
ら、解決すべき問題を特定する技術、およびその問題を解決するた
めの分析手法について理解を深める。
授業計画：データの分析と実店舗での観察を織り交ぜながら、問題
を発見する。データと実際の問題が発生する事象とを対応付けなが
ら理解し、その問題解決のための観点を学習する。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ビジネス・アナリティクス

授業形態：講義
目標：ビジネスデータを扱い、分析を行いながら問題を解決してい
く上で、必要な経営学・経済学・マーケティングに関する基本的な
内容について理解を深める。
授業計画：データマイニングに関係する経済学の内容、データマイ
ニングに関係する経営学の内容、データマイニングに関係するマー
ケティングの内容について基本的なトピックを講義し、内容を習得
させる。

（【58】.森田裕之/8回）
データマイニングに関連する経営学，マーケティングの内容につい
て講義する。

（【59】.渡邊真治/7回）
データマイニングに関連する経営学，経済学の内容について講義す
る。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

知識情報システムの開発・
運営

授業形態：講義
目標：情報システムを開発・運営する上で必要となる分析、設計、
開発、運営などの各プロセスを、現代の情報システム開発・運営に
おいて適用されている代表的な方法論および技法に関する講義によ
り修得・理解する。
授業計画：情報システム開発・運営の概要、情報システムの分析、
仕様の策定、ネットワークとシステムの設計・開発の概要、ネット
ワークと情報システムの運用管理・保守などの各トピックについ
て、基本的な知識を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

情報システムの性能と信頼
性

授業形態：講義
目標：コンピュータシステムやネットワークの集合体である大規模
な情報システムの構成と、その性能および信頼性を評価するための
基本的な手法を学ぶ科目である。この授業では、さまざまな要素か
ら構成される情報システムを対象として、解析的手法やシミュレー
ションによりその性能を評価する方法、およびシステムの信頼性を
評価する手法に関する知識を身に付けることを目指す。
授業計画：情報システムの構成要素、分散処理や並列処理などの情
報システムの性能向上手法、待ち行列理論による解析的な性能評価
手法、シミュレーションによる性能評価手法、システムの信頼性評
価といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

情報通信工学概論

授業形態：講義
目標：本授業はインターネットや携帯電話等の基盤である情報通信
工学の基礎を学ぶ科目である。基本的な信号処理やフーリエ変換に
ついて理解すること，通信システム，変復調，誤り訂正符号等，デ
ジタル通信システムの基礎について理解すること，半導体とトラン
ジスタ，LSI設計とプロセス等，集積回路の基礎について理解するこ
とを目指す。
授業計画：授業では，基本的なデジタル信号処理，デジタル通信シ
ステムの基礎，集積回路の基礎について講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

分散システム

授業形態：講義
目標：分散システム構築のために必要な基礎的知識を身につけるた
めの授業である。分散システムの基礎的な概念と関連技術を理解
し，簡単なサーバクライアントシステムを実装できることを目標と
する。
授業計画：インターネットの基礎，プロセスとスレッド，プロセス
間通信，非同期入出力，分散システムのアーキテクチャ，サーバク
ライアントシステム，分散アルゴリズム，仮想化などのトピックに
ついて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

Webシステム構築基礎

授業形態：演習
目標：Webシステムを構築するためには，インターネット，プログラ
ミング言語，Web技術等への理解が必要となる。本講義ではWebシス
テムを構築するためのさまざまな基盤関連技術について解説し，演
習を通してそれらの基礎的な概念や実装技術について理解し，空間
情報等の実社会のデータを可視化する演習を通して事例も含めて理
解する事を目標とする。
授業計画：Webシステムを構成する技術やWebシステム用言語などの
項目について基本的な知識を修得させるとともに、空間情報等の実
社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ、Webシステムを構
築できる素養を修得させる。

（オムニバス方式／全15回）
（【64】.大西克実／10回）
Webシステム用言語などの項目について基本的な知識を修得させる。

（【93】.吉田大介／3回）
空間情報等の実社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ
る。

（【64】.大西克実・【93】.吉田大介／2回）（共同）
Webシステムを構成する技術について基本的な知識を修得させる。

オムニバス方式
共同（一部）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

空間情報システム

授業形態：講義
目標：現代社会に不可欠な基盤である空間情報のしくみを理解し、
活用をめざした素養を培う科目である。この授業では、地球空間に
おける位置座標について歴史的経緯を含めて学び、現代社会におけ
る衛星測位システム(GNSS)を活用した位置座標の取得と活用、さら
にはセキュリティも含めた留意点について、適宜実習ならびに課題
を交えて基本的な知識と応用的に活用する素養を得ることを目指
す。
授業計画：
（オムニバス方式/全15回）
（【79】.永田好克/4回）
回転楕円体と測地座標系、測量の基準点、地図投影法、GNSS測位の
しくみについて基本的な知識を習得させる。

（【79】.永田好克・【93】.吉田大介/2回）（共同）
空間情報の取得について、データ取得実習をまじえて基本的な知識
を習得させる。

（【79】.永田好克/3回）
空間情報のデータ記述と活用技術、空間情報の光と影について基本
的な知識を習得させる。空間情報を活用した研究について具体的な
研究事例を示し、空間情報システムの応用について学ぶ。

（【93】.吉田大介/3回）空間情報の活用事例について、オープン
データやドローンで取得する空撮データの活用などの様々な事例を
もとに、基本的な知識を習得させる。

（【79】.永田好克・【93】.吉田大介/3回）（共同）
空間情報とコンテンツの融合について基本的な知識を習得させる。
これまでの講義を振り返り、空間情報システムに関する知識を深め
る。

オムニバス方式
共同（一部）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

材料情報学

授業形態：講義
目標：材料情報学で用いる基本的な特徴量および機械学習の原理を
学び、コンピュータを使った機械学習のツールを自ら使用し、材料
情報学の課題を解決できる力を育むことを目標とする。材料情報学
で用いる基本的な特徴量として、金属材料を中心に学習し、材料情
報学における課題と基礎知識を身に着ける。
授業計画：ニューラルネットワークを中心とした、各種の機械学習
手法を解説し、材料情報学で用いる物理的性質、化学的性質、機械
的性質、製造プロセス、組織観察の特徴量について解説する。材料
情報学における機械学習の具体例を交えて講義を行ったのちに、コ
ンピュータを使った機械学習のツールを使用し演習課題を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

人工知能A

授業形態：講義
目標：人工知能の研究では人間の知識をどのようにして計算機に埋
め込むことが重要なテーマの一つであるが、それを経験データや自
分自身の経験から計算機が自ら学習する方法もある。本授業では、
人工知能におけるボトムアップ型手法について講義し、知識をつけ
ることを目的とする。座学による手法の理解とともにグループワー
クを通じて授業の理解を促進させる。
授業計画：まず、人工知能の概要とトップダウン・ボトムアップア
プローチの違いを解説する。次に、ボトムアップアップアプローチ
として標準である機械学習とソフトコンピューティングを解説す
る。また、コンピュータを使った実装方法や関連する最適化理論に
ついても解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

人工知能B

授業形態：講義
目標：人工知能システム開発の基本的な視点と考え方を学ぶ科目で
ある。計算機による出力結果の説明性(explainability)を人間の概
念レベルで担保することの重要性が、特に人間との協調問題解決の
文脈で再認識されている。この授業では、論理指向型AI（トップダ
ウン型手法）について講義し、ill-definedな問題を対象とした問題
解決スキームとしてのルールベースシステム、一般問題解決器や知
識モデリングに関する基本的な知識、技能を得ることを目指す。
授業計画：ルールベースシステム、GPS(GeneralProblemSolver)によ
る問題解決の定式化手法、オントロジー工学に関する基礎的な知識
を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

ヒューマンコンピュータイ
ンタラクション

授業形態：講義
目標：ヒューマンコンピュータインタラクションについて人間工
学、感性工学などの観点から学習し、さまざまな種類のインタ
フェースの特徴や具体例、ヒューマンインタフェースの設計と評価
手法に関する知識を修得することを目指す。
授業計画：人間工学と感性工学、情報処理システムとしての人間、
インタフェースの仕組み、代表的なインタフェースを用いた対話環
境、情報の可視化技術、自然なコミュニケーションのためのインタ
フェース、仮想現実と拡張現実、マルチモーダルインタフェース、
対話型システムのデザイン、協調的インタラクションの支援手法、
ユーザインタフェースの評価手法といったトピックに関する知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

教育情報学

授業形態：講義
目標：教育情報システムを設計、運用する上で必要となる基礎的な
教育工学の知識を説明するとともに、これまで開発されてきた様々
なシステムを例として、教育情報システムの特性や要件、eラーニン
グ、ユーザ・インタフェース、データ分析・評価等の手法を習得さ
せることを目標とする。
授業計画：学習理論とシステム設計、学習管理システムや情報教育
システムの構築・運用・評価、さらにはユーザインタフェース、グ
ラフィックス、VRなどの要素技術について講義を行い、基本的な知
識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

教育・学習の理論と設計

授業形態：講義
目標：教育を効果的に行うための学問であるインストラクショナル
デザイン（ID）の理論を解説し、学校教育、企業内教育などにおけ
る実践について紹介する。さまざまな実践を詳細に見ながら理論を
理解することを通して、インストラクショナルデザインの基本的な
考え方を習得させる。
授業計画：インストラクショナルデザインの基礎、ADDIEモデル・
ARCSモデル、高等教育におけるインストラクショナルデザインの実
践、企業内教育におけるインストラクショナルデザインの実践、e
ラーニングとID，さまざまなID理論などのトピックについて基本的
な考え方を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

機械学習

授業形態：講義
目標：人工知能システムの要素技術である機械学習の代表的な手法
を学ぶことを目的とする。特に、機械学習のモデルや学習手法を数
理的に学ぶことによって、基本的な機械学習手法の適用可能範囲を
理解することを目指す。また、授業中に適宜課題に取り組むこと
で、実際のデータに応用するための機械学習の適用手法を修得する
ことを目指す。
授業計画：機械学習のための数学基礎、回帰、ニューラルネット
ワーク、サポートベクトルマシン、決定木、アンサンブル学習など
のトピックに対して、数理的な理解に基づいた知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）自然言語処理

授業形態：講義
目標：人間の言語を計算機的に処理するための自然言語処理におけ
る基盤技術とその意義について理解することを目的とする。具体的
には以下を目標とする。
１.自然言語における語という小さな単位から文章という大きな単位
までの基盤的解析技術を説明できる。
２.人間が把握する意味と、計算機での形式的処理との違いを理解
し、前者を後者でどう近似的に扱うかを説明できる。
３.機械翻訳や自動要約などの応用処理において、計算機による形式
的処理単位の解析結果を利用する方法論について、関連論文を読解
し、その特色を説明できる。
４.知識・知能情報システム構築に自然言語処理を活用するための基
盤資源を調査・利用することができる。
５.知識・知能情報システム構築に自然言語処理の基盤モジュールを
活用する方法論を提案し、その方法を評価することができる。
授業計画：自然言語処理で用いられる下記の基礎モジュールと応用
に関する基礎的な専門用語と概念を段階的に講義・解説し、当該分
野における近年の研究論文の内容を理解し、その技術的課題と意義
について他者に説明できる力を錬成する。授業外には、演習的課題
を課し、授業中の講義・解説を実践的に理解することを促す。
・形態素解析と係り受け解析
・統語解析
・意味解析
・規則に基づく処理と機械学習に基づく処理
・機械翻訳および自動要約の考え方
・対話システム

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
） 情報検索システム論

授業形態：講義
目標：ComputerScience（計算機科学／情報工学）における「情報検
索と検索エンジン」に関する基礎的な知識の修得を目標とする。
授業計画：検索エンジンと情報検索、検索エンジンのアーキテク
チャ、クロールとフィード、テキスト処理、インデックスとランキ
ング、クエリとインデックス、検索モデル、検索エンジンの評価、
分類とクラスタリング、ソーシャルサーチといったトピックについ
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）パターン認識

授業形態：講義
目標：様々なデータの中から所望の情報を取得するためには、デー
タの特徴を「パターン」として捉え、その「パターン」をどのよう
に解析・分類・処理するかが重要な基本的技術である。本講義では
その基本技術であるパターン認識について、基本的な理解を得るた
めの各種処理方法についてその概要を学ぶ。
授業計画：パターン認識とは何か、学習と識別関数、誤差評価に基
づく学習、識別部の設計、特徴の評価とベイズ誤り確率、特徴空間
の変換、部分空間法、各種学習アルゴリズムの一般化、ベイズ決定
則について講義を行い、パターン認識の基本的な考え方や各手法の
処理手順を理解し、実際の問題へ応用するための知識を習得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

AIプログラミング

授業形態：講義
目標：本授業では，プログラミングを通してAI開発に必要な数学的
知識を理解することと，プログラミングをAI開発に活用するための
技術的知識を学習することを目標にする。
授業計画：座学で学習した線形代数や確率統計のうち特にAI開発と
関連のある内容についてプログラミングの観点から見つめ直し，
データ分析や最適化，機械学習におけるモデル学習などといったAI
開発に役立つスキルを学習する。コンピュータを用いて実際にプロ
グラミングをしながら授業を進めていく。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ヘルスケアシステム

授業形態：講義
目標：我が国における情報化施策および医療情勢の経緯と現状につ
いて知り、効果的でかつ質の保証された高度なヘルスケア（保健・
医療・福祉）サービスを提供するための情報通信技術の必要性，活
用方法及び課題について理解し、ヘルスケア分野で稼働する情報シ
ステムの企画立案、開発・運用保守を行うためにヘルスケアシステ
ムに関する実務的な基礎知識や基礎技術力を習得する。

授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション，自己学習等によって構成する。「医療と情報システム」に
関する最新のトピックを扱う。

(【53】.真嶋由貴惠)
医療情勢の変化を踏まえた情報化政策や病院情報システムの構成と
機能、評価とシステムなど

(【87】.桝田聖子)
ヘルスケアの特性とシステム、ヘルスケア情報倫理、ヘルスケアシ
ステムの導入と運用・システム評価と改善、ヘルスケア情報の標準
化

（【53】．真嶋由貴惠、【87】．桝田聖子）
「ヘルスケアシステムの未来と課題」に関するディスカッション・
具体的な提案をとおして、ヘルスケアシステムに関する実務的な基
礎知識や基礎技術力を習得させるとともに、ヘルスケアシステムに
関する今後の展望について創造できる能力を習得させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ヘルスケアサービス

授業形態：講義
目標：ヘルスケア分野と情報システム分野の橋渡しができるよう
に、ヘルスケア（保健・医療・福祉）分野に関する一般的知識、保
健医療福祉制度、ヘルスケアサービスで活用される重要な理論(行動
変容モデル等)、ヘルスケアサービスに関する基本的知識を理解し、
今後のヘルスケアサービスの在り方について考える。
　
授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション、ディベート、自己学習等によって構成する。「医療」に関
する最新のトピックについて、毎回授業の最初に発表し討議を行
う。

(【53】.真嶋由貴惠)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

(【87】.桝田聖子)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

（【53】.真嶋由貴惠，【87】.桝田聖子）
「未来のヘルスケアサービスのあり方」に関する自己学習、ディス
カッション、発表をとおして今後のヘルスケアサービスのあり方を
考え、実践できる力を習得させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

情報と職業

授業形態：講義
目標：本科目では、情報化社会で活躍するための、(1)プロフェッ
ショナルの重要性、(2)専門分野(職業)の構築、(3)今後も変革する
情報化社会への対応についての能力を養う。具体的には、下記の内
容を少人数でのチーム演習を通して身に着けることを目標とする。

1.情報倫理、情報関連の法律、企業でのリスクマネジメントを学
び、自らリスク対策を立案することができること。

2.立案したリスク対策をリーダシップを持って効果的に組織に広め
ることができること。

3.情報を効果的に収集し、論理的に整理してまとめることができる
こと。
また、講義は民間企業で実際に行われている事例、手法を用いて行
う。
授業計画：プロフェッショナルの重要性、専門分野(職業)の構築、
教職科目「情報」のための必要な情報技術(IT)とスキルの概要、企
業における情報セキュリティ、情報リスクマネジメントの概要、今
後も変革する情報化社会への対応、自ら将来を開拓するためにリー
ダシップ手法と問題解決手法について、講義と実習を通じて理解
し、実行できる能力を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

地域実践演習

授業形態：演習
目標：本科目は、コミュニティーレベルでの活動の重要性を理解す
るとともに、フィールドワークの体験を通して地域の課題を発見し
地域再生に積極的に取り組むことのできるマインドを身につけるこ
とを目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標
とする。
１．演習テーマに関する現状と課題について説明できること。
２．企画段階での検討、様々な機関との連携協力、無理のない運営
等の重要性を説明できること。
３．協調性をもって、グループ活動を円滑に行えること。
４．活動の成果をわかりやすくかつ正確に他人に伝えられること。

授業計画：本科目は、PBLプログラム（地域再生）の必修科目として
位置づけられている。授業の第1回では、地域での実践活動に関する
基礎知識に関する講義を行うとともに、担当教員が研究対象として
活動している実際のフィールドを体験することを通して、地域課題
を発見するという本授業及びPBLプログラム（地域再生学）の目的を
説明する。次に、1グループ4～5名で構成されるグループ分けを行
い、各グループでフィールドワークの企画を行うとともに、担当教
員が指示した現地活動を行う際の注意事項を遵守しつつフィールド
ワークを体験する。さらに、活動の成果を報告書にまとめるととも
に、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）地球環境の化学

授業形態：講義
目標：地球の大気圏、河川・湖沼・海洋の水圏で起こっている現象
を理解するための化学の基礎を講義することで、環境中で起こって
いる様々な現象を科学的に説明する問題に答えることができる。ま
た、大気圏および水圏における物質循環プロセス光の役割、酸化還
元反応、河口付近で起こる現象について問う問題に答えることがで
きる。
授業計画：地球環境における物質循環を理解するために、まず大気
の熱力学について講義し、実際に使える熱力学を学習させる。ま
た、大気組成、平均滞留時間、反応速度論の基礎、微量気体の濃度
と反応、21世紀の環境問題と言われている大気エアロゾル、電磁波
の基礎から地球の温暖化問題と成層圏オゾン問題を根本から習得さ
せる。さらに、水溶液化学の基礎とその環境中での役割を習得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

地域・都市環境学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・都市周辺地域における里山の現状について説明できること。
・理想都市計画について概要を説明できること。
・大阪における都市構造や緑の骨格軸について、歴史的視点を踏ま
えて説明できること。
・歴史的まちなみ保全に関する法制度について概略を説明できるこ
と。
・ヒートアイランド現象の緩和の観点から都市緑化の手法を説明で
きること。
・安全・安心まちづくりと人にやさしいまちづくりについて説明で
きること。

授業計画：人間生活にとって関連性の深い都市域や都市周辺地域を
対象として、里地・里山での自然環境破壊の現状と、現在表出して
いる様々な問題点や課題について理解を深める。さらに、都市計画
の考え方の基礎となる理想都市計画について学習するとともに、大
阪を題材とした都市構造・自然環境の変化や、歴史的まちなみの保
全について学習する。さらに、ヒートアイランド現象と緑地との関
係、私たちの生活を支える安全で安心なまちづくり、人にやさしい
まちづくりの基本となるユニバーサル・デザインについて学習する
ことによって、今後の都市域や周辺地域での持続的な発展に資す
る、課題発掘や問題解決のための基礎的能力を身につけることを目
的とする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境デザイン通史

授業形態：講義
目標：本授業では、風景、移動、デザインという補助線から環境デ
ザインを主たるテーマに文明史を通史でレビューすることで以下の
能力を身につけることを達成目標とする。
1.環境デザインを考える上での基礎的知識
2.各時代で共有される価値観への理解
3.自然、政治、文化、技術、芸術への横断的思考
4.長尺での思考
授業計画：人類が環境にどのようなまなざしを向け、また環境をど
のように改変してきたのかについて、有史前から現代までの時間ス
ケールの通史でレビューする。補助線として風景、移動、デザイン
という三つを基軸にして、世界史の概略を交えながら、それぞれの
時代において人々が何を求め、どのような解決策を見出してきたの
か、またそれが人々の認識と物理的な環境の改変にどのように結び
ついてのかについて解説する。それによって、環境デザインを考え
る上での基礎的な知識を身につけるとともに、長尺で思考するモノ
の見方をトレーニングする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

資源循環論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．循環資源の対象となる廃棄物の分類、特徴を纏めて理解できる
こと
２．実プラントでの実習に於いて、簡単な物質収支を計算できるこ
と。
３．廃棄物関連の法律を念頭において、学内の未利用資源を発掘
し、その利用法を提案できること。
授業計画：天然資源（枯渇性資源、更新性資源）を活用するための
コンセプト、我が国の物質フローと循環資源（廃棄物）の現状、資
源の有限性と再生可能性について理解させ、産業活動における資源
の利用のあり方について考えさせる。また、再生可能資源のうち、
バイオマスを取り上げ、その構成要素を理解させるとともに、地球
上における炭素・窒素循環におけるバイオマスの様々な利活用法を
発想できるように履修させる。さらに、大学内における資源循環プ
ロセスの取り組みを紹介し、資源循環プラントを用いた実習を行
う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海洋環境生態学

授業形態：講義
目標：海洋環境と生態系の基本的な機能と構造を理解するととも
に、生物の動態と周辺環境との関わりについて学習することを目標
とする。具体的には、以下の能力を身につけることを達成目標とす
る。
１．海洋の物理学的・化学的基本構造と次空間変動について説明で
きること。
２．外洋・沿岸域・深海底における生態系の機能と構造について説
明できること。
３．生態系のモデリングの基礎について説明できること。

授業計画：本授業では、海洋環境と生態系の機能と構造を理解させ
るとともに、生物の動態と周辺環境とのかかわりについて学習させ
る。まず、海洋および沿岸域の基本構造について講義し、次に、海
洋の流れ、潮汐と潮流、波、海水組成といった海洋の物理・化学過
程とその時空間変動について講義する。また、外洋、沿岸域、深海
底の生態系の特徴について講義し、さらに、生態系モデリングの基
礎について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海域環境再生学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．海域環境の特性や生態系に関する基礎知識を理解し，それを説
明できる。
２．海域環境が抱える環境問題の歴史的な流れと内容を理解し，そ
れを説明できる。
３．海域環境が悪化するプロセスと，それに基づいた環境再生の戦
略について説明できる。
４．様々な海洋環境再生技術について，その特徴と限界，適用可能
条件について説明できる。
５．海域環境と人間活動・社会活動の共生について，自分の考えを
まとめることができる。

授業計画：海域環境の特性・沿岸域環境の生態系、海域環境問題に
関する歴史、沿岸域・閉鎖性海域における環境問題、沿岸域・閉鎖
性海域における環境再生技術、再生に向けた取組事例、海域環境の
尺度と評価・目標設定について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境生態学

授業形態：講義
目標：人間の生存にとって不可欠な生態系サービスの理解、健全な
生態系の維持と生物多様性の保全を実現するために必要な科学的知
識の習得ならびに価値観の養成を目標にする。具体的には、以下の
能力を身につけることを目標とする。
１．個体群の成長について説明できること。
２．生物間の相互作用について説明できること。
３．適応進化について説明できること。
４．生物多様性の定義と機能について説明できること。
５．生物多様性の危機と絶滅のプロセスについて説明できること。

授業計画：生物の生活と環境との関係が理解できるように、生態系
の構造と機能、生物の環境形成作用、生物種の環境に対する適応、
個体群動態と種間の相互作用、生物群集の構造と多種共存機構につ
いて講義し、生物多様性とその意義、絶滅の要因とプロセスを習得
させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境再生学

授業形態：講義
目標：人と自然環境とが共生し、持続可能な環境形成を実現化させ
るための環境再生について、とくに損なわれた自然を回復させるこ
とを目的とした自然再生事業を中心にすえ、自然再生に関わる基礎
理論を習得させ、自然再生事業の実際と問題点を理解させることを
目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とす
る。
１．自然再生事業の必要性を説明できること。
２．自然の要素を説明できること。
３．自然再生を進めるうえでの原則を説明できること。
４．順応的管理と合意形成の指針を説明できること。
５．自然再生事業の具体的事例をその問題点とともに説明できるこ
と。

授業計画：自然再生の定義と必要性、理論、指針について講義する
とともに、森林、河川・湖沼、高山、農耕地、都市などの様々な生
態系の再生（復元・修復）について事例をあげながら解説する。ま
た、自然再生や生態系回復事業に従事している専門家をゲストス
ピーカーとして招き、事業の実際を紹介する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食品安全論

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.自然毒、細菌、ウイルス、寄生虫、化学物質及び重金属による食
中毒の主な原因食品と発生機序について理解し、説明できること。
2.食品の安心・安全を確保する仕組みについて理解し、説明できる
こと。
3.食品の安心・安全について、信頼できる資料を参照し、一般の人
たちにわかりやすく説明できること。

授業計画：食品安全論では、食品の安心・安全を確保する仕組みに
ついて学習させる。健康の維持・増進には、安全な食品の持続的な
供給が不可欠であり、そのためには、食品の生産から消費までをカ
バーしたフードチェーン全体の安全性を確保する必要があることか
ら、フードチェーンの各段階および全体における衛生管理の手法な
らびにその理論について習得させる。またリスクコミュニケーショ
ンについても学び食品の安心・安全を確保の仕組みについて習得さ
せる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食糧と環境

授業形態：講義
目標：食糧を生産するためのシステム（露地、植物工場など）の構
成、利点・欠点、SDGs上の意義、利用事例に関する基本的な知識に
ついて身につけることを目標とする。それとともに、食糧生産シス
テムを理解する上で必要とされる園芸学、栽培学、環境工学の基礎
を理解できることも目標とする。具体的には、以下の能力を身につ
けることを目標とする。・食糧生産システムの種類、それぞれの利
点・欠点について説明できること・SDGs上の食糧生産の意義につい
て説明できること・食糧を生産する上で重要な環境要因とその制御
方法について説明できること。

授業計画：従来、食糧の多くは、開放的な露地で生産されてきた。
その結果、周辺環境に影響を与え続けてきた。他方、近年になり、
周辺環境に与える影響の少ない、高度な制御技術を有する半閉鎖
的、または、閉鎖的な植物工場での食糧生産が注目されつつある。
今後、持続的に食糧を供給するためには、周辺環境に与える影響が
少ない食糧生産システムの利用が望まれる。ここでは、露地と植物
工場の得失を、食糧と環境という観点から比較する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

景観計画学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・景観デザインにおける基本的な計画プロセスとデザイン手法を説
明できること。
・植栽デザインの考え方および緑化材料の基本的事項を説明できる
こと。
・日本庭園や西洋庭園のデザイン手法を説明できること。
・景観行政に関する諸制度や行政計画について、概略を説明できる
こと。
・市民参画型の景観まちづくり手法について説明できること。
・都市空間や緑地空間における問題点や課題を抽出でき、その解決
方法を提示できること。

授業計画：近年、都市域や周辺地域においては、良好な景観形成を
計画的に推進することが求められている。本講義では、景観計画に
関するデザイン手法や植栽デザインの考え方を習得するとともに、
具体的デザイン手法の基本となる西洋庭園や日本庭園のデザイン手
法について理解する。また、景観行政に関する諸制度や行政計画に
ついての理解を深めるとともに、各地で実践されている市民参画型
の景観まちづくり手法について習得することによって、課題発掘や
問題解決能力と創造力の向上を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

防災・安全科学

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.住宅・建築物及び都市の居住空間における防災・安全の問題につ
いて説明できること。
2.社会と災害・事故のメカニズムとの関係性を説明できること。
3.生活者の視点での安全な居住空間を計画できること。

授業計画：過去の災害事例を解説し、居住空間における防災・安全
問題をハード面・ソフト面から総合的に解説する。対象とする災害
は地震災害、火山災害、台風洪水災害、雪氷災害、火災、日常災害
と幅広く、災害のメカニズム、対策、空間計画における安全性確
保、ユーザーの行動特性等を解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

環境計測学

授業形態：講義
目標：環境測定データの解析に必要な統計手法を用いた解析ができ
る。環境を理解するためにもっとも必要な環境を測る方法である分
光法、クロマトグラフィー、質量分析法、電気化学分析法の原理を
説明することができる。様々な大気や水のサンプリング方法につい
ての問題に答えることができる
授業計画：環境測定データを取り扱う統計学手法、有意差検定など
の環境分析の基本、機器分析における校正法を習得させる。次に、
環境分析の主流となっている分光法、クロマトグラフィーや質量分
析法、電気化学分析法の原理を習得させ、さらに様々な大気や水の
サンプリング方法について実例をもとに紹介し、サンプリングの知
識をつける。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

再生可能エネルギー学

授業形態：講義
目標：地球温暖化を軽減させるためには、化石燃料の消費を抑制
し、温室効果ガスの排出を削減する必要がある。その手段として省
エネルギーや再生可能エネルギー利用など、さまざまなエネルギー
対策が行われている。本授業では、このような観点から、以下の能
力を身につけることを目標とする。
１．地球温暖化や気候変動のしくみについて説明できること。
２．エネルギーの基礎について説明できること。
３．さまざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴について説明で
きること。
４．再生可能エネルギーに関連する技術について説明できること。

授業計画：地球温暖化の問題解決に大きな役割を持つ再生可能エネ
ルギーについて基礎から応用まで幅広く解説する。気候変動のしく
みやエネルギーの基礎環、太陽光や風力、海洋エネルギーなどさま
ざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴、さらにスマートグリッ
ドなど再生可能エネルギーに関連する技術等について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境再生の化学

授業形態：講義
目標：本科目では、化学的な手法を用いる環境再生法、関連する各
種データの収集の仕方と収集したデータの解析の仕方に対して、基
本的な知識について問う問題に答えることができることを目標とす
る。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
・化学的な環境再生法や関連知識の6割以上について概説できるこ
と。
・各種データの収集の仕方について6割以上について概説できるこ
と。
・収集した各種データの6割以上について解析できること。

授業計画：様々な環境問題に対して化学的に問題解決や改善に貢献
できる環境再生技術について理解させる。特に環境汚染（水汚染、
大気汚染、土壌汚染）や地球温暖化、エネルギーに関する問題を解
決・改善するための最近の要素技術の具体例を織り交ぜて講義する
ことにより、環境再生のための化学的考え方を習得させることを目
指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ミクロ経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・社会システムの持続可能性を考える上で必要となる基礎的なミク
ロ経済学の知識を習得すること。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義の目的は、
市場システムの構造と機能を中心に学ぶことで、社会システムの持
続可能性を考える上で必要となる基礎的なミクロ経済学の知識を習
得することである。また、経済学は、様々な社会経済問題につい
て、論理的思考を突き詰めて現象を説明・予測しようとする学問で
ある。したがって、受講することで「論理的に自分の主張を伝える
能力」を養えることが期待できる。効率的に主張を伝える能力は一
般的なビジネスパーソンにとっても、これから就職の面接に臨む皆
さんにとっても大変重要なものであろう。将来、みなさんがビジネ
スの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを習得し
ていただきたい。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境アセスメント学

授業形態：講義
目標：地球規模での持続的な発展には、様々な開発行為が地域の環
境に及ぼす影響を事前に調査、予測、評価することによる適切な対
応や対策が求められる。このような観点から、以下の能力を身につ
けることを目標とする。
１．環境アセスメントの重要性について持続可能性の観点から説明
できること。
２．国内外のアセスメント制度や手順について説明できること。
３．環境アセスメントの技術や手法について説明できること。
４．国内外における環境アセスメントの具体例について説明できる
こと。
５．環境アセスメントの今後の方向性について説明できること。

授業計画：持続可能な社会の構築における環境アセスメントの役割
について解説するとともに、国内外のアセスメント制度およびアセ
スメントの手順について講義する。また、いくつかのアセスメント
の事例を紹介し、具体的なアセスメントの実施状況について理解さ
せる。さらに今後のアセスメント展開として、スモールアセスや
SDGsとの関連について解説する。

（＜2＞.大塚耕司/6回）
環境アセスメントとは、環境アセスメントの実際２－海外事例、
SDGs達成のための環境アセスメントの役割を担当する。

（【44】.竹中規訓/1回）
環境アセスメントの技術・手法1－大気・悪臭、水循環、水質・底質
を担当する。

（【35】.興津健二/1回）
環境アセスメントの技術・手法3－廃棄物、温室効果ガスを担当す
る。

（【30】.遠藤祟浩/1回）
技術指針・追跡調査・情報交流・審査会の仕組みを担当する。

（【47】.中山祐一郎/4回）
環境アセスメント関連図書の構成、国や地方公共団体の制度と諸外
国の制度、環境アセスメントの技術・手法4－陸上動植物、水生生
物、生態系、景観・自然とのふれあい、環境アセスメントの実際1
－国内事例を担当する。

（【86】.星英之/1回）
環境アセスメントの技術・手法2－土壌環境、騒音・低周波音・振
動、日照障害・風害・電波障害を担当する。

（【71】.黒田桂菜/1回）
スモールアセスを担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マクロ経済学

授業形態：講義
目標：本授業では次の力を養うことを到達目標とする。
１．マクロ経済学の基礎概念を正確に説明することができる。
２．簡単な数学を使って、マクロ経済学の基本的なモデルを定式化
し、経済分析ができる。
３．現実の経済現象や経済政策について、マクロ経済学の基礎概念
や基本的なモデルを使って説明することができる。

授業計画：一国単位の経済活動について集計的な変数に注目して分
析を行い、貨幣・金融面の諸条件を考慮しながら一国全体の産出
量・雇用水準の決定を扱うのがマクロ経済学である。本授業では、
いわゆるIS・LMモデルを中心にマクロ経済学の基礎を学ぶことを通
じて、一国全体の産出量・雇用水準決定の問題と、それと関連する
重要なトピックスを扱う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

公共経済学

授業形態：講義
目標：公共経済学の基礎を修得し、公共部門の活動・役割について
理解を深める。具体的には、以下の点について達成できることを目
指す。
1．市場メカニズムの特徴とその限界について理解する。
2．市場経済における公共部門の役割について経済学的な視点から議
論することができる。
3．市場の失敗の具体的な例を挙げながら、その原因と解決策につい
て議論することができる。

授業計画：この授業は、経済社会における政府や公共部門の役割と
市場の失敗について経済学的なアプローチで学ぶことを目的とす
る。経済学、特にミクロ経済学の理論を用いながら、市場経済にお
いて望ましい資源配分が達成されない状況について理解を深めると
もに、そのような状況において社会が直面するさまざまな課題を解
決するために公共部門が行う政策について考える。さらに、経済学
的な視点を通じて環境問題などの具体的な社会の諸問題について理
解を深めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）環境経済・経営学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．環境問題の基本構造と企業活動の関係について説明できること。
2．企業の社会的責任について説明できること。
3．環境に配慮した企業経営の具体的事例について説明できること。

授業計画：本講義では市場経済における主要な活用主体である企業
活動を軸に据えつつ、環境問題の基本構造と企業活動の関係につい
て基本的な視点とその考え方について学ぶ。具体的には企業活動に
伴う環境汚染、企業の社会的責任、環境に配慮した企業経営のあり
方に関する基礎的な知識を学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

企業の経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義では、入門
的なミクロ経済学で扱う生産者行動モデルだけでなく、寡占・独占
とよばれる企業数が少なく、企業同士の戦略的関係が重要になる状
況を考える。また、公共政策や環境問題のような社会現象だげでな
く「なぜ、せっかく作った作物を捨てるの？」、「なぜ、赤字なの
に生産をやめないの？」などといった身近な問題についても経済学
のツール(道具)を使って考える。この講義の目的は、将来、学生が
ビジネスの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを
習得してもらうことが目的である。経済学的な考え方を身につける
と、「社会を見る目」がきっと変わるはずである。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

国際法と共生社会

授業形態：講義
目標：現代社会で生じる問題について、国際法（特に、いわゆる国
際人権法）の視点から考察する力を養い、もって共生社会の実現に
おける法と人権の役割について探求することを到達目標とする。

授業計画：国際規範であるSDGsのうちSDG17「パートナーシップで目
標を達成しよう」では国際パートナーシップの重要性が謳われてい
る。このようなサステイナビリティにおける国際法の役割につい
て、生物多様性条約と気候変動枠組条約を例に概説する。また、人
権の国際的保障に関する法規範・制度の概要を説明するとともに、
日本内外の人権問題について国際法的視点から検討し、もって共生
社会における法と人権の役割について示唆を得ることを内容とす
る。
この科目では、「経済活動と法」、「行政活動と法」といった他の
法学の基礎科目と共に、応用科目である「環境法１」、「環境法2」
を学ぶのに必要な内容を学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）環境法1

授業形態：講義
目標：私法上の権利・法益侵害の救済手段である不法行為法の基本
概念の理解、条文に示された基本ルール及び各事件類型の判例準則
（各具体的被害類型での裁判所の対応）についての基本的な理解を
示すことができることを目標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつ、それを原因
として環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対
して多様な法が機能している。国内社会を見れば、私人間の関係の
みならず私人と国や行政との関係を、国際社会では、国家間の関係
を規律するルールが存在し、社会を秩序づけている。
本授業では、関連する法学基礎科目（「経済活動と法」「行政活動
と法」「国際法と共生社会」）で学んだ内容を前提として、まず環
境法分野の総論部分として、日本における公害・環境被害の歴史や
環境法の発展過程及びその理念、その諸領域を扱い、環境権を私権
と対比させながら学ぶ。その上で、我々の経済活動に起因する環境
や人への被害に関する救済方法を民事法中心に学習する。本学類で
は、環境を自然に限定していないことから、これをやや広く捉え、
私生活を取り巻く社会環境全体を念頭におき、それらの侵害につい
ての救済に関する法のルールを学ぶ（企業の民事責任のみならず、
国家の賠償責任も対象とする）。経済主体である企業や個人の活動
の自由の限界に関する不法行為法の基礎理論を概説した後、個人の
生命身体が直接害された典型例を皮切りに、私生活環境や住環境に
関する事故、公害･環境訴訟に関して、個々の被害類型の特徴を押さ
えながら学習する。最後に、「環境法2」への架橋として、本講義で
扱った救済方法の特性と限界を示す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境法2

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．行政法の基本原則や行政法令の基本的枠組みについて説明できる
こと。
2．環境問題に対する行政機関の関わりについて説明できること。
3．様々な環境問題に対する個別の行政法令についてその基本的な内
容を説明できること。

授業計画：本授業では、関連する法学基礎科目を土台とし、かつ先
行する「環境法1」の内容を踏まえた上で、環境問題に関する法制度
（国際法を含む）に関する講義を行う。国家と私人との関係を規律
する公法分野、特に行政活動に関する法令の基本的枠組みは「環境
法2」を理解する上で必須である。そのため、環境法理解のために必
要な範囲で行政法の基礎知識を取り上げた上で、個別の環境問題に
関する法制度や環境紛争について解説してゆく。また、環境法は国
際環境条約の国内実施としての役割も担っているため、主要な国際
環境条約についても講義の対象とする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境政策学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 現代社会における人間活動と環境問題の相互作用の特徴について
説明できること。
2. 共有資源問題といった基礎的な理論枠組みを用いて現実社会の環
境問題について説明できること。
3. 環境問題の解決に向けた複数の政策手段について、その長所と短
所を説明できること。

授業計画：社会科学の視点に立ち環境政策の基本的な視点と考え方
を学ぶ科目の一つである。この授業では、持続可能な社会の実現に
必要となる市場、政府、共同体の役割について基本的な考え方を学
ぶ。具体的には資源配分における市場の役割、市場の失敗、政府介
入の効果、共有資源問題、日本の公害行政、持続可能な開発目標に
関する基本的知識を習得することを目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

国際政治学

授業形態：講義
目標：国際社会で起きている問題を一面的かつ当座のものとして見
るのではなく、政治的・歴史的・構造的かつ分析的に観察できる視
点を養う。また、そうした問題を力や利益といった視点、正当性や
平等といった社会正義の視点から見るだけではなく、偏見や差別、
熱情といった一見非合理にも思えるような視点からも理解できるよ
うにする。
授業計画：国際政治学の基本的な考え方や方法の基礎を学ぶととも
に、内戦や国家破綻、貧困問題、環境問題、移民・難民問題など現
代国際社会が直面するアクチュアルな問題を取り上げながら、問題
の背景、原因、解決に向けての取り組みなどを多角的に分析する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

環境社会学

授業形態：講義
目標：環境問題はまぎれもなく社会の問題である。その解明と解決
には、人間社会と自然環境をつなぐ生産と消費の仕組み、国家、市
場、社会制度や社会構造などを批判的に捉える大きな視点が必要で
ある。だが同時に環境問題は、問題にかかわる（ぶつかる）人びと
それぞれが、現実とその解釈のはざまで「生きる」こと、「生活す
る」こと、その息遣いを聞くことも必要である。環境問題を読み解
き、解決の糸口をつかむには、常に両者の接点に身をおきながら社
会を新たにデザインし、実践していくことが必要であろう。この授
業では、まずは社会学の基本的な思考法やものの見方について身に
着けること、そして具体的な問題を用いながら、環境を人びとの暮
らしの文化や社会との相関という視点で読み解き、実践へと繋がる
見聞する力を養うことを目標とする。講義形式をとるが、参加者と
の積極的な対話を軸にすすめる。
授業計画：まず、イントロダクションとして、環境史を概観した上
で、現代の環境問題と「環境と社会」の学としての環境社会学の成
り立ちをふり返る。その上で、生活世界としての人と環境のインタ
ラクションがどう構築されているか、近代化・開発による生活環境
の変容と受益・受苦の構造がどうなっているのかを整理し、「シャ
ドウ・エコロジー」など日本と発展途上国の生活世界の連動してい
る現代的状況を検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

異文化の理解

授業形態：講義
目標：文化人類学の方法を用い、さまざまな文化の比較を通して、
異文化の仕組みを理解させ、またそれとの対照によって自文化の特
徴を明らかにさせる。このような文化の比較を通して、自分の身に
つけた価値観を相対化し、新たなものの見方を獲得させることを目
標とする。
授業計画：狩猟採集民や農耕民・牧畜民の自然資源の利用と文化、
異文化理解とジェンダー、グローバル化する世界における異文化理
解といったことについて、具体的な事例を通して講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

現代社会の倫理学

授業形態：講義
目標：現代社会と倫理について応用倫理学の枠組みから思考する講
義である。応用倫理学は倫理学の一分野であり、テクノロジーの進
展を中心とする現代社会の倫理問題群に取り組む学問である。本科
目では、現代社会に生きるわたしたちが抱えたさまざまな倫理問題
の所在を明らかにしながら、とくにテクノロジーや資本主義との関
係から思考する。現代社会の倫理問題群について、「何が考えられ
なければならないのか」という基本的かつ実践的な視点の持ち方を
理解することをめざす。
授業計画：講義では適宜、視聴覚資料を活用する。取り上げるテー
マは、応用倫理学のなかでも、「情報倫理」「戦争倫理」「生命倫
理」「動物倫理」「環境倫理」などを中心とした初歩的な内容を扱
う。具体的には、ロボットの倫理・医学実験の倫理・動物の権利・
正戦論と兵器制御・脳科学と監視・エンハンスメント・死刑と殺
人・国家と暴力・国際協力の倫理・世代間倫理などのトピックにつ
いて基本的な理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

生命科学技術と社会

授業形態：講義
目標：現代に用いられているさまざまな生命科学技術について概観
し、それら技術の基礎的な知識を得るとともに、医療・倫理・社会
の視点から思考する講義である。とくにバイオテクノロジー（生命
工学・生物工学）の進展に注目し、わたしたちの生命や身体、現代
社会や未来世代にどのような影響をおよぼしているのかについて、
基本的な枠組みと問題点を理解することをめざす。こんにち生命科
学技術が新聞やニュースで取り上げられるさい、技術の実際が省略
されていたり、あるいは誇張されていたり、ときには誤って紹介さ
れたりすることがある。これにたいし、基本的な知識をもって技術
の展望と問題点を把握できることは、現代社会に生きるわたしたち
にとって重要である。
授業計画：講義ではテーマに応じ視聴覚資料を用いる。人間や動物
の生・老・病・死に関わるバイオテクノロジーとして、生殖補助・
再生医療・iPS細胞・遺伝子操作・畜産・生物兵器・合成生物などを
取り上げ、その基礎知識と諸問題について学際的に理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境哲学と現代社会

授業形態：講義
目標：本講義では、環境問題の起源はどこにあるのかといった問い
から、科学技術の未来、リアリティなき生、関係性の病理や“生き
づらさ”など幅広く、自然―社会―人間の問題について考え、それ
によって現代社会を多角的に分析する環境哲学の射程について理解
することを目標とする。
授業計画：「ヒト」と「人間」、文明と人間、人間における自由、
近代社会システムの成立、「戦後」社会、現代科学技術の帰結、生
活世界と人間の「生」、自己と他者、人間存在における「共同」と
いったトピックについて、基本的な知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

社会文化史

授業形態：講義
目標：ひとつの社会は、多様な文化を通してその世界観、価値観、
思想性などを表現している。したがって、ひとつの社会の生み出し
た文化を知ること、認識すること、分析することは、その社会の世
界観、価値観、思想性を再構成することでもある。本講義では、文
化の解読を通して、ひとつの社会のあり方を深く考察する。そのさ
い、文化の分析方法、そして社会のなかの価値や思想を把握する方
法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。アートとその社会的文脈、アー
トの分析方法、社会思想の歴史、近代とはなにかなど。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

社会政治思想

授業形態：講義
目標：人類はその歴史を通して、社会とはなにかをさまざまなかた
ち————思想にかぎらず、神話や芸術といったかたちでも————で考察
し、そのあり方を模索してきた。そして、ひとつの社会は、エリー
トと民衆、ネイティヴとよそもの、男性と女性などのさまざまな葛
藤を抱えてきて、それに対してさまざまに対処してきた。本講義で
は、こうした社会の抱える葛藤にどのように人類は対処してきたの
か、そのさいどのような価値観や思想性がもたれていたのかを探
る。そして、その過程で思想史や政治史の方法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。個と全体、都市と田舎、権力と
支配、贈与と交換、性差と社会、奴隷制と近代などである。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

地域社会の言語環境

授業形態：講義
目標：同じ言語の話者同士であっても、個人が使用する言語体系
は、世代、性別、地域、職業、生い立ちなどによって異なってい
る。個人の言語が、個人の地域社会内部での位置づけやアイデン
ティティと深く関わっていることを理解させ、様々な社会事象のな
かでの言語の位置づけについて考えさせる。
授業計画：方言・言語の認定の恣意性を踏まえたうえで、いくつか
の言語の歴史的、社会的、民族的背景から言語的多様性が形成され
ていることと、そのことを明らかにする方法論について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

言語使用の多様性研究

授業形態：講義
目標：コミュニケーション、言語行動の諸理論を踏まえたうえで、
個々の言語使用の性格を見極め、言語使用の多様性を観察し、その
様相を捉える方法論を身に着ける、また、自他の言語使用の違いに
ついて、科学的な知見に基づいた考察と位置づけができる能力を養
うことを目的とする。
授業計画：言語は、社会の中で「存在する」だけのものでなく、
様々なコミュニケーションのレベルで「使用される」ものでもあ
る。しかも、その使用の仕方は誰もが同じというわけではない。こ
の講義では、言語使用やコミュニケーションの動機や構造、社会的
性格についての諸理論を紹介したうえで、都市性や地域性、歴史的
経緯などの違いによって言語使用が異なり、その様態がどのように
成立するかを、実態を把握する方法論とともに講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ディスコースと社会

授業形態：講義
目標：我々の相互行為は社会における種々の要因とどのように関連
しているのかということについて、現実のコミュニケーションにお
けるメッセージの解明を目指す談話分析（ディスコース・アナリシ
ス）の視点から講義を行う。どのような価値観や前提の違いがコ
ミュニケーションにどのような影響を及ぼすのか、相手に対する配
慮はどのように示され、また理解されるのかという、社会における
共生・相互理解の問題について考えさせ、分析させ、その際に得た
気づきや関心についての理論的な位置づけについて講義する。
授業計画：以下の項目を講義する。
・コンテクストについて
・種々の価値観について
・談話分析について

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

言語表現と世界認識

授業形態：講義
目標：認知言語学の主要な概念を理解し、それを活用して言語表現
を手がかりに、その背後に潜む人間の精神の営み、すなわち、人間
が自分を取り巻く世界をどのように捉えているかを明らかにする基
礎力を養う。
授業計画：身の回りの言語表現を注意深く観察することで見えてく
る人間の精神作用について講義する。その十分な理解を活用して、
認知的観点から身の回りの言語事象を観察・分析し、さらにそれに
ついて論理的に議論できる力を身につける。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

認識とレトリック

授業形態：講義
目標：レトリックは単に表現を彩る技法ではなく、人間の精神の営
みを色濃く反映する。この授業では、代表的な30のレトリックを中
心に取り上げ、数多くの事例に基づいて、これらと人間の認識・思
考のパタンとの関係について理解を深める。
授業計画：30のレトリックを取り上げて、その特徴と人間の精神の
働きとの関係について講義する。その十分な理解に基づいて、具体
的な事例に関して人間の認識・思考の観点から各レトリックの効果
を分析・議論できる能力を養う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

文化表象と社会批評

授業形態：講義
目標：幕末から現代にいたる日本とアメリカの文化交渉の歴史を振
り返りつつ、その時々における問題点を批判的に考察する。その
後、現代日本社会における日米の文化交渉に関わる課題を見い出
し、その解決策を構想することを目指す。
授業計画：ペリー来航、遣米使節団、ラフカディオ・ハーン、黄禍
論、大正デモクラシーとアメリカ大衆文化、戦争プロパガンダ、占
領期文化、核を巡る想像力、アメリカ文化の受容と反発、グローバ
リゼーションと日本などのトピックについて講じた後、現代日本社
会における日米の文化交渉に関わる課題を発見・分析し、その解決
策の模索と提示を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

グローバル社会の文化表象

授業形態：講義
目標：種々の社会共生のあり方の一つとして、多文化共生・歴史と
の共生について理解を深める。19世紀末ヨーロッパにおけるジャポ
ニスム、授業で扱う作品の成立事情・作者・成立年代、後代におけ
る受容や海外での受容とその意義について説明できるようになるこ
とを目指す。
授業計画：日本の文学の中でも特に人気が高かった古典文学作品を
中心に、国内外の代表的な絵画・工芸作品、府立大学所蔵の貴重書
等を紹介し、海外における受容の様相をたどりながら作品を味わ
い、グローバル社会における日本文学・文化の享受と伝承について
考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

言語の社会システム

授業形態：講義
目標：近世日本において、古代漢語、古典日本語、蘭語という「言
語」の理解と習得によって構成されていった儒学、国学、蘭学とい
う学知の形成を、言語の社会システムとして捉えることにより、
「漢学言語論・国学言語論・蘭学言語論」といった言語論の意義
を、先端的研究に基づいて理解することを目標とする。
授業計画：経学の成立から陽明学に至るまでの中国儒学思想史、朱
子学、陽明学、古学（近世日本儒学思想史）、本居宣長や平田篤胤
らの国学思想、近世蘭学（洋学）史といったトピックについて、基
本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習1

授業形態：演習
目標：受講生は担当教員の専門分野に応じて設定された研究テーマ
に取り組み、その過程で研究活動の基本を習得する。この講義の担
当者は自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学の複数分野から
構成され、それぞれチームを形成する。受講生はそれら担当教員が
率いるチームに分かれ、そこで学術的課題の探し方、アプローチの
方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を習得
する。これらを習得することで卒業研究につながる基礎的な技術や
知識を身につける。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対して、その
方法論、考察の方法、レジュメ・パワーポイント作成技術、プレゼ
ンテーション技能などを習得し、最終的に活動全体をレポートにま
とめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習2

授業形態：演習
目標：環境社会システム学演習1に引き続き、環境社会システム学類
を構成する自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学それぞれの
専門分野における問題設定、データ収集と分析、考察の方法を修得
することを目標とする。受講生は各教員が設定するテーマを2つ選択
し、そこで自ら演習テーマを提案し、そのテーマに対して、自らア
プローチを模索し、課題解決を考察するプロジェクト型演習を実践
する。これにより卒業研究に向けた基礎的な方法論を習得する。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員を選択し、設定したテーマに対して、そ
の方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレポート
にまとめる。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習3

授業形態：演習
目標：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境学、
環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設定
し、卒業論文の作成に向けた実践的な研究手法を習得する。受講生
は担当教員が提示するテーマを一つ選び、テーマの設定、アプロー
チの方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を
習得する。これらを習得することで卒業研究につながる技術や知識
等を身につける。

授業計画：オリエンテーションを行い、担当教員の研究課題紹介を
行う。学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対し
て、その方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレ
ポートにまとめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

認知科学1（知覚・認知心
理学）

授業形態：講義
目標：刺激に対する反応から脳内の情報処理過程を探る知覚心理
学・認知心理学の方法論を中心に、脳内の神経系の構造と機能につ
いて探る神経科学、視覚や聴覚などの各種感覚をを実現するために
必要な情報処理がどのようなものであるのかを探る計算理論の方法
論を総合して、人の知覚・認知が成立するメカニズムについて理解
することを目指す。
授業計画：心理物理学、視知覚の生理的基盤、色の知覚（三色説・
反対色説・輻輳説・色覚多様性）、形の知覚（図と地・群化の法
則）、奥行き知覚、運動視、知覚の適応性（錯覚・恒常性・可塑
性）、オブジェクト認知、聴知覚、感覚間相互作用、注意といった
トピックについて、その基本的なメカニズムを解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

認知科学2（学習・言語心
理学）

授業形態：講義
目標：認知科学の諸分野の中でも、高次認知の過程について概説
し、それらの認知過程を再現・利用するための計算シミュレーショ
ンなどについて理解させる。
授業計画：作動記憶のモデル、記憶のモデルと認知過程、知識構築
とスキーマ、読解のプロセス、問題解決と推論、強化学習といった
トピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

認知情報処理

授業形態：講義
目標：人間の認知について認知心理学、情報学の立場から検討し、
コンピュータに実装するための手法について講述する。画像等の特
徴抽出をするためのプログラムや学習プロセスのモデルについて解
説することにより、認知情報処理研究の基礎を理解させる。
授業計画：フェヒナーの法則、スティーブンスのべき乗則、プロス
ペクト理論、数量化、情報圧縮、自己組織化、ニューラルネット
ワーク、ディープラーニングといったトピックについて、基本的な
知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

産業・組織心理学

授業形態：講義
目標：職場における心理に関する支援と、組織における人の行動に
ついて産業・組織心理学の立場から概説することを通して.組織にお
ける人の行動特性を背景として職場での心理的な問題とその支援に
ついて理解させる。
授業計画：職場における心理に関する支援、組織における人の行動
について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

社会・集団・家族心理学

授業形態：講義
目標：対人関係並びに集団における人の意識及び行動についての心
の過程、人の態度及び行動、家族や集団及び文化が個人に及ぼす影
響、について社会心理学の立場から概説することを通して、周りの
人間・家族・集団との関係における人の意識と行動について理解さ
せる。。
授業計画：対人認知、対人関係、集団における認知と行動、態度と
行動、家族の影響、集団や文化の影響について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

環境心理学

授業形態：講義
目標：身の回りに実際にある環境を取り上げ、その環境を構成する
社会的・物理的要因を概説し、人間の反応・行動と環境との相互作
用を理解させることで、人と環境のやりとりから生じる問題を改
善・軽減するための視点を修得させる。
授業計画：犯罪原因論と防犯、環境評価、空間行動、建築・都市環
境、教育環境、労働環境、自然環境、環境配慮行動などのトピック
を取り上げて講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

文化心理学

授業形態:講義
目標:人間の発達は.育つ文化と無関係ではあり得ない。発達とは文
化的発達であり.文化とは抽象的なものではなく.具体的な行為やも
の・人との関わりの中にあらわれるものである。このような観点か
ら.本授業では「文化と発達」をテーマとして掲げ.理論的概説を踏
まえて自分自身の生育史をそのテーマから読み解く。そして.他文化
での人間発達の様相を学習しながら.あらためて「発達」と「文化」
について理解させる。
授業計画:自分史を文化から読み解く、コミュニティにおける「発
達」を考える、文化と発達」に関する聞き取り調査を行う

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

発達心理学2

授業形態：講義
目標：前半8回の講義を通して、青年期以降の個人の身体的・心理
的・社会的発達について知識を深め、青年心理学の代表的な理論、
研究法、これまでの研究から得られた知見について理解できるよう
になる。後半8回の講義を通して、中年期以降の個人の行動や心理状
態の特性に関する理論や知見を概説できるようになり、高齢者心理
学の代表的な研究法の知識と、高齢者心理学に特徴的なものの見方
考え方を身につける。
授業計画：1-8回では、生涯発達における青年期の位置づけを確認
し、その発達的特徴を概観する。具体的には、青年期の身体、認
知・感情、自己意識の変化、親・友人・異性との関係性の変化、社
会性の変化とそれぞれに関わる発達について概観する。9-16回で
は、生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個
人の行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理
論を紹介し、また発達心理学の研究法や高齢者心理学に特徴的なも
のの見方考え方についても説明する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（84.畑野快/８回）
生涯発達における青年期の位置づけを確認し、その発達的特徴を概
観する。具体的には、青年期の身体、認知・感情、自己意識の変
化、親・友人・異性との関係性の変化、社会性の変化とそれぞれに
関わる発達、を担当する。

（【66】.河野直子/８回）
生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個人の
行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理論や
研究法を紹介し、中年期以降の認知、情動、社会性、人格等のそれ
ぞれに関わる発達、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心の病理学(精神疾患とそ
の治療）

授業形態:講義
目標:現代の精神医学の最新かつ標準的な知見を学習するとともに、
個別の精神疾患に関しても臨床心理学に直接有用な精神病理学的・
心理療法的な視点を学ぶ。
授業計画：授業は、講義担当者による基本的な講義をベースとし、
視聴覚資料を見てのグループ討議や講義レジュメや参考文献を利用
したテーマ別の学生発表に相当時間を割く。講義内容は、総論とし
て精神疾患の概念の歴史的展開を理解し、ついで各論としてそれぞ
れの精神疾患について、その疾患概念、症候論、病因論、治療論の
最新の精神医学の標準的な知見を、カプランの精神医学の教科書や
参考文献を利用しつつ、学習する。同時に、講義担当者の専門領域
である精神病理学的な見方あるいは精神力動的な見方にも触れる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理療法論（心理学的支援
法）

授業形態：講義
目標：この授業は、心理的課題や問題を持つ人に対して、心理学的
に援助する心理療法の考え方を身につけることを目標とする。具体
的には、心理療法の治療論や技法論、心理療法のプロセスを理解
し、「無意識」の概念や心理療法とイメージの関連など、それらの
背景になっている諸理論の学びを通じて、人間の心を臨床心理学的
に理解する観点を身につける。
授業計画：心理療法における無意識概念発見の歴史、フロイトやユ
ングの無意識の探究の道筋をたどりつつ、心理療法の成立について
講義する。心理療法についての基礎的な知識と心理療法が人間の心
にどのような影響を与えるのかについて理解を促す。心理療法とは
心に対するひとつの観点であり、身の回りの様々な物事について
「心理療法的視点」を持つことが可能であることを説明し、学生に
人間の心についての臨床心理学的理解の観点を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）

心理検査法（心理的アセス
メント）

授業形態：実習・講義
目標：心理臨床の現場で使用されている各種の心理検査に関して実
習を通して理解を深めさせる。各々の心理検査の機序を学ばせ、学
生相互で検査を体験的に学習しながら得られる結果を考察させる。
その体験を踏まえ、心理検査によって見えるもの、見えないものの
知見を深めさせる。
授業計画：心理検査の概要について講義を行ったあと、実際に心理
検査用具を用いて実習を行う。内容はYG検査などの質問紙検査、バ
ウムテストおよび風景構成法などの描画法、知能検査、作業検査な
ど複数の検査を受講生が実施し、自らのプロフィールについて解釈
を行う。

実習　20時間
講義　10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

感情・人格心理学

授業形態：講義
目標：感情心理学および人格心理学についての基本理論を講義し、
基礎的知識の習得を目指す。その上で感情が人に及ぼす影響および
人格の類型や行動との関係について理解させる。
授業計画：前半は感情についての理論を概観したのち、感情と行動
との関係、感情が人に及ぼす影響についての講義をする。後半は、
人格の概念および基礎的理論を概観したのち、人格の類型論や特性
論、パーソナリティの測定法について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）神経・生理心理学

授業形態：講義
目標：心と脳神経系の関係について学ぶ科目である。ヒトの心のし
くみは、脳神経系というハードウェアの仕組みと切り離して理解す
ることができない。この授業では、脳神経系の構造と機能につい
て、心理学が扱う行動のレベルや計算論的モデルと関連付けながら
理解することを目指す。
授業計画：脳神経系の解剖学的構造、神経系の情報伝達、大脳皮質
の機能局在、脳神経系機能の研究方法、神経の可塑性と環境の影
響、感覚・知覚と脳神経系、多感覚統合と脳神経系、運動と脳神経
系、記憶と脳神経系、感情・動機づけと脳神経系、高次脳機能障
害、精神疾患と脳神経系といったトピックについて解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）健康・医療心理学

授業形態：講義
目標：健康心理学、医療心理学、災害心理学に関する講義とグルー
プワーク（ロールプレイ・ディスカッション等）を通して、領域固
有の知見について概説できるようになるとともに、自分自身の健康
に関わることとして問題を議論できるようになる。
授業計画：保健活動における心理社会的課題と支援の方法、医療現
場における心理社会的課題と支援の方法、災害時等に必要な心理に
関する支援のあり方、病院スタッフ間など医療従事職ならではの特
徴的な情報伝達方法、医療領域での他職種連携やコミュニケーショ
ン方法、心身相関、ストレスと心身の疾病との関係等について解説
する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）福祉心理学

授業形態：講義
目標：福祉領域の現場における問題やその背景について心理学的な
観点から考える力を身につけること、福祉領域の現場における心理
社会的課題および必要な支援の方法を説明できること、虐待にまつ
わる基礎知識を培い、心理学的な視座から見た実践的支援について
説明できることを目標とする。
授業計画：福祉領域の現場における問題の現状とその背景、および
今後の課題について心理学的な観点から講義を行い、福祉領域の現
場における心理社会的課題および必要な支援の方法および虐待にま
つわる基礎知識を養い、心理学的な視座から見た実践的支援につい
ての知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

教育・学校心理学

授業形態：講義
目標：学校教育場面で生じる心理・社会的課題に対して適切な援助
ができることを目標とする。
具体的には、
１．学校教育場面で生じる心理・社会的課題とその背景となる問題
について理解する。
２．学校教育場面で生じた児童・生徒の心理・社会的課題に対する
援助法について理解し、他者と意見交流を行うことで視野を拡大し
て問題について考えることができる。

授業計画：現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級
集団作り、単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のア
セスメント、スクールカウンセリング、保護者・教職員・地域社会
との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対する支援、特別
支援教育、グループ討議（高橋）について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（＜3＞.岡本真彦/8回）
現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級集団作り、
単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のアセスメン
ト、を担当する。

（【75】.髙橋幸治/8回）スクールカウンセリング、保護者・教職
員・地域社会との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対す
る支援、特別支援教育、グループ討議、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

司法・犯罪心理学

授業形態：講義
目標：犯罪・非行についての基本知識、司法・犯罪分野の問題に対
する必要な心理支援について理解すること、犯罪・非行からの立ち
直りの心理学的プロセスについて事例を通して理解することを目標
とする。
授業計画：司法・矯正に関する制度、犯罪・非行に関する統計面で
の動向、犯罪・非行に関する臨床心理学的理解と、立ち直りのプロ
セス、司法・矯正分野における心理職の役割と必要とされる能力に
ついて講義を行うことによって、犯罪、非行についての基本事項、
司法・犯罪分野における問題に対する必要な心理支援、犯罪・非行
からの立ち直りの心理学的プロセスについて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門

科
目
）

心理学統計法1

授業形態：講義
目標：本授業では、心理統計の基本的考え方を習得した上で、記述
統計と推測統計の基本的な考え方を理解し、統計的仮説検定の理論
とｔ検定を理解し.実際に使用できるようになることを目標としてい
る。
授業計画：データの特徴を記述する方法、2つの変数・データの関係
を記述する方法、母集団と標本の関係、統計的仮説検定の基本的考
え方、t検定について概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学

類
専
門
科
目
）

心理学統計法2

授業形態：講義
目標：本授業では、統計的仮説検定のうちノンパラメトリック検
定、因子分析、多変量解析を理解し.実際に使用できるようになるこ
とを目標としている。
授業計画：度数データと順位データの検定（χ２検定、マクニマー
検定など）、分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析
について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（【52】.牧岡省吾/4回）
度数データと順位データの検定を担当する。

（【89】.武藤拓之/12回）
分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

心理学統計法3

授業形態：講義
目標：本授業では、応用的な心理統計法を理解し.実際に使用できる
ようになることを目標としている。
授業計画：確証的因子分析、共分散構造分析、判別分析とクラス
ター分析、ロジスティック回帰分析、統計解析の表現法、効果量、
検定力とサンプルサイズ、について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学研究法

授業形態：実験・実習
目標：心理学における研究の方法論について様々な研究の具体例を
題材として学ぶことにより、研究テーマに適したデータ取得と分析
の方法を選択できる能力を身につける。
授業計画：科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法、検査法、
観察法、面接法）、プロトコル分析、相関関係と因果関係、定性的
研究と定量的研究、データの統計的記述、複雑な心理事象のモデリ
ング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の不正の禁止な
どのトピックについて、具体的な研究例に基づいて実践的に学ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【52】.牧岡省吾/6回）
科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、複雑な心理
事象のモデリング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の
不正の禁止、を担当する。

（【89】.武藤拓之/3回）
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法）を担当す
る。

（【68】.河村悠太/３回）
相関関係と因果関係、定性的研究と定量的研究、データの統計的記
述、を担当する。

（＜3＞.岡本真彦/3回）
観察的方法（検査法、観察法、面接法）を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理学実験

授業形態：実験・実習
目標：受講者自らが実験者と実験参加者の両方の役割を体験するこ
とにより、仮説検証の考え方、実験や調査の具体的な手続きと注意
点、データ分析の方法、レポートの作成方法などについて実践的に
学ぶ。
授業計画：ミュラー・リヤーの錯視（武藤）、大きさの恒常性（飛
田）、奥行知覚の手がかり（武藤）、マグニチュード推定法（野
津）、鏡像描写（岡本）、再生と再認（牧岡）、性格の認知（岩
佐）、プロトコル分析（岡本）、調査法の基礎（河村）などのト
ピックについて、実験や調査を実際に行うことによって実践的に学
ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【61】.岩佐和典/2回）
性格の認知、を担当する。

（＜3＞.岡本真彦/4回）
鏡像描写、プロトコル分析を担当する。

（【68】.河村悠太/2回）
調査法の基礎、を担当する。

（【78】.飛田国人/1回）
大きさの恒常性、を担当する。

（【49】.野津亮/1回）
マグニチュード推定法、を担当する。

（【52】.牧岡省吾/3回）
再生と再認、を担当する。

（【89】.武藤拓之/2回）
ミュラー・リヤーの錯視、奥行知覚の手がかり、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

心理学特殊実験1

授業形態：実験・実習
授業の目標：心理学の文献の検討、実験・調査、及び事例検討会を
通して、心理学の研究を遂行するために必要な文献を理解して考察
するスキル、実験・調査スキルを身につける。
授業計画：外国語文献を読んで実験計画を立て、実験を行い、成果
を発表する

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理学特殊実験2

授業形態：実験・実習
目標：心理学の特定のテーマに関する文献の検討と研究課題の設
定、実験・調査、および事例検討会を通して、特定のテーマの研究
を遂行するために必要な文献を理解して考察するスキル、実験・調
査スキル、症例検討スキルを身につける。
授業計画：
・文献購読.実験計画の立案
・実験・調査の実施

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類

専
門
科
目
）

心理演習1

授業形態：演習
目標：心理学における代表的な研究テーマを複数取り上げ、理論的
な背景や研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行な
うことを通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について
理解する能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
科
目
（

心
理

学
類
専
門
科
目
）

心理演習2

授業形態：演習
目標：心理学における特定の研究テーマについて、理論的な背景や
研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行なうことを
通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について理解する
能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

心理演習3

授業の形態：演習
目標：心理支援を要するものに関して、事例検討とロールプレイを
通して、以下の（ア）から（オ）を理解できる。
（ア）コミュニケーション、心理検査、心理面接、地域支援等の知
識および技能
（イ）心理支援を要するものの理解とニーズの把握および支援計画
の作成
（ウ）心理支援を要するものの現実生活を視野に入れたチームアプ
ローチ
（エ）多職種連携および地域連携
（オ）公認心理師としての職業倫理および法的義務への理解
授業計画：第1回方法のオリエンテーションを経て、第2回から第8回
は事例に関する視聴覚資料および事例の検討、第9回から第15回は
ロールプレイを行う。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

公認心理師の職責

授業の形態：講義
目標：公認心理師の役割、法的義務および倫理、心理支援を要する
ものの安全確保、情報の適切な取り扱い、保険医療・福祉・教育な
どにおける業務、自己課題発見・解決能力、生涯学習、多職種連携
および地域連携について理解する。
授業計画：
１．公認心理師の役割を理解する。
２．公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
３．心理支援を要するものの安全を確保できる。
４．守秘義務および情報共有の重要性を理解し、情報を適切に扱う
ことができる。
５．保険医療、福祉、教育その他の分野における公認心理師の具体
的な業務内容を説明できる。
６．自己課題を発見し、自己学習によって課題を解決する能力を身
につける。
７．生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を身につける。
８．連携による支援の意義を理解し、チームにおける公認心理師の
役割を説明できる。

（【66】.河野直子/5回）
課題解決能力、自己研鑽、公認心理師の役割、他職種連携、を担当
する。

（【61】.岩佐和典/5回）
公認心理師の役割、法的義務、安全確保、地域連携、を担当する。

（【41】.総田純次/5回）
守秘義務、医療・福祉・教育における公認心理師業務、を担当す
る。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

心
理
学
類
専
門
科
目
）

関係行政論

授業形態：講義
目標：保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産
業・労働分野の各分野における関連制度および関係法規について、
公認心理師に必要な基礎知識を理解することを目標とする。

授業計画：保健医療分野に関する関連制度・関係法規、福祉分野に
関する関連制度・関係法規、産業・労働分野に関する関連制度・関
係法規、教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、
について講義する。また、法律が問題となる事例についてのロール
プレイを行い、公認心理師に必要な制度・法規の知識について体験
的に修得させる。

（【67】.川部哲也/２回）
教育分野、ロールプレイ、を担当する。

（144.佐々木章/２回）
産業・労働分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（141.東奈央/２回）
保健医療分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（157.山本健太郎/６回）
教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、ロールプ
レイを担当する。

（158.山本純弥/３回）
福祉分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

心
理
学
類
専
門
科

目
）心理実習

授業形態：実験・実習
目標：保健医療領域・福祉領域・教育領域など主要な関連領域の指
定された施設において、見学などの実習を行い、心理支援における
チームアプローチ、多職種連携、地域連携、公認心理師としての職
業倫理・法的義務について理解することを目標とする。
授業計画：実習指導担当教員による事前指導と事後指導を行うとと
もに、学外の実習機関において見学などの実習を行う。実習中は実
習先の実習指導担当者から指導を受ける。実習時間は80時間以上と
する。授業最終回には実習報告会を行い、実習を総括する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法1A

授業形態：演習

授業目標：高等学校における教科「情報」がどのような内容である
か概観し、授業の実践力を養うことを目的とする。
授業計画：情報教育的な視点から、学校、社会などの様々な場面で
の学習活動を具体的な事例で整理していくとともに、それぞれの場
面で代表される学習者像、講師像について考えさせるため、以下の
内容について講義する。
・教科「情報」の目標と内容の理解
・デジタル教材に関する知識
・学習指導計画の立案
・教材開発の方法
・模擬授業

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法2A

授業形態：演習

授業目標：情報科教育法Aに引き続き、高等学校における教科「情
報」に関する授業の実践力を養うことを目的とする。

授業概要：学習指導案の具体的な作成活動や模擬授業の実習などを
通じて体験的に学ぶことを主体に授業を進める。特に、情報倫理
や、情報活用の実践力を高める授業展開として、生徒自身に「考え
させる」ことに焦点化して学ばせる。
・授業の事例紹介
・模擬授業と振り返り、授業評価
・情報倫理、情報活用能力、情報の科学的理解
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　教育福祉学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

質的調査法

授業形態：講義
目標：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変化な
どについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分析の
方法の特徴・実施する際の留意点などを理解することが第一の目標
である。その上で、自ら問いを立て、調査をデザイン・実行し、調
査結果を分析して新たな知見を得られるような能力を養うことを目
標とする。
授業計画：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変
化などについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分
析の方法について順に、利点と欠点、留意点などについて検討す
る。その上で、実際に行われた調査事例・モノグラフから、より具
体的な調査の設計・実施のノウハウなどを抽出する。特に、フィー
ルドワークによる、参与観察、インタビュー、ライフヒストリーな
どの方法に重点を置く。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

資料分析法

授業形態：講義
目標：公式統計など種々の統計調査やテキストを分析を用いた論文
を読みこなすための基礎的な知識を獲得することで、個々の研究内
容の妥当性を評論し、そこからどのような事実を読み取り、また、
批判すべき点や足らない部分を分析・考察したうえで、発展的な調
査研究へつなげられるようになることを目標とする。
授業計画：公的統計や調査報告・フィールドワーク論文が読めるた
めの基本的知識について学ぶ。単純集計、度数分布、代表値、散布
度、クロス集計などの記述統計データの読み方、さまざまなテキス
トデータの収集と整理、基本的なまとめ方、さまざまな調査法で書
かれた調査研究の読解などについて学ぶ。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

調査設計法

授業形態：講義
目標：具体的な調査対象をさがし、基礎的な情報を収集し問いを立
て、調査の作業仮説を構築し、それを検証するために必要な具体的
な方法を選択、調査計画を設計するといった、社会調査の実施にと
もなう一連の過程において必要な事項について理解できるようにな
る。そのうえで、自分自身で社会調査の設計ができるようになるこ
とを目標とする。
授業計画：社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形
にまで整理していく具体的な方法を学ぶ。調査目的と調査方法、調
査方法の決め方、調査企画と設計、仮説構成、対象者の選定の諸方
法、サンプリング法、質問文・調査票の作り方、調査の実施方法、
調査データの整理などについて学ぶ。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

情報システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、情報システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【31】.菅野正嗣／6回）
オリエンテーション、現代システムにおける情報システムの位置づ
けや成り立ち、情報システムにおけるネットワークの役割について
修得させる。また、最後に、情報システムの観点から見た持続可能
性について解説する。
（【49】.宮本貴朗／3回）
サイバー犯罪とサイバーテロ、個人情報保護とプライバシーなど、
情報セキュリティについて修得させる。
（【34】.瀬田和久／3回）
構造を有する情報の表現と探索、AIによる学習支援、誰一人取り残
さないためのスキーマ構造の体制化を促す学習支援について修得さ
せる。
（【56】.渡邊真治／3回）
日本の情報化の現状、経営における情報の役割、経営情報について
修得させる。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

自然システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、自然システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（＜2＞.伊藤康人／3回）太陽系と地球の誕生、地球の歴史と生物の
進化、現在の地球の構造について解説する。
（【38】.竹中規訓／3回）大気の循環と大気汚染、酸性雨とエアロ
ゾル(PM2.5)、地球温暖化と成層圏破壊について解説する。
（＜3＞.大塚耕司／9回）
水の性質と循環、海洋の構造と物質循環、人間活動による海洋環境
への影響、生態系（エコシステム）のしくみ、生態系が人間にもた
らすサービス、資源開発と生態系破壊の歴史、自然システムの観点
から見た持続可能性について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

社会システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、社会システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【59】.上柿崇英／3回）
サステイナビリティ概念と社会、社会システム、哲学・思想の方法
論と共生社会について解説する。
（【42】.西尾純二／3回）
慣習と社会の形成、言語・文学・芸術などの文化事象の伝統性と表
象性、社会問題化する慣習について解説する。
（【28】.児島亜紀子／3回）
福祉国家の思想と歴史、人口縮小社会と福祉・社会制度、災害など
社会変動の被害を最も受けやすい人が受ける影響の最小化とそれら
に対する強靭化について解説する。
（【43】.西田芳正／3回）
貧富の差の社会的本質、教育を規定する社会・社会を作り変える教
育、地域社会の活力と諸課題について解説する。
（【16】②.伊井直比呂／3回）
グローバルシステムの未来への選択、社会システムの中の持続可能
性の発見について解説する。

オムニバス方式

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

人間システムとサステイナ
ビリティ

授業形態：講義
目標：現代システム科学域では、「持続不可能な現代社会を持続可
能な社会に変革するための持続可能システム科学」として「現代シ
ステム科学」を定義し、持続可能システムを構成する4つのシステム
（自然システム、社会システム、人間システム、情報システム）に
ついて学ぶ。この授業では、人間システムがサステイナビリティに
どのように寄与しているのかについて理解することを目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【4】.牧岡省吾／5回）
現代システムの中の人間システム、進化の仕組みとヒトの進化の歴
史、ヒトはなぜ社会をつくることができるのか、ヒトの心と意見の
分断、人間システムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【10】.髙橋幸治／5回）
ヒトの心の病のメカニズム、臨床の知、悩み・症状・問題の発展可
能性、心理療法におけるセラピストの仕事、創造の病と文化の病に
ついて解説する。
（【44】.東優子／1回）
ジェンダーと社会について解説する。
（【63】.工藤宏司／4回）
「感情」はどのような意味で「社会的問題」になるのか、「感情規
則」と「感情労働」、行為と社会的規範、人間開発としてのジェン
ダーの位置づけついて解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

知識情報システム学概論

授業形態：講義
目標：情報や情報システム、その表現や伝達、その記号化・形式化
としてのデータモデル、計算の仕組み、人間と情報システムの関わ
り、情報技術と社会ついて、基本的な知識、情報システムの人工知
能や自然言語処理、データサイエンスへの応用について問う問題に
答えることができることを目標とする。具体的には、以下の能力を
身につけることを目標とする。
1.情報および情報システムについて、半分以上の設問に正しく答え
られること。
2.情報システムの応用（人工知能、自然言語処理、データサイエン
スなど）関する基本的な知識について、半分以上の設問に正しく答
えられること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）

(【40】.中島智晴／5回)
情報の表現方法と計算理論について基礎を修得させ、人工知能に関
する応用事例に関する知識を修得させる。

(【60】.上杉徳照／5回)
情報システムの基礎概念を修得させ、データ分析に関する応用事例
に関する知識を修得させる。

(【88】.柳本豪一／5回）
計算機の仕組みや情報システムの応用事例を解説し、情報システム
を用いた環境問題などの横断的なシステム開発についての知識を修
得させる。

オムニバス方式

2 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

環境社会システム学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 １．公害問題、持続可能な開発目標といった環境問題に関する重要
概念について説明できること

 ２．持続可能な開発目標の達成における政府と企業の役割について
説明できること

 ３．自然環境が水産業に与える影響と、水産業が自然環境に与える
影響について説明できること

 ４．自然環境が工場の立地、都市への集積に与える影響と、地域経
済が地域の環境に与える影響について説明できること

 ５．自然環境が都市における人間生活に与える影響と都市機能が自
然環境に与える影響、さらに人間の活動が労働を通して自然環境に
与えてきた影響と近代における労働のありかたの問題点を説明でき
ること

 ６．人間社会における様々な生業と持続可能性の関係について説明
できること。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【23】.遠藤崇浩／6回）
公害問題から持続可能な開発目標までの歴史、持続可能な開発目標
と政府の役割、持続可能な開発目標と企業活動、自然・社会システ
ムの観点から見た持続可能性について解説する。
（【65】.黒田桂菜／4回）
水産業と海洋環境・環境負荷・魚食・コミュニティについて解説す
る。
（【48】.水野真彦／2回）
近代大阪と工業化、雇用と居住の地理について解説する。
（【29】.酒井隆史／3回）
働くことと遊ぶことの人類学・近代史・思想について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

教育福祉学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 人間開発と成長・発展、人の社会的阻害要因と福祉国家、インク
ルーシブ社会への理念と実践などについて、基本的な知識を問う問
題に答えることができる。
2. 教育福祉学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかに
ついて説明することができる。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【54】②.吉田敦彦／5回）
人間の成長・発達と教育の役割、教育における社会的阻害要因と教
育／福祉の視点、教育の多様性とインクルーシブ社会の理論と実
践、教育福祉学の方法論が持続可能社会の実現にどのように役立つ
のかについて解説する。
（【53】.山野則子／2回）
社会福祉と人間の成長発達、社会福祉と学校教育について解説す
る。
（【55】.吉武信二／2回）
健康福祉とインクルーシブ社会の理念と実践、高齢化社会における
人間開発と健康について解説する。
（【72】.内藤葉子／3回）
人間開発とジェンダー、福祉国家とジェンダー、現代社会における
ジェンダーと性の多様性について解説する。
（【62】.木曽陽子／3回）
保育を通じた人間の成長・発達、保育の社会的役割と福祉国家、イ
ンクルーシブ保育・教育の理念と実践について解説する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

心理学概論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言語、心理学の方法
論について、基本的な知識を問う問題に答えることができる。
2. 心理学が持続可能な社会の実現にどのように貢献するのかについ
て説明することができる。

授業計画：心理学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目であ
る。この授業では、心の発達、学習・記憶、感覚・知覚、思考・言
語について、代表的な研究の事例を学ぶことによって基本的な知識
を得ることを目指す。また同時に、1年次前期に配当される「情報シ
ステムとサステイナビリティ」「自然システムとサステイナビリ
ティ」「社会システムとサステイナビリティ」「人間システムとサ
ステイナビリティ」の内容と関連付けながら、心理学が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかについて学ぶ。
また、授業中に適宜実験を行うことで、心理学の方法論を体験を通
して学ぶことを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.企業や自治体等における業務の実際を、体験を通して具体的に説
明できること。
２.企業や自治体等における業務が、持続可能社会の実現にどのよう
に寄与するか説明できること。
３.将来社会で活躍するために、大学で何を学ぶべきか説明できるこ
と。

授業計画：本授業は、10日程度のインターンシップ先での実習と事
前学習、報告会の全てに参加することで単位を認定する。単位とし
て認定されるインターンシップは、原則として、本学キャリアサ
ポートを通じて申し込んだものであるが、教員の紹介や個人で探し
てきたものについても、単位認定の対象となることがあるので、事
前に担当教員に申し出る必要がある。なお、インターンシップとし
て単位認定を受ける場合の手続きは、４月初旬のオリエンテーショ
ンで詳しく説明する。

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

海外インターンシップ

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.派遣先の国の歴史・文化・宗教的背景・教育と福祉の実情と課題
について説明できること。
２.派遣先の国の持続可能な社会の構築に関する具体的な課題を発見
できること。
３.派遣先の国の学生と協働で課題解決に取り組むことができるこ
と。
４.現地で行った活動について他人にわかりやすく伝えられること。

授業計画：本プログラムでは、派遣前にワークショップを行い、派
遣先の国の歴史や文化ならびに持続可能性に関わる問題点などにつ
いて理解させるとともに、派遣プログラム期間内に現地学生との協
働によるワークショップやスタディーツアーを実施し、課題解決の
方法論を実践的に学ばせる。さらに、派遣後に報告会を行い、プレ
ゼンテーションのスキルを向上させる。これらの教育プログラムを
通して、多様な歴史・文化を背景に持つ人々が互いに尊重し合い、
共に生きてゆくことの重要性を深く理解する能力（多文化共生マイ
ンド）を身につけさせるとともに、国際的な観点から持続可能な社
会の構築に関する具体的な課題を発見し解決に導く方法論（課題解
決スキル）を身につけさせる。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

医学概論（人体の構造と機
能及び疾病）

授業形態：講義
目標：対人援助に必要な医学・医療の基礎的知識を学び、保健・医
療・福祉・教育・心理分野での今日的課題について自己の考えを述
べることができる。
授業計画：人の成長と発達、心身の構造と機能、主な疾病や障害の
概要、リハビリテーションやICF、健康の概念など、社会福祉や教
育、心理に関わる専門職に必要な医学的知識の基礎を学ぶ。また、
健康のとらえ方や疾病、障害を抱えながら生活する人々とその家族
への理解を深め、問題解決能力を身につけることができるよう学習
する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

認知科学1（知覚・認知心
理学）

授業形態：講義
目標：刺激に対する反応から脳内の情報処理過程を探る知覚心理
学・認知心理学の方法論を中心に、脳内の神経系の構造と機能につ
いて探る神経科学、視覚や聴覚などの各種感覚をを実現するために
必要な情報処理がどのようなものであるのかを探る計算理論の方法
論を総合して、人の知覚・認知が成立するメカニズムについて理解
することを目指す。
授業計画：心理物理学、視知覚の生理的基盤、色の知覚（三色説・
反対色説・輻輳説・色覚多様性）、形の知覚（図と地・群化の法
則）、奥行き知覚、運動視、知覚の適応性（錯覚・恒常性・可塑
性）、オブジェクト認知、聴知覚、感覚間相互作用、注意といった
トピックについて、その基本的なメカニズムを解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

認知科学2（学習・言語心
理学）

授業形態：講義
目標：認知科学の諸分野の中でも、高次認知の過程について概説
し、それらの認知過程を再現・利用するための計算シミュレーショ
ンなどについて理解させる。
授業計画：作動記憶のモデル、記憶のモデルと認知過程、知識構築
とスキーマ、読解のプロセス、問題解決と推論、強化学習といった
トピックについて、基本的な知識を修得させる。

4 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

認知情報処理

授業形態：講義
目標：人間の認知について認知心理学、情報学の立場から検討し、
コンピュータに実装するための手法について講述する。画像等の特
徴抽出をするためのプログラムや学習プロセスのモデルについて解
説することにより、認知情報処理研究の基礎を理解させる。
授業計画：フェヒナーの法則、スティーブンスのべき乗則、プロス
ペクト理論、数量化、情報圧縮、自己組織化、ニューラルネット
ワーク、ディープラーニングといったトピックについて、基本的な
知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

産業・組織心理学

授業形態：講義
目標：職場における心理に関する支援と、組織における人の行動に
ついて産業・組織心理学の立場から概説することを通して.組織にお
ける人の行動特性を背景として職場での心理的な問題とその支援に
ついて理解させる。
授業計画：職場における心理に関する支援、組織における人の行動
について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

社会・集団・家族心理学

授業形態：講義
目標：対人関係並びに集団における人の意識及び行動についての心
の過程、人の態度及び行動、家族や集団及び文化が個人に及ぼす影
響、について社会心理学の立場から概説することを通して、周りの
人間・家族・集団との関係における人の意識と行動について理解さ
せる。。
授業計画：対人認知、対人関係、集団における認知と行動、態度と
行動、家族の影響、集団や文化の影響について解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

環境心理学

授業形態：講義
目標：身の回りに実際にある環境を取り上げ、その環境を構成する
社会的・物理的要因を概説し、人間の反応・行動と環境との相互作
用を理解させることで、人と環境のやりとりから生じる問題を改
善・軽減するための視点を修得させる。
授業計画：犯罪原因論と防犯、環境評価、空間行動、建築・都市環
境、教育環境、労働環境、自然環境、環境配慮行動などのトピック
を取り上げて講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

文化心理学

授業形態:講義
目標:人間の発達は.育つ文化と無関係ではあり得ない。発達とは文
化的発達であり.文化とは抽象的なものではなく.具体的な行為やも
の・人との関わりの中にあらわれるものである。このような観点か
ら.本授業では「文化と発達」をテーマとして掲げ.理論的概説を踏
まえて自分自身の生育史をそのテーマから読み解く。そして.他文化
での人間発達の様相を学習しながら.あらためて「発達」と「文化」
について理解させる。
授業計画:自分史を文化から読み解く、コミュニティにおける「発
達」を考える、文化と発達」に関する聞き取り調査を行う

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

発達心理学1

授業形態：講義
目標：人間の行動とこころの発達が.遺伝的形質と環境との相互作用
によって発現するプロセスを説明することを通して.知的機能と情緒
的特性の発達がどのように関わりあっているのかについて理解させ
る。
授業計画：ヒトの生物学的特徴、胎児期の発達変化、乳児期の知的
発達と社会性の発達、幼児期の知的発達と社会性の獲得、児童期の
知的発達と対人技能の獲得、青年期の知的発達と自己への気づきな
どについて概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

発達心理学2

授業形態：講義
目標：前半8回の講義を通して、青年期以降の個人の身体的・心理
的・社会的発達について知識を深め、青年心理学の代表的な理論、
研究法、これまでの研究から得られた知見について理解できるよう
になる。後半8回の講義を通して、中年期以降の個人の行動や心理状
態の特性に関する理論や知見を概説できるようになり、高齢者心理
学の代表的な研究法の知識と、高齢者心理学に特徴的なものの見方
考え方を身につける。
授業計画：1-8回では、生涯発達における青年期の位置づけを確認
し、その発達的特徴を概観する。具体的には、青年期の身体、認
知・感情、自己意識の変化、親・友人・異性との関係性の変化、社
会性の変化とそれぞれに関わる発達について概観する。9-16回で
は、生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個
人の行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理
論を紹介し、また発達心理学の研究法や高齢者心理学に特徴的なも
のの見方考え方についても説明する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（78.畑野快/８回）
生涯発達における青年期の位置づけを確認し、その発達的特徴を概
観する。具体的には、青年期の身体、認知・感情、自己意識の変
化、親・友人・異性との関係性の変化、社会性の変化とそれぞれに
関わる発達、を担当する。

（【7】.河野直子/８回）
生涯発達における高齢期の位置づけを確認し、中年期以降の個人の
行動や心理状態の特徴を概観する。高齢者心理学の代表的な理論や
研究法を紹介し、中年期以降の認知、情動、社会性、人格等のそれ
ぞれに関わる発達、を担当する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

臨床心理学概論

授業形態：講義
目標：臨床心理学の歴史と方法について概説し.臨床心理学の特殊性
を論じ、心の構造・機能と心理学的問題の査定・介入との相互関連
について講義する。
授業計画：心の病とその治療法に関する歴史的な展開、主観性を対
象とする臨床心理学の特殊性、主観概念および主体概念の検討、心
の構造と機能、心理的問題の分類、臨床心理学的な査定と介入の概
説、臨床心理学と心理臨床の実践、といったトピックについて講義
する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心の病理学(精神疾患とそ
の治療）

授業形態:講義
目標:現代の精神医学の最新かつ標準的な知見を学習するとともに、
個別の精神疾患に関しても臨床心理学に直接有用な精神病理学的・
心理療法的な視点を学ぶ。
授業計画：授業は、講義担当者による基本的な講義をベースとし、
視聴覚資料を見てのグループ討議や講義レジュメや参考文献を利用
したテーマ別の学生発表に相当時間を割く。講義内容は、総論とし
て精神疾患の概念の歴史的展開を理解し、ついで各論としてそれぞ
れの精神疾患について、その疾患概念、症候論、病因論、治療論の
最新の精神医学の標準的な知見を、カプランの精神医学の教科書や
参考文献を利用しつつ、学習する。同時に、講義担当者の専門領域
である精神病理学的な見方あるいは精神力動的な見方にも触れる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理療法論（心理学的支援
法）

授業形態：講義
目標：この授業は、心理的課題や問題を持つ人に対して、心理学的
に援助する心理療法の考え方を身につけることを目標とする。具体
的には、心理療法の治療論や技法論、心理療法のプロセスを理解
し、「無意識」の概念や心理療法とイメージの関連など、それらの
背景になっている諸理論の学びを通じて、人間の心を臨床心理学的
に理解する観点を身につける。
授業計画：心理療法における無意識概念発見の歴史、フロイトやユ
ングの無意識の探究の道筋をたどりつつ、心理療法の成立について
講義する。心理療法についての基礎的な知識と心理療法が人間の心
にどのような影響を与えるのかについて理解を促す。心理療法とは
心に対するひとつの観点であり、身の回りの様々な物事について
「心理療法的視点」を持つことが可能であることを説明し、学生に
人間の心についての臨床心理学的理解の観点を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理検査法（心理的アセス
メント）

授業形態：実習・講義
目標：心理臨床の現場で使用されている各種の心理検査に関して実
習を通して理解を深めさせる。各々の心理検査の機序を学ばせ、学
生相互で検査を体験的に学習しながら得られる結果を考察させる。
その体験を踏まえ、心理検査によって見えるもの、見えないものの
知見を深めさせる。
授業計画：心理検査の概要について講義を行ったあと、実際に心理
検査用具を用いて実習を行う。内容はYG検査などの質問紙検査、バ
ウムテストおよび風景構成法などの描画法、知能検査、作業検査な
ど複数の検査を受講生が実施し、自らのプロフィールについて解釈
を行う。

実習　20時間
講義　10時間

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

感情・人格心理学

授業形態：講義
目標：感情心理学および人格心理学についての基本理論を講義し、
基礎的知識の習得を目指す。その上で感情が人に及ぼす影響および
人格の類型や行動との関係について理解させる。
授業計画：前半は感情についての理論を概観したのち、感情と行動
との関係、感情が人に及ぼす影響についての講義をする。後半は、
人格の概念および基礎的理論を概観したのち、人格の類型論や特性
論、パーソナリティの測定法について講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

神経・生理心理学

授業形態：講義
目標：心と脳神経系の関係について学ぶ科目である。ヒトの心のし
くみは、脳神経系というハードウェアの仕組みと切り離して理解す
ることができない。この授業では、脳神経系の構造と機能につい
て、心理学が扱う行動のレベルや計算論的モデルと関連付けながら
理解することを目指す。
授業計画：脳神経系の解剖学的構造、神経系の情報伝達、大脳皮質
の機能局在、脳神経系機能の研究方法、神経の可塑性と環境の影
響、感覚・知覚と脳神経系、多感覚統合と脳神経系、運動と脳神経
系、記憶と脳神経系、感情・動機づけと脳神経系、高次脳機能障
害、精神疾患と脳神経系といったトピックについて解説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

健康・医療心理学

授業形態：講義
目標：健康心理学、医療心理学、災害心理学に関する講義とグルー
プワーク（ロールプレイ・ディスカッション等）を通して、領域固
有の知見について概説できるようになるとともに、自分自身の健康
に関わることとして問題を議論できるようになる。
授業計画：保健活動における心理社会的課題と支援の方法、医療現
場における心理社会的課題と支援の方法、災害時等に必要な心理に
関する支援のあり方、病院スタッフ間など医療従事職ならではの特
徴的な情報伝達方法、医療領域での他職種連携やコミュニケーショ
ン方法、心身相関、ストレスと心身の疾病との関係等について解説
する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

福祉心理学

授業形態：講義
目標：福祉領域の現場における問題やその背景について心理学的な
観点から考える力を身につけること、福祉領域の現場における心理
社会的課題および必要な支援の方法を説明できること、虐待にまつ
わる基礎知識を培い、心理学的な視座から見た実践的支援について
説明できることを目標とする。
授業計画：福祉領域の現場における問題の現状とその背景、および
今後の課題について心理学的な観点から講義を行い、福祉領域の現
場における心理社会的課題および必要な支援の方法および虐待にま
つわる基礎知識を養い、心理学的な視座から見た実践的支援につい
ての知識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

教育・学校心理学

授業形態：講義
目標：学校教育場面で生じる心理・社会的課題に対して適切な援助
ができることを目標とする。
具体的には、
１．学校教育場面で生じる心理・社会的課題とその背景となる問題
について理解する。
２．学校教育場面で生じた児童・生徒の心理・社会的課題に対する
援助法について理解し、他者と意見交流を行うことで視野を拡大し
て問題について考えることができる。

授業計画：現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級
集団作り、単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のア
セスメント、スクールカウンセリング、保護者・教職員・地域社会
との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対する支援、特別
支援教育、グループ討議（高橋）について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（＜1＞.岡本真彦/8回）
現代の学校を取り巻く諸問題、学習への動機づけ、学級集団作り、
単元の構成と授業づくり、学習の評価と学力・知能のアセスメン
ト、を担当する。

（【10】.髙橋幸治/8回）スクールカウンセリング、保護者・教職
員・地域社会との連携、不登校、いじめ、非行、及びそれらに対す
る支援、特別支援教育、グループ討議、を担当する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

司法・犯罪心理学

授業形態：講義
目標：犯罪・非行についての基本知識、司法・犯罪分野の問題に対
する必要な心理支援について理解すること、犯罪・非行からの立ち
直りの心理学的プロセスについて事例を通して理解することを目標
とする。
授業計画：司法・矯正に関する制度、犯罪・非行に関する統計面で
の動向、犯罪・非行に関する臨床心理学的理解と、立ち直りのプロ
セス、司法・矯正分野における心理職の役割と必要とされる能力に
ついて講義を行うことによって、犯罪、非行についての基本事項、
司法・犯罪分野における問題に対する必要な心理支援、犯罪・非行
からの立ち直りの心理学的プロセスについて修得させる。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

障害者と心理（障害者・障
害児心理学）

授業形態：講義
目標：身体障害、知的障害及び精神障害の概要について、いわゆる
医学モデル、社会モデル、世界保健機関の国際生活機能分類など、
主要な理論的立場から理解する。そのうえで、障害者や障害児の心
理社会的課題及び必要な支援について、心理学のみならず、社会
学、社会福祉学等社会文化的な視点から理解する。
授業計画：身体障害として、肢体不自由、視覚障害、聴覚言語障
害、内部障害、知的障害、精神障害の概要を、医学的、心理学的、
行政的基準をふまえて説明する。個人モデルと社会モデルの概要、
現在用いられている国際生活機能分類の成立過程と意義、限界ある
いは課題を取り上げる。つづいて、各障害について明らかにされて
きた、心理社会的な課題を、歴史、社会文化、障害者施策に言及し
ながら説明する。また、障害者心理学で理論化がなされてきた、障
害者受容理論、段階モデル、これらへの批判、障害者アイデンティ
ティや障害者同士の関係性、ジェンダーについて学術研究と実践を
ふまえて講義する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学統計法1

授業形態：講義
目標：本授業では、心理統計の基本的考え方を習得した上で、記述
統計と推測統計の基本的な考え方を理解し、統計的仮説検定の理論
とｔ検定を理解し.実際に使用できるようになることを目標としてい
る。
授業計画：データの特徴を記述する方法、2つの変数・データの関係
を記述する方法、母集団と標本の関係、統計的仮説検定の基本的考
え方、t検定について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学統計法2

授業形態：講義
目標：本授業では、統計的仮説検定のうちノンパラメトリック検
定、因子分析、多変量解析を理解し.実際に使用できるようになるこ
とを目標としている。
授業計画：度数データと順位データの検定（χ２検定、マクニマー
検定など）、分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析
について概説する。

オムニバス方式/全16回（試験を含む）
（【4】.牧岡省吾/4回）
度数データと順位データの検定を担当する。

（【12】.武藤拓之/12回）
分散分析、多重比較、因子分析、偏相関と重回帰分析を担当する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学統計法3

授業形態：講義
目標：本授業では、応用的な心理統計法を理解し.実際に使用できる
ようになることを目標としている。
授業計画：確証的因子分析、共分散構造分析、判別分析とクラス
ター分析、ロジスティック回帰分析、統計解析の表現法、効果量、
検定力とサンプルサイズ、について概説する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学研究法

授業形態：実験・実習
目標：心理学における研究の方法論について様々な研究の具体例を
題材として学ぶことにより、研究テーマに適したデータ取得と分析
の方法を選択できる能力を身につける。
授業計画：科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法、検査法、
観察法、面接法）、プロトコル分析、相関関係と因果関係、定性的
研究と定量的研究、データの統計的記述、複雑な心理事象のモデリ
ング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の不正の禁止な
どのトピックについて、具体的な研究例に基づいて実践的に学ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【4】.牧岡省吾/6回）
科学と実証、実験的方法と観察的方法、実証の手続き、複雑な心理
事象のモデリング、人権尊重とインフォームドコンセント、研究の
不正の禁止、を担当する。

（【12】.武藤拓之/3回）
実験的方法（実験法、準実験法）、観察的方法（調査法）を担当す
る。

（【9】.河村悠太/３回）
相関関係と因果関係、定性的研究と定量的研究、データの統計的記
述、を担当する。

（＜1＞.岡本真彦/3回）
観察的方法（検査法、観察法、面接法）を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学実験

授業形態：実験・実習
目標：受講者自らが実験者と実験参加者の両方の役割を体験するこ
とにより、仮説検証の考え方、実験や調査の具体的な手続きと注意
点、データ分析の方法、レポートの作成方法などについて実践的に
学ぶ。
授業計画：ミュラー・リヤーの錯視（武藤）、大きさの恒常性（飛
田）、奥行知覚の手がかり（武藤）、マグニチュード推定法（野
津）、鏡像描写（岡本）、再生と再認（牧岡）、性格の認知（岩
佐）、プロトコル分析（岡本）、調査法の基礎（河村）などのト
ピックについて、実験や調査を実際に行うことによって実践的に学
ぶ。

オムニバス方式/全15回
（【5】.岩佐和典/2回）
性格の認知、を担当する。

（＜1＞.岡本真彦/4回）
鏡像描写、プロトコル分析を担当する。

（【9】.河村悠太/2回）
調査法の基礎、を担当する。

（【11】.飛田国人/1回）
大きさの恒常性、を担当する。

（【3】.野津亮/1回）
マグニチュード推定法、を担当する。

（【4】.牧岡省吾/3回）
再生と再認、を担当する。

（【12】.武藤拓之/2回）
ミュラー・リヤーの錯視、奥行知覚の手がかり、を担当する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学特殊実験1

授業形態：実験・実習
授業の目標：心理学の文献の検討、実験・調査、及び事例検討会を
通して、心理学の研究を遂行するために必要な文献を理解して考察
するスキル、実験・調査スキルを身につける。
授業計画：外国語文献を読んで実験計画を立て、実験を行い、成果
を発表する

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学特殊実験2

授業形態：実験・実習
目標：心理学の特定のテーマに関する文献の検討と研究課題の設
定、実験・調査、および事例検討会を通して、特定のテーマの研究
を遂行するために必要な文献を理解して考察するスキル、実験・調
査スキル、症例検討スキルを身につける。
授業計画：
・文献購読.実験計画の立案
・実験・調査の実施

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理演習1

授業形態：演習
目標：心理学における代表的な研究テーマを複数取り上げ、理論的
な背景や研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行な
うことを通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について
理解する能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理演習2

授業形態：演習
目標：心理学における特定の研究テーマについて、理論的な背景や
研究史について論文や書籍をもとに研究発表と討論を行なうことを
通じて、心理学の議論の展開方法や研究の進め方について理解する
能力をつける。
授業計画：
・基礎的な外国語文献の講読
・文献内容の発表と討論

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理演習3

授業の形態：演習
目標：心理支援を要するものに関して、事例検討とロールプレイを
通して、以下の（ア）から（オ）を理解できる。
（ア）コミュニケーション、心理検査、心理面接、地域支援等の知
識および技能
（イ）心理支援を要するものの理解とニーズの把握および支援計画
の作成
（ウ）心理支援を要するものの現実生活を視野に入れたチームアプ
ローチ
（エ）多職種連携および地域連携
（オ）公認心理師としての職業倫理および法的義務への理解
授業計画：第1回方法のオリエンテーションを経て、第2回から第8回
は事例に関する視聴覚資料および事例の検討、第9回から第15回は
ロールプレイを行う。

共同

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

公認心理師の職責

授業の形態：講義
目標：公認心理師の役割、法的義務および倫理、心理支援を要する
ものの安全確保、情報の適切な取り扱い、保険医療・福祉・教育な
どにおける業務、自己課題発見・解決能力、生涯学習、多職種連携
および地域連携について理解する。
授業計画：
１．公認心理師の役割を理解する。
２．公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
３．心理支援を要するものの安全を確保できる。
４．守秘義務および情報共有の重要性を理解し、情報を適切に扱う
ことができる。
５．保険医療、福祉、教育その他の分野における公認心理師の具体
的な業務内容を説明できる。
６．自己課題を発見し、自己学習によって課題を解決する能力を身
につける。
７．生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を身につける。
８．連携による支援の意義を理解し、チームにおける公認心理師の
役割を説明できる。

（【7】.河野直子/5回）
課題解決能力、自己研鑽、公認心理師の役割、他職種連携、を担当
する。

（【5】.岩佐和典/5回）
公認心理師の役割、法的義務、安全確保、地域連携、を担当する。

（【2】.総田純次/5回）
守秘義務、医療・福祉・教育における公認心理師業務、を担当す
る。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

関係行政論

授業形態：講義
目標：保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産
業・労働分野の各分野における関連制度および関係法規について、
公認心理師に必要な基礎知識を理解することを目標とする。

授業計画：保健医療分野に関する関連制度・関係法規、福祉分野に
関する関連制度・関係法規、産業・労働分野に関する関連制度・関
係法規、教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、
について講義する。また、法律が問題となる事例についてのロール
プレイを行い、公認心理師に必要な制度・法規の知識について体験
的に修得させる。

（【8】.川部哲也/２回）
教育分野、ロールプレイ、を担当する。

（113.佐々木章/２回）
産業・労働分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（114.東奈央/２回）
保健医療分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

（116.山本健太郎/６回）
教育分野、司法・犯罪分野に関する関連制度・関係法規、ロールプ
レイを担当する。

（117.山本純弥/３回）
福祉分野に関する関連制度・関係法規、を担当する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理実習

授業形態：実験・実習
目標：保健医療領域・福祉領域・教育領域など主要な関連領域の指
定された施設において、見学などの実習を行い、心理支援における
チームアプローチ、多職種連携、地域連携、公認心理師としての職
業倫理・法的義務について理解することを目標とする。
授業計画：実習指導担当教員による事前指導と事後指導を行うとと
もに、学外の実習機関において見学などの実習を行う。実習中は実
習先の実習指導担当者から指導を受ける。実習時間は80時間以上と
する。授業最終回には実習報告会を行い、実習を総括する。

専
門
科
目

学
類
専
門
科
目

心理学卒業研究

授業の形態：演習
目標：自分の興味や関心に基づいて、心理学的問題を発見し、検討
すべき課題を設定した後、適切な手法を用いて、その課題について
検討し、卒業論文としてまとめる。心理学的問題について、心理学
のアプローチを用いて、研究の計画、実験・調査、資料収集、解
析・シミュレーションなどを遂行し、論文としてまとめることがで
きる。具体的には、１．心理学のアプローチを用いて、実験もしく
は調査が遂行できる。２．実験や調査、シミュレーション結果をま
とめて論文化できる。
授業計画：授業の前半部分では、各自の問題意識に基づいて、関連
する先行研究を概観し、検討すべき課題とそれを探求するための方
法論を決定する。その後、後半部分では、実際に、実験や調査、シ
ミュレーション、文献研究を行って検討する。最後に、1年間に行っ
た学習活動をまとめて卒業論文を作成する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

情報セキュリティ

授業形態：講義
目標：情報システムの専門性について総合的に理解させ、情報セ
キュリティに関して高い技術者倫理を持つ高度な専門技術者として
継続的な研鑽を続けることができる基礎的知識を習得させる。特
に、情報システムをエンドユーザとして利用するときだけではな
く、企画・計画・運営する際に必要となる情報セキュリティに関す
る知識を習得させる。
授業計画：情報システムに関する倫理.関連法規.知的財産権.個人情
報保護.コンピュータ犯罪.インターネットと社会との関わり情報セ
キュリティ技術といったトピックについて基本的な知識を修得させ
る。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

アルゴリズムとデータ構造

授業形態：講義
目標：プログラミングをする上で基礎となるデータ構造とアルゴリ
ズムの基礎的な視点、方法論を学ぶための科目である。この授業で
は、計算量の観点から各アルゴリズムの特徴を学ぶことによって、
基本的なデータ構造とアルゴリズムの理解を目指す。また、授業中
に適宜課題に取り組むことで、プログラミングへの応用の面からも
学ぶことを目指す。
授業計画：擬似コードと計算量、配列・スタック・キュー、リス
ト、ハッシュ、木構造、ソーティング、動的計画法といったトピッ
クについて、計算量に基づいた知識を修得させる。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

データ科学

授業形態：講義
目標：実データを解析するための統計・最適化理論、モデル化など
を習得することができる
授業計画：統計学、線形代数の他、回帰分析・重回帰分析・主成分
分析などの理論的学習、及びその算出法を最適化理論と共に学習さ
せる。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

公共政策学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．公共政策が立案・実施・評価される一連のプロセスを理解し、説
明できること。
2．公共政策に関連する様々な主体とその役割について説明できるこ
と。
3．より良い公共政策を形成するための方法について、自分なりに考
察できるようになること。

授業計画：我々は日々の生活を送るうえで大小さまざまな問題群へ
の対処を迫られている。そのうち、個人の力では解決できず，社会
(特に政府)が解決すべきであると認識された問題を政策問題とい
う。公共政策とはこの政策問題を解決するためのものである。本講
義では社会科学の視点に立ち公共政策の基本的な視点と考え方を学
ぶ。具体的には公共政策がどのように決定され，どのような手段を
用いて実施されるのかについて、基本的な考え方を学び、政策過程
についての理解を深める。また、具体的事例として様々な環境問題
のケースを扱うことで、環境政策を学ぶための基礎知識を習得す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

国際法と共生社会

授業形態：講義
目標：現代社会で生じる問題について、国際法（特に、いわゆる国
際人権法）の視点から考察する力を養い、もって共生社会の実現に
おける法と人権の役割について探求することを到達目標とする。

授業計画：国際規範であるSDGsのうちSDG17「パートナーシップで目
標を達成しよう」では国際パートナーシップの重要性が謳われてい
る。このようなサステイナビリティにおける国際法の役割につい
て、生物多様性条約と気候変動枠組条約を例に概説する。また、人
権の国際的保障に関する法規範・制度の概要を説明するとともに、
日本内外の人権問題について国際法的視点から検討し、もって共生
社会における法と人権の役割について示唆を得ることを内容とす
る。
この科目では、「経済活動と法」、「行政活動と法」といった他の
法学の基礎科目と共に、応用科目である「環境法１」、「環境法2」
を学ぶのに必要な内容を学習する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

異文化の理解

授業形態：講義
目標：文化人類学の方法を用い、さまざまな文化の比較を通して、
異文化の仕組みを理解させ、またそれとの対照によって自文化の特
徴を明らかにさせる。このような文化の比較を通して、自分の身に
つけた価値観を相対化し、新たなものの見方を獲得させることを目
標とする。
授業計画：狩猟採集民や農耕民・牧畜民の自然資源の利用と文化、
異文化理解とジェンダー、グローバル化する世界における異文化理
解といったことについて、具体的な事例を通して講義する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

地域・都市環境学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・都市周辺地域における里山の現状について説明できること。
・理想都市計画について概要を説明できること。
・大阪における都市構造や緑の骨格軸について、歴史的視点を踏ま
えて説明できること。
・歴史的まちなみ保全に関する法制度について概略を説明できるこ
と。
・ヒートアイランド現象の緩和の観点から都市緑化の手法を説明で
きること。
・安全・安心まちづくりと人にやさしいまちづくりについて説明で
きること。

授業計画：人間生活にとって関連性の深い都市域や都市周辺地域を
対象として、里地・里山での自然環境破壊の現状と、現在表出して
いる様々な問題点や課題について理解を深める。さらに、都市計画
の考え方の基礎となる理想都市計画について学習するとともに、大
阪を題材とした都市構造・自然環境の変化や、歴史的まちなみの保
全について学習する。さらに、ヒートアイランド現象と緑地との関
係、私たちの生活を支える安全で安心なまちづくり、人にやさしい
まちづくりの基本となるユニバーサル・デザインについて学習する
ことによって、今後の都市域や周辺地域での持続的な発展に資す
る、課題発掘や問題解決のための基礎的能力を身につけることを目
的とする。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

現代の社会問題と社会運動

授業形態：講義
目標：この講義では、「自然環境問題」や「社会問題」が、人々や
社会において対応が必要とされる特定の問題として概念化され、そ
のことを通じて具体的な政策や社会制度として結実する一連の過程
に着目し、そのダイナミズム自体を研究対象とする「社会構築主
義」理論について、事例を交えながら解説する。それを通して、
「自然環境と人との共生」「他者との共生」という理念を実現する
ために、どのような主体や組織、政策や制度がありうるのかについ
て、考えさせることを目標とする。
授業計画：社会病理学、社会解体論、機能分析などコンセンサスモ
デルの概要、価値葛藤論、ラベリング論、社会構築主義などコンフ
リクトモデルの概要、「ひきこもり」の社会問題化、相互行為論、
リスク社会論、逸脱の医療化などの項目について解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

家族社会学

授業形態：講義
目標：現代日本の家族の諸課題、諸課題の解決のための地域社会と
の連携と家族支援を学ぶための科目である。この授業では、第一に
日本の現代家族に関する基礎的データを学ぶことを目指す。第二
に、家族が抱える主要な課題を理解し、家族に関わる政策と地域社
会における連携・支援を学ぶ。第三に、これらを通して課題解決策
の可能性を構想する力を獲得することを目指す。
授業計画：少子高齢化している現代日本の人口と家族・世帯に関わ
る基礎的データ、日本の家族の歴史、婚姻・子育て・介護と家族生
活の運営における諸課題、関連する諸政策、地域社会との連携（専
門職による支援の必要性と連携の現状・諸課題を含む）等につい
て、基本的な知識を修得させ、諸外国の政策や現状との比較を参考
にしつつ、課題解決を目指す力を身につけさせる。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

ジェンダーと社会

授業形態：講義
目標：働き方や子育てなど、さまざまなキーワードから、身近で起
こっている社会問題を「じぶんごと」として捉え、ジェンダー視点
から批判的に考える。
授業計画：ジェンダー概念と必要性の理解、ジェンダー論の先行研
究、ジェンダーの世界的多様性と歴史的変化、ジェンダー秩序にと
もなう差別、ジェンダーと政策・国際的動向、現代社会の諸問題と
今後の課題について、受講者に基本的な知識を示し、実践的に考え
る。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

教育福祉の諸問題A（貧困
と社会）

授業形態：講義
目標：公的扶助制度の意義と役割、日本の生活保護制度の基本的な
仕組み（目的、基本原理および保護の原則、保護の種類と内容、生
活扶助基準額の算定方式、給付の仕組みと手続き、等）を説明でき
ること。貧困概念、貧困対策について課題を考察できることを目標
とする。
授業計画：貧困の概念、公的扶助制度の理念および役割、生活保護
制度の基本的な仕組み（目的、保護の種類と内容、算定方法）と役
割、貧困対策の動向について検討する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

政治学

授業形態：講義
目標：政治は日常の生活と密接に関係している。政治の仕組みや現
在の社会の成立ちについての知識を身に付け論理的に説明できるよ
うになるとともに、現代社会の課題について主体的に考えられるよ
うになることを目標とする。
授業計画：日本の政治制度とその成立過程、議会制民主主義の仕組
み、国際政治について、基礎的な事柄から詳しく解説する。その上
で、学んだ知識を現代社会の課題に当てはめて考える時間も設け
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

経済学基礎

授業形態：講義
目標：本授業では、以下に示す説明や思考が適切にできることを到
達目標とする。
１．人間と社会をめぐる思想的展開の中で、社会システムの維持・
発展という課題を強く意識しながら経済学という学問が成立し、形
成され、発展してきたことを、歴史的背景と歴史上の経済学者の経
済学説や政策論とを対応づけながら適切に理解し、わかりやすく説
明できること。
２．経済学の基礎的内容（（１）市場システムの構造と機能という
ミクロ経済学の内容、（２）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の
相互作用というマクロ経済学の内容）を適切に理解し、基本的概念
および簡単な数式や図を適切に組み合わせて用いながら、経済シス
テムの仕組みを経済学的に説明できること。またこれら学習事項の
現実の経済現象への適用可能性への視野を開くこと。
３．諸個人の幸福の達成と社会システムの持続可能性の両立という
観点に立ち、社会システムの持続可能性を脅かす諸問題の事例をい
くつか取り上げて、学習で得た知識を適切に活用して、それら諸問
題にたいする対応策を経済学的にアプローチしながら適切に考えら
れること。

授業計画：社会システムの科学としての経済学は、過去およそ２５
０年にわたり、現実の経済社会の課題を指摘し、対応策の方向性を
与え、またそれを基礎づけるべく体系化が繰り返され、発展を遂げ
てきた。歴史的発展の中で経済学は、その科学的純粋性を高めてき
ているが、その本質において現実問題への対応策を志向する学問で
ある。この授業は、こうした性質を持つ経済学の成り立ちと理論構
成、そして現実問題への適用事例を学ぶことを目的としている。そ
こでまず経済学の全体像について、（１）経済学の成立と発展の経
緯、（２）市場システムの構造と機能（ミクロ経済学の内容）、
（３）一国経済の財市場と貨幣・金融市場の相互作用（マクロ経済
学の内容）の初歩的事項を概略的に学習することを通じ、経済学と
いう学問の魅力を感じ取り、また現代社会において経済学を学ぶ実
践的な意義を確認する。次に、上記の（１）（２）（３）の概略的
な学習に基づいて、社会システムの持続可能性と密接に関連したい
くつかの問題事例に即しながら、それらへの対応策の経済学的アプ
ローチについて考える。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

社会学基礎

授業形態：講義
目標：本講義では、社会学および隣接諸領域がこれまで培ってきた
諸研究の成果に基づきながら、近・現代世界に特有の社会的事象を
認識するために必要と考えられる社会理論の基本的諸類型と重要な
諸概念を学ぶことを通じて、現代社会システムの動態や構造とそれ
が抱える諸問題に関する社会科学的な観察力の涵養を目指す。また
これを基盤としながら、さまざまなヒューマンサービスに求められ
る、人間と社会に対する共感的な理解と実践的かつ批判的な判断力
の獲得を目標とする。
授業計画：イントロダクションとして社会学の位置づけを概説した
後、「個人と社会」、「社会階層と不平等」、「社会制度と社会シ
ステム」、「現代の社会変動と社会問題」、「社会学の方法」につ
いてそれぞれ取り上げ、最後に「社会学の役割と課題」を整理す
る。授業は3名のオムニバスで、工藤宏司が2-4、11-12回、西田芳正
が1、5-7、15回、藤田渡が8-9、12-14回をそれぞれ担当する。

（【63】.工藤宏司/5回）
個人と社会，現代の社会変動と社会問題，社会学の方法について講
義する。

（【43】.西田芳正/5回）
個人と社会，社会階層と不平等について講義する。

（【79】.藤田渡/5回）
社会制度と社会システムについて講義する。

オムニバス方式

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

倫理学

授業形態：講義
目標：自律と公共性という観点から、倫理学の方法に関する基礎的
知識を学ばせる。また、現代社会のなかでどのようなことが倫理的
な問題領域としてとらえられるか、その問題に対してどのように考
えることが倫理学なのかを理解させ、自ら問題を見いだし、設定
し、それについて自分で考える主体的な能力を身に付けさせる。
授業計画：複数の人間が共に生きるうえで、道徳がいかなる意味を
持つか、何人かの思想を解説しながら考えていく。人間は社会の中
で育てられると同時に、自ら考え、社会を形成するメンバーとして
判断する。その人間の在り方と判断の仕方を、徳や自由、功利主義
や正義論というベーシックな概念を解説しつつ考えていく。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

地域研究

授業形態：講義
目標：グローバル化が進展する一方.ローカルな視点が社会の様々な
側面で注目されている。本講義では.ローカルなるものの代表である
地域の諸事象について.地理学・地誌学的な視点から考える能力を養
う。特に日本および世界の都市について焦点をあて日本および世界
の複数の都市をとりあげ比較することで.現代世界における都市の特
徴と問題について考えさせる。
授業計画：都市構造や都市システムのモデル.都市構造と都市システ
ムの変容.日本の大都市と地方都市の特徴と課題.インナーシティ問
題やジェントリフィケーションなど世界の様々な都市問題といった
トピックについて理解を深める

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

生命科学技術と社会

授業形態：講義
目標：現代に用いられているさまざまな生命科学技術について概観
し、それら技術の基礎的な知識を得るとともに、医療・倫理・社会
の視点から思考する講義である。とくにバイオテクノロジー（生命
工学・生物工学）の進展に注目し、わたしたちの生命や身体、現代
社会や未来世代にどのような影響をおよぼしているのかについて、
基本的な枠組みと問題点を理解することをめざす。こんにち生命科
学技術が新聞やニュースで取り上げられるさい、技術の実際が省略
されていたり、あるいは誇張されていたり、ときには誤って紹介さ
れたりすることがある。これにたいし、基本的な知識をもって技術
の展望と問題点を把握できることは、現代社会に生きるわたしたち
にとって重要である。
授業計画：講義ではテーマに応じ視聴覚資料を用いる。人間や動物
の生・老・病・死に関わるバイオテクノロジーとして、生殖補助・
再生医療・iPS細胞・遺伝子操作・畜産・生物兵器・合成生物などを
取り上げ、その基礎知識と諸問題について学際的に理解を深める。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

国際教育と開発

授業形態：講義
目標：世界における人間開発の諸問題（人権、貧困、階級、ジェン
ダー、紛争）を構造的かつ歴史的に理解し、国内のこれら同種問題
との本質的な異同を自ら説明することができるようにする。人間開
発関係の文献（国連の報告書）などを読む。
授業計画：教育の国際化の観点から「不公正な貿易構造と途上国経
済」「環境保全より優先的に志向される『安全』とその思想」「貧
困と環境問題の関係」「デジタルデバイドと選択（自己決定）」の
国際的問題の理解を深める。次に、これら内容の理解を基に人間開
発の観点から個人の尊厳と自由のための教育のあり方を内容的・方
法的に検討する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

社会科教育法（公民分野）
１A

授業形態：演習

授業目標：公民分野の内容を持続可能性とテーマとして授業デザイ
ンする力を修得する。とりわけ日本における「縮小社会」に対応す
る観点から「人口減少（少子高齢）」「社会保障と財政」「環境」
などにおける授業力を養う。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（公民分野）との関係を考える。これに基づき、国内における持続
可能性の問題として存在する「縮小社会」としての諸問題から、
「社会保障と財政」「環境」「地方行政」などにおける既存の諸制
度の限界的変容を把握する。そしてこれらに相応しい資料の教材化
について検討し、主体的な学習を促す授業プランを作成する。

専
門
科
目

学
類
関
連
科
目

社会科教育法（公民分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的な見方・考え方を働かせ.課題を追究したり解決し
たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社
会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な
公民としての資質・能力の基礎を養う授業デザイン力を修得する。

授業概要：公民だけでなく、地理・歴史分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が、社会的事象の
意味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生
活と関連付けて多面的・多角的に考察し、課題解決のために主体的
にかかわる意欲や態度を振り返りながら授業を構成する力を培う。
このために、討論とグループワークのほか資料購読を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ビジネスプレ
ディクション）

授業形態：演習
目標：本授業では、POSデータから基礎分析を行い、疑問点を見つ
け、経営課題を発見することができ、発見した経営課題に対して、
POSデータのマイニングで発見すべきポイントを明確化し、実際にマ
イニングし、その結果から、有用な実際のソリューションを提案で
きる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ビジネス・プレディクション）の最終科
目として位置づけ、具体的に、数人のグループで、POSデータの存在
する店舗でのインターンを行いながら、問題の識別、および解決方
法について考察し、データ分析を通じて、その問題の本質を見極
め、ソリューションを提案するのに必要な分析を行う。
なお，PBLプログラム(ビジネスプレディクション)はSDG8「働きがい
も経済成長も」、SDG9「産業と技術革新の基盤をつくろう」と対応
している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生産システム科
学）

授業形態：演習
目標：生産システムの設計・計画・運用をグループで演習・実践す
ることにより、生産システムの重要性を理解し、将来、生産システ
ムの設計・計画・運用を実務として遂行できる能力を身につけるこ
とを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生産システム科学）の最終科目として位
置づけ、授業では、生産シミュレーションの役割・機能についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
生産シミュレータを用いることで、各グループで生産システムの設
計・計画・運用の演習・実践を行う。さらに生産シミュレーション
の内容および結果をプレゼンテーション資料にまとめるとともに、
最終回に成果発表を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ヘルスケア科
学）

授業形態：演習
目標：ヘルスケア分野の課題を解決するためにグループで企画・実
践することにより、実際の課題に対する解決モデルを計画・作成、
発表、(実施・評価)を育成する。また、将来医療情報の専門職とし
て実践力身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（ヘルスケア分野）の最終科目として位置
づけられている。授業では、ヘルスケア分野の課題解決に必要なシ
ステム、サービスをデザインできる能力を養うために、数名のグ
ループでの活動を通して、実際の課題に対する解決モデルを計画・
作成、発表、(実施・評価)する。さらに演習の成果を報告書にまと
めるとともに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。
なお、PBLプログラム(ヘルスケア科学)はSDG3「すべての人に健康と
福祉を」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（サービスデザイ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDGsにおけるサービ
スデザイン開発をグループで企画および計画のプロセスを通して、
SDGsについての基本理念及び概念を理解し、そのサービスデザイン
を実践していくためのリーダシップ力、及びチーム力を高める能力
を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（サービスデザイン）の最終科目として位
置づけ、授業はグループワーク形式により行い、各グループがワー
クショップ形式の演習によりデザイン思考や創造性開発技法、ビジ
ネスモデルの作り方を体験・学習する。その学習を生かして、SDGｓ
に向けたサービスに関する問題討議や調査などを各グループで行
い、ビジネスモデルとして作り上げる。
PBLプログラム（サービスデザイン）は、SDG8「働きがいも経済成長
も」と対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育情報システ
ムデザイン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）は、教育サービ
ス提供プラットフォームの設計、構築、管理、および評価をグルー
プで企画・実践することにより、それらの重要性を理解し、将来
サービスの企画・運営および教育サービスの構築活動を実践するこ
とのできる能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（教育情報システムデザイン）の最終科目
として位置づけ、授業では、教育支援を題材とした情報サービスプ
ラットフォームのサービス設計、構築、管理および評価といった一
連の活動を、より実践的な演習を通して習得させる。演習内容とし
ては、サービス提供者としてのシステム構築および、コンテンツを
デザインするとともに、構築したサービスについて評価を行う。1グ
ループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで教育
サービス提供プラットフォーム構築の企画・計画、システム構築、
コンテンツ開発、評価実践を行う。さらに、最終回に成果発表（プ
レゼンテーション）を行う。

共同

17 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（情報ネットワー
クシステム）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）は、情報ネット
ワーク技術を活用してさまざまな課題を解決するためのシステムの
提案や開発を通じて、将来、リーダーとして、実社会における課題
解決のためのプロジェクトを運営できる能力を身につけることを目
標としている。

授業計画：PBLプログラム（情報ネットワークシステム）の最終科目
として位置づけられている。授業では、情報ネットワークに関する
要素技術や、それらを用いた課題解決の必要性と実例についての講
義を行う。また、1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
各グループで、課題の発見、解決のための要素技術の調査、システ
ムの提案、設計、構築、および評価といった実践を行う。さらに、
提案したシステムに関して報告書にまとめるとともに、最終回に成
果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境学）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境学）は、環境活動をグループで企画・実
践することにより、コミュニティーレベルでの環境保全活動の重要
性を理解し、将来リーダーとして環境活動を実践することのできる
能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境学）の最終科目として位置づけ、授
業では、環境教育・環境活動の必要性と実例についての講義を行
う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各グルー
プで環境活動の企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに環境活動の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に
成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラム（環
境学）は、SDG14「海の豊かさを守ろう」、SDG15「陸の豊かさも守
ろう」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域再生学）は、「地域実践演習」で発見し
た課題を基に地域活動をグループで企画・実践することにより、コ
ミュニティーレベルでの連携の重要性を理解し、将来リーダーとし
て地域活動を実践することのできる能力を身につけることを目標と
している。

授業計画：PBLプログラム（地域再生学）最終科目として位置づけ、
授業では、コミュニティ教育・地域連携の必要性と実例についての
講義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、
「地域実践演習」で発見した課題を基に各グループで地域連携の企
画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに地域活動
の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、 PBLプログラム(地域再生学)は、SDG11
「住み続けられるまちづくりを」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（環境再生）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（環境再生）は、環境再生活動をグループで企
画・実践することにより、コミュニティーレベルでの環境再生活動
の重要性を理解し、将来、リーダーとして環境再生を実践すること
のできる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（環境再生）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、環境再生に関わる技術、調査手法について講
義を行う。また1グループ数名で構成されるグループ分けを行い、各
グループで環境再生に関わる技術、調査手法を用いて環境再生活動
の現場への見学、企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行
う。さらに、環境再生活動の成果を報告書にまとめるとともに、最
終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。なお、PBLプログラ
ム(環境再生)は、SDG3「人々に保健と福祉を」、SDG6「安全な水と
トイレを世界中に」と対応している。

共同

18 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（企業と持続可能
な社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は、社会科学の観点
から持続可能な社会の形成に向けた課題を発見し、その解決策をグ
ループで企画・実践することを通じて、リーダーならびにビジネス
パーソンとして活動する際に有益な能力を身につけることにある。

授業計画：PBLプログラム（企業と持続可能な社会）の最終科目とし
て位置づけ、授業では、企業や社会が抱える持続可能な社会の形成
に向けた課題発見と実例についての演習を行う。具体的には、参加
学生が自主的に研究テーマを設定し、教員の指導のもとで考察の方
法、口頭発表による効果的なプレゼンテーション方法などを習得す
る。さらに、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。こ
の演習の最終目標は、持続可能な社会の形成に向けた課題の把握
と、それを解決する能力を身につけることである。
なお、PBLプログラム（企業と持続可能な社会）は SDG8 「働きがい
も経済成長も」と SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」
に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-A）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-A）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。

授業計画：政治経済／公共的事象から見た国内の「縮小社会」と国
際的な「人口拡大社会」の問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、国内的に「人口増加社会と減少社会」「人間開発と社会保
障」「環境」の3領域とし、国際的には「人間開発と教育」「環境と
国際的視点」「災害と脆弱性」とする。また、異なる国の課題及び
異なる専門分野にもとづく問題解決思考群を共有し、国際的に実施
可能かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発す
る。なお、PBLプログラム(ESD-A)はSDG4「質の高い教育をみんな
に」に対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ESD-B）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ESD-B）は、持続可能性の観点から国内外の
諸事象の問題を捉え直し、海外（フィリピン）の学生（大学院生含
む）と持続可能社会の構築のための授業カリキュラム開発する能力
を養うことを目標とする。
1.現代社会の一員としての高い倫理観を持ち、他者と協働して課題
に取り組むことができる。
2.PBLプログラムで学んだことを持続可能な社会の実現と関連付けて
説明することができる。
3.PBL演習の成果について分かりやすくプレゼンテーションすること
ができる。
4.国際教育カリキュラムを作成するにあたり海外大学生と協働する
ことができる。

授業計画：地理的/歴史的事象から見た「人口拡大社会」と「人口縮
小社会」の諸側面の動態を問題の本質を理解し、異なる持続可能性
の両側面からの考察フィールドを獲得する。予定される考察フィー
ルドは、「人間開発と社会保障」、「環境」、「人間開発と教
育」、「環境」、「災害と脆弱性」５領域とする。また、異なる国
（フィリピン）の同様のフィールドにおける課題を共有し、異なる
アプローチにもとづく問題解決思考群を交換して国際的に実施可能
かつ目的的に最適解（目標）となる学習カリキュラムを開発する。
なお、PBLプログラム(ESD-B)はSDG4「質の高い教育をみんなに」に
対応している。

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（社会調査）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（社会調査）は、社会調査の具体的な手法を実
際に調査することで体験し、それにより知識の具現化や修正、自身
が自立的に調査を実行できる能力を身につける。その過程で、調査
協力者となる人々との対話や議論を通じて地域社会の課題をくみ取
り、それを研究プロセスに反映、課題設定と解決に資するために、
社会調査に何が可能であるかを考え、自分なりの考えを持ち、持続
可能な社会の構想に資する能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画の概要：PBLプログラム（社会調査）の最終科目として位置
づけられている。調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会
調査の全過程について、体験を通じて学習する。調査の企画、仮説
構成をし、自らの関心と問いに必要な調査法を選び、調査計画を設
計する（１～15回）。そのうえで、調査を実践し、得られたデータ
の整理、分析をし、必要な追跡調査をしたうえで、調査報告を作成
する（16～30回）。なお、PBLプログラム（社会調査）はSDG17
「パートナーシップで目標を達成しよう」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（都市社会）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（都市社会）は、都市空間と都市社会につい
て、地理的視点から考え、説明できる能力を身につけることを目標
とする。
具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（都市社会）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、大阪をはじめとする都市空間と、そこに住み
暮らす人々の社会について、地理的視点から考えることを目指す。
そのために、都市に関する様々な統計データや資料の探索・収集お
よび分析・考察を行うだけでなく、実際に都市の現場を歩き、観察
や調査をすることが欠かせない。そのため，本授業では，授業時間
内および土日を使ってのまちあるき（エクスカーション）を行う
（具体的には大阪市や京都市などを予定している）。
なお、PBLプログラム（都市社会）はSDG11「住み続けられるまちづ
くりを」、SDG8「働きがいも経済成長も」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（文化表象）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（文化表象）は、言語と文学の両方の領域で、
種々のデータを分析し考察していくことにより、多様な文化現象を
理解し、その理解を現代社会の諸問題に関連付けることによって、
公正な社会の形成に貢献する能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（文化表象）の最終科目として位置づけら
れている。授業では、日本語学、認知言語学、談話分析に関する言
語学領域の演習と日本文学、アメリカ文学に関する文学領域の演習
をグループに分かれて行う。演習では、文学・メディア・日常会
話・インターネット上のテキストなどをデータとし、そこで表され
る種々のイメージや意味を分析し、自文化・異文化の様相や成立経
緯について考察する。最終回に、その考察結果について発表を行
う。なお、PBLプログラム(文化表象)はSDG10「人や国の不平等をな
くそう」に対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（共生の思想）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（共生の思想）は、「共生の思想」に関する基
礎的観点について説明でき、文献やフィールドを用いた具体的な研
究活動を計画・実践することができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（共生の思想）の最終科目として位置づけ
られている。授業では、演習を進めるにあたっての「共生の思想」
に関する共通認識を形成した後、文献やフィールドを用いた研究活
動を実践する。最終回には、演習の成果について報告・共有を行
う。なお、PBLプログラム（共生の思想）はSDG16「平和と公正をす
べての人に」、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」と対
応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（ジェンダー論）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（ジェンダー論）は、ジェンダーに関わる問題
を批判的に発見し、学術的にその問いを深め、仲間と協働しながら
その解決にむけて検討・実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（ジェンダー論）の最終科目として位置づ
け、授業では、ジェンダー論の必要性と実例についての講義を行
う。また数名で構成されるグループを作り、各グループでジェン
ダーに関連する問題関心の共有とテーマ設定、企画立案、役割分
担、課題への取り組みを行う。さらに成果を報告書にまとめるとと
もに、最終回ではその成果発表（プレゼンテーション）を行う。な
お、PBLプログラム（ジェンダー論）は、SDG5「ジェンダー平等を実
現しよう」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」と対応している。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（コラボレーショ
ン）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（コラボレーション）は、協働をグループで実
践することにより、対人支援活動における協働の重要性を理解し、
多職種の協働による「誰1人取り残さない」視点を獲得し、将来キー
マンとなって協働活動を実践することのできる能力を身につけるこ
とを目標としている。

授業計画：
連携・協働の概念および連携・協働の必要性と実例についての演習
を行う。連携・協働の実践力を養成するため、多様な対人支援領域
（社会福祉、教育、保育、心理、保健など）を専門とする学生から
成るグループワークやフィールドワークにより体験的に他領域の支
援理念や支援方法の理解を促進し、多職種や多機関の連携・協働の
ための具体的方法を習得する。同じ場面を共有した上で異なる専門
性を持つメンバーによるディスカッションにおいて、それぞれの視
点の違いを明確化、葛藤の体験、その上で葛藤のマネジメント、こ
れらの協働の実践を行う。さらに対人支援活動における協働活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBL プログラム(コラボレーション)
は、SDG17「パートナーシップで目標を達成しよう」に対応してい
る。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（地域および都市
における排除・共生・参
加）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参加）
は、地域および都市における排除、共生、参加の問題について具体
的にデータを集め、多次元的に考察し、実行可能な解決案や改善案
を具体的に企画できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（地域および都市における排除、共生、参
加）の最終科目として位置づけ、授業では地域社会、地域福祉、都
市における排除、共生、参加に関する要点を講義で再確認し、グ
ループワークにより、フィールドワークを行う自治体（市区町村）
または、より狭域の地域社会を決めて、「排除、共生、参加」に関
する課題を具体的に決める。データを集め、考察し、実行可能な課
題解決や改善の提案を作成し、報告書にまとめるとともに、最終回
にプレゼンテーションを行う。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生涯学習と設
計）

授業形態：演習
目標：生涯学習をグループで企画・実践することにより、人生を通
じた学習活動の重要性を理解し、将来、地域のリーダーとして生涯
学習のコーディネート、ファシリテーションを実践することのでき
る能力を身につけることを目標とする。

授業計画：PBLプログラム（生涯学習と設計）の最終科目として位置
づけ、授業では、生涯学習活動の意義と必要性、生涯学習における
カリキュラムと制度設計の実例についての講義を行う。また1グルー
プ数名で構成されるグループ分けを行い、各グループで生涯学習の
企画・計画、連携協力機関との調整等、実践を行う。さらに活動の
成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン
テーション）を行う。なお、PBLプログラム（生涯学習と設計）は、
SDG4「質の高い教育をみんなに」と対応している。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生活環境と情
報）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生活環境と情報）は、日常生活におけるあら
ゆる情報に対して認知的な観点から批判的思考ができる能力とそれ
を論理的に説明できる能力を身につけることを目標としている。

授業計画：PBLプログラム（生活環境と情報）の最終科目として位置
づけ、授業では、生活環境における情報に着目し、認知の特性を考
慮したよりよい情報提示のあり方について自身が担当する問題を設
定し、次に、これまでに学んだ授業内容（ヒューリスティクス、認
知バイアス、プロスペクト理論、多属性意思決定、情報圧縮、クラ
スタリングなど）を踏まえ、問題解決のために学ぶべき内容をグ
ループで相談し、学習を繰り返す。自分が担当する問題の本質を見
極め、その改善方法を検討し、具体的な案として報告書をまとめ
る。最後に成果発表を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（生きることと遊
び）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（生きることと遊び）は、様々な遊びを体験
し、そのことと自身の心や生きることの関係、意義、可能性につい
て体験に基づいて考えることができる能力を身につけることを目標
としている。

授業計画：PBLプログラム（生きることと遊び）の最終科目として位
置づけ、授業では、個人の遊びの経験を振り返り、それを再体験し
たり、新たな遊びを創造する実習を行う。後半では、合宿形式で自
然の中での遊び体験を行う。最終回には、遊びの体験から獲得した
ことや自身の変化について言語化し、発表、共有する発表会を行
う。なお、コンピューターやインターネットを使う遊びは本授業で
の内容に含まない。

共同

専
門
科
目

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

PBL演習（教育保障）

授業形態：演習
目標：PBLプログラム（教育保障）は、将来リーダーとして学習支援
活動を実践することのできる能力を身につけることを目標としてい
る。

授業計画：PBLプログラム（教育保障）の最終科目として位置づけ、
本授業では、「地域実践演習」での経験を活かし、地域学校現場に
おける課題について整理するとともに、大学の近隣地域の小中学校
に対しての学習支援活動を行うことを通して、地域コミュニティの1
員としての大学が地域の教育・学力保障にどのように貢献すべきか
についての自分なりのプランを持ち、実際の学習支援活動を運営し
ていくスキルを身につける。
なお、PBLプログラム(教育保障)はSDG4「 質の高い教育をみんな
に」、SDG5「ジェンダー平等を実現しよう」と対応している。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインインターン
シップ

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。この授業では、（１）自らが未来デザインコースにおいて取り
組むべき課題について、持続可能な社会の実現との関係を含めて説
明でき、インターンシップで赴いたフィールドにおける取り組みか
ら、取り組むべき課題に関する新たな知見を得て、その内容を説明
することができることを目標とする。

授業計画：学生がメンター教員の助言を受けながら自治体、NPO、企
業などのインターンシップ先を探し、事前学習を行った上でイン
ターンシップに参加することで、学生自身に取り組むべき課題を発
見させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン計画演習

授業形態：演習
目標：以下の能力を身につけることを目標とする。
１．自らが未来デザインコースにおいて取り組む課題が持続可能な
社会の実現にどのように貢献するのかを説明できること。
２．未来デザイン計画書に基づいて卒業までの履修計画を立てるこ
とができること。
３．卒業研究と卒業後の計画を立案すること。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、1年次末に未来デザイン計画書を提出し、未来デ
ザインコースの履修を認められた学生が、メンター教員の助言を受
けながら卒業までの履修計画を精緻化するとともに、卒業研究と卒
業後の計画を立案する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザインPBL演習

授業形態：演習
目標：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造すべく
自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考
力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可
能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的としてい
る。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、学生のセルフプロデュースにより、社会におけ
る課題解決を実践する。学生はメンター教員の指導の下、必要に応
じて他の専任教員の助言も受けながら、持続可能な社会の実現のた
めに自らが貢献できる課題を見出し、解決方法を構想する。地域の
方々や起業家、NPO、自治体、各種企業、学生が開発したアプリケー
ションのユーザなど、、学内外の関係者と協働する学びによって、
未来社会の実現を実行できる人材の育成を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

未来デザイン卒業研究

授業形態：演習
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。

 1.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題について、先
行研究や過去の類似の取り組みの中での位置づけと、持続可能な社
会の実現における意義を明確に説明することができる。

 2.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果について、客観的な資料を根拠に明確に説明することができる。

 3.自らが未来デザインコースにおいて取り組んだ課題と得られた成
果に基づいて、今後の展望を示すことができる。

授業計画：未来デザインコースは、目指すべき未来の社会を創造す
べく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的
思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持
続可能な社会の実現を実行できる人材を養成することを目的として
いる。本授業では、未来デザインPBL演習の成果を踏まえ、未来デザ
インコースの集大成としての卒業研究に取り組む。卒業研究の指導
教員は、学生がメンター教員と相談の上で提出した希望指導教員名
を踏まえて、学域教育運営委員会の中に設置された未来デザイン支
援WGが、現代システム科学域前専任教員の中から選出する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
） コンピュータシステム

授業形態：講義
目標：本授業は情報システムの基盤となるコンピュータ・ハード
ウェアの基礎を学ぶ科目である。コンピュータにおけるデータの表
現方法、CPUの仕組みとマシン語，デジタル回路の基礎，コンパイラ
の基礎，メモリ，OSの役割について理解することを目指す。
授業計画：授業では，デジタル情報の表現方法，CPUの仕組みやマシ
ン語，デジタル回路の基礎，コンピュータメモリ，コンパイラの基
礎，OSの役割について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知

識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

情報ネットワーク基礎

授業形態:講義
目標:インターネットに代表されるコンピュータネットワークの基本
的な構造や動作原理の修得、およびデータ形式などを理解するこ
と。
授業計画:本科目では、インターネットをはじめとする実際の情報
ネットワークにおいて運用されている階層型プロトコルである
TCP/IPを例に、物理層からアプリケーション層までの種々のプロト
コル、データ表現、コネクション型通信、DNSなどについて習得させ
ることを目的とした講義を行う。また、LANや無線ネットワークを実
現するための技術についても解説する。具体的には、コンピュータ
ネットワークの基本的な構成、アプリケーションの通信品質と交換
原理、ネットワークの歴史と標準化、ネットワークアプリケーショ
ンとその特性、トランスポート層の役割、ネットワーク層の役割、
データリンク層と物理層の役割、ブロードキャスト型のネットワー
ク(LAN)などについて取り上げる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

データベース基礎

授業形態：講義
目標：計算機上に効率的にデータを蓄積する技術であるデータベー
ス、特に形式的基盤を持つリレーショナルデータベースについて、
そのモデル化、操作言語、設計理論およびSQLについて基本的な知識
と技能を習得するとともに、サーチエンジン等で用いられる情報検
索技術について理解することを目標とする。
授業計画：リレーショナルデータモデル、リレーショナルデータ
ベースの設計理論、SQLによるデータベースの操作、およびサーチエ
ンジンと情報検索について講義するとともに演習を行い、基本的な
知識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤

科
目
）

マルチメディア情報処理

授業形態：講義
目標：近年、映像・音声・文字メディア等を含むマルチメディア情
報が情報システムでよく用いられている。本講義では、情報システ
ムにおけるマルチメディア情報の表現方法並びにマルチメディア情
報処理における基礎的な技術を修得するとともに、ヒューマンイン
タフェースに関して具備すべき条件と実現技術、及びそれらを応用
した具体的なシステムについて理解する。
授業計画：マルチメディア情報の種類と特性、情報のデジタル表
現、マルチメディア情報の表現、マルチメディア情報の入力技術、
マルチメディア情報の変換圧縮、マルチメディア情報の処理技術、
マルチメディア情報の出力技術、ヒューマンコンピュータインタラ
クション、マルチメディア情報応用システムなどのトピックについ
て、基本的な知識を修得する。

23 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
） オペレーティングシステム

授業形態：講義
目標：オペレーティングシステムのための基本的概念と基本的アル
ゴリズムについて理解させる。オペレーティングシステムの歴史，
基本構造，プロセス管理，メモリ管理，入出力管理，ファイルシス
テムなどについて講義する。
授業計画：オペレーティングシステムの基礎概念，プロセス管理，
メモリ管理，入出力管理，ファイルシステムといったトピックにつ
いて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習1

授業形態：演習
目標：ソフトウェア開発の基本的技術として、提示された問題をプ
ログラムによって解決するためのアルゴリズムを見出し、それを実
装するためのデータ構造およびプログラミング言語のコードを作成
することができ、さらに作成したプログラムを実行・デバッグする
ことができる能力を習得させることを目標とする。
授業計画：本講義は毎回オムニバス形式で実施し、毎回様々な例題
を提示し実際のアルゴリズムをコードとして実装させる。

（【66】.小島篤博／5回）
再帰関数、乱数生成、ソートアルゴリズム等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【88】.柳本豪一／4回）
モンテカルロ法、探索アルゴリズム等について基本的な考え方、プ
ログラムの実装法を習得させる。

（【60】.上杉徳照／4回）
ファイル入出力、文字列操作、最急降下法等について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

（【68】.佐賀亮介／1回）
配列操作、コンストラクタ等について基本的な考え方、プログラム
の実装法を習得させる。

（【66】.小島篤博・【88】.柳本豪一・【40】.中島智晴・【60】.
上杉徳照・【68】.佐賀亮介／1回）（共同）
以上の内容について総合的に構成された課題について基本的な考え
方、プログラムの実装法を習得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識

情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習3

授業形態：演習
目標：人工知能，社会科学，ヘルスケア，ネットワークの知識情報
システムの各分野における代表的な課題とその解決法についてグ
ループワークなどを通じて、代表的アルゴリズムなどの応用を自主
的に発見・修得することにより自発的探究心や創造性を養う。さら
に実験結果の口頭発表などを導入して、実験結果とそれに対する考
察を正確に伝達できるプレゼンテーション能力の向上を図る。
授業計画：以下の項目を講義する。また，各内容について演習を行
う。
・資料の検索手法
・手法検証のためのプログラム設計
・プログラム開発
・実験データの取得，解析
・発表資料作成と成果発表

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習4

授業形態：演習
目標：知識情報システム関連分野における先端的な研究に接する中
で、受講生自らが課題に対する問題点の把握、分析結果の討論、レ
ポートの作成、プレゼンテーション等、研究を計画的に遂行するた
めの総合力の基礎を身に付けることを目標とする。
授業計画：研究テーマの策定を通じて、文献による従来研究の理
解、研究遂行に必要となる知識の修得、報告書の作成、ポスター発
表によるプレゼンテーション能力の向上を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

知識情報システム学演習2
オムニバス方式
共同（一部）

授業形態：演習
目標：利用者のニーズを捉えた具体的な情報システムやWebサービス
を提案し、その実現技術を兼ね備えるための基礎的スキルを学ぶた
めの科目である。この演習では、Webサービス開発の基礎知識となる
HTML・CSSを理解するとともに、利用者の視点に立った具体的なコン
テンツを提供する基本的なウェブサイトの構築に取り組む。そし
て、現代社会を支える「AI分野」、「医療分野」、「電子自治体分
野」、「ビジネス分野」、「生産システム分野」を対象とした利用
者のニーズを把握するとともに、各分野のニーズに応える具体的な
情報システムやWebサービスを実現する基礎技術の修得を目指した演
習に取り組む。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【34】.瀬田和久／2回）
AI分野における対話システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解と
サービス連携による実現方式を理解させる。そして、対話システム
における意味処理のための知識表現の基礎を演習形式で理解させ
る。

（【47】.真嶋由貴惠／2回）
医療分野における情報システムを取り上げ、要素技術の基礎的理解
と医療サービス、医療業務との連携について理解させる。そしてア
クティブラーニング形式にて医療の課題とICTにおける解決策につい
て考えさせる。

（【56】.渡邊真治／2回）
電子自治体分野における情報システムの基本的な知識とユーザビリ
ティ(使用性)・UXなどを含む多面的なシステム評価手法を修得させ
る。

（【52】.森田裕之／2回）
ビジネス分野の利用者ニーズと情報システムについて基本的な知識
を修得し、仮想データを利用した演習形式で利用方法について理解
させる。

（【22】.岩村幸治／2回）
生産システム分野における数理最適化の役割と活用事例の知識、お
よび数理計画ソルバーを用いた演習による数理最適化の活用方法を
修得させる。

（【77】.林佑樹・【82】.桝田聖子／5回）（共同）
HTMLの基本構造、各種タグ、スタイルシートの適用方法を演習形式
で理解させる。また、利用者の視点に立った具体的なコンテンツを
提供するウェブサイトを構築させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

環境生物学

授業形態：講義
目標：人間の生命や生活を支える生物多様性の意義や重要性を理解
するために必要な生物学の基礎を習得することを目標とする。具体
的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．生物の系統と進化について説明できること。
２．エネルギー代謝について説明できること。
３．生殖について説明できること。
４．遺伝について説明できること。
５．ヒトが生物の進化と絶滅に及ぼす影響について説明できるこ
と。

授業計画：人間を含む生物と環境との歴史的つながりが理解できる
ように、生物の進化と絶滅の歴史を軸に、生物の系統、構造、代
謝、生殖、遺伝、生物と環境との相互作用について講義する。ま
た、各回のテーマと関連する話題（食品のリスク、廃棄物・汚水の
処理、病気、寿命、毒物、iPS細胞と再生医療、外来生物など）を通
して、身の回りの問題を理解する上での生物学の知識や科学的な思
考の重要性を理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ

ム
学
類
基
盤
科
目
）

公衆衛生学

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.公衆衛生学の歴史、概念について説明できること。
2.地球温暖化などの地球環境問題、水俣病などの環境汚染及び上下
水道などの環境整備について説明できること。
3.健康に関する統計資料の読み方や疫学の基礎的な知識について説
明できること。
4.疾病予防、生活習慣病予防、健康増進、健康寿命延伸に対する公
衆衛生学的なアプローチの手法、考え方について説明できること。
5.講義で学んだ内容について、信頼できる資料を引用して、わかり
やすく説明できること。

授業計画：公衆衛生学は、永続可能な社会を構築する上で不可欠な
健康の維持・増進および疾病予防に貢献する学問である。ヒトの疾
病予防および健康維持に関わる項目（疾病対策，環境，健康統計，
疫学研究，メタボリックシンドローム，認知症，喫煙，労働衛生，
感染症）について基礎的な考え方を学ぶ。
講義は、プリントを配布し、デジタルプロジェクタ等の使用による
ビジュアルな資料・事例を提示して行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
基
盤
科
目
）

地理学基礎

授業形態：講義
目標：地理学的思考を修得させ、多様な社会現象を空間的側面から
考察する力を身につけさせることを目標とする。
授業計画：人文地理学の思考とはどのようなものか、「場所」「地
域」「景観」など地理的概念の基礎について講義することからはじ
める。そのうえで、文化、環境問題、政治、都市、村落、言語、政
治、都市、村落、観光などにかかわる社会諸現象について、地理学
的視角から課題を見つけ出し、基礎的概念を応用しながら解説・分
析するプロセスについて、具体例を通して講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）経済活動と法

授業形態：講義
目標：事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる会社法・
金融商品取引法の基本構造や問題点、重要論点を理解することを目
標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつもそれに起因
する環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対し
て多様な法が機能している。
そこで本講義では、「環境法１」・「環境法２」を受講する上で必
要となる法学の基礎知識として、特に企業という経済活動の当事者
に対して、法がどのような規律付けを行っているかを学ぶ。現代に
おける自然環境に関する問題の多くは経済活動から生じているが、
ただ経済活動に規制を加えるだけでは、持続可能な社会を実現する
ことはできない。環境問題への対処と経済社会の発展の両立を考え
るためには、経済社会の構造や経済活動の主な主体である企業につ
いて理解しておくことは不可欠である。ここで学ぶ私法の基礎理解
は、「行政活動と法」（公法の基礎）や「国際法と共生社会」（国
際法の基礎）と共に、環境法を理解する上で重要なものである。
授業の序盤ではまず、法学の初学者に向けた入門的な説明を行い、
民法上の所有権など現代の経済社会を支える基本概念の説明を行
う。また、企業が公共事業に関与する場合などには、行政法などに
よる規制も別途関係することから、必要に応じて、私法との違いに
ついても説明する。そのうえで、特に会社法や金融商品取引法を中
心として、事業を行う際の取引環境を形成する上で基礎となる法規
制に関する概括的な説明を行い、その基本構造や問題点、重要論点
について解説する。授業は講義形式で行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

行政活動と法

授業形態：講義
目標：この授業では、国や地方自治体が環境政策を立案したり、法
的な規制を行なっていく上で基礎となる憲法および行政法の基礎理
論や概念、基本的原理等を理解した上で、そこでは何が問題ないし
は論点として議論されるのかについて自ら考える力を養うことを目
標とする。

授業計画：環境への負荷の少ない健全な経済の発展を図りながら
「持続可能な社会」を目指すには、単に経済活動に規制を加えるだ
けではなく、国や地方自治体、企業、国民（住民）、そして内外の
民間団体も含め、これらのものが有機的連携をはかりながら、能動
的に協働していく必要がある。別な言い方をすれば、環境領域の秩
序は、これまでのように国や地方自治体が独占的に決定するもので
はないということである。しかしながら、依然として国や地方自治
体は、民主主義制度の枠組みにおける公共性の担い手として、その
役割は意識的に矮小化されるべきものではない。
この科目は、「持続可能な社会」の実現に寄与すべき国や地方自治
体の法・制度を今後発展的に学習するための出発点となる基礎理論
や概念を理解するためのものである。具体的には、法学の初学者に
向けた入門的な説明として、国や地方自治体が政治や行政を行なっ
ていく際の準拠法である憲法および行政法の基礎理論や概念、基本
的原理や構造、そして重要な論点を学んでいく。なお、授業は講義
形式で行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

環境哲学・倫理学

授業形態：講義
目標：エコシステム／社会システム／人間存在の歴史的変遷を俯瞰
的に捉えることで現代社会の歴史的位相について講義するととも
に、そこから現代社会を構成する主要な対抗軸について論じる。そ
して現代社会に生きるということの意味を再考することによって、
「環境の世紀」に生きる心構えを養う。
授業計画：環境主義の誕生、自然保護主義の誕生、環境と国際社
会、エコロジズム、環境倫理学、ディープ・エコロジー、現代環境
思想の衰退、持続可能性概念とその問題性、新たな環境哲学の試み
といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科

目
）教育福祉学A

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１.社会福祉に関する日本の公共政策と実践活動を総合的に理解する
ための必要な基礎的知識と原理的知見を学び、その学んだ内容につ
いて問う問題に答えることができること。
２.教育に関する諸事象を多角的総合的に理解するために必要な基礎
的知識と原理的知見を学び、その内容を問う問題に答えることがで
きること。

授業計画：教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学について基礎
的な知識を学ぶ科目である。この授業では、教育福祉学の理念、社
会福祉の価値、福祉国家の展開過程、学校制度の諸問題や多様な学
びのあり方など、教育福祉に関する基礎的な知識を身につけること
を目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資料等を
見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授業時間
外学習を課すものとする。

（【28】.児島亜紀子/8回）
教育福祉学を構成する社会福祉に関わる基礎的知識について講義す
る。

（【54】②.吉田敦彦/7回）
教育福祉学を構成する教育に関わる基礎的知識について講義する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉学B

授業形態：講義
目標：本科目では、教育福祉学を構成する社会福祉学と教育学につ
いて基礎的な知識を学ぶことにより、以下の能力を身につけること
を目標とする。
１.教育福祉学という領域についての概要を理解できること。
２.教育の原理と福祉の原理について、その理論的課題も含めて理解
できること。
３.人間の営みを、教育と福祉という複眼的視点から考察することが
できること。

授業計画：「教育福祉学A」に引き続き、教育福祉学を構成する社会
福祉学と教育学について基礎的な知識を学ぶ科目である。教育と福
祉の相互補完的な関係、自己実現を支援するための臨床教育学的な
知見、現代の教育改革の動向と教育福祉学的課題、持続可能な未来
のための福祉と教育については森岡が、ひとり親、障がい者、児
童、高齢者といった人びとの抱える生活上の問題と社会福祉の取り
組み、日本の社会福祉の政策動向と教育福祉学的課題については児
島が講義を担当し、教育福祉の現代的課題に関する知識を身につけ
ることを目標とする。なお、この授業では配布されたレジュメや資
料等を見直し、疑問点や課題を抽出し、調べて整理するといった授
業時間外学習を課すものとする。

（【86】.森岡次郎/7回）
持続可能な未来の実現に向けた教育面の課題について講義する。

（【28】.児島亜紀子/8回）
持続可能な未来の実現に向けた福祉面の課題について講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

人間形成論

授業形態：講義
目標：人と人の間でそれぞれの自己が形成されていくプロセスと諸
相について理解できる。
具体的には、
１．人のもつ気質やパーソナリティについて類型的に見分けること
ができる。
２．自我（ego）と自己（Self）の心理的な働きについて説明でき
る。
３．自分が学んだ学校教育を相対化して、教育の根本的な意義を考
えることができる。
４．人間の発達・形成を、年齢段階に適したプロセスとして捉える
ことができる。
５．人間形成において影響を及ぼす他者の存在と関与について考察
できる。
６．人間形成が営まれるインフォーマルな「文化」の意義を認識で
きる。
７．アイデンティティの自己形成について物語論的に記述できる。

授業計画：イントロダクションに続いて、気質と個性、自我と自
己、オルタナティブ教育、人間の発達と人類の歴史、芸術としての
教育、バイオグラフィー、自然と文化と人間（季節の祝祭）、アイ
デンティティ（自己物語）、生と死といのち、「他者」との出会
い、ブーバーの応答的人間形成論、持続可能な未来のための教育、
オルタナティブな世界は可能か、自己形成史作成のガイドラインと
いうテーマについて授業を進めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

生涯学習概論

授業形態：講義
目標：本講義では、誕生から老いまでの人間の生涯発達プロセスを
踏まえ、学び成長する主体としての人間形成と、生涯にわたる学習
を保障し支援する社会のあり方、とくに家庭教育と学校教育と社会
教育の連携について、生涯学習政策の動向を概観しながら理解させ
る。
授業計画：本講義では、人間が生涯にわたって「学ぶ」ということ
の重要性、近代学校の限界と生涯学習の意義について確認し、学校
教育と学校外の学びと教育の実例を取り上げ、ユネスコの教育政策
と生涯学習の最新動向についても学びつ、市民的公共性と生涯学習
関連施策の現状についての理解を深める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基

盤
科
目
）

社会福祉原論

授業形態：講義
目標：社会福祉と呼称される政策および援助実践(ソーシャルワー
ク)の対象やそれらを存立せしめる原理、および社会福祉の管理運営
について学ぶ科目である。この授業では、社会政策や社会福祉政策
の基礎的な概念、政策の原理と援助(ソーシャルワーク)の原理との
違い、ロールズやセンなどの規範理論、社会福祉サービスの組織と
経営に関わる基礎理論、社会福祉サービスの経営と管理運営に関す
る基本概念など、社会福祉の原理と政策，管理運営に関する知識を
身につけることを目標とする

授業計画：(オムニバス方式／全15回)
(【28】.児島亜紀子／8回）福祉哲学、社会福祉原理論の立場から、
社会福祉政策の意義、政策課題、政策原理と援助原理、社会福祉の
倫理、近時の規範理論、ニーズと資源などについて、基礎的な理解
を深める。

（【92】.吉原雅昭／7回）ソーシャル・アドミニストレーション論
的観点から、組織や団体における問題解決過程のモデル、社会福祉
予算の編成と執行過程に関する基礎知識、ソーシャルワーカーの職
務環境などについて、基礎的な理解を深める。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤

科
目
）

ソーシャルワーク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークにおける相談援助活動の実際と、総合的か
つ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について学ばせる。多彩
なゲストスピーカーおよびその活動によって専門職の概念と範囲を
明らかにする。専門職倫理に対する理解を深める。
授業計画：全15回を通じて、社会的排除・虐待・低所得者／ホーム
レス・その他をテーマに、多彩なゲストスピーカーおよび担当教員
による講義を行い、質疑応答や小グループディスカッションを通し
て、自己の価値観とも向き合いながら、専門職倫理に対する理解を
深めるよう努める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

基
盤
科
目
）

スクール・ソーシャルワー
ク概論

授業形態：講義
目標：ソーシャルワークの知識、理念、技術に基づいて、子ども家
庭相談体制の一環として、学校という場でスクールソーシャルワー
クを展開することの意義と特性、過程、理論を理解することを目指
す。
授業計画：児童を取り巻く環境と学校、スクールソーシャルワーク
の意義と理念、海外のスクールソーシャルワーク、実践モデルと支
援方法、エビデンス・ベースド・プラクティスなど基本的な知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤

科
目
）

保育学概論

授業形態：講義
目標：保育学の基本的な視点、方法論を学ぶための科目である。こ
の授業では、保育・育児を取り巻く社会的状況と、それに対応しよ
うとする保育の制度・理論（思想）、およびその歴史的変遷につい
て、基本的な知識を得ることを目指す。
授業計画：保育を取り巻く社会的情勢、保育制度と保育内容の歴史
的変遷、子ども観と保育思想の歴史的変遷、現在の保育所保育指針
に結実する保育所保育の基本理念についての基本的な理解をもたら
すための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

コラボレーション論

授業形態：講義・演習
目標：多様な側面を持つ人の健康および福祉を回復、維持、向上あ
るいは育むためには、人が本来持つ強さを活性化する支援が重要で
あり、その支援には、多様な領域の専門性と同時に各領域をつな
ぎ、支援を全体として統合する各領域間の連携・協働が必修であ
る。本講義では連携・協働の基礎的概念と実践を理解することを目
的とする。
授業計画：最初に連携・協働の概念について概説する。また、具体
的な事例を通して各領域のニーズの捉え方と連携・協働について学
ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を有する対象者の
課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、各専門職の支援の
視点を知り、連携・協働について考えていく。さらに、演習では、
福祉、教育、保育などさまざまな専門職の視点から事例検討をする
ことで、連携の意義と課題について学ぶ。内訳は、講義が11回、演
習が4回である。

講義　22時間
演習　8時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

グローバル・コラボレー
ション論

授業形態：講義
目標：目標：本授業では、（１）急激なグローバル化による現代社
会の諸問題の理解と論述、（２）グローバル・シティズンシップの
多義性についての理解と論述、（３）SDGsの意義と背景を的確に理
解と論述ができることを到達目標とする。

授業計画：（オムニバス方式／全15回）
（【54】②.吉田敦彦／4回）
グローバル化（globalization）とは何か、グローバル化と社会変容
（日本国内・国際社会）、グローバルな協働・連携（ニュージーラ
ンドの多文化性と民族間連帯）
（【44】.東優子／4回）
アイデンティティの複層化とインターセクショナリティ（人種・民
族・エスニシティ・社会階級と多文化共生の課題・ジェンダー／セ
クシュアリティ）、グローバルな協働・連携（ベトナムとの社会課
題解決型連帯の試み）
（【16】②.伊井直比呂／3回）
グローバルな協働・連携（日本国内での外国籍児童生徒の教育と社
会参加・フィリピンの貧困課題と国内課題の異同と連携）、グロー
バル・シティズンシップ教育（GCED）と人権教育
（【53】.山野則子／4回）
グローバルな協働・連携（スウェーデンの移民政策と日本の縮小社
会の課題－社会保障の観点から－・国内における諸問題との関連
性、持続可能な開発と人間開発から考える協働・連携の価値、国際
ソーシャルワーク

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールA

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択し、文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールB

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールAに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールC

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：学生が自分の問題関心や将来の希望から所属する演習を
選択する。文献講読、学生による研究発表と共同討議、フィールド
ワークやサーベイ調査などと共に、次年度の卒業論文作成に向けて
の準備を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
基
盤
科
目
）

教育福祉ゼミナールD

授業形態：演習
目標：教育福祉に関する問題関心を学術的に深めることを目的と
し、研究の基礎となる文献の検索、読解、討議の方法などについて
習得することを到達目標とする。具体的には、以下を達成目標とす
る。
１．教育福祉に関する問題を発見し特定することができる。
２．問題を分析するための基礎的文献を収集、読解、整理すること
ができる。
３．演習成果についての議論、発表、質疑応答ができる。

授業計画：教育福祉ゼミナールCに引き続き、卒業論文作成の準備と
なる学習を進める。文献講読、学生による研究発表と共同討議、
フィールドワークやサーベイ調査などを含めて行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

生産システム科学

授業形態：講義
目標：グローバルな競争環境において，製品をライバル企業より早
く・安く・高品質に生産するためには，効率の良い高度な生産シス
テムが必要である。本講義では，生産システムの基本構成および基
本原理を理解するとともに，その設計・管理・運用方法の基礎を学
ぶ。
授業計画：生産システムの基本的な概念および設計・管理・運用方
法の基礎に関する授業として，具体的には，（1）生産システムの概
念と変遷，（2）線形計画法に基づく生産計画，（3）資源所要量計
画，（4）ラインバランシング，（5）生産スケジューリング，（6）
在庫管理，について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

生産管理システム

授業形態：講義
目標：知識情報処理の代表的な活用分野である工業製品の生産にお
ける「物の流れ」に関する設計・管理・運用法を体系的に学習させ
る科目である。生産管理システムの基本要素である全般的生産計
画、生産プロセス計画、生産スケジューリング、生産実施、生産統
制の概要が理解できるようにし、その具体的な手法を修得させる。
授業計画：生産管理方式の歴史的展開、生産形態に応じた生産管理
システムの特徴、在庫管理、MRPシステム、トヨタ生産方式、製品設
計、品質管理、動作時間研究と標準時間の見積法、生産プロセス計
画、生産計画における線形計画法、全般的生産計画モデルと生産計
画法、生産スケジューリングの定理と最適解法などの項目につい
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

生産科学

授業形態：講義
目標：ものづくりの過程の中の設計段階を主対象として，作業項目
とその実施に必要な技術の基本原理および特徴を学ぶ。ものづくり
の流れ，ものづくりを構成する種々の段階と作業項目の概略を理解
するとともに，設計段階の構成と作業項目，設計における最適化，
設計情報の共有手段としての製図とその基盤となる図形科学の基礎
について理解する。
授業計画：ものづくりにおける設計段階に関する基礎的な授業とし
て，(1)ものづくりの流れ，(2)設計段階の構成と作業項目，(3)数理
最適化と設計における活用，(4)設計情報共有手段としての製図とそ
の基盤となる図形科学，について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マーケティング・サイエン
ス

授業形態：講義
目標：企業の市場環境に対する適応行動を分析するための理論を修
得することを目標とする。そのために以下の下位目標を達成する。
１.市場価値を創造するためのセグメンテーション、ターゲティン
グ、ポジションニングが説明できるようになること
２.新製品開発やブランディングなどの製品対応、コストや需要・競
争・消費者の心理面などを考慮した価格対応、広告や販売促進など
のコミュニケーション対応、チャネルの選択や管理などの流通チャ
ネル対応の4つのマーケティングの構成要素が説明できるようになる
こと
３.テスト・マーケティング手法などの市場管理手法が説明できるよ
うになること

授業計画：企業が適応行動をとるためには消費者行動への深い理解
が避けられない。本講義では消費者行動モデルをベースにしたマー
ケティング理論を講義する。具体的には、マーケティングの考え
方、消費者情報処理と知識構造、消費者データの情報処理、マーケ
ティング意思決定、マーケティング戦略、などの基本的な理論を解
説し、応用例として、サービスマーケティング、インターネット
マーケティングなどを解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
） 情報技術と企業活動

授業形態：講義
目標：情報技術をキーワードに持続的な企業活動を行うための基礎
となる知識と思考法を身についけることを目的としている。
授業計画：企業活動と情報システムを分析する方法を身につけた
後、具体的な事例に適用し理解を深める。具体的には、情報システ
ムの経済・経営効果、情報システム開発、IT経営の分析ツール、情
報システム評価概論、事例分析、MOTについて講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
） データマイニング

授業形態：講義・演習
目標：統計処理と機械学習のデータマイニング手法の内容やツール
の活用方法を学び，それらを実際のデータ分析に適用する技能を習
得する。
授業計画：決定木分析,RFM分析,データ視覚化,クラスタリングに関
する基本的なトピックについて内容を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

ソーシャルモデリング

授業形態：講義・演習
目標：経済・経営などの社会科学分野におけるシミュレーションに
ついて、実際の状況からモデル化する方法、ツールを活用した実際
のシミュレーションの実施方法、そしてその評価方法について学習
し、自ら社会現象をシミュレートできる能力を習得する。
授業計画：マクロシミュレーション、およびマイクロシミュレー
ションに関するモデル化の方法、ツールを使った実装および実行方
法、そしてその評価方法に関する基本的なトピックについて基本的
な知識を習得させる。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）

ビジネス・インプリメン
テーション

授業形態：講義・演習
目標：実際のPOSデータをハンドリングして、基礎分析を行いなが
ら、解決すべき問題を特定する技術、およびその問題を解決するた
めの分析手法について理解を深める。
授業計画：データの分析と実店舗での観察を織り交ぜながら、問題
を発見する。データと実際の問題が発生する事象とを対応付けなが
ら理解し、その問題解決のための観点を学習する。

講義 20時間
演習 10時間

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情

報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ビジネス・アナリティクス

授業形態：講義
目標：ビジネスデータを扱い、分析を行いながら問題を解決してい
く上で、必要な経営学・経済学・マーケティングに関する基本的な
内容について理解を深める。
授業計画：データマイニングに関係する経済学の内容、データマイ
ニングに関係する経営学の内容、データマイニングに関係するマー
ケティングの内容について基本的なトピックを講義し、内容を習得
させる。

（【52】.森田裕之/8回）
データマイニングに関連する経営学，マーケティングの内容につい
て講義する。

（【56】.渡邊真治/7回）
データマイニングに関連する経営学，経済学の内容について講義す
る。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

知識情報システムの開発・
運営

授業形態：講義
目標：情報システムを開発・運営する上で必要となる分析、設計、
開発、運営などの各プロセスを、現代の情報システム開発・運営に
おいて適用されている代表的な方法論および技法に関する講義によ
り修得・理解する。
授業計画：情報システム開発・運営の概要、情報システムの分析、
仕様の策定、ネットワークとシステムの設計・開発の概要、ネット
ワークと情報システムの運用管理・保守などの各トピックについ
て、基本的な知識を修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

情報システムの性能と信頼
性

授業形態：講義
目標：コンピュータシステムやネットワークの集合体である大規模
な情報システムの構成と、その性能および信頼性を評価するための
基本的な手法を学ぶ科目である。この授業では、さまざまな要素か
ら構成される情報システムを対象として、解析的手法やシミュレー
ションによりその性能を評価する方法、およびシステムの信頼性を
評価する手法に関する知識を身に付けることを目指す。
授業計画：情報システムの構成要素、分散処理や並列処理などの情
報システムの性能向上手法、待ち行列理論による解析的な性能評価
手法、シミュレーションによる性能評価手法、システムの信頼性評
価といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

情報通信工学概論

授業形態：講義
目標：本授業はインターネットや携帯電話等の基盤である情報通信
工学の基礎を学ぶ科目である。基本的な信号処理やフーリエ変換に
ついて理解すること，通信システム，変復調，誤り訂正符号等，デ
ジタル通信システムの基礎について理解すること，半導体とトラン
ジスタ，LSI設計とプロセス等，集積回路の基礎について理解するこ
とを目指す。
授業計画：授業では，基本的なデジタル信号処理，デジタル通信シ
ステムの基礎，集積回路の基礎について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

分散システム

授業形態：講義
目標：分散システム構築のために必要な基礎的知識を身につけるた
めの授業である。分散システムの基礎的な概念と関連技術を理解
し，簡単なサーバクライアントシステムを実装できることを目標と
する。
授業計画：インターネットの基礎，プロセスとスレッド，プロセス
間通信，非同期入出力，分散システムのアーキテクチャ，サーバク
ライアントシステム，分散アルゴリズム，仮想化などのトピックに
ついて基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

Webシステム構築基礎

授業形態：演習
目標：Webシステムを構築するためには，インターネット，プログラ
ミング言語，Web技術等への理解が必要となる。本講義ではWebシス
テムを構築するためのさまざまな基盤関連技術について解説し，演
習を通してそれらの基礎的な概念や実装技術について理解し，空間
情報等の実社会のデータを可視化する演習を通して事例も含めて理
解する事を目標とする。
授業計画：Webシステムを構成する技術やWebシステム用言語などの
項目について基本的な知識を修得させるとともに、空間情報等の実
社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ、Webシステムを構
築できる素養を修得させる。

（オムニバス方式／全15回）
（【61】.大西克実／10回）
Webシステム用言語などの項目について基本的な知識を修得させる。

（【90】.吉田大介／3回）
空間情報等の実社会のデータを可視化する演習事例等をとりあげ
る。

（【61】.大西克実・【90】.吉田大介／2回）（共同）
Webシステムを構成する技術について基本的な知識を修得させる。

オムニバス方式
共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

空間情報システム

授業形態：講義
目標：現代社会に不可欠な基盤である空間情報のしくみを理解し、
活用をめざした素養を培う科目である。この授業では、地球空間に
おける位置座標について歴史的経緯を含めて学び、現代社会におけ
る衛星測位システム(GNSS)を活用した位置座標の取得と活用、さら
にはセキュリティも含めた留意点について、適宜実習ならびに課題
を交えて基本的な知識と応用的に活用する素養を得ることを目指
す。
授業計画：
（オムニバス方式/全15回）
（【73】.永田好克/4回）
回転楕円体と測地座標系、測量の基準点、地図投影法、GNSS測位の
しくみについて基本的な知識を習得させる。

（【73】.永田好克・【90】.吉田大介/2回）（共同）
空間情報の取得について、データ取得実習をまじえて基本的な知識
を習得させる。

（【73】.永田好克/3回）
空間情報のデータ記述と活用技術、空間情報の光と影について基本
的な知識を習得させる。空間情報を活用した研究について具体的な
研究事例を示し、空間情報システムの応用について学ぶ。

（【90】.吉田大介/3回）
空間情報の活用事例について、オープンデータやドローンで取得す
る空撮データの活用などの様々な事例をもとに、基本的な知識を習
得させる。

（【73】.永田好克・【90】.吉田大介/3回）（共同）
空間情報とコンテンツの融合について基本的な知識を習得させる。
これまでの講義を振り返り、空間情報システムに関する知識を深め
る。

オムニバス方式
共同（一部）

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

材料情報学

授業形態：講義
目標：材料情報学で用いる基本的な特徴量および機械学習の原理を
学び、コンピュータを使った機械学習のツールを自ら使用し、材料
情報学の課題を解決できる力を育むことを目標とする。材料情報学
で用いる基本的な特徴量として、金属材料を中心に学習し、材料情
報学における課題と基礎知識を身に着ける。
授業計画：ニューラルネットワークを中心とした、各種の機械学習
手法を解説し、材料情報学で用いる物理的性質、化学的性質、機械
的性質、製造プロセス、組織観察の特徴量について解説する。材料
情報学における機械学習の具体例を交えて講義を行ったのちに、コ
ンピュータを使った機械学習のツールを使用し演習課題を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

人工知能A

授業形態：講義
目標：人工知能の研究では人間の知識をどのようにして計算機に埋
め込むことが重要なテーマの一つであるが、それを経験データや自
分自身の経験から計算機が自ら学習する方法もある。本授業では、
人工知能におけるボトムアップ型手法について講義し、知識をつけ
ることを目的とする。座学による手法の理解とともにグループワー
クを通じて授業の理解を促進させる。
授業計画：まず、人工知能の概要とトップダウン・ボトムアップア
プローチの違いを解説する。次に、ボトムアップアップアプローチ
として標準である機械学習とソフトコンピューティングを解説す
る。また、コンピュータを使った実装方法や関連する最適化理論に
ついても解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

人工知能B

授業形態：講義
目標：人工知能システム開発の基本的な視点と考え方を学ぶ科目で
ある。計算機による出力結果の説明性(explainability)を人間の概
念レベルで担保することの重要性が、特に人間との協調問題解決の
文脈で再認識されている。この授業では、論理指向型AI（トップダ
ウン型手法）について講義し、ill-definedな問題を対象とした問題
解決スキームとしてのルールベースシステム、一般問題解決器や知
識モデリングに関する基本的な知識、技能を得ることを目指す。
授業計画：ルールベースシステム、GPS(GeneralProblemSolver)によ
る問題解決の定式化手法、オントロジー工学に関する基礎的な知識
を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）

ヒューマンコンピュータイ
ンタラクション

授業形態：講義
目標：ヒューマンコンピュータインタラクションについて人間工
学、感性工学などの観点から学習し、さまざまな種類のインタ
フェースの特徴や具体例、ヒューマンインタフェースの設計と評価
手法に関する知識を修得することを目指す。
授業計画：人間工学と感性工学、情報処理システムとしての人間、
インタフェースの仕組み、代表的なインタフェースを用いた対話環
境、情報の可視化技術、自然なコミュニケーションのためのインタ
フェース、仮想現実と拡張現実、マルチモーダルインタフェース、
対話型システムのデザイン、協調的インタラクションの支援手法、
ユーザインタフェースの評価手法といったトピックに関する知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

教育情報学

授業形態：講義
目標：教育情報システムを設計、運用する上で必要となる基礎的な
教育工学の知識を説明するとともに、これまで開発されてきた様々
なシステムを例として、教育情報システムの特性や要件、eラーニン
グ、ユーザ・インタフェース、データ分析・評価等の手法を習得さ
せることを目標とする。
授業計画：学習理論とシステム設計、学習管理システムや情報教育
システムの構築・運用・評価、さらにはユーザインタフェース、グ
ラフィックス、VRなどの要素技術について講義を行い、基本的な知
識を習得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

教育・学習の理論と設計

授業形態：講義
目標：教育を効果的に行うための学問であるインストラクショナル
デザイン（ID）の理論を解説し、学校教育、企業内教育などにおけ
る実践について紹介する。さまざまな実践を詳細に見ながら理論を
理解することを通して、インストラクショナルデザインの基本的な
考え方を習得させる。
授業計画：インストラクショナルデザインの基礎、ADDIEモデル・
ARCSモデル、高等教育におけるインストラクショナルデザインの実
践、企業内教育におけるインストラクショナルデザインの実践、e
ラーニングとID，さまざまなID理論などのトピックについて基本的
な考え方を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

機械学習

授業形態：講義
目標：人工知能システムの要素技術である機械学習の代表的な手法
を学ぶことを目的とする。特に、機械学習のモデルや学習手法を数
理的に学ぶことによって、基本的な機械学習手法の適用可能範囲を
理解することを目指す。また、授業中に適宜課題に取り組むこと
で、実際のデータに応用するための機械学習の適用手法を修得する
ことを目指す。
授業計画：機械学習のための数学基礎、回帰、ニューラルネット
ワーク、サポートベクトルマシン、決定木、アンサンブル学習など
のトピックに対して、数理的な理解に基づいた知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）自然言語処理

授業形態：講義
目標：人間の言語を計算機的に処理するための自然言語処理におけ
る基盤技術とその意義について理解することを目的とする。具体的
には以下を目標とする。
１.自然言語における語という小さな単位から文章という大きな単位
までの基盤的解析技術を説明できる。
２.人間が把握する意味と、計算機での形式的処理との違いを理解
し、前者を後者でどう近似的に扱うかを説明できる。
３.機械翻訳や自動要約などの応用処理において、計算機による形式
的処理単位の解析結果を利用する方法論について、関連論文を読解
し、その特色を説明できる。
４.知識・知能情報システム構築に自然言語処理を活用するための基
盤資源を調査・利用することができる。
５.知識・知能情報システム構築に自然言語処理の基盤モジュールを
活用する方法論を提案し、その方法を評価することができる。
授業計画：自然言語処理で用いられる下記の基礎モジュールと応用
に関する基礎的な専門用語と概念を段階的に講義・解説し、当該分
野における近年の研究論文の内容を理解し、その技術的課題と意義
について他者に説明できる力を錬成する。授業外には、演習的課題
を課し、授業中の講義・解説を実践的に理解することを促す。
・形態素解析と係り受け解析
・統語解析
・意味解析
・規則に基づく処理と機械学習に基づく処理
・機械翻訳および自動要約の考え方
・対話システム
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

情報検索システム論

授業形態：講義
目標：ComputerScience（計算機科学／情報工学）における「情報検
索と検索エンジン」に関する基礎的な知識の修得を目標とする。
授業計画：検索エンジンと情報検索、検索エンジンのアーキテク
チャ、クロールとフィード、テキスト処理、インデックスとランキ
ング、クエリとインデックス、検索モデル、検索エンジンの評価、
分類とクラスタリング、ソーシャルサーチといったトピックについ
て、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）パターン認識

授業形態：講義
目標：様々なデータの中から所望の情報を取得するためには、デー
タの特徴を「パターン」として捉え、その「パターン」をどのよう
に解析・分類・処理するかが重要な基本的技術である。本講義では
その基本技術であるパターン認識について、基本的な理解を得るた
めの各種処理方法についてその概要を学ぶ。
授業計画：パターン認識とは何か、学習と識別関数、誤差評価に基
づく学習、識別部の設計、特徴の評価とベイズ誤り確率、特徴空間
の変換、部分空間法、各種学習アルゴリズムの一般化、ベイズ決定
則について講義を行い、パターン認識の基本的な考え方や各手法の
処理手順を理解し、実際の問題へ応用するための知識を習得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

AIプログラミング

授業形態：講義
目標：本授業では，プログラミングを通してAI開発に必要な数学的
知識を理解することと，プログラミングをAI開発に活用するための
技術的知識を学習することを目標にする。
授業計画：座学で学習した線形代数や確率統計のうち特にAI開発と
関連のある内容についてプログラミングの観点から見つめ直し，
データ分析や最適化，機械学習におけるモデル学習などといったAI
開発に役立つスキルを学習する。コンピュータを用いて実際にプロ
グラミングをしながら授業を進めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ヘルスケアシステム

授業形態：講義
目標：我が国における情報化施策および医療情勢の経緯と現状につ
いて知り、効果的でかつ質の保証された高度なヘルスケア（保健・
医療・福祉）サービスを提供するための情報通信技術の必要性，活
用方法及び課題について理解し、ヘルスケア分野で稼働する情報シ
ステムの企画立案、開発・運用保守を行うためにヘルスケアシステ
ムに関する実務的な基礎知識や基礎技術力を習得する。

授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション，自己学習等によって構成する。「医療と情報システム」に
関する最新のトピックを扱う。

(【47】.真嶋由貴惠)
医療情勢の変化を踏まえた情報化政策や病院情報システムの構成と
機能、評価とシステムなど

(【82】.桝田聖子)
ヘルスケアの特性とシステム、ヘルスケア情報倫理、ヘルスケアシ
ステムの導入と運用・システム評価と改善、ヘルスケア情報の標準
化

（【47】．真嶋由貴惠、【82】．桝田聖子）
「ヘルスケアシステムの未来と課題」に関するディスカッション・
具体的な提案をとおして、ヘルスケアシステムに関する実務的な基
礎知識や基礎技術力を習得させるとともに、ヘルスケアシステムに
関する今後の展望について創造できる能力を習得させる。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ヘルスケアサービス

授業形態：講義
目標：ヘルスケア分野と情報システム分野の橋渡しができるよう
に、ヘルスケア（保健・医療・福祉）分野に関する一般的知識、保
健医療福祉制度、ヘルスケアサービスで活用される重要な理論(行動
変容モデル等)、ヘルスケアサービスに関する基本的知識を理解し、
今後のヘルスケアサービスの在り方について考える。
　
授業計画：授業はアクティブ・ラーニングを主体とし、講義だけで
なく、知識の確認テスト、プレゼンテーションおよびディスカッ
ション、ディベート、自己学習等によって構成する。「医療」に関
する最新のトピックについて、毎回授業の最初に発表し討議を行
う。

(【47】.真嶋由貴惠)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

(【82】.桝田聖子)
社会における医療の役割と課題、医療プロセスとICT・AIの活用、医
療・薬学・看護に関する講義、「医療・生命倫理(尊厳死・安楽
死)」に関するディスカッション

（【47】.真嶋由貴惠，【82】.桝田聖子）
「未来のヘルスケアサービスのあり方」に関する自己学習、ディス
カッション、発表をとおして今後のヘルスケアサービスのあり方を
考え、実践できる力を習得させる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

知
識
情
報
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

情報と職業

授業形態：講義
目標：本科目では、情報化社会で活躍するための、(1)プロフェッ
ショナルの重要性、(2)専門分野(職業)の構築、(3)今後も変革する
情報化社会への対応についての能力を養う。具体的には、下記の内
容を少人数でのチーム演習を通して身に着けることを目標とする。

1.情報倫理、情報関連の法律、企業でのリスクマネジメントを学
び、自らリスク対策を立案することができること。

2.立案したリスク対策をリーダシップを持って効果的に組織に広め
ることができること。

3.情報を効果的に収集し、論理的に整理してまとめることができる
こと。
また、講義は民間企業で実際に行われている事例、手法を用いて行
う。
授業計画：プロフェッショナルの重要性、専門分野(職業)の構築、
教職科目「情報」のための必要な情報技術(IT)とスキルの概要、企
業における情報セキュリティ、情報リスクマネジメントの概要、今
後も変革する情報化社会への対応、自ら将来を開拓するためにリー
ダシップ手法と問題解決手法について、講義と実習を通じて理解
し、実行できる能力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学

類
専
門
科
目
）

地域実践演習

授業形態：演習
目標：本科目は、コミュニティーレベルでの活動の重要性を理解す
るとともに、フィールドワークの体験を通して地域の課題を発見し
地域再生に積極的に取り組むことのできるマインドを身につけるこ
とを目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標
とする。
１．演習テーマに関する現状と課題について説明できること。
２．企画段階での検討、様々な機関との連携協力、無理のない運営
等の重要性を説明できること。
３．協調性をもって、グループ活動を円滑に行えること。
４．活動の成果をわかりやすくかつ正確に他人に伝えられること。

授業計画：本科目は、PBLプログラム（地域再生）の必修科目として
位置づけられている。授業の第1回では、地域での実践活動に関する
基礎知識に関する講義を行うとともに、担当教員が研究対象として
活動している実際のフィールドを体験することを通して、地域課題
を発見するという本授業及びPBLプログラム（地域再生学）の目的を
説明する。次に、1グループ4～5名で構成されるグループ分けを行
い、各グループでフィールドワークの企画を行うとともに、担当教
員が指示した現地活動を行う際の注意事項を遵守しつつフィールド
ワークを体験する。さらに、活動の成果を報告書にまとめるととも
に、最終回に成果発表（プレゼンテーション）を行う。

共同
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）地球環境の化学

授業形態：講義
目標：地球の大気圏、河川・湖沼・海洋の水圏で起こっている現象
を理解するための化学の基礎を講義することで、環境中で起こって
いる様々な現象を科学的に説明する問題に答えることができる。ま
た、大気圏および水圏における物質循環プロセス光の役割、酸化還
元反応、河口付近で起こる現象について問う問題に答えることがで
きる。
授業計画：地球環境における物質循環を理解するために、まず大気
の熱力学について講義し、実際に使える熱力学を学習させる。ま
た、大気組成、平均滞留時間、反応速度論の基礎、微量気体の濃度
と反応、21世紀の環境問題と言われている大気エアロゾル、電磁波
の基礎から地球の温暖化問題と成層圏オゾン問題を根本から習得さ
せる。さらに、水溶液化学の基礎とその環境中での役割を習得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境デザイン通史

授業形態：講義
目標：本授業では、風景、移動、デザインという補助線から環境デ
ザインを主たるテーマに文明史を通史でレビューすることで以下の
能力を身につけることを達成目標とする。
1.環境デザインを考える上での基礎的知識
2.各時代で共有される価値観への理解
3.自然、政治、文化、技術、芸術への横断的思考
4.長尺での思考
授業計画：人類が環境にどのようなまなざしを向け、また環境をど
のように改変してきたのかについて、有史前から現代までの時間ス
ケールの通史でレビューする。補助線として風景、移動、デザイン
という三つを基軸にして、世界史の概略を交えながら、それぞれの
時代において人々が何を求め、どのような解決策を見出してきたの
か、またそれが人々の認識と物理的な環境の改変にどのように結び
ついてのかについて解説する。それによって、環境デザインを考え
る上での基礎的な知識を身につけるとともに、長尺で思考するモノ
の見方をトレーニングする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

資源循環論

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．循環資源の対象となる廃棄物の分類、特徴を纏めて理解できる
こと
２．実プラントでの実習に於いて、簡単な物質収支を計算できるこ
と。
３．廃棄物関連の法律を念頭において、学内の未利用資源を発掘
し、その利用法を提案できること。
授業計画：天然資源（枯渇性資源、更新性資源）を活用するための
コンセプト、我が国の物質フローと循環資源（廃棄物）の現状、資
源の有限性と再生可能性について理解させ、産業活動における資源
の利用のあり方について考えさせる。また、再生可能資源のうち、
バイオマスを取り上げ、その構成要素を理解させるとともに、地球
上における炭素・窒素循環におけるバイオマスの様々な利活用法を
発想できるように履修させる。さらに、大学内における資源循環プ
ロセスの取り組みを紹介し、資源循環プラントを用いた実習を行
う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海洋環境生態学

授業形態：講義
目標：海洋環境と生態系の基本的な機能と構造を理解するととも
に、生物の動態と周辺環境との関わりについて学習することを目標
とする。具体的には、以下の能力を身につけることを達成目標とす
る。
１．海洋の物理学的・化学的基本構造と次空間変動について説明で
きること。
２．外洋・沿岸域・深海底における生態系の機能と構造について説
明できること。
３．生態系のモデリングの基礎について説明できること。

授業計画：本授業では、海洋環境と生態系の機能と構造を理解させ
るとともに、生物の動態と周辺環境とのかかわりについて学習させ
る。まず、海洋および沿岸域の基本構造について講義し、次に、海
洋の流れ、潮汐と潮流、波、海水組成といった海洋の物理・化学過
程とその時空間変動について講義する。また、外洋、沿岸域、深海
底の生態系の特徴について講義し、さらに、生態系モデリングの基
礎について講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

海域環境再生学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
１．海域環境の特性や生態系に関する基礎知識を理解し，それを説
明できる。
２．海域環境が抱える環境問題の歴史的な流れと内容を理解し，そ
れを説明できる。
３．海域環境が悪化するプロセスと，それに基づいた環境再生の戦
略について説明できる。
４．様々な海洋環境再生技術について，その特徴と限界，適用可能
条件について説明できる。
５．海域環境と人間活動・社会活動の共生について，自分の考えを
まとめることができる。

授業計画：海域環境の特性・沿岸域環境の生態系、海域環境問題に
関する歴史、沿岸域・閉鎖性海域における環境問題、沿岸域・閉鎖
性海域における環境再生技術、再生に向けた取組事例、海域環境の
尺度と評価・目標設定について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境生態学

授業形態：講義
目標：人間の生存にとって不可欠な生態系サービスの理解、健全な
生態系の維持と生物多様性の保全を実現するために必要な科学的知
識の習得ならびに価値観の養成を目標にする。具体的には、以下の
能力を身につけることを目標とする。
１．個体群の成長について説明できること。
２．生物間の相互作用について説明できること。
３．適応進化について説明できること。
４．生物多様性の定義と機能について説明できること。
５．生物多様性の危機と絶滅のプロセスについて説明できること。

授業計画：生物の生活と環境との関係が理解できるように、生態系
の構造と機能、生物の環境形成作用、生物種の環境に対する適応、
個体群動態と種間の相互作用、生物群集の構造と多種共存機構につ
いて講義し、生物多様性とその意義、絶滅の要因とプロセスを習得
させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

陸域環境再生学

授業形態：講義
目標：人と自然環境とが共生し、持続可能な環境形成を実現化させ
るための環境再生について、とくに損なわれた自然を回復させるこ
とを目的とした自然再生事業を中心にすえ、自然再生に関わる基礎
理論を習得させ、自然再生事業の実際と問題点を理解させることを
目標とする。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とす
る。
１．自然再生事業の必要性を説明できること。
２．自然の要素を説明できること。
３．自然再生を進めるうえでの原則を説明できること。
４．順応的管理と合意形成の指針を説明できること。
５．自然再生事業の具体的事例をその問題点とともに説明できるこ
と。

授業計画：自然再生の定義と必要性、理論、指針について講義する
とともに、森林、河川・湖沼、高山、農耕地、都市などの様々な生
態系の再生（復元・修復）について事例をあげながら解説する。ま
た、自然再生や生態系回復事業に従事している専門家をゲストス
ピーカーとして招き、事業の実際を紹介する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食品安全論

授業形態：講義
目標：本授業では，以下の能力を身につけることを目標とする。
1.自然毒、細菌、ウイルス、寄生虫、化学物質及び重金属による食
中毒の主な原因食品と発生機序について理解し、説明できること。
2.食品の安心・安全を確保する仕組みについて理解し、説明できる
こと。
3.食品の安心・安全について、信頼できる資料を参照し、一般の人
たちにわかりやすく説明できること。

授業計画：食品安全論では、食品の安心・安全を確保する仕組みに
ついて学習させる。健康の維持・増進には、安全な食品の持続的な
供給が不可欠であり、そのためには、食品の生産から消費までをカ
バーしたフードチェーン全体の安全性を確保する必要があることか
ら、フードチェーンの各段階および全体における衛生管理の手法な
らびにその理論について習得させる。またリスクコミュニケーショ
ンについても学び食品の安心・安全を確保の仕組みについて習得さ
せる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

食糧と環境

授業形態：講義
目標：食糧を生産するためのシステム（露地、植物工場など）の構
成、利点・欠点、SDGs上の意義、利用事例に関する基本的な知識に
ついて身につけることを目標とする。それとともに、食糧生産シス
テムを理解する上で必要とされる園芸学、栽培学、環境工学の基礎
を理解できることも目標とする。具体的には、以下の能力を身につ
けることを目標とする。・食糧生産システムの種類、それぞれの利
点・欠点について説明できること・SDGs上の食糧生産の意義につい
て説明できること・食糧を生産する上で重要な環境要因とその制御
方法について説明できること。

授業計画：従来、食糧の多くは、開放的な露地で生産されてきた。
その結果、周辺環境に影響を与え続けてきた。他方、近年になり、
周辺環境に与える影響の少ない、高度な制御技術を有する半閉鎖
的、または、閉鎖的な植物工場での食糧生産が注目されつつある。
今後、持続的に食糧を供給するためには、周辺環境に与える影響が
少ない食糧生産システムの利用が望まれる。ここでは、露地と植物
工場の得失を、食糧と環境という観点から比較する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ

ム
学
類
専
門
科
目
）

景観計画学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・景観デザインにおける基本的な計画プロセスとデザイン手法を説
明できること。
・植栽デザインの考え方および緑化材料の基本的事項を説明できる
こと。
・日本庭園や西洋庭園のデザイン手法を説明できること。
・景観行政に関する諸制度や行政計画について、概略を説明できる
こと。
・市民参画型の景観まちづくり手法について説明できること。
・都市空間や緑地空間における問題点や課題を抽出でき、その解決
方法を提示できること。

授業計画：近年、都市域や周辺地域においては、良好な景観形成を
計画的に推進することが求められている。本講義では、景観計画に
関するデザイン手法や植栽デザインの考え方を習得するとともに、
具体的デザイン手法の基本となる西洋庭園や日本庭園のデザイン手
法について理解する。また、景観行政に関する諸制度や行政計画に
ついての理解を深めるとともに、各地で実践されている市民参画型
の景観まちづくり手法について習得することによって、課題発掘や
問題解決能力と創造力の向上を目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

防災・安全科学

授業形態：講義
目標：本講義では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1.住宅・建築物及び都市の居住空間における防災・安全の問題につ
いて説明できること。
2.社会と災害・事故のメカニズムとの関係性を説明できること。
3.生活者の視点での安全な居住空間を計画できること。

授業計画：過去の災害事例を解説し、居住空間における防災・安全
問題をハード面・ソフト面から総合的に解説する。対象とする災害
は地震災害、火山災害、台風洪水災害、雪氷災害、火災、日常災害
と幅広く、災害のメカニズム、対策、空間計画における安全性確
保、ユーザーの行動特性等を解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

環境計測学

授業形態：講義
目標：環境測定データの解析に必要な統計手法を用いた解析ができ
る。環境を理解するためにもっとも必要な環境を測る方法である分
光法、クロマトグラフィー、質量分析法、電気化学分析法の原理を
説明することができる。様々な大気や水のサンプリング方法につい
ての問題に答えることができる
授業計画：環境測定データを取り扱う統計学手法、有意差検定など
の環境分析の基本、機器分析における校正法を習得させる。次に、
環境分析の主流となっている分光法、クロマトグラフィーや質量分
析法、電気化学分析法の原理を習得させ、さらに様々な大気や水の
サンプリング方法について実例をもとに紹介し、サンプリングの知
識をつける。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

再生可能エネルギー学

授業形態：講義
目標：地球温暖化を軽減させるためには、化石燃料の消費を抑制
し、温室効果ガスの排出を削減する必要がある。その手段として省
エネルギーや再生可能エネルギー利用など、さまざまなエネルギー
対策が行われている。本授業では、このような観点から、以下の能
力を身につけることを目標とする。
１．地球温暖化や気候変動のしくみについて説明できること。
２．エネルギーの基礎について説明できること。
３．さまざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴について説明で
きること。
４．再生可能エネルギーに関連する技術について説明できること。

授業計画：地球温暖化の問題解決に大きな役割を持つ再生可能エネ
ルギーについて基礎から応用まで幅広く解説する。気候変動のしく
みやエネルギーの基礎環、太陽光や風力、海洋エネルギーなどさま
ざまな再生可能エネルギーのしくみや特徴、さらにスマートグリッ
ドなど再生可能エネルギーに関連する技術等について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境再生の化学

授業形態：講義
目標：本科目では、化学的な手法を用いる環境再生法、関連する各
種データの収集の仕方と収集したデータの解析の仕方に対して、基
本的な知識について問う問題に答えることができることを目標とす
る。具体的には、以下の能力を身につけることを目標とする。
・化学的な環境再生法や関連知識の6割以上について概説できるこ
と。
・各種データの収集の仕方について6割以上について概説できるこ
と。
・収集した各種データの6割以上について解析できること。

授業計画：様々な環境問題に対して化学的に問題解決や改善に貢献
できる環境再生技術について理解させる。特に環境汚染（水汚染、
大気汚染、土壌汚染）や地球温暖化、エネルギーに関する問題を解
決・改善するための最近の要素技術の具体例を織り交ぜて講義する
ことにより、環境再生のための化学的考え方を習得させることを目
指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ミクロ経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・社会システムの持続可能性を考える上で必要となる基礎的なミク
ロ経済学の知識を習得すること。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義の目的は、
市場システムの構造と機能を中心に学ぶことで、社会システムの持
続可能性を考える上で必要となる基礎的なミクロ経済学の知識を習
得することである。また、経済学は、様々な社会経済問題につい
て、論理的思考を突き詰めて現象を説明・予測しようとする学問で
ある。したがって、受講することで「論理的に自分の主張を伝える
能力」を養えることが期待できる。効率的に主張を伝える能力は一
般的なビジネスパーソンにとっても、これから就職の面接に臨む皆
さんにとっても大変重要なものであろう。将来、みなさんがビジネ
スの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを習得し
ていただきたい。

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境アセスメント学

授業形態：講義
目標：地球規模での持続的な発展には、様々な開発行為が地域の環
境に及ぼす影響を事前に調査、予測、評価することによる適切な対
応や対策が求められる。このような観点から、以下の能力を身につ
けることを目標とする。
１．環境アセスメントの重要性について持続可能性の観点から説明
できること。
２．国内外のアセスメント制度や手順について説明できること。
３．環境アセスメントの技術や手法について説明できること。
４．国内外における環境アセスメントの具体例について説明できる
こと。
５．環境アセスメントの今後の方向性について説明できること。

授業計画：持続可能な社会の構築における環境アセスメントの役割
について解説するとともに、国内外のアセスメント制度およびアセ
スメントの手順について講義する。また、いくつかのアセスメント
の事例を紹介し、具体的なアセスメントの実施状況について理解さ
せる。さらに今後のアセスメント展開として、スモールアセスや
SDGsとの関連について解説する。

（＜3＞.大塚耕司/6回）
環境アセスメントとは、環境アセスメントの実際２－海外事例、
SDGs達成のための環境アセスメントの役割を担当する。

（【38】.竹中規訓/1回）
環境アセスメントの技術・手法1－大気・悪臭、水循環、水質・底質
を担当する。

（【27】.興津健二/1回）
環境アセスメントの技術・手法3－廃棄物、温室効果ガスを担当す
る。

（【23】.遠藤祟浩/1回）
技術指針・追跡調査・情報交流・審査会の仕組みを担当する。

（【41】.中山祐一郎/4回）
環境アセスメント関連図書の構成、国や地方公共団体の制度と諸外
国の制度、環境アセスメントの技術・手法4－陸上動植物、水生生
物、生態系、景観・自然とのふれあい、環境アセスメントの実際1
－国内事例を担当する。

（【81】.星英之/1回）
環境アセスメントの技術・手法2－土壌環境、騒音・低周波音・振
動、日照障害・風害・電波障害を担当する。

（【65】.黒田桂菜/1回）
スモールアセスを担当する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

マクロ経済学

授業形態：講義
目標：本授業では次の力を養うことを到達目標とする。
１．マクロ経済学の基礎概念を正確に説明することができる。
２．簡単な数学を使って、マクロ経済学の基本的なモデルを定式化
し、経済分析ができる。
３．現実の経済現象や経済政策について、マクロ経済学の基礎概念
や基本的なモデルを使って説明することができる。

授業計画：一国単位の経済活動について集計的な変数に注目して分
析を行い、貨幣・金融面の諸条件を考慮しながら一国全体の産出
量・雇用水準の決定を扱うのがマクロ経済学である。本授業では、
いわゆるIS・LMモデルを中心にマクロ経済学の基礎を学ぶことを通
じて、一国全体の産出量・雇用水準決定の問題と、それと関連する
重要なトピックスを扱う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ

ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

公共経済学

授業形態：講義
目標：公共経済学の基礎を修得し、公共部門の活動・役割について
理解を深める。具体的には、以下の点について達成できることを目
指す。
1．市場メカニズムの特徴とその限界について理解する。
2．市場経済における公共部門の役割について経済学的な視点から議
論することができる。
3．市場の失敗の具体的な例を挙げながら、その原因と解決策につい
て議論することができる。

授業計画：この授業は、経済社会における政府や公共部門の役割と
市場の失敗について経済学的なアプローチで学ぶことを目的とす
る。経済学、特にミクロ経済学の理論を用いながら、市場経済にお
いて望ましい資源配分が達成されない状況について理解を深めると
もに、そのような状況において社会が直面するさまざまな課題を解
決するために公共部門が行う政策について考える。さらに、経済学
的な視点を通じて環境問題などの具体的な社会の諸問題について理
解を深めていく。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

環境経済・経営学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．環境問題の基本構造と企業活動の関係について説明できること。
2．企業の社会的責任について説明できること。
3．環境に配慮した企業経営の具体的事例について説明できること。

授業計画：本講義では市場経済における主要な活用主体である企業
活動を軸に据えつつ、環境問題の基本構造と企業活動の関係につい
て基本的な視点とその考え方について学ぶ。具体的には企業活動に
伴う環境汚染、企業の社会的責任、環境に配慮した企業経営のあり
方に関する基礎的な知識を学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

企業の経済学

授業形態：講義
目標：本科目では、以下の能力を身につけることを目標とする。
・新聞やニュースで企業の活動や戦略について知ったときに、経済
学のツールを使うとどのように理解できるかを説明できること。

授業計画：本講義は講義形式によるものである。本講義では、入門
的なミクロ経済学で扱う生産者行動モデルだけでなく、寡占・独占
とよばれる企業数が少なく、企業同士の戦略的関係が重要になる状
況を考える。また、公共政策や環境問題のような社会現象だげでな
く「なぜ、せっかく作った作物を捨てるの？」、「なぜ、赤字なの
に生産をやめないの？」などといった身近な問題についても経済学
のツール(道具)を使って考える。この講義の目的は、将来、学生が
ビジネスの世界で活躍するのに役立つ知識として経済学のツールを
習得してもらうことが目的である。経済学的な考え方を身につける
と、「社会を見る目」がきっと変わるはずである。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科

目
）環境法1

授業形態：講義
目標：私法上の権利・法益侵害の救済手段である不法行為法の基本
概念の理解、条文に示された基本ルール及び各事件類型の判例準則
（各具体的被害類型での裁判所の対応）についての基本的な理解を
示すことができることを目標とする。

授業計画：我々は、生存のための経済活動を営みつつ、それを原因
として環境や人への悪影響を必然的に発生させており、それらに対
して多様な法が機能している。国内社会を見れば、私人間の関係の
みならず私人と国や行政との関係を、国際社会では、国家間の関係
を規律するルールが存在し、社会を秩序づけている。
本授業では、関連する法学基礎科目（「経済活動と法」「行政活動
と法」「国際法と共生社会」）で学んだ内容を前提として、まず環
境法分野の総論部分として、日本における公害・環境被害の歴史や
環境法の発展過程及びその理念、その諸領域を扱い、環境権を私権
と対比させながら学ぶ。その上で、我々の経済活動に起因する環境
や人への被害に関する救済方法を民事法中心に学習する。本学類で
は、環境を自然に限定していないことから、これをやや広く捉え、
私生活を取り巻く社会環境全体を念頭におき、それらの侵害につい
ての救済に関する法のルールを学ぶ（企業の民事責任のみならず、
国家の賠償責任も対象とする）。経済主体である企業や個人の活動
の自由の限界に関する不法行為法の基礎理論を概説した後、個人の
生命身体が直接害された典型例を皮切りに、私生活環境や住環境に
関する事故、公害･環境訴訟に関して、個々の被害類型の特徴を押さ
えながら学習する。最後に、「環境法2」への架橋として、本講義で
扱った救済方法の特性と限界を示す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会

シ
ス
テ
ム
学
類
基
盤
科
目
）

環境法2

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1．行政法の基本原則や行政法令の基本的枠組みについて説明できる
こと。
2．環境問題に対する行政機関の関わりについて説明できること。
3．様々な環境問題に対する個別の行政法令についてその基本的な内
容を説明できること。

授業計画：本授業では、関連する法学基礎科目を土台とし、かつ先
行する「環境法1」の内容を踏まえた上で、環境問題に関する法制度
（国際法を含む）に関する講義を行う。国家と私人との関係を規律
する公法分野、特に行政活動に関する法令の基本的枠組みは「環境
法2」を理解する上で必須である。そのため、環境法理解のために必
要な範囲で行政法の基礎知識を取り上げた上で、個別の環境問題に
関する法制度や環境紛争について解説してゆく。また、環境法は国
際環境条約の国内実施としての役割も担っているため、主要な国際
環境条約についても講義の対象とする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社

会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境政策学

授業形態：講義
目標：本授業では、以下の能力を身につけることを目標とする。
1. 現代社会における人間活動と環境問題の相互作用の特徴について
説明できること。
2. 共有資源問題といった基礎的な理論枠組みを用いて現実社会の環
境問題について説明できること。
3. 環境問題の解決に向けた複数の政策手段について、その長所と短
所を説明できること。

授業計画：社会科学の視点に立ち環境政策の基本的な視点と考え方
を学ぶ科目の一つである。この授業では、持続可能な社会の実現に
必要となる市場、政府、共同体の役割について基本的な考え方を学
ぶ。具体的には資源配分における市場の役割、市場の失敗、政府介
入の効果、共有資源問題、日本の公害行政、持続可能な開発目標に
関する基本的知識を習得することを目指す。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

基
盤
科
目
）

国際政治学

授業形態：講義
目標：国際社会で起きている問題を一面的かつ当座のものとして見
るのではなく、政治的・歴史的・構造的かつ分析的に観察できる視
点を養う。また、そうした問題を力や利益といった視点、正当性や
平等といった社会正義の視点から見るだけではなく、偏見や差別、
熱情といった一見非合理にも思えるような視点からも理解できるよ
うにする。
授業計画：国際政治学の基本的な考え方や方法の基礎を学ぶととも
に、内戦や国家破綻、貧困問題、環境問題、移民・難民問題など現
代国際社会が直面するアクチュアルな問題を取り上げながら、問題
の背景、原因、解決に向けての取り組みなどを多角的に分析する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

都市と経済の地理学

授業形態：講義
目標：都市や地域の経済発展は，産業の立地の強い影響を受ける。
一方，産業立地や経済発展は都市・地域によって違いがある。本科
目は，産業立地と都市・地域の経済発展について経済地理学の視点
から理解することを目標とする。理論と具体的事例を関連づけて説
明し，学生に都市や地域の経済発展について考える視点を習得させ
る。
授業計画：産業立地論，製造業の地理的集積と分散，サービス業の
立地とその変化，商業・オフィスの立地の理論と実際，日本と世界
の都市システムといったトピックについて理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

環境社会学

授業形態：講義
目標：環境問題はまぎれもなく社会の問題である。その解明と解決
には、人間社会と自然環境をつなぐ生産と消費の仕組み、国家、市
場、社会制度や社会構造などを批判的に捉える大きな視点が必要で
ある。だが同時に環境問題は、問題にかかわる（ぶつかる）人びと
それぞれが、現実とその解釈のはざまで「生きる」こと、「生活す
る」こと、その息遣いを聞くことも必要である。環境問題を読み解
き、解決の糸口をつかむには、常に両者の接点に身をおきながら社
会を新たにデザインし、実践していくことが必要であろう。この授
業では、まずは社会学の基本的な思考法やものの見方について身に
着けること、そして具体的な問題を用いながら、環境を人びとの暮
らしの文化や社会との相関という視点で読み解き、実践へと繋がる
見聞する力を養うことを目標とする。講義形式をとるが、参加者と
の積極的な対話を軸にすすめる。
授業計画：まず、イントロダクションとして、環境史を概観した上
で、現代の環境問題と「環境と社会」の学としての環境社会学の成
り立ちをふり返る。その上で、生活世界としての人と環境のインタ
ラクションがどう構築されているか、近代化・開発による生活環境
の変容と受益・受苦の構造がどうなっているのかを整理し、「シャ
ドウ・エコロジー」など日本と発展途上国の生活世界の連動してい
る現代的状況を検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）文化の社会学

授業形態：講義
目標：「宗教」に着目し「文化」を考察する。21世紀、グローバリ
ゼーションが刻々進展する時代にあって、社会や伝統の屋台骨をな
す宗教文化を見つめ直すことは極めて重要である。それは「21世
紀、東アジアの片隅で生きる私たちが、いかに地球的規模の共生社
会を展望することができるかを、理論的に問う」基礎となる。
授業計画：下記のトピックスについて論じることで、基本的な宗教
社会学の概念・理論・学説史について修得させる。宗教と呪術と科
学、民俗宗教と教団宗教、新宗教／新新宗教／スピリチュアリティ
の興隆、社会学における宗教の位置；デュルケームとウェーバー、
市民宗教論；宗教から見るアメリカ合衆国、グローバリゼーション
時代における宗教；現代社会における宗教・権力・秩序、世俗化論
を越えて、など。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

共生社会とアイデンティ
ティ

授業形態：講義
目標：この講義では、社会構造やさまざまな社会制度が、人々のア
イデンティティをどのように形作り、また変容させうるのかについ
て考えていく。その際、特に心理学における類似の議論との対比を
しつつ、社会科学における捉え方の理解を通して、この領域のもつ
重層性について把握させる。
授業計画の概要：アイデンティティの捉え方の諸相と社会性、役割
理論、自我形成における他者の役割、スティグマとパッシング、動
機の語彙論、逸脱のラベリング論、感情管理と感情労働、ポストモ
ダニティと自己統治などの項目について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

文化と景観

授業形態：講義
目標：一般用語であり、かつ、地理学および隣接諸分野において重
要な位置を占めてきた「文化」と「景観」という考え方について、
さまざまな事例の読解を通して理解・習得させることを目標とす
る。
授業計画：地理学や隣接諸分野における「文化」「景観」の概念や
その展開に学習するとともに、社会において「文化」や「景観」が
どのように取り扱われているか、そのような現象を地理学的視角か
らどのように分析し説明することができるか、また、社会における
諸活動にどのように還元していくことができるのか、現代社会にお
ける諸現象に焦点をあて、講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

文化と共生

授業形態：講義
目標：国家や資本主義的世界経済の支配の下に置かれてきた人々の
視点から、世界の不公正な成り立ちがどのように見られ、抵抗され
たのか、そして彼らは、いかにしてそこから逃れようしてきたのか
を理解させ、アフリカやアジアなどの世界システムの周辺に生きる
人びととのあり方と、現代日本社会のあり方を比較対照できる能力
を身につけさせることを目標とする。
授業計画：資本主義経済に抗する「モラル・エコノミー」の実践、
資本主義経済と文化、ナショナリズムと社会的排除、公共性の創出
といったことについて、具体的事例を通して講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

現代社会の倫理学

授業形態：講義
目標：現代社会と倫理について応用倫理学の枠組みから思考する講
義である。応用倫理学は倫理学の一分野であり、テクノロジーの進
展を中心とする現代社会の倫理問題群に取り組む学問である。本科
目では、現代社会に生きるわたしたちが抱えたさまざまな倫理問題
の所在を明らかにしながら、とくにテクノロジーや資本主義との関
係から思考する。現代社会の倫理問題群について、「何が考えられ
なければならないのか」という基本的かつ実践的な視点の持ち方を
理解することをめざす。
授業計画：講義では適宜、視聴覚資料を活用する。取り上げるテー
マは、応用倫理学のなかでも、「情報倫理」「戦争倫理」「生命倫
理」「動物倫理」「環境倫理」などを中心とした初歩的な内容を扱
う。具体的には、ロボットの倫理・医学実験の倫理・動物の権利・
正戦論と兵器制御・脳科学と監視・エンハンスメント・死刑と殺
人・国家と暴力・国際協力の倫理・世代間倫理などのトピックにつ
いて基本的な理解を深める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

環境哲学と現代社会

授業形態：講義
目標：本講義では、環境問題の起源はどこにあるのかといった問い
から、科学技術の未来、リアリティなき生、関係性の病理や“生き
づらさ”など幅広く、自然―社会―人間の問題について考え、それ
によって現代社会を多角的に分析する環境哲学の射程について理解
することを目標とする。
授業計画：「ヒト」と「人間」、文明と人間、人間における自由、
近代社会システムの成立、「戦後」社会、現代科学技術の帰結、生
活世界と人間の「生」、自己と他者、人間存在における「共同」と
いったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

日本の歴史環境

授業形態：講義
目標：本講義の目標は、現代の市民社会の一員として未来を担って
いくべき主体として、現代日本を構成している歴史的環境を構造的
に把握し、将来を豊かな歴史認識にもとづいて構想していく能力を
身につけさせることである。
授業計画：日本史の概説について講義しながら、現代日本に関わる
歴史的諸問題の起源と構造について考察を行なう。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

環
境
社
会
シ
ス

テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

個人創造の思想史

授業形態：講義
目標：個人を社会関係や権力関係など多様な環境のなかで理解させ
る。近代とは何かを考えるきっかけを与え、考えを深めさせること
を目標とする。
授業計画の概要：近代の歴史において、人間観や個人観の変遷がい
かなるものであったか、いかなる個人を近代人は構想し、それを国
家や社会といかに結びつけてきたか、そしてそのことと近代の権力
はどのような関係にあったのか、それらを歴史的・思想史的に考察
しながら講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

社会文化史

授業形態：講義
目標：ひとつの社会は、多様な文化を通してその世界観、価値観、
思想性などを表現している。したがって、ひとつの社会の生み出し
た文化を知ること、認識すること、分析することは、その社会の世
界観、価値観、思想性を再構成することでもある。本講義では、文
化の解読を通して、ひとつの社会のあり方を深く考察する。そのさ
い、文化の分析方法、そして社会のなかの価値や思想を把握する方
法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。アートとその社会的文脈、アー
トの分析方法、社会思想の歴史、近代とはなにかなど。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

社会政治思想

授業形態：講義
目標：人類はその歴史を通して、社会とはなにかをさまざまなかた
ち————思想にかぎらず、神話や芸術といったかたちでも————で考察
し、そのあり方を模索してきた。そして、ひとつの社会は、エリー
トと民衆、ネイティヴとよそもの、男性と女性などのさまざまな葛
藤を抱えてきて、それに対してさまざまに対処してきた。本講義で
は、こうした社会の抱える葛藤にどのように人類は対処してきたの
か、そのさいどのような価値観や思想性がもたれていたのかを探
る。そして、その過程で思想史や政治史の方法を学ぶ。
授業計画：以下の項目を講義する。個と全体、都市と田舎、権力と
支配、贈与と交換、性差と社会、奴隷制と近代などである。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

地域社会の言語環境

授業形態：講義
目標：同じ言語の話者同士であっても、個人が使用する言語体系
は、世代、性別、地域、職業、生い立ちなどによって異なってい
る。個人の言語が、個人の地域社会内部での位置づけやアイデン
ティティと深く関わっていることを理解させ、様々な社会事象のな
かでの言語の位置づけについて考えさせる。
授業計画：方言・言語の認定の恣意性を踏まえたうえで、いくつか
の言語の歴史的、社会的、民族的背景から言語的多様性が形成され
ていることと、そのことを明らかにする方法論について講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科

目
）言語使用の多様性研究

授業形態：講義
目標：コミュニケーション、言語行動の諸理論を踏まえたうえで、
個々の言語使用の性格を見極め、言語使用の多様性を観察し、その
様相を捉える方法論を身に着ける、また、自他の言語使用の違いに
ついて、科学的な知見に基づいた考察と位置づけができる能力を養
うことを目的とする。
授業計画：言語は、社会の中で「存在する」だけのものでなく、
様々なコミュニケーションのレベルで「使用される」ものでもあ
る。しかも、その使用の仕方は誰もが同じというわけではない。こ
の講義では、言語使用やコミュニケーションの動機や構造、社会的
性格についての諸理論を紹介したうえで、都市性や地域性、歴史的
経緯などの違いによって言語使用が異なり、その様態がどのように
成立するかを、実態を把握する方法論とともに講義する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

ディスコースと社会

授業形態：講義
目標：我々の相互行為は社会における種々の要因とどのように関連
しているのかということについて、現実のコミュニケーションにお
けるメッセージの解明を目指す談話分析（ディスコース・アナリシ
ス）の視点から講義を行う。どのような価値観や前提の違いがコ
ミュニケーションにどのような影響を及ぼすのか、相手に対する配
慮はどのように示され、また理解されるのかという、社会における
共生・相互理解の問題について考えさせ、分析させ、その際に得た
気づきや関心についての理論的な位置づけについて講義する。
授業計画：以下の項目を講義する。
・コンテクストについて
・種々の価値観について
・談話分析について

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

言語表現と世界認識

授業形態：講義
目標：認知言語学の主要な概念を理解し、それを活用して言語表現
を手がかりに、その背後に潜む人間の精神の営み、すなわち、人間
が自分を取り巻く世界をどのように捉えているかを明らかにする基
礎力を養う。
授業計画：身の回りの言語表現を注意深く観察することで見えてく
る人間の精神作用について講義する。その十分な理解を活用して、
認知的観点から身の回りの言語事象を観察・分析し、さらにそれに
ついて論理的に議論できる力を身につける。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

認識とレトリック

授業形態：講義
目標：レトリックは単に表現を彩る技法ではなく、人間の精神の営
みを色濃く反映する。この授業では、代表的な30のレトリックを中
心に取り上げ、数多くの事例に基づいて、これらと人間の認識・思
考のパタンとの関係について理解を深める。
授業計画：30のレトリックを取り上げて、その特徴と人間の精神の
働きとの関係について講義する。その十分な理解に基づいて、具体
的な事例に関して人間の認識・思考の観点から各レトリックの効果
を分析・議論できる能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

文化表象と社会批評

授業形態：講義
目標：幕末から現代にいたる日本とアメリカの文化交渉の歴史を振
り返りつつ、その時々における問題点を批判的に考察する。その
後、現代日本社会における日米の文化交渉に関わる課題を見い出
し、その解決策を構想することを目指す。
授業計画：ペリー来航、遣米使節団、ラフカディオ・ハーン、黄禍
論、大正デモクラシーとアメリカ大衆文化、戦争プロパガンダ、占
領期文化、核を巡る想像力、アメリカ文化の受容と反発、グローバ
リゼーションと日本などのトピックについて講じた後、現代日本社
会における日米の文化交渉に関わる課題を発見・分析し、その解決
策の模索と提示を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類

専
門
科
目
）

グローバル社会の文化表象

授業形態：講義
目標：種々の社会共生のあり方の一つとして、多文化共生・歴史と
の共生について理解を深める。19世紀末ヨーロッパにおけるジャポ
ニスム、授業で扱う作品の成立事情・作者・成立年代、後代におけ
る受容や海外での受容とその意義について説明できるようになるこ
とを目指す。
授業計画：日本の文学の中でも特に人気が高かった古典文学作品を
中心に、国内外の代表的な絵画・工芸作品、府立大学所蔵の貴重書
等を紹介し、海外における受容の様相をたどりながら作品を味わ
い、グローバル社会における日本文学・文化の享受と伝承について
考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

言語の社会システム

授業形態：講義
目標：近世日本において、古代漢語、古典日本語、蘭語という「言
語」の理解と習得によって構成されていった儒学、国学、蘭学とい
う学知の形成を、言語の社会システムとして捉えることにより、
「漢学言語論・国学言語論・蘭学言語論」といった言語論の意義
を、先端的研究に基づいて理解することを目標とする。
授業計画：経学の成立から陽明学に至るまでの中国儒学思想史、朱
子学、陽明学、古学（近世日本儒学思想史）、本居宣長や平田篤胤
らの国学思想、近世蘭学（洋学）史といったトピックについて、基
本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

学校教育史

授業形態：講義
目標：日本における学校教育の思想とその実践形態の確立につい
て、学制発布に代表される近代学校教育制度の導入によって、藩校
や寺子屋に代表される近世の「学び」の実態が、いかなる変容を遂
げたのかという点を中心に講述し、明治以降に導入された、西洋に
おける近代学校教育制度のあり方そのものについての理解を目指
す。
授業計画：近世の「学び」のあり方（藩校、寺子屋等）、近代学校
教育制度の導入の影響、教科書やカリキュラムにみる日本の学校教
育観、近代教育思想の日本的展開（ペスタロッチ、ヘルバルト、
デューイ等）といったトピックについて、基本的な知識を修得させ
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門

科
目
）

東洋の歴史環境

授業形態：講義
目標：東洋における歴史展開と環境条件の関係性について考察する
ことをテーマとする。東洋における各時期の環境条件と、文明の形
成・分裂・伝統社会の完成について正しく関連づけて理解し、説明
できることを到達目標とする。
授業計画の概要：歴史は、その世界が置かれた「環境」の中で展開
する。そこには自然条件のみならず、周囲を取り巻く国際関係や文
化・技術などの諸条件も関わってくる。東洋世界がどのような環境
条件の中で歴史を紡いできたのか、歴史世界と環境の関係性に焦点
を当て、多様な視点から考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

西洋の歴史と文化

授業形態：講義
目標：西洋文化がどのように形成されていったか、その過程を見る
とともに、そのようにして形成された西洋文化の諸層を多角的な視
点に立って講義する。それによって西洋文化を論じる視点の基礎を
習得させる。
授業計画：ギリシア文化の形成について整理した後、ギリシア文化
の伝播、ギリシア文化・アラビア文化の受容と西欧文化の形成、西
洋文化における社会の変遷、西洋文化におけるジェンダー観の変
遷、文学テクストに反映された西洋文化の諸相というテーマに沿っ
て授業を進める。

48 



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

環
境
社
会
シ
ス
テ
ム

学
類
専
門
科
目
）

社会調査論

授業形態：講義
目標：社会調査とはどのようなものか、調査によって明らかにした
い目的ごとにどのような手法があるのか、社会調査を行う際にどの
ような点に留意する必要があるのか、など、社会調査の基本的な事
項について全般的な理解を深めることを目標とする。
授業計画：社会調査の概要・意義を整理した上で、質的調査・量的
調査それぞれにつき、主要なものの特徴・方法・留意点を説明す
る。いくつかの調査手法を組み合わせて行われた研究事例を参照
し、社会調査の実践的イメージを把握する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環
境

社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習1

授業形態：演習
目標：受講生は担当教員の専門分野に応じて設定された研究テーマ
に取り組み、その過程で研究活動の基本を習得する。この講義の担
当者は自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学の複数分野から
構成され、それぞれチームを形成する。受講生はそれら担当教員が
率いるチームに分かれ、そこで学術的課題の探し方、アプローチの
方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を習得
する。これらを習得することで卒業研究につながる基礎的な技術や
知識を身につける。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対して、その
方法論、考察の方法、レジュメ・パワーポイント作成技術、プレゼ
ンテーション技能などを習得し、最終的に活動全体をレポートにま
とめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習2

授業形態：演習
目標：環境社会システム学演習1に引き続き、環境社会システム学類
を構成する自然環境学、社会環境学、環境哲学・政策学それぞれの
専門分野における問題設定、データ収集と分析、考察の方法を修得
することを目標とする。受講生は各教員が設定するテーマを2つ選択
し、そこで自ら演習テーマを提案し、そのテーマに対して、自らア
プローチを模索し、課題解決を考察するプロジェクト型演習を実践
する。これにより卒業研究に向けた基礎的な方法論を習得する。

授業計画：オリエンテーションで担当教員の研究課題紹介を行う。
学生は興味関心のある教員を選択し、設定したテーマに対して、そ
の方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレポート
にまとめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

環

境
社
会
シ
ス
テ
ム
学
類
専
門
科
目
）

環境社会システム学演習3

授業形態：演習
目標：環境社会システム学類を構成する自然環境学、社会環境学、
環境哲学・政策学それぞれの専門分野における研究テーマを設定
し、卒業論文の作成に向けた実践的な研究手法を習得する。受講生
は担当教員が提示するテーマを一つ選び、テーマの設定、アプロー
チの方法、データ収集方法、分析あるいは解析方法、考察の方法を
習得する。これらを習得することで卒業研究につながる技術や知識
等を身につける。

授業計画：オリエンテーションを行い、担当教員の研究課題紹介を
行う。学生は興味関心のある教員の下で、設定したテーマに対し
て、その方法論、考察の方法などを習得し、最終的に活動全体をレ
ポートにまとめる。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題B（性と
人権）

授業形態：講義
目標：性に関する諸問題をめぐる議論においては、様々な価値観が
対立し、合意形成が非常に困難となる。本講義では、性(セクシュア
リティ)をめぐる今日的話題を取り上げ、問題の背景を理解させる。
それと同時に、自己の価値観と向き合う機会を提供することを通じ
て、様々な言説に対するリテラシーを向上させることを目標とす
る。
授業計画：性に関する３つの概念、「性の健康と権利」概念の登場
と展開、性教育、性と多様性について検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉の諸問題C(多文化
共生)

授業形態：講義
目標：本科目では、多文化共生概念の理解と、現実に生じている多
文化共生を阻害している事象への実践的方途を見出すことができる
ことを目標とする。
授業計画：（オムニバス形式／全15回）
（【54】②.吉田敦彦/3回）：「教育の多様化」と「多様化の教育」
／「異文化の他者との出会いと対話」他
（【30】.山東功/3回）日本社会と南米移民／南米（ブラジル）日系
移民社会の日本語教育／多文化共生と言語（日本語）問題
（【86】.森岡次郎/3回）能力主義・自己責任論と多文化共生
（【16】②.伊井直比呂/6回）多文化・共生概念を把握する（基礎）
／多文化共生国家ベルギーにおけるポリアーキー

（【54】②.吉田敦彦/３回）
教育哲学の観点から多文化共生について講義する。

（【30】.山東功/３回）
移民を通して多文化共生について講義する。

（【86】.森岡次郎/３回）
能力主義の観点から多文化共生について講義する。

（【16】②.伊井直比呂/６回）
他国の事例を通して多文化共生について講義する。

オムニバス方式

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

教育社会学

授業形態：講義
目標：家族、仲間集団、地域社会における人間形成の特徴と課題に
ついて整理した後、今日の学校教育が抱えるさまざまな問題を把握
することを目指す。特に不平等問題を重要な切り口とし、貧困・生
活不安定層の子ども・若者の現状と背景、支援策についても検討す
る。
授業計画：社会化と学校教育の関連について整理した後、学校が登
場する以前の社会化の様相を紹介、その後は現代の人間形成をライ
フコースに沿って授業し、学校教育については特に差別・排除の観
点からの整理に主眼を置く。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉と健康

授業形態：講義
目標：健康は人々が幸福な生活を送る上で非常に重要な要因と考え
られるが、現在健康やダイエットに関する誤った情報が氾濫し、
人々の健康を脅かす可能性を否定できない現状がある。この現状を
踏まえ、健康を維持増進するために必要な基礎的知識や科学的根拠
に基づいた正しい理論を学ばせ、心身の健康維持増進に効果的な食
生活と運動生活を自立して追究する能力と、それを教育福祉の実践
に活かす能力を身につけさせる。
授業計画：教育福祉と健康の概念、身体組成と健康ダイエット、基
礎代謝と活動代謝、疾病予防と日常の生活管理、アルコールおよび
たばこと健康などについて最新の学術的見解を講義し、個々の生活
との比較を含めて今後の正しい健康支援方法について検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

権利擁護論

授業形態：講義
目標：権利擁護とは何か（基本的な考え方、理念）と権利擁護に関
する制度と支援の方法を理解する。
授業計画：社会福祉における権利擁護の概念、理念を整理した上
で、社会福祉における権利擁護と民法、虐待防止などの社会福祉法
制の仕組み、成年後見制度と日常生活自立支援事業の概要、申請手
続き、担い手と業務内容を概説する。さらに、利用者本位の権利擁
護を踏まえた、成年後見制度と日常生活自立支援事業の意義と課題
について講義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）障害者福祉論

授業形態：講義
目標：障害の概念、特性を踏まえ、障害者とその家族をとまく社会
環境を理解する。また、障害者福祉及び障害者観の現在までの展
開、諸制度や関連法規の仕組みについて理解する。
授業計画：障害概念と特性、実態調査からみる障害者の社会環境、
障害者福祉の歴史、障害者福祉に関連する法律（障害者基本法、障
害者総合支援法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健
福祉法、障害者雇用促進法、発達障害者支援法、障害者差別解消
法、障害者虐待防止法）、障害者とその家族、障害者施策に関する
行政計画、自治体、諸団体および組織の役割とネットワーキングと
いうテーマにそって授業を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会福祉運営論

授業形態：講義
目標：社会福祉士国家試験科目「福祉サービスの組織と経営」にあ
たる、本学の社会福祉の専門科目である。大部分のソーシャルワー
カーは組織に所属して働いており、時間軸や業務過程全体を意識し
て組織的に仕事をすることが求められる。また、日々の業務を遂行
しつつ、データに基づいて担当しているサービスを改善したり、新
たに開発したり、新たな制度や政策案を構想することが、求められ
る。本科目は、以上のように組織的に仕事を進める能力を身につけ
ることを目指す。
授業計画：現場で起きている問題をデータに基づいて分析し、複数
の解決策または事業案を起案し、それらを比較検討して選択する。
決定した事業案を実施するためのスケジューリングと予算案づくり
を行う。実施したサービスや事業を事後評価し、それらの結果を改
善活動に役立てたり、新たな制度や政策案の企画を試みる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論A

授業形態：講義
目標：現代における地域福祉の有用性、および地域福祉の基本的な
概念を理解させるため、地域福祉の歴史的背景や社会福祉の理論的
展開を学ばせる。また、住民主体の視点に即して、地域福祉を追
求、実現するために必要な構成要素を学ばせ、地域福祉に関する理
論的な考察力を身につけさせる。授業計画：地域福祉の発展過程、
地域福祉理論の系譜、コミュニティケアの展開、地域福祉の全体枠
組、地域福祉と住民参加、地域福祉の主体と福祉教育というテーマ
にそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

地域福祉論B

授業形態：講義
目標：地域福祉を展開するための様々な実施主体を理解させるた
め、ボランティア、専門職、サービス提供機関、地方自治体、NPO等
の役割と現状を学ばせる。また、地域福祉の実践活動、援助方法に
ついて学ばせることで、地域福祉の実践的な理解を身につけさせ
る。
授業計画：地域福祉の実践主体、地域福祉の実践方法、地域福祉の
実践事例、災害支援と地域福祉、社会的企業の展開、地域トータル
ケアシステムというテーマにそって授業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

医療福祉論

授業形態：講義
目標：保健医療福祉領域の援助を展開していくために必要な制度や
保健医療サービスを理解し，医療ソーシャルワーカーとしての理論
と知識，技術を理解することを目標とする。また、さまざまな疾患
をもつ人々に即した心理社会的支援・生活支援について理解する。
授業計画：まず病いをもつ人の支援に必要な制度・政策について概
説し、その後、医療ソーシャルワーカーの支援について、具体的な
事例を通して学ぶ。特に、DVDを用いることでさまざま疾患や障害を
有する人の課題（身体的・心理的・社会的）の理解を深め、専門職
としての支援について考る。また、講義で学んだこと、考えたこと
をレポートとしてまとめることで知識の定着を図る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

高齢者福祉論

授業形態：講義
目標：高校福祉教員免許取得に必要な教科科目「高齢者福祉、児童
福祉及び障害者福祉」の内容と、社会福祉士国家試験受験資格を得
るために必要な科目「高齢者福祉」に対応し、それぞれの専門職に
必要とされる、高齢者福祉に関する知識を修得する。
授業計画：超高齢社会の特徴、高齢者の身体・精神的特徴、生活実
態と家族介護について学ぶ。さらに、高齢者の福祉、介護、医療に
関する制度の歴史、現行の介護保険制度、老人福祉制度の仕組み、
各種サービス、機関・専門職の役割、地域包括ケアシステム、また
サービスの実施過程とケアプラン作成、高齢者ケア（認知症ケア、
終末期ケア等）の要点について概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会政策論

授業形態：講義
目標：社会政策は、労働・生活過程に対する政策であり、国民生活
の安定と向上を目的としているが、社会・経済環境の変容の中で転
機を迎えている。本講義では、国内外の社会政策論の基礎的理論
と、近年の理論的枠組みに関する理解を深め、社会政策の現状に関
する分析と政策判断能力を身につけさせる。
授業計画：第1回～第5回、社会政策の基礎理論、その歴史、政策主
体、政策対象とその変容等について講義する。特に、社会政策と社
会保障、近年の生活保障論との関連性について概説する。
第6回～第10回、現代的社会政策論の各論(労働市場論と雇用・失業
政策政策、雇用保険制度等）と変容する福祉国家と今後の政策課題
について講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

社会保障論

授業形態：講義
目標：日本において少子高齢化が進展し、安定的生活の基礎となる
雇用・労働形態も変容し、国民生活の不安定化が指摘されている。
こうした中で社会保障のあり方が問われている。本講義では、受講
生が社会保障制度の全体像と制度の基本的知識を学ばせ、政策的判
断能力を習得させる。
授業計画：第1回～第5回、日本の社会保障制度の基本的理念・体
系・概要などを講義する。
第6回～第10回、社会保障制度の骨格である各種社会保険制度と制度
間の関連等を講義する。
第11回～第15回、社会保険制度の周辺の諸制度と主な海外の社会保
障制度の特質を国際比較の観点から概説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

セルフヘルプ・グループ論

授業形態：講義
目標：セルフヘルプ・グループ(ＳＨＧ、自助グループ)に関連する
諸理論と、さまざまな領域におけるＳＨＧの活動の実際を事例とし
て学ばせることを通じて、社会福祉の援助方法におけるＳＨＧの意
義と、専門職者としてどのような実践を展開すればよいのかを習得
させる。
授業計画：ＳＨＧに関連する諸理論、地域社会におけるＳＨＧへの
援助、社会福祉の援助におけるＳＨＧの意義と課題、ＳＨＧ活動の
実際と事例を理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

子ども家庭福祉論

授業形態：講義
目標：子どもを巡る問題は、児童虐待、いじめ、少年犯罪など、
日々絶えることなく起きている。本講義では、児童に関する現代的
課題を考えていく上で必要な知識、理論、法律を学ばせ、実際に起
きている事柄を分析できる力を習得させる。
授業計画：子育てをめぐる現代の社会情勢、子ども家庭福祉制度の
歴史、子どもの権利、子ども家庭福祉の法制度、子どもの発達など
の知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

児童養護論

授業形態：講義
目標：社会的養護に関する法制度、社会的養護を必要とする子ども
とその背景について理解するとともに、社会的養護のレパートリー
とそこで展開される養育・支援実践のあり方について理解する。
授業計画：社会的養護の根拠法や条約、社会的養護のレパートリー
としての施設養護と家庭養護、社会的養護を必要とする子どもたち
の背景にある虐待や貧困問題、社会的養護におけるファミリーソー
シャルワーク、ライフストーリーワーク、社会的養護から巣立った
後のアフターケア、当事者支援組織の役割などについて考察する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科

目
）乳児保育論

授業形態：講義
目標：保育の中でも、3歳未満児に対する保育に関する知識を学ぶた
めの科目である。この授業では、乳児保育の意義・目的と歴史的変
遷及び役割等について理解することを目指す。また、乳児院等も含
めた多様な保育の場における乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発
育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制、職員間・保護者・関係
機関との連携・協働について理解することを目指す。
授業計画：乳児保育の意義・目的と役割、乳児保育の現状と課題、
３歳児未満児の発育・発達を踏まえた保育、乳児保育における連
携・協働についての知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

共生の思想と歴史

授業形態：講義
目標：現代世界の大きな特徴の一つは、諸価値の多元化と分裂であ
る。自らと異なる価値をもつ相手とどう向き合うのか、どう共生し
ていくのかという問いは、思想的にきわめて重要かつアクチュアル
な問いである。本講義では、政治・法・制度・歴史・社会状況など
にふみこみながら、諸価値間の衝突とその調停や取り組みの具体的
な様相を辿る。それにより、共生の困難さに向き合うという現代的
課題を批判的に考察する力を身につけてもらう。
授業計画：この授業では、ナショナリズム、シティズンシップ、移
民問題、難民問題、ヴェール論争、ジェンダー、リベラリズム、戦
争等に関連するテーマをとりあげ、基本的な知識を習得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教

育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

精神保健学

授業形態：講義
目標：精神保健の基礎知識、ライフサイクルにおける精神保健、精
神保健における個別課題への取り組みと実際、地域精神保健活動の
実際、諸外国における精神保健を学ぶことによって基本的な知識を
得ることを目指す。また、授業中に映像を視聴したり当事者による
講義を行うことで、実際の当事者体験を通して学ぶことを目指す。
授業計画：精神保健の概要、精神保健の意義と課題、乳幼児期まで
の精神保健、学童期の精神保健、思春期・青年期の精神保健、成人
期・老年期の精神保健、職場における精神保健、アディクション関
連対策の実際、ひきこもり関連対策の実際、学校における精神保
健、自殺をめぐる現状と課題、地域における精神保健、ターミナル
ケアと精神保健、地域精神保健施策の概要、諸外国における精神保
健の実際といったトピックについて、基本的な知識を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

特別支援教育

授業形態：講義
目標：障がいのある幼児児童生徒に対する特別支援教育に関する基
本的な視点と考え方を学ぶ科目である。この授業では、特殊教育か
ら特別支援教育への歴史的変遷をたどり、特別支援教育の意義と対
象の広がり、現在の特別支援教育の仕組みについての理解を目指
す。また、障がいのある幼児児童生徒に対する理解と援助の方法、
ユニバーサルデザインによる教育のあり方についての理解を目指
す。
授業計画：特別支援教育の理念と意義、特別支援教育の歴史的変遷
と現在の仕組み、特別支援教育の実際、特別支援教育の対象、特別
支援教育の方法、家庭や関係機関との連携についての基本的知識を
修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類

専
門
科
目
）

教育の思想と歴史

授業形態：講義
目標：教育の理念、歴史および現代的課題について基礎的知識を学
ばせ、教育や人間に関する幅広い事象について考察できる力を身に
つけさせる。
授業計画：本講義では、「教育とは何か」という原理的な問いにつ
いて主体的に考察するとともに、近代の教育思想やポストモダン教
育学などの知識と、思想史的な観点を身につける。また、学校や教
師の役割、教師のアイデンティティといった現代的な課題について
も、思想的、歴史的観点から考察できるようになる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

（

教
育
福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育の法と制度

授業形態：講義
目標：教育に関わる法と行政政策の基礎的知識を学ぶとともに、教
育上の諸問題における「教育と法の関係」や「法が教育に果たす役
割」の検証を通して、現実の教育諸制度のあり方を考察できる力を
身につける。
授業計画：まず、憲法・法律・施行規則・施行令などの関係の理解
と、憲法を基点とする教育諸法規やそれに基づく行政の体系を修得
する。次に、これらを前提に、いじめ、不登校などの具体的な問題
事例について法や下級審判決および最高裁判例をもとに教員として
公的に対応できるる力を養う。さらに、子どもの権利条約やSDGsに
おける「教育」に関する国際動向を踏まえ、最新の国際解釈などの
理論を紹介して、教育の国際的取り組みに対応できる知見を養う講
義を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育
福
祉
学
類
専
門

科
目
）

グローバル・コミュニケー
ション演習

授業形態：演習
目標：貧困、児童虐待、DV、障害児者の地域生活支援、認知症高齢
者ケア等、現代の教育や福祉の諸課題は、日本だけで生じているわ
けではない。日本の政策、制度、実践等を国際的な文脈の中で相対
化して理解する必要性は高まっている。近年、情報化の進展により
海外の情報をリアルタイムに得られる可能性は高まっている。ま
た、海外の方々との双方向コミュニケーションの可能性も高まって
いる。以上をふまえると、教育や福祉の現場で働く者にとって「英
語を使って仕事をする」能力を高めることは、よりよい実践の開発
に役立つ可能性が高い。この授業では、（１）教育や福祉に関する
英語の資料を、自らの必要に即して見つけ出し、それらを理解し、
日本語で説明し、（２）日本の教育や福祉について、自らの関心や
経験にそって英語話者と対話し、情報交換や協議を行え、（３）自
らの関心に基づいて、日本の教育や福祉に関する情報を含む英語プ
レゼンテーションや英語小論文を書くことができることを到達目標
とする。

授業計画：本演習は英文読解を基本としつつ、ヒアリング、スピー
チ、ディスカッション、プレゼンテーション、ライティングも少し
づつ行い、「英語を使って他の社会や他の文化を持つ人々とつなが
り、コミュニケーションする。英語も使いながら、様々な福祉や教
育の現場で仕事をする」ための基本スキルを開発する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

未
来
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
（

教
育

福
祉
学
類
専
門
科
目
）

教育福祉国際インターン
シップ

授業形態：演習
目標：この授業では、教育福祉の学修過程における自らの探究や研
究内容に基づいて、学生が各自でそれに相応しい国内施設や国際機
関、あるいは研修場所を探して自らのテーマに従って一定期間取り
組み、（１）自らの問題意識や研究内容について研修計画作成並び
に実施後の研修成果を点検することができる、（２）現代社会の諸
問題に臨場することで理論的学修内容との符合点と修正点を論理的
に説明することができる、（３）以上の成果をSDGsの意義に即して
論述することができる。

授業計画：これにより、実践的研究（あるいは研究的実践）を積み
ながら現実と理論の符合点や相互の修正点を把握して、現実の現代
社会における課題を理解する。教員が主催する海外スタディーツ
アー研修（約2週間）などに参加する場合は、事前学習、海外・国内
研修先での研修や授業参加、帰国後の報告書作成、報告会などで各
自の学修を深める。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法1A

授業形態：演習

授業目標：高等学校における教科「情報」がどのような内容である
か概観し、授業の実践力を養うことを目的とする。
授業計画：情報教育的な視点から、学校、社会などの様々な場面で
の学習活動を具体的な事例で整理していくとともに、それぞれの場
面で代表される学習者像、講師像について考えさせるため、以下の
内容について講義する。
・教科「情報」の目標と内容の理解
・デジタル教材に関する知識
・学習指導計画の立案
・教材開発の方法
・模擬授業

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

情報科教育法2A

授業形態：演習

授業目標：情報科教育法Aに引き続き、高等学校における教科「情
報」に関する授業の実践力を養うことを目的とする。

授業概要：学習指導案の具体的な作成活動や模擬授業の実習などを
通じて体験的に学ぶことを主体に授業を進める。特に、情報倫理
や、情報活用の実践力を高める授業展開として、生徒自身に「考え
させる」ことに焦点化して学ばせる。
・授業の事例紹介
・模擬授業と振り返り、授業評価
・情報倫理、情報活用能力、情報の科学的理解

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

日本近代の社会の歴史

授業形態：講義
目標：日本近代史には混迷する今日の政治や社会、文化を冷静に読
み解くための重要なカギが数多く存在している。本講義は幕末から
敗戦後までの日本近代史について社会を軸に理解し説明する能力を
身につけることを目標とする。
授業計画：開国と幕藩体制のゆらぎ，明治新政府とその課題，啓蒙
思想と自由民権運動，大日本帝国憲法と教育勅語，条約改正と日清
戦争，日露戦争と「勝利の悲哀」，第一次世界大戦と日本，「改
造」思想の潮流，満州事変と長い戦争の始まり，総力戦の実態，敗
戦と占領の開始占領政策と天皇制といった事項について解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

比較地域論

授業形態：講義
目標：日本や西欧（特にフランス）の都市の形成過程や政策、思想
をたどりながら、今日の都市の状況に至る道程を考える。日・欧の
都市空間がどのような社会／経済／政治／文化的背景のもとでつく
られてきたのか、どのような相違や共通点があるのか、理解し説明
できることを目標とする。
授業計画：工業化と近代都市計画，郊外空間の形成，モダニズムと
都市，脱工業化と都市をめぐる状況変化，新自由主義の台頭と「都
市再生」，都市とリノベーションなどのトピックについて解説す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

質的調査法

授業形態：講義
目標：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変化な
どについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分析の
方法の特徴・実施する際の留意点などを理解することが第一の目標
である。その上で、自ら問いを立て、調査をデザイン・実行し、調
査結果を分析して新たな知見を得られるような能力を養うことを目
標とする。
授業計画：社会調査のうち、因果関係や多面性、物事の関係性の変
化などについて、深く掘り下げて明らかにする質的調査とデータ分
析の方法について順に、利点と欠点、留意点などについて検討す
る。その上で、実際に行われた調査事例・モノグラフから、より具
体的な調査の設計・実施のノウハウなどを抽出する。特に、フィー
ルドワークによる、参与観察、インタビュー、ライフヒストリーな
どの方法に重点を置く。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

資料分析法

授業形態：講義
目標：公式統計など種々の統計調査やテキストを分析を用いた論文
を読みこなすための基礎的な知識を獲得することで、個々の研究内
容の妥当性を評論し、そこからどのような事実を読み取り、また、
批判すべき点や足らない部分を分析・考察したうえで、発展的な調
査研究へつなげられるようになることを目標とする。
授業計画：公的統計や調査報告・フィールドワーク論文が読めるた
めの基本的知識について学ぶ。単純集計、度数分布、代表値、散布
度、クロス集計などの記述統計データの読み方、さまざまなテキス
トデータの収集と整理、基本的なまとめ方、さまざまな調査法で書
かれた調査研究の読解などについて学ぶ。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

調査設計法

授業形態：講義
目標：具体的な調査対象をさがし、基礎的な情報を収集し問いを立
て、調査の作業仮説を構築し、それを検証するために必要な具体的
な方法を選択、調査計画を設計するといった、社会調査の実施にと
もなう一連の過程において必要な事項について理解できるようにな
る。そのうえで、自分自身で社会調査の設計ができるようになるこ
とを目標とする。
授業計画：社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形
にまで整理していく具体的な方法を学ぶ。調査目的と調査方法、調
査方法の決め方、調査企画と設計、仮説構成、対象者の選定の諸方
法、サンプリング法、質問文・調査票の作り方、調査の実施方法、
調査データの整理などについて学ぶ。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

日本史概説

授業形態：講義
目標：日本史上の重要トピックを取り上げ、歴史学の方法とその成
果を修得することを目的とする。具体的には、歴史学の方法につい
て、説明できること、歴史資料の特質とその扱い方について、説明
できること、日本史上の重要トピックについて、その研究の成果を
説明できること、講義全体を通じて、日本通史を説明できること、
を達成することを目標とする。
授業計画：歴史学と史料学の違い、古代史、正史と一次史料、神国
意識とケガレ概念、武家政権の成立、南北朝内乱、推理と地名、戦
国合戦の実像と信長の戦争、地震被害と記憶継承、学校と軍隊、南
京事件をめぐる歴史認識と実像、近現代公文書の歴史学などについ
て解説する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

外国史

授業形態：講義
目標：歴史学論文の精読を通して、事象を深く掘り下げて理解する
とともに、学術的文章を読みこなし、それに基づき自ら考察した結
果をまとめ、発表する能力を習得することを目標とする。
授業計画：歴史上重要と考えられる主題について講義を行った上
で、更に関連論文を全員で講読する。受講者が分担して論文要旨を
作成し、口頭発表する。講義では「自然環境と開発」、「世界の一
体化」、「国家の多層性」、「グローバルヒストリー」等を取り上
げる。主題について学んだこと、考察したことを読後レポートとし
てまとめる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

自然地理学

授業形態：講義
目標：高校で学習する自然地理学の内容を知識だけでなく、一般化
できる水準で理解でき、地域開発、環境問題、防災などの課題に、
応用と対処ができるようになることを目標とする。そのため、日本
の土砂災害、洪水と津波、北米大陸西海岸および北米大陸中西部地
域を例に学習する。
授業計画：地球全体および日本の気象気候現象を学習した後、北米
大陸の気象データを用いて、気候分布の成り立ちを理解する。受講
生はカリフォルニア州の気候区分および気象災害を調査し、レポー
トを作成する。大陸規模の大地形を概説する。日本の気象･地震災害
を概説した後、受講生はある地域を選び、地質図、地形図や土地条
件図、ハザードマップなどの資料を用いて、地域の災害の予想を考
察し、レポートを作成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門

科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
1A

授業形態：演習

授業目標：地理・歴史分野の内容を持続可能性をテーマとして授業
デザインする力を修得する。とりわけ日本における空間的相互依存
関係として「縮小社会」に対応する観点から「人口減少（少子高
齢）」「環境」「生活文化」ならびに歴史における「未来を拓く」
ことを意識した授業力を獲得する。

授業概要：まず、新しい学習指導要領から持続可能性と社会科教育
（地理歴史分野）との関係を考える。これに基づき、国内における
持続可能性の問題として存在する「縮小社会」「環境」における都
市、機能、産業構造の変容を把握する。次に歴史的観点から、歴史
的事象における未来への選択の観点から近現代を捉え直す。そして
これらに相応しい資料の教材化について検討し、主体的な学習を促
す授業プランを作成する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会科教育法（地歴分野）
2A

授業形態：演習

授業目標：社会的事象の地理的・歴史的な見方・考え方を働かせ、
課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を身に付け
ることができる授業力を養う。特に「知識及び技能」、「思考力、
判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力
に繋がる授業デザイン力をつける。

授業概要：地理・歴史だけでなく、公民分野との関連性を持たせて
授業を行う内容構成の仕方、ならびに授業者自身が社会的事象の意
味や意義、および特色や相互の関連を現代の（私たちの）社会生活
と関連付けて多面的・多角的に考察する授業を行う。同時に課題解
決のために主体的にかかわる意欲や態度を養う授業構成力を培う。
このため、実際の授業づくりに用いることができるよう、歴史・地
理・公民の教科書ならびに資料を用いて内容構成を行うことができ
るように進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論A

授業形態：講義
目標：ミクロレベルのソーシャルワークに関する専門知識、スキ
ル、共通基盤としての理念や価値について理解した上で、ソーシャ
ルワークのレパートリーとしての各種理論やモデルについて学習す
る。
授業計画：国際ソーシャルワーク連盟によるソーシャルワークのグ
ローバル定義、診断主義から機能主義、治療モデルから生活モデル
への変遷、ストレングスモデルとエンパワメントアプローチまでに
至るソーシャルワーク理論の変遷とそれぞれの内容について検討す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論B

授業形態：講義
目標：社会福祉の支援方法のうち、グループを用いたメゾ（中
位）・ソーシャルワークの方法について、理念とそこから導き出さ
れる原理・原則、支援者が果たす役割を学ばせる。また、グループ
ワークのプロセス、理論と技法について理解を深めさせる。
授業計画：社会生活におけるグループの意味、グループワークの対
象、グループにおける交互作用、グループワークの理論的モデルと
アプローチ、グループワークの歴史、グループワークのプロセス、
スーパービジョンおよびセルフ・ケアについて理解させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

ソーシャルワーク論C

授業形態：講義
目標：ソーシャルワーク理論・実践モデルの変遷を概観することを
通じて、総合的かつ包括的ソーシャルワーク実践の必須概念を習得
させる。
授業計画：全15回を通じて、ソーシャルワークの対象、専門職の概
念と範囲、専門職倫理、ソーシャルワークの理論と実践モデルの歴
史的変遷、ソーシャルワーク実践における新しい潮流に対する理解
を深めるよう努める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

刑事司法と福祉

授業形態：講義
目標：更生保護を中心とし、刑事司法の近年の動向と制度の仕組み
を理解し、最近の少年犯罪、知的障がい者、精神障害者、高齢者な
ど犯罪動向を踏まえ、再犯防止の立場から、刑事司法における社会
福祉士及び精神保健福祉士の役割について理解することをめざす。
授業計画：更生保護の仕組み、医療観察法の仕組み、犯罪被害者支
援の仕組みにおける関係機関・団体との連携について、基本的な知
識を修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

心理学と心理的支援

授業形態：講義
目標：人の心の基本的な仕組みや機能と、家族や友人、社会制度と
いった広義の環境との相互作用で生じる心理過程について理解す
る。生涯発達やライフコースといった視点にたち、子どもから成
人、高齢者それぞれの発達課題、心理社会的課題を理解する。社会
生活や心の健康との関係について理解する。心理学の理論を基礎と
したアセスメントと支援方法について、社会福祉や保育における心
理学の活用策として理解する。
授業計画：基礎的知見として、心理学の理論史、動機づけ、知覚、
学習、認知、知能やパーソナリティの個人差、集団内（間）心理、
生態学的な立場からの生涯発達を取り上げる。教育、保育、社会福
祉領域への心理学の活用という視点から、家族関係、精神保健、心
の健康に関する諸課題、および心理療法と心理アセスメントといっ
たテーマを取り上げる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習1

授業形態：実習
目標：ソーシャルワーク実習を通して、ソーシャルワークに係る基
本的な価値観やソーシャルワークの現場における課題を理解させ
る。社会福祉士として求められる基本的な考え方や価値観を身につ
けさせるとともに、施設・機関の利用者がどのような状況において
生活しているのか、そして、社会福祉士がどのようにそれらの人た
ちに関わっているのかを体験的に学ばせる。
授業計画：(全60時間)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す
学生を対象にした法定実習を実施する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導1

授業形態：演習
目標：ソーシャルワーク実習に臨むにあたって必要な基本的な価値
観を理解させる。また、自らがソーシャルワーク実習をおこなう施
設・機関の利用者の状況や現場の課題を理解するために必要な知識
を修得させる。実習後は、実習を通して修得したことを振り返るこ
とを通して、ソーシャルワークに対する理解をさらに深めると同時
に、社会福祉実習2におけるそれぞれの学習課題を明確化させる。
授業計画：(全15時間)
実習の配属先に応じて実習前指導・実習期間中の巡回指導・実習後
指導を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習2

授業形態：実習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、さらにソーシャルワークに係る知識と技術について具体
的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得させる。社会福祉士と
して求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、
総合的に対応できる能力を身につけさせるとともに、関連分野の専
門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解させる。
授業計画：(全180時間。実習先別に分けた7コースを各1人の教員が
担当)社会福祉士国家試験受験資格の取得を目指す学生を対象にした
法定実習を、おもに集中型で実施する(実習配属先によっては分散型
で実施する)。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

社会福祉実習指導2

授業形態：演習
目標：社会福祉実習指導1および社会福祉実習1で修得したことを基
礎として、ソーシャルワーク実習の意義についてさらに理解を深め
させる。ソーシャルワーク実習に係る個別指導と集団指導を通じ
て、ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的
に理解し実践的な技術等を体得させる。また、社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的
に対応できる能力を習得させ、具体的な体験や援助活動を専門的援
助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を
身につけさせる。
授業計画：(全75時間)
実習の配属先に応じて各コース別指導(実習前指導・実習期間中の巡
回指導・実習後指導)を行う。
全体の授業においては、オリエンテーション、プレゼンテーショ
ン、振返りを行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育者論

授業形態：講義
目標：保育者養成学の基本的な視点、概念を学ぶための科目であ
る。この授業では、保育者養成、キャリアアップの過程を理解し、
現代社会における保育者の社会的機能を把握するため、保育者の資
格制度とその歴史的変遷、職業倫理、社会的期待（ニーズ）、保育
者の職務の具体的内容、保育者の専門性の経時的熟達過程につい
て、基本的な理解を得ることを目指す。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの理解と援助

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの具体的な理解の方法と子どもに対す
る援助の具体を学ぶための科目である。この授業では、子ども一人
一人の心身の発達や学びを把握する意義を理解し、子どもの体験や
学びの過程において、子どもを理解する上での考え方や具体的な方
法、子ども理解に基づく保育士の援助や態度について理解すること
を目指す。
授業計画の概要：子どもの実態に応じた発達や学びの把握、子ども
を理解する視点、子どもを理解する方法、子どもの理解に基づく援
助と関わりに関する知識と具体的な援助方法について修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専
門
科

目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習A（総論・環
境）

授業形態：演習
目標：保育カリキュラム編成に必須の保育内容に関する理解を獲得
するべく、保育所保育指針における保育内容に関する記述の基本的
理解を、その理論的背景の把握と共に実現するための科目である。
この授業では、保育所保育指針における保育内容、特にねらいと内
容の相互作用的関連、それらを支える子どもの生活形態と遊び経験
に関する理論、それらを踏まえたエマージェントなカリキュラム編
成を可能とするための幼児教育方法学、児童心理学の基本的な概念
に対する理解を得ることを目指し、テキストの読解を中心として、
討議を通し学ぶ。
授業計画：保育者を取り巻く社会的情勢・歴史的背景、保育者の資
格制度と専門性の向上を担保するための教育・研修体系、保育者の
専門性の発達過程、専門職としての倫理・規範、専門職としての保
育者の職務内容の遂行過程（子どもの保育と保育者への子育て支
援）について、保育所保育指針、全国保育士会倫理綱領を重点的に
参照しながら、基本的な理解をもたらすための解説を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習B（表現・言
葉）

授業形態：演習
目標：保育の中でも、具体的な保育内容の「表現」と「言葉」にか
かわる知識を学ぶための科目である。この授業では、「表現」と
「言葉」の視点及び領域を踏まえて、子どもが生活や遊びにおいて
体験していることを捉え、保育にあたって保育士が留意、配慮する
べき事項を理解することを目指す。また、子どもの発達過程に即し
て具体的な保育場面を想定しながら、環境の構成、教材や遊具等の
活用と工夫、保育の過程の実際について理解することを目指す。
授業計画：「表現」と「言葉」という視点を切り口として、保育に
おける子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくた
めの方法や技術、子どもの実態や状況に即した援助や関わりを具体
的に修得する

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育内容演習C(健康・人間
関係）

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、子どもの健康(心身の保健的な発達)を、保
育者や周囲の子どもとの望ましい人間関係の構築の中で実現するた
めの、保育内容の構成に必要な知識を習得し、具体的な保育の実践
を構想する方略の立て方を学ぶ科目である。
授業計画：子どもの心身の健康を伸ばす子どもの活動、人間関係の
形成とその発達上の特性、子どもが自ら安全を守りうるようになる
ための生活習慣形成の保育者の援助、遊びを介した子ども集団形成
と発展のための保育者の援助

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術A

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、リズム楽器を用いた遊び、歌遊び、身体表
現と結びついたリズム遊びなど、子どものリズム感覚や音環境に対
する感性と、感性に基づいた自由な音楽的表現の多面的な発達を促
すための保育者による援助の方略を具体化するための知識・技術
を、模擬保育等を通して実践的に学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における音楽的知能の発達の特性、乳幼児期に
おけるリズム遊び、歌遊びの特性、リズム遊び、歌遊びを取り込ん
だ保育の立案と実践。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の表現技術B

授業形態：演習
目標：保育内容のうち、身体的活動、運動遊びを通した子どもの発
達援助の方略、造形活動を通した子どもの発達援助の方略のそれぞ
れを具体化するための知識・技術を、模擬保育等を通して実践的に
学ぶための科目である。
授業計画：乳幼児期における身体的発達の特性、乳幼児期における
造形活動の発達、乳幼児期の身体的発達に即し、それを促す身体運
動を含みこんだ遊び保育の立案と実践、乳幼児期の造形活動の特性
に即し、それを促す造形遊び、表現遊びなどの保育の立案と実践に
ついて修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

乳児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも3歳未満児に対する具体的な援助について学ぶた
めの科目である。この授業では、3歳未満児の発育・発達の過程や特
性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方を理解することを目指
す。また、3歳未満児の生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実
際、計画の作成など具体的な乳児保育のスキルの修得を目指す。
授業計画：乳児保育の基本、乳児保育における子どもの発育・発達
を踏まえた生活と遊びの実際、乳児保育の配慮の実際、乳児保育に
おける計画の実際についての知識と技術を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

障がい児保育演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、障がいのある子どもに対する保育のあり方に
ついて学ぶための科目である。この科目では、障がい児保育の理念
や歴史的変遷、個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮、計
画の作成、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの家庭への
支援や関係機関との連携・協働についての理解を目指す。
授業計画：障がい児保育を支える理念、障がい児等の理解と保育に
おける発達の援助、障がい児その他の特別な配慮を要する子どもの
保育の実際、家庭及び自治体・関係機関との連携、障がい児その他
の特別な配慮を要する子どもの保育の現状と課題についての知識と
基礎的な技術を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

養護内容演習

授業形態：演習
目標：社会的養護の制度や実践が直面する諸課題の現状と課題につ
いて調査し発表するとともに、見出した課題の解決策について考察
できる力を身につける。
授業計画：社会的養護関連施設における養育形態の小規模化と高機
能化、里親と施設のパートナーシップ、社会的養護におけるファミ
リーソーシャルワーク、施設職員や里親による児童虐待、社会的養
護の子どもの治療的ケア、社会的養護の子どもの自立支援とアフ
ターケアについて、グループ学習を行い発表し、討論を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学

授業形態：講義
目標：保育の中でも、子どもの保健に関する知識を学ぶための科目
である。この授業では、子どもの心身の健康増進を図る保健活動の
意義、子どもの身体的な発育・発達と保健について理解することを
目指す。また、子どもの心身の健康状態とその把握方法、子どもの
疾病とその予防法などの適切な対応を修得することを目指す。
授業計画：子どもの心身の健康と保健の意義、子どもの身体的発
育・発達と保健、子どもの心身の健康状態とその把握、子どもの疾
病の予防及び適切な対応について身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの保健学演習

授業形態：演習
目標：保育の中でも、保健的観点を踏まえた具体的な援助のあり方
について学ぶための科目である。保育における保健的観点を踏まえ
た保育環境や援助について理解することを目指す。また、関連する
ガイドライン等を踏まえ、保育における衛生管理・事故防止及び安
全対策・危機管理・災害対策・感染症対策などの適切な対応を修得
することを目指す。
授業計画：保健的観点を踏まえた保育環境及び援助、保育における
健康及び安全の管理、子どもの体調不良等に対する適切な対応、感
染症対策、保育における保健的対応、健康及び安全の管理の実施体
制について修得させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

子どもの食と栄養

授業形態：演習
目標：保育の中でも、子どもの食や栄養などに関わる知識や技術を
学ぶための科目である。この授業では、食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識、子どもの発育・発達と食生活の関連、食育の意義・
目的、内容等を理解することを目指す。また、関連するガイドライ
ン等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養についての知
識も修得する。
授業計画：子どもの健康と食生活の意義、栄養に関する基本的知
識、子どもの発育・発達と食生活、食育の基本と内容、家庭や児童
福祉施設における食事と栄養、特別な配慮を要する子どもの食と栄
養に関する知識を身に着けさせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育の計画と評価

授業形態:講義
目標:保育の中でも、保育の質の向上に向けた計画と評価の全体と具
体を学ぶための科目である。この授業では、保育の内容の充実と質
の向上に資する保育の計画及び評価、全体的な計画と指導計画の作
成の意義と方法、子どもの理解に基づく保育の過程の全体構造につ
いて理解することを目指す。
授業計画:保育の計画と評価の基本、保育所における保育の計画、保
育所における保育の評価についての理解を深め、より質の高い保育
について考える力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1A

授業形態：実習
目標：この授業では、保育所等の役割や機能、保育士の業務内容や
職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、観察や
子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目の内容
を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・
記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1A

授業形態：演習
目標：保育実習１Aの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に際しての
留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導における実
習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習1B

授業形態：実習
目標：この授業では、児童福祉施設等の役割や機能、保育士の業務
内容や職業倫理について具体的に理解することを目指す。同時に、
観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深め、既習科目
の内容を踏まえた子どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・
観察・記録及び自己評価等について総合的に理解することを目指
す。
授業概要：保育所以外の児童福祉施設の役割と機能、子どもの理
解、保育内容と保育環境、施設における子どもの生活と環境、保育
の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業倫理など
についての具体を実習によって修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導1B

授業形態：演習
目標：保育実習１Bの意義・目的と内容を理解し、自らの実習の課題
を明確にすることを目指す。また、実習施設における子どもの人権
と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理
解させる。実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行
い、今後の学習課題や目標を明確にすることを目指す。授業計画の
概要：児童福祉施設実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習に
際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導に
おける実習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習2

授業形態：実習
目標：この授業では、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の役割や
機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学び、保
育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観察や子
どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロセスへ
の理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子どもの保育
及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価等につ
いて総合的・体系的に理解することを目指す。
授業概要：保育所の役割と機能、子どもの理解、保育内容と保育環
境、保育の計画・観察・記録、専門職としての保育士の役割と職業
倫理などについての具体を実習によって修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

保育実習指導2

授業形態：演習
目標：保育実習指導1A、1B、保育実習1A、1Bを踏まえて、保育所の
役割や機能、保育士の業務内容や職業倫理についてより実践的に学
び、保育実践技術を理解・体得することを目指す。同時に、参与観
察や子どもとの積極的な関わりを通して子どもの発達と生活のプロ
セスへの理解を深め、既習科目の内容を実践的に体系化し、子ども
の保育及び保護者への支援、保育の計画・観察・記録及び自己評価
等について総合的・体系的に理解することを目指す。
授業計画の概要：保育実習の意義、実習内容と課題の明確化、実習
に際しての留意事項、実習の計画と記録について理解し、事後指導
における実習の総括と課題の明確化を行う。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習

授業形態：実習
目標：学校現場等での実習を通じて、これまで学んできた学校およ
び福祉に関する理論と実践技術への理解、スクールソーシャルワー
クの必要性と活動への理解を深めさせるとともに、実際に学校現場
に何が起きているのか、ワーカーは何を行おうとしているのかを学
ぶことを目標とする。自身で設定した課題を実践現場を経験するこ
とで学びを深めることを目標とする。
授業計画：子どもと教師の行動観察を行い、その場への介入の観
察、個別面接やケース会議への参加、適応指導教室・施設・発達障
害児支援センター、児童相談所などの理解を修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール･ソーシャルワー
ク実習指導

授業形態：演習
目標：社会福祉の基礎的な知識・技術を習得した上で各自の問題意
識や課題を生かして、学校現場でのソーシャルワークを実践的に考
える。また、学校における相談援助活動やソーシャルワーク実践に
かかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術
等の体得を目指す。
授業計画：(全30時間)
個別指導並びに集団指導、教育の場で生かせる社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題の把握、総合的
な対応能力、具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として体系
立てる能力を修得させる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

スクール・ソーシャルワー
ク演習

授業形態：演習
目標：学校領域におけるソーシャルワークの重要性と、ソーシャル
ワークの視点を導入することの責任の重大さを理解させ、実際に学
校における支援をどのように進めていけばいいのかについて、ミク
ロ、メゾ、マクロを視野に入れたソーシャルワーカーとしての援助
方法の習得を目指す。
授業計画：(全30時間)
地域・学校現場の把握とアセスメント、個別事例のアセスメント・
援助技法の体験的習得、記録用紙の作成とデータの整理・分析、児
童生徒、保護者、教師への支援、特別な対応を要する家庭への支援
についてを修得する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育課程論

授業形態：講義
目標：教育課程をめぐる鍵的問題と今日的課題について学ぶ。ま
た、教育課程の歴史と代表的な思想および実践を学ぶことを通し
て、教育課程編成とその運営・評価の意義について理解する。
授業計画：教育課程の意義と今日的課題を把握したうえで、教育課
程編成をめぐる代表的な思想とカリキュラムの類型について学ぶ。
そのうえで、教育課程の鍵的問題としての学力評価の課題について
学ぶとともに、今日的課題として総合的な学習のカリキュラムに焦
点を当てて共同でカリキュラム開発に取り組む。さらに、教育課程
と学校・教師の仕事として、専門教科のカリキュラムの分析、カリ
キュラムデザインとマネジメント、評価の課題について学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育方法論

授業形態：講義
目標：教育方法と教師の指導技術を中心に教育方法学の基礎理論と
授業づくりの基礎的技法を学ぶ。また、地域の学校の実践や優れた
教師の実践を基にそれを支える教育の方法・技術について理解を深
める。また、自身の授業哲学を見つめ、それを授業の計画や指導方
法に具体化する力を身に付ける。
授業計画：教育方法の基礎理論を土台に、授業づくりの基礎・基本
と授業と教育方法・技術をめぐる学校・教師の今日的課題について
学ぶ。また、将来の実践に向けて地域の学校の実践やすぐれた教師
の実践に学ぶ。さらに、戦後教育実践の遺産から今日の教育方法・
技術の課題につながる実践や論争を取り上げて検討する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

教育相談論

授業形態：講義
目標：ロールプレイやワークを通して，自己理解，他者理解を深め
るとともに，カウンセリングにまつわる基礎的知識を身に着ける。
また，教育現場における諸問題について理解を深め，それらに対処
する態度と方法を修得する。
授業計画：本講義では，体験型ワークショップを通して，児童生徒
の発達課題と，それにまつわる諸問題（不登校，いじめ，発達障
害，教員のメンタルヘルス等）について理解を深める。また，カウ
ンセリングの基礎知識に触れながら，教育相談のあり方や，カウン
セラーと教師のかかわり方の違いについて学ぶ。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

介護概論

授業形態：講義
目標：介護の目的と介護専門職の役割・範囲について理論的に学ば
せる。また、介護対象者とその家族のあり方や、関係職種との協働
について理解させるとともに介護の技法を学ばせ、対象者のより良
い生を支援できる力を身につけさせる。
授業計画：介護の目的や意味を知り、介護専門職の役割として介護
対象者の生活を理解し、生活の場である介護施設の特徴にあった介
護や支援のあり方を関係職種との協働により、より良い生活を構築
するための介護過程の展開が実践できるよう介護方法論を講義す
る。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法1A

授業形態：演習
目標：福祉科教育の概要と今日的意義を考察する。授業実践の見学
や模擬授業の相互検討を通して、福祉的課題に積極的に関わる姿勢
を育成するような授業実践力の基礎を固める。
授業計画：高等学校の歴史と福祉科の登場する時代背景を抑える。
福祉教育に求められている課題について事例から読み解く。授業見
学や現職教員との交流から、受講者がそれぞれテーマを決め指導案
を作成し模擬授業を行う。複数のテーマを整理し、効果的な授業の
計画についての考察をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

福祉科教育法2A

授業形態：演習
目標：福祉的課題を教材として整理し展開する演習を行う。授業実
践記録や授業見学を参考として「教材」の吟味と組み立てについて
深い考察を行えるようにする。まとめの模擬授業で伝え方の工夫を
含め相互検討を通して、授業実践力をさらに伸ばす。
授業計画：授業展開における教材選びから教材の工夫等の方法論を
整理する。授業実践記録等の批判的検討を行い、テーマを決め対象
者を高校生とした啓発的な模擬授業を計画する。そのための授業見
学等を行い、模擬授業実施と相互検討をまとめとする。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

地域社会学

授業形態：講義
目標：さまざまな社会現象と社会問題が生起する場である地域社会
を対象とする社会学的研究の成果を、都市社会学を中心に学ばせ、
自分たちが生活する社会の特性、問題性と解決の方向性についての
理解を深めさせる。
授業計画：伝統的村落社会とその変容について整理した後、都市社
会学のルーツとしてのシカゴ学派都市研究、都市とは何か、都市形
成のプロセス、現代の都市社会とその問題性の各テーマについて授
業を進める。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

道徳指導論

授業形態：講義
目標：道徳教育の意義や目的、歴史など道徳教育の基本的知識を学
ばせる。また、道徳の指導のための授業構成の方法論を学ばせ、授
業計画の立案と模擬授業を行うことで、学校の教育活動全体、「道
徳の時間」を始めととした各教科、特別活動、及び総合的な学習の
時間のそれぞれの特質に応じて適切に道徳教育を実践するための指
導力を身につけさせる。
授業計画：道徳教育の意義と目的について整理した後、道徳教育の
歴史、「道徳の時間」の授業方法、授業計画の立案について講義
し、最後に模擬授業を行わせる。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育入門

授業形態：講義
目標：学校外でなされる教育的営為について、個人のライフコース
に応じて多様な実践があることを学ばせ、その魅力・必要性と可能
性を理解させる。また、その展開の場である公民館など社会教育の
制度と施設について基礎的知識を学ばせる。
授業計画：社会教育の歴史を戦前・戦後の変化を中心に整理した
後、社会教育の代表的な施設について概説し、職員の役割、識字教
育、ユースワークの各テーマについて授業を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

現代システム科学域　心理学類

科目
区分

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
（

F
D
C
）

専

門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯学習支援

授業形態：講義
目標：地域社会で学ぶことの意義について、多様な観点から、具体
的な実践場面の考察を通じて学ばせるとともに、生涯学習支援者と
しての実践力を身につけさせるために、学習講座の企画実施に関す
るプロセスやワークショップ的手法などについて学ばせる。
授業計画：
本講義では、地域社会における生涯学習の意義を理解するととも
に、学習支援の計画と立案、情報収集と整理など、ワークショップ
を通じて具体的に行動できるような力を身につけさせる。まず、学
習支援の計画と立案、情報収集と整理の方法について授業し、その
後、地域社会における生涯学習の意義について、学習相談の進め方
およびデータの活用と情報提供システムの構築について、地域にお
ける生涯学習支援のモデル事例について紹介、検討する。

共同

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

生涯スポーツ指導

授業形態：講義
目標：適切なスポーツ指導の意義とともに、様々な年齢層や社会的
立場の人々に対し、安全に、効果的に、楽しくスポーツ活動を実施
させるための指導実践の方法を学ばせる。さらに、スポーツ指導者
として望ましい指導計画を立案する能力を育て、適切なスポーツ指
導が追究できる力を身につけさせる。
授業計画：生涯スポーツ指導の意義と機会、心身の発育発達や生活
環境に応じた身体教育とスポーツ指導、スポーツ障害予防と緊急事
態の対応、スポーツ指導計画の立案などについて講義し、子育てや
次世代の健康・スポーツ指導場面での正しい活用方法を検討する。

未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

（

F
D
C
）

専
門
科
目

資
格
系
専
門
科
目

社会教育計画

授業形態：講義
目標：市町村レベルの自治体における具体的な事例等を参考にしな
がら、市民が利用しやすい社会教育サービスの計画のあり方につい
て検討を加える。
授業計画：まず「社会教育」や「社会教育計画」の概念を押さえた
上で、実際に地域社会で展開される社会教育の計画のあり方につい
て、具体的な事例の分析を通して、マクロ（プラニング）及びミク
ロ（プログラミング）の双方の次元から考察を加える。
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	数学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	物理学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	化学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	生物学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	地球学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	生物化学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス


	工学部
	航空宇宙工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	海洋システム工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	機械工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	建築学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	都市学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	電子物理工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	情報工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	電気電子システム工学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	応用化学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	化学工学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	マテリアル工学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	化学バイオ工学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス
	中百舌鳥キャンパス


	農学部
	応用生物科学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	生命機能化学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス

	緑地環境科学科
	森之宮キャンパス
	中百舌鳥キャンパス


	獣医学部
	獣医学科
	森之宮キャンパス
	りんくうキャンパス


	医学部
	医学科
	森之宮キャンパス
	阿倍野キャンパス

	リハビリテーション学科　理学療法学専攻
	森之宮キャンパス
	阿倍野キャンパス

	リハビリテーション学科　作業療法学専攻
	森之宮キャンパス
	阿倍野キャンパス


	看護学部
	看護学科
	森之宮キャンパス
	阿倍野キャンパス


	生活科学部
	食栄養学科
	居住環境学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス

	人間福祉学科
	森之宮キャンパス
	杉本キャンパス
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